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平成 16 年度 環境監視調査結果一覧(1) 

項  目 数値基準 監視結果 評  価 

二酸化窒素 0.04ppm 0.03ppm ・監視基準を満足していた。 大気質 

ベンゼン 

St.1 

3μg/m3 2.2μg/m3 ・監視基準を満足していた。 

St.2 67dB 

St.3 
70dB 

65dB 

St.4 65dB 59dB 

・監視基準を満足していた。 

St.5 
72dB 

・工事用車両の走行はなく、工事に
よる影響ではないと判断される。

騒音 騒音レベル 

St.6 

70dB 

69dB ・監視基準を満足していた。 

St.2 70dB 32dB 

St.3 37dB 

St.4 33dB 

St.5 42dB 

振動 振動レベル 

St.6 

65dB 

37dB 

・監視基準を満足していた。 

ＣＯＤ St.a～d 2mg/L 0.5～2.3mg/L ・ＣＯＤを増加させるような工事は
行われていないこと、工事による
影響の直接的な指標となるＳＳ
は基準を満足していること、ＣＯ
Ｄの増加は周辺からの流入負荷
による可能性が高いことなどか
ら、工事による影響の可能性は考
えられない。 

水質 

ＳＳ St.a～d 11mg/L 1～5.3mg/L ・監視基準を満足していた。 

St.1 7mg/L <1.0～6.6mg/L ・監視基準を満足していた。 クビレミドロ生育域
のＳＳ 

St.2～4 7mg/L <1.0～4.4mg/L ・監視基準を満足していた。 

仮設橋梁周辺のＳＳ St.1 7mg/L <1.0～6.6mg/L ・監視基準を満足していた。 

注）「クビレミドロ生育域のＳＳ」及び「仮設橋梁周辺のＳＳ」については、クビレミドロの監視調査
の中で、クビレミドロの分布・生育状況に加えて、工事による濁りの影響の有無を監視するため
に数値基準を設定して調査を行った結果を示している。 
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平成 16 年度 環境監視調査結果一覧(2) 

(1)事前の変動範囲と
監視結果との比較 項  目 

変動範囲 監視結果

(2)周辺の環境変化（工事による影響） (3)広域的な環境変化 評  価 

従来     34～38 50～57 － －

新(1)     48～49 57～64 － －

・事前の変動範囲内にある。 総
種
類
数 新(2)      － 69～75 － － －

従来 
 

1,245～
2,210 

1,226～
1,331 

－ － 

新(1) 
  

943～
1,175 

1,263～
1,736 

－ －

・事前の変動範囲内にある。 

鳥類 
（全種） 

総
個
体
数

新(2) 
－ 

1,812～
2,048 

－   － －

注）1．表中の「従来」は従来方式による調査、「新(1)」は新方式(1)による調査、「新(2)」は新方式(2)による調査であることを示す。各調査の方法は以下のとおりである。 
・従来方式：各調査地点において満潮時及び干潮時の各 30 分間に出現した鳥類の個体数を、調査員が移動しながらカウントしている。 
・新方式(1)：各調査地点において満潮時及び干潮時の各 1時間に出現した鳥類の個体数を、各調査地点に配置された調査員が同時にカウントしている。 
・新方式(2)：満潮時から干潮時にかけての各 1時間（原則 6回）に出現した鳥類の個体数を、各調査地点に配置された調査員が同時にカウントしている。 

2．新方式(1)の変動範囲の欄には、平成 15 年度秋季及び冬季の最大個体数を示した。 
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平成 16 年度 環境監視調査結果一覧(3) 

(1)事前の変動範囲と
監視結果との比較 項  目 

変動範囲 監視結果

(2)周辺の環境変化（工事による影響） (3)広域的な環境変化 評  価 

従来     16～19 17～21 － －

新(1)     19～20 19～23 － －

・事前の変動範囲内にある。 総
種
類
数

新(2) －     21～26 － － －

従来 

1,100～
2,049 

881～936

・鳥類の生態的特性から、最大個体数には数十～
数百羽の変動幅がある。また、当該地域に生息
するシギ・チドリ類は、周辺域を含む広い範囲
を移動しながら利用していると考えられる（図
2.4.4）。 

・鳥類が採餌の場としている干潟域については、
工事による消失を回避している。 

・現在の工事位置近傍では、鳥類が一時的に飛去
している可能性はあるものの、各調査地点にお
ける個体数の変動と工事位置からの距離との関
係は明確ではない（図 2.4.6）。 

・油脂類の漏出は確認されていない。 
・干潟生物生息調査においては、底質（粒度組成）
や底生生物の変化は認められない（図 3.4.4、
図 3.4.12、図 3.4.13）。 

・漫湖において、ここ数
年、漸減の傾向が認め
られる（図 2.4.7）。 

新(1) 
  

731～
1,017 

861～
1,258 

－ －

・概ね事前の変動範囲内に
ある。 

鳥類 
（シギ・チド
リ類） 

総
個
体
数

新(2) 
－ 

1,374～
1,470 

－   － －

注）1．表中の「従来」は従来方式による調査、「新(1)」は新方式(1)による調査、「新(2)」は新方式(2)による調査であることを示す。各調査の方法は以下のとおりである。 
・従来方式：各調査地点において満潮時及び干潮時の各 30 分間に出現した鳥類の個体数を、調査員が移動しながらカウントしている。 
・新方式(1)：各調査地点において満潮時及び干潮時の各 1時間に出現した鳥類の個体数を、各調査地点に配置された調査員が同時にカウントしている。 
・新方式(2)：満潮時から干潮時にかけての各 1時間（原則 6回）に出現した鳥類の個体数を、各調査地点に配置された調査員が同時にカウントしている。 

2．新方式(1)の変動範囲の欄には、平成 15 年度秋季及び冬季の最大個体数を示した。 
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平成 16 年度 環境監視調査結果一覧(4) 

(1)事前の変動範囲と
監視結果との比較 項  目 

変動範囲 監視結果

(2)周辺の環境変化（工事による影響） (3)広域的な環境変化 評  価 

St.1 ＋～70    ＋ － － ・事前の変動範囲内にある。 

St.2 40～65  10～15

St.3 75～85  15～25

St.4 60～75  25

海藻草類 生
育
被
度
（
％
） 

St.5 60～75  40～60

・海上工事に伴う濁りの拡散は確認されていない。

・埋立護岸に近い箇所での底質の細粒化、粗粒化
及び大きな砂面変動は確認されておらず、埋立
護岸を中心とした藻場の減少も認められていな
い。 

・工事箇所に限らず対照区（熱田地区及び津堅島）
においても同様の傾向が認められている。 

・分布域の減少や生育被
度の低下は、人為的な
改変がない海域におい
ても認められる。 

・事前の変動範囲を下回っ
ているものの、周辺や広
域的な環境変化と同様の
傾向がみられ、総合的に
判断すると、工事による
影響の可能性は低いと考
えられる。 

分布域 事前調査
の変動範
囲 
(図 2.6.2) 

図2.6.3に
示すとお
り 

クビレミ
ドロ 

分布面積 9,060～
16,750m2 

5,400m2 

・工事に伴う濁りは確認されていない。 

・余水吐護岸の存在により、外力の変化等に伴う
底質の細粒分の流失・移動及び地盤高の変化等
が生じている可能性は低いと考えられる。 

・台風等に伴う生育域の撹乱、底質の細粒分の流
失により、卵が流失した可能性が考えられる。

・対照区として設定した屋慶名地区でも台風によ
る撹乱を受けているが、地形的な特性により、
泡瀬地区に比較して影響が軽減されているもの
と考えられる。 

－ 

・事前の変動範囲を下回っ
ているものの、周辺の環
境変化と同様の傾向がみ
られ、総合的に判断する
と、工事による影響の可
能性は低いと考えられ
る。 

 

 

 



- 5 - 

平成 16 年度 環境監視調査結果一覧(5) 

(1)事前の変動範囲と
監視結果との比較 

 

項  目 

変動範囲 監視結果

(2)周辺の環境変化（工事による影響） (3)広域的な環境変化 評  価 

St.1     ＋ ＋ － －

St.2     ＋～5 5 － －

・事前の変動範囲内にある。 生
存
被
度
（
％
） 

St.3    5～55 ＋ ・工事に伴う濁りは確認されていない。

・埋立護岸に近い箇所での底質の細粒化、粗粒
化及び大きな砂面変動は確認されていない。

・平成 13 年の白化現象により低下した生存被度
が未だ回復していないと考えられる。 

－ 

・事前の変動範囲を下回っ
ているものの、周辺の環
境変化と同様の傾向がみ
られ、総合的に判断する
と、工事による影響の可
能性は低いと考えられ
る。 

St.1     6～10 6～8 － －

St.2     12～16 15 － －

サンゴ 

種
類
数 

St.3     8～14 11～13 － －

・事前の変動範囲内にある。 

成魚個体数
（尾） 

2～37    2～6 － －トカゲハゼ 

生 息 面 積
（m2） 

10～850    10～178 － －

・事前の変動範囲内にある。 

 

 

 



(1)事前の変動範囲と監視結果と
の比較 

 

項  目 

変動範囲  監視結果

(2)周辺の環境変化（工事による影響） 
(3)広域的な環

境変化 
評  価 

St.10   35～666 本 531～603 本

St.11   19～53 本 46～47 本

St.12   133～655 本 529～578 本

St.13   47～219 本 241～253 本

St.14   26～179 本 225～258 本

毎
木
調
査
（
樹
木
本
数
） St.15   

  

35～666 本 531～603 本

－ － －

塩分   0.9～9.6 0.96～31.7

COD  5.0～12.5mg/L 1.2～6.1mg/L

St.15

SS   3.6～13mg/L 22～31mg/L

塩分   1.7～21.2 33.77～35.8

COD  4.5～16.2mg/L 1.8～2.7mg/L

汽
水
域
水
質 St.16

SS   

  

4～23mg/L 5.6～17mg/L

－ － －

魚類     8～11 種 11～12 種 － － ・事前の変動範囲
内にある。 

甲殻類    11～17 種 10～11 種 ・陸化の進行に伴う地盤高や底質の変化により生物の
生息環境が変化していると考えられる。 

・工事による直接改変はなく、工事の実施が生物生息
環境を変化させている可能性は低いと考えられる。

－ ・概ね事前の変動
範囲内にある。 

St.15

軟体動物     7～12 種 9～17 種 － － ・事前の変動範囲
内にある。 

魚類     10～17 種 20～30 種 － －

甲殻類     17～29 種 30～32 種 － －

比屋根
湿地の
汽水生
物等 

汽
水
生
物
種
類
数

St.16

軟体動物     8～21 種 13～26 種 － －

・事前の変動範囲
内にある。 

注）毎木調査、汽水域水質調査は湿地環境の与条件（自然変動）としてモニタリングしているものである。 

平成 16 年度 環境監視調査結果一覧(6) 
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1. 環境監視調査の位置付け 



1．環境監視調査の位置付け 

 泡瀬地区では、環境影響評価の所定の手続き・検討を経て１)、工事の実施前から以下の

項目について監視調査を実施している。 

 

＜工事の実施＞：大気質、騒音、振動、水質、植物・動物＜鳥類、海藻草類（移植先含む）、 

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ、ｻﾝｺﾞ、ﾄｶｹﾞﾊｾ＞、比屋根湿地の汽水生物等 

 

監視調査結果については、委員会を設置し、専門家等の指導・助言を得て評価し、県文

化環境部に報告することとなっている２)。 

本監視調査は、異常時等における迅速な対応はもとより、長期的な視点でデータを蓄積

し、調査結果を今後の環境保全措置の検討へ活用していくものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

― 

注 1)環境影響評価準備書公告・縦覧：平成 11 年４月９日(金)～５月 10 日（月） 

環境影響評価準備書に対する知事意見：平成 11 年 10 月 12 日（火） 

環境影響評価書公告・縦覧：平成 12 年３月 23 日(木)～４月 24 日（月） 

公有水面埋立承認（免許）、港湾管理者の意見：平成 12 年 12 月 19 日（火） 

 

  2)沖縄県知事の環境影響評価準備書に対する意見（抜粋） 

Ⅳ．事後調査・その他に関すること（抜粋） 

（１） 調査の実施に当たっては専門家等の指導・助言を得て行うこと。 

（２） 事後調査の結果に基づき、専門家等の指導・助言を得ながら保全対策について関係者間で

調整のうえ、措置を講じること。 

（３） 事後調査の結果及び講じられた対策については、調査終了後、すみやかに県に報告すると

ともに、公表すること。 

 

1-1 



1.1 評価の基本的な考え方 

監視調査結果の評価に当たっては、監視基準を超えているかどうか、監視基準を超え

ている場合、工事の影響によるものかどうかを評価し、工事の影響が明らかな場合、あ

るいは恐れがある場合の措置をどのようにとるか判断することになる。 

監視基準として環境基準等の数値基準があるものは、これを監視基準にしている。数

値基準がある場合でも、これを超えた場合や、数値基準がない生物・生態系関連の項目

については、以下の①→②→③の順に検討し、調査結果にみられた変化の要因が工事に

よるものかどうかを評価する。 

 

 

① 事前調査結果における変動の範囲内か？ 

↓・事前調査結果における範囲を超えた場合は、生物の生態的な特性等を勘案し、

自然変動の範囲内かどうかを考察。 

 

② 周囲の環境変化によるものではないか？ 

↓・工事の影響が想定されない対照区や他の地点での監視調査結果と比較し、変

化の要因が工事によるものかどうかを考察。 

 

③ 広域的な環境変化によるものではないか？ 

・琉球列島、日本全域、地球規模での広域的な環境変化（例えばサンゴの白化

など）を勘案し、変化の要因が工事によるものかどうかを考察。 

 

 

  

(1) 監視基準 

各監視項目の監視基準に対しての、具体的な評価及び運用の考え方は表 1.1.1 に示

すとおりとした。また、これを踏まえて、監視項目別に評価の考え方を整理した結果

は表 1.1.2 に示すとおりである。 

 

(2) 評価・対応フロー 

監視調査結果の評価・対応フローを図 1.1.1 に示す。 
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表 1.1.1(1)  工事中の監視調査における具体的な評価及び運用の考え方 

調査項目      監視項目 監視基準 評価及び運用 備 考

大気質 二酸化窒素(NO2) 

ベンゼン 

NO2：1 時間値の 1日平均値が 0.04ppm
以下 

ベンゼン:1 年平均値が 3μg/m3 以下
（環境基準相当） 

NO2：各季節ごとの7日間における1時間値の日平均値の
うち最大値で評価 

ベンゼン：各季節の 1 週間平均値から算出した 1 年平均
値で評価 

実施した調査の過半
数で基準を超過した
場合、対応を検討す
る。 

騒音  騒音レベル 環境基準の類型相当、及び特定建設作
業の規制基準85dB(A)以下 

騒音レベル：道路交通騒音は地点ごとに環境基準の類型
指定に対応する値（65,70dB）で評価 

建設作業騒音は、くい打機等の特定建設作業に準じる工
事について、規制基準85dBで評価 

振動  振動レベル 道路交通振動に係る要請限度及び特
定建設作業の規制基準75dB以下 

振動レベル：道路交通振動は地点ごとに振動規制法の地
域指定に対応する値（65,70dB）で評価 

建設作業振動は、くい打機等の特定建設作業に準じる工
事について、規制基準75dBで評価 

地点ごとに、実施し
た調査の過半数で基
準を超過した場合、
対応を検討する。 

基本監視  ＣＯＤ、ＳＳ

※濁度も同時に測定

COD：2mg/L以下（環境基準Ａ類型相当）

SS：バックグラウンド濃度+10mg/L 

COD：月1回の分析値が2mg/L以下であるかどうかで評価

SS：バックグラウンドを1mg/Lとして+10mg/Lを見込んで
評価。リアルタイムで判断するため濁度を観測し、
管理目標を11（度）以下として評価 

水質 

余水吐  濁度、ＳＳ SS：150mg/L以下 
(日間平均で100mg/L以下) 

SS:150mg/L以下（日間平均で100mg/L以下）（余水吐稼動
時に検討）として評価 

ＳＳについては、管
理目標を超過した場
合、翌日も調査 3 日
間連続して管理目標
を超過した場合、対
応を検討する。 

鳥類  種類、個体数 工事前の状況と比較して、生息状況が
大きく変化しないこと。 

総種類数、総個体数：渡りの時期（秋季と冬季）におけ
る満潮時、干潮時の出現総種類数及び総個体数を、
同時期の事前調査結果と比較する。 

シギ・チドリ類の種類数、個体数：渡りの時期（秋季と
冬季）における満潮時、干潮時の出現総種類数及び
総個体数を、同時期の事前調査結果と比較する。 

植物・
動物 

海藻草類 10ｍ×10ｍの区画内
の生育状況（被覆状
況） 

工事前の生育状況と比較して、生育被
度が大きく低下せず、健全であるこ
と。 

生育被度：各地点ごとに事前調査結果と比較及び対照区
との比較 

事前調査における変
動の範囲を超過した
場合、周囲の環境変
化（対照区との比
較）、広域的な環境変
化等について検討
し、変化が工事によ
るものかどうかを検
討する。 

注）「監視項目」と「監視基準」は環境影響評価の図書で位置付けられており、これを踏まえて「評価及び運用」等で具体的な対応を整理した。 
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表 1.1.1 (2)  工事中の監視調査における具体的な評価及び運用の考え方 

調査項目      監視項目 監視基準 評価及び運用 備 考

移植先の海草
藻場 

移植先における海草の
活着状況及び生育被
度、移植先の藻場にお
ける生物の出現状況 

移植時と比較して海草の生育
被度が高くなっており、藻場に
多くの生物が出現しているこ
と。 

(環境保全・創造委員会で検討、評価する。)  

クビレミドロ クビレミドロの分布、
生育状況 

工事前の生育状況と比較して、
分布、生育状況が大きく変化し
ないこと。 

クビレミドロの分布：事前調査時の分布域との重ね合わ
せにより、分布状況の変化を評価する。 

生育面積の年間最大値：事前調査結果及び対照区との比
較。なお、参考のためSSを調査し監視基準7mg/L以
下とする。 

サンゴ 10ｍ×10ｍの区画内の
被度（生サンゴ、死サ
ンゴ）、群体の大きさ、
種類 

工事前の状況と比較して、生息
状況が大きく低下せず、健全で
あること。 

生存被度：各地点ごとに事前調査結果と比較及び対照区
との比較 

種類数：各地点ごとに事前調査結果と比較及び対照区と
の比較 

植物・
動物 

トカゲハゼ  個体数

概算生息面積 

生息密度 

工事前の状況と比較して、生息
状況が大きく低下せず、健全で
あること。 

個体数：事前調査結果と比較 

生息面積：事前調査結果と比較 

比屋根湿地の汽水生物
等 

5ｍ×5ｍ区画の毎木調
査、その他水域で水質、
魚介類、甲殻類 

工事前の状況と比較して湿地
環境が大きく変化しないこと。

魚類、甲殻類、軟体動物：各総種類数及び各出現総種類
数について事前調査結果と比較（毎木調査、水質調
査は湿地環境の与条件(自然変動)として実施） 

事前調査における変
動の範囲を超過した
場合、周囲の環境変
化（対照区との比
較）、広域的な環境変
化等について検討
し、変化が工事によ
るものかどうかを検
討する。 

注）「監視項目」と「監視基準」は環境影響評価の図書で位置付けられており、これを踏まえて「評価及び運用」等で具体的な対応を整理した。 

 



表 1.1.2  工事の実施に係る監視項目別の評価の考え方 

評価指標 

 

監視項目等 

数値基準 

（１） 

事前調査におけ
る変動の範囲 

（２） 

周囲の環境変化 
（対照区との比較） 

（３） 

広域的な環境変化 

①大気質 

②騒音・振動 

③水質 

数値基準
と比較し
て評価す
る。 

参考に事前調査
のデータと比較
する。 

数値基準を超えた場合は
工事の区域や周囲の状況
等から原因を検討する。 

数値基準を超えた場
合、事前調査時の測
定地点等の状況に関
する入手可能な他機
関の情報等をもとに
検討する。 

④鳥類 

事前調査の変動範囲を超
えて減少した場合は周囲
の状況等から原因を検討
する。 

入手可能な他機関の
情報等をもとに検討
する。 

⑤海藻草類 

事前調査の変動範囲を超
えて減少した場合は、周
囲の状況等から原因を検
討する。（藻場分布状況及
び対照区との比較により
工事の影響を検討する。） 

入手可能な他機関の
情報等をもとに検討
する。 

⑥クビレミドロ 

事前調査の変動範囲を超
えて減少した場合は、周
囲の状況等から原因を検
討する。 

流入負荷調査結果、SS 調
査結果、海藻草類の対照
区との比較結果等を総合
的に考察し、工事の影響
を検討する。（金武湾の屋
慶名周辺を対照区とし、
工事の影響を検討する。） 

屋慶名周辺の状況と
比較し検討する。 

⑦サンゴ 

事前調査の変動範囲を超
えて減少した場合は、周
囲の状況等から原因を検
討する。 

入手可能な他機関の
情報等をもとに検討
する。 

⑧トカゲハゼ 

事前調査の変動範囲を超
えて減少した場合は、周
囲の状況等から原因を検
討する。（別途調査による
湾全体のデータを対照区
として利用する） 

別途調査による湾全
体のデータをもとに
検討する。 

工
事
中
の
監
視
項
目 

⑨比屋根湿地の
汽水生物等 

数値基準
は無い 

事前調査におけ
る変動の範囲と
比較して評価す
る。 

変化が生じて影響が想定
された場合は、周囲の状
況等から原因を検討す
る。（地域性が強いため事
前調査データと比較する
ことで工事の影響を検討
する。） 

基本的には地域性の
強い場所であるた
め、広域性の観点と
して、必要に応じて
類似のマングローブ
湿地における情報を
収集し、検討する。
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監視調査計画
監視調査

現地調査
目視観測
分析・解析

異常の有無
（予測も含む）

工事影響の判断

緊急対策の実施

原因の究明・対策の検討

あり

あり

未解決

問題なし

あり

問題解決

なし

指
導　

助
言

Start

対策の実施
(工法の変更など）

環境保全・創造委員会

Start

なし

環境監視委員会

評価

定例委員会臨時委員会

評価

新たな環境保全措置
の必要性等の検討

なし新たな環境保全措置
の検討

提案

HP等への掲載

HP等への掲載

あり：技術的課題なし

あり：技術的課題あり

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1.1  監視調査結果の評価・対応フロー 
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1.2  平成 16 年度環境監視調査の概要 

平成 16 年度に実施した監視調査の概要を表 1.2.1 に示し、監視調査の位置図を図 

1.2.1 に示す。なお、平成 15 年度に追加し平成 16 年度も継続している調査、ならびに

平成 16 年度に追加した調査は以下のとおりである。 

 

＜平成 15 年度に追加し平成 16 年度継続＞ 

1) 鳥類：平成 14 年度までの監視調査では、生息状況について年 4 回（四季）、調査点

5 地点における満潮時・干潮時の調査を実施してきた。本年度の監視調査では、委

員会での指摘を踏まえ試験的に調査点を追加し、調査時期を四季だけでなく毎月 1

回とし、1 日で全域の調査を同時間帯に行うとともに、年 4 回、主要な鳥類 5 種（ム

ナグロ、メダイチドリ、キアシシギ、ダイシャクシギ、シロチドリ）を対象として、

最大干潮時から日没前までの時間帯における群れの行動調査を行うこととした（新

方式による調査は平成 15 年 8 月から開始）。さらに、平成 16 年度 8 月調査からは、

調査地点 5 地点での新方式の調査を満潮時から干潮時にかけての時間帯で行った。 

2) 海藻草類：台風等の影響など自然変動を把握するため、藻場の分布調査を年 2 回実

施した（平成 15 年 6 月より開始）。また、工事前から生育被度が減少傾向である監

視点の補助的な観察場所として追加した 2 地点（St.9，St.10）を継続した（平成

15 年 9 月より開始）。  

3) クビレミドロ：監視調査結果の評価の精度を向上させるため、屋慶名周辺に設定し

た対照区を継続した（平成 16 年 1 月より開始）。また、生育環境の監視を補強する

ため追加した流入負荷量調査を継続した（平成 15 年 8 月より開始）。 

4) 干潟生物生息状況：調査を補強するため泡瀬地区周辺で追加した対照区 2 地点

（St.11，St.12）を継続した（平成 15 年 7 月より開始）。 

5) 新たに確認されたオキナワヤワラガニの生息状況、生息環境等を調査した（平成

15 年 1 月より開始）。 

＜平成 16 年度追加＞ 

1) 水質（海域）：沖縄市泡瀬漁港周辺の濁水の拡散が泡瀬地区に及ぶ可能性を考慮し、

工事による影響と明確に区別するため、海上工事中に 2 地点を追加した。 

2) サンゴ：広域的な白化現象以降のサンゴの生息状況を把握するため、平成 15 年 6

月に実施したサンゴ分布調査結果を踏まえ、比較的生息面積が広く、安定してい

ると考えられる箇所に調査地点（St.4）を追加した。 

3) 新たに確認されたリュウキュウズタ、ウミヒルモ類の生育状況、生育環境等、ニラ

イカナイゴウナ、オサガニヤドリガイの生息状況、水質調査を含む生息環境等を

調査した。 

4) 海藻草類：底質の変化を把握するため、底質の粒度組成及び砂面変動を調査した。 

5) トカゲハゼ：着底幼稚魚数の変動の把握が重要と考えられるため、調査データを示

した。 
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表 1.2.1(1)  平成16年度の監視調査実施状況（工事中） 

項 目 監視項目 地点数等 監視頻度 調 査 方 法 備 考 

大気質 
二酸化窒素 
ベンゼン 

埋立計画地背後の1地点 年4回(夏､秋､冬､春) 

各季節に７日間連続観測。二酸化窒素はJIS-B-7953 1997 吸光光度方式（ザルツマン試薬吸光光
度法）に基づく自動測定機により連続測定。ベンゼンは環境庁告示４（平成9年2月4日）「ベン
ゼン等による大気の汚染にかかる環境基準について」に基づくキャニスター採取－ガスクロマト
グラフ質量分析法により７日間連続測定。 

 

騒 音 道路交通騒音 埋立計画地周辺5地点 
夏､秋､冬､春の年4回 (4地点) 
秋､春の年2回(1地点) 

環境庁告示64（平成10年9月30日）「騒音にかかる環境基準について」に基づく方法で、平日１
日間、6:00～22:00の毎正時から10分間の測定。 

 

振 動 道路交通振動 埋立計画地周辺5地点 
夏､秋､冬､春の年4回 (4地点) 
秋､春の年2回(1地点) 

総理府令58（昭和51年11月10日）「振動規制法施行規則」に基づく方法で、平日１日間、7:00
～19:00の毎正時から10分間の測定。 

 

水質（海域） 
ＣＯＤ 
ＳＳ 

埋立計画地周辺4地点 
(海上工事中は泡瀬漁港周辺に2地点を追加) 

各月1回 

バンドーン採水器を用いて表層水（海面下0.5ｍ）を採取し、冷暗所保存し、分析。分析方法は、
以下のとおり。 
COD：日本規格協会発行（1998）の工場排水試験方法 JIS-K-0102 1998 17 に基づき分析。（環境
庁告示第59号（昭和46年12月28日） 
SS：環境庁告示（昭和46年12月28日）第59号 付表8に基づき分析。 

泡瀬漁港周辺における濁水の
拡散を考慮するため、海上工
事中には調査点追加した。 

埋立計画地周辺の5地点 夏、秋、冬、春の年４回 
種類 
個体数  埋立計画地周辺 6 地点(従来式の既存の調査地点

に奥武岬の1地点を追加) 
毎月１回、毎回各地点で
１日間の同時間帯に調査

ポイントセンサス調査。満潮時と干潮時の 2 回各々当該潮時の前後 3 時間以内の時間帯（従来方
式）、及び満潮時から干潮時にかけての時間帯（新方式）、所定の位置に所定の時間留まり（従来
は30分間、新方式は１時間）、識別可能範囲（半径300m程度の陸海域で主に干潟域）で観察。調
査にあたっては、8～10倍の双眼鏡と20～60倍のスポッティングスコープ（望遠鏡）を併用。 

鳥 類 

行動※  埋立計画地周辺の干潟域 年４回（四季） 
ムナグロ、メダイチドリ、キアシシギ、ダイシャクシギ、シロチドリについて、最大干潮時から
日没前までの時間帯における群れの行動を調査。 

調査時において、繁殖に関す
る行動や営巣、不測の逃避行
動が確認された場合は状況を
記録する。 

10m×10m の区画内の生育状況(被
覆状況) 

自然変動を把握するため分布
調査を年２回実施した。 海藻草類 

底質の粒度組成及び砂面変動※ 

埋立計画地周辺の比較的海草類の生育被度が高
い代表的な藻場5地点･補助的に2地点及び対照
区の3地点 

年２回（夏、冬） 
潜水（スクーバダイビング）により目視観察し、現地で行ったスケッチ・記録等に基づく分析、
整理。 

 

図 1.2.1に示す範囲内 4、6、1、3月 
光波測距儀による生育分布域の確認、代表的な地点で方形枠（50cm×50cm）内の群体数、上位 10
群体の長径を測定、生育状況の写真撮影。 

 
ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛの分布､生育状況 

対照区として屋慶名地区    1、3月 分布、生育状況の目視観察等 対照区として実施した。

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ生育域での濁り※ 
(SS､濁度) 

埋立計画地周辺11地点 
(生息地1地点､ 基本監視地点3地点､補助監視地
点3地点､沖合2地点､仮設橋梁工事現場近く2地
点) 

工事中の毎日２回 
一日2回（午前10時、午後3時）に、現場観測及び濁度計による濁度の観測。濁度は、上層（海
面下0.5m）、中層（上層、下層の中間水深）、下層（海底上0.2m）にて観測し、SS（mg/L）に換算
して記録。 

 

クビレミドロ 

流入負荷量※ 
(COD､T-N､T-P､SS､陰･非ｲｵﾝ界面活
性剤､流量) 

埋立計画地周辺の流入河川3地点､生息地1地点 各月1回 

COD：JIS-K-0102 13 
T-N（無機3態N＋ｹﾙﾀﾞｰﾙ N）：JIS-K-0102 1998 42.2,43.1,43.2,44.1, 
T-P：JIS-K-0102 1998 46.3.1  COD：日本規格協会発行（1998）の工場排水試験方法 JIS-K-0102
17に基づき分析。（環境庁告示第59号（昭和46年12月28日）、PO4-P: JIS-K-0102 1998 46.1.1
SS：環境庁告示（昭和46年12月28日）第59号 付表8に基づき分析。 
陰ｲｵﾝ界面活性剤：JIS-K-0102 1998 30.1 
非ｲｵﾝ界面活性剤：上水試験法(2001)Ⅳ4.2.11.2 
流量：水路の断面測量、直読式電磁流速計による流速測定から求める。 

生育環境の監視を補強するた
め実施した。 

サンゴ 
10m×10m の区画内の被度(生ｻﾝｺﾞ､
死ｻﾝｺﾞ)､群体の大きさ､種類 

埋立計画地周辺の比較的ｻﾝｺﾞ類の生息被度が高
い､代表的なｻﾝｺﾞ類を含む 4 地点(St.4)を追加 

年２回（夏、冬） 
潜水（スクーバダイビング）により目視観察し、現地で行ったスケッチ・記録等に基づく分析、
整理。 

サンゴ類広域分布調査結果を
踏まえ、地点を追加。 

個体数 
概算生息面積 
生息密度 

植 
 
物 
 
・ 
 
動 
 
物 

トカゲハゼ 

着底幼稚魚数※ 

泡瀬ﾍﾞｲﾛｰﾄﾞ東側 年４回 

日中の干潮時に双眼鏡を用いてトカゲハゼ成魚生息数を計数。生息面積については、光波測距儀
を用いて陸上の基点から生息地周囲の位置を順次測距し、地図上に図化、面積を算出。（調査は沖
縄県土木建築部が別途実施：結果の整理にあたっては「中城湾港（新港地区）トカゲハゼ生息状
況等監視調査業務」の速報を引用） 

 

５ｍ×５ｍ区画の毎木調査 ﾏﾝｸﾞﾛｰﾌﾞﾞ林で5地点   5m×5m区画内での生育種類別位置、樹高、幹の太さ、樹幹投影等の調査。

魚類、甲殻類、軟体動物 比屋根湿地内で2地点  
タモ網による定性採集、スコップを用いて底質中に生息する底生生物の確認、刺網、カニカゴの
トラップによる捕獲、目視観察による出現種の同定。 

 

工 

事 

中 

の 

監 

視 

項 

目 

比屋根湿地の 
汽水生物等 

汽水域水質  比屋根湿地内で2地点

年2回(夏､冬) 表層水の採取、分析。分析方法は以下のとおり。 
COD：日本規格協会発行（1998）の工場排水試験方法 JIS-K-0102 1998 17 に基づき分析。（環境
庁告示第59号（昭和46年12月28日） 
SS：環境庁告示（昭和46年12月28日）第59号 付表8に基づき分析。 
塩分：海洋観測指針 8.2 サリノメーター法 

 

注）平成15年度の監視調査項目からの追加項目等については、太字で示す。また、※は補足調査項目を示す。 
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表 1.2.1(2)  平成16年度の監視調査実施状況（工事中） 

項 目 監視項目 地点数等 監視頻度 調 査 方 法 備  考 
地形      地形 埋立計画地周辺 年１回 空中写真撮影による砂洲の存在、形状等の判読による。

水路予定海域水質 
COD、T-N、T-P、SS、陰･非イオン界
面活性剤 

水路予定海域において３地点 

各月１回 
（クビレミドロ関連の流
入負荷量調査と合わせて
実施） 

COD：JIS-K-0102 1998 13 
T-N（無機3態N＋ｹﾙﾀﾞｰﾙ N）：JIS-K-0102 1998 42.2,43.1,43.2,44.1, 
T-P：JIS-K-0102 1998 46.3.1  COD：日本規格協会発行（1998）の工場排水試験方法 JIS-K-0102 
1998 17に基づき分析。（環境庁告示第59号（昭和46年12月28日）、PO4-P: JIS-K-0102 46.1.1
SS：環境庁告示（昭和46年12月28日）第59号 付表8に基づき分析。 
陰ｲｵﾝ界面活性剤：JIS-K-0102 1998 30.1 
非ｲｵﾝ界面活性剤：上水試験法(2001)Ⅳ4.2.11.2 

 

オカヤドカリ 
種類数 
個体数 

埋立計画地周辺４地点 年１回(秋季) 
定性調査：汀線部から陸側の植生のある場所までの範囲（約 50m 区間）踏査による日中の目視観
察。 
トラップ調査：１箇所あたりトラップを2個設置し、翌日回収して、現地にて種の同定と計数。

 

底質及び間隙水の水質 
 
底質：粒度組成、ｐH、硫化物、COD、

TOC、T-N、T-P、ｸﾛﾛﾌｨﾙ a 
間隙水：pH、塩分、DO、COD、TOC、

T-N、T-P 

底質：各調査地点において、表層の干潟泥を採取し、分析。分析方法は、以下のとおり。 
粒度組成：JIS-A-1204 2000、ｐH：新編水質汚濁調査指針 第5章 ガラス電極法 
硫化物：底質調査方法（昭和63年度環水管第127号）Ⅱ17 
COD：底質調査方法（昭和63年度環水管第127号）Ⅱ20、TOC：CHNコーダーによる 
T-N：底質調査方法（昭和63年度環水管第127号）Ⅱ18、 
T-P：底質調査方法（昭和63年度環水管第127号）Ⅱ19、 
クロロフィルa：海洋観測指針9.6.1 抽出蛍光法 
間隙水：各調査地点において、干潟面を30cm程度掘り、干潟からの滲出水を直接採取し、分析。
分析方法は以下のとおり。 
ｐH：JIS-K-0102 1998 12.1 ガラス電極法、塩分：海洋観測指針 1999（第1部） 5.3 
DO：JIS-K-0102 1998 32.1、COD：JIS-K-0102 1998 17、 
TOC：JIS-K-0102 1998 22 
T-N：JIS-K-0102 1998 45.4、T-P：JIS-K-0102 1998 46.3.1 

干潟生物(マクロベントス、メイオ
ベントス、ミクロベントス、微小藻
類、バクテリア) 

マクロベントス：各調査地点において 4 ヶ所から方形枠内（30cm×30cm）の干潟泥を採取し、得
られた試料を 1mm 目のふるいにかけ、ふるい上に残った全生物を固定後、種類数、個体数、湿重
量について分析。 
メイオベントス・ミクロベントス：各調査地点において4ヶ所からアクリルコア（内径5cm）によ
る柱状採泥（深さ10cm）を行い、固定後、1mm目及び0.04mm 目のふるいにかけ、1mm目を通過し
0.04mm目に残ったものをメイオベントス試料とし、0.04mm目を通過したものをミクロベントス試
料とし、種類数、個体数について分析。 
微小藻類：アクリルコア（内径 5cm）による柱状採泥（深さ 10cm）を行い、固定後、種類数、細
胞数について分析。 
バクテリア：アクリルコア（内径5cm）による柱状採泥（深さ1cm）を行い、数gを分析用とし、
好気性、嫌気性のバクテリアのコロニー数について分析。 

補 

足 

項 

目 

干潟生物生息状況 

干潟生物の目視観察 

残存予定干潟域の10地点及び対照区の２地点  年２回（夏、冬）

各調査点を中心として半径 10m 以内の底質の外観、浮泥状況、生物生息孔、大型生物等について
目視観察（CR法） 

対照区として 2 地点を実施し
た。（St.11、12） 

注）平成15年度の監視調査項目からの追加項目等については、太字で示す。 
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表 1.2.1(3)  平成16年度の監視調査実施状況（工事中） 

項 目 地 点 数 調査頻度 調 査 方 法 

①海上工事中の水質 
（SS、濁度、COD、栄養塩類等） 

既存の水質監視調査点4地点、 
クビレミドロの工事中の濁り監視地点
11 地点、工事中の汚濁防止膜周辺の 3
地点、ウミヒルモ類・リュウキュウズ
タ調査地点のSt.1、9、10の 3地点 

月 1 回、工事中の濁り監視（クビレ
ミドロの11地点）及び汚濁防止膜周
辺の 3地点については、工事期間中
毎日実施 
また、イベント（台風・大降雨）直
後にも実施 

濁度：濁度計による観測 分析項目については以下のとおり 
SS：環境庁告示（昭和46年12月28日）第59号 付表8に基づき分析 
COD：JIS-K-0102 1998 13 
T-N（無機3態N＋ｹﾙﾀﾞｰﾙ N）：JIS-K-0102 1998 42.2,43.1,43.2,44.1, 
T-P：JIS-K-0102 1998 46.3.1  COD：日本規格協会発行（1998）の工場排水試験方法 JIS-K-0102 1998 17 に基づき分
析（環境庁告示第59号（昭和46年12月28日）、PO4-P: JIS-K-0102 46.1.1 

②生育状況調査（出現種と被度、葉上の
浮泥堆積状況の観察及び写真撮影） 

20分程度の潜水で生育が確認された場合には、その生育場所を起点に45mの観察ラインを3m間隔で2本平行に設置し、
ライン上の距離5m 間隔で1m×1m のコードラートを 20 箇所設置し、各コードラート内の出現種と被度について観察及び
写真撮影。葉上の浮泥堆積状況について観察 

③生育環境調査 
・底質の粒度組成及び砂面変動 
・水温・塩分の鉛直測定 
・水中光量の測定 

底質：各調査地点において、表層の砂泥を採取し、粒度組成分析（JIS-A-1204 2000） 
砂面変動：鉄筋棒による計測 
水温・塩分の鉛直測定：STDによる計測 
水中光量の測定：水中光量子計による測定  

 
 
 
 
リュウキュウズタ、
ウミヒルモ類 
ウミヒルモ 
ヒメウミヒルモ 
ホソウミヒルモ 
ウミヒルモsp. 
 

④食害の状況 
・競合生物の生息状況 
・大型底生生物の出現状況 
・魚類の出現状況 

埋立予定地南側の海域の10地点 
（水中光量の測定については、10 月以
降に海域の1地点での調査） 
 

当面、月1回の頻度で実施 
また、イベント（台風・大降雨）直
後にも実施 

生育状況調査にあわせて食害の状況・競合生物の生息状況、大型底生生物・魚類の出現状況を目視観察 

①仮設橋梁工事中の濁り  仮設橋梁工事ヵ所周辺
毎日（仮設橋梁工事中）及びイベン
ト（台風・大降雨）直後 

濁度計による観測 

②生息状況調査（個体数、大きさ、生息
する転石の大きさ、生息場の状況等）

各調査地点の転石帯に 45m×45m の範囲を設定し、範囲内の転石を全て返して生息個体数、大きさ、生息する転石の大き
さ、生息場の状況等を記録・写真撮影 

③生息環境調査 
・転石下の底質の酸化還元電位（ORP） 
・底質（粒度組成、硫化物、COD） 
・間隙水（ｐH、塩分、DO、COD） 
 

酸化還元電位（ORP）：水質汚濁調査指針（1980）5.14に準じたORP法 
底質：各調査地点において、表層の干潟泥を採取し、分析 分析方法は、以下のとおり 
粒度組成：JIS-A-1204 2000、ｐH：新編水質汚濁調査指針 第5章 ガラス電極法 
硫化物：底質調査方法（昭和63年度環水管第127号）Ⅱ17 
COD：底質調査方法（昭和63年度環水管第127号）Ⅱ20 
間隙水：各調査地点において干潟面を30cm程度掘り、干潟からの滲出水を直接採取し、分析。分析方法は以下のとおり
ｐH：JIS-K-0102 1998 12.1 ガラス電極法、塩分：海洋観測指針 1999（第1部） 5.3 
DO：JIS-K-0102 1998 32.1、COD：JIS-K-0102 1998 17 

④滲出水の供給 
⑤競合生物の生息状況 

当面、月1回の頻度で実施 
また、イベント（台風・大降雨）直
後にも実施 

生息状況調査にあわせて目視観察 

オキナワヤワラガニ 

⑥干潟の利用状況（潮干狩り等のﾋﾟｰｸ時）

比屋根湿地前面の干潟域の転石地帯 

潮干狩りの利用のピーク時 
（浜下り・夏季） 

生息状況調査にあわせて目視観察。 
転石の攪乱の有無等を目視観察・写真撮影 

①海上工事中の水質 
（SS、濁度、COD、栄養塩類等） 
 
ウミヒルモ類・リュウキュウズタの調査
と共通 

既存の水質監視調査点4地点、 
クビレミドロの工事中の濁り監視地点
11 地点、工事中の汚濁防止膜周辺の 3
地点、ウミヒルモ類・リュウキュウズ
タ調査地点のSt.1、9、10の 3地点 

月 1 回、工事中の濁り監視（クビレ
ミドロの11地点）及び汚濁防止膜周
辺の 3地点については、工事期間中
毎日実施 
また、イベント（台風・大降雨）直
後にも実施 

濁度計による濁度の観測 分析項目については以下のとおり 
SS：環境庁告示（昭和46年12月28日）第59号 付表8に基づき分析 
COD：JIS-K-0102 1998 13 
T-N（無機3態N＋ｹﾙﾀﾞｰﾙ N）：JIS-K-0102 1998 42.2,43.1,43.2,44.1, 
T-P：JIS-K-0102 1998 46.3.1  COD：日本規格協会発行（1998）の工場排水試験方法 JIS-K-0102 1998 17に基づき分
析。（環境庁告示第59号（昭和46年12月28日）、PO4-P: JIS-K-0102 46.1.1 

②生息状況調査（個体数、大きさ、二枚
貝の種類、個体数、写真撮影） 

各調査地点に1m2の区画を5ヶ所任意に設定して底質中の深さ5cm 程度を手で注意深く掻き、ソメワケグリガイ等の二枚
貝類を慎重に掘り出して、そのまま水中にて1mmメッシュのふるい上で寄生するニライカナイゴウナの出現状況（個体数、
大きさ、二枚貝類の種類、個体数）を確認、あわせて生息環境あるいは確認状況の写真撮影 

ニライカナイゴウナ 

③生育環境調査 
・底質の粒度組成及び砂面変動 
・水温・塩分の鉛直測定 

埋立予定地南～南東側の10地点及び津
堅島の3地点（対照区） 

当面、月1回の頻度で実施 
また、イベント（台風・大降雨）直
後にも実施 

底質：各調査地点において、表層の干潟泥を採取し、粒度組成分析（JIS-A-1204 2000） 
砂面変動：鉄筋棒による計測 
水温・塩分の鉛直測定：STDによる計測 

①工事中の水質 
（SS、濁度、COD、栄養塩類等） 

既存の水質監視調査点4地点、 
クビレミドロの工事中の濁り監視地点
11 地点、工事中の汚濁防止膜周辺の 3
地点、ウミヒルモ類・リュウキュウズ
タ調査地点のSt.1、9、10の 3地点 

月 1 回、工事中の濁り監視（クビレ
ミドロの11地点）及び汚濁防止膜周
辺の 3地点については、工事期間中
毎日実施 
また、イベント（台風・大降雨）直
後にも実施 

濁度計による濁度の観測 分析項目については以下のとおり 
SS：環境庁告示（昭和46年12月28日）第59号 付表8に基づき分析 
COD：JIS-K-0102 1998 13 
T-N（無機3態N＋ｹﾙﾀﾞｰﾙ N）：JIS-K-0102 1998 42.2,43.1,43.2,44.1, 
T-P：JIS-K-0102 1998 46.3.1  COD：日本規格協会発行（1998）の工場排水試験方法 JIS-K-0102 1998 17に基づき分
析。（環境庁告示第59号（昭和46年12月28日）、PO4-P: JIS-K-0102 46.1.1 

②生息状況調査（メナガオサガニの個体
数、甲幅、雌雄、オサガニヤドリガイ
の付着個体数と付着部位、写真撮影）

各調査地点において陸岸に平行な50mの長さの測線と、それに直交する50mの測線を目盛り入りロープで十字に敷設し、
測線の左右 1m 幅内に目視観察で確認されたメナガオサガニが生息孔に隠れる寸前に徒手でカニを採集し、オサガニヤド
リガイの付着状況（付着個体数、付着部位、メナガオサガニの個体数、甲幅、雌雄）を確認。あわせて、生息環境あるい
は確認状況の写真撮影。 

補 

足 

項 

目 

（ 

新 

種 

等 

） 

オサガニヤドリガイ 

③生育環境調査 
・底質の粒度組成及び砂面変動 
・水温・塩分の鉛直測定 

主要な生息域5地点 
周辺の非生息域及び対照区として勝連
半島周辺の2地点 

当面、月1回の頻度で実施 
また、イベント（台風・大降雨）直
後にも実施 底質：各調査地点において、表層の干潟泥を採取し、粒度組成分析（JIS-A-1204 2000） 

砂面変動：鉄筋棒による計測 
水温・塩分の鉛直測定：STDによる計測 

注）平成15年度の監視調査項目からの追加項目等については、太太字で示す。
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＜ 凡 例 ＞ 
★：大気質の監視地点 
▲：騒音・振動の監視地点 
●：水質の監視地点 
：植物・動物（鳥類）の監視地点 
：植物・動物（オカヤドカリ）の監視地点

■：植物・動物（海藻草類）の監視地点 

：植物・動物（クビレミドロ）の監視位置

□：植物・動物（サンゴ）の監視地点 

：植物・動物（トカゲハゼ）の監視地点
☆：干潟生物生息状況調査位置 

★：オキナワヤワラガニ監視地点 

◇：クビレミドロ関連濁り監視地点 

◆：水路部予定海域水質監視地点 

△：仮設橋梁工事関連水質監視地点 
●：リュウキュウズタ、ウミヒルモ類 
◎：ニライカナイゴウナ 
△：オサガニヤドリガイ 

比屋根湿地（拡大図） 
 
 
                  ：植物・動物（鳥類）の監視地点 
                  ●：毎木地点調査 
                  ○：水質、魚介類、甲殻類調査点 
 
 
 

注）1.クビレミドロの対照区（屋慶名地区）及び海藻草類の津堅島の対照区は除く。 
2.青字で示したものは、平成 15 年度に追加された調査地点を示す。 
3.赤字で示したものは、平成 16 年度に追加された調査地点を示す。（ただし、泡瀬漁港の水質の監
視地点 2 地点及びリュウキュウズタ、ウミヒルモ類の水質監視地点 3 地点については、緑で示す。） 

4.ニライカナイゴウナについては、津堅島にも 3 地点を配置している。 

図 1.2.1  環境監視調査（工事中）の位置図 
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1.3 環境監視調査の実施状況 

(1) 工事の実施状況 

埋立工事は平成 14 年度に着手している。平成 16 年度の工事の実施状況について、

工事施工位置を図 1.3.1 に示し、工事スケジュールを表 1.3.1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.3.1  16 年度の工事施工位置図 

 

表 1.3.1  平成 16 年度迄の工事スケジュール 

 年度

 

 

 
 

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

海上作業

仮設橋梁工事

海上作業

仮設橋梁工事

海上作業

仮設橋梁工事
平成16年度

311 12 1 29 10

平成14年度

平成15年度

　　　　　　　 月

工事

8

注）1.平成 15 年 8 月の海上工事は、8 月 4 日から 18 日にかけて実施。施工内容は、捨石部飛散防止ネ
ットの設置である。 

  2.平成 15 年度の仮設橋梁工事については、2 月 5 日～3 月 25 日にかけて実施。施工内容は、施工延
長 105m、橋脚杭打ち込み 135 本、PC 覆工板 292 枚である。 

  3.平成 16 年度の海上工事は、ブイ投入 10 月 22 日、シルプロ設置開始 10 月 25 日、矢板打ち及び捨
石投入 11月 30日～3月 25日にかけて実施。施工内容は、鋼矢板打ち込み 338枚、石材投入 57,000m3、
及び捨石部飛散防止ネット設置である。 

  4.平成 16 年度の仮設橋梁工事は、準備作業等を 8 月 4 日から開始し、杭うち開始 8 月 6 日、3 月 25
日にかけて実施。施工内容は、施工延長 486m、橋脚杭打ち込み 450 本、PC 覆工板設置 1,062 枚で
ある。 
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(2) 環境監視調査のスケジュール 

平成 17 年 3 月までの監視調査のスケジュールを表 1.3.2 に、監視調査実施期間中

の日降水量を図 1.3.2 に、日平均気温を図 1.3.3 に示す。また、平成 16 年度の沖縄

県への台風接近状況を表 1.3.3 に示し、併せて台風接近時の中城湾における波浪状況

を図 1.3.4 に示す。 

 

 

表 1.3.2  平成 16 年度（工事中）における環境監視調査の実施日 

 

 

 

 

 大気

 騒音

 水質

 鳥類

 鳥類

 海藻

 

 

 サン

 トカ

 

 汽水

 

 地形

 水路

 オカ

 干潟

 リュ

 オキ

 ニラ

 オサ

 その

年月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

調査項目 工事期間

質

・振動

（海域）

（従来方式）

（新方式）

草類

分布・生育状況

生育域での濁り

ゴ類

ゲハゼ

マングローブ

汽水生物

汽水域水質

生物生息状況

平成17年

クビレミドロ

ナワヤワラガニ

部予定海域水質

ウキュウズタ・ウミヒルモ類

ヤドカリ類

他の工事に伴う濁り調査

比屋根湿地の
生物等

平成16年

イカナイゴウナ

ガニヤドリガイ

17-19

9

22,2926 24 28,30 1,9 21,30,5 22 24

8-9

7,17,21

17,19-20

18-19 13 15 10 12

13-14

3-8

1

1

1

19 1

21-22

29-4 29-4

29 21

31-3

4 25

22

25
海上工事

4 25仮設橋梁工事

22

25-26 21-23 17-18 15-16

15

22-25 17-18 16,17,28,29 15-16

26 24 22 28 1 30 22 24 17

19-31

19

17-20 13 13　28 11 10

20 9

22-26 22-2521-24 21-23 16-20 8-10 4-6 2-151-4

4-2127-3127-30 17-25 22-28 6-14 8-9

6-813-15 4-15 3-8

1-2 2-9 4-5

6,17,18

24、26

25

17-19

25-26

11-12

17

4-6

27-28

3-6

14

15-21 28-3注） 3-9

20 1

23 25

10-11

4,8,22 2,10,15

27-31

9-12

28-30

30

24-25 23-24

1-2 1-2

7-14 7-10

2-4 3-7

25

4 10

9
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日
降
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量

5月

6月

7月

8月

9月

4月

(mm)

(mm)

(mm)

(mm)

(mm)

(mm)

ｸﾋ ﾚ゙ﾐﾄ ﾛ゙分布・生育状況

水質（海域）

鳥類（新方式）
ﾄｶｹ ﾊ゙ ｾﾞ 水路部予定海域水質

ｵｷﾅﾜﾔ ﾜﾗｶ ﾆ゙

水質（海域）鳥類（従来方式）

鳥類（新方式）

水路部予定海域水質

ｵｷﾅﾜﾔ ﾜﾗｶ ﾆ゙

水質（海域）水質（海域）鳥類（新方式）

ﾄｶｹ ﾊ゙ ｾﾞ

水路部予定海域水質 ｵｷﾅﾜﾔ ﾜﾗｶ ﾆ゙ｵ ｷ ﾅﾜﾔ ﾜﾗｶ ﾆ゙

大気質

騒音・振動

水質（海域）

鳥類（新方式）ﾏﾝｸ ﾛ゙ｰﾌﾞ

汽水水質・生物

水路部予定海域水質

ｵｷﾅﾜﾔ ﾜﾗｶ ﾆ゙

干潟生物生息状況

大気質 水質（海域）

鳥類（従来方式）

鳥類（新方式） 海藻草類

ｻﾝｺ 類゙ ｵｷ ﾅﾜﾔ ﾜﾗｶ ﾆ゙

ﾆﾗｲｶﾅｲｺ ｳ゙ﾅ
ｵ ｻ ｶ ﾆ゙ﾔ ﾄ ﾘ゙ｶ ｲ゙

ﾆﾗｲｶﾅ ｲｺ ｳ゙ﾅ

ﾆﾗｲｶﾅ ｲｺ ｳ゙ﾅ

ﾆﾗｲｶﾅｲｺ ｳ゙ﾅ

ﾆﾗｲｶﾅｲｺ ｳ゙ﾅ

水質（海域）

水質（海域） 水質（海域）

水質（海域） 鳥類（新方式）海藻草類

ｻﾝｺ 類゙

水路部予定海域水質

ﾄｶｹ ﾊ゙ ｾ ﾞ

水路部予定海域水質ｵｷﾅﾜﾔ ﾜﾗｶ ﾆ゙

ﾆﾗｲｶﾅｲｺ ｳ゙ ﾅ ｵｻ ｶ ﾆ゙ﾔ ﾄ ﾘ゙ｶ ｲ゙
その他の工事に伴う濁り調査

その他の工事に伴う濁り調査

ﾘｭｳｷ ｭｳｽ ﾀ゙･ｳﾐﾋﾙ ﾓ類

ﾘｭｳｷ ｭｳｽ ﾀ゙･ｳﾐﾋﾙ ﾓ類

ﾘｭｳｷｭｳｽ ﾀ゙･ｳﾐﾋﾙ ﾓ類

ﾘｭｳｷ ｭｳｽ ﾀ゙･ｳﾐﾋﾙ ﾓ類

ﾘｭｳｷｭｳｽ ﾀ゙･ｳﾐﾋﾙ ﾓ類

ﾘｭｳｷｭｳｽ ﾀ゙･ｳﾐﾋﾙ ﾓ類

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.3.2(1)  調査期間中の日降水量と調査実施日（平成 16 年 4 月～9 月） 

注）中城湾南側（那覇市中心部より南東に約 17km）の糸数気象レーダー観測所における観測データによる。 
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図 1.3.2(2)  調査期間中の日降水量と調査実施日（平成 16 年 10 月～平成 17 年 3 月） 

注）中城湾南側（那覇市中心部より南東に約 17km）の糸数気象レーダー観測所における観測データによる。 
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水質（海域）鳥類（従来方式）

鳥類（新方式）

水路部予定海域水質

ｵｷﾅﾜﾔ ﾜﾗｶ ﾆ゙

水質（海域）水質（海域）鳥類（新方式）

ﾄｶｹ ﾊ゙ ｾﾞ

水路部予定海域水質
ｵｷﾅﾜﾔ ﾜﾗｶ ﾆ゙ｵ ｷ ﾅﾜﾔ ﾜﾗｶ ﾆ゙

大気質

騒音・振動

水質（海域）

鳥類（新方式）ﾏﾝｸ ﾛ゙ｰﾌﾞ

汽水水質・生物

水路部予定海域水質

ｵｷﾅﾜﾔ ﾜﾗｶ ﾆ゙

干潟生物生息状況

大気質 水質（海域）

鳥類（従来方式）

鳥類（新方式） 海藻草類

ｻﾝｺ 類゙ ｵ ｷ ﾅﾜﾔ ﾜﾗｶ ﾆ゙

ﾆﾗｲｶﾅｲｺ ｳ゙ﾅ ｵ ｻ ｶ ﾆ゙ﾔ ﾄ ﾘ゙ｶ ｲ゙

ﾆﾗｲｶﾅｲｺ ｳ゙ﾅ

ﾆﾗｲｶﾅｲｺ ｳ゙ﾅ

ﾆﾗｲｶﾅｲｺ ｳ゙ﾅ

ﾆﾗｲｶﾅｲｺ ｳ゙ﾅ

水質（海域）

水質（海域） 水質（海域）

水質（海域） 鳥類（新方式）海藻草類

ｻﾝｺ 類゙

水路部予定海域水質

ﾄｶｹ ﾊ゙ ｾﾞ

水路部予定海域水質ｵｷﾅﾜﾔ ﾜﾗｶ ﾆ゙

ﾆﾗｲｶﾅｲｺ ｳ゙ﾅ ｵ ｻ ｶ ﾆ゙ﾔ ﾄ ﾘ゙ｶ ｲ゙ その他の工事に伴う濁り調査

その他の工事に伴う濁り調査

ﾘｭｳｷ ｭｳｽ ﾀ゙･ｳﾐﾋﾙ ﾓ類

ﾘｭｳｷ ｭｳｽ ﾀ゙･ｳﾐﾋﾙ ﾓ類

ﾘｭｳｷ ｭｳｽ ﾀ゙･ｳﾐﾋﾙ ﾓ類

ﾘｭｳｷ ｭｳｽ ﾀ゙･ｳﾐﾋﾙ ﾓ類

ﾘｭｳｷ ｭｳｽ ﾀ゙･ｳﾐﾋﾙ ﾓ類

ﾘｭｳｷ ｭｳｽ ﾀ゙･ｳﾐﾋﾙ ﾓ類

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1.3.3(1)  調査期間中の日平均気温と調査実施日（平成 16 年 4 月～9 月） 

注）中城湾南側（那覇市中心部より南東に約 17km）の糸数気象レーダー観測所における観測データによる。 
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水質（海域）水質（海域）

鳥類（新方式）

ｸﾋ ﾚ゙ﾐﾄ ﾛ゙生育域での濁り

水路部予定海域水質

ｵｶﾔﾄ ｶ゙ﾘ類

ｵｷ ﾅﾜﾔ ﾜﾗｶ ﾆ゙

その他の工事に伴う濁り調査
ﾆﾗｲｶﾅｲｺ ｳ゙ﾅ
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ﾆﾗｲｶﾅｲｺ ｳ゙ﾅ
ｵｻ ｶ ﾆ゙ﾔ ﾄ ﾘ゙ｶ ｲ゙
ﾘｭｳｷ ｭｳｽ ﾀ゙･ｳﾐﾋﾙ ﾓ類
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図 1.3.3(2)  調査期間中の日平均気温と調査実施日（平成 16 年 10 月～平成 17 年 3 月） 

注）中城湾南側（那覇市中心部より南東に約 17km）の糸数気象レーダー観測所における観測データによる。 
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表 1.3.3  平成 16 年度における沖縄県への台風接近履歴 

中城湾最接近時における那覇気
象官署の風向・風速 

最大瞬間風速 40m/s 以上を記録
した台風期間中の有義波高（m）
とその有義波周期（秒） 

中城湾への
最接近日 

号数 

最大瞬間風速
(風向) 

最大風速 
（風向） 

有義波高 
（ｍ） 

有義波周期 
（秒） 

5 月 20 日 台風 2 号 14.6(北北西) 9.2(北北西) － － 

6 月 10 日 台風 4 号 27.6(南) 16.4(南) － － 

6 月 20 日 台風 6 号 31.4(北北西) 20.0(北北西) － － 

7 月 4 日 台風 7 号 19.8(南南西) 12.2(南南西) － － 

8 月 11 日 台風 13 号 26.1(東南東) 15.8(東) － － 

8 月 17 日 台風 15 号 34.2(南東) 20.1(南東) － － 

8 月 29 日 台風 16 号 24.5(西北西) 15.5(西北西) － － 

8 月 23 日 台風 17 号 24.9(東) 15.5(東南東) － － 

9 月 5 日 台風 18 号 41.0(西) 27.1(西) 8.35 13.3 

9 月 12 日 台風 20 号 12.8(南東) 8.9(南東) － － 

9 月 26 日 台風 21 号 35.6(北東) 21.0(東南東) － － 

10 月 7 日 台風 22 号 15.8(北東) 9.4(北東) － － 

10 月 19 日 台風 23 号 48.0(東) 25.6(東) 11.05 14.3 

10 月 26 日 台風 24 号 18.9(南西) 11.1(北) － － 

12 月 4 日 台風 27 号 28.6(南南西) 16.9(南南西) － － 

注）1．最大瞬間風速（風向）は、台風の最接近時の那覇気象官署（沖縄気象台敷地内）における観測値である。 
  2．沖縄県への接近とは、台風の中心が、那覇、名護、久米島、宮古島、石垣島、西表島、与那国島、南大東島

のいずれかの気象官署から 300km 以内を通過することをいう。 
  3．平成 14 年度に移植藻場に与えた台風被害の大きさから、最大瞬間風速 40m/s 以上を目安として、挙げた。 
  4．有義波高及び有義周期は、津堅島の観測データである。 
   

有義波高の時系列変化（観測地：津堅島）
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図 1.3.4  台風接近時の中城湾港の波浪の状況（有義波高） 
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2.工事中の監視調査結果及び評価



2．

2.1 

工事中の監視調査結果及び評価 

大気質 

大気質調査地点を図 2.1.1 に示す。監視調査は St.1 の 1 地点において、二酸化窒素

とベンゼンについて行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1.1  大気質調査地点 

 

(1) 数値基準 

大気質の監視基準は環境基準相当、すなわち、二酸化窒素については「1 時間値の 1

日平均値が 0.04ppm 以下」、ベンゼンについては「1 年平均値が 3μg/m3以下」である

ことから、これらの数値基準と監視調査の結果を比較することとした。監視結果の評

価は、二酸化窒素については各調査時期の 7 日間における 1 時間値の日平均値のうち

最大値を、ベンゼンについては各調査時期における 1 週間平均値から算出した 1 年平

均値を、それぞれの数値基準と比較することにより行うこととした。 

 

(2) 調査結果 

① 二酸化窒素 

二酸化窒素の調査結果は表 2.1.1 に示すとおりであり、平成 16 年度における日平

均値の最大値は、いずれの調査時期においても数値基準を満足していた。 
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表 2.1.1  二酸化窒素の調査結果及び数値基準の適合状況 

単位：ppm 

年度 月 （参考）
１時間値最大値

1時間値の１日
平均値の最大値 適・否 監視基準

8 0.01 0.00 ○
11 0.03 0.02 ○
1 0.04 0.03 ○
9 0.02 0.01 ○
11 0.03 0.01 ○
1 0.05 0.02 ○
3 0.04 0.01 ○
8 0.01 0.00 ○
11 0.04 0.01 ○
1 0.04 0.02 ○
3 0.06 0.02 ○
7 0.03 0.02 ○
10 0.07 0.03 ○
1 0.05 0.03 ○
3 0.05 0.02 ○
7 0.03 0.01 ○
10 0.04 0.02 ○
1 0.05 0.03 ○
1 0.04 0.03 ○
3 0.06 0.02 ○

0.04
平成14年度

平成15年度

平成16年度

平成12年度

平成13年度

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ベンゼン 

ベンゼンの調査結果は表 2.1.2 に示すとおりであり、平成 16 年度調査における 1

年平均値は数値基準を満足していた。 

 

表 2.1.2  ベンゼンの調査結果及び数値基準の適合状況 

単位（μg/m3） 

年度 月 １週間
平均値

1年
平均値 適・否 監視基準

8 0.4
11 1.4
1 0.3
9 0.7
11 0.8
1 2.0
3 2.0
8 0.5
11 1.7
1 2.1
3 1.5
7 1.9
10 1.6
1 2.9
3 3.0
7 1.6
10 0.8
1 5.9
3 0.3

平成12年度

平成13年度

平成14年度

平成16年度

○

平成15年度

○

1.5 3

2.2

2.4 ○

0.7

1.4

○

○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）適・否の欄の○×は監視基準の適合状況を示す。なお、ベンゼンの１年平均値
は１週間平均値から算出したもので、環境基準における評価の際の１年平均値
（１か月に１回 24 時間採取、12 か月の結果の平均値）とは異なる。 
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(3) 評価 

平成 16 年度における大気質の評価結果を表 2.1.3 に示す。 

二酸化窒素、ベンゼンともに数値基準を満足していることから、監視基準を満足し

ていたと考えられる。 

 

 

表 2.1.3  大気質の評価 

項  目 数値基準 監視結果 評 価 

二酸化窒素（ppm） 0.04 0.03 ・監視基準を満足していた。 大気質 

ベンゼン（μg/m3） 3 2.2 ・監視基準を満足していた。 
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2.2 道路交通騒音及び道路交通振動 

道路交通騒音及び道路交通振動の調査地点を図 2.2.1 に示す。監視調査は St.2～6 の

5 地点において実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.1  道路交通騒音・振動調査地点 

 

(1) 数値基準 

道路交通騒音の監視基準は環境基準の類型相当であることから、評価及び運用上は、

各調査地点ごとに指定されている類型区分に応じた環境基準値を数値基準とし、各調

査地点ごとに数値基準と監視調査の結果を比較することとした。 
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道路交通振動の監視基準は道路交通振動に係る要請限度であることから、監視結果

の評価は、各調査地点ごとに指定されている区域区分に応じた要請限度を数値基準と

して、各調査地点ごとに数値基準との比較を行うこととした。 

各調査地点における数値基準を表 2.2.1 に示す。 

 

表 2.2.1  道路交通騒音・振動の数値基準 

道路交通騒音 道路交通振動 
調査地点 

類型区分 
数値基準 
（環境基準）

区域区分 
数値基準 
（要請限度）

St.2 
Ｃ類型 

幹線交通を担う道
路に近接する空間 

70dB 以下 第 2 種区域 70dB 

St.3 
Ｂ類型 

幹線交通を担う道
路に近接する空間 

70dB 以下 第 1 種区域 65dB 

St.4 
Ｂ類型 

（道路に面する地域）
65dB 以下 第 1 種区域 65dB 

St.5 
Ｂ類型 

幹線交通を担う道
路に近接する空間 

70dB 以下 第 1 種区域 65dB 

St.6 
Ｂ類型 

幹線交通を担う道
路に近接する空間 

70dB 以下 第 1 種区域 65dB 

 

 

(2) 調査結果 

① 道路交通騒音 

道路交通騒音の調査結果は表 2.2.2 に示すとおりであり、平成 16 年度には、St.5

において冬季（1 月）及び春季（3 月）に数値基準を上回る値が確認されたが、その他

の調査時期、調査地点では数値基準を満足していた。 

 

② 道路交通振動 

道路交通振動の調査結果は表 2.2.3 に示すとおりであり、平成 16 年度は調査時期

を通じて全ての調査地点で数値基準を満足していた。 

 

 

 

2-5 



表 2.2.2  道路交通騒音の調査結果及び数値基準の適合状況 

単位:dB 
年度 月 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6

69 66 69
（○） （○）
69 66 71
（○） （○） （×）
70 66 70
（○） （○） （○）
68 66 59 69
（○） （○） （○） （○）
69 65 59 69 69
（○） （○） （○） （○） （○）
65 67 59 70
（○） （○） （○） （○）
64 67 58 69 69
（○） （○） （○） （○） （○）
65 66 58 70
（○） （○） （○） （○）
66 66 58 70 69
（○） （○） （○） （○） （○）
65 66 60 70
（○） （○） （○） （○）
66 66 61 70 69
（○） （○） （○） （○） （○）
66 65 58 70
（○） （○） （○） （○）
66 64 58 70 68
（○） （○） （○） （○） （○）
66 64 58 72
（○） （○） （○） （×）
67 65 59 72 69
（○） （○） （○） （×） （○）
66 64 58 68
（○） （○） （○） （○）
67 64 59 70 68
（○） （○） （○） （○） （○）
67 64 58 71
（○） （○） （○） （×）
67 65 59 72 69
（○） （○） （○） （×） （○）

70 70 65 70 70

Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

4 2 2 4 4

3

10
平成16年度

7 －

1 －

3

10
平成15年度

7 －

1 －

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

3

8

8

11

平成14年度

2

10

平成12年度

平成13年度

11

1

3

11

1

監視基準

類型指定

車線数

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注）1．環境基準の類型あてはめについては、St.2、St.3、St.5、St.6 は「幹線交

通を担う道路に近接する空間」による。また、St.4 は「道路に面する地域」
による。 

2．測定結果の（ ）内の○×は、数値基準の適合状況を示す。 
3．工事用車両（10t トラック）の走行は、St.2 及び St.6 において午前 8 時～
10 時の間に 2 往復、午後 4 時～4 時 45 分の間に 1 往復する。 

4．工事着工は平成 14 年 10 月である。 
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表 2.2.3  道路交通振動の監視基準との適合状況 

単位：dB 
年度 月 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6

35 35 43
（○） （○） （○）
34 36 42
（○） （○） （○）
35 37 42
（○） （○） （○）
35 35 32 43
（○） （○） （○） （○）
35 36 26.6 43 35.9
（○） （○） （○） （○） （○）
36 36 23 43
（○） （○） （○） （○）
35 37 25.5 43 36.8
（○） （○） （○） （○） （○）
34 36 26 41
（○） （○） （○） （○）
35 35 28 41 37
（○） （○） （○） （○） （○）
33 36 30 44
（○） （○） （○） （○）
34 36 32 43 37
（○） （○） （○） （○） （○）
31 37 30 43
（○） （○） （○） （○）
32 37 29 43 36
（○） （○） （○） （○） （○）
32 36 28 44
（○） （○） （○） （○）
33 38 29 42 37
（○） （○） （○） （○） （○）
31 37 27 41
（○） （○） （○） （○）
32 37 29 42 36
（○） （○） （○） （○） （○）
28 33 33 39
（○） （○） （○） （○）
28 33 27 38 32
（○） （○） （○） （○） （○）

70 65 65 65 65

1 －

3

7 －

10
平成16年度

1 －

3

7 －

10
平成15年度

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

平成14年度

8

11

1

3

平成13年度

10

11

1

3

平成12年度

8

11

2

監視基準

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）1．St.2 は振動規制法に基づく区域区分の第 2 種区域に､St.3、St.4、St.5、
St.6 は第 1 種区域に指定されている。 

2．測定結果の（ ）内の○×は、数値基準の適合状況を示す。 
3．工事用車両（10t トラック）の走行は、St.2 及び St.6 において午前 8 時～
10 時の間に 2 往復、午後 4 時～4 時 45 分の間に 1 往復する。 

4．工事着工は平成 14 年 10 月である。 
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(3) 工事による影響の可能性についての検討結果 

道路交通騒音の調査の結果、St.5 において冬季（1 月）及び春季（3 月）に数値基

準を上回る値が確認されたが、同地点においては、本事業の工事用車両（10t トラッ

ク）の走行はなかったことから、数値基準を上回る道路交通騒音は、工事の影響によ

るものではないと考えられる。 

 

 

(4) 評価 

平成 16年度における道路交通騒音及び道路交通振動の評価結果を表 2.2.4に示す。 

道路交通騒音については、St.5 を除く 4 地点においては数値基準を満足しているこ

とことから、監視基準を満足していたと考えられる。St.5 においては数値基準を上回

る値が確認されたが、St.5 の調査時には工事用車両の走行はなく、工事による影響で

はないと判断される。 

道路交通振動については、すべての調査地点において数値基準を満足していること

から、監視基準を満足していたと考えられる。 

 

 

表 2.2.4  道路交通騒音及び道路交通振動の評価 

項  目 数値基準 監視結果 評 価 

St.2 67 

St.3 
70 

65 

St.4 65 59 

・監視基準を満足していた。

St.5 72 
・工事用車両の走行はなく、
工事による影響ではない
と判断される。 

道路交通
騒音 

騒音レベル
（dB） 

St.6 

70 

69 ・監視基準を満足していた。

St.2 70 32 

St.3 37 

St.4 33 

St.5 42 

道路交通
振動 

振動レベル
（dB） 

St.6 

65 

37 

・監視基準を満足していた。
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2.3 水質 

水質の調査地点を図 2.3.1 に示す。監視調査は St.a～d の 4 地点を対象として実施し

た。また、平成 16 年度からは、泡瀬漁港からの流入負荷によるＣＯＤの状況を把握す

るための調査地点として、St.G 及び St.H の 2 地点を追加で設定して調査を実施してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

泡瀬漁港 St.H
泡瀬漁港 St.G

St.d 
St.c 

St.b 

St.a 

注）●は平成 16 年度からの追加地点 

図 2.3.1  水質調査地点 

 

 

 

2-9 



(1) 数値基準 

ＣＯＤの監視基準は環境基準Ａ類型相当であることから、Ａ類型のＣＯＤ環境基準

値である 2mg/L を数値基準として監視調査の結果を比較することとした。 

ＳＳの監視基準は「バックグラウンド濃度+10mg/L」であることから、11mg/L（バッ

クグラウンド濃度を 1mg/L とした）を数値基準として、監視結果を比較することとし

た。なお、濁り（ＳＳ）の評価は現地調査時にリアルタイムで行う必要があるため、

濁度の現地観測を併用して濁り（ＳＳ）の監視基準を超過しているか否かを現場にて

簡易的に判断し、3 日間連続して監視基準を超過していた場合に、工事による影響か

否かを検討することとしている。判断の基準である濁度（度）とＳＳ（mg/L）の換算

式は以下のとおりで、ＳＳ（mg/L）の数値基準（11mg/L）を満足する濁度の値が 13.5

度であることを勘案し、現地調査時における濁度の数値基準は 11.0 度としている。 

ｙ ＝ 0.8303ｘ － 0.2184 

ｙ：SS（mg/L）、ｘ：濁度（度）、r2=0.8992 

ただし、濁度＜１の場合、濁度 1.0 として計算 

 

(2) 調査結果 

① ＣＯＤ 

ＣＯＤの調査結果は図 2.3.2 に示すとおりであり、平成 16 年度は、St.a の 9 月調

査時に 2.1mg/L、St.c の 11 月調査時に 2.3mg/L であり、数値基準（環境基準Ａ類型相

当：2mg/L）を満足していなかった。 

 

② ＳＳ 

ＳＳの調査結果は図 2.3.3 に示すとおりであり、全ての調査において数値基準であ

る 11mg/L（バックグラウンド濃度 1mg/L＋10mg/L）を満足していた。 
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図 2.3.2 水質調査結果(COD) 

注）1．環境影響評価時の値は、St.1～7 の下げ潮時の平均とした。 

2．工事着工は平成 14 年 10 月である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.3.3  水質調査結果(SS) 

注）1．環境影響評価時の値は、St.1～7 の下げ潮時の平均とした。 
2．工事着工は平成 14 年 10 月である。 

 



(3) 工事による影響の可能性についての検討結果 

St.a において 9 月にＣＯＤが 2.1mg/L と数値基準（2mg/L）を超過したが、この時

期は仮設橋梁工事が行われており、海上工事は行われていなかったことから、ＣＯＤ

濃度の増加と工事との関連はないと考えられる。 

St.c において 11 月にＣＯＤが数値基準を超過（2.3mg/L）した時期には、海上工事

として 10 月からブイ投入及び汚濁防止膜の設置が行われていたが、これらの工種に

おいては通常ＣＯＤが発生しない。また、工事の実施が水質に及ぼす直接的な影響と

想定される濁り（ＳＳ）については、調査期間を通じて数値基準を満足していること

から、工事の実施がＣＯＤ濃度の増加に関与している可能性も低いと考えられる。 

当該海域のＣＯＤ濃度を増加させる要因としては、陸域（流入水路）や比屋根湿地、

泡瀬漁港等からの流入負荷が考えられる。陸域の流入水路部におけるＣＯＤ濃度は

10mg/L 前後であり、30mg/L を超える値も確認されている（後述する図 2.6.7 の St.A

～C の値を参照）。また、比屋根湿地では場所によっては海水の流入による影響を受け

ていると考えられるものの、ＣＯＤ濃度は 2mgL 以上であり、10mg/L を超える値も確

認されている（図 2.9.4）。さらに、泡瀬漁港においてもＣＯＤ濃度が 2mg/L を超え

る値が多く確認されている（図 2.3.2 の St.G 及び St.H の値）。工事中は、施工箇所

の周囲において濁り（ＳＳ）の観測を毎日 2 回実施しており、目視観察によっても、

工事による濁りの拡散や異常の有無を野帳に記載しているが、特に異常等は確認され

ていない。以上のことから、これら周辺からの流入負荷がＣＯＤ濃度を増加させてい

る可能性が高いと考えられる。 

 

(4) 評価 

平成 16 年度における水質の評価結果を表 2.3.1 に示す。ＣＯＤの調査結果で数値

基準を超過する値が確認されたが、ＣＯＤを増加させるような工事は行われていない

こと、工事による影響への直接的な指標となるＳＳは基準を満足していること、ＣＯ

Ｄ濃度を増加させる要因は周辺からの流入負荷である可能性が高いことなどから、工

事による影響の可能性は考えられない。 

 

表 2.3.1  水 質 の 評 価 

項  目 数値基準 監視結果 評 価 

COD
（mg/L） 

St.a～d 2 0.5～2.3 ・ＣＯＤを増加させるような工事は行われ
ていないこと、工事による影響の直接的
な指標となるＳＳは基準を満足している
こと、ＣＯＤの増加は周辺からの流入負
荷による可能性が高いことなどから、工
事による影響の可能性は考えられない。 

水質 

SS (mg/L) St.a～d 11 1～5.3 ・監視基準を満足していた。 
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2.4 鳥類 

監視調査における新方式（平成 15 年 8 月より実施）及び従来方式の鳥類調査地点を

図 2.4.1 に示す。 

 

凡 例 

● ：満潮時 

○ ：最大干潮時 

  ：区分境界線 

St.5 

St.5 

St.6 

St.6 

St.9 

St.7 
St.7 

St.9-1 

St.9-1 

St.8 

St.8 

区間 5 
区間 6区間 7

区間 9 

区間 9-1

区間 8

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.4.1(1) 鳥類調査地点（新方式） 

 

 

凡例 
 
●：満潮時 
○：干潮時 

St.9 

St.8 

St.8 

St.7
St.7

St.6

St.6

St.5 

St.5

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.4.1(2) 鳥類調査地点（従来方式） 
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【参考：調査方法の比較】 

方式 
調査内容 

従来方式 新方式 

調査時期 四季（5 月、8 月、11 月、1 月） 毎月 1 回 

調査地点 St.5～St.9 の 5 地点 St.5～St.9-1 の 6 地点 

生
息
状
況
調
査 

調
査
方
法 

ポ イ ン ト セ
ンサス法 

各調査点で見晴らしの良い場所
を定点として選定し、干潮時と満
潮時の各前後 3 時間以内の時間
帯において計画地を含む近傍域
に採餌等の目的で飛来する鳥類
の定点観察を約 30 分間実施し、
出現種及び個体数を記録。 

各調査点で見晴らしの良い場所
を定点として選定し、満潮時から
干潮時の時間帯において全地点
同時に計画地を含む近傍域に採
餌等の目的で飛来する鳥類の定
点観察を約 1 時間毎（原則 6 回）
実施し、出現種、個体数、位置、
行動等を記録。（8 月調査以降） 
ただし、平成 15 年度 8 月調査か
ら平成 16 年度 7 月調査までは、
干潮時と満潮時の各前後 3 時間
以内の時間帯で約 30 分間実施。

調査地点 St.6、St.7 の 2 地点 St.5～St.9-1 の 6 地点 

行
動
調
査 

調
査
方
法 

ポ イ ン ト セ
ンサス法 

上げ潮時に実施。見晴らしの良い
場所を定点として選定し、計画地
を含む近傍域（半径 300m 程度）
の潮汐による干潟域等の変化に
伴う鳥類の行動を記録。 

最大干潮時～日没まで実施。各調
査点同時に各点周辺の干潟上を
潮が満ちてくるのに伴い移動し
ながら、潮汐による干潟域の変化
に伴う対象種 5 種（ムナグロ、キ
アシシギ、ダイシャクシギ、シロ
チドリ、メダイチドリ）の行動を
記録。記録内容は、観察される範
囲内の対象種について種名、個体
数、位置、飛翔軌跡、飛翔した時
間等。 

その他（任意踏査） 生息状況調査、行動調査時以外は
調査点周辺を任意踏査し、鳥類相
の把握に努めた。 

生息状況調査、行動調査時以外は
調査点周辺をラインセンサス法
などで任意踏査し、鳥類相の把握
に努めた。 

 

(1) 事前調査における変動の範囲 

鳥類の監視基準は、「工事前の状況と比較して、生息状況が大きく変化しないこと」

であり、監視結果の評価は、鳥類全種、シギ・チドリ類のそれぞれについての総種類

数及び総個体数を指標として、事前調査における変動の範囲を下回らないことを確認

することにより行うこととした。 

事前調査における変動の範囲は以下に示すとおり設定した。 

 

① 対象時期 

工事実施前の平成 12 年度の秋季（平成 12 年 11 月）、冬季（平成 13 年 2 月）、平成

13 年度の秋季（平成 13 年 11 月）及び冬季（平成 14 年 1 月）の 4 回の調査結果を対

象として変動範囲を設定し、秋季及び冬季の調査結果を比較・評価することとした。

2-14 



なお、平成 14 年度の秋季及び冬季の調査結果は、工事着工後（平成 14 年 10 月以降）

となるため、工事前のデータとはみなさないこととした。 

 

② 設定方法 

総種類数については、4 回の各調査時期における鳥類全種及びシギ・チドリ類の総

出現種類数のうちの最小値から最大値までを変動の範囲として設定した。 

総個体数については、まず、各調査時期における出現個体数の最大値（満潮時と干

潮時の出現個体数のうち大きい方の値）を種ごとに整理した（表 2.4.2 参照）。次に、

鳥類全種及びシギ・チドリ類について、各調査時期における出現個体数の最大値の和

を求めた。以上により求めた 4 回の各調査時期における出現個体数の和のうちの、最

小値から最大値までを変動の範囲として設定した。 

 

③ 設定結果 

事前調査における変動の範囲の設定結果を表 2.4.1 に示す。鳥類の監視においては、

これらの数値を監視結果と比較することとした。 

 

表 2.4.1  監視結果と比較する事前調査における変動範囲の設定結果 

事前調査における変動の範囲 
区  分 

変動範囲 設 定 方 法 

総種類数 34～38 34 種：平成 12 年度秋季及び平成 13 年度秋季の
総出現種類数 

38 種：平成 12 年度冬季の総出現種類数 

鳥類（全種） 

総個体数 1,245～2,210 1,245 個体：平成 13 年度冬季の満潮時と干潮時
における種ごとの出現個体数のうち、大
きい方の値の合計値 

2,210 個体：平成 12 年度冬季の満潮時と干潮時
における種ごとの出現個体数のうち、大
きい方の値の合計値 

総種類数 16～19 16 種：平成 12 年度秋季の総出現種類数 

19 種：平成 12 年度冬季の総出現種類数 

シギ・チドリ類 

総個体数 1,100～2,049 1,100 個体：平成 13 年度冬季の満潮時と干潮時
におけるシギ・チドリ類各種の出現個体
数のうち、大きい方の値の合計値 

2,049 個体：平成 12 年度冬季の満潮時と干潮時
におけるシギ・チドリ類各種の出現個体
数のうち、大きい方の値の合計値 
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表 2.4.2  事前調査における変動範囲の算出方法 

 

 №

 

 

 

 

 10

 12

 
14

15

 17

 19

 21

 23

 
25

26

 28

 30

 32

 34

 
36

37

 39

 41

 43

 45

 最大個体数

 

満潮 干潮 最大値 満潮 干潮 最大値 満潮 干潮 最大値 満潮 干潮 最大値
1 コウノトリ サギ アオサギ 9 5 9 8 8 8 3 15 15 6 12 12
2 ダイサギ 12 5 12 12 14 14 10 12 12 23 26 26
3 チュウサギ 2 2 1 1 1 1 1
4 コサギ 10 5 10 4 8 8 8 7 8 9 5 9
5 クロサギ 5 3 5 6 4 6 3 7 7 1 4 4
6 ササゴイ 5 5 1 1
7 ゴイサギ 2 2 1 1
8 トキ クロツラヘラサギ 1 2 2 3 2 3
9 タカ タカ ミサゴ 1 1 3 3 2 2 2 1 2 2

ハヤブサ ハヤブサ 1 1
11 カモ カモ ヒドリガモ 4 4 5 5 20 19 20

コガモ 3 13 13 9 6 9 32 23 32 5 4 5
13 カルガモ 3 3

オナガガモ 2 2 24 3 24 10 4 10
ハシビロガモ 5 2 5 1 3 3 5 5

16 ツル クイナ バン 1 11 11 16 14 16 15 20 20 19 22 22
チドリ セイタカシギ セイタカシギ 9 8 9 22 22 12 6 12 12 14 14

18 チドリ ムナグロ 821 640 821 1,114 659 1,114 1,554 1,367 1,554 528 441 528
ダイゼン 21 17 21 15 5 15 5 2 5 8 17 17

20 コチドリ 3 2 3 11 11 3 2 3
シロチドリ 69 62 69 289 68 289 166 91 166 176 121 176

22 メダイチドリ 10 47 47 44 35 44 3 15 15 137 75 137
シギ オオソリハシシギ 1 1 2 2 1 1 1

24 チュウシャクシギ 3 8 8 6 2 6 2 2 2 8 7 8
ダイシャクシギ 5 1 5 2 2 14 25 25 6 13 13
アカアシシギ 21 3 21 2 11 11 26 3 26 3 6 6

27 コアオアシシギ 2 2 2 5 3 5 15 2 15 1 2 2
アオアシシギ 31 13 31 4 5 5 28 16 28 9 12 12

29 クサシギ 1 1
イソシギ 3 2 3 5 2 5 11 1 11 5 5 5

31 キアシシギ 1 1 7 7 9 2 9 10 10
キョウジョシギ 85 48 85 50 31 50 129 32 129 63 74 74

33 タシギ 5 5 2 1 2 5 5 5
ミユビシギ 2 2 2 2 2

35 トウネン 14 11 14 48 7 48 30 16 30 43 15 43
ヒバリシギ 1 1 2 7 7 1 1
ハマシギ 16 37 37 31 20 31 4 12 12 46 58 58

38 カモメ ウミネコ 3 3
ユリカモメ 1 1

40 アジサシ 1 1
ブッポウソウ カワセミ カワセミ 2 2 1 2 2

42 スズメ ツバメ リュウキュウツバメ 1 1 3 2 3
セキレイ キセキレイ 1 1 1 1 1 3 3

44 ハクセキレイ 2 1 2 2 2 1 1 3 3
ヒタキ イソヒヨドリ 1 1 2 2 4 2 4 6 1 6

期間総出現種類数

シギ・チドリ類期間総出現種類数
シギ・チドリ類最大個体数

18
1,100

16
1,171

19
2,049

18
1,640

38
2,210

35
1,245

種 名

34
1,264

目 名 科 名
秋　　季

平成13年度

34
1,738

冬　　季
平成12年度 平成13年度平成12年度

 
注）1．工事実施前の平成 12 年度の秋季（平成 12 年 11 月）、冬季（平成 13 年 2 月）、平成 13 年度の秋

季（平成 13 年 11 月）及び冬季（平成 14 年 1 月）の 4 回の調査結果を対象とした。 
2．総種類数については、これら 4 回の各調査時期における鳥類全種及びシギ・チドリ類の総出現
種類数のうちの最小値（鳥類全種：34 種、シギ・チドリ類：16 種）から最大値（鳥類全種：38
種、シギ・チドリ類：19 種）までを変動範囲とした。 

3．総個体数については、まず、各調査時期の満潮時と干潮時の出現個体数のうち大きい方の値を
種ごとに整理した（黄色い網掛けの「最大値」の欄の値）。次に、鳥類全種及びシギ・チドリ類
について、各調査時期における出現個体数の最大値の和を求めることにより、4 回の各調査時
期における出現個体数の和のうちの、最小値（鳥類全種：1,245 個体、シギ・チドリ類：1,100
個体）から最大値（鳥類全種：2,210 個体、シギ・チドリ類：1,049 個体）までを変動範囲とし
た。 
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(2) 調査結果 

鳥類全種の出現状況について、種類数（期間総出現種類数と潮時別の出現種類数）

及び個体数（最大個体数と潮時別の出現個体数）の経年変化を整理した結果を表 

2.4.3 及び図 2.4.2 に示す。また、シギ・チドリ類について同様に整理した結果を表 

2.4.4 及び図 2.4.3 に示す。 

 

① 鳥類（全種） 

平成 16 年度は、渡りの時期にあたる秋季及び冬季における期間総出現種類数は、

従来方式で 50～57 種、新方式(1)で 57～64 種、新方式(2)で 69～75 種であり、事前

の変動範囲（従来方式：34～38 種、新方式(1)：48～49 種）内にあった。 

個体数については、秋季及び冬季の期間最大個体数は、従来方式で 1,226～1,331

個体、新方式(1)で 1,263～１,736 個体、新方式(2)で 1,812～2,048 個体であり、事

前の変動範囲（従来方式：1,245～2,210 個体、新方式(1)：943～1,175 個体）内であ

った。 

 

② シギ・チドリ類 

シギ・チドリ類の種類数については、従来方式で 17～21 種、新方式(1)で 19～23

種、新方式(2)で 21～26 種であり、事前の変動範囲（従来方式：16～19 種、新方式(1)：

19～20 種）内であった。 

個体数については、従来方式で 881～936 個体、新方式(1)で 861～1,258 個体、新

方式(2)で 1,374～1,470 個体であり、従来方式では事前の変動範囲（1,100～2,049 個

体）を下回っていたが、新方式(1)では事前の変動範囲（731～1,017 個体）内であっ

た。 
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表 2.4.3(1) 鳥類（全種）の出現状況（期間総出現種類数） 

 

 

 

春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬
H12 － 16 34 38 － － － － － － － －
H13 16 22 34 35 － － － － － － － －
H14 24 26 37 35 － － － － － － － －
H15 27 29 40 37 － 27 48 49 － － － －
H16 27 32 50 57 38 39 57 64 － 39 69

　　　　　調査方式

年度

従来方式：四季調査の総出現種類数
（満潮時と干潮時）

新方式（１）：毎月調査の季節総出現種類数
（満潮時と干潮時）

新方式（２）：毎月調査の季節総出現種類数
（満潮時～干潮時）

75
 

表 2.4.3(2) 鳥類（全種）の出現状況（最大個体数） 

 

 

 

春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬
H12 － 341 1,264 2,210 － － － － － － － －
H13 133 251 1,738 1,245 － － － － － － － －
H14 267 522 1,339 1,609 － － － － － － － －
H15 300 248 1,575 1,008 － 203 943 1,175 － － － －
H16 166 763 1,331 1,226 606 737 1,263 1,736 － 965 1,812 2,048

　　　　　調査方式

年度

従来方式：四季調査の最大個体数
（満潮時と干潮時）

新方式（１）：毎月調査の季節最大個体数
（満潮時と干潮時）

新方式（２）：毎月調査の季節最大個体数
（満潮時～干潮時）

注）工事着工は平成 14 年 10 月である。なお、現地では同定できなかった干潮時に出現したシギ類 1 個
体も個体数に含めて整理した。 

 

【表 2.4.3(1)・(2)の集計方法について】 

従来方式 
・四季調査 
・満潮時及び干潮時の各 30 分間のデータをもとに期間総出現種類数及び最大個体数を集計 
新方式(1) 
・満潮時及び干潮時の各 30 分間の毎月データ（平成 16 年度からは各 1 時間データ）について、
季節別（春季：4 月～6 月、夏季：7 月～8 月、秋季：9 月～11 月、冬季：12 月～3 月）に期間
総出現種類数及び最大個体数を集計 

新方式(2) 
・満潮時から干潮時の各 1 時間データ（原則 6 回）の毎月データについて、を季節別（春季：4
月～6 月、夏季：7 月～8 月、秋季：9 月～11 月、冬季：12 月～3 月）に期間総出現種類数及び
最大個体数を集計 

 

表 2.4.3(3) 鳥類（全種）の出現状況（潮時別の出現種類数） 

 

 

 

 

潮時 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干
H12 － － 15 15 25 31 36 33 － － － － － － － －
H13 11 14 17 16 28 28 29 33 － － － － － － － －
H14 21 22 21 23 34 31 31 27 － － － － － － － －
H15 24 24 22 25 31 36 32 28 － － 16 23 34 32 34 26
H16 24 22 24 28 39 41 47 45 19 19 30 33 41 35 44 34

新方式：出現種類数
夏 秋 冬

　　　　　調査方式
年度

従来方式：出現種類数
春 夏 秋 冬 春

注）従来方式の調査月にあわせた新方式の調査月（5、8、11、,1 月）の調査結果を整理した。 

 

表 2.4.3(4) 鳥類（全種）の出現状況（潮時別の出現個体数） 

 

 

 

 

潮時 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干
H12 － － 298 163 1,165 960 2,143 1,706 － － － － － － － －
H13 97 90 83 235 1,705 925 1,158 990 － － － － － － － －
H14 201 192 264 473 1,061 1,149 1,202 1,513 － － － － － － － －
H15 262 130 135 169 452 1,382 745 845 － － 114 145 509 728 560 291
H16 146 94 729 404 1,189 732 648 1,067 236 108 628 429 994 638 1,083 921

新方式：出現個体数
秋 冬冬 春 夏

　　　　　調査方式
年度 春 夏 秋

従来方式：出現個体数

注）従来方式の調査月にあわせた新方式の調査月（5、8、11、1 月）の調査結果を整理した。なお、現
地では同定できなかった干潮時に出現したシギ類 1 個体も個体数に含めて整理した。 
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表 2.4.4(1) シギ・チドリ類の出現状況（期間総出現種類数） 

 

 

 

春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬
H12 － 8 16 19 － － － － － － － －
H13 6 11 18 18 － － － － － － － －
H14 9 13 19 17 － － － － － － － －
H15 10 12 17 16 － 10 19 20 － － － －
H16 9 14 21 17 14 14 23 19 － 14 26 21

　　　　　調査方式

年度

従来方式：四季調査の総出現種類数
（満潮時と干潮時）

新方式（１）：毎月調査の季節総出現種類数
（満潮時と干潮時）

新方式（２）：毎月調査の季節総出現種類数
（満潮時～干潮時）

 

表 2.4.4(2) シギ・チドリ類の出現状況（最大個体数） 

 

 

 

春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬
H12 － 274 1,171 2,049 － － － － － － － －
H13 42 142 1,640 1,100 － － － － － － － －
H14 114 417 1,222 1,523 － － － － － － － －
H15 206 85 1,450 924 － 92 731 1,017 － － － －
H16 106 445 936 881 401 356 861 1,258 － 521 1,374 1,470

　　　　　調査方式

年度

従来方式：四季調査の最大個体数
（満潮時と干潮時）

新方式（１）：毎月調査の季節最大個体数
（満潮時と干潮時）

新方式（２）：毎月調査の季節最大個体数
（満潮時～干潮時）

注）工事着工は平成 14 年 10 月である。なお、現地では同定できなかった干潮時に出現したシギ類 1 個
体も個体数に含めて整理した。 

 

【表 2.4.4(1)・(2)の集計方法について】 

従来方式 
・四季調査 
・満潮時及び干潮時の各 30 分間のデータをもとに期間総出現種類数及び最大個体数を集計 
新方式(1) 
・満潮時及び干潮時の各 30 分間の毎月データ（平成 16 年度からは各 1 時間データ）について、
季節別（春季：4 月～6 月、夏季：7 月～8 月、秋季：9 月～11 月、冬季：12 月～3 月）に期間
総出現種類数及び最大個体数を集計 

新方式(2) 
・満潮時から干潮時の各 1 時間データ（原則 6 回）の毎月データについて、を季節別（春季：4
月～6 月、夏季：7 月～8 月、秋季：9 月～11 月、冬季：12 月～3 月）に期間総出現種類数及び
最大個体数を集計 

 

表 2.4.4(3) シギ・チドリ類の出現状況（潮時別の出現種類数） 

 

 

 

 

潮時 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干
H12 － － 7 8 13 16 19 17 － － － － － － － －
H13 2 5 6 10 15 17 15 18 － － － － － － － －
H14 7 8 11 12 16 19 14 15 － － － － － － － －
H15 8 9 7 12 14 17 14 15 － － 4 9 15 16 13 15
H16 8 7 9 14 15 18 14 17 4 6 9 14 19 17 14 14

　　　　　調査方式
年度

従来方式：出現種類数
春 夏 秋 冬

新方式：出現種類数
夏 秋 冬春

注）従来方式の調査月にあわせた新方式の調査月（5、8、11、1 月）の調査結果を整理した。 

 

表 2.4.4(4) シギ・チドリ類の出現状況（潮時別の出現個体数） 

 

 

 

 

潮時 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干
H12 － － 240 117 1,101 898 2,013 1,595 － － － － － － － －
H13 12 40 35 140 1,619 863 1,041 866 － － － － － － － －
H14 58 96 189 395 948 1,068 1,125 1,456 － － － － － － － －
H15 183 68 29 80 343 1,291 666 813 － － 18 81 409 638 508 262
H16 96 51 417 193 864 459 346 854 177 56 274 226 717 483 755 771

　　　　　調査方式
年度 春 夏 秋

従来方式：出現個体数 新方式：出現個体数
秋 冬冬 春 夏

注）従来方式の調査月にあわせた新方式の調査月（5、8、11、1 月）の調査結果を整理した。なお、現
地では同定できなかった干潮時に出現したシギ類 1 個体も個体数に含めて整理した。 

2-20 



       0 20 40 60 80

100
4月
5月
6月
7月
8月
9月

10月
11月
12月
1月
2月
3月
4月
5月
6月
7月
8月
9月

10月
11月
12月
1月
2月
3月
4月
5月
6月
7月
8月
9月

10月
11月
12月
1月
2月
3月
4月
5月
6月
7月
8月
9月

10月
11月
12月
1月
2月
3月
4月
5月
6月
7月
8月
9月

10月
11月
12月
1月
2月
3月

平
成

12年
度

平
成

13年
度

平
成

14年
度

平
成

15年
度

平
成

16年
度

調
査
月

期間総出現種類数

         0 500

1000

1500

2000

2500

3000

4月
5月
6月
7月
8月
9月

10月
11月
12月
1月
2月
3月
4月
5月
6月
7月
8月
9月

10月
11月
12月
1月
2月
3月
4月
5月
6月
7月
8月
9月

10月
11月
12月
1月
2月
3月
4月
5月
6月
7月
8月
9月

10月
11月
12月
1月
2月
3月
4月
5月
6月
7月
8月
9月

10月
11月
12月
1月
2月
3月

平
成

12年
度

平
成

13年
度

平
成

14年
度

平
成

15年
度

平
成

16年
度

調
査
月

最大個体数

 

【
 凡
 例
 】
 

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

平
成

12年
度平
成

13年
度平
成

14年
度平
成

15年
度平
成

16年
度

調
査
月

最大個体数

（従
来
方
式
）期
間
総
出
現
種
類
数
・最
大
個
体
数

（満
潮
・干
潮
）

（新
方
式

(1)）期
間
総
出
現
種
類
数
・最
大
個
体
数

（満
潮
・干
潮
）

（新
方
式

(2)）期
間
総
出
現
種
類
数
・最
大
個
体
数

（満
潮
～
干
潮
）

     

図
 2.4.3 

 
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
の
出
現
状
況
（
月
別
）
 

注
）
工
事
着
工
は
平
成
14
年
10
月
で
あ
る
。
 

       

2-21 



(3) 工事による影響の可能性についての検討結果 

事前の変動範囲を超過した監視結果について、周囲の環境変化や広域的な環境変化

等を踏まえて、変化が工事によるものかどうかを検討した。環境影響評価書によれば、

「水鳥類は埋立工事に伴う環境要因の変化により、分布域の一部を回避することが予

想される。」とされており、あわせてこの観点からも検討していく。 

 

① 自然変動の範囲について 

平成 16 年度の秋季及び冬季における総個体数について、従来方式、新方式(1)及び

新方式(2)の 3 通りの方法による個体数の調査結果と事前の変動範囲とを比較した結

果を表 2.4.5 に示す。従来方式及び新方式(1)による調査結果は、干潮時及び満潮時

の 30 分間もしくは 1 時間に出現した個体数を示しているが、調査方法により事前の

変動範囲を満たす場合と下回る場合がある。 

 

表 2.4.5  鳥類の総個体数についての事前の変動範囲との比較結果 

区 分 調査方法 監視結果 変動範囲 比較 

従来方式 1,226～1,331 1,245～2,210 範囲内 

新方式(1) 1,263～1,736 943～1,175 範囲内 

鳥類（全種） 

新方式(2) 1,812～2,048 － － 

従来方式 881～936 1,100～2,049 下回る 

新方式(1) 861～1,258 731～1,017 範囲内 

シギ・チドリ類

新方式(2) 1,374～1,470 － － 

注）1．従来方式では、各調査地点において満潮時及び干潮時の各 30 分間に出現した鳥類の個体数
を、調査員が移動しながらカウントしている。 

2．新方式(1)では、各調査地点において満潮時及び干潮時の各 1 時間に出現した鳥類の個体数
を、各調査地点に配置された調査員が同時にカウントしている。 

3．新方式(2)では、満潮時から干潮時にかけての各 1 時間（原則 6 回）に出現した鳥類の個体
数を、各調査地点に配置された調査員が同時にカウントしている。 

4．新方式(1) の変動範囲の欄には、平成 15 年度秋季及び冬季の調査結果に基づく最大個体数
（表 2.4.3(2)、表 2.4.4(2)参照）を示した。 

 

干潟を利用するシギ・チドリ類の移動特性について検討するために、平成 16 年度

に実施した新方式(2)による調査結果をもとに、最も多くの個体数が確認された平成

16 年 12 月調査時（12 月 12 日）の満潮（午前 7：06）から干潮（午前 12：39）にか

けての約 1 時間おきに個体数をカウントした結果を図 2.4.4 に示す。 

これによると、最も個体数の多かった St.7 において、満潮時（1 回目：7:06～）に

は 288 個体であったシギ・チドリ類が、下げ潮時（3 回目：9:05～）には 772 個体に

増加し、その後は減少して干潮時（5 回目：11:15～）には 542 個体となっている。以

上のことから、St.7 におけるシギ・チドリ類の個体数は、満潮から干潮にかけて約

500 個体のレベルで変動しているといえる。 
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その他の調査地点については、St.7 に比べて個体数が少なく、その変動の幅は最大

で約 200 個体のレベルとなっている。また、全地点におけるシギ・チドリ類の合計個

体数をみると、満潮時と下げ潮～干潮時とでは 500 個体以上の差があることから、シ

ギ・チドリ類の移動は調査地点間のみならず、本調査地域外から飛来してくる個体が

相当数存在していることが示唆される。 

以上のことから、シギ・チドリ類を主とする鳥類は、潮汐の干満に応じて周辺の干

潟域等の生息場と当該地域を移動しながら利用しているため、個体数は数百羽のレベ

ルで変動するという生態的な特性があると考えられる。したがって、調査結果はこの

変動幅を考慮して評価する必要があると考えられる。 
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図 2.4.4  鳥類個体数の日変動（新方式(2)による平成 16 年 12 月の調査結果） 
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② インパクト・レスポンスフロー 

鳥類に対する影響の可能性を図 2.4.5 に示すインパクト・レスポンスフローにより

検討した。 

工事による環境の変化としては磁気探査、杭打設等による「地盤の攪乱」、施工機

械の稼動、交通等による「粉塵・排ガス、騒音、振動の発生」、「施工機械等の油脂類

の漏出」、捨石・被覆石の投入に伴う「底質の巻き上げ」及び「濁りの発生・拡散」

などが想定される。 

これらの環境の変化が、生息場所の消失、回避行動を引き起こす環境変化の発生、

個体への油脂類の付着、餌（干潟生物）の変化等として、鳥類に対して影響を及ぼす

ことが想定されることから、それぞれの影響の可能性について、平成 16 年度の監視

結果をもとに表 2.4.6 に示すとおり検討した。 

 

 

表 2.4.6  工事による鳥類への影響の可能性についての検討結果 

鳥類への影響の内容 工事による影響の可能性についての検討結果 

① 生息場所の消失 ・鳥類が採餌の場としている干潟域については、工事に
よる消失を回避している。 

◆工事影響の可能性は低いと考えられる。 

② 回避行動を引き起こす
環境変化の発生 

・工事関連車両の走行による騒音・振動等の発生により、
鳥類は発生場所付近を一時的に回避している可能性
がある。ただし、鳥類は、潮汐の干満に応じて周辺の
干潟域等を含む広い範囲を移動しながら利用してい
る特性があると考えられる（図 2.4.4 参照）。 

◆工事影響の可能性は低いと考えられる。 

③ 個体への油脂類の付着 ・個体への油脂類の付着が予想されるが、施工管理によ
り、油脂類の漏出は確認されていない。 

◆工事影響の可能性は低いと考えられる。 

④ 餌（干潟生物）の変化 ・餌（干潟生物）の変化の可能性があるが、後述する干
潟生物生息調査においては、底質（粒度組成）の変化
や底生生物の変化は確認されていない。（「3.4 干潟生
物生息調査」の図 3.4.4、図 3.4.12、図 3.4.13 参照）

◆工事影響の可能性は低いと考えられる。 
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①生息場所の消失

施工機械の稼働、交通等によ
る騒音の発生

施工機械の稼働、交通等によ
る振動の発生

施工機械等の油脂類の漏出

空気の振動

地盤の振動

干潟の転石、底泥への油脂類の付着

濁りの発生・拡散 干潟上に届く
光量の減少

水中の栄養塩
濃度の低下

杭・埋立地周辺の洗掘

流れの撹乱・波浪の反射

流れ・波浪の遮蔽

杭・埋立地の存在

海水の滞留

プランクトンの増殖

施工機械の稼動、交通等によ
る粉塵・排ガスの発生

磁気探査、杭・矢板打設による
地盤の攪乱

日陰の形成
覆鋼板の存在

糞の分解
構造物に留まる鳥
類の糞の落下

干潟への浮泥
の沈降・堆積

底質の巻き上げ

風の流れの変化

景観の変化

底質の移動、堆積 干潟の地盤高の上昇

仮設橋梁・埋立地等の施工

③個体への油脂類の付着

④餌（干潟生物）の変化

干潟底泥への酸素の供給不足

施工場所での変化

鳥類生息地（干潟域）での変化

施工場所と生息地の両方での変化

仮設橋梁の使用、工事用桟
橋の使用、船舶の航行

捨石・被覆石の投入

②回避行動を引き起こす
環境変化の発生

付着藻類による
基礎生産の低下

底質の粗粒化

栄養塩類濃度の増加

大気の汚染

鳥類（主に水鳥類）への影響の内容
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図 2.4.5  鳥類に対するインパクト・レスポンスフロー 

 



③ 周囲の環境変化（調査地点と工事位置との関連）について 

各調査地点における秋季及び冬季のシギ・チドリ類の出現個体数の経年変化を図 

2.4.6 に示す。 

調査期間を通じて最も個体数が多いのは St.7 であり、1,000 個体前後の出現が認め

られている。その他の調査地点における出現個体数は 500 程度かそれ以下のレベルで

あることから、St.7 は調査範囲内においてはシギ・チドリ類が最も多く生息する場で

あると考えられる。 

平成 16 年度におけるシギ・チドリ類の個体数は、調査方法により事前の変動範囲

を下回る場合が認められたが、このような個体数の変化は、調査範囲内でシギ・チド

リ類の半数以上が生息している St.7 における変化によるところが大きい。St.7 の近

傍では仮設橋梁工事が行われていることから、シギ・チドリ類が工事区域周辺から一

時的に飛去している可能性はあるものの、前述のとおり、シギ・チドリ類を主とする

鳥類は、潮汐の干満に応じて周辺の干潟域等の生息場と当該地域を移動しながら利用

しているため、個体数は数百羽のレベルで変動するという生態的な特性を考慮すると、

現在も事前の変動範囲内の個体数が生息していると考えられる。 

また、St.7 以外の調査地点における個体数変動をみると、工事位置からの距離に関

わらず個体数は変動しており、工事と個体数変動との関連は明確ではない。 

以上のことから、現在行われている仮設橋梁工事の近傍では、環境影響評価書でも

記載されているとおり、シギ・チドリ類等が一時的に回避している可能性はあるもの

の、工事の実施により、鳥類の個体数が減少している可能性は低いと考えられる。 
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図 2.4.6(1)  各調査地点におけるシギ・チドリ類の出現個体数 

注）図中の「従来」は従来方式による調査、「新(1)」は新方式(1)による調査、「新(2)」は新方式
(2)による調査であることを示す。各調査の方法は以下のとおりである。 
・従来方式：各調査地点において満潮時及び干潮時の各 30 分間に出現した鳥類の個体数を、

調査員が移動しながらカウントしている。 
・新方式(1)：各調査地点において満潮時及び干潮時の各 1 時間に出現した鳥類の個体数を、

各調査地点に配置された調査員が同時にカウントしている。 
・新方式(2)：満潮時から干潮時にかけての各 1 時間（原則 6 回）に出現した鳥類の個体数を、

各調査地点に配置された調査員が同時にカウントしている。 
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図 2.4.6(2)  各調査地点におけるシギ・チドリ類の出現個体数 

注）図中の「従来」は従来方式による調査、「新(1)」は新方式(1)による調査、「新(2)」は新方式
(2)による調査であることを示す。各調査の方法は以下のとおりである。 
・従来方式：各調査地点において満潮時及び干潮時の各 30 分間に出現した鳥類の個体数を、

調査員が移動しながらカウントしている。 
・新方式(1)：各調査地点において満潮時及び干潮時の各 1 時間に出現した鳥類の個体数を、

各調査地点に配置された調査員が同時にカウントしている。 
・新方式(2)：満潮時から干潮時にかけての各 1 時間（原則 6 回）に出現した鳥類の個体数を、

各調査地点に配置された調査員が同時にカウントしている。 
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④ 広域的な環境変化について 

本調査におけるシギ・チドリ類の個体数変動と広域的な個体数変動の状況とを比

較・検討するため、本調査と同時期に調査が行われており、かつ、沖縄本島南部にお

ける水鳥類の主要な生息場の一つとされている漫湖における調査結果を本調査結果

とあわせて整理した結果を図 2.4.7 に示す。なお、図 2.4.7 では、両地域の代表的

なシギ・チドリ類であるムナグロ及びシロチドリの 2 種について整理した結果を示し

ている。 

これによれば、ムナグロ、シロチドリともに、平成 12～13 年度に確認された最大

個体数に比べて、平成 14 年度からは減少傾向が認められる点で両地域の個体数変動

の傾向が一致している。従来方式による本調査の結果からは、仮設橋梁工事に伴いシ

ギ・チドリ類が一時的に回避した可能性も考えられたが、漫湖での個体数変動の傾向

と一致していることから、本調査地域におけるシギ・チドリ類の個体数変動は、より

広域的な変化の傾向を含む可能性が考えられる。 
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図 2.4.7  本調査及び漫湖におけるムナグロ及びシロチドリの個体数変動 

注）漫湖の個体数は、沖縄県資料による。 
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(4) 評価 

平成 16 年度における鳥類の評価結果を表 2.4.7 に示す。 

総種類数については、鳥類全種、シギ・チドリ類ともに事前の変動範囲内もしくは

それを上回っていた。 

総個体数については、調査方法により事前の変動範囲を下回る場合があった（従来

方式の場合）。鳥類が採餌の場としている干潟域については、工事による消失を回避

していること、油脂類の漏出は確認されていないこと、餌生物となる干潟生物に関す

る調査においては、仮設橋梁工事箇所近傍（St.2）においても、底質（粒度組成）の

変化や底生生物の変化は認められていないことなどから、工事箇所近傍からの一時的

な回避行動があった可能性はある。 

しかしながら、シギ・チドリ類を主とする鳥類は、潮汐の干満に応じて周辺の干潟

域等の生息場と当該地域を移動しながら利用しているため、個体数は数百羽のレベル

で変動するという生態的な特性があると考えられる。また、本調査結果がより広域的

な個体数変動の傾向と一致していることなどを勘案すると、工事による影響の可能性

は低いと考えられる。 

なお、新方式(1)により平成 15 年度（平成 16 年 1 月までは工事を実施していない）

と工事が実施された平成 16 年度の個体数を比較すると、平成 16 年度に増加している

傾向が伺える（図 2.4.2、図 2.4.3）。 

以上のことから、鳥類の生息状況は、工事前の状況と比較して大きく変化していな

いと考えられる。 
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表 2.4.7(1)  鳥類の評価（全種） 

(1)事前の変動範囲と
監視結果との比較項 目 

変動範囲 監視結果

(2)周辺の環境変化 

（工事による影響） 
(3)広域的な環
境変化 

評 価 

従来 34～38 50～57 － － 

新(1) 48～49 57～64 － － 

・事前の変動範
囲内にある。

総
種
類
数 

新(2) － 69～75 － － － 

従来 1,245～
2,210 

1,226～
1,331 

－ － 

新(1) 943～
1,175 

1,263～
1,736 

－ － 

・事前の変動範
囲内にある。

鳥
類(

全
種) 

総
個
体
数 

新(2) 
－ 

1,812～
2,048 

－ － － 

注）1．表中の「従来」は従来方式による調査、「新(1)」は新方式(1)による調査、「新(2)」は新方式(2)
による調査であることを示す。各調査の方法は以下のとおりである。 

・従来方式：各調査地点において満潮時及び干潮時の各 30 分間に出現した鳥類の個体数を、調査
員が移動しながらカウントしている。 

・新方式(1)：各調査地点において満潮時及び干潮時の各 1 時間に出現した鳥類の個体数を、各調
査地点に配置された調査員が同時にカウントしている。 

・新方式(2)：満潮時から干潮時にかけての各 1 時間（原則 6 回）に出現した鳥類の個体数を、各
調査地点に配置された調査員が同時にカウントしている。 

2．新方式(1)の変動範囲の欄には、平成 15 年度秋季及び冬季の最大個体数（表 2.4.3(2)、表 
2.4.4(2)参照）を示した。 
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表 2.4.7(2)  鳥類の評価（シギ・チドリ類） 

(1)事前の変動範囲と
監視結果との比較項 目 

変動範囲 監視結果

(2)周辺の環境変化 

（工事による影響） 
(3)広域的な環
境変化 

評 価 

従来 16～19 17～21 － － 

新(1) 19～20 19～23 － － 

・事前の変動範
囲内にある。

総
種
類
数 新(2) － 21～26 － － － 

従来 1,100～
2,049 

881～936 ・鳥類の生態的特性か
ら、最大個体数には
数十～数百羽の変動
幅がある。また、当
該地域に生息するシ
ギ・チドリ類は、周
辺域を含む広い範囲
を移動しながら利用
していると考えられ
る（図 2.4.4）。 

・鳥類が採餌の場とし
ている干潟域につい
ては、工事による消
失を回避している。

・現在の工事位置近傍
では、鳥類が一時的
に飛去している可能
性はあるものの、各
調査地点における個
体数の変動と工事位
置からの距離との関
係は明確ではない
（図 2.4.6）。 

・油脂類の漏出は確認
されていない 

・干潟生物生息調査に
おいては、底質（粒
度組成）や底生生物
の変化は認められな
い （ 図 3.4.4 、 図
3.4.12、図 3.4.13）。

・漫湖におい
て 、 こ こ 数
年、漸減の傾
向 が 認 め ら
れ る （ 図 
2.4.7）。 

新(1) 731～
1,017 

861～
1,258 

－ － 

・概ね事前の変
動範囲内にあ
る。 

シ
ギ
・
チ
ド
リ
類 

総
個
体
数 

新(2) 
－ 

1,374～
1,470 

－ － － 

注）1．表中の「従来」は従来方式による調査、「新(1)」は新方式(1)による調査、「新(2)」は新方式(2)
による調査であることを示す。各調査の方法は以下のとおりである。 

・従来方式：各調査地点において満潮時及び干潮時の各 30 分間に出現した鳥類の個体数を、調査
員が移動しながらカウントしている。 

・新方式(1)：各調査地点において満潮時及び干潮時の各 1 時間に出現した鳥類の個体数を、各調
査地点に配置された調査員が同時にカウントしている。 

・新方式(2)：満潮時から干潮時にかけての各 1 時間（原則 6 回）に出現した鳥類の個体数を、各
調査地点に配置された調査員が同時にカウントしている。 

2．新方式(1)の変動範囲の欄には、平成 15 年度秋季及び冬季の最大個体数（表 2.4.3(2)、表 
2.4.4(2)参照）を示した。 
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2.5 海藻草類 

監視調査における海藻草類調査地点を図 2.5.1 に示す。調査地点のうち、比較的海草

類の生育被度が高い代表的な藻場 5 地点（St.1～5）を評価の対象とし、この他に対照区

として 3 地点（St.6～8）、補助的な調査地点として 2 地点（St.9、10）を設定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5.1 海藻草類調査地点 

 

(1) 事前調査における変動の範囲 

海藻草類の監視基準は、「工事前の生育状況と比較して、生育被度が大きく低下せ

ず、健全であること」であり、監視結果の評価は生育被度を指標として、各調査地点

における生育被度が事前調査の変動範囲を下回らないことを確認することにより行

うこととした。 

事前調査における変動の範囲は以下に示すとおり設定した。 

 

① 対象時期 

工事実施前の平成 12 年度の夏季（平成 12 年 8 月）、冬季（平成 13 年 2 月）、平成

13 年度の夏季（平成 13 年 8、9 月）、冬季（平成 14 年 1、2 月）、平成 14 年度の夏季
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（平成 14 年 8 月）の 5 回の調査結果を対象として、各調査地点における変動範囲を

設定し、監視調査の結果を比較することとした。 

 

② 設定結果 

事前調査における変動の範囲の設定結果を表 2.4.1 に示す。 

 

表 2.5.1 事前調査における変動範囲の設定結果 

事前調査における変動の範囲 
区  分 

変動範囲 設 定 方 法 

St.1 ＋～70％ 

St.2 40～65％ 

St.3 75～85％ 

St.4 60～75％ 

海藻草類の
生育被度 

St.5 60～75％ 

工事実施前にあたる平成 12 年度の夏季（平成 12
年 8 月）から平成 14 年度の夏季（平成 14 年 8 月）
にかけての 5 回の調査結果をもとに、各調査地点
における生育被度の最小値から最大値までの範
囲を変動範囲として設定した。 

 

 

(2) 調査結果 

海藻草類の調査結果を表 2.5.2 に示す。平成 16 年度調査では、工事着工前から生

育被度が低い状態にある St.1 を除き、St.2～St.5 は事前の変動範囲を下回る程度に

減少していた。 

事前の変動範囲を下回ったこれらの 4 地点は、図 2.5.2 に示すように藻場分布域の

縁辺部もしくは被度が変化する境界にあり、藻場分布の変動に伴う被度の変化が大き

い地点である。St.2～4 は工事前から減少傾向にあり、対照区である St.6 においても

同様な傾向が認められる。 

工事前には減少傾向が認められなかった St.5 や対照区の St.7 においても、平成 16

年度夏季から冬季にかけて大きな被度の低下が認められた。また、工事前の調査結果

はないものの、対照区である St.8 においても同様に平成 16 年度夏季から冬季にかけ

て大きな被度の低下が認められた。 
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表 2.5.2(1) 10ｍ×10ｍコードラートにおける藻場の生育被度についての事前
の変動範囲との比較結果 

平成 12 年 平成 13年 平成 14 年 平成 15年 平成 16年 調査年度 
調査地点 夏 冬 夏 冬 夏 冬 夏 冬 夏 冬 

変動範囲 比較 

St.1 
C.D.L-0.8m～-1.0m 

70% 65% 70% 40% + + + + + + ＋～70% 範囲内

St.2 
C.D.L-2.5m～-2.7m 

65% 60% 55% 40% 40% 30% 20% 20% 15% 10% 40～65% 下回る

St.3 
C.D.L-0.6m～-1.1m 

85% 80% 75% 75% 75% 65% 65% 50% 25% 15% 75～85% 下回る

St.4 
C.D.L-0.6m～-0.7m 

75% 60% 70% 65% 60% 60% 50% 45% 25% 25% 60～75% 下回る

St.5 
C.D.L-0.5m～-0.8m 

60% 70% 75% 75% 70% 70% 70% 70% 60% 40% 60～75% 下回る

St.9（補助地点） － － － － － － 40% 40% 30% 20% － － 

St.10（補助地点） － － － － － － 40% 40% 20% 10% － － 

注）1．＋は被度 5％未満を示す。被度表示は 5％単位で示す。 
2．平成 12 年度の調査期日：平成 12 年 8 月 10,11,12 日、平成 13 年 2 月 5､6 日 
3．平成 13 年度の調査期日：平成 13 年 8 月 15､27 日､平成 13 年 9 月 20,21 日､平成 14 年 1 月 31
日､2 月 1 日 

4．平成 14 年度の調査期日：平成 14 年 8 月 7～12 日、平成 15 年 1 月 8～14 日 
5．平成 15 年度の調査期日：平成 15 年 8 月 4～10 日、9 月 16 日、平成 16 年 1 月 19～28 日 
6．平成 16 年度の調査期日：平成 16 年８月 31 日～９月 3 日、平成 17 年 1 月 17～19 日 
7．比較の欄では、平成 16 年度の監視結果と事前の変動範囲を比較した結果を示した。 
8．工事着工は平成 14 年 10 月である。 

 

 

表 2.5.2(2) 10ｍ×10ｍコードラートにおける藻場の生育被度についての事前
の変動範囲との比較結果(対照区) 

平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 調査時期等 

調査地点 夏 冬 夏 冬 夏 冬 夏 冬 
変動範囲 比較 

St.6（C.D.L-1.1m） 50% 40% 30% 30% 30% 15% + + 30～50% 下回る

St.7（C.D.L-2.9m） 45% 45% 45% 45% 50% 45% 45％ 10％ 45% 下回る

St.8（C.D.L-1.1m） － － － 45% 40% 35% 35％ 20％ － － 

注）1．＋は被度 5％未満を示す。被度表示は 5％単位で示す。 
2.平成 13 年度の調査期日：平成 13 年 8 月 15､27 日､平成 13 年 9 月 20､21 日､平成 14 年 1 月 31 日､
2 月 1 日 

3．平成 14 年度の調査期日：平成 14 年 8 月 7～12 日、平成 15 年 1 月 8～14 日 
4．平成 15 年度の調査期日：平成 15 年 8 月 4～10 日、9 月 16 日、平成 16 年 1 月 19～28 日 
5．平成 16 年度の調査期日：平成 16 年８月 31 日～9 月 3 日、平成 17 年１月 17 日～19 日 
6．比較の欄では、平成 16 年度の監視結果と事前の変動範囲を比較した結果を示した。 
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平成 13 年 11 月 19 日～30 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 14 年 11 月 5 日～12 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 15 年 6 月 16 日～7 月 11 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5.2(1)  海藻草類監視地点（監視区）と藻場分布域 

注）工事着工は平成 14 年 10 月である。 
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平成 15 年 11 月 17 日～27 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 16 年 6 月 7 日～29 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 16 年 11 月 10 日～24 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5.2(2) 海藻草類監視地点（監視区）と藻場分布域 

注）工事着工は平成 14 年 10 月である。 
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2.10 工事中の監視項目についての調査結果のまとめ 

平成 16 年度における工事中の監視項目についての調査の結果、いずれの項目におい

ても監視基準値以下、事前調査の変動範囲内もしくは工事以外の要因による変動であり、

工事前の生物の生息環境は維持されていると考えられる。 
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(3) 工事による影響の可能性についての検討結果 

① インパクト・レスポンスフロー 

工事による海藻草類への影響の可能性を図 2.5.3 に示すインパクト・レスポンスフ

ローにより検討した。 

工事の影響としては、施工箇所における底泥の巻き上げに伴う「濁りの発生・拡散」、

埋立地等（余水吐護岸）の存在による「流れ・波浪の変化」、「杭・埋立地周辺の洗掘」

や「覆鋼板の存在」による「日陰の形成」などが想定される。 

これらの環境の変化が、生息場の撹乱・消失、光合成の阻害（葉上への浮泥堆積）、

底質の細粒化、漂砂による生育場の埋没、底質の粗粒化、水質の変化等として、海藻

草類に対して影響を及ぼすことが想定されることから、それぞれの影響の可能性につ

いて、平成 16 年度の監視結果をもとに表 2.5.3 に示すとおり検討した。 

 

表 2.5.3  工事による海藻草類への影響の可能性についての検討結果 

海藻草類への影響の内容 工事による影響の可能性についての検討結果 

① 生育場の撹乱、消失 ・余水吐護岸を中心とする藻場の減少は確認されていない
（図 2.5.5 参照）。 

◆工事影響の可能性は低いと考えられる。 

② 光合成の阻害（葉上
への浮泥堆積） 

・施工管理により油脂類の漏出は確認されていない。 
・水路部は形成されておらず開放的な地形により、海水の滞
留等、水中光量の減少につながるプランクトンの増殖等は
生じていないと考えられる。 

・濁りの監視結果によると、施工に伴う濁りは確認されてい
ない（図 2.3.3、別添資料参照）。 

・余水吐護岸を中心とする藻場の減少は確認されていないこ
とから、覆鋼板による日陰の形成の影響は小さい。 

◆工事影響の可能性は低いと考えられる。 

③ 底質の細粒化 ・水路部は形成されておらず開放的な地形により、海水の滞
留等、浮泥の堆積・沈降につながるプランクトンの増殖等
は生じていないと考えられる。 

・濁りの監視結果によると、施工に伴う濁りは確認されてい
ない（図 2.3.3、別添資料参照）。。 

◆工事影響の可能性は低いと考えられる。 

④ 漂砂による生育場の
埋没 

・余水吐護岸近くの St.2、St.3 において、底質の粒度組成
の変化や大きな砂面変動は確認されていない（図 2.5.6、
表 2.5.4 参照）。 

・余水吐護岸を中心とする藻場の減少は確認されていない
（図 2.5.5 参照）。 

◆工事影響の可能性は低いと考えられる。 

⑤ 底質の粗粒化 ・余水吐護岸近くの St.2、St.3 において、底質の粒度組成
の変化や大きな砂面変動は確認されていない（図 2.5.6、
表 2.5.4 参照）。 

◆工事影響の可能性は低いと考えられる。 

⑥ 水質の変化 ・水質の変化は確認されていない（図 2.3.2、図 3.5.3 参照）
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①生育場の撹乱、消失

施工機械の稼働、交通等によ
る騒音の発生

施工機械の稼働、交通等によ
る振動の発生

施工機械等の油脂類の漏出

空気の振動

地盤の振動

濁りの発生・拡散 水中光量の減少

水中の栄養塩濃度の低下

杭・埋立地周辺の洗掘

流れ・波浪の変化

杭・埋立地の存在

海水の滞留 プランクトンの増殖

施工機械の稼動、交通等によ
る粉塵・排ガスの発生

磁気探査、杭・矢板打設による
地盤の攪乱

日陰の形成
覆鋼板の存在

構造物に留まる鳥類の糞の落下

生育場への浮泥の沈降・堆積

底質の巻き上げ

風の流れの変化

景観の変化

底質の移動、堆積

仮設橋梁・埋立地等の施工

②光合成の阻害
（葉上への浮泥堆積）

④底質の粗粒化

施工場所での変化

海藻草類生育地での変化

施工場所と生息地の両方での変化

仮設橋梁の使用、工事用桟
橋の使用、船舶の航行

捨石・被覆石の投入

水中の栄養塩類濃度の増加

大気の汚染

表層水の変化

③底質の細粒化

⑤漂砂による生育場の埋没

⑥水質の変化

海藻草類への影響の内容 
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図 2.5.3 海藻草類に対するインパクト・レスポンスフロー 

 



② 周囲の環境変化（調査地点と工事位置との関連）について 

泡瀬海域の海草藻場は、平成 14 年度に来襲した台風 5 号、7 号、16 号の影響を受

けて、監視地点における生育被度の減少とともに、藻場全体で高被度域面積の減少が

広範囲にわたって観察されている（図 2.5.4、図 2.5.5）。図 2.5.5 から明らかなよ

うに、被度の低下は工事箇所周辺の局所的なものではなく、広範囲に及んでいる。ま

た、平成 16 年度の海上工事に伴う濁りの拡散は確認されておらず、被度 50％以上の

高被度域面積の減少の程度が最も大きかった平成 13 年 11 月から平成 14 年 11 月にお

いても、海上工事に伴う濁りの拡散は確認されていない。さらに、対照区である熱田

地区（St.6、St.8）及び津堅島（St.7）においても生育被度の低下が認められている。 

以上のことから、被度の低下は工事が原因である可能性は低いと考えられる。 

平成 16 年 8 月から平成 17 年 1 月にかけて実施した砂面変動及び底質の粒度組成に

ついての調査結果は、図 2.5.4 及び図 2.5.6 に示すとおりとなっており、工事箇所

に近い St.2 及び St.3 における砂面変動は-3～+5cm、対照区である St.6～8 では 0～

+5cm となっている。 
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図 2.5.4 被度別の大型海草藻場分布面積の変化 
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図 2.5.5  大型海草の被度変化（平成 13 年 11 月～平成 16 年 11 月） 
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表 2.5.4  砂面変動調査結果 

 

 

 

 

単位：cm
調査点 St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9 St.10

北 -7 +2 +2 -2 0 +6 +3 +3 +7 -12

東 +3 -1 -3 -2 0 +1 +1 +2 +3 0

南 -3 +1 +5 -2 +1 0 +5 +5 0 -5

西 -2 +3 +3 -2 0 0 +3 +3 +3 +6

レベル棒
設置位置

注）平成 16 年 8 月に設置し、平成 17 年 1 月調査実施。 
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【調査点の位置】 
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図 2.5.6  底質の粒度組成調査結果 
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③ 広域的な環境変化について 

広域的な藻場の分布状況の変化を検討するため、沖縄本島における主な藻場分布域

のうち、大きな流入河川や開発行為がない場所を対象として、1993 年以降から最新

2005 年の写真を入手し、藻場の変化を検討した。その結果は図 2.5.7 に示すとおり

であり、藻場の判定精度等に課題が残されるものの、藻場の分布域や生育被度は、泡

瀬海域以外の人為的な改変がない海域においても大きく変動していることが確認さ

れた。 

これらの広域的に確認された藻場分布域の減少や生育被度の低下については、その

要因は明らかではないものの、工事等の人為的な影響ではなく、広域的な環境の変化

が関与している可能性が考えられる。 

広域的な藻場分布の減少要因の一つと想定される水温について、平成 12 年 1 月～

平成 16 年 12 月の表面水温平年偏差を図 2.5.8 及び表 2.5.5 に示す。これによれば、

沖縄島本島南部の表面水温は、平成 14 年 5 月以降、平年値より高い状況が続いてい

る。特に 5 月の水温は、平成 14 年以降 3 年連続して「かなり高い」状況にあり、平

年偏差でみると 0.5～１℃高い傾向にある。 

本監視調査結果によれば、泡瀬地区の春季から夏季にかけての藻場周辺の水温は、

26～32℃になる。本土におけるアマモの例では、このような高温下でのアマモの補償

点光量は急激に増加することが知られており（図 2.5.9）、水温 26℃から 1℃上昇す

ると補償点光量は 2μＥ㎡/s 高くなる。 

沖縄の海草についても水温上昇によって補償点光量の増加がおこれば、海草の純生

産量が低下し、藻場の被度の低下を招く要因となる可能性があると考えられる。 
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嘉陽

辺野古

平安座

泡瀬

10km

凡 例 
 
 
 
空中写真か
ら判読した
藻場分布域
 
※空中写真で
判読可能な
藻場は被度
が比較的高
く、水深も浅
い箇所に限
られる。 

名護市嘉陽（1993 年）

 

名護市嘉陽（2003 年）

藻場が消失している 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5.7(1) 空中写真から判読した藻場とその変化（名護市嘉陽） 
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凡 例 
 
 
 
空中写真か
ら判読した
藻場分布域
 
※空中写真で
判読可能な
藻場は被度
が比較的高
く、水深も浅
い箇所に限
られる。 

名護市辺野古（2003 年）

名護市辺野古（1993 年） 

図 2.5.7(2) 空中写真から判読した藻場とその変化（名護市辺野古） 
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※2005 年（下図）の空中写真撮影範囲

藻場が消失
している 

うるま市平安座島（2005 年）

凡 例 
 
 
 
空中写真か
ら判読した
藻場分布域
 
※空中写真で
判読可能な
藻場は被度
が比較的高
く、水深も浅
い箇所に限
られる。 

うるま市平安座島（1993 年）
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5.7(3) 空中写真から判読した藻場とその変化（うるま市平安座） 
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図 2.5.8  沖縄本島南部（沖縄島南）の海水表面水温の平年偏差 

注）1．平年値は 1970～2000 年の 30 年間の平均値 
2．赤ﾌﾟﾛｯﾄ：毎月上旬、中旬、下旬の観測値、青線：１ヶ月移動平均値 
3．資料：沖縄県水産試験場 HP 漁海況情報 

 

表 2.5.5  沖縄本島南部（沖縄島南）の海水表面水温の平年偏差  

年 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月

平成 12 年 高め 高め 平年 やや
低め

低め 平年 平年
やや
低め

やや
低め

平年 やや
高め 

やや
高め

平成 13 年 
やや
高め 平年 平年 平年 平年 平年

やや
高め

かなり
高め

やや
低め

やや
低め 平年 平年

平成 14 年 平年 やや
低め

平年 かなり
低め

かなり
高め

平年
やや
低め

平年 平年
やや
高め 平年 平年

平成 15 年 平年 平年 平年 やや
低め

かなり
高め

やや
低め

平年 平年
かなり
高め

平年 平年 やや
高め

平成 16 年 
やや
高め 平年 平年 平年

かなり
高め

平年 平年 平年 平年 平年 やや
高め 

やや
高め

注）1．網掛け青：平年値より低いことを示す。網掛け赤：平年値より高いことを示す。 
2．平年比較の高低の程度は以下のとおり。「はなはだ」：約 22 年に１回程度の出現確率、「かな
り」：約 7 年に 1 回程度の出現確率（±1.5℃）、「やや」： 約 3 年に 1 回程度の出現確率（±
1.0℃）、「平年並み」：約 2 年に１回程度の出現確率（±0.5℃）（西海区水産研究所） 
3．出典：沖縄県水産試験場 HP 漁海況情報、各月の「表面水温平年偏差」より転記 

図 2.5.9 水温とアマモの補償点光量の関係 

資料：森田・竹下（2003）土木学会論文集 N741/Ⅶ-28，39-48 
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(4) 評価 

平成 16 年度における海藻草類の評価結果を表 2.5.6 に示す。本調査において確認

された海藻草類の生育被度の低下は、調査期間中には海上工事に伴う濁りの拡散は確

認されていないこと、埋立護岸に近い箇所での底質の変化等が確認されていないこと、

工事箇所に限らず対照区（熱田地区及び津堅島）においても認められていること、工

事等の人為的な改変よりもむしろ広域的な環境変化による影響が考えられることな

どから、工事による影響の可能性は低いと考えられる。 

 

 

表 2.5.6  海藻草類の評価 

(1)事前の変動範囲と
監視結果との比較

項 目 
変動範囲 監視結果

(2)周辺の環境変化 

（工事による影響） 
(3)広域的な環
境変化 

評 価 

St.1 ＋～70 ＋ － － 
・事前の変動範
囲内にある。

St.2 40～65 10～15 

St.3 75～85 15～25 

St.4 60～75 25 

海
藻
草
類 

生
育
被
度
（
％
） 

St.5 60～75 40～60 

・海上工事に伴う濁りの
拡散は確認されていな
い。 

・埋立護岸に近い箇所で
の底質の細粒化、粗粒
化及び大きな砂面変動
は確認されておらず、
埋立護岸を中心とした
藻場の減少も認められ
ていない。 

・工事箇所に限らず対照
区（熱田地区及び津堅
島）においても同様の
傾向が認められてい
る。 

・分布域の減少
や生育被度の
低下は、人為的
な改変がない
海域において
も認められる。 

・事前の変動範
囲を下回って
いるものの、
周辺や広域的
な環境変化と
同様の傾向が
みられ、総合
的に判断する
と、工事によ
る影響の可能
性は低いと考
えられる。 
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2.6 クビレミドロ 

監視調査におけるクビレミドロ調査地点を図 2.6.1 に示す。 

クビレミドロについては、分布・生育状況の監視のほか、工事による濁りの影響の有

無（St.1～11）や、陸域からの流入負荷量（St.A～D）についても監視を行っている。な

お、対照区として屋慶名地区を設定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クビレミドロ監視位置 

● 濁り等監視地点（●は基本監視点を示す） 

※St.A～St.D は流入水路部での流入負荷量調査地点 

St.8 

St.9 

St.5 
補助監視点

St.7 
補助監視点 

St.6 
基本監視点

St.4 
基本監視点

St.2 
基本監視点

St.3 
基本監視点

St.D
St.1 
生息地St.10

St.11 

St.A

St.B

St.C 

図 2.6.1  クビレミドロ調査地点 

 

(1) 事前調査における変動範囲 

クビレミドロの監視基準は、「工事前の生育状況と比較して、分布、生育状況が大

きく変化しないこと」であり、評価は「事前調査時の分布域と最新分布域の重ね合わ

せ」、及び「生育面積の年間最大値」を指標として、分布域に変化がないことや生育

面積が事前調査の変動範囲を下回らないことを監視調査において確認することとし

ている。 

事前調査における変動の範囲は以下に示すとおり設定した。 

 

① 対象時期 

工事実施前の平成 11 年 11 月から平成 14 年 6 月までの 14 回の調査結果を対象とし

て、変動範囲を設定し、監視調査の結果を比較した。 
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② 設定結果 

事前調査におけるクビレミドロの分布、生育面積の変動範囲を表 2.6.1 示す。 

また、濁り（ＳＳ）についての数値基準は、表 2.6.2 に示すとおりである。 

 

 

表 2.6.1  監視結果と比較する事前調査における変動範囲 

事前調査における変動の範囲 
区  分 

変動範囲 設 定 方 法 

クビレミドロの分布 図 2.6.2 に示す
とおり 

工事実施前にあたる平成 11 年 11 月から平成
14 年 6 月にかけての 14 回の調査で観察され
たクビレミドロ分布域について、重ね合わせ
図面を作成し、変動範囲として設定。 

クビレミドロの生育
面積の年間最大値 

9,060～16,750m2 工事実施前にあたる平成 11 年 11 月から平成
14 年 6 月にかけての 14 回の調査結果をもと
に生育面積の年間最大値を求め、最小値（平
成 13 年 3 月）から最大値（平成 12 年 3 月）
までの範囲を変動範囲として設定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
事前調査の
分布域 

図 2.6.2 クビレミドロの事前調査における分布域 
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表 2.6.2  クビレミドロに係る濁りの数値基準 

区  分 数値基準 設 定 方 法 

基本監視点
（St.1～4） 

7 工事影響の許容範囲を「水産用水基準」における 2mg/L
（人為的に加えられるＳＳ）とし、これに自然状態に
おけるバックグラウンド値 5mg/L を加えた値 

生育域
のＳＳ 

補助監視点
（St.5～7） 

11 水質調査におけるＳＳの数値基準 

 

(2) 調査結果 

① クビレミドロの分布 

平成 16 年度におけるクビレミドロの分布状況（分布範囲）を工事前の分布域（着

工前の調査において生息が確認された分布域）と比較したものを図 2.6.3 に示す。 

クビレミドロは、12 月頃から目視で確認され、3 月頃に生育面積が最大となり、そ

の後は衰退して 6 月頃にはみられなくなる。 

平成 16 年度の生育分布域については、例年、まとまった分布が確認されている砂

州周辺において、クビレミドロの分布面積が縮小している様子がみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
4月21日、22日
1月25日、26日
3月10日、11日

平成16年度

平成14年度

平成15年度

凡　例

平成12年度～平成14年
4月までの分布範囲

平成15年度の分布範囲

図 2.6.3  クビレミドロ分布範囲の工事前と工事中の比較 

注）工事着工は平成 14 年 10 月である。 
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② クビレミドロの生育面積の年間最大値 

クビレミドロの分布面積の推移を図 2.6.4 に示す。平成 16 年度の生育面積の年間

最大値は、平成 17 年 3 月の 5,400m2 であり、工事前の変動範囲である 9,060～16,750m2

を超えて減少していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.6.4   クビレミドロの分布面積の経年変化 

注）1．分布範囲及び面積は、クビレミドロの分布域の縁辺部を線で結んだ範囲とその面積を
示す。なお、縁辺部の位置は基準点からの測量により求めた。 

2．工事着工は平成14年10月である。 

 

③ 生育域のＳＳ 

基本監視点（St.1～4）、補助監視点（St.5～7）及びその他の濁り影響の把握地点

（St.8～11）におけるＳＳの調査結果を、図 2.6.5 及び図 2.6.6 に示す。基本監視

点、補助監視点ともに調査期間中を通じて数値基準を満足していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.6.5  基本監視点におけるＳＳ調査結果 

注）基本監視点における数値基準は 7mg/L である。 
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図 2.6.6(1)  ＳＳ調査結果（補助監視点） 

注）補助監視点における数値基準は 11mg/L である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.6.6(2)  ＳＳ調査結果（その他の濁り影響把握地点） 
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④ 流入水路部水質調査結果 

流入水路部の SS 及び栄養塩類濃度の水質調査結果を図 2.6.7 及び表 2.6.3 に示し、 

栄養塩類の経年変化を図 2.6.8 に示す。平成 16 年度の流入状況については、過年

度と同程度であった。 

【SS】                 【COD】 
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表 2.6.3 流入水路からの流入負荷量算定結果 

 分析

 

 

 

 

 

 

 

 

4月26日 5月26日 6月22日 7月28日 9月1日 9月30日 10月22日 11月24日 12月17日 1月17日 2月4日 3月10日
St．A 5.75 6.08 24.2 3.61 0.00 0.00 17.6 0.00 7.19 22.5 28.5 40.2
St．B 1.94 5.70 20.7 9.31 6.38 24.7 35.0 19.1 11.8 22.3 38.0 22.8
St．C 2.83 11.2 11.0 8.38 2.49 10.8 15.4 5.40 6.18 8.70 3.63 11.4
St．A 16.3 16.6 9.56 7.13 0.00 0.00 9.55 0.00 4.10 15.8 10.5 29.8
St．B 19.4 19.0 17.7 18.1 23.3 5.38 4.18 3.83 3.55 7.82 6.22 7.98
St．C 11.8 10.8 8.86 9.50 6.64 17.9 62.7 6.75 12.0 3.72 0.73 8.36
St．A 4.64 6.52 3.34 2.17 0.00 0.00 33.8 0.00 15.1 37.1 42.8 84.2
St．B 5.02 6.03 7.65 3.10 4.88 10.3 11.0 10.2 6.02 18.6 12.1 11.2
St．C 5.08 6.29 6.13 5.73 4.04 19.0 51.3 7.65 13.9 6.17 1.76 10.5
St．A 0.92 0.59 0.69 0.41 0.00 0.00 7.26 0.00 2.14 11.3 6.06 15.6
St．B 0.82 0.97 1.33 0.48 0.47 2.24 3.00 3.42 1.84 6.48 8.02 2.55
St．C 1.00 0.92 0.84 0.98 0.79 3.30 2.38 2.55 3.74 4.11 1.47 4.48
St．A 2.87 0.21 0.22 0.14 0.00 0.00 1.28 0.00 0.04 0.78 0.20 2.76
St．B 0.48 0.72 0.33 0.19 0.62 1.55 0.72 0.24 0.12 0.11 0.55 0.10
St．C 0.19 0.11 0.09 0.08 0.21 0.20 0.13 0.02 0.06 0.03 0.01 0.02
St．A 0.65 0.01 0.01 0.03 0.00 0.00 0.03 0.00 0.09 1.29 0.02 1.91
St．B 0.11 0.02 0.03 0.04 0.09 0.11 0.19 0.07 0.09 0.20 0.17 0.11
St．C 0.03 0.01 0.02 0.02 0.01 0.03 0.08 0.01 0.01 0.04 0.01 0.02
st．A 604.8 1382.4 1209.6 950.4 0.0 0.0 1468.8 0.0 718.5 1125.6 950.4 1296.0
st．B 1382.4 1900.8 3283.2 1900.8 1555.2 2241.6 3801.6 1472.2 1075.5 1861.9 3456.0 1900.8
st．C 691.2 1123.2 2160.0 864.0 691.2 1120.1 1900.8 449.9 631.0 791.0 259.2 950.4

平成17年項目等 単位 調査地点 平成16年

ＳＳ

ＣＯＤ

(kg/日)

(kg/日)

(kg/日)

(kg/日)

Ｔ－Ｎ

Ｔ－Ｐ

陰イオン界面
活性剤

非イオン界面
活性剤

(kg/日)

(kg/日)

流量 (m3/日)
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(3) 工事による影響の可能性についての検討結果 

① インパクト・レスポンスフロー 

工事によるクビレミドロへの影響の可能性を図 2.6.9 に示すインパクト・レスポン

スフローにより検討した。 

工事中の影響として、施工箇所における「濁りの発生・拡散」、埋立地の存在時に

は水路部となった埋立地の背後で、最大 10cm/s の「流速の増加」が環境影響評価書

で想定されている。また、埋立地の遮蔽効果により、背後域（水路部）では外力が小

さくなると考えられている（平成 14 年第 1 回検討委員会資料）。 

平成 16 年度は、工事による「濁りの発生・拡散」とともに、埋立地等（余水吐護

岸）の存在による「背後域における流速の増加」、「背後域における外力の低下」、「背

後域における外力の変化」が考えられる。 

これらが、光量の低下、塩分・栄養塩類の変化、生育場所の乾燥、卵・藻体の埋没、

卵等の流出等、クビレミドロに対する影響の可能性について、平成 16 年度の監視結

果をもとに、表 2.6.4 に示すとおり検討した。 
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表 2.6.4(1)  工事によるクビレミドロへの影響の可能性についての検討結果 

クビレミドロへの 
影響の内容 

工事による影響の可能性についての検討結果 

① 光量の低下 ・工事による濁りの発生・拡散は確認されていないことから、光量
の低下が生じている可能性は低い（図 2.6.5、図 2.6.6 参照）。 

◆工事による影響の可能性は低いと考えられる。 

② 塩分・栄養塩類
の変化 

 

・余水吐護岸の存在によって、背後域に大きな地盤高の変化は生じ
ていないことから、干潟域におけるみお筋の変化等、塩分・栄養
塩類の変化が生じている可能性は低い（図 2.6.17 参照）。 

◆工事による影響の可能性は低いと考えられる。 

③ 生育場所の乾燥 ・クビレミドロ生育地周辺の砂州は、工事前において毎年変動が認
められ、余水吐護岸の存在によって、砂州の形状の変化が助長さ
れた可能性は低い（図 2.6.16 参照）。 

・余水吐護岸の存在によって、背後域に大きな地盤高の変化は生じ
ていない（図 2.6.17 参照）。 

◆工事による影響の可能性は低いと考えられる。 

④ 卵・藻体の埋没 ・余水吐護岸の存在によって、砂州の形状の変化が助長された可能
性は低く、背後域の流速の増加や波浪の変化、これに伴う底質の
細粒分の流失、底質の移動が生じている可能性は低い（図 2.6.16
参照）。 

・余水吐護岸の存在によって、背後域に大きな地盤高の変化は生じ
ていないことから、背後域の流速の増加や波浪の変化、これに伴
う底質の細粒分の流失、底質の移動が生じている可能性は低い（図
2.6.17 参照）。 

◆工事による影響の可能性は低いと考えられる。 

⑤ 卵等の流失 ・工事による底質の巻き上げによる濁りの発生・拡散は確認されて
いないことから、工事により小型海草が減少した可能性は低い。 

・余水吐護岸の存在によって、砂州の形状の変化が助長された可能
性は低く、背後域の流速の増加や波浪の変化、これに伴う底質の
細粒分の流失が生じている可能性は低い（図 2.6.16 参照）。 

・余水吐護岸の存在によって、背後域に大きな地盤高の変化は生じ
ていないことから、背後域の流速の増加や波浪の変化、これに伴
う底質の細粒分の流失が生じている可能性は低い（図 2.6.17 参
照）。 

◆工事による影響の可能性は低いと考えられる。 

⑥ 卵等の集積 ・余水吐護岸の存在によって、背後域の外力の低下・波浪の変化に
伴う底質の細粒分の堆積、小型海草類の増加は認められないこと
から、卵等の集積が生じている可能性は低い。 

◆工事による影響の可能性は低いと考えられる。 

⑦ 種間競争 ・⑦で示すように、底質の細粒分の堆積、小型海藻の増加は認めら
れないことから、種間競争が生じている可能性は低い。 

◆工事による影響の可能性は低いと考えられる。 
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図 2.6.9  クビレミドロに対するインパクト・レスポンスフロー 図 2.6.9  クビレミドロに対するインパクト・レスポンスフロー 

 



② 周囲の環境変化（調査地点と工事位置との関連）について 

ア．工事による濁り等の影響についての検討 

クビレミドロ生育域への工事の影響を注意深く監視するため、委員会の助言に基

づいて図 2.6.1 に示す監視地点で濁りの監視調査を実施している。平成 16 年度の

工事期間中（仮設橋梁工事は平成 16 年 8 月、海上工事は平成 16 年 10 月に開始し、

平成 17 年 3 月 25 日まで実施）は、図 2.6.5 及び図 2.6.6 に示したように、基本監

視点、補助監視点については、すべての調査地点で数値基準を満足している。 

工事がクビレミドロの生育地に及ぼす影響を総合的に判断するため、沖合いの

St.8、St.9、仮設橋梁工事現場近くの St.10、St.11、及び陸域からの流入水路から

の流入負荷量を把握する St.A～St.D においても、濁りの状況について調査を行って

いる。これらの調査地点における調査結果は図 2.6.7 に示すとおりである。 

これによれば、仮設橋梁工事現場近くの St.11 において数値基準を超過する濁り

が確認されたが、流入水路の St.A～St.C において、高い SS 濃度が観測されている

ことから、陸域からの排水の影響が要因と考えられる。 

なお、St.A～C における流入負荷量の調査結果は図 2.6.7 及び表 2.6.3 に示すと

おりである。 
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イ．台風とクビレミドロ生育面積との関係 

平成 16 年度は沖縄本島への台風の襲来が多く、過去最大クラスの大型台風の接近

（台風 23 号）もあったことから、台風の風に起因する波浪等による物理的な攪乱が、

クビレミドロの生育環境に影響を与えた可能性が考えられる。図 2.6.10 及び図 

2.6.11 に前年の那覇への台風接近数とクビレミドロの３月の生育面積の関係を示

す。これらによると那覇への台風接近数が多いと翌年 3 月のクビレミドロの生育面

積が縮小する傾向が窺えた。 
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図 2.6.10 クビレミドロの生育面積の経年変化と前年の台風の接近数 

注）台風の接近数は、那覇気象官署から 300km 以内に入った台風の個数を示す。 

 

 
y = -1653.7x + 20227
相関係数：0.71

0

3000

6000

9000

12000

15000

18000

1 3 5 7

前年の台風の接近数

３
月
の
生
育
面
積
　
（㎡

)

H16年度

9

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.6.11 年間最大生育面積と前年の台風の接近数の関係 

注）台風の接近数は、那覇気象官署から 300km 以内に入った台風の個数を示す。 

2-61 



また、図 2.6.12 に示すように、クビレミドロ生育地周辺に位置する干潟生物生息

調査の調査地点において、底質がやや粗粒化した可能性がみられる。 

前述のように、クビレミドロの生育面積と台風の接近数に相関が示されていること

から、波浪等による底質の撹乱と細粒分の流失が生じている可能性が考えられ、それ

に伴う卵等の流失の可能性が考えられる。 
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図 2.6.12 クビレミドロ生育域周辺における底質の粒度組成の変化 
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ウ．余水吐護岸の存在による背後域における外力の低下、波浪の変化 

平成17年 3月時点におけるクビレミドロ生息域と工事中の余水吐護岸との位置関

係は、図 2.6.13 に示すとおりである。クビレミドロは主に砂州の周辺に分布して

いることなどから（図 2.6.15 参照）、余水吐護岸の存在による背後域の外力の変化

に伴う底質の細粒分の流失、底質の移動、地盤高の変化等により、卵等の流失が生

じる可能性がある。 

以下に、クビレミドロへの影響に至る伝搬経路の検証を行った。 

 

 

 

 

クビレミドロ生息域

工事中の余水吐護岸

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.6.13 クビレミドロ生息域と工事中の余水吐護岸との位置関係 
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図 2.6.14 測線調査位置（平成 12 年 3 月） 

  【ラインＡ（東西方向）】 
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図 2.6.15(1) 泡瀬地区測線調査結果（ラインＡ：平成 12 年 3 月調査） 

  【ラインＢ（南北方向）】 
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図 2.6.15(2) 泡瀬地区測線調査結果（ラインＢ：平成 12 年 3 月調査） 
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(ｱ) 地形・地盤高の変化について 

底質の移動等が砂洲の形状や地盤高の変化となって現れている可能性が考えられ

ることから以下に検討した。 

(a)砂洲の形状の変化 

航空写真から読みとった 1977 年から 2005 年 3 月にかけての砂州の形状の変化を

図 2.6.16 に示す。それによると余水吐護岸の工事が開始される以前から、砂州の

の形状には年変動がみられている。2003 年 3 月から 2005 年 3 月の間にも砂州の形

状の変化はみられるが、これまでの変化の程度に比べて同等である。 

したがって、余水吐護岸の存在によって、砂州の形状の変化が助長された可能性

は低く、背後域の流速の増加や波浪の変化、これに伴う底質の細粒分の流失・移動

等が生じている可能性は低いと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.6.16 砂州の形状の変化（1977 年～2003 年） 

 

(b)地盤高の変化 

深浅測量データから得られたクビレミドロ生育地の周辺における地盤高の変化

（2003 年 12 月～2004 年 11 月の水深の差値）を図 2.6.17 に示す。解析の精度は±

10cm 程度であり、生育地の地盤高を議論するにはやや精度に課題があると考えられ

るが、著しい変化や全体の傾向は考察可能である。 

これによると、クビレミドロの低密度生育域・高密度生育域において、大きな地

盤高の変化は生じておらず、分布範囲の変化と地盤高の変化との明瞭な関係は認め

られなかった。また、余水吐護岸の存在によって、背後域に大きな地盤高の変化は

生じていないことから、背後域の流速の増加や波浪の変化、これに伴う底質の細粒

分の流失・移動等が生じている可能性は低いと考えられる。 
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※ 水深変化図を前面に表示 

侵食(cm)
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※ クビレミドロの分布図を前面に表示 

侵食(cm) 
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堆積域でも藻体は確認された

低密度生育域は減少したが 
地盤高の変化は顕著ではない

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クビレミドロの分布 

2004 年 3 月     ：藻体確認範囲 

2005 年 3 月     ：藻体確認範囲、   ：低密度生息域、   ：高密度生息域 

 

図 2.6.17 2003 年 12 月～2004 年 11 月の水深差値（クビレミドロの生息地周辺） 

注）解析に用いた深浅測量データは 20～25m の格子間隔であり、数値の精度は±10cm 程度とされる。
クビレミドロの生育地盤高をマクロに評価する精度である。 
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(ｲ) 余水吐護岸背後の波浪等の変化について 

余水吐護岸の存在による波当たりの変化等によって、生育面積が減少している可

能性が考えられるため、①湾外からの高波浪、②強風による風波等の 2 つの影響要

因を整理した。 

 

(a)湾外からの高波浪とクビレミドロ生育面積との関係 

湾外からの高波浪については、津堅島沖の NOWPHAS 観測値（資料：国土交通省港

湾局）により検討した。年間最大生育面積と顕著な高波浪の継続時間及び最大有義

波高の関係を図 2.6.18 に示す。津堅島沖の波浪とは弱い負の相関がみられるが、

相関係数は低い結果となった。 

泡瀬地区は、地形的な条件から、湾外からの高波浪は主に ESE～SSE から生育地に

到達する。生育地から余水吐護岸は SSE の方向にあるため、クビレミドロ生育地に

到達する波浪が、護岸の存在による影響を受ける可能性も考えられるが、3 月の生

育面積と湾外からの高波浪との相関は低い結果となった。 

以上より、余水吐護岸の存在による背後域の波浪等の変化が、クビレミドロの生

育面積の減少に影響している可能性は低いと考えられる。 
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図 2.6.18 年間最大生育面積と前年の波浪との関係 

注）津堅島沖の NOWPHAS 観測値による 
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(b)湾内で発生する風波等とクビレミドロ生育面積との関係 

図 2.6.19 に年間最大生育面積（3 月の生育面積）と那覇の風況（資料：気象庁）

の関係を示す。平均風速と比較的強い風の観測回数（風速 8m/s 以上の出現回数）に

ついて検討したところ、年間を通じた風況とクビレミドロの生育面積との相関より

も、卵期（6～10 月）に限定した風況と生育面積との相関が高かった。これは、卵

期に受けた強風に起因する風波等により生育地が撹乱され、卵の流出等が生じて、3

月の生育面積に影響した可能性を示唆している。 

 

 

y = -12413.066x + 77863.852
R2 = 0.237

0

3000

6000

9000

12000

15000

18000

5.0 5.1 5.2 5.3 5.4 5.5 5.6 5.7

平均風速　(m/s)

3月
の
生
育
面
積
　

(m
2 )

y = -15.506x + 36860.475
R2 = 0.495

0

3000

6000

9000

12000

15000

18000

1200 1400 1600 1800 2000

風速 8m/s以上の出現回数

3月
の
生
育
面
積
　

(m
2 )

 

統計期間：前年 4/1～3/31 
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統計期間：卵期（6/1～10/31） 

 

図 2.6.19 年間最大生育面積と風況の関係 

注）1999.4～2005.3 の平均風速（5.38m/s）、標準偏差（2.72m/s）より、比較的強い風速の
基準として平均風速＋標準偏差である風速 8m/s を設定した。 
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 次に、余水吐護岸との関連を検討するため、風向を考慮した検討を行った。風向別

に生育面積との相関係数を求めた結果を表 2.6.5 に示す。 

護岸の存在の影響の可能性のある風向と考えられる ESE～SSE に注目すると、平均

風速及び風速 8m/s 以上の出現回数と生育面積との負の相関係数はともに低い。 

なお、卵期における平成 11～16 年度までの風向別の平均風速及び風速 8m/s 以上

の出現頻度は図 2.6.20 に示すとおりであり、平成 16 年度は全体的に風速が大きい

傾向はあるが、特に ESE～SSE の護岸方向からの風が特異的な状況であった可能性は

低い。図 2.6.21 に示す風速階級別・風向別の出現回数でも同様に ESE～SSE の護岸

方向からの風が特異的な状況であった可能性は低いと言える。 

また、平成 11～16 年度までの月別の風速 8m/s 以上の出現回数と風向の関係を図 

2.6.22 に示す。これによると、風向は、基本的に夏季には南風が卓越し、10 月頃か

ら北風が卓越する傾向にあるが、出現回数についてみると、平成 16 年度は過年度に

比べて、8 月、10 月及び 3 月に非常に多かったことが分かる。 

 

以上より、強風による風波等の発生が生育地を撹乱すること等が、卵及びその後

の生育面積に影響を及ぼした可能性が高いと考えられる。 

また、生育域から余水吐護岸のある方向（ESE～SSE）の風と生育面積との相関は

低かったことから、強風により発生する風波等について、余水吐護岸の存在による

背後域への影響の可能性は低いと考えられる。 
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表 2.6.5 風向別の相関係数（卵期 6～10 月） 

生育面積との相関係数 
風 向 

平均風速 風速 8m/s 以上の回数 

NNE -0.557 -0.648 

NE -0.764 -0.738 

ENE -0.965 -0.846 

E -0.790 -0.834 

ESE -0.293 0.034 

SE -0.100 -0.641 

SSE 0.001 -0.154 

S -0.478 0.085 

SSW -0.624 -0.042 

SW -0.591 0.136 

WSW 0.261 0.240 

W -0.303 -0.331 

WNW -0.793 -0.464 

NW -0.486 -0.761 

NNW -0.493 -0.419 

N -0.738 -0.992 

備考）ESE～SSE の風向の相関係数を網掛け 
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図 2.6.20  風向別の平均風速（卵期：6 月～10 月） 
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図 2.6.21  風速階級別・風向別の出現回数（卵期：6 月～10 月） 
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余水吐護岸の影響
の可能性が大きい
風向 

図 2.6.22 風向別・月別の風速 8m/s 以上の出現回数 



エ．対照区との比較 

対照区として設定した屋慶名地区におけるクビレミドロの分布・生育面積の変化

を図 2.6.23 及び図 2.6.24 に示す。 

平成 17 年 3 月調査において、クビレミドロの生育面積は 110,000m2であり、平成

16 年 3 月調査時の 94,000m2を上回っていたが、高密度の生育面積は 20,000m2から

13,000m2に減少し、低密度の分布域は分散していた。 

屋慶名地区の生育地は、北側に海中道路、東側に平安座島や浜比嘉島、南側に藪

地島、西側に勝連半島が位置するなど、周囲を陸に囲まれていると言える。このた

め、泡瀬地区に比較して、台風等の波浪や強風の影響を受けにくいと考えられる。 

高密度の生育面積が減少し、低密度分布域が分散していることから、屋慶名地区

においても、台風による撹乱を受けていると考えられるが、地形的な特性により、

泡瀬地区よりも影響が軽減されている可能性が考えられる。 

 

 

 

0
20000
40000
60000
80000
100000
120000

1月 3月 4月 6月 1月 3月

平成16年 平成17年

生
育
面
積
（
㎡
）

 

 

 

 

 

 

図 2.6.23 対照区である屋慶名地区における生育面積の変化 
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図 2.6.24(1)  対照区である屋慶名地区におけるクビレミドロの生育分布状況（全体図） 
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図 2.6.24(2)  対照区である屋慶名地区におけるクビレミドロの生育分布状況（拡大図） 
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(4) 評価 

平成 16 年度におけるクビレミドロの評価結果を表 2.6.6 に示す。本調査において

確認されたクビレミドロの分布域の縮小及び生育面積の減少は、仮設橋梁工事及び海

上工事に伴う濁りは確認されていないこと、余水吐護岸の存在による背後域の外力の

変化等により底質の細粒分の流失、底質の移動及び地盤高の変化等が生じている可能

性は低いと考えられることから、工事による影響の可能性は低いと考えられる。 

なお、クビレミドロの生育面積の減少は、台風等に伴う底質の撹乱、細粒分の流失

により、卵が流失した可能性が高いと考えられる。 

 

表 2.6.6(1)  クビレミドロの評価（分布域及び分布面積） 

(1)事前の変動範囲と監
視結果との比較 

項 目 

変動範囲 監視結果 

(2)周辺の環境変化 

（対照区との比較） 

(3)広域的な
環境変化 

評 価 

分布域 事 前 調 査
の 変 動 範
囲 
(図 2.6.2) 

図 2.6.3 に
示すとおり

ク
ビ
レ
ミ
ド
ロ 

分布面積 9,060～
16,750m2 

5,400m2 

・工事に伴う濁りは確認
されていない。 

・余水吐護岸の存在によ
り、外力の変化等に伴
う底質の細粒分の流
失・移動及び地盤高の
変化等が生じている
可能性は低いと考え
られる。 

・台風等に伴う生育域の
撹乱、底質の細粒分の
流失により、卵が流失
した可能性が考えら
れる。 

・対照区として設定した
屋慶名地区でも台風
による撹乱を受けて
いるが、地形的な特性
により、泡瀬地区に比
較して影響が軽減さ
れているものと考え
られる。 

 

－ 

・事前の変動範
囲を下回って
いるものの、
周辺の環境変
化と同様の傾
向がみられ、
総合的に判断
すると、工事
による影響の
可能性は低い
と 考 え ら れ
る。 

 

表 2.6.6(2)  クビレミドロの評価（ＳＳ） 

項  目 数値基準 監視結果 評 価 

St.1 7 <1.0～6.6 ・監視基準を満足していた。生育域の SS（mg/L） 

St.2～4 7 <1.0～4.4 ・監視基準を満足していた。

クビレ
ミドロ 

仮設橋梁周辺の SS 
(mg/L) 

St.1 7 <1.0～6.6 ・監視基準を満足していた。

 

2-77 



2.7 サンゴ類 

監視調査におけるサンゴ類調査地点を図 2.7.1 に示す。なお、調査地点のうち、St.4

は、本年度に新たに設定された地点である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.7.1 サンゴ類監視調査位置 

 

(1) 事前調査における変動の範囲 

サンゴ類の監視基準は、「工事前の状況と比較して、生息状況が大きく低下せず、

健全であること」であり、監視結果の評価は、生存被度、種類数を指標として、各調

査地点における生存被度及び種類数が事前調査の変動範囲を下回らないことととし

た。 

事前調査における変動の範囲は以下に示すとおり設定した。 

 

① 対象時期 

工事実施前の平成 12 年度の夏季（平成 12 年 8 月）、冬季（平成 13 年 2 月）、平成

13 年度夏季（平成 13 年 8 月）、冬季（平成 14 年 1 月）、平成 14 年度夏季（平成 14 年

8 月）の 5 回の調査結果を対象として、各調査地点における変動範囲を設定し、監視

調査の結果を比較することとした。 

 

② 設定結果 

事前調査における変動の範囲の設定結果を表 2.7.1 に示す。 
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表 2.7.1 監視結果と比較する事前調査における変動範囲の設定結果 

事前調査における変動の範囲 
区  分 

変動範囲 設 定 方 法 

St.1 ＋ 

St.2 ＋～5％ 

サンゴ類の
生存被度 

St.3 5～55％ 

工事実施前にあたる平成 12 年度の夏季（平成 12
年 8 月）から平成 14 年度の夏季（平成 14 年 8 月）
にかけての 5 回の調査結果をもとに、各調査地点
における生存被度の最小値から最大値までの範
囲を変動範囲として設定した。 

St.1 6～10 

St.2 12～16 

サ ンゴ類の
種類数 

St.3 8～14 

工事実施前にあたる平成 12 年度の夏季（平成 12
年 8 月）から平成 14 年度の夏季（平成 14 年 8 月）
にかけての 5 回の調査結果をもとに、各調査地点
における種類数の最小値から最大値までの範囲
を変動範囲として設定した。 

 

 

 

(2) 調査結果 

サンゴ類の調査結果を表 2.7.2 に示す。 

なお、図 2.7.2 は、平成 15 年度から 16 年度のサンゴ分布状況である。 

平成 16 年度調査結果によると、工事前の状況と比較して、St.3 において生存被度

が 5%未満と、事前の変動範囲を下回った。出現種類数については、事前調査の変動範

囲内にあった。 
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平成 15 年 6 月 16～28 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 16 年 6 月 7～29 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.7.2  サンゴ類広域分布調査結果 

注）工事着工は平成 14 年 10 月である。 
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表 2.7.2  10ｍ×10ｍコードラートにおけるサンゴ類被度についての事前の
変動範囲との比較結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

科区分 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季
St . 1 生存被度( %) ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

死亡被度( %) ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
出現種類数 10 10 10 9 6 7 5 6 8 6 6～10

St . 2 生存被度( %) 5 5 5 ＋ 5 5 5 5 5 5 ＋～5％
死亡被度( %) ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
出現種類数 15 15 16 14 12 13 8 10 15 15 12～16

St . 3 生存被度( %) 50 50 55 10 5 ＋ 5 5 ＋ ＋ 5～55％ 下回る
死亡被度( %) ＋ ＋ ＋ 30 5 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋～30％
出現種類数 14 14 11 12 8 11 6 7 11 13 8～14

St . 4 生存被度( %) - - - - - - - - 5 5 -
死亡被度( %) - - - - - - - - ＋ ＋ -
出現種類数 - - - - - - - - 7 7 -

－

範囲内

範囲内

範囲内

変動範囲平成15年度調査
地点

平成13年度 平成14年度平成12年度 平成16年度 判定比較

注）1.被度は、5％単位で示す。 
   2.＋は 5％未満を示す。 
   3.平成 12 年度の調査期日：平成 12 年 8 月 24～25 日、平成 13 年 2 月 7～8 日 
   4.平成 13 年度の調査期日：平成 13 年 8 月 13～14 日、平成 14 年 1 月 29 日～30 日 
   5.平成 14 年度の調査期日：平成 14 年 8 月 19 日～20 日、平成 15 年 1 月 8～9 日 
   6.平成 15 年度の調査期日：平成 15 年 7 月 15～16 日、平成 16 年 1 月 7 日 
   7.平成 16 年度の調査期日：平成 16 年 8 月 9 日～9 月 15 日、平成 17 年 1 月 11～12 日 
   8.比較の欄では、平成 16 年度の監視結果と事前の変動範囲を比較した結果を示した。 
   9.工事着工は平成 14 年 10 月である。 
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(3) 工事による影響の可能性についての検討結果 

① インパクト・レスポンスフロー 

工事によるサンゴ類への影響の可能性を図 2.7.3 に示すインパクト・レスポンスフ

ローにより検討した。 

工事の影響としては、施工箇所における底泥の巻き上げに伴う「濁りの発生・拡散」、

埋立地等（余水吐護岸）の存在による「流れ・波浪の変化」、「杭・埋立地周辺の洗掘」

などが想定される。 

これらの環境の変化が、生息場の撹乱・消失、成長阻害、成長促進等として、サン

ゴ類に対して影響を及ぼすことが想定されることから、それぞれの影響の可能性につ

いて、平成 16 年度の監視結果をもとに表 2.4.6 に示すとおり検討した。 

 

表 2.7.3  工事によるサンゴ類への影響の可能性についての検討結果 

サンゴ類への影響の内容 工事による影響の可能性についての検討結果 

① 生息場の撹乱、消失 ・余水吐護岸を中心とするサンゴ類の減少は確認されて
いない（図 2.7.2 参照）。 

◆工事影響の可能性は低いと考えられる。 

② 成長阻害 ・水路部は形成されておらず開放的な地形により、海水
の滞留等、浮泥の堆積・沈降につながるプランクトン
の増殖等は生じていないと考えられる。 

・濁りの監視結果によると、施工に伴う濁りは確認され
ていない（図 2.3.3、別添資料参照）。 

・余水吐護岸に近い海藻草類の監視地点 St.2、St.3 に
おいて底質の粒度組成の変化や大きな砂面変動は確
認されていない（図 2.5.6、表 2.5.4 参照）。 

・余水吐護岸を中心とした藻場の減少はみられていない
ことから、流速の変化等が生じている可能性は低い。

◆工事影響の可能性は低いと考えられる。 

③ 成長促進 ・余水吐護岸に近い海藻草類の監視地点 St.2、St.3 に
おいて底質の粒度組成の変化や大きな砂面変動は確
認されていない（図 2.5.6、表 2.5.4 参照）。 

・余水吐護岸を中心とした藻場の減少はみられていない
ことから、流速の変化等が生じている可能性は低く
（図 2.5.5 参照）、水路部は形成されていないこと
から静穏化も生じていないと考えられる。 

◆工事影響の可能性は低いと考えられる。 
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図 2.7.3 サンゴ類に対するインパクト・レスポンスフロー 
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①生息場の撹乱、消失

濁りの発生・拡散 水中光量の減少

埋立地周辺の洗掘

埋立地周辺の流速の減少

埋立地の存在

海水の滞留 プランクトンの増殖

磁気探査、杭・矢板打設による
地盤の攪乱

浮泥の沈降・堆積

底質の巻き上げ

底質の撹乱

底質の移動、堆積

埋立地等の施工

②成長阻害

施工場所での変化

サンゴ類生息地での変化
施工場所と生息地の両方での変化

捨石・被覆石の投入

③成長促進生息基盤・基質の形成・安定化

生息基盤・基質の流失

遮蔽による静穏化 砂の堆積

局所的な流速の増加 細粒分の流出

波浪による反射波の発生

サンゴ類への影響の内容



② 周辺の環境変化（調査地点と工事位置との関連）について 

平成 16 年度の海上工事に伴う濁りの拡散は確認されていない。平成 16 年度夏季及

び冬季調査で、St.3 で生存被度が 5％未満に低下していたが、生存被度が 5％であっ

た平成 15 年度の冬季調査（平成 16 年 1 月）以降、海上工事は実施されていない。 

泡瀬海域においては、平成 13年夏季の高水温による白化現象が確認され（写真 2.7.1

参照）、平成 13 年度以降、本調査地点においても、生存被度の低下がみられている。 

なお、平成 15 年度以降は、小型のサンゴ類がみられるようになり、一時、低下し

ていた種類数についても徐々に回復傾向に向かう可能性も認められていることから、

工事の実施がサンゴ類の生息に影響を及ぼす可能性は低いと考えられた。 

 

  

写真 2.7.1  平成 13 年夏季に泡瀬海域において確認された白化現象 

注）「平成 13 年度 中城湾港泡瀬地区環境監視調査（その 2）報告書」（内閣府沖縄
総合事務局那覇港湾空港工事事務所、平成 14 年 3 月）による平成 13 年 8 月の
調査結果を示した。 

 

 

③ 広域的な環境変化について 

平成 13 年夏季の高水温による白化現象により、沖縄本島周辺の広い範囲において、

泡瀬海域と同様、サンゴ類に大きな被害が確認されている。なお、平成 13 年夏季の

沖縄島におけるサンゴの白化現象については、「日本のサンゴ礁」（環境省・日本サン

ゴ礁学会編、平成 16 年 3 月）に記載がある。 

 

2-84 



(4) 評価 

平成 16 年度におけるサンゴ類の評価結果を表 2.7.4 に示す。本調査において確認

されたサンゴ類の生存被度の低下は、調査期間中には海上工事に伴う濁りの拡散は確

認されていないことや、平成 15 年度冬季調査以降、平成 16 年度夏季調査までは海上

工事は実施されておらず、埋立護岸に近い箇所での底質の変化等が確認されていない

こと、平成 13 年度の白化現象により低下した生存被度が未だ回復していないと考え

られることなどから、工事による影響の可能性は低いと考えられる。 

 

 

表 2.7.4   サンゴ類の評価 

(1)事前の変動範囲
と監視結果との比較

項  目 
変動範囲 監視結果

(2)周辺の環境変化 

（工事による影響） 
(3)広域的な
環境変化 

評 価 

St.1 ＋ ＋ － － 

St.2 ＋～5 5 － － 

・事前の変動範
囲内にある。

生
存
被
度
（
％
） 

St.3 5～55 ＋ ・工事に伴う濁りは確
認されていない。 

・埋立護岸に近い箇所
での底質の細粒化、
粗粒化及び大きな砂
面変動は確認されて
いない。 

・平成 13 年の白化現象
により低下した生存
被度が未だ回復して
いないと考えられ
る。 

－ 

・事前の変動範
囲 を 下 回 っ
て い る も の
の、周辺の環
境 変 化 と 同
様 の 傾 向 が
みられ、総合
的 に 判 断 す
ると、工事に
よ る 影 響 の
可 能 性 は 低
い と 考 え ら
れる。 

St.1 6～10 6～8 － － 

St.2 12～16 15 － － 

サンゴ類 

種
類
数 

St.3 8～14 11～13 － － 

・事前の変動範
囲内にある。
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2.8 トカゲハゼ 

監視調査におけるトカゲハゼ調査地点を図 2.8.1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.8.1 トカゲハゼ監視調査地点 

 

 

(1) 事前調査における変動の範囲 

トカゲハゼの監視基準は、「工事前の状況と比較して、生息状況が大きく低下せず、

健全であること」であり、監視結果の評価は、個体数及び生息面積が事前調査の変動

範囲を下回らないこととした。 

事前調査における変動の範囲は以下に示すとおり設定した。 

 

① 対象時期 

工事実施前の平成 2 年 7 月及び平成 7 年 9 月から平成 14 年 9 月の全 30 回の調査結

果を対象として、トカゲハゼの成魚個体数及び生息面積の変動範囲を設定し、監視調

査の結果を比較することとした。 

 

② 設定結果 

事前調査における変動の範囲の設定結果を表 2.8.1 に示す。 

 



表 2.8.1 監視結果と比較する事前調査における変動範囲の設定結果 

事前調査における変動の範囲 
区  分 

変動範囲 設 定 方 法 

成魚個体数
（尾） 

2～37 工事実施前にあたる平成 2 年 7 月、平成 7 年 9 月
から平成 14年 9月の全 30回の調査結果をもとに、
成魚個体数の最小値（平成 8 年 10 月：2 尾）から
最大値（平成 11 年 12 月：37 尾）までの範囲を変
動範囲として設定した。 

トカゲハゼ 

生 息 面 積
（m2） 

10～850 工事実施前にあたる平成 2 年 7 月、平成 7 年 9 月
から平成 14年 9月の全 30回の調査結果をもとに、
成魚個体数の最小値（平成 8 年 10 月：10m2）から
最大値（平成 12 年 4 月：850m2 までの範囲を変動
範囲として設定した。 
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(2) 調査結果 

泡瀬地区におけるトカゲハゼの成魚個体数と生息面積は図 2.8.2 に示すとおりで

ある。また、トカゲハゼの着底稚魚数は、図 2.8.3 に示すとおりである。 

平成 16 年度の生息個体数は工事前の変動範囲にあった。生息面積については、工

事前の変動範囲である 10m2であった。着底幼稚魚個体数は 55 個体であった。 
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図 2.8.2 中城湾港泡瀬地区におけるトカゲハゼの生息地面積及び個体数の推移 

注）平成 17 年 1 月調査時には成魚の生息を確認できなかったが、天候条件による影響が考えられ
たため、平成 17 年 2 月に再調査を実施し、2 尾の生息を確認した。 
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図 2.8.3 中城湾港泡瀬地区におけるトカゲハゼの成魚個体数と着底稚魚数の推移 

注）工事着工は平成 14 年 10 月である。 

出典）調査は沖縄県土木建築部が別途新港地区とともに別途実施している：「中城湾港
（新港地区）トカゲハゼ生息状況等監視調査業務」 
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(3) 工事による影響の可能性についての検討結果 

平成 16 年度におけるトカゲハゼの成魚個体数と生息面積は事前の変動範囲内にあ

ったが、工事による影響の可能性について、以下のとおり補足的に検討した。 

 

① インパクト・レスポンスフロー 

工事によるトカゲハゼへの影響の可能性を図 2.8.4 に示すインパクト・レスポンス

フローにより検討した。 

工事による環境の変化としては磁気探査、杭打設等による「地盤の攪乱」、施工機

械の稼動、交通等による「地盤の振動」、「施工機械等の油脂類の漏出」、杭周辺の洗

掘」に伴う「底質の巻き上げ」、「底質の移動、堆積」、「流れ・波浪の遮蔽」及び「渦

流の発生等流れの攪乱」、覆鋼板の存在による「日陰の形成」などが想定される。 

工事によるこれらの環境の変化が、トカゲハゼに及ぼす影響について、平成 16 年

度の監視結果をもとに検討した結果を表 2.8.2 に示す。 

 

表 2.8.2  工事によるトカゲハゼへの影響の可能性についての検討結果 

トカゲハゼへの影響の内容 工事による影響の可能性についての検討結果 

① 生息場所の攪乱・消失 ・トカゲハゼの生息する泥質性干潟への直接的な工事に
よる改変はない。 

◆工事影響の可能性は低いと考えられる。 

② 生息場所（泥質性干潟）の
還元化 

・トカゲハゼの生息地点近傍の干潟の調査地点 St.2 に
おいて、底質の還元化は認められていない。 

◆工事影響の可能性は低いと考えられる。 

③ 個体への油脂類の付着 ・個体への油脂類の付着が予想されるが、施工管理によ
り、油脂類の漏出は確認されていない。 

◆工事影響の可能性は低いと考えられる。 

④ 餌（有機堆積物）の変化 ・干潟の調査地点 St.2 においては、微小藻類の減少等
はみられておらず、付着藻類による基礎生産の低下は
生じていないと考えられる。 

・鳥類の調査地点 St.7 においては、鳥類個体数の増加
はみられていない。 

◆工事影響の可能性は低いと考えられる。 

⑤ 泥質性干潟の乾燥化 ・杭による底質の移動、地盤高の上昇等は確認されてお
らず、干潟の St.２で、底質の移動、地盤高の上昇は
確認されていない。 

◆工事影響の可能性は低いと考えられる。 

⑥ 生息場所の塩分の変化 ・杭による干潟域の淡水の流路の変化は確認されていな
い。 

◆工事影響の可能性は低いと考えられる。 

⑦ 孵化仔魚の拡散、着底幼稚
魚の回帰ルートの変化 

・着底稚魚個体数は、工事前の変動範囲内である。 

◆工事影響の可能性は低いと考えられる。 
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①生息場所の撹乱・
消失

施工機械の稼働、交通等による
騒音

施工機械の稼働、交通等による
振動

施工機械等の油脂類の漏出

空気の振動

地盤の振動

干潟の転石、底泥
への油脂類の付着

濁りの発生・拡散
干潟上に届く
光量の減少

付着藻類による
基礎生産の低下

水中の栄養塩
濃度の低下

杭周辺の洗掘

渦流の発生等
流れの攪乱

流れ・波浪の遮蔽

杭の存在

海水の滞留 プランクトンの増殖

施工機械の稼動、交通等による
粉塵・排ガスの発生

磁気探査、杭打設
による地盤の攪乱

日陰の形成

干潟における淡水
の流路の変化

覆鋼板の存在

干潟の底泥中の
空隙の減少

糞の分解

構造物に留まる鳥
類の糞の落下

干潟への浮泥の沈
降・堆積

底質の巻き上げ

風の流れの変化

底質の移動、堆積 干潟の地盤高
の上昇

仮設橋梁の
施工

②生息場所（泥質性干
潟）の還元化

③個体への油脂類の付
着

④餌（有機堆積物）の変
化

⑤泥質性干潟の
乾燥化

⑥生息場所の
塩分の変化

⑦孵化仔魚の拡散、
着底幼稚魚の回帰ル

ートの変化

泥中への酸素の
供給不足

仮設橋梁設置場所（掘削跡地内）での変化
トカゲハゼ生息地（泥質性干潟域）での変化
仮設橋梁設置場所と生息地の両方での変化

仮設橋梁の
使用

トカゲハゼへの影響の内容 
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図 2.8.4  トカゲハゼに対するインパクト・レスポンスフロー 

 



② 周囲の環境変化（調査地点と工事位置との関連）について 

泡瀬地区のトカゲハゼは、比屋根湿地前の泥質性干潟を生息域としている。かつて

泡瀬地区では、湿地帯が広がり泥質性干潟も広く存在していたとされる。現在では近

年の県道 227 号線の建設によって内陸側に閉ざされた湿地帯の一部が比屋根湿地とし

て存在するものの、トカゲハゼの生息地はわずかな泥質性干潟域であり、泥の供給が

ほとんどないとみられることからトカゲハゼの生息地が形成される泥質性干潟自体、

その面積を縮小しつつあると考えられる（参考：沖縄県 平成 7 年 9 月 中城湾にお

けるトカゲハゼの生態及び保全施策について －中城湾全体におけるトカゲハゼ保

全計画－）。 

トカゲハゼの生息面積は、観察されたトカゲハゼの行動範囲あるいは生息孔のみら

れる場所と同様の泥の状態が連続した範囲を面積として計測した結果によるもので

あり、周辺で硬質化したり砂礫化した場所と区別している。計測の誤差や生息場所の

変動等から、10m2 程度であると考えられ、事前の変動範囲と同様の状態であるとみな

される。 

なお、トカゲハゼの生息地である泥質性干潟については、仮設橋梁工事現場近くで

あっても、直接的な改変はない。 

 

③ 広域的な環境変化について 

広域的なトカゲハゼの生息状況の変化を検討するため、中城湾全域におけるトカゲ

ハゼの成魚個体数の平成元年度以降の結果を図 2.8.5 に示す。 

これらによると、平成 11 年から平成 15 年にかけて、中城湾全体のトカゲハゼの成

魚個体数の増加がみられているが、その後は、概ねそれ以前の水準で推移している。 

幼稚魚の放流が行われていない佐敷地区におけるトカゲハゼの成魚個体数は、平成

11 年度を最大とし、その後は減少傾向にあり、自然状態でのトカゲハゼの個体数の変

動傾向を示していると考えられる。泡瀬地区における平成 11 年以降の成魚個体数の

増加とその後の減少も、中城湾全域の広域的な変化の傾向と一致していると考えられ

る。 
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図 2.8.5 中城湾全域における成魚個体数の推移 
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(4) 評価 

平成 16 年度におけるトカゲハゼの評価結果は表 2.8.3 に示すとおりであり、成魚

個体数、生息面積ともに事前の変動範囲内にあると考えられる。 

なお、泡瀬地区における成魚個体数は、平成 11 年から平成 13 年にかけて一時的に

増加した後、平成 14 年度以降は平成 11 年以前の水準で推移している。これは幼稚魚

の放流をしていない佐敷地区など中城湾全域でみられた傾向と類似している。泡瀬地

区における平成 11 年以降の成魚個体数の増加とその後の減少は、中城湾全域の広域

的な変化の傾向と一致していると考えられる。 

 

 

表 2.8.3   トカゲハゼの評価 

(1)事前の変動範囲と
監視結果との比較項  目 

変動範囲 監視結果

(2)周辺の環境変化 

（工事による影響）
(3) 広 域 的 な
環境変化 

評 価 

成魚個体
数（尾） 

2～37 2～6 － 
トカゲ
ハゼ 

生息面積
（m2） 

10～850 10～178 － 

－ 

・事前の変動範囲
内にある。 
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2.9 比屋根湿地の汽水生物等 

監視調査における毎木調査、水質・魚介類・甲殻類調査における調査地点を図 2.9.1

に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡   例 

●：毎木調査地点（St.10～St.14） 
○：水質・魚介類・甲殻類調査地点（St.15～16） 

比屋根湿地 

 

 

 

 

図 2.9.1(1)  比屋根湿地の汽水生物等調査地点（全体図） 
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図 2.9.1(2)  比屋根湿地の汽水生物等調査地点（拡大図） 
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(1) 事前調査における変動の範囲 

監視基準は、比屋根の汽水生物等について「工事前の状況と比較して湿地環境が大

きく変化しないこと」であり、監視結果の評価は、、汽水性生物の魚類、甲殻類、軟

体動物を指標として、各調査地点における各総種類数が事前調査の変動範囲を下回ら

ないことととした。 

なお、毎木調査及び水質調査は、湿地環境の与条件としてモニタリングすることと

した。 

事前調査における変動の範囲は以下に示すとおり設定した。 

 

① 対象時期 

工事実施前の平成 12 年度の夏季（平成 12 年 8 月）、冬季（平成 13 年 2 月）、平成

13 年度夏季（平成 13 年 8 月）、冬季（平成 14 年 2 月）、平成 14 年度夏季（平成 14 年

7 月）の 5 回の調査結果を対象として、各調査地点における変動範囲を設定し、監視

調査の結果を比較することとした。 

 

② 設定結果 

事前調査における変動の範囲の設定結果を表 2.7.1 に示す。 

 

表 2.9.1 監視結果と比較する事前調査における変動範囲の設定結果 

事前調査における変動の範囲 
区  分 

変動範囲 設 定 方 法 

St.15 8～11 魚類の種類数 

St.16 10～17 

工事実施前にあたる平成 12 年度の夏季（平成 12
年 8 月）から平成 14 年度の夏季（平成 14 年 7 月）
にかけての 5 回の調査結果をもとに、各調査地点
における魚類の種類数の最小値から最大値まで
の範囲を変動範囲として設定した。 

St.15 11～17 甲殻類の種類数 

St.16 17～29 

工事実施前にあたる平成 12 年度の夏季（平成 12
年 8 月）から平成 14 年度の夏季（平成 14 年 7 月）
にかけての 5 回の調査結果をもとに、各調査地点
における甲殻類の種類数の最小値から最大値ま
での範囲を変動範囲として設定した。 

St.15 7～12 軟体動物の種類数 

St.16 8～21 

工事実施前にあたる平成 12 年度の夏季（平成 12
年 8 月）から平成 14 年度の夏季（平成 14 年 7 月）
にかけての 5 回の調査結果をもとに、各調査地点
における軟体動物の種類数の最小値から最大値
までの範囲を変動範囲として設定した。 

 

 

 

2-96 



(2) 調査結果 

① 毎木調査 

各調査地点における樹木本数の変化を図 2.9.2 に示す。 

平成 16 年度の樹木本数は、各地点において、平成 13 年度以降、樹木本数に大きな

変化はない。毎木調査結果の樹冠投影図によると、平成 12 年以降、マングローブ林

の生長・拡大が認められる。 
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図 2.9.2(1) マングローブ本数の変化 

注）工事着工は平成 14 年 10 月である。 
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図 2.9.2(2) マングローブ本数の変化 

注）工事着工は平成 14 年 10 月である。 
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凡例 

図 2.9.3  マングローブの樹冠投影図 
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② 汽水域水質 

調査地点汽水域水質調査結果を図 2.9.4 に示す。 

塩分については、汽水域であるため調査時によって変動するものの、海水の流入地

点に近い St.16 では、St.15 に比べ総じて塩分濃度が高い。 
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図 2.9.4  汽水域水質調査結果 

注）1．各調査時の満潮時に採水を実施。 
2．工事着工は平成 14 年 10 月である。 
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③ 魚類、甲殻類及び軟体動物の生息状況 

魚類、甲殻類及び軟体動物の出現総種類数を図 2.9.5 に示す。 

平成 16 年度の魚類、軟体動物は、事前調査の変動範囲内にあった。甲殻類につい

ては、St.15 の夏季調査において、事前の変動範囲を下回った。 

これは、工事前に優占的に出現していたヒメヤマトオサガニ等が平成 15 年度以降、

出現していないためと考えられる。 
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図 2.9.5(1) 汽水域生物（魚類、甲殻類及び軟体類）の出現種類数（St.15） 

注）工事着工は平成 14 年 10 月である。 
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図 2.9.5(2) 汽水域生物（魚類、甲殻類及び軟体類）の出現種類数（St.16） 

注）工事着工は平成 14 年 10 月である。 
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(3) 工事による影響の可能性についての検討結果 

① 周囲の環境変化（調査地点と工事位置との関連）について 

比屋根湿地については、1980 年代後半に県道 227 号線が建設されたことによって、

周辺を覆われたことにより土砂が堆積がすすんだことから成立した人為的な湿地で

ある。本工事は、比屋根湿地への構造物の建設などはなく、また、比屋根湿地と干潟

域とを結ぶのは 2 箇所のボックスカルバートのみであることから、干潟域での工事が

比屋根湿地に影響を与える可能性は低いと考えられる。 

また、評価の基準を下回った夏季調査時には、工事は実施されていない。 

なお、比屋根湿地においては、土砂の堆積傾向はさらに進み、また、マングローブ

林の生長・拡大とあいまって、湿地内の陸化が進行していると推測される。（平成 16

年度中城湾港泡瀬地区環境保全・創造検討委員会 第 1 回比屋根湿地・泡瀬地区海岸

整備専門部会資料） 

よって甲殻類の減少には、陸化の進行に伴う地盤高、底質等の生息環境の変化が関

与していると考えられ、工事による影響の可能性は低いと考えられる。 
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【平成 12 年夏季調査時】        【平成 16 年夏季調査時】 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.9.6(1)  比屋根湿地の状況（St.13） 

 

 

【平成 12 年夏季調査時】        【平成 16 年夏季調査時】 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.9.6(2)  比屋根湿地の状況（St.15） 

 

 

【平成 12 年夏季調査時】        【平成 16 年夏季調査時】 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.9.6(3)  比屋根湿地の状況（St.16） 
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(4) 評価 

平成 16 年度における比屋根湿地の汽水生物の評価結果を表 2.9.2 に示す。本埋立

工事については、比屋根湿地における直接改変はなく、比屋根湿地と工事箇所を結ぶ

のは 2 箇所のボックスカルバートのみであること、事前の変動範囲を下回った夏季調

査時には、工事は実施されていないことや、比屋根湿地では陸域からの土砂の堆積と

マングローブ林の生長があいまって陸化が進行していることなどから、甲殻類の種類

数の減少が工事による影響の可能性は低いと考えられる。 

 

表 2.9.2  比屋根湿地の汽水生物等の評価 

(1)事前の変動範囲と監視結果
との比較 項  目 

変動範囲 監視結果 

(2)周辺の環境変化

(工事による影響) 

(3)広域
的な環境
変化 

評 価 

St.10 35～666 本 531～603 本 

St.11 19～53 本 46～47 本 

St.12 133～655 本 529～578 本 

St.13 47～219 本 241～253 本 

St.14 26～179 本 225～258 本 

毎
木
調
査
（
樹
木
本
数
）

St.15 35～666 本 531～603 本 

－ － － 

塩分 0.9～9.6 0.96～31.7 

COD 5.0～12.5mg/L 1.2～6.1mg/LSt.15 

SS 3.6～13mg/L 22～31mg/L 

塩分 1.7～21.2 33.77～35.8

COD 4.5～16.2mg/L 1.8～2.7mg/L

汽
水
域
水
質 

St.16 

SS 4～23mg/L 5.6～17mg/L

－ － － 

魚類 8～11 種 11～12 種 － － ・事前の変動範囲
内にある。 

甲殻類 11～17 種 10～11 種 ・陸化の進行に伴う
地盤高や底質の変
化により生物の生
息環境が変化して
いると考えられる。

・工事による直接改
変はなく、工事の実
施が生物生息環境
を変化させている
可能性は低いと考
えられる。 

－ 

・概ね事前の変動
範囲内にある。

St.15 

軟体動物 7～12 種 9～17 種 － － ・事前の変動範囲
内にある。 

魚類 10～17 種 20～30 種 － － 

甲殻類 17～29 種 30～32 種 － － 

比
屋
根
湿
地
の
汽
水
生
物
等 
汽
水
生
物
種
類
数 

St.16 

軟体動物 8～21 種 13～26 種 － － 

・事前の変動範囲
内にある。 

注）毎木調査、汽水域水質調査は湿地環境の与条件（自然変動）としてモニタリングしているものである。 
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3. 補足項目の調査結果 
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図 3.1.1(2)  泡瀬地区の航空写真 
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図 3.1.1(3) 泡瀬地区航空写真 

3-3 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2005 年 3 月 

図 3.1.1(4)  泡瀬地区航空写真 
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3．

3.1 

補足項目の調査結果 

地形 

泡瀬地区の地形の変化の状況を把握するため、航空写真撮影を行った。 

泡瀬地区の航空写真を整理して、図 3.1.1 に示す。 
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図 3.1.1(1)  泡瀬地区航空写真 
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3.2 水路部予定海域の水質 

平成 16 年度より、図 3.2.1 に示す水路予定海域の 3 地点（St.ア～ウ）において、月

1 回の水質調査を行った。調査結果を図 3.2.2 に示す。 

化学的酸素要求量（COD）は 0.6～4.0mg/L、SS は＜１～18mg/L、全窒素（T-N）は 0.05

～0.79mg/L、全燐（T-P）は 0.006～0.097mg/L の範囲であった。陰イオン界面活性剤及

び非イオン界面活性剤については、定量下限値未満であった。 
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図 3.2.1 水路部予定海域の水質監視地点 
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（すべての調査時期で定量下限値未満） 

陰イオン界面活性剤
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2.2(1) 水路部予定海域水質調査結果 

注）1．定量限界値以下は限界値で平均値を算出しているので、実際の平均は算出値以下である。 

2．採水は満潮時に行った。 

3．工事着工は平成 14 年 10 月である。 
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（すべての調査時期で定量下限値未満） 

非イオン界面活性剤
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2.2(2) 水路部予定海域水質調査結果 

注）1．定量限界値以下は限界値で平均値を算出しているので、実際の平均は算出値以下である。 
2．採水は満潮時に行った。 
3．工事着工は平成 14 年 10 月である。 
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3.3 オカヤドカリ類 

オカヤドカリ類については、「埋立地の存在・利用時」の監視項目であるため工事前

から継続的に実施している。推移を注意深く監視しているが監視基準を定めた評価は行

っていない。 

監視調査におけるオカヤドカリ類調査地点を図 3.3.1 に示す。また、各地点における

オカヤドカリ類（オカヤドカリ、ムラサキオカヤドカリ、ナキオカヤドカリ、小型個体

注））の個体数を図 3.3.2 に示す。 

注）小型個体とは、左大鉗脚の掌部が 3mm 未満で、分類が困難なものとした。 
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図 3.3.1 オカヤドカリ類の調査地点 
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図 3.3.2(1) オカヤドカリ類の確認個体数(St.17) 
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図 3.3.2(2) オカヤドカリ類の確認個体数(St.18) 
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図 3.3.2(3) オカヤドカリ類の確認個体数(St.19) 
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図 3.3.2(4) オカヤドカリ類の確認個体数(St.20) 

注）1．定性調査（目視観察）とトラップ調査による合計個体数を示す。 
2．小型個体とは、左大鉗脚の掌部が 3mm 未満で、分類が困難なものとした。 
3．工事着工は平成 14 年 10 月である。 
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3.4 干潟生物生息調査 

干潟生物生息調査については、「埋立地の存在・利用時」の監視項目であるため工事

前から継続的に実施している。推移を注意深く監視しているが監視基準を定めた評価は

行っていない。 

監視調査における干潟生物生息調査地点を図 3.4.1 に示す。 
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図 3.4.1 干潟生物生息調査地点 
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(1) 底質及び間隙水 

底質及び間隙水の監視調査結果を図 3.4.2 及び図 3.4.3 に示す。 

地点別にみると、St.1 において底質、T-S、T-P に顕著な変化がみられるが、これら

は、台風等によって St.1 近傍の堆砂域が拡大し閉鎖的になり、有機物等が堆積しやす

い環境にあったことが原因と考えられる。（平成 16 年度環境監視委員会資料より） 
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図 3.4.2(1) 底質調査結果 

注）1．平成 15 年度から新たに追加された対照区の St.11、12 を除いた結果を示した。 

2．T－S：全硫化物 

3．工事着工は平成 14 年 10 月である。 
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図 3.4.2(2) 底質調査結果 

注）1．平成 15 年度から新たに追加された対照区の St.11、12 を除いた結果を示した。 

2．TOC：全有機態炭素 T－N：全窒素 

3．工事着工は平成 14 年 10 月である。 
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図 3.4.2(2) 底質調査結果 

注）1．平成 15 年度から新たに追加された対照区の St.11、12 を除いた結果を示した。 

2．T－P：全リン 

3．工事着工は平成 14 年 10 月である。 
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図 3.4.3(1)  間隙水調査結果 

注）1．平成 15 年度から新たに追加された対照区の St.11、12 を除いた結果を示した。 

2．DO：溶存酸素量 

3．工事着工は平成 14 年 10 月である。 
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図 3.4.3(2)  間隙水調査結果 

注）1．平成 15 年度から新たに追加された対照区の St.11、12 を除いた結果を示した。 

2．TOC：全有機態炭素, T－N：全窒素 

3．工事着工は平成 14 年 10 月である。 
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図 3.4.3(3)  間隙水調査結果 

注）1．平成 15 年度から新たに追加された対照区の St.11、12 を除いた結果を示した。 

2．T－P：全リン 

3．工事着工は平成 14 年 10 月である。 
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図 3.4.4(1) 地点別の底質調査結果（粒度組成） 

注）工事着工は平成 14 年 10 月である。 
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図 3.4.4(2)  地点別の底質調査結果 

注 1）工事着工は平成 14 年 10 月である。 

注 2)平成 15 年度以降のｐH 値については、分析手法の違いが含まれている。 
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図 3.4.5  地点別の間隙水調査結果 

注）工事着工は平成 14 年 10 月である。 
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図 3.4.6(1) マクロベントス（種類数）  
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図 3.4.6  マクロベントス（地点平均個体数） 

注）1．平成 15 年度の結果については、平成 15 年度から新たに追加された対照区の
St.11、12 を除いた地点の合計種類数及び平均個体数を示した。 

2．工事着工は平成 14 年 10 月である。 
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図 3.4.7 メイオベントス（種類数・平均個体数） 

注）1．平成 15 年度の結果については、平成 15 年度から新たに追加された対照区の
St.11、12 を除いた地点の合計種類数及び平均個体数を示した。 

2．工事着工は平成 14 年 10 月である。 
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図 3.4.8 ミクロベントス（種類数・平均個体数） 

注）1．平成 15 年度の結果については、平成 15 年度から新たに追加された対照区の
St.11、12 を除いた地点の合計種類数及び平均個体数を示した。 

2．工事着工は平成 14 年 10 月である。 

 

3-21 



0

10

20

30

40

50

7月 1月 8月 1月 8月 1月 7月 2月 7月 2月

平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度

微
小
藻
類
出
現
総
種
類
数

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

微
小
藻
類
平
均
細
胞
数

総種類数
平均細胞数
最大（細胞数）
最小（細胞数）

(細胞数/cm3)(種類/全調査地点) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 3.4.9  微小藻類（種類数・平均細胞数） 
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図 3.4.10  好気性バクテリア(平均コロニー数) 
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図 3.4.11  嫌気性バクテリア（平均コロニー数） 

 
注）CFU：バクテリアのコロニー形成単位 

 
注）1．平成 15 年度の結果については、平成 15 年度から新たに追加された対照区の

St.11、12 を除いた地点の合計種類数及び平均個体数を示した。 
2．工事着工は平成 14 年 10 月である。 
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図 3.4.12   地点別マクロベントス種類数 

注）工事着工は平成 14 年 10 月である。 
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図 3.4.13   地点別マクロベントス個体数 

注）工事着工は平成 14 年 10 月である。 
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図 3.4.14   地点別メイオベントス（種類数・個体数） 

注）工事着工は平成 14 年 10 月である。 
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図 3.4.15  地点別ミクロベントス（種類数・個体数） 

注）工事着工は平成 14 年 10 月である。 
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図 3.4.16   地点別微小藻類（種類数・細胞数） 

注）工事着工は平成 14 年 10 月である。 
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図 3.4.17  地点別バクテリア（好気性・嫌気性） 

注）工事着工は平成 14 年 10 月である。 
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(3) 目視観察結果（植物・動物） 

目視観察（植物）の監視調査結果を図 3.4.18 に示し、目視観察（動物）の監視調

査結果を図 3.4.19 に示す。 
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図 3.4.18  目視観察結果（植物） 

注）工事着工は平成 14 年 10 月である。 
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図 3.4.19   目視観察結果（動物） 

注）工事着工は平成 14 年 10 月である。 
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3.5 リュウキュウズタ・ウミヒルモ類（ウミヒルモ・ヒメウミヒルモ・ホソウ

ミヒルモ・ウミヒルモ sp.） 

(1) 工事中の水質（SS、濁度、COD、栄養塩類等） 

SS 及び濁度のリュウキュウズタ・ウミヒルモ類の海上工事中の水質監視地点を図 

3.5.1 に示す。 

既存の水質監視地点４地点（St.a～d）及びリュウキュウズタ・ウミヒルモ類の生育

状況調査地点である St.1、9、10 に相当する水質監視地点 3 地点（St.e～g）の SS 及

び COD の状況は、図 3.5.2 に示すとおりである。栄養塩類（T-N、T-P）の海上工事中

の水質監視地点は、図 3.5.1 に示した既存の水質調査地点４地点（St.a～ｄ）及び生

育状況調査地点である St.1、9、10 に相当する St.e、St.ｆ、St.g の合計 7 地点であ

る。調査結果を図 3.5.3（T-N、T-P）に示す。 

また、工事中の濁り監視地点（St.1～St.7）、沖合いの St.8、9、仮設橋梁工事現場

近くの St.10、11 における濁りの調査結果は図 2.6.5 及び図 2.6.6 に示したとおりで

あり、汚濁防止膜周辺の 3 地点（St.23～25）における濁りの調査結果及び図 3.5.4

に示すとおりである。 
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※ただし、生育状況調査地点での水質調査は○○で表示した。 

  

図 3.5.1  ウミヒルモ類・リュウキュウズタ監視調査位置 
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図 3.5.2 水質調査結果（上：COD、下：SS） 
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図 3.5.3(1) 水質調査結果（T-N） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.5.3(2) 水質調査結果（T-P） 
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※ただし、生育状況調査地点での水質調査は○○で表示した。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

注）St.1～St.11 の工事中の濁りの調査結果については、2.6 クビレミドロの図 2.6.5～図 2.6.6 参照。 

図 3.5.4 工事中の濁りの調査結果（汚濁防止膜周辺の St.23～St.25） 
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(2) 生育状況調査（出現種と被度、葉上の浮泥堆積状況の観察及び写真撮影） 

リュウキュウズタ、ウミヒルモ類の生育状況調査位置は、図 3.5.1 に示したとおり

である。 

リュウキュウズタ、ウミヒルモ類の平成 16 年度の被度別の生育面積を表 3.5.1 に

示す。また、ウミヒルモ類の各種の生育状況を図 3.5.5～図 3.5.8 に、生育面積の変

化を表 3.5.2～表 3.5.5 に示す。 

リュウキュウズタの生育状況を図 3.5.9 及び表 3.5.6 に示す。 

各生育状況調査地点での葉上の浮泥堆積状況を、図 3.5.10 に示す。 
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表 3.5.1(1) リュウキュウズタ・ウミヒルモ類の被度別生育面積（平成 16 年 4 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.5.1(2) リュウキュウズタ・ウミヒルモ類の被度別生育面積（平成 16 年 5 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.5.1(3) リュウキュウズタ・ウミヒルモ類の被度別生育面積（平成 16 年 6 月） 
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St.1 5％
2000㎡

1～5％
100㎡

5％
1500㎡

＜1％
25㎡

1～5％
400㎡ 100 5.0

St.2 1～5％
1000㎡

1～5％
750㎡

1～5％
200㎡

1～5％
50㎡

＜1％
＜1㎡ 95 + + 5.0

St.3 1～5％
500㎡

1～5％
500㎡

1～5％
＜1㎡

＜1％
＜1㎡ 90 + + 5 4.3～5.0

St.4 5～10％
1200㎡

＜1％
50㎡

5～10％
1000㎡

＜1％
100㎡ 100 11.0～

12.0
St.5 1～5％

1500㎡
1～5％
50㎡

1～5％
1500㎡

＜1％
＜1㎡

＜1％
10㎡ 100 4.5～5.0

St.6 5～10％
1500㎡

1～5％
1000㎡

＜1％
＜1㎡

1～5％
20㎡

1～5％
500㎡ 100 17.0～

17.5
St.7 5％

1500㎡
1～5％
10㎡

1～5％
750㎡

1～5％
750㎡ 100 12.0

St.8 1～5％
50㎡

1～5％
50㎡ 95 + + + 8.0

St.9 5～10％
2000㎡

1～5％
1000㎡

1～5％
5㎡

1～5％
5㎡

1～5％
1000㎡ 100 18.0

St.10 5％
1800㎡

1～5％
1500㎡

1～5％
100㎡

1～5％
200㎡ 100 16.0

注）+：5%未満を示す。

実測水深
（ｍ）

調査
地点

調査範囲：50m×50m　　　　　　　　
調査期間：平成16年5月21～24日

全体被度 ｳﾐﾋﾙ ﾓ ﾋﾒｳﾐﾋﾙ ﾓ ﾎｿｳﾐﾋﾙ ﾓ ｳﾐﾋﾙ ﾓ sp. ﾘｭｳｷｭｳｽ ﾀ゙ 底質 (%)
生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡） 砂 泥 砂

泥 礫 転
石

岩
盤

St.1 5％
2500㎡

1～5％
100㎡

5％
1500㎡

＜1％
25㎡

1～5％
400㎡ 100 3.6

St.2 1～5％
1200㎡

1～5％
1000㎡

1～5％
200㎡

1～5％
50㎡

＜1％
＜1㎡ 95 + + 4.3

St.3 1～5％
500㎡

1～5％
500㎡

1～5％
＜1㎡

＜1％
＜1㎡ 90 + + 5 4.3

St.4 5～10％
1200㎡

＜1％
50㎡

5～10％
1000㎡

＜1％
100㎡ 100 11.4

St.5 1～5％
1500㎡

1～5％
50㎡

1～5％
1500㎡

＜1％
5㎡

＜1％
10㎡ 100 3.8

St.6 5～10％
1500㎡

1～5％
1000㎡

＜1％
＜1㎡

1～5％
20㎡

1～5％
500㎡ 100 16.4

St.7 5％
1500㎡

1～5％
10㎡

1～5％
750㎡

1～5％
750㎡ 100 12.5

St.8 1～5％
50㎡

1～5％
50㎡ 95 + + + 7.5

St.9 5～10％
2000㎡

1～5％
1000㎡

1～5％
5㎡

1～5％
5㎡

1～5％
1000㎡ 100 16.8

St.10 5％
1800㎡

1～5％
1500㎡

1～5％
100㎡

1～5％
200㎡ 100 16.4

注）+：5%未満を示す。

実測水深
（ｍ）

調査
地点

調査範囲：50m×50m　　　　　　　　
調査期間：平成16年6月22～25日

全体被度 ｳﾐﾋﾙ ﾓ ﾋﾒｳﾐﾋﾙ ﾓ ﾎｿｳﾐﾋﾙ ﾓ ｳﾐﾋﾙ ﾓ sp. ﾘｭｳｷｭｳｽ ﾀ゙ 底質 (%)
生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡） 砂 泥 砂

泥 礫 転
石

岩
盤

St.1 5％
2000㎡

1～5％
250㎡

5％
1500㎡

＜1％
10㎡

1～5％
250㎡ 100 3.2

St.2 1～5％
800㎡

1～5％
700㎡

1～5％
100㎡

1～5％
5㎡ 95 + + 3.7

St.3 1～5％
400㎡

1～5％
400㎡

1～5％
＜1㎡

＜1％
＜1㎡ 90 + + 5 3.8

St.4 5～10％
1000㎡

1～5％
50㎡

5～10％
1000㎡

＜1％
100㎡ 100 11.4

St.5 1～5％
1500㎡

1～5％
50㎡

1～5％
1500㎡

1～5％
5㎡

＜1％
10㎡ 100 3.3

St.6 5～10％
1500㎡

1～5％
1200㎡

1～5％
20㎡

1～5％
250㎡ 100 15.0

St.7 1～5％
1000㎡

1～5％
10㎡

1～5％
750㎡

1～5％
250㎡ 100 12.1

St.8 1～5％
50㎡

1～5％
50㎡ 95 + + + 7.2

St.9 5～10％
1200㎡

1～5％
1000㎡

＜1％
2㎡

1～5％
250㎡ 100 16.9

St.10 5％
1500㎡

1～5％
1500㎡

1～5％
100㎡

1～5％
20㎡ 100 15.0

注）+：5%未満を示す。

実測水深
（ｍ）

調査
地点
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表 3.5.1(4) リュウキュウズタ・ウミヒルモ類の被度別生育面積（平成 16 年 7 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.5.1(5) リュウキュウズタ・ウミヒルモ類の被度別生育面積（平成 16 年 8 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.5.1(6) リュウキュウズタ・ウミヒルモ類の被度別生育面積（平成 16 年 9 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査範囲：50m×50m　　　　　　　　
調査期間：平成16年7月21～23日

全体被度 ｳﾐﾋﾙ ﾓ ﾋﾒｳﾐﾋﾙ ﾓ ﾎｿｳﾐﾋﾙ ﾓ ｳﾐﾋﾙ ﾓ属 ﾘｭｳｷｭｳｽ ﾀ゙ 底質 (%)

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡） 砂 泥 砂

泥 礫 転
石

岩
盤

St.1 5％
1800㎡

＜1％
25㎡

5％
1500㎡

1～5％
250㎡

＜1％
＜1㎡ 100 5.0

St.2 1～5％
800㎡

1～5％
700㎡

1～5％
100㎡

1～5％
25㎡

＜1％
＜1㎡ 95 + + 5.0

St.3 1～5％
250㎡

1～5％
250㎡ 90 + + 5 3.8

St.4 5～10％
1000㎡

1～5％
25㎡

5～10％
1000㎡

＜1％
5㎡ 100 10.5

St.5 1～5％
1500㎡

＜1％
5㎡

1～5％
1500㎡

1～5％
25㎡ 100 4.2

St.6 5～10％
1200㎡

1～5％
1200㎡

1～5％
20㎡

＜1％
＜1㎡ 100 15.0

St.7 1～5％
750㎡

＜1％
＜1㎡

1～5％
750㎡

＜1％
＜1㎡ 100 12.0

St.8 1～5％
50㎡

1～5％
50㎡ 95 + + + 7.2

St.9 5～10％
1000㎡

1～5％
1000㎡

＜1％
5㎡

＜1％
25㎡ 100 16.1

St.10 5％
1500㎡

1～5％
1500㎡

1～5％
100㎡ 100 15.0

注）+：5%未満を示す。

実測水深
（ｍ）

調査
地点

調査範囲：50m×50m　　　　　　　　
調査期間：平成16年8月16～20日

全体被度 ｳﾐﾋﾙ ﾓ ﾋﾒｳﾐﾋﾙ ﾓ ﾎｿｳﾐﾋﾙ ﾓ ｳﾐﾋﾙ ﾓ属 ﾘｭｳｷｭｳｽ ﾀ゙ 底質 (%)

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡） 砂 泥 砂

泥 礫 転
石

岩
盤

St.1 5％
1750㎡

＜1％
5㎡

5％
1500㎡

1～5％
250㎡ 100 5.0

St.2 1～5％
800㎡

1～5％
750㎡

1～5％
50㎡

1～5％
25㎡ 95 + + 5.9

St.3 1～5％
500㎡

1～5％
500㎡ 90 + + 5 4.7

St.4 5～10％
1000㎡

1～5％
25㎡

5～10％
1000㎡

＜1％
5㎡ 100 10.5

St.5 1～5％
1250㎡

＜1％
1㎡

1～5％
1000㎡

1～5％
250㎡ 100 4.2

St.6 5～10％
1200㎡

1～5％
1200㎡

1～5％
20㎡

＜1％
＜1㎡ 100 16.1

St.7 1～5％
750㎡

＜1％
＜1㎡

1～5％
750㎡

＜1％
＜1㎡ 100 14.0

St.8 1～5％
50㎡

1～5％
50㎡ 95 + + + 7.5

St.9 5～10％
1000㎡

1～5％
1000㎡

＜1％
5㎡

＜1％
1㎡ 100 17.9

St.10 1～5％
1500㎡

1～5％
1500㎡

1～5％
25㎡

＜1％
＜1㎡ 100 16.9

注）+：5%未満を示す。

実測水深
（ｍ）

調査
地点

調査範囲：50m×50m　　　　　　　　
調査期間：平成16年9月8～10日

全体被度 ｳﾐﾋﾙ ﾓ ﾋﾒｳﾐﾋﾙ ﾓ ﾎｿｳﾐﾋﾙ ﾓ ｳﾐﾋﾙ ﾓ属 ﾘｭｳｷｭｳｽ ﾀ゙ 底質 (%)

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡） 砂 泥 砂

泥 礫 転
石

岩
盤

St.1 5％
1750㎡

1～5％
25㎡

5％
1500㎡

1～5％
250㎡ 100 5.0

St.2 1～5％
500㎡

1～5％
500㎡

1～5％
5㎡

＜1％
＜1㎡

＜1％
＜1㎡ 95 + + 5.5

St.3 1～5％
250㎡

1～5％
250㎡ 90 + + 5 5.6

St.4 5～10％
1250㎡

1～5％
25㎡

5～10％
1250㎡

＜1％
5㎡ 100 12.8

St.5 1～5％
1000㎡

＜1％
＜1㎡

1～5％
1000㎡

1～5％
250㎡ 100 5.0

St.6 5～10％
1000㎡

1～5％
1000㎡

1～5％
25㎡

＜1％
＜1㎡ 100 17.2

St.7 1～5％
25㎡

1～5％
25㎡

＜1％
＜1㎡ 100 13.5

St.8 1～5％
5㎡

1～5％
5㎡ 95 + + + 8.3

St.9 5～10％
1000㎡

1～5％
1000㎡

＜1％
5㎡

＜1％
1㎡ 100 17.9

St.10 1～5％
1500㎡

1～5％
1500㎡

1～5％
25㎡ 100 16.9

注）+：5%未満を示す。

実測水深
（ｍ）

調査
地点



3-38 

表 3.5.1(7) リュウキュウズタ・ウミヒルモ類の被度別生育面積（平成 16 年 10 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.5.1(8) リュウキュウズタ・ウミヒルモ類の被度別生育面積（平成 16 年 11 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.5.1(9) リュウキュウズタ・ウミヒルモ類の被度別生育面積（平成 16 年 12 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査範囲：50m×50m　　　　　　　　
調査期間：平成16年10月4～6日

全体被度 ｳﾐﾋﾙ ﾓ ﾋﾒｳﾐﾋﾙ ﾓ ﾎｿｳﾐﾋﾙ ﾓ ｳﾐﾋﾙ ﾓ属 ﾘｭｳｷｭｳｽ ﾀ゙ 底質 (%)

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡） 砂 泥 砂

泥 礫 転
石

岩
盤

St.1 5％
1750㎡

1～5％
5㎡

5％
1500㎡

1～5％
250㎡ 100 5.4

St.2 1～5％
750㎡

1～5％
750㎡

1～5％
5㎡

＜1％
＜1㎡

＜1％
＜1㎡ 95 + + 6.5

St.3 1～5％
500㎡

1～5％
500㎡ 90 + + 5 5.6

St.4 5～10％
2000㎡

1～5％
25㎡

5～10％
2000㎡

＜1％
25㎡ 100 12.7

St.5 1～5％
1000㎡

1～5％
1000㎡

1～5％
5㎡

＜1％
＜5㎡ 100 5.3

St.6 5～10％
1250㎡

1～5％
1250㎡

1～5％
25㎡

＜1％
10㎡ 100 17.2

St.7 1～5％
100㎡

1～5％
100㎡ 100 13.5

St.8 ＜1％
3㎡

＜1％
3㎡ 95 + + + 8.3

St.9 5～10％
1500㎡

1～5％
1500㎡

＜1％
25㎡

＜1％
5㎡ 100 17.9

St.10 1～5％
1500㎡

1～5％
1500㎡

1～5％
25㎡

＜1％
1㎡ 100 17.5

注）+：5%未満を示す。

実測水深
（ｍ）

調査
地点

調査範囲：50m×50m　　　　　　　　
調査期間：平成16年11月1～4日

全体被度 ｳﾐﾋﾙ ﾓ ﾋﾒｳﾐﾋﾙ ﾓ ﾎｿｳﾐﾋﾙ ﾓ ｳﾐﾋﾙ ﾓ属 ﾘｭｳｷｭｳｽ ﾀ゙ 底質 (%)

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡） 砂 泥 砂

泥 礫 転
石

岩
盤

St.1 ＜1％
1000㎡

＜1％
750㎡

＜1％
250㎡

＜1％
＜1㎡ 100 5.3

St.2 1～5％
500㎡

1～5％
500㎡

＜1％
＜1㎡

＜1％
＜1㎡ 95 + + 5.9

St.3 1～5％
500㎡

1～5％
500㎡ 90 + + 5 5.6

St.4 5～10％
2000㎡

＜1％
＜1㎡

5～10％
2000㎡

＜1％
50㎡ 100 12.4

St.5 ＜1％
50㎡

＜1％
250㎡

＜1％
5㎡

＜1％
＜5㎡ 100 5.3

St.6 5～10％
1250㎡

1～5％
1250㎡

1～5％
25㎡

＜1％
10㎡ 100 17.2

St.7 1～5％
100㎡

1～5％
100㎡

＜1％
＜1㎡ 100 13.3

St.8 - 95 + + + 8.8

St.9 5～10％
1500㎡

1～5％
1500㎡

＜1％
25㎡

＜1％
5㎡ 100 18.8

St.10 1～5％
1250㎡

1～5％
1250㎡

1～5％
25㎡

＜1％
1㎡ 100 17.4

注）+：5%未満を示す。

実測水深
（ｍ）

調査
地点

調査範囲：50m×50m　　　　　　　　
調査期間：平成16年12月2～15日

全体被度 ｳﾐﾋﾙ ﾓ ﾋﾒｳﾐﾋﾙ ﾓ ﾎｿｳﾐﾋﾙ ﾓ ｳﾐﾋﾙ ﾓ属 ﾘｭｳｷｭｳｽ ﾀ゙ 底質 (%)

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡） 砂 泥 砂

泥 礫 転
石

岩
盤

St.1 1～5％
1250㎡

1～5％
1000㎡

＜1％
250㎡

＜1％
＜1㎡ 100 5.2

St.2 1～5％
500㎡

1～5％
500㎡

＜1％
＜1㎡

＜1％
＜1㎡ 95 + + 5.4

St.3 1～5％
500㎡

1～5％
500㎡ 90 + + 5 5.6

St.4 5～10％
2000㎡

＜1％
＜1㎡

5～10％
2000㎡

＜1％
50㎡ 100 12.3

St.5 1～5％
250㎡

＜1％
＜1㎡

1～5％
250㎡

＜1％
5㎡

＜1％
＜5㎡ 100 5.3

St.6 5～10％
1250㎡

1～5％
1250㎡

1～5％
100㎡

＜1％
100㎡ 100 17.0

St.7 1～5％
100㎡

＜1％
＜1㎡

＜1％
＜1㎡

1～5％
100㎡

＜1％
25㎡ 100 13.3

St.8 ＜1％
＜1㎡

＜1％
＜1㎡ 95 + + + 8.8

St.9 1～5％
1750㎡

1～5％
1500㎡

＜1％
25㎡

＜1％
250㎡ 100 18.8

St.10 1～5％
1250㎡

1～5％
1250㎡

1～5％
25㎡

＜1％
5㎡

＜1％
10㎡ 100 17.4

注）+：5%未満を示す。

実測水深
（ｍ）

調査
地点
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表 3.5.1(10) リュウキュウズタ・ウミヒルモ類の被度別生育面積（平成 17 年 1 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.5.1(11) リュウキュウズタ・ウミヒルモ類の被度別生育面積（平成 17 年 2 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.5.1(12) リュウキュウズタ・ウミヒルモ類の被度別生育面積（平成 17 年 3 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査範囲：50m×50m　　　　　　　　
調査期間：平成17年1月4～6日

全体被度 ｳﾐﾋﾙ ﾓ ﾋﾒｳﾐﾋﾙ ﾓ ﾎｿｳﾐﾋﾙ ﾓ ｳﾐﾋﾙ ﾓ属 ﾘｭｳｷｭｳｽ ﾀ゙ 底質 (%)

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡） 砂 泥 砂

泥 礫 転
石

岩
盤

St.1 1～5％
1500㎡

1～5％
1250㎡

＜1％
250㎡

＜1％
＜1㎡ 100 5.2

St.2 1～5％
500㎡

1～5％
500㎡

＜1％
＜1㎡

＜1％
5㎡ 95 + + 6.0

St.3 1～5％
500㎡

1～5％
500㎡ 90 + + 5 5.2

St.4 5～10％
2000㎡

＜1％
＜1㎡

5～10％
2000㎡

＜1％
25㎡ 100 12.3

St.5 1～5％
500㎡

＜1％
＜1㎡

1～5％
500㎡

＜1％
5㎡

＜1％
＜5㎡ 100 5.9

St.6 5～10％
1500㎡

1～5％
1500㎡

1～5％
100㎡

＜1％
100㎡ 100 17.5

St.7 1～5％
600㎡

＜1％
＜1㎡

＜1％
＜1㎡

1～5％
500㎡

＜1％
100㎡ 100 13.3

St.8 ＜1％
＜1㎡

＜1％
＜1㎡

＜1％
＜1㎡ 95 + + + 8.7

St.9 1～5％
1750㎡

1～5％
1500㎡

＜1％
25㎡

＜1％
250㎡ 100 18.6

St.10 1～5％
1500㎡

1～5％
1500㎡

1～5％
50㎡

＜1％
5㎡

＜1％
25㎡ 100 17.5

注）+：5%未満を示す。

実測水深
（ｍ）

調査
地点

調査範囲：50m×50m　　　　　　　　
調査期間：平成17年2月2～4日

全体被度 ｳﾐﾋﾙ ﾓ ﾋﾒｳﾐﾋﾙ ﾓ ﾎｿｳﾐﾋﾙ ﾓ ｳﾐﾋﾙ ﾓ属 ﾘｭｳｷｭｳｽ ﾀ゙ 底質 (%)

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡） 砂 泥 砂

泥 礫 転
石

岩
盤

St.1 1～5％
1750㎡

1～5％
1500㎡

＜1％
250㎡

＜1％
5㎡ 100 5.2

St.2 1～5％
750㎡

1～5％
750㎡

＜1％
5㎡

＜1％
5㎡

＜1％
＜1㎡ 95 + + 6.0

St.3 1～5％
500㎡

1～5％
500㎡

＜1％
＜1㎡ 90 + + 5 5.1

St.4 5～10％
2000㎡

＜1％
＜1㎡

5～10％
2000㎡

＜1％
＜1㎡

＜1％
25㎡ 100 12.3

St.5 1～5％
750㎡

1～5％
750㎡

＜1％
＜1㎡

＜1％
＜5㎡ 100 5.7

St.6 1～5％
1500㎡

1～5％
1500㎡

1～5％
100㎡

＜1％
100㎡ 100 16.8

St.7 1～5％
1000㎡

＜1％
＜1㎡

＜1％
＜1㎡

1～5％
750㎡

＜1％
250㎡ 100 13.4

St.8 1～5％
＜1㎡

1～5％
＜1㎡

＜1％
＜1㎡ 95 + + + 8.8

St.9 1～5％
1750㎡

1～5％
1500㎡

＜1％
25㎡

＜1％
250㎡ 100 18.7

St.10 1～5％
1500㎡

1～5％
1500㎡

1～5％
50㎡

＜1％
＜1㎡

＜1％
25㎡ 100 17.4

注）+：5%未満を示す。

実測水深
（ｍ）

調査
地点

調査範囲：50m×50m　　　　　　　　
調査期間：平成17年3月3～7日

全体被度 ｳﾐﾋﾙ ﾓ ﾋﾒｳﾐﾋﾙ ﾓ ﾎｿｳﾐﾋﾙ ﾓ ｳﾐﾋﾙ ﾓ属 ﾘｭｳｷｭｳｽ ﾀ゙ 底質 (%)

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡）

生育被度（％）
生育面積（㎡） 砂 泥 砂

泥 礫 転
石

岩
盤

St.1 1～5％
2000㎡

1～5％
1750㎡

＜1％
250㎡

＜1％
5㎡ 100 4.7

St.2 1～5％
750㎡

1～5％
750㎡

＜1％
5㎡

＜1％
5㎡ 95 + + 5.4

St.3 1～5％
500㎡

1～5％
500㎡ 90 + + 5 5.1

St.4 5～10％
2000㎡

5～10％
2000㎡

＜1％
＜1㎡

＜1％
25㎡ 100 12.8

St.5 1～5％
1000㎡

＜1％
＜1㎡

1～5％
1000㎡

＜1％
＜1㎡

＜1％
＜1㎡ 100 5.8

St.6 1～5％
1500㎡

1～5％
1500㎡

1～5％
100㎡

＜1％
100㎡ 100 17.5

St.7 1～5％
1250㎡

＜1％
＜1㎡

＜1％
＜1㎡

1～5％
1250㎡

＜1％
100㎡ 100 13.0

St.8 1～5％
5㎡

1～5％
5㎡

＜1％
＜1㎡ 95 + + + 9.0

St.9 1～5％
1750㎡

1～5％
1500㎡

＜1％
25㎡

＜1％
250㎡ 100 17.8

St.10 1～5％
1500㎡

1～5％
1500㎡

1～5％
100㎡

＜1％
＜1㎡

1～5％
100㎡ 100 17.4

注）+：5%未満を示す。

実測水深
（ｍ）

調査
地点
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図 3.5.5(1) ウミヒルモの生育状況（平成 16 年 4 月～7 月） 

ウミヒルモ（6 月） 

ウミヒルモ（5 月） 

ウミヒルモ（7 月） 

ウミヒルモ（4 月） 

St.1 

St.5 

St.10 

St.2 

St.7 

St.3 St.4 

St.6 
St.9 

St.8 
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図 3.5.5(2) ウミヒルモの生育状況（平成 16 年 8 月～11 月） 

 

 

 

ウミヒルモ（9 月） 

ウミヒルモ（10 月） ウミヒルモ（11 月） 

ウミヒルモ（8 月） 

St.1 

St.5 

St.10 

St.2 

St.7 

St.3 St.4 
St.6 St.9 

St.8 
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図 3.5.5(3) ウミヒルモの生育状況（平成 16 年 12 月～平成 17 年 3 月） 

表 3.5.2  ウミヒルモの生育面積の変化 

 

 

 

 

 

ウミヒルモ（12 月） 

St.1 

St.5 

St.10 

St.2 

St.7 

St.3 St.4 
St.6 

St.9 

St.8 

ウミヒルモ（1 月） 

ウミヒルモ（2 月） ウミヒルモ（3 月） 

単位：㎡

年月 平成16年4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 平成17年1月 2月 3月
St.1 100 100 250 25 5 25 5
St.2 750 1000 700 700 750 500 750 500 500 500 750 750
St.3 500 500 400 250 500 250 500 500 500 500 500 500
St.4 50 50 50 25 25 25 25 <1 <1 <1 <1
St.5 50 50 50 5 1 <1 <1 <1 <1
St.6 1000 1000 1200 1200 1200 1000 1250 1250 1250 1500 1500 1500
St.7 10 10 10 <1 <1 <1 <1 <1 <1
St.8 50 50 50 50 50 5 3 <1 <1 5
St.9 1000 1000 1000 1000 1000 1000 1500 1500 1500 1500 1500 1500
St.10 1500 1500 1500 1500 1500 1500 1500 1250 1250 1500 1500 1500

10㎡未満
10以上100㎡未満
100㎡以上500㎡未満
500㎡以上
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図 3.5.6(1) ヒメウミヒルモの生育状況（平成 16 年 4 月～7 月） 

ヒメウミヒルモ（5 月） 

ヒメウミヒルモ（6 月） 

ヒメウミヒルモ（4 月） 

St.1 

St.5 

St.10 

St.2 

St.7 

St.3 St.4 

St.6 
St.9 

St.8 

ヒメウミヒルモ（7 月） 
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図 3.5.6(2) ヒメウミヒルモの生育状況（平成 16 年 8 月～11 月） 

 

ヒメウミヒルモ（8 月） ヒメウミヒルモ（9 月） 

ヒメウミヒルモ（10 月） ヒメウミヒルモ（11 月） 

St.1 

St.5 

St.10 

St.2 

St.7 

St.3 St.4 

St.6 St.9 

St.8 
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図 3.5.6(3) ヒメウミヒルモの生育状況（平成 16 年 12 月～平成 17 年 3 月） 

表 3.5.3  ヒメウミヒルモの生育面積の変化 

 

 

 

 

 

 

単位：㎡

年月 平成16年4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 平成17年1月 2月 3月
St.1
St.2
St.3
St.4
St.5
St.6 <1 <1
St.7 <1 <1 <1 <1
St.8
St.9 5 5
St.10

10㎡未満
10以上100㎡未満
100㎡以上500㎡未満
500㎡以上

ヒメウミヒルモ（12 月） 

St.1 

St.5 

St.10 

St.2 

St.7 

St.3 St.4 

St.6 St.9 

St.8 

ヒメウミヒルモ（1 月） 

ヒメウミヒルモ（2 月） ヒメウミヒルモ（3 月） 



3-46 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.5.7(1) ホソウミヒルモの生育状況（平成 16 年 4 月～7 月） 

 

ホソウミヒルモ(新井ら仮称 2003)（6 月） 

ホソウミヒルモ(新井ら仮称 2003)（5 月） 

ホソウミヒルモ(新井ら仮称 2003)（7 月） 

ホソウミヒルモ(新井ら仮称 2003)（4 月） 

St.1 

St.5 

St.10

St.2 

St.7 

St.3 St.4 

St.6 St.9 

St.8 
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図 3.5.7(2) ホソウミヒルモの生育状況（平成 16 年 8 月～11 月） 

 

ホソウミヒルモ(新井ら仮称 2003)（8 月） ホソウミヒルモ(新井ら仮称 2003)（9 月） 

ホソウミヒルモ(新井ら仮称 2003)（10 月） ホソウミヒルモ(新井ら仮称 2003)（11 月） 

St.1 

St.5 

St.10 

St.2 

St.7 

St.3 St.4 

St.6 St.9 

St.8 
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図 3.5.7(3) ホソウミヒルモの生育状況（平成 16 年 12 月～平成 17 年 3 月） 

表 3.5.4  ホソウミヒルモの生育面積の変化 

 

 

 

 

 

 

単位：㎡

年月 平成16年4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 平成17年1月 2月 3月
St.1 1500 1500 1500 1500 1500 1500 1500 750 1000 1250 1500 1750
St.2 200 200 100 100 50 5 5 <1 <1 <1 5 5
St.3 <1 <1 <1
St.4 1000 1000 1000 1000 1000 1250 2000 2000 2000 2000 2000 2000
St.5 1500 1500 1500 1500 1000 1000 1000 250 250 500 750 1000
St.6 20 20 20 20 20 25 25 25 100 100 100 100
St.7 750 750 750 750 750 25 100 100 100 500 750 1250
St.8 <1 <1
St.9 5 5 2 5 5 5 25 25 25 25 25 25
St.10 100 100 100 100 25 25 25 25 25 50 50 100

10㎡未満
10以上100㎡未満
100㎡以上500㎡未満
500㎡以上

ホソウミヒルモ(新井ら仮称 2003)（12 月） 

St.1 

St.5 

St.10 

St.2 

St.7 

St.3 
St.4 

St.6 St.9 

St.8 

ホソウミヒルモ(新井ら仮称 2003)（1 月） 

ホソウミヒルモ(新井ら仮称 2003)(3 月) ホソウミヒルモ(新井ら仮称 2003)(2 月) 
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図 3.5.8(1) ウミヒルモ sp.の生育状況（平成 16 年 4 月～7 月） 

ウミヒルモ sp.（5 月） 

ウミヒルモ ｓｐ.生育面積

ウミヒルモ sp.（6 月） 

ウミヒルモ ｓｐ.生育面積 ウミヒルモ ｓｐ.生育面
積

ウミヒルモ sp.（7 月） 

ウミヒルモ sp.（4 月） 

ウミヒルモ ｓｐ.生育面積

St.1 

St.5 

St.10 

St.2 

St.7 

St.3 St.4 

St.6 
St.9 

St.8 
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図 3.5.8(2) ウミヒルモ sp.の生育状況（平成 16 年 8 月～11 月） 

 

ウミヒルモ ｓｐ.生育面積

ウミヒルモ sp.（8 月） 

St.9 

St.1 

St.5 

St.10

St.2 

St.7 

St.3 St.4 

St.6 

St.8 

ウミヒルモ sp.（10 月） 

ウミヒルモ ｓｐ.生育面積

ウミヒルモ sp.（11 月） 

ウミヒルモ ｓｐ.生育面積

ウミヒルモ sp.（9 月） 

ウミヒルモ ｓｐ.生育面積
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図 3.5.8(3) ウミヒルモ sp.の生育状況（平成 16 年 12 月～平成 17 年 1 月） 

表 3.5.5  ウミヒルモ sp.の生育面積の変化 

 

 

 

 

 

 

ウミヒルモ sp.（12 月） 

ウミヒルモ ｓｐ.生育面積

St.1 

St.5 

St.10

St.2 

St.7 

St.3 St.4 

St.6 

St.8 

St.9 

ウミヒルモ sp.（1 月） 

ウミヒルモ sp.(3 月) ウミヒルモ sp.(2 月)

単位：㎡

年月 平成16年4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 平成17年1月 2月 3月
St.1 25 25 10 250 250 250 250 250 250 250 250 250
St.2 50 50 5 25 25 <1 <1 <1 <1 5 5 5
St.3 <1 <1 <1 <1
St.4 <1 <1
St.5 <1 5 5 25 250 250 5 5 5 5 <1 <1
St.6
St.7
St.8 <1 <1
St.9
St.10 5 5 <1 <1

10㎡未満
10以上100㎡未満
100㎡以上500㎡未満
500㎡以上

ウミヒルモ ｓｐ.生育面積

ウミヒルモ ｓｐ.生育面積 ウミヒルモ ｓｐ.生育面積
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図 3.5.9(1) リュウキュウズタの生育状況（平成 16 年 4 月～7 月） 

リュウキュウズタ（4 月調査結果） リュウキュウズタ（5 月調査結果）

リュウキュウズタ（6 月調査結果） リュウキュウズタ（７月調査結果）

St.1 

St.5 

St.10 

St.2 

St.7 

St.3 
St.4 

St.6 St.9 

St.8 
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図 3.5.9(2) リュウキュウズタの生育状況（平成 16 年 8 月～11 月） 

 

リュウキュウズタ（８月調査結果） リュウキュウズタ（９月調査結果） 

リュウキュウズタ（10 月調査結果） リュウキュウズタ（11 月調査結果） 

St.1 

St.5 

St.10 

St.2 

St.7 

St.3 St.4 

St.6 St.9 

St.8 
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図 3.5.9(3) リュウキュウズタの生育状況（平成 16 年 12 月～平成 17 年 3 月） 

表 3.5.6  リュウキュウズタの生育面積の変化 

 

 

 

 

 

 

リュウキュウズタ（12 月調査結果） 

St.1 

St.5 

St.10 

St.2 

St.7 

St.3 
St.4 

St.6 St.9 

St.8 

リュウキュウズタ（1 月調査結果） 

リュウキュウズタ（2 月調査結果） リュウキュウズタ（3 月調査結果）

単位：㎡

年月 平成16年4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 平成17年1月 2月 3月
St.1 400 400 250 <1 <1 <1 <1 5 5
St.2 <1 <1 <1 <1 <1 <1
St.3
St.4 100 100 100 5 5 5 25 50 50 25 25 25
St.5 10 10 10 5 5 5 5 5 <1
St.6 500 500 250 <1 <1 <1 10 10 100 100 100 100
St.7 750 750 250 <1 <1 <1 <1 25 100 250 100
St.8
St.9 1000 1000 250 25 1 1 5 5 250 250 250 250
St.10 200 200 20 <1 1 1 10 25 25 100

10㎡未満
10以上100㎡未満
100㎡以上500㎡未満
500㎡以上
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図 3.5.10  葉上の浮泥堆積状況 

注）1m×1m コードラート 20 個の表面積合計のうち、浮泥に覆われている割合（％）を示す。 
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(3) 生育環境調査（底質の粒度組成及び砂面変動、水温・塩分の鉛直測定） 

生育環境調査地点は、図 3.5.1 に示す生育状況調査地点と同地点で行った。 

底質の粒度組成を図 3.5.11 に、砂面変動を図 3.5.12 に示す。 

水中の光量子量を図 3.5.13 に、水温・塩分の鉛直測定結果を図 3.5.14 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.5.11(1) 底質の粒度組成
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図 3.5.11(2) 底質の粒度組成 
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図 3.5.12 砂面変動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1）港湾空港技術研究所 内村氏提供 
注 2）陸上の光量子量を 1 として各水深の光量子量の減衰率を示す。 
 
図 3.5.13 水中の光量子量の減衰率 
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図 3.5.14(1) 水温塩分鉛直分布（水温） 
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図 3.5.14(2) 水温塩分鉛直分布（塩分） 
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(4) 食害生物の状況（競合生物の生息状況、大型底生生物の出現状況、魚類の出現状況） 

大型底生生物ならびに魚類の観察結果において食害生物はみられなかった。ただし、

競合生物は確認され、リュウキュウアマモ、ボウバアマモ、リュウキュウスガモ、ウ

ミジグサ、マツバウミジグサ、コアマモ等の海草類やイチイズタ、タカノハズタ、ヒ

ラエヅタ、ヘライワズタ、クビレズタ、センナリズタ等のイワズタ類が挙げられた。 

 

 

表 3.5.7 ウミヒルモ類・リュウキュウズタの食害生物の状況 

食害生物 
競合生物 

大型底生生物 魚類 

海草類 リュウキュウアマモ、ボウバアマモ、

リュウキュウスガモ、ウミジグサ、マ

ツバウミジグサ、コアマモ等 

イ ワ ズ タ

類 

イチイズタ、タカノハズタ、ヒラエヅ

タ、ヘライワズタ、クビレズタ、セン

ナリズタ等 

出現なし 出現なし 
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3.6 オキナワヤワラガニ 

(1) 仮設橋梁工事中の濁り 

調査結果は、別添資料「仮設橋梁・海上工事中の濁りの監視調査結果」に示すとお

りである。 

 

(2) 生息状況調査（個体数、大きさ、生息する転石の大きさ、生息場の状況等） 

オキナワヤワラガニの生息状況調査位置は、図 3.6.1 に示すとおりである。 

オキナワヤワラガニの個体数変化を図 3.6.2 に、生息分布状況を図 3.6.3 に、甲幅

分布を図 3.6.4 に示す。 

St.14、15 ともに、8 月に最大の個体数が確認された。 

また、オキナワヤワラガニが生息する転石の大きさを図 3.6.5 に示す。 
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図 3.6.1 オキナワヤワラガニ調査地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.6.2 オキナワヤワラガニ個体数変化 
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図 3.6.3(1) オキナワヤワラガニ生息分布調査結果（St.14：平成 16 年 4 月～8 月） 
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図 3.6.3(2) オキナワヤワラガニ生息分布調査結果（St.14：平成 16 年 9 月～平成 17 年
1 月） 
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図 3.6.3(3) オキナワヤワラガニ生息分布調査結果（St.14：平成 17 年 2 月～3 月） 
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図 3.6.3(4) オキナワヤワラガニ生息分布調査結果（St.15：平成 16 年 4 月～平成 16 年
8 月） 
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図 3.6.3(5) オキナワヤワラガニ生息分布調査結果（St.15：平成 16 年 9 月～平成 17 年
1 月） 
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図 3.6.3(6) オキナワヤワラガニ生息分布調査結果（St.15：平成 17 年 2 月～平成 17 年 3 月） 
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図 3.6.4(1) オキナワヤワラガニの甲幅分布（St.14：平成 16 年 4 月～平成 16 年 11 月） 
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図 3.6.4(2) オキナワヤワラガニの甲幅分布（St.14：平成 16 年 12 月～平成 17 年 3 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.6.4(3) オキナワヤワラガニの甲幅分布（St.15：平成 16 年 4 月～平成 16 年 8 月） 
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図 3.6.4(4) オキナワヤワラガニの甲幅分布（St.15：平成 16 年 9 月～平成 17 年 3 月） 
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図 3.6.5  生息する転石の大きさ 
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(3) 生
息
環
境
調
査
（
転
石
下
の
底
質
の
ORP
等
）
 

オ
キ
ナ
ワ
ヤ
ワ
ラ
ガ
ニ
の
生
息
が
確
認
さ
れ
た
転
石
下
の
酸
化
還
元
電
位
（
ORP）

を
図
 3.6.6

に
、
底
質
の
粒
度
組
成
を
図
 3.6.7

に
、
底
質
の
硫
化
物
含
有
量
を
図
 3.6.8

に
、
底
質
の
COD

を
図
 3.6.9

に
示
す
。
ま
た
、
間
隙
水
の
水
質
調
査
結
果
を
図
 3.6.10

に
示
す
。
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図
 3.6.6(2) 

転
石
下
の
底
質
の
酸
化
還
元
電
位
（
ORP）
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図
 3.6.6(3) 

転
石
下
の
底
質
の
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還
元
電
位
（
ORP）
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図 3.6.7 底質粒度組成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.6.8 底質の硫化物含有量 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.6.9 底質の COD  
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図 3.6.10  間隙水水質 
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(4) 滲出水の状況（冠水状況） 

オキナワヤワラガニが確認された全転石の 95％に滲出水が確認され、全転石の 92％

が冠水していた。 

  

(5) 競合生物の出現状況 

オキナワヤワラガニが確認された転石及び転石下の底質における競合生物の分類群

別の出現頻度上位 5 種状況は表 3.6.1 に示すとおりである。 

 

 

 

表 3.6.1 各分類群の出現種上位５種と総出現頻度に対する割合 

 

 

 

 

 

 

1 ｶﾝｷﾞｸｶﾞｲ 27.7% ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲﾓﾄﾞｷ 10.6% ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科 1.0% ｲｿｱﾜﾓﾁ科 0.6%
2 ｼﾏﾍﾞｯｺｳﾊﾞｲ 13.6% ｶﾘｶﾞﾈｴｶﾞｲ 8.3% ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ 0.9% 尋常海綿綱 0.3%
3 ｶﾔﾉﾐｶﾆﾓﾘ 8.5% ｴｶﾞｲ 6.6% ﾌｼﾞﾂﾎﾞ科 0.8% ｳﾐｹﾑｼ科 0.3%
4 ﾘｭｳｷｭｳｳﾐﾆﾅ 3.6% ｵﾊｸﾞﾛｶﾞｷ 2.2% ﾔﾄﾞｶﾘ科 0.5% ﾄﾞﾛｱﾜﾓﾁ 0.2%
5 ﾏﾙｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ 3.6% ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科 1.1% ｲﾜｶﾞﾆ科 0.4% ﾊｾﾞ科 0.1%

その他出現頻度
の順位 ﾏｷｶﾞｲ綱 ﾆﾏｲｶﾞｲ綱 節足動物
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(6) 干潟の利用状況 

干潟の利用者数及び利用目的についての結果は表 3.6.2 及び図 3.6.11 に示すとお

りである。 

干潟への来訪者の目的は、主に潮干狩りと釣りであった。St. 14 では、小規模なが

ら網漁を行う漁業者が確認された。また、利用状況で「その他」の分類にあたる来訪

者の多くは、散策（散歩）していたものと思われた。 

 

 

表 3.6.2 各調査時期における干潟の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）8 月～12 月は、潮干狩りのピークの時期を過ぎていることから調査は行っていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.6.11 全調査期間を通じた干潟利用者の内訳 

潮干狩り 釣り 網漁 その他
4月22日 St.14 12:00～17:30 3 － － － 3
4月23日 St.14 12:30～17:30 1 － － － 1

St.14 13:00～16:00 4 － 1 － 5
St.15 16:30～18:00 1 3 － 7 11

4月25日 St.15 13:00～18:20 3 3 － 6 12
5月17日 St.14 9:20～15:00 3 1 － － 4
5月18日 St.15 9:30～14:30 13 7 － － 20
6月16日 St.14 9:30～15:20 4 － － 1 5
6月17日 St.15 9:20～12:00 3 2 － 2 7
6月28日 St.15 7:20～12:00 4 5 － 3 12
6月29日 St.14 7:30～12:00 2 7 － － 9
7月15日 St.15 7:20～12:00 3 1 － － 4
7月16日 St.14 7:30～12:00 1 2 1 － 4
1月27日 St.14 11:30～17:00 5 2 － － 7
1月28日 St.15 12:00～17:00 2 1 － － 3
2月24日 St.14 10:00～15:30 5 3 － 2 10
2月25日 St.15 10:30～16:00 3 3 － 3 9
3月23日 St.14 09:00～15:00 3 1 － － 4
3月24日 St.15 09:30～15:30 6 2 － － 8

利用者
総数調査時期 調査日 調査地点 観察時刻

3月

1月

2月

利用状況

4月
4月24日

5月

6月

6月台風後

7月

潮干狩り
51%

釣り
31%

網漁
1%

その他
17%
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3.7 ニライカナイゴウナ 

(1) 海上工事中の水質（SS、濁度、COD、栄養塩類等） 

水質監視地点は、リュウキュウズタ・ウミヒルモ類の監視地点と同地点であり、結

果も同様である。（P3-30～P3-34 参照） 

 

(2) 生息状況調査（個体数、大きさ、二枚貝の種類、個体数、写真撮影） 

監視調査位置を図 3.7.1 に示す。 

ニライカナイゴウナの出現個体数を図 3.7.2 に、分布状況を図 3.7.3 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.7.1  ニライカナイゴウナ監視調査位置 
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注）St.7 は、平成 15 年度の生息確認調査においてニライカナイゴウナの生息は確認されていない地点

であったが、ソメワケグリガイの生息が確認されているため、調査を行ったものである。 

 

図 3.7.2 ニライカナイゴウナの出現個体数の変化 
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図 3.7.3(1)  ニライカナイゴウナ分布状況（平成 16 年 4 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.7.3(2)  ニライカナイゴウナ分布状況（平成 16 年 5 月） 
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図 3.7.3(3)  ニライカナイゴウナ分布状況（平成 16 年 6 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.7.3(4) ニライカナイゴウナ分布状況（平成 16 年 7 月） 
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図 3.7.3(5)  ニライカナイゴウナ分布状況（平成 16 年 8 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.7.3(6)  ニライカナイゴウナ分布状況（平成 16 年 9 月） 
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図 3.7.3(7)  ニライカナイゴウナ分布状況（平成 16 年 10 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.7.3(8)  ニライカナイゴウナ分布状況（平成 16 年 11 月） 
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図 3.7.3(9) ニライカナイゴウナ分布状況（平成 16 年 12 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.7.3(10) ニライカナイゴウナ分布状況（平成 17 年１月） 
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図 3.7.3(11) ニライカナイゴウナ分布状況（平成 17 年 2 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.7.3(12) ニライカナイゴウナ分布状況（平成 17 年 3 月） 
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(3) 生育環境調査（底質の粒度組成及び砂面変動、水温・塩分の鉛直測定） 

生育環境調査地点は、図 3.7.1 に示す生育状況調査地点と同地点で行った。 

底質の粒度組成を図 3.7.4 に、砂面変動を図 3.7.5 に示す。 

また、水温・塩分の鉛直測定結果を図 3.7.6 に示す。 
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図 3.7.4(1) ニライカナイゴウナ生息地の底質粒度分布（St.1～St.7） 
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図 3.7.4(2) ニライカナイゴウナ生息地の底質粒度分布（St.8～St.13） 
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図 3.7.5  砂面変動 
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図 3.7.6 水温・塩分鉛直分布（水温） 
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図 3.7.6(2) 水温・塩分の鉛直分布（塩分） 
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3.8 オサガニヤドリガイ 

(1) 工事中の水質（SS、濁度、COD、栄養塩類等） 

水質監視地点は、リュウキュウズタ・ウミヒルモ類の監視地点と同地点であり、結

果も同様である。（P3-30～P3-34 参照） 

 

(2) 生息状況調査（メナガオサガニの個体数、甲幅、雌雄、オサガニヤドリガイの付着

個体数と付着部位、写真撮影） 

監視調査位置を図 3.8.1 に示す。 

オサガニヤドリガイの出現個体数を図 3.8.2 に、メナガオサガニの出現個体数及び

オサガニヤドリガイの出現個体数を表 3.8.1 に示す。 

また、分布状況は図 3.7.3 に示すとおりであった。 

 

 

 
 

 
 

図 3.8.1 オサガニヤドリガイ監視調査位置 
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図 3.8.2 オサガニヤドリガイの出現個体数 
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表 3.8.1 オサガニヤドリガイ及びメナガオサガニの出現個体数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査地点
調査時期

平成16年8月 平成16年9月 平成16年10月 平成16年11月 平成16年12月 平成17年1月 平成17年2月 平成17年3月

ｵｻｶ ﾆ゙ ﾔﾄ ﾘ゙ｶ ｲ゙ 1 12 27 51 152 186 44 42
ｵｻ ｶ ﾆ゙ ﾔﾄ ﾘ゙ｶ ｲ゙の付着
したﾒﾅｶ ｵ゙ ｻ ｶ ﾆ゙ 1 8 9 7 15 13 2 2

ﾒﾅ ｶ ｵ゙ ｻ ｶ ﾆ゙ 38 23 16 7 17 14 2 2
ｵｻ ｶ ﾆ゙ ﾔﾄ ﾘ゙ｶ ｲ゙ 6 16 57 103 619 343 163 12
ｵｻ ｶ ﾆ゙ ﾔﾄ ﾘ゙ｶ ｲ゙の付着
したﾒﾅｶ ｵ゙ ｻ ｶ ﾆ゙ 4 10 13 16 36 29 24 3

ﾒﾅ ｶ ｵ゙ ｻ ｶ ﾆ゙ 53 24 22 17 37 29 24 5
ｵｻ ｶ ﾆ゙ ﾔﾄ ﾘ゙ｶ ｲ゙ 6 4 14 116 326 58 34 234
ｵｻ ｶ ﾆ゙ ﾔﾄ ﾘ゙ｶ ｲ゙の付着
したﾒﾅｶ ｵ゙ ｻ ｶ ﾆ゙ 6 4 6 22 38 6 3 26

ﾒﾅ ｶ ｵ゙ ｻ ｶ ﾆ゙ 40 32 18 25 43 8 4 26
ｵｻ ｶ ﾆ゙ ﾔﾄ ﾘ゙ｶ ｲ゙ 8 24 13 2 171 143 85 83
ｵｻ ｶ ﾆ゙ ﾔﾄ ﾘ゙ｶ ｲ゙の付着
したﾒﾅｶ ｵ゙ ｻ ｶ ﾆ゙ 3 10 3 1 12 10 8 12

ﾒﾅ ｶ ｵ゙ ｻ ｶ ﾆ゙ 16 13 9 1 12 11 8 12
ｵｻ ｶ ﾆ゙ ﾔﾄ ﾘ゙ｶ ｲ゙ 5 28 16 61 136 36 36 23
ｵｻ ｶ ﾆ゙ ﾔﾄ ﾘ゙ｶ ｲ゙の付着
したﾒﾅｶ ｵ゙ ｻ ｶ ﾆ゙ 5 5 2 10 10 2 3 3

ﾒﾅ ｶ ｵ゙ ｻ ｶ ﾆ゙ 17 13 2 10 10 2 3 3
ｵｻ ｶ ﾆ゙ ﾔﾄ ﾘ゙ｶ ｲ゙ 26 84 127 333 1404 766 362 394
ｵｻ ｶ ﾆ゙ ﾔﾄ ﾘ゙ｶ ｲ゙の付着
したﾒﾅｶ ｵ゙ ｻ ｶ ﾆ゙ 19 37 33 56 111 60 40 46

ﾒﾅ ｶ ｵ゙ ｻ ｶ ﾆ゙ 164 105 67 60 119 64 41 48
ｵｻ ｶ ﾆ゙ ﾔﾄ ﾘ゙ｶ ｲ゙ 19 45 24 54 25 0 35 0
ｵｻ ｶ ﾆ゙ ﾔﾄ ﾘ゙ｶ ｲ゙の付着
したﾒﾅｶ ｵ゙ ｻ ｶ ﾆ゙ 3 5 2 3 3 0 4 0

ﾒﾅ ｶ ｵ゙ ｻ ｶ ﾆ゙ 4 6 2 3 3 1 8 2
ｵｻ ｶ ﾆ゙ ﾔﾄ ﾘ゙ｶ ｲ゙ 0 41 11 17 0 0 0 22
ｵｻ ｶ ﾆ゙ ﾔﾄ ﾘ゙ｶ ｲ゙の付着
したﾒﾅｶ ｵ゙ ｻ ｶ ﾆ゙ 0 5 2 1 0 0 0 2

ﾒﾅ ｶ ｵ゙ ｻ ｶ ﾆ゙ 1 7 5 1 2 2 4 3
ｵｻ ｶ ﾆ゙ ﾔﾄ ﾘ゙ｶ ｲ゙ 19 86 35 71 25 0 35 22
ｵｻ ｶ ﾆ゙ ﾔﾄ ﾘ゙ｶ ｲ゙の付着
したﾒﾅｶ ｵ゙ ｻ ｶ ﾆ゙ 3 10 4 4 3 0 4 2

ﾒﾅ ｶ ｵ゙ ｻ ｶ ﾆ゙ 5 13 7 4 5 3 12 5

泡瀬地区監視調査
点（St.1～5）の合計

勝連地区監視調査
点（St.6～7）の合計

St.5

St.6

St.7

St.2

St.3

St.4

St.1
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図 3.8.3(1) オサガニヤドリガイの出現状況（平成 16 年 8 月～11 月） 

（平成 16 年 8 月） （平成 16 年 9 月） 

（平成 16 年 10 月） （平成 16 年 11 月） 
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図 3.8.3(2) オサガニヤドリガイの出現状況（平成 16 年 12 月～平成 17 年 1 月） 

（平成 16 年 12 月） （平成 17 年 1 月） 

（平成 17 年 2 月） 
（平成 17 年 3 月） 
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(3) 生育環境調査（底質の粒度組成及び砂面変動、水温・塩分の鉛直測定） 

生育環境調査地点は、図 3.7.1 に示す生育状況調査地点と同地点で行った。 

底質の粒度組成を図 3.7.4 に、砂面変動を図 3.7.5 に示すとおりである。 

また、水温・塩分の鉛直測定結果は、図 3.8.6 に示すとおりである。 
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図 3.8.4 オサガニヤドリガイ生息地の底質粒度組成（平成 16 年 8 月～平成 17 年 1 月） 
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図 3.8.5 砂面変動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考 オサガニヤドリガイ個体数と生息域の中央粒径の関係 
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図 3.8.6(1) 水温・塩分鉛直分布（水温） 
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図 3.8.6(2) 水温・塩分鉛直分布（塩分） 
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（ 希少な動植物の出現状況 ） 



1．希少な動植物について－環境影響評価書における報告の位置付け 
希少な動植物の定義とは『天然記念物指定種やレッドデータブック、レッドリスト等の掲

載種、その他貴重種・重要種に相当すると思われる種』としている。

環境影響評価書において「沖縄県知事の環境影響評価準備書に対する意見」１）に対し、

事業者の見解として「工事中に天然記念物指定種や「レッドデータブック」、「レッドリス

ト」等の掲載種、その他貴重種・重要種に相当する種で、環境影響評価書に記載されてい

る動植物種以外の種の存在が埋立てに関する工事の施工区域内若しくはその近傍で確認さ

れた場合には、関係機関へ報告するとともに十分調整を図り、その保全に必要な措置を適

切に講じる」こととなっている。

ここでレッドリスト等とは、沖縄県の地域特性が考慮された「レッドデータおきなわ」と

水生生物を対象とした「日本の希少な野生生物に関するデータブック（水産庁編）」がある。

また、「その他貴重種・重要種に相当する種」とは、法律として規定された「絶滅のおそれ

のある野生動植物の種の保存に関する法律」の「国内希少野生動植物種」、「国際希少野生

動植物種」に選定されている種が該当すると考えられる。

環境影響評価書の調査以降、希少性を判断する根拠となる環境省のレッドデータブック等

が改訂されていることから、新たな知見に基づき、平成 16 年度調査で出現した希少な動植

物について報告する。なお、環境省のレッドデータブック等の改訂状況は下表に示すとお

りであり、レッドデータおきなわも現在改訂作業中である。

＜レッドデータブック等の改訂状況＞
動物レッドリスト

分類群 レッドリスト レッドデータブック

哺乳類 平成10年６月12日公表 平成14年3月刊行
両生類、爬虫類 平成９年８月７日公表 平成12年２月刊行
鳥類 平成10年６月12日公表 平成14年7月刊行
汽水・淡水魚類 平成11年２月18日公表 平成15年5月刊行
昆虫類 平成12年４月12日公表 作成準備中

甲殻類等 平成12年４月12日公表 作成準備中

陸産貝類 平成12年４月12日公表 作成準備中

淡水産貝類 平成12年４月12日公表 作成準備中

クモ形類・多足類等 平成12年４月12日公表 作成準備中

植物レッドリスト

分類群 レッドリスト レッドデータブック 植物RDB種公開種一覧
維管束植物 平成９年８月28日公表 平成12年７月刊行 平成13年７月24日公開
維管束植物以外 平成９年８月28日公表 平成13年１月刊行平成12年12月刊行

出典） 環境省HP http://www.biodic.go.jp/rdb/rdb_f.html

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
注 1)沖縄県知事の環境影響評価準備書に対する意見（希少な種に関する抜粋） 

Ⅰ．総括的な事項に関すること（抜粋） 
（１） 埋立計画地北側の砂質性干潟及び海草類の存在する海域には、環境庁が作成した「藻類のレ

ッドリスト」及び本県が作成した「レッドデータおきなわ」で絶滅危惧Ⅰ類及び絶滅危惧種
に指定された「クビレミドロ」が生育している。（中略）したがって、当該地域については、
自然環境の保護・保全に配慮するよう事業実施計画に反映されたい。 

Ⅳ．事後調査・その他に関すること（抜粋） 
（８） 工事中に貴重な動植物が確認された際は、関係機関に報告するとともに、適切な措置を講じ

ること。 

1 



2．希少な種の出現状況 
希少な動植物の出現状況をまとめると表 2.1 のとおりである。

それぞれの出現位置を図 2.1～2.2 に示す。（トカゲハゼ、クビレミドロ、オカヤドカリ

類、比屋根湿地の汽水性生物、海藻草類、オキナワヤワラガニ、リュウキュウズタ・ウミ

ヒルモ、ニライカナイゴウナ、オサガニヤドリガイについては、各調査を参照のこと）

なお、鳥類調査で確認された希少種のうちサンショウクイは定点調査時以外の任意調査

時に確認された種である。 

2 



表 2.1 平成 14 年度以降の調査における希少な動植物の出現状況 
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監視 生息状況
確認

汽水性生物
調査

監視 海藻移植関
連調査

ツブリ RDおきなわ 希少種 ○
カノゴイ 環境省RDB 絶滅危惧IB類(EN)

RDおきなわ 希少種
ウキュウヨシゴイ RDおきなわ 希少種

環境省RDB 準絶滅危惧（NT）
RDおきなわ 希少種

シラサギ 環境省RDB 情報不足（DD)
サキサギ RDおきなわ 危急種 ○

環境省RDB 絶滅危惧IA類
RDおきなわ 希少種

水産庁 絶滅危惧種

環境省RDB 準絶滅危惧（NT）
RDおきなわ 危急種
種の保全法 国内

カ 環境省RDB 準絶滅危惧（NT) ○

環境省RDB 絶滅危惧Ⅱ類（VU)
RDおきなわ 危急種

種の保全法 国内

ウキュウヒクイナ注） RDおきなわ 希少種
ン RDおきなわ 希少種

チドリ RDおきなわ 希少種

環境省RDB 絶滅危惧Ⅱ類（VU)
RDおきなわ 希少種

ウロクシギ 環境省RDB 絶滅危惧Ⅱ類（VU)
オジシギ 環境省RDB 準絶滅危惧（NT)

環境省RDB 絶滅危惧IB類
RDおきなわ 希少種
水産庁 希少種

ロカモメ 環境省RDB 絶滅危惧Ⅱ類（VU) ○
アジサシ 環境省RDB 準絶滅危惧（NT)

RDおきなわ 希少種
グロアジサシ 環境省RDB 準絶滅危惧（NT)

RDおきなわ 希少種

環境省RDB 絶滅危惧Ⅱ類（VU)
RDおきなわ 希少種

種の保全法 国際
ミ RDおきなわ 希少種
ショウクイ 環境省RDB 絶滅危惧Ⅱ類（VU)

ュウキュウサンショウクイ RDおきなわ 希少種
ズ 環境省RDB 準絶滅危惧（NT)

カヤドカリ 天然記念物 国指定
ラサキオカヤドカリ 天然記念物 国指定
カヤドカリ 天然記念物 国指定
ミシャコエビ RDおきなわ 希少種

キナワアナジャコ 水産庁 減少種
ノコセビロガニ RDおきなわ 希少種
アシヒライソガニモドキ RDおきなわ 希少種
ミメノコギリガザミ 水産庁 減少種
アシハラガニ RDおきなわ 希少種
メツキガニ RDおきなわ 地域個体群 ○

ワンヒメオサガニ RDおきなわ 希少種
キナワヤワラガニ RDおきなわ 希少種 ○

環境省RDB 情報不足（DD)
RDおきなわ 希少種
環境省RDB 情報不足（DD)
RDおきなわ 希少種

ルリマダラシオマネキ RDおきなわ 希少種 ○
環境省RDB 情報不足（DD)
RDおきなわ 希少種

トウシオグモ 環境省RDB 情報不足（DD)
環境省RDB 絶滅危惧IA類
RDおきなわ 絶滅危惧種

水産庁 危急

環境省RDB 地域個体群

RDおきなわ 希少種

水産庁 希少種
ゴハゼ 環境省RDB 絶滅のおそれのある地域個体群（ＬＰ）
オウナギ 水産庁 減少種
ルモ 環境省RDB 絶滅危惧1B類（EN)

RDおきなわ 危急種

環境省RDB 絶滅危惧Ⅰ類

RDおきなわ 絶滅危惧種

水産庁 絶滅危惧種
ルモ 環境省RDB 準絶滅危惧（NT）

メウミヒルモ 環境省RDB 絶滅危惧Ⅱ類
ウキュウスガモ 環境省RDB 準絶滅危惧（NT）
マモ 環境省RDB 準絶滅危惧（NT）

ウキュウアマモ 環境省RDB 準絶滅危惧（NT）
ウバアマモ 環境省RDB 準絶滅危惧（NT）
グサ 環境省RDB 準絶滅危惧（NT）
バウミジグサ 環境省RDB 準絶滅危惧（NT）
アマモ 環境省RDB 情報不足（DD)
ノリ 水産庁 危急種 ○ ○

環境省RDB 絶滅危惧I類
RDおきなわ 危急種

水産庁 絶滅危惧
ヤガイ 水産庁 減少種
アヤカワニナ 環境省RDB 準絶滅危惧（NT） ○

シラヒゲウニ 水産庁 減少種
マキガイ 水産庁 減少種
ウミヒルモ － －
ルモsp.　 － －
ウキュウズタ － －
ガニヤドリガイ － －

ミマメコブシガニ

キナワヒライソガニ

ウサギ

オカヤド
カリ類

種名 貴重種指定元 カテゴリー 鳥類
その他調査

（サンゴ・海藻草類、希
少種監視・分布調査等）

海藻草類

トカゲハゼ
絶滅危惧種
生育監視

干潟生物生息監視

ロツラヘラサギ

ブサ

アシシギ

タカシギ

ジサシ

○
クズガニ

ゲハゼ

ハゼ

レミドロ

○

ガサ

○

環

カナイゴウナ － －

印は15年度調査で出現が確認されたことを示す。
平成１５年度に新たに確認された種を示す。

平成16年度に確認された種を示し、 16年度に新たに確認された種を示す。
鳥類
甲殻類
魚類
海藻草類
その他

境省RDB 「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物-レッドデータブック-8　植物Ⅰ(維管束植物）」2000年　環境省
「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物-レッドデータブック-9　植物Ⅰ(維管束植物以外）」2000年　環境省
「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物-レッドデータブック-4　汽水・淡水魚類」2003年　環境省
「無脊椎動物（昆虫類、貝類、クモ類、甲殻類等）のレッドリストの見直しについて」（2000年　環境庁報道発表資料）
「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－鳥類」2002年　環境省
絶滅危惧Ⅰ類
絶滅危惧ⅠA類
絶滅危惧ⅠB類
絶滅危惧Ⅱ類
準絶滅危惧種
情報不足
絶滅のおそれのある地域個体群
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R

4 

天然

種

水産

Dおきなわ 沖縄県：「沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータおきなわ－」（1996年　沖縄県）
絶滅危惧種
危急種
希少種
地域個体群

記念物 「文化財保護法」（昭和25年法律214号）
特→特別天然記念物　
特別天然記念物：天然記念物のうち、世界的にまた国家的に価値が特に高いもの。
国→国指定天然記念物　県→県指定天然記念物
天然記念物：以下にあげる動物、植物及び地質鉱物のうち学術上貴重で、わが国の自然を記念するもの。国及び県により指定される。
・日本特有の動物で著名なものおよびその棲息地。 
・自然環境における特有の動物または動物群集。 
・家畜以外の動物で海外よりわが国に移殖され、現時野生の状態にある著名なものおよびその棲息地。 
・特に貴重な動物の標本 

の保存法：「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成4年法律75号）
国内→国内希少野生動植物（本邦に生息し又は生息する絶滅のおそれのある野生動植物の種）
国際→国際希少野生動植物種（国際的に協力して保存を図ることとされている絶滅のおそれのある野生動植物の種）

庁 「日本の希少な野生生物に関するデータブック（水産庁編）」1998　水産資源保護協会
希少種 （環境庁カテゴリーに準ずる）存続基盤が脆弱な種・亜種
危急種 （環境庁カテゴリーに準ずる）絶滅の危険が増大している種・亜種
絶滅危惧種 （環境庁カテゴリーに準ずる）絶滅の危機に瀕している種・亜種



セイタカシギ

クロツラヘラサギ

サンカノゴイ
オオタカ

注 1）「レッドデータブック、レッドリスト、レッドデータおきなわ」で「絶滅の危機に瀕している種」のラン
クに選定されている種については、具体的な確認位置を図示した

注 2）緑で示したクロツラヘラサギの確認位置は、任意調査における確認位置のため、表 2.2の定点調査での確
認位置には示されていない。

図 2.1 希少種の確認位置（鳥類調査） 

 

 

表 2.2 希少種の確認状況（鳥類） 

St.5 St.6 St.7 St.8 St.9 St.9-1
1 サンカノゴイ 1
2 リュウキュウヨシゴイ 1
3 チュウサギ 1 2 3 1 2
4 カサシラサギ 4 2
5 トキ クロツラヘラサギ 1
6 ミサゴ 3 1 1 3 2
7 オオタカ 1
8 ハヤブサ ハヤブサ 1 1 1 1
9 リュウキュウヒクイナ 1
10 オオバン 1
11 チドリ シロチドリ 132 81 36 64 1 1
12 アカアシシギ 2 1 1 1 17
13 ホウロクシギ 1
14 オオジシギ 2
15 セイタカシギ セイタカシギ 1 4 29
16 ベニアジサシ 22
17 エリグロアジサシ 41
18 コアジサシ 74 9 6 11 10
19 ブッポウソウ カワセミ カワセミ 1 3 2
20 サンショウクイ注）

21 リュウキュウサンショウクイ 1 1
22 モズ アカモズ 1 1 1

スズメ サンショウクイ

シギ

カモメ

チドリ

タカタカ

クイナツル

サギコウノトリ

合計No. 目名 科名 種名

1

1

1

1

注）表中の数字は平成 16年度の従来方式及び新方式の定点調査において確認された最大個体数を示す。な
お、サンショウクイについては、任意調査のみの出現であった。
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St.11 ●

●
St.12 

St.10 
St.7 

St.6 
St.5 

St.3 

St.2 

St.1 ●

●
St.4 

●
●

●
● ● ●

St.8 

●
St.9 ●

図 2.1 希少種の確認位置（干潟生物調査）

表 2.3 希少種の確認状況（干潟生物調査） 

　　　　　調査地点
種 St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9 St.10 St.11 St.12

アミメノコギリガザミ ● ● ●
ミナミコメツキガニ ● ● ● ● ● ● ● ● ●
オキナワヤワラガニ ● ● ● ●
オキナワヒライソガニ ● ●
アマミマメコブシガニ ●
カワツルモ ●
マツバウミジグサ ● ● ●
コアマモ ●
カサノリ ●
アコヤガイ ●

注）●は、マクロベントス調査、目視観察（植物・動物）のいずれかにおいて確認されたものである。
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3．希少な動植物に対する対応方針 
クビレミドロとトカゲハゼについては、環境省のレッドデータブック及び『レッドデー

タおきなわ』で「絶滅の危機に瀕している種」に選定されていることから、全国的にみて

も沖縄県の地域特性を考慮しても希少な種であるといえる。その分布域も中城湾等の一部

に限定され中城湾及び泡瀬地区が種の存続基盤として重要である。このような希少性と種

の存続基盤に対する生息地の重要性から、表 3.1 に示すとおり、現状のモニタリング、飼

育実験、繁殖期における海上工事の中断等の慎重な対応をしているところである。

今後もこれまでと同様の対応を継続していく方針である。

表 3.1  希少性のランクと保全策等の実施状況 

希少性の根拠 
種名 レッドデータブック 

（環境省） 
レッドデータおきな
わ（沖縄県） 

希少な水生生物
（水産庁） 

対応状況 

トカゲハゼ 絶滅危惧ⅠA類１） 絶滅危惧種３） 危急種４） 

・中城湾全体でのモニタリング 

・人工増殖及び新港地区における放流

・繁殖期における海上工事の中断 

クビレミドロ 絶滅危惧Ⅰ類２） 絶滅危惧種 絶滅危惧種５）

・泡瀬地区でのモニタリング 

・人工増殖技術の開発 

・移植実験 

注）1)「改訂・日本の絶滅のおそれのあるレッドデータブック－野生生物－汽水・淡水魚類 2003」（2003
年 環境省） 
絶滅危惧ⅠA類：絶滅の危機に瀕している種

2)「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生動物－レッドデータブック－8 植物Ⅱ（維管束植物以外）」
（2000年 環境省）
絶滅危惧Ⅰ類：絶滅の危機に瀕している種

3)「沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータおきなわ－」（1996年 沖縄県）
絶滅危惧種：絶滅の危機に瀕している種または亜種

4)「日本の希少な野生生物に関するデータブック（水産庁編）」（1998年 水産資源保護協会）
危急種：絶滅の危機が増大している種・亜種

5)「日本の希少な野生生物に関するデータブック（水産庁編）」（1998年 水産資源保護協会）
絶滅危惧種：絶滅の危機に瀕している種・亜種
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今後もクビレミドロとトカゲハゼ以外の希少な動植物については以下の手順で注意深く

確認作業を継続し、必要に応じて適切な保全措置を講じることとする。

1) 希少な動植物の検索、整理、確認、情報収集（専門家のヒアリング、文献

調査、追加調査等）

2)「レッドデータブック、レッドリスト、レッドデータおきなわ」で「絶滅

の危機に瀕している種」のランクに選定されている種について、今後の工

事工程等を考慮して、工事による影響のおそれがあるかどうかについて、

泡瀬地区における生息地がその種の存続基盤において重要かどうか、保全

策としてどのようなものが考えられるか等を「環境監視委員会」で検討す

る。

3) 事業者は委員会の検討結果を参考に、関係機関と調整し、保全策の必要性

等について決定する。

4) 保全策の適用性や保全策の技術的検討は「環境保全・創造委員会」で検討

する。必要に応じて専門部会を新たに新設する。

平成 16 年度の監視調査において確認された、クビレミドロとトカゲハゼ以外の希少な動植

物についての個別の対応方針は以下に示すとおりである。 
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＜鳥類＞

指定状況 

No 目名 科名 種名 環境
省RDB

RDお
きな
わ 

天然
記念
物 

種の
保存
法

水産
庁

対応方針 

1 サンカノゴイ ⅠB 希少    通信施設内で確認され、湿地のヨ
シ原等に生息していることから工
事の影響はないと考えられるた
め、モニタリングを継続する。 

2 リュウキュウヨシゴ
イ 

 希少    

3 

サギ 

チュウサギ 準 希少    

引き続きモニタリングを継続す
る。 
 

4 

コウノトリ 

トキ クロツラヘラサギ IA 希少   絶滅
危惧

主に比屋根湿地（16年度は任意調
査にて確認）や通信施設南側の干
潟でみられ工事の影響はないと考
えられるため、引き続きモニタリ
ングを継続する。 

5 ミサゴ 準 危急    引き続きモニタリングを継続す
る。 

6 

タカ 

オオタカ    国内  通信施設南側において飛翔する個
体が確認され、工事による影響は
ないと考えられるため、モニタリ
ングを継続する。 

7 

タカ 

ハヤブサ ハヤブサ Ⅱ 危急  国内  

8 リュウキュウヒクイ
ナ 

 希少    

9 

ツル クイナ 

オオバン  希少    

10 チドリ シロチドリ  希少    

11 アカアシシギ Ⅱ 希少    

12 ホウロクシギ Ⅱ     

13 

シギ 

オオジシギ 準     

引き続きモニタリングを継続す
る。 

14 セイタカシ
ギ 

セイタカシギ IB 希少   希少 主に比屋根湿地でみられ工事の影
響はないと考えられるため、モニ
タリングを継続する。 

15 ベニアジサシ 準 希少    

16 エリグロアジサシ 準 希少    

17 コアジサシ Ⅱ 希少  国際  

18 カワサミ  希少    

19 サンショウクイ Ⅱ     

20 リュウキュウサンシ
ョウクイ 

 希少    

21 

チドリ 

カモメ 

アカモズ 準     

引き続きモニタリングを継続す
る。 

環境省：「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－鳥類」（2002年 環境省編）
IA→絶滅危惧 IA 類（絶滅の危機に瀕している種－ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極め
て高いもの）
IB→絶滅危惧 IB類（絶滅の危機に瀕している種－IA類ほどではないが、近い将来における野生での絶

滅の危険性が高いもの）
Ⅱ→絶滅危惧Ⅱ類（絶滅の危険が増大している種－現在の状態をもたらした圧迫要因が引き続き作用す

る場合、近い将来「絶滅危惧 I類」のランクに移行することが確実と考えられるもの）
準→準絶滅危惧（存続基盤が脆弱な種－現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては
「絶滅危惧」として上位ランクに移行する要素を有するもの） 

沖縄県：「沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータおきなわ－」（1996年 沖縄県）
危惧→絶滅危惧種（絶滅の危機に瀕している種または亜種）
危急→危急種（絶滅の危機が増大している種または亜種）
希少→希少種（現在のところ「絶滅危惧種」にも「危急種」にも該当しないが、生息条件の変化によっ

て容易に上位のランクに移行するような要素（脆弱性）を有するもの） 
地域→地域個体群（地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれが高いもの）
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天然記念物：文化財保護法（昭和 25年法律 214号）
特→特別天然記念物
特別天然記念物：天然記念物のうち、世界的にまた国家的に価値が特に高いもの。

国→国指定天然記念物  県→県指定天然記念物
天然記念物：以下にあげる動物、植物及び地質鉱物のうち学術上貴重で、わが国の自然を記念

するもの。国及び県により指定される。
・日本特有の動物で著名なものおよびその棲息地。
・特有の産ではないが、日本著名の動物としてその保存を必要とするものおよびその棲息地。
・自然環境における特有の動物または動物群集。
・日本に特有な畜養動物。
・家畜以外の動物で海外よりわが国に移殖され、現時野生の状態にある著名なものおよびそ
の棲息地。

・特に貴重な動物の標本
種の保存法：「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成 4年法律 75号）

国内→国内希少野生動植物（本邦に生息し又は生息する絶滅のおそれのある野生動植物の
種）
国際→国際希少野生動植物種（国際的に協力して保存を図ることとされている絶滅のおそれ
のある野生動植物の種）
水産庁：「日本の希少な野生水生生物に関するデータブック（水産庁編）」（1998年 水産資
源保護協会）
絶滅危惧→（環境庁カテゴリーに準ずる）絶滅の危機に瀕している種・亜種
希少→（環境庁カテゴリーに準ずる）存続基盤が脆弱な種・亜種

＜海藻草類＞

種名 環境省RDB 
RDおきな
わ 

水産庁 
対応方針 

ウミヒルモ 準絶滅危惧（NT）   
ヒメウミヒルモ 絶滅危惧Ⅱ類   
リュウキュウスガモ 準絶滅危惧（NT）  
ベニアマモ 準絶滅危惧（NT）   
リュウキュウアマモ 準絶滅危惧（NT）   
ボウバアマモ 準絶滅危惧（NT）   
ウミジグサ 準絶滅危惧（NT）   
マツバウミジグサ 準絶滅危惧（NT）   
コアマモ 情報不足（DD）   

引き続き濃密域については移植する他、
モニタリングを継続する。 
 
 
 
 
 
 

カサノリ   危急種 
ホソエガサ 絶滅危惧Ⅰ類 危急種 絶滅危惧種

引き続きモニタリングを継続する。 

ホソウミヒルモ    
ウミヒルモ sp.    
リュウキュウズタ    

引き続きモニタリングを継続する。 

「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生動物－レッドデータブック－8 植物Ⅰ（維管束植物）」
（2000年 環境省）
「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生動物－レッドデータブック－8 植物Ⅱ（維管束植物以外）」
（2000年 環境省）
絶滅危惧Ⅰ類→絶滅の危機に瀕している種

絶滅危惧Ⅱ類→絶滅の危険が増大している種

準絶滅危惧（NT）→現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」
に移行する可能性のある種

「沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータおきなわ－」（1996年 沖縄県）
絶滅危惧種→絶滅の危機に瀕している種または亜種
危急種→絶滅の危機が増大している種または亜種
希少種→現在のところ「絶滅危惧種」にも「危急種」にも該当しないが、生息条件の変化によっ
て容易に上位のランクに移行するような要素（脆弱性）を有するもの
地域個体群→地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれが高いもの

「日本の希少な野生水生生物に関するデータブック（水産庁編）」（1998年 水産資源保護協会）
絶滅危惧種→（環境庁カテゴリーに準ずる）絶滅の危機に瀕している種・亜種

危急種→（環境庁カテゴリーに準ずる）絶滅の危険が増大している種・亜種
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＜干潟生物、マクロベントス＞

種名 環境省 RDB RD おきなわ 水産庁 対応方針 

ミナミコメツキガニ  地域  
オキナワヤワラガニ  希少  
オキナワヒライソガニ 情報不足 希少  
アマミマメコブシガニ 情報不足 希少  
アミメノコギリガザミ   減少 
アコヤガイ   減少 
シラヒゲウニ   減少 
ニライカナイゴウナ    
オサガニヤドリガイ    

引き続きモニタリングを継続する。 

環境省 RDB：「無脊椎動物（昆虫類、貝類、クモ類、甲殻類等）のレッドリストの見直しについて」（2000
年 環境庁報道発表資料） 
情報不足→評価するだけの情報が不足している種

RDおきなわ：「沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータおきなわ－」（1996年 沖縄県）
地域→絶滅のおそれのある地域個体群（地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれが高いもの）

希少種→現在のところ「絶滅危惧種」にも「危急種」にも該当しないが、生息条件の変化によって容
易に上位のランクに移行するような要素（脆弱性）を有するもの

水産庁：「日本の希少な野生水生生物に関するデータブック（水産庁編）」（1998年 水産資源保護協会）
減少種→明らかに減少しているもの

＜比屋根湿地の魚介類、甲殻類＞

指定状況 
分類 種名 

環境省 ＲＤおきなわ 水産庁
対応方針 

トビハゼ 地域 希少 危急 
マサゴハゼ 地域   

魚類 

オオウナギ   減少 
オキナワアナジャコ  減少 
カノコセビロガニ 希少  
アミメノコギリガザミ  減少 
ミゾテアシハラガニ 希少  
タイワンヒメオサガニ 希少  
オキナワヤワラガニ 希少  
ヒラモクズガニ 情報不足 希少  

甲殻類 

ルリマダラシオマネキ  希少  
イボアヤカワニナ 準絶滅 
アコヤガイ  減少 

貝類 

イシマキガイ  減少 

引き続きモニタリングを
継続する。 

環境省：「改訂・日本の絶滅のおそれのあるレッドデータブック－野生生物－汽水・淡水魚類 2003」
（2003 年 環境省） 

    「無脊椎動物（昆虫類、貝類、クモ類、甲殻類等）のレッドリストの見直しについて」（2000
年 環境庁報道発表資料） 

・ 準絶滅→準絶滅危惧（存続基盤が脆弱な種－現時点での絶滅の危険は小さいが、生息条件
の変化によっては「絶滅危惧」として上位ランクに移行する要素を有するもの） 

・ 地域→絶滅のおそれのある地域個体群（地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれが
高いもの） 

・ 情報不足→評価するだけの情報が不足している種 
沖縄県：「沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータおきなわ－」（1996 年 沖縄県） 

・ 希少→希少種（現在のところ「絶滅危惧種」にも「危急種」にも該当しないが、生息条件
の変化によって容易に上位のランクに移行するような要素（脆弱性）を有するもの） 

水産庁：「日本の希少な野生水生生物に関するデータブック（水産庁編）」（1998年 水産資源保護協会）
危急種→（環境庁カテゴリーに準ずる）絶滅の危険が増大している種・亜種
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＜オカヤドカリ類＞

種名 天然記念物 対応方針 

オカヤドカリ 国指定 

ムラサキオカヤドカリ 国指定 

ナキオカヤドカリ 国指定 

引き続きモニタリングを継続す
る。 

注）文化財保護法（昭和 25年法律 214号）
天然記念物：以下にあげる動物、植物及び地質鉱物のうち学術上貴重で、わが国の自然を記念

するもの。国及び県により指定される。
・日本特有の動物で著名なものおよびその棲息地。
・特有の産ではないが、日本著名の動物としてその保存を必要とするものおよびその棲息地。
・自然環境における特有の動物または動物群集。
・日本に特有な畜養動物。
・家畜以外の動物で海外よりわが国に移殖され、現時野生の状態にある著名なものおよびそ
の棲息地。

・特に貴重な動物の標本

＜水生植物＞

門 種 環境省 RDB RD おきなわ 対応方針 

種子植物 カワツルモ 絶滅危惧種ⅠB類 危急種 

埋立工事着工以前からの地形

変化により生育範囲（汽水域）

が徐々に広がったと考えら

れ、工事の影響はないと考え

られるが、モニタリングを継

続する。 

環境省 RDB：「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生動物－レッドデータブック－8 植物Ⅰ（維管束植物）」
（2000年 環境省）
絶滅危惧ⅠB 類→Ｉ A 類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの
絶滅の危機に瀕している種 

RDおきなわ：「沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータおきなわ－」（1996年 沖縄県）
危急種→絶滅の危機が増大している種または亜種
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（参考） 

 

『中城湾港（泡瀬地区）公有水面埋立事業に係る環境影響評価

書（平成１２年３月）』に記載されている動植物種以外の種の

存在等について（報告） 

 

 

１．新たな種の情報と対応状況 

２．各種の確認調査状況 

添付資料 平成１６年７月以降に事業者に寄せられた情報 
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１．新たな種の情報と対応状況

1.1 事業者に情報が寄せられた種について

 平成 16年７月以降、新たに事業者に情報が寄せられた種を表 1.1.1に示す。

表 1.1.1 事業者に情報が寄せられた種一覧

事業者に情報が寄せられた

日付と団体

事業者に情報が寄せられた種

平成 16年 7月 30日
・泡瀬干潟を守る連絡会

（平成 16年 7月 23日

日本自然保護協会発表）

カラクサモク Sargassum pinnatifidum
リュウキュウヅタの一品種 Caulerpa sp. 
クビレズタの一品種 Caulerpa lentillifera
水深６ｍのコアマモ Zostera japonica.

平成 16年 8月 23日
・泡瀬干潟生物多様性研究会

・日本自然保護協会

・泡瀬干潟を守る連絡会

オキナワハナムシロ Zeuxis scalaris
カゲロウヨフバイ Zeuxis sp.
コウシヒメムシロ Nassarius(Hima) taggartorum 
ヤマホトトギスMusculista japonica 
コバコガイMontrouzieria clathrata

平成 16年 9月 24日
・泡瀬干潟を守る連絡会

・日本自然保護協会

・泡瀬干潟生物多様性研究会

スイショウガイ Strombus turturella

平成 16年 11月 11日
・泡瀬干潟を守る連絡会

リュウキュウアマモ Cymodocea serrulataの雄花

平成 16年 11月 19日
・泡瀬干潟生物多様性研究会

・泡瀬干潟を守る連絡会

フィリピンハナビラガイ Fronsella philippinensis
ユンタクシジミ（仮称）Pseudopythina sp. 

平成 17年 5月 18日
・泡瀬干潟を守る連絡会

スギノキミドリイシ Acropora formosa の優占群集
リュウキュウキッカサンゴ Echinopora lamellosaの群集
ヒメマツミドリイシ Acropora asperaの優占群集
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1.2 それぞれの種に対する事業者の考えかたと対応状況

平成 16年 7月 30日
（泡瀬干潟を守る連絡会）

（平成 16年 7月 23日 日本自然保護協会発表）

・ カラクサモク Sargassum pinnatifidum
（レッドデータブック等における位置づけ：なし）

これまでヤツマタモクとされていた種が、カラクサモクではないかとの記者発表

がなされた。

＜事業者の考え方とその対応＞

・ 現在までに文献によって沖縄に生育しているヤツマタモクがカラクサモクであ

るとの報告はなされておらず、事業者としてはこれまで確認してきたヤツマタモ

クがカラクサモクであるとの認識には至っていない。なお、ヤツマタモクは本土

に広く分布するホンダワラ属の普通種である。

・ 事業者としては、専門家から以下のとおりコメントがあったことから、専門家の

指導･助言を受けながら既存の資料の中からヤツマタモクの分布域を整理した。

・ ヤツマタモク、カラクサモクの分類整理については、今後も情報収集に努める。

＜専門家のコメント＞

・ 泡瀬地区において分布しているホンダワラ属(Sargassum)にヤツマタモク
(Sargassum patens)が存在することは、事業者の調査においても確認されてい
た。

・ 日本藻類学会において、泡瀬地区に生育しているヤツマタモクはカラクサモク

であるとの口頭発表がなされている。

・ 鹿児島大学水産学部の調査においても沖縄本島（泡瀬、宜野座）及び西表島に

おいてその生息が確認されており、生物分布地理学的には重要と考えられる。

・ 今後の調査と研究が待たれる。

 

＜確認調査の結果＞

・ 藻場分布調査の一環として、平成 16年 11月にヤツマタモクの分布確認調査を行
った。ヤツマタモクは干潟域沖合の岩盤帯を中心に分布し、生育面積の合計は

34.3ha、このうち被度 50％以上の区域が 0.8ha、被度 10～50％の区域が 6.8ha、
被度 10％未満の区域が 26.7ha確認された。
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・ リュウキュウヅタの一品種 Caulerpa sp. 
（レッドデータブック等における位置づけ：なし）

側葉の形成されないリュウキュウズタ（新称）の変種について生育を確認したと

の記者発表がなされ、その後、変種ではなく一品種であるとの訂正がなされた。

＜事業者の考え方とその対応＞

・ リュウキュウズタ（新称）は、平成１５年７月に確認が報告され、その後、事業

者においても存在が確認された種であり、今回発表された種が新たな種であると

の認識には至っていないため、特段の対応は予定していない。

・ クビレズタの一品種 Caulerpa lentillifera
（レッドデータブック等における位置づけ：なし）

球状の葉がないクビレヅタの変種について生育を確認したとの記者発表がなされ、

その後、変種ではなく一品種であるとの訂正がなされたものである。

＜事業者の考え方とその対応＞

・ 今回発表された種が新たな種であるとの認識には至っておらず、特段の対応は予

定していない。

・ 水深６ｍのコアマモ Zostera japonica.

（レッドデータブック：ＤＤ（情報不足））

水深６ｍでコアマモの生育を確認したとの記者発表が行われたものである。

＜事業者の考え方とその対応＞

・ 今回発表された種が新たな種であるとは認識していない。

・ 事業者としては、専門家から以下のとおりコメントがあったことから、専門家の

指導･助言を受けながら確認調査を行った。

・ 今後は、熱田地区において、当面継続的に月 1回の調査を実施していく予定。
＜専門家のコメント＞

・ コアマモは、RDB（環境省）では、DD（情報不足種）。
・ コアマモは、本来淡水の影響をわずかに受ける干潟の上部に生息する。その生

育水深は、これまで報告がなされているのは、深くとも２～３ｍ程度である。

・ 一時的な生育なのか、安定的にそこに生息しているのかにより価値観は変わる

が、少なくとも水深６ｍでの生息情報はこれまで例がない。

・ 学術的には貴重な情報である可能性があり、生息分布についての調査の進展が

望まれる。
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＜確認調査の結果＞

・ 平成16年10月に干潟域沖合の深みや海底地形の湾入部等でのコアマモ分布確認
調査を行った。コアマモは泡瀬地区の工事区域西側と熱田地区の西側で生育が確

認された。群落の大きさは、５～20m程度のものが３～６箇所、生育水深は５～
６mであった。生育場所は干潟域のコアマモ生育域と連続性はなく、干潟のもの
に比べて葉長が長く、最大葉長 25～30cmであった。

平成 16年 8月 23日
（泡瀬干潟生物多様性研究会、日本自然保護協会、泡瀬干潟を守る連絡会）

・ オキナワハナムシロ Zeuxis scalaris
（レッドデータブック等における位置づけ：なし）

殻長 2～3cmの巻貝。沖縄に分布。
・ カゲロウヨフバイ Zeuxis sp.
（レッドデータブック等における位置づけ：なし）

殻長 2.5～3cmの巻貝。奄美大島～沖縄に分布。
・ コウシヒメムシロ Nassarius(Hima) taggartorum
（レッドデータブック等における位置づけ：なし）

 殻長 0.9cmの巻貝。沖縄に分布。今回の報告の中では生貝は確認されていない。
・ ヤマホトトギスMusculista japonica
（レッドデータブック等における位置づけ：なし）

 殻長 2.3cmの二枚貝。房総半島・日本海中南部以南～東南アジアに分布。
・ コバコガイMontrouzieria clathrata
（レッドデータブック等における位置づけ：なし）

 殻長 1cm の二枚貝。沖縄～ニューカレドニアに分布。今回の報告の中では生貝は
確認されていない

＜事業者の考え方とその対応＞

・ 今回発表された貝類５種は、いずれも過去に文献によって確認がされているが、

特段レッドデータブック等で希少性が位置づけられておらず、また、これまで知

られていた分布域を大きく広げるものでもないことから、事業者としては特段の

対応が必要との認識には至っていない。

・ しかしながら、これらの種が発見されたと報告があった場所が、水深 6mのコア
マモが発見されたと報告があった場所の近傍であることから、同時に確認調査を

行った。
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＜確認調査の結果＞

・ 平成 16年 9月に工事区域西側でトラップによる巻貝類の確認調査を行った。採
取された巻貝類の中にカゲロウヨウバイを確認した。なお、コウシヒメムシロは

確認していないものの、オキナワハナムシロに類似するムシロガイ科は確認して

いる。

・ 平成 17年 2月に西防波堤西端の北側でヤマホトトギスの生息を確認した。なお、
これまでの調査でコバコガイは確認されていない。

平成 16年 9月 24日
（泡瀬干潟を守る連絡会、日本自然保護協会、泡瀬干潟生物多様性研究会）

・ スイショウガイ Strombus turturella
（レッドデータブック等における位置づけ：なし）

 殻長 6.5cmの巻貝。房総半島以南～熱帯太平洋に分布。
＜事業者の考え方とその対応＞

・ スイショウガイについては、過去にも発見の報告がなされており、事業者におい

ても確認をしている種である。従って、今回発表された種が新たな種であるとの

認識には至っていないため、特段の対応は予定していない。なお、本種はインド

太平洋に広く分布している水産対象種である。

平成 16年 11月 11日
（泡瀬干潟を守る連絡会）

・ リュウキュウアマモ Cymodocea serrulataの雄花
（レッドデータブック：準絶滅危惧（NT））
 リュウキュウアマモの雄花について確認したと記者発表がなされた。

＜事業者の考え方とその対応＞

・ 今回の発表が新たな種の発見であるとの認識には至っておらず、特段の対応は予

定していない。なお、過去にも与那城町において同様の事例が発見・報告されて

いる他、泡瀬地区については、その後の学会報告もある（野中他 2005年５月，
第 42回沖縄生物学会 口答発表）。
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平成 16年 11月 19日
（泡瀬干潟生物多様性研究会、泡瀬干潟を守る連絡会）

・ フィリピンハナビラガイ Fronsella philippinensis
（レッドデータブック等における位置づけ：なし）

 スジホシムシ（星口動物）に着生する小型の二枚貝（マルスダレガイ目ブンブク

ヤドリガイ科）、大きさ：殻長 10mm、殻高 8mm程度。沖縄諸島～フィリピンに分
布。

＜事業者の考え方とその対応＞

・ フィリピンハナビラガイについては、レッドデータブック等で希少性が位置づけ

られておらず、また、これまで知られていた分布域を大きく広げるものでもない

ことから、事業者としては特段の対応が必要との認識には至っていない。

・ なお、平成 16 年度の干潟生物生息状況調査（夏季）によって東側砂州の周辺
（St.10）でスジホシムシに着生しているのが確認されている。

・ ユンタクシジミ（仮称）Pseudopythina sp. 
（レッドデータブック等における位置づけ：なし）

 スジホシムシに着生する小型の二枚貝、大きさ：殻長 4mm、殻高 2.5mm。
＜事業者の考え方とその対応＞

・ ユンタクシジミ（仮称）については、これまで発見の報告がなされておらず、新

種の可能性も否定できないことから、専門家の指導を受けて確認調査を実施した

が、生息確認には至らなかった。

・ このため、再度専門家の指導を踏まえ、本種がはじめて発見された時期である夏

季に確認調査を行う予定である。
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平成 17年 5月 18日
（泡瀬干潟を守る連絡会）

・ スギノキミドリイシ Acropora formosa の優占群集
（レッドデータブック等における位置づけ：なし）

海上工事区域の西側で最大被度 50％以上、面積 400m2以上の群集を確認したとの記

者発表が行われたものである。

・ リュウキュウキッカサンゴ Echinopora lamellosaの群集
（レッドデータブック等における位置づけ：なし）

海上工事区域の西側で最大被度 30％以上、面積 150m2程度の群集を確認したとの記

者発表が行われたものである。

・ ヒメマツミドリイシ Acropora asperaの優占群集
（レッドデータブック等における位置づけ：なし）

西防波堤北西海域で最大被度 50％以上、面積 2500m2以上の群集域を確認したとの記

者発表が行われたものである。

＜事業者の考え方とその対応＞

・ 今回確認されたサンゴ群集については、レッドデータブック等で希少性が示され

たものではなく、普通種であるものの、サンゴ類についてはワシントン条約で国

際取引が規制され、沖縄県の漁業調整規則でも採捕が禁止されているように、そ

の重要性については認識している。

・ しかしながら、環境影響評価書において｢生息被度 10%未満の区域が一部消失す
ることになるが、当該地区において相対的に高被度である生息被度 10～40%未
満の区域については埋立を回避することにより、全体としてサンゴ類への影響の

低減を図る。｣とする環境保全措置が示されており、海上工事区域西側のサンゴ

群集については、環境影響評価時の状況と大きく変化していないものと判断して

いるが、今後とも専門家の意見を聞きながら、最新の情報収集に努めてまいりた

い。

・ 一方、西防波堤北西部のサンゴ群集については、環境影響評価時以降に発達した

比較的生息被度の高い分布域とみなされることから、今後もサンゴ類分布調査を

行っていく中で、生息状況を調査していくこととする。なお、サンゴ類について

は、平成 12 年度から埋立予定地の周辺で監視調査を継続し、工事に伴う影響を
監視しているところである。

・ なお、サンゴ類広域分布調査では採捕を行わないため外観から判断できる属レベ

ルの分類と群体形状によって区別を行っている。よって、今回、構成種と群集の

大きさを詳細には把握するために西防波堤北西部と海上工事区域西側のサンゴ

群集の確認調査を行った。
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＜確認調査の結果＞

・ 平成17年5～6月に西防波堤北西部と海上工事区域の西側でサンゴ群集の確認調
査を行った。

・ サンゴ群集の大きさは西防波堤北西部で約 29,360m2、海上工事区域の西側で約

870m2であり、優占種は西防波堤北西部でヒメマツミドリイシ、海上工事区域の

西側でスギノキミドリイシ、リュウキュウキッカサンゴ、ヤッコアミメサンゴ、

オヤユビミドリイシ、ホソエダミドリイシが確認された。

・ 海上工事区域西側のサンゴ群集は、全体的に群集中央部の浅所には最近再生した

と考えられる小型の群体や死亡した群体が多く、群集縁辺部で比較的大型の群体

がみられた。このような傾向は、スギノキミドリイシやリュウキュウキッカサン

ゴの群集で特に顕著であった。
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２．各種の確認調査状況

2.1 ヤツマタモク分布調査

2.1.1 調査方法
調査は平成 16年 11月 26日～11月 30日に行った。
調査は、図Ⅱ.2.1.1.1に示す範囲において、ヤツマタモクの分布調査を行った。調査は、
調査船よりダイバーを曳航し観察するマンタ法により行い、分布の中心域では 10m×10m

のコードラートによりスポット調査点を設け、潜水目視観察によりヤツマタモクの生育

被度の他、ホンダワラ類藻場を構成する海藻類の種類や生育被度等の観察を行った。

図Ⅱ.2.1.1.1 ヤツマタモク分布調査位置
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2.1.2 調査結果
スポット調査結果を表Ⅱ.2.1.2.1 に、ヤツマタモクの分布状況を図Ⅱ.2.1.2.1 に、海

底状況を写真Ⅱ.2.1.2.1 に示す。なお、過去の分布状況を図Ⅱ.2.1.2.2 に示す。

ヤツマタモクの生育面積の合計は約34.3 haであり、生育被度50%以上の区域が約0.8ha、

生育被度 10～50%の区域が約 6.8ha、生育被度 10%未満の区域が約 26.7ha であった。ヤツ

マタモクは泡瀬地区の干潟域の沖合に位置する岩盤帯を中心に分布しており、ホンダワ

ラ属やラッパモクとの混生がみられた。平成 16 年 7～8 月の調査結果と比較して、生育

面積が減少するものの、全体的な生育被度は高くなる傾向がみられた。

表Ⅱ.2.1.2.1 スポット調査点における調査結果
調査期日：平成16年11月26～30日

調査項目
調査位置 St.1 St.2

水深（m）水深 1.5～2.5 1.5～2.0
底質(%) 岩盤 95% 70%

砂 + 20%
礫 + 10%

全体被度 85% 40%
ヤツマタモク 80% 35%
ホンダワラ属 +
ラッパモク + 5%
注）　+　は1～5％未満を示す。

※1) 平成 16年度中城湾港泡瀬地区環境監視調査（その 4）
：内閣府沖縄総合事務局平成 16年度実施
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図Ⅱ.2.1.2.1 ヤツマタモクの分布状況（平成 16年 11月 26～30日）
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（ヤツマタモク生育被度：80％、ホンダワラ属：5％未満、ラッパモク：5％未満）

写真Ⅱ.2.1.2.1（1） St.1における海底状況（平成 16年 11月）
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（ヤツマタモク生育被度：35％、ラッパモク：5％）

写真Ⅱ.2.1.2.1（2） St.2における海底状況（平成 16年 11月）
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図Ⅱ.2.1.2.2 ヤツマタモクの分布状況（平成 16年 7月 29日～8月 2日）
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2.2 コアマモ分布調査

2.2.1 調査方法
調査は平成 16 年 10 月 13 日～29 日にかけて行った。 

調査はコアマモが分布する干潟域の沖合い部において、海底地形が湾入したり、防波

堤や砂洲の陸側に位置する比較的静穏と考えられる図Ⅱ.2.2.1.1 の 5 調査範囲におい

て実施した。 

これらの範囲において、潜水踏査により深所に分布するコアマモの概略分布図を作成

した他、分布を代表する箇所において潜水目視観察を実施し、水深、底質、コアマモの

生育被度、その他の海草類の種類及び生育被度について調査を行った

 

図Ⅱ.2.2.1.1 調査位置（平成 16年 10月 13～29日調査）
注）藻場分布図は、内閣府沖縄総合事務局実施の平成 16年 6月の調査結果を示す。
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2.2.2 調査結果
実際に潜水踏査を行った航跡図を図Ⅱ.2.2.2.1 に、確認された深所におけるコアマモ

の分布状況を図Ⅱ.2.2.2.2 に、各スポット調査点および周辺域の状況を表Ⅱ.2.2.2.1

に、確認された調査点の海底状況を写真Ⅱ.2.2.2.1 に示す。 

確認された深所のコアマモ群落は、熱田地区の St.1 と泡瀬地区の St.2 およびその周

辺で確認された。 

熱田地区では、スポット調査点およびその周辺域を含めて、5～10ｍ程度の大きさの

群落が 6ヵ所確認され、ウミジグサ、ウミヒルモ、ホソウミヒルモ及びリュウキュウズ

タが混生して確認された。コアマモの生育被度は 5～10%であり、その他の種類の生育被

度は 1%未満と低かった。生育水深は 5m 程度であり、西側に存在するリーフエッジから

落ち込んだ場所に生育しており、浅所のコアマモとは連続した群落とはなっていなかっ

た。なお、この地点のコアマモの最大葉長は 25～30cm であった。 

泡瀬地区では、スポット調査点およびその周辺域を含めて、10～20ｍ程度の大きさの

群落が 3ヵ所確認され、ウミジグサ、リュウキュウアマモ、ホソウミヒルモ及びウミヒ

ルモ属が混生して確認された。コアマモの生育被度は 5%であり、その他の種類の生育被

度は 1%未満～5%未満と低かった。この地点の生育水深は 6m 程度であり、浅所のコアマ

モとは連続した群落とはなっていなかった。この地点のコアマモの最大葉長は 25～30cm

であった。
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   図Ⅱ.2.2.2.1 コアマモの確認調査位置（平成 16年 10月 13～29日調査）
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表Ⅱ.2.2.2.1  コアマモの確認調査結果

調査期日：平成16年10月13～29日

調査項目
調査位置 St.1 St.2

水深（m）水深 5.3 6.2

底質(%) 砂泥 100 100

コアマモ 5～10% 5%

ウミジグサ ｒ +

マツバウミジグサ

リュウキュウスガモ

リュウキュウアマモ ｒ

ボウバアマモ

ウミヒルモ ｒ

ホソウミヒルモ ｒ +

ウミヒルモ属 ｒ

リュウキュウズタ ｒ

コアマモ
スポット調査点 10ｍ程度

のパッチ
20ｍ程度の細長
いパッチ

分布面積
周辺

5～10ｍ程度の
パッチ
5ヵ所

10ｍ程度
のパッチ

2ヵ所

コアマモの最大葉長（cm） 25～30 25～30

注）　ｒ　は1％未満、+　は1～5％未満を示す。
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図Ⅱ.2.2.2.2(1)  コアマモの分布状況（St.1周辺）

 図Ⅱ.2.2.2.2(2)  コアマモの分布状況（St.2周辺）
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写真Ⅱ.2.2.2.1(1) St.1のコアマモの状況

写真Ⅱ.2.2.2.1(2) St.2のコアマモの状況
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2.3 貝類確認調査 

2.3.1 調査方法 

調査は、平成 16 年 9 月 13 日～14 日に行った。調査は図 2.3.1.1 に示す水深 5.2～6.2m

の砂泥底の 3調査点において行った。調査に用いた貝類を採取するトラップは 500ml のペ

ットボトルを加工し用いた。これらの設置については、トラップの開口部を海底と平行に

横向きに設置する横型（写真 2.3.1.1）とトラップの開口部を海底面と垂直に埋め込み上

向きに設置する縦型（写真 2.3.1.2）の 2 通りの方法を用いた。これらの設置方法により、

各地点において、縦型 2 個、横型 2 個の合計 4 個のトラップを設置し、ほぼ 24 時間静置

した。なお、トラップの餌にはサンマの切り身を使用した。 

    

写真 2.3.1.1横型のトラップ設置状況   写真 2.3.1.2 縦型のトラップ設置状況

図 2.3.1.1 調査位置 

トラップの開口部

トラップの開口部
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2.3.2 調査結果 

採取された巻貝類はムシロガイ科、カゲロウヨウバイおよびトクサバイであった（表

2.3.2.1、写真 2.3.2.1 参照）。採取された巻貝類が最も多かった地点は、St.2 の 83 個体で

あり、次いで St.1 の 40 個体、St.3 の 30 個体であった。なお、これまでムシロガイ科とし

て報告していた巻貝類のうち、ほとんどはカゲロウヨウバイであり、それ以外の 3 個体に

ついては、オキナワハナムシロガイに類似するムシロガイ科であった。なお、縦型と横型

の設置方法の違いにより、採取される巻貝類の量に差が生じる等の顕著な差はみられなか

った。 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.3.2.1 調査結果一覧 

調査位置 St.1 St.2 St.3

水深（m） 6.2m 5.3m 5.2m

底質 泥砂 砂泥（細砂） 砂泥

日時 投入 平成16年9月13日10：15 平成16年9月13日11：00 平成16年9月13日12：20

回収 平成16年9月14日10：05 平成16年9月14日10：40 平成16年9月14日11：20

設置方法 縦型 横型 縦型 横型 縦型 横型

ムシロガイ科 1 1 1

カゲロウヨウバイ 24 15 34 47 14 14

トクサバイ 1 1

合計 40 83 30
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St.1 縦型により採取された巻貝類    St.1 横型により採取された巻貝類

   

St.2 縦型により採取された巻貝類    St.2 横型により採取された巻貝類

   

St.3 縦型により採取された巻貝類    St.3 横型により採取された巻貝類

写真 2.3.2.1 トラップにより採取された巻貝類



24

なお、上記した貝類のトラップを用いた調査とは別に、オサガニヤドリガイ監視調査を行

っていた平成 17年 2月 14日に、調査地点とは離れた泡瀬地区の西防波堤西端の北側にお
いて、ヤマホトトギスを採取した（写真 2.3.2.2、図 2.3.2.1）。採取した地点は、水深が 3
ｍ程度の砂泥底であり、海草藻場の周辺であった。ヤマホトトギスは、採取時、捉糸はな

く、付着基盤ももっていなかったことから、砂泥底に埋没した状態で生息しているものと

考えられた。

写真 2.3.2.2 確認されたヤマホトトギス

採取地点

図 2.3.2.1 ヤマホトトギス採取地点（平成 16年 11月実施藻場分布結果図に示す。）

1ｃｍ
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2.4 ユンタクシジミ確認調査

2.4.1 調査方法
調査は、過去の干潟生物調査でスジホシムシ類に付着したフィリピンハナビラガ

イ及びユンタクシジミ（和名仮称）が確認された泡瀬通信施設地先を中心とし、図
2.4.1.1 に示す範囲において、水深 DL0ｍ付近で、底質が細砂質の分布、海草藻場
の状況を確認しながら現場で適宜、調査地点の配置を行った。各調査地点の位置は
DGPS を用いて位置出しを行い、記録した。調査地点は図 2.4.1.2 に示す 17 地点(No.1
～17)において実施した｡ 

調査は 12 月に 1 回実施した｡調査実施日時は表 2.4.1.1 に示すように、平成 16 年 12 月
20日～22日の３日間の干潮時に行った。
調査は、各調査地点で水中に入り 50cm×50cm の採取区画を 4 区画設定(1 ㎡)し、

スコップ等を用いて深さ 30cm 程度に穴を掘り、掘り出した砂の中からスジホシム
シ類を探すと同時に大型の多毛類、甲殻類（肉眼で確認できるものに限る）の種別、
個体数を記録した。定性的な採取として、調査地点周辺を任意に深さ 30cm 以上掘
り起こしながら水中でふるい、スジホシムシ類を採取した。 
採取されたスジホシムシ類は個体数、大きさ（収縮時体幹長と体幹直径）計測す

るとともに、付着する二枚貝（フィリピンハナビラガイ、ユンタクシジミ）の存在
の有無も確認した。付着する二枚貝が確認された場合は形状タイプの区分を行い、
形状貝類の計測（殻長、殻高）を測定し写真撮影を行った。 

確認された付着二枚貝の内、同定に必要な最低限度の数個体を標本とし、採取した。

表 2.4.1.1 調査実施状況
調査地点 最干潮時刻 潮位(cm)
No.１ 6:50 ～ 7:20
No.２ 7:35 ～ 8:05
No.３ 8:20 ～ 9:05
No.４ 9:15 ～ 9:45
No.５ 9:50 ～ 10:20
No.６ 10:30 ～ 11:00
No.７ 7:00 ～ 7:30
No.８ 7:35 ～ 8:05
No.９ 8:05 ～ 8:35
No.10 8:40 ～ 9:10
No.11 9:15 ～ 9:45
No.12 9:50 ～ 10:20
No.13 10:25 ～ 11:00
No.14 7:00 ～ 7:30
No.15 7:40 ～ 8:30
No.16 8:40 ～ 9:30
No.17 9:40 ～ 11:00

86

94

12月20日

12月21日

12月22日

7:27

8:33

9:34

調査実施日時

74
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ＤＬ０ｍ 

細砂分布域

 

調査対象区域 

図 2.4.1.1 調査対象区域 
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図 2.4.1.2 調査地点位置図 
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2.4.2 調査結果 
採取されたスジホシムシ類の体幹長、体幹直径を表 2.4.2.1 に示す。 

スジホシムシ類が確認された地点は No.9、11、12、16、17 の５地点で、過去の干潟生
物調査で確認された場所に近い地点は No.9のみであった。確認されたいずれの地点も底質
は泥を含んだ細砂でコアマモが生育していた。

表 2.4.2.1 スジホシムシ類の体幹長、体幹直径

採取地点 体幹長(mm) 体幹直径(mm) 備考
No.９ 170 12
No.11 62 7

42 6
69 5
30 4
26 4

No.12 75 5
No.16 71 12

74 12
61 11
55 9
46 9
66 8
47 9
30 6
28 5

No.17 55 9
23 10
182 12 *２枚貝付着

  

12/22調査採取分(2枚貝付着個体を除く)12/21調査採取分
採取されたスジホシムシ類
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No.17 の地点において、スジホシムシ類の側面に付着する２枚貝類１個体を確認
した。なお、スジホシムシの後端に付着するフィリピンハナビラガイの付着個体は
確認できなかった。確認された付着二枚貝類は微小で剥落のおそれがあったため、
殻長、殻高の計測は行わず、付着した状態でホルマリン固定して持ち帰り、現在、
同定を依頼中である。 
日本でのスジホシムシ類に着生する貝類については、以下の種類が報告されてい

る。このうち、過去の干潟生物調査で確認された希少付着貝類は、フィリピンハナ
ビラガイ及びユンタクシジミ（和名仮称）である。 
・フィリピンハナビラガイ Fronsella philippinennsis Habe & Kanazawa,1981 

沖縄県本部町浜元、沖縄市泡瀬、石垣島名蔵湾の３箇所で記録 
(小菅・久保 2002.ちりぼたん 33,Nos.1-4) 

・ユンタクシジミ(和名仮称) Pseudopythina sp. 
石垣島で確認された未記載種(小菅・久保 2002)との関係は不明 

・ハナビラガイ Fronsella ohshimai Habe,1958 
九州以北の温帯日本に分布(小菅・久保 2002) 

・スジホシムシヤドリガイ Nipponomysella subtruncata(Yokohama,1922) 
紀伊半島から九州にかけて潮間帯の砂泥底(奥谷 2000) 
スジホシムシモドキに着生する貝と整理されることもある(小菅・久保 2002) 

・未記載種 

石垣島においてスジホシムシの体表側面に付着する未詳の二枚貝を確認

確認されたスジホシムシ類に付着するニ枚貝
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2.5 サンゴ群集確認調査

2.5.1 調査方法
調査は平成 17年 5月 31日～6月 3日に行った。
調査は、図 2.5.1.1に示す泡瀬干潟を守る連絡会より要請のあった海上工事区域西側の

St.1～6の 6調査点ならびに西防波堤北西部の St.7～8を中心とするサンゴ群集で行った。
調査は、小型船を低速度で走らせながら、箱メガネによる船上目視観察とマンタ法によ

る潜水目視観察により分布範囲の外縁や分布状況の変化点を確認した。また、本調査で

は上記の要請内容にあるサンゴ群集の状況を詳細に確認する必要があるため、海上工事

区域西側のサンゴ群集が特に集中的に分布するような場所では、その群集の広がりを水

中での間縄による簡易測量により計測し図示した。

図 2.5.1.1 調査位置
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2.5.2 調査結果
サンゴ類の分布状況を図 2.5.2.1に、代表種を写真 2.5.2.1に、参考として、平成 8年の

サンゴ類の分布状況を図 2.5.2.2に示す。

西防波堤北西部のサンゴ群集は、ヒメマツミドリイシを主体とするサンゴ群集であり、

面積は約 29,360m2であった。このサンゴ群集は、平成 16年 6月の調査においても面積
2.4ha で確認されており、徐々に増加傾向にあるものと考えられた。一方、サンゴ群集
周辺の海草藻場は、サンゴ群集の成長に伴い減少が顕著であった。

海上工事区域西側の調査点 St.1～6において、まとまったサンゴ群集が確認されたのは、
St.3～6の 4地点であり、このうち St.4と St.5は連続した群集であった。

St.3 における群集面積は、リュウキュウキッカサンゴを主体とする区域が 116 ㎡、オ
ヤユビミドリイシを主体とする区域が 28㎡であった。

St.4～5における群集面積は、スギノキミドリイシを主体とする区域が 434㎡、ホソエ
ダミドリイシを主体とする区域が 114㎡であった。

St.6における群集面積は、ヤッコアミメサンゴを主体とする区域が 179㎡であった。
なお、St.3～6におけるサンゴ群集の全体的な傾向として、群集中央部の浅所には死亡
したサンゴ群体や小型のサンゴ群体が多くみられ、周辺の傾斜部において比較的大型の

サンゴ群体が確認された。したがって、群集中央部の浅所に生息するサンゴ群体は、傾

斜部と比較して新しく、ここ数年の間に再生した新しい群体が多いものと考えられた。

なお、このような傾向は、スギノキミドリイシ群集やリュウキュウキッカサンゴ群集で

特に顕著にみられ、スギノキミドリイシ群集では群集中央部の浅所において、群体下部

の大半が死亡していた。

St.3～6の調査点以外において、周辺にまとまったサンゴ群集は確認されず、分布域と
してみた場合のサンゴ類の生息被度は 1%未満であるものと考えられた。
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図 2.5.2.1 サンゴ類の分布状況

分布状況の拡大図 ヒメマツミドリイシの分布状況

Ｎ

リュウキュウキッカサンゴ スギノキミドリイシ ヤッコアミメサンゴ海上工事区域西側の代表的な
サンゴ群集の状況
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写真 2.5.2.1 調査海域でみられた代表種

スギノキミドリイシ

ヒメマツミドリイシ

オヤユビミドリイシ

リュウキュウキッカサンゴ

ホソエダミドリイシ

ヤッコアミメサンゴ



図 2.5.2.2 平成 8年のサンゴ類分布状況
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別添資料-1 

仮設橋梁・海上工事中の濁りの監視調査結果





仮設橋梁工事モニタリング結果
工事によると考えられる濁りの発生はなかった。

特に流入水路部で基準値を超える濁りが観測されたが、いずれも、降雨による濁水の流入や、

低潮位による底質の巻き上げによるものと考えられた。

海上工事モニタリング結果
基準値を超える濁りは観測されなかった。

＜濁り監視地点の配置＞

地点 区 分 濁り監視地点の考え方（役割）

St.1 クビレミドロ生息地 生息地の濃度

St.2 海上工事箇所からの拡散

St.3 海上工事・仮設橋梁工事箇所からの拡散

St.4

クビレミドロ基本監視

海上工事箇所からの拡散

St.5 海上工事箇所からの拡散

St.6 海上工事箇所からの拡散、仮設橋梁工事箇所からの拡散

St.7

クビレミドロ補助監視

海上工事箇所からの拡散

St.8 南東への拡散（海藻草類、サンゴ等）

St.9
海上工事の監視

南への拡散（海藻草類、サンゴ等）

St.10 クビレミドロ生息地への拡散

St.11 トカゲハゼ・オキナワヤワラガニ生息地周辺の濃度、生息地への拡散

St.12 クビレミドロ生息地への拡散

St.13 東への拡散、クビレミドロ生息地への拡散

St.14 西への拡散

St.15

仮設橋梁工事の監視

トカゲハゼ・オキナワヤワラガニ生息地周辺の濃度

St.16 比屋根湿地等からの流入

St.17
流入部負荷量の調査

比屋根湿地等からの流入

St.18 東への拡散

St.19 西への拡散

St.20 南東への拡散

St.21 南西への拡散

St.22

仮設橋梁工事の監視

南への拡散

St.23 南への拡散（海藻草類、サンゴ等）

St.24 南東への拡散（海藻草類、サンゴ等）

St.25 東への拡散（海藻草類、サンゴ等）

St.26

海上工事の監視

北西への拡散（海藻草類、サンゴ等）

St.A 流入部負荷量の調査 市街地からの流入

別添-1 



中城湾港泡瀬地区環境監視調査（その３）濁り監視調査４

ss（mg/l）観測結果および降雨量(mm)
観測日

定時観測 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

天気 晴れ 晴れ 晴れ 曇り
時々雨

晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り時々
晴れ

曇り時々
小雨

晴れ
時々曇り 晴れ 晴れ

時々曇り 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 曇り
曇り時々
晴れ

曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り - - - - - 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ

風向 W～NW W～WNW NNW～W NE～W SE～ESE SE～NNW E～NE E～SE E E～SW ESE E NNE E NE～E NE～E NE～E NE～E E～ENE E～ENE NE NE E E SE SE SE～S SE～S E～NNW NE E ESE～NE E～NE ENE～NE E ESE SSW SSW S SSE E～S E～SSE E ENE E E - - - - - SE E NE N NNW NNW NNW WNW WNW NW～WNW NW～WNW W～E NNW～S

風力 １～2 １～2 １～2 １～2 0～1 1 0～1 1～3 0～1 0～1 1 1～3 2～3 4～5 2～4 2～4 0 0.0 3～4 4～6 4 5 7 7 7 6 1～4 2～3 1 2～3 1～2 2～3 3～5 3～4 7 9 8 8 2～3 1～2 0～2 1～2 3 3 5 5 - - - - - 4 3 3 3 4 4 4 5 5 ４～５ 3～5 1～2 1～3

降水量（mm） 0.0 0.0 0.0 4.0 0.0 0.0 1.0 15.0 1.0 11.0 0.0 0.0 2.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0 1.0 1.0 0.0 0.0 11.0 0.0 0.0 0.0 7.0 0.0 0.0 0.0 4.0 1.0 28.0 0.0 0.0 32.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 9.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 22.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 下げ潮 下げ潮 下げ潮 下げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 上げ潮 上げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 干潮 満潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 - - - - - 満潮 干潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮

潮位 74 70 113 39 154 23 187 23 205 39 206 65 190 94 171 140 147 158 126 172 112 182 102 184 89 157 89 137 103 116 121 99 152 87 185 92 193 53 214 68 220 79 218 105 207 140 183 176 155 198 111 197 90 201 83 176 90 139 113 116 147 80 184 69

ｓｔ．１
ｸﾋ ﾚ゙ﾐﾄ ﾛ゙生息地

2.8 - 3.3 - 2.2 - 1.5 - 1.2 - 1.7 3.8 1.9 2.1 1.3 1.4 1.5 2.1 1.8 1.8 - - - - - - 2.4 3.2 2.5 3.8 2.0 - 2.4 - - - - - 2.3 - 1.9 - 1.2 1.1 1.8 - - - - - - - - - - - - - - - 3.1 - 2.0 -

ｓｔ．３ 4.9 3.6 1.8 9.6 1.4 4.5 3.1 4.3 2.8 5.3 <1 2.5 1.1 1.4 1.2 1.2 <1 1.7 1.3 1.6 - - - - - - 4.6 2.4 2.6 2.8 2.0 2.5 1.8 2.8 - - - - 2.9 3.5 1.5 2.9 1.8 1.5 1.4 - - - - - - - - - - - - - - - 2.2 2.1 1.4 2.7

ｓｔ．６ 3.1 3.3 1.3 1.3 <1 1.4 1.8 2.3 2.5 2.9 <1 1.1 <1 1.2 <1 <1 <1 <1 <1 <1 - - - - - - 1.8 2.3 1.9 2.2 1.9 2.3 1.9 2.7 - - - - 2.1 2.3 1.3 1.7 <1 1.1 1.1 - - - - - - - - - - - - - - - 1.8 1.7 1.3 1.4

ｓｔ．10 5.3 6.1 8.3 6.0 8.4 6.2 2.3 5.9 2.2 5.5 2.9 6.1 2.8 4.5 6.3 5.1 3.1 4.3 3.6 4.2 - - - - - - 6.4 3.9 5.5 5.5 4.1 6.6 8.1 7.0 - - - - 2.9 5.2 4.3 5.3 2.6 4.3 2.6 - - - - - - - - - - - - - - - 3.1 8.0 3.0 5.5

ｓｔ．11 4.8 7.5 11 15 5.9 5.1 3.8 7.7 4.6 3.9 4.9 6.8 5.4 4.7 6.9 7.7 5.1 6.6 6.7 8.7 - - - - - - 6.9 5.3 4.6 5.9 5.4 6.5 5.6 12 - - - - 4.3 4.5 2.6 4.2 4.0 2.8 5.8 - - - - - - - - - - - - - - - 6.5 13 4.4 8.9

ｓｔ．12 3.6 5.5 7.6 7.6 4.7 9.5 4.0 5.1 1.5 4.2 1.9 5.0 2.8 4.4 4.3 2.4 3.2 2.9 3.6 3.1 - - - - - - 4.0 3.8 4.1 4.8 3.5 4.9 4.4 5.7 - - - - 2.7 6.4 2.3 4.8 1.6 2.9 2.8 - - - - - - - - - - - - - - - 3.7 5.3 2.3 6.1

ｓｔ．13 5.8 6.1 10 12 6.8 8.9 5.9 4.0 5.0 4.6 4.8 4.8 3.7 5.5 7.4 4.7 4.0 5.9 6.4 7.5 - - - - - - 3.6 4.2 4.9 5.2 5.0 7.2 5.4 7.5 - - - - 6.6 4.8 5.2 5.3 4.2 3.0 6.7 - - - - - - - - - - - - - - - 5.8 8.9 4.6 5.1

ｓｔ．14 10 8.0 11 8.8 5.3 6.1 8.6 4.5 5.7 5.2 5.2 3.8 7.0 7.9 5.9 5.8 4.2 6.1 5.4 7.4 - - - - - - 5.5 6.2 5.5 5.4 4.1 5.4 6.7 7.8 - - - - 5.4 3.9 4.1 4.1 3.2 4.9 7.0 - - - - - - - - - - - - - - - 5.9 9.1 6.4 5.1

ｓｔ．15 9.6 9.2 9.0 22 9.2 38 6.1 24 7.8 23 2.9 7.9 3.3 8.0 5.8 9.2 10 10 6.4 9.0 17 17 18 - - - 12 13 6.2 13 8.8 11 9.7 10 17 - - 21 5.8 13 4.7 9.9 3.1 5.6 9.2 8.4 - - - - - 6.8 8.4 8.9 14 17 7.9 11 6.2 11 4.4 5.3 2.5 3.1

ｓｔ．18 4.2 7.7 2.1 4.3 <1 4.0 2.5 5.8 3.2 5.8 1.4 - <1 4.0 1.2 3.0 1.3 2.2 1.4 2.1 - - - - - - 5.5 3.1 3.1 2.8 1.9 2.9 2.3 3.3 - - - - 2.8 - 1.7 - 1.6 2.1 1.7 - - - - - - - - - - - - - - - 3.3 2.9 3.0 -

ｓｔ．19 - 7.2 1.7 - <1 - 2.3 - 2.9 - <1 - <1 1.2 1.2 2.0 1.5 1.9 1.6 1.8 - - - - - - 2.1 2.6 - - 2.2 2.9 2.8 - - - - - 2.8 - 1.2 - 1.0 1.8 1.8 - - - - - - - - - - - - - - - 2.4 - 2.2 -

ｓｔ．20 4.5 4.1 2.0 2.4 1.1 3.0 2.6 4.0 3.4 4.4 1.2 1.8 1.5 2.6 1.1 1.8 <1 1.9 <1 1.8 - - - - - - 3.0 2.4 3.1 2.4 1.9 2.8 2.7 3.6 - - - - 2.7 3.3 1.6 2.2 1.6 1.8 1.4 - - - - - - - - - - - - - - - 1.6 2.8 1.4 2.6

ｓｔ．21 3.3 4.4 1.9 3.2 1.2 6.7 2.5 - 2.9 5.7 1.2 - 1.0 1.5 1.2 1.9 1.3 1.9 1.7 2.2 - - - - - - 2.7 2.1 2.2 2.4 2.3 2.9 2.4 3.3 - - - - 2.9 2.9 1.2 - 1.6 2.1 1.9 - - - - - - - - - - - - - - - 2.6 2.8 1.5 3.0

ｓｔ．22 3.5 4.9 1.4 2.4 1.2 1.2 2.2 2.4 2.9 3.2 1.3 1.6 <1 1.2 2.0 1.8 1.4 1.6 1.3 1.6 - - - - - - 2.0 2.0 2.1 2.2 1.8 3.1 1.8 3.2 - - - - 2.9 2.0 1.3 2.1 1.3 1.8 1.9 - - - - - - - - - - - - - - - 1.9 2.7 1.5 2.0

※　観測値は、定時観測 （10時、15時）の１日２回、上層（水面より50cm）、中層（上下層の中間）、下層（底下20cm）の各値の平均値とした。
※　天気･風向は定時観測時における現地確認とした。
※　降雨量は沖縄市胡屋観測所のデータを用い、12時間(0時～12時、12時～24時)の合計を示した。
※　潮位は中城湾検潮所における定時観測値を使用した。

8/1(日)7/31(土) 8/6(金) 8/7(土) 8/９（月） 8/10（火） 8/15（日） 8/24（火）8/2(月) 8/20(金) 8/21(土)8/13(金) 8/14(土) 8/16(月) 8/22(日) 8/23(月)8/8（日） 8/29(日) 8/30月) 8/31（火）8/26(木) 8/27(金) 8/28(土)8/5(木)8/4(水)8/3(火) 8/11(水) 8/12(木) 8/17(火) 8/18(水) 8/19(木) 8/25(水)

<1

10

20

30

40

50

60

10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

7/31(土) 8/1(日) 8/2(月) 8/3(火) 8/4(水) 8/5(木) 8/6(金) 8/7(土) 8/8（日） 8/９（月） 8/10（火） 8/11(水) 8/12(木) 8/13(金) 8/14(土) 8/15（日） 8/16(月) 8/17(火) 8/18(水) 8/19(木) 8/20(金) 8/21(土) 8/22(日) 8/23(月) 8/24（火） 8/25(水) 8/26(木) 8/27(金) 8/28(土) 8/29(日) 8/30月) 8/31（火）

ss(mg/l)
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

mm(12h)

降水量（mm）

ｓｔ．１
ｸﾋ ﾚ゙ﾐﾄ ﾛ゙生息地
ｓｔ．３

ｓｔ．６

ｓｔ．10

ｓｔ．11

ｓｔ．12

ｓｔ．13

ｓｔ．14

ｓｔ．15

ｓｔ．18

ｓｔ．19

ｓｔ．20

ｓｔ．21

ｓｔ．22

杭打設 杭打設杭打設

st.A
st.17

st.15

st.16 st.14
st.13

st.18st.19

st.20

st.1

st.3

st.6

st.10
st.11

st.21 st.22

st.12
打設部

杭打設 杭打設

台風13号接
近による荒天
により欠測

台風1５
号接近
による荒
天により
欠測

台風17号接近による荒
天により欠測

杭打設

台風16号接近による荒天により海上調
査地点欠測

台風17号接近による荒天により海上調
査地点欠測

台風16号接近台風17号接近台風15号接近台風13号接近

台風1５号接近に
よる荒天により海
上調査地点欠測

台風13号接近による荒天
により海上調査地点欠測

海域観測地点データ

別
添
－
2



中城湾港泡瀬地区環境監視調査（その３）濁り監視調査４

ss（mg/l）観測結果および降雨量(mm)
観測日

定時観測 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

天気 晴れ 晴れ 晴れ 曇り
時々雨

晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り時々
晴れ

曇り時々
小雨

晴れ
時々曇り 晴れ 晴れ

時々曇り 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 曇り
曇り時々
晴れ

曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り - - - - - 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ

風向 W～NW W～WNW NNW～W NE～W SE～ESE SE～NNW E～NE E～SE E E～SW ESE E NNE E NE～E NE～E NE～E NE～E E～ENE E～ENE NE NE E E SE SE SE～S SE～S E～NNW NE E ESE～NE E～NE ENE～NE E ESE SSW SSW S SSE E～S E～SSE E ENE E E - - - - - SE E NE N NNW NNW NNW WNW WNW NW～WNW NW～WNW W～E NNW～S

風力 １～2 １～2 １～2 １～2 0～1 1 0～1 1～3 0～1 0～1 1 1～3 2～3 4～5 2～4 2～4 4～5 2～4 3～4 4～6 4 5 7 7 7 6 1～4 2～3 1 2～3 1～2 2～3 3～5 3～4 7 9 8 8 2～3 1～2 0～2 1～2 3 3 5 5 - - - 4 3 3 3 4 4 4 5 5 4～5 3～5 1～2 1～3

降水量（mm） 0.0 0.0 0.0 4.0 0.0 0.0 1.0 15.0 1.0 11.0 0.0 0.0 2.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0 1.0 1.0 0.0 0.0 11.0 0.0 0.0 0.0 7.0 0.0 0.0 0.0 4.0 1.0 28.0 0.0 0.0 32.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 9.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 22.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0

潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 下げ潮 下げ潮 下げ潮 下げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 上げ潮 上げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 干潮 満潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 - - - - - 満潮 干潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮

潮位 74 70 113 39 154 23 187 23 205 39 206 65 190 94 171 140 147 158 126 172 112 182 102 184 89 157 89 137 103 116 121 99 152 87 185 92 193 53 214 68 220 79 218 105 207 140 183 176 155 198 111 197 90 201 83 176 90 139 113 116 147 80 184 69

ｓｔ．16 15 17 9.6 13 7.9 29 6.3 14 12 86 4.8 14 4.6 13 8.2 13 11 16 11 14 14 18 30 16 32 43 20 30 21 17 12 16 10 17 8.9 - 13 14 12 52 5.4 17 4.6 20 15 16 - - - - - 8.2 15 11 17 16 14 14 20 13 8.5 8.7 2.0 3.1

ｓｔ．17 10 7.7 6.5 25 12 39 5.8 39 7.6 211 3.5 7.7 6.2 20 9.8 15 18 22 14 18 13 17 25 45 50 34 23 24 8.0 16 16 14 9.0 7.9 10 42 18 15 6.8 45 5.5 13 5.1 11 9.5 13 - - - - - 7.9 14 10 14 16 13 18 12 27 3.6 4.7 2.6 4.9

ｓｔ．A 8.7 8.7 5.8 5.5 4.8 7.5 3.3 2.5 8.6 112 5.2 4.5 4.9 6.3 12 7.5 10 20 8.3 17 20 40 9.5 11 21 24 19 11 <1 19 13 8.3 13 8.1 16 11 23 16 14 9.7 11 5.5 4.3 11 6.0 8.7 - - - - - 19 13 15 12 15 15 13 13 11 3.3 3.3 2.0 2.3

※　観測値は、定時観測 （10時、15時）の１日２回、上層（水面より50cm）、中層（上下層の中間）、下層（底下20cm）の各値の平均値とした。
※　天気･風向は定時観測時における現地確認とした。
※　降雨量は沖縄市胡屋観測所のデータを用い、12時間(0時～12時、12時～24時)の合計を示した。
※　潮位は中城湾検潮所における定時観測値を使用した。

7/31(土) 8/1(日) 8/14(土)8/4(水) 8/5(木) 8/10(火) 8/11(水)8/6(金) 8/7(土) 8/12(木) 8/13(金)8/8（日） 8/9(月)8/2(月) 8/3(火) 8/19(木) 8/20(金) 8/21(土) 8/22(日)8/15（日） 8/16(月) 8/17(火) 8/18(水) 8/23(月) 8/24（火） 8/25(水) 8/26(木) 8/31（火）8/27(金) 8/28(土) 8/29(日) 8/30月)

<1
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10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

7/31(土) 8/1(日) 8/2(月) 8/3(火) 8/4(水) 8/5(木) 8/6(金) 8/7(土) 8/8（日） 8/9(月) 8/10(火) 8/11(水) 8/12(木) 8/13(金) 8/14(土) 8/15（日） 8/16(月) 8/17(火) 8/18(水) 8/19(木) 8/20(金) 8/21(土) 8/22(日) 8/23(月) 8/24（火） 8/25(水) 8/26(木) 8/27(金) 8/28(土) 8/29(日) 8/30月) 8/31（火）

ss(mg/l)
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

mm(12h)

降水量
（mm）

ｓｔ．16

ｓｔ．17

ｓｔ．A

杭打設杭打設杭打設 杭打設杭打設

st.A
st.17

st.15

st.16 st.14
st.13

st.18st.19

st.20

st.1

st.3

st.6

st.10
st.11

st.21 st.22

st.12
打設部

台風17号接近による
荒天により欠測

杭打設

台風13号接近

台風15号接近

台風17号接近 台風16号接近

流入水路部観測地点データ

別
添
－
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中城湾港泡瀬地区環境監視調査（その３）濁り監視調査４

ss（mg/l）観測結果および降雨量(mm)
観測日

定時観測 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

天気 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り - - - - 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り時々
雨 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 雨 曇り - - 晴れ 曇り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

風向 ESE ESE SSE～ESE WSW～W ENE～NE ENE～NNE NNE NNE - - - - SW～SSW W～SW NE ENE ESE～SE SE SE S SE SE SE SE SE～SSW S～SSW SSE～ESE S～SW ESE～SSE ESE SE SE～ESE ESE～SE E～SE ESE～E ESE～E NE～E E～ESE ESE SE S～SE WSW E～SSE SSW～SSE SE～ESE SE N～ENE NNE～ENE NE～EN ENE - - SSE S ＳＷ ＷＳＷ NW～WNW NW～NNW NE～NNE N～NE

風力 1～2 1～2 0～2 0～3 １～3 2～4 5 6 - - - - １～３ １～３ １～２ ３～４ ２～４ ３～４ ４～６ 5.0 3 5 ２～４ １～４ １～３ １～４ １～３ １～４ ２～３ ２～３ １～３ ０～３ １～３ ０～３ ２～３ 2 １～３ １～３ 1 ０～２ １～３ 1 ０～２ １～２ １～３ ０～２ 1 ２～３ １～２ ３～５ - - 6 6 7 5 1～３ 2～4 0～3 2～4

降水量（mm） 0.0 0.0 0.0 3.0 0.0 0.0 0.0 1.0 43.0 63.0 62.0 29.0 1.0 0.0 0.0 0.0 1.0 2.0 4.0 3.0 19.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 9.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0 6.0 21.0 2.0 44.0 1.0 0.0 1.0 4.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

潮 下げ潮 干潮 下げ潮 干潮 下げ潮 干潮 満潮 下げ潮 - - - - 上げ潮 干潮 上げ潮 干潮 上げ潮 干潮 干潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 干潮 満潮 下げ潮 下げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮

潮位 208 65 219 73 216 96 217 132 236 195 141 116 131 146 95 144 81 152 74 149 67 141 80 127 92 104 115 83 143 69 172 58 190 57 200 72 196 91 177 118 145 141 112 161 79 174 56 170 54 162 90 142 96 113 127 93 158 83 179 75

ｓｔ．１
ｸﾋ ﾚ゙ﾐﾄ ﾛ゙生息地

2.0 - 3.3 - 1.7 1.9 - - - - - - 2.8 3.0 2.0 1.6 - 1.8 - - 5.4 2.6 2.2 1.9 1.8 2.7 1.8 <1 1.1 - 1.8 - 1.8 - 1.3 - 1.4 1.3 1.4 1.2 1.2 1.4 1.4 1.2 - 1.2 - 1.6 - 2.0 - - - - - - 1.5 - 1.3 -

ｓｔ．３ 1.2 2.7 1.3 2.9 1.4 2.6 - - - - - - 2.0 1.7 1.4 1.7 1.2 1.7 2.8 - 3.3 1.5 2.4 1.2 2.3 2.1 2.0 1.9 1.5 1.8 1.9 2.1 1.4 3.4 <1 2.4 1.0 2.4 1.2 1.6 <1 1.5 <1 1.8 1.2 1.5 1.9 1.9 2.9 1.5 - - - - - - 1.9 2.5 1.4 1.6

ｓｔ．６ 1.2 1.6 1.1 1.5 1.3 1.8 - - - - - - 1.5 1.1 1.4 1.3 1.1 1.4 1.4 - 1.9 1.6 1.2 1.4 1.1 1.2 1.1 1.4 1.2 1.3 1.4 1.6 1.3 1.8 1.1 1.6 <1 1.1 <1 1.2 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.4 1.0 <1 1.3 - - - - - - 1.6 1.6 1.6 1.5

ｓｔ．10 3.4 6.7 4.0 7.0 2.6 6.8 - - - - - - 3.6 4.4 3.6 5.5 3.6 4.7 4.3 - 6.9 6.4 3.4 4.3 3.9 4.4 4.4 5.5 3.2 5.0 4.6 5.6 3.8 6.6 3.5 5.7 2.8 7.0 4.8 5.0 4.2 5.2 5.8 3.3 2.1 5.0 3.9 4.9 5.1 - - - - - - - 3.3 7.2 2.9 8.7

ｓｔ．11 5.8 9.6 6.0 7.1 4.7 5.0 - - - - - - 5.0 4.6 3.2 5.4 3.9 5.6 6.3 - 11 7.8 5.1 3.9 3.4 6.5 6.1 11 4.9 6.1 4.8 7.4 6.5 5.7 6.1 6.2 11 7.5 6.8 6.6 6.6 4.2 5.4 5.7 4.3 5.8 5.0 4.8 6.1 - - - - - - - 8.6 8.5 4.5 8.2

ｓｔ．12 2.2 6.0 3.8 7.0 2.5 4.6 - - - - - - 5.1 3.7 3.7 4.5 4.7 4.4 4.6 - 6.5 5.4 3.9 4.2 4.2 4.8 4.8 6.0 2.4 5.1 4.6 5.0 4.2 6.0 2.9 6.4 3.2 6.5 4.3 6.3 3.3 2.3 5.0 5.1 4.4 3.8 4.5 4.3 5.3 - - - - - - - 2.3 5.3 2.2 4.6

ｓｔ．13 5.3 6.7 9.4 8.1 5.1 5.2 - - - - - - 5.0 6.4 4.2 4.9 4.4 4.2 5.2 - 6.2 7.9 4.2 4.7 3.8 5.6 3.8 9.0 4.1 5.0 3.9 4.4 4.6 4.5 7.6 6.5 7.6 7.2 5.9 5.7 5.6 5.9 4.9 5.8 5.7 6.2 4.3 7.4 6.3 - - - - - - - 4.8 8.1 4.4 5.1

ｓｔ．14 4.9 6.3 8.1 6.2 6.9 6.5 - - - - - - 5.0 7.0 3.2 4.1 3.8 4.2 5.1 - 4.9 5.3 2.8 2.8 3.1 3.9 5.9 5.1 2.7 4.9 5.5 5.5 6.9 4.6 5.2 6.5 6.3 6.7 8.0 6.0 7.7 4.6 4.6 5.3 2.9 6.0 4.0 6.1 4.5 - - - - - - - 4.9 6.3 4.0 4.7

ｓｔ．15 2.7 4.7 2.8 2.6 1.9 3.3 4.6 4.2 - - - - 2.5 3.5 4.0 4.5 12 3.0 13 5.1 12 9.2 7.6 3.5 4.0 3.0 1.9 14 4.0 13 3.7 11 2.8 10 3.5 9.2 3.0 8.7 1.9 5.1 6.4 1.4 1.9 3.2 3.5 2.5 2.5 2.5 16 7.8 - - 11 7.6 8.9 12 2.5 6.6 1.8 5.6

ｓｔ．18 1.4 5.0 1.6 4.5 1.4 5.0 - - - - - - 3.1 2.2 1.5 2.0 2.4 2.6 3.4 - 2.1 2.4 1.6 1.9 2.0 2.1 1.9 2.8 2.1 - 1.3 5.1 1.5 5.6 1.4 5.9 1.3 1.8 1.3 2.7 1.1 1.1 1.2 1.5 1.1 1.4 - 1.4 5.6 - - - - - - - 2.1 2.5 2.1 2.9

ｓｔ．19 1.5 - 1.9 - 2.1 - - - - - - - 1.5 2.7 1.4 1.5 - 3.1 - - - 1.5 - 1.4 1.1 2.3 1.6 - 1.9 - 1.6 - 1.4 - 1.1 - 1.3 2.5 1.1 1.5 <1 1.1 <1 1.1 1.4 1.5 - 1.5 - - - - - - - - 2.2 - 3.4 -

ｓｔ．20 1.5 4.9 1.6 2.9 1.5 2.8 - - - - - - 2.2 1.7 1.3 2.0 1.3 2.0 1.4 - 1.5 1.1 1.2 1.5 1.5 1.8 1.6 2.2 1.3 2.4 1.5 2.9 1.6 5.2 1.3 1.7 1.3 1.6 1.6 2.0 1.1 1.5 1.1 1.7 1.2 1.4 1.3 1.4 2.9 2.3 - - - - - - 1.7 2.3 1.6 2.5

ｓｔ．21 1.5 3.5 2.0 5.7 1.8 5.9 - - - - - - 2.0 2.0 1.5 2.1 1.6 1.5 <1 - 1.6 1.3 1.2 <1 1.3 1.1 1.8 1.5 1.1 - 1.2 8.9 1.6 - 1.2 6.6 1.3 2.4 1.3 1.3 <1 1.0 <1 1.1 <1 1.2 - 1.7 - - - - - - - - 1.6 2.1 2.2 2.2

ｓｔ．22 1.4 3.7 1.5 2.6 1.4 2.8 - - - - - - 2.2 2.2 1.7 1.7 1.2 1.6 <1 - 1.3 <1 <1 <1 1.1 1.0 1.8 1.5 1.3 2.0 1.4 2.9 1.7 2.1 1.5 2.7 1.1 1.9 1.4 1.6 <1 1.1 <1 1.3 <1 1.4 1.4 1.4 1.3 - - - - - - - 1.7 2.3 1.8 1.9

※　観測値は、定時観測 （10時、15時）の１日２回、上層（水面より50cm）、中層（上下層の中間）、下層（底下20cm）の各値の平均値とした。
※　天気･風向・風力は定時観測時における現地確認とした。
※　降雨量は沖縄市胡屋観測所のデータを用い、12時間(0時～12時、12時～24時)の合計を示した。
※　潮位は中城湾検潮所における定時観測値を使用した。

９/６(月)９/５(日)９/４(土) ９/12(日) ９/13(月) ９/18(土) ９/19(日) ９/20(月) ９/26(日) ９/30(木)９/27(月) ９/28(火) ９/29(水)９/25（土）９/３(金) ９/21(火) ９/22(水)９/14(火) ９/15(水) ９/1７(金) ９/23(木) ９/24(金)９/９（木） ９/16（木）９/７(火) ９/８(水) ９/10（金） ９/11（土）９/２(木)９/1(水)
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10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

９/1(水) ９/２(木) ９/３(金) ９/４(土) ９/５(日) ９/６(月) ９/７(火) ９/８(水) ９/９（木） ９/10（金） ９/11（土） ９/12(日) ９/13(月) ９/14(火) ９/15(水) ９/16（木） ９/1７(金) ９/18(土) ９/19(日) ９/20(月) ９/21(火) ９/22(水) ９/23(木) ９/24(金) ９/25（土） ９/26(日) ９/27(月) ９/28(火) ９/29(水) ９/30(木)

ss(mg/l)
0.0
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mm(12h)

降水量（mm）

ｓｔ．１
ｸﾋ ﾚ゙ﾐﾄ ﾛ゙生息地
ｓｔ．３

ｓｔ．６

ｓｔ．10

ｓｔ．11

ｓｔ．12

ｓｔ．13

ｓｔ．14

ｓｔ．15

ｓｔ．18

ｓｔ．19

ｓｔ．20

ｓｔ．21

ｓｔ．22

杭打設 杭打設

台風18号接近による
荒天により欠測

台風18号接近

台風18号接近による荒
天により海上調査地点欠
測

杭打設 杭打設 杭打設

強風により海上調査地点欠測

強風

杭打設 杭打設 杭打設 杭打設 杭打設 杭打設 杭打設 杭打設

台風21号接近

台風21号接近による
荒天により欠測

台風21号接近によ
る荒天により海上調
査地点欠測

台風21号接近による荒
天により海上調査中断

杭打設
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中城湾港泡瀬地区環境監視調査（その３）濁り監視調査４

ss（mg/l）観測結果および降雨量(mm)
観測日

定時観測 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

天気 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り - - - - 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り
時々雨

晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 雨 曇り － － 晴れ 曇り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

風向 ESE ESE SSE～ESE WSW～W ENE～NE ENE～NNE NNE NNE - - - - SW～SSW W～SW NE ENE ESE～SE SE SE S SE SE SE SE SE～SSW S～SSW SSE～ESE S～SW ESE～SSE ESE SE SE～ESE ESE～SE E～SE ESE～E ESE～E NE～E E～ESE ESE SE S～SE WSW E～SSE SSW～SSE SE～ESE SE N～ENE NNE～ENE NE～EN ENE － － SSE S ＳＷ ＷＳＷ NW～WNW NW～NNW NE～NNE N～NE

風力 1～2 1～2 0～2 0～3 １～3 2～4 5 6 - - - - １～３ １～３ １～２ ３～４ ２～４ ３～４ ４～６ 5 3 5 ２～４ １～４ １～３ １～４ １～３ １～４ ２～３ ２～３ １～３ ０～３ １～３ ０～３ ２～３ 2 １～３ １～３ 1 ０～２ １～３ 1 ０～２ １～２ １～３ ０～２ 1 ２～３ １～２ ３～５ － － 6 6 7 5 1～３ 2～4 0～3 2～4

降水量（mm） 0.0 0.0 0.0 3.0 0.0 0.0 0.0 1.0 43.0 63.0 62.0 29.0 1.0 0.0 0.0 0.0 1.0 2.0 4.0 3.0 19.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 9.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0 6.0 21.0 2.0 44.0 1.0 0.0 1.0 4.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

潮 下げ潮 干潮 下げ潮 干潮 下げ潮 干潮 満潮 下げ潮 - - - - 上げ潮 干潮 上げ潮 干潮 上げ潮 干潮 干潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 干潮 満潮 下げ潮 下げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮

潮位 208 65 219 73 216 96 217 132 236 195 141 116 131 146 95 144 81 152 74 149 67 141 80 127 92 104 115 83 143 69 172 58 190 57 200 72 196 91 177 118 145 141 112 161 79 174 56 170 54 162 90 142 96 113 127 93 158 83 179 75

ｓｔ．16 1.7 4.4 2.3 4.9 2.0 5.3 2.0 6.0 - - - - 11 11 8.7 11 16 13 13 8.2 30 12 8.7 12 7.6 9.2 6.6 5.6 5.6 8.2 4.5 8.7 7.1 9.2 7.1 9.2 4.0 9.2 3.0 9.2 7.6 9.2 11 13 8.7 7.6 7.1 14 26 16 - - 35 12 27 19 6.1 9.2 3.5 8.2

ｓｔ．17 1.7 4.7 1.7 5.3 2.3 4.2 3.6 4.9 - - - - 7.7 6.6 7.6 7.6 7.6 16 11 19 35 15 9.2 17 7.6 14 4.0 14 3.0 4.0 3.5 9.7 4.0 8.2 6.1 13 4.5 5.1 8.2 8.7 8.7 3.5 11 7.1 4.5 5.1 3.5 12 36 20 - - 15 23 15 14 2.5 27 3.0 4.0

ｓｔ．A 1.5 1.5 2.3 3.3 1.5 2.3 3.6 3.1 - - - - 4.6 4.0 2.5 2.5 5.1 13 5.6 4.5 27 9.7 4.0 14 5.1 8.2 1.9 4.0 3.0 2.5 5.6 3.5 5.1 4.0 2.5 4.0 3.5 6.1 6.1 4.0 8.7 17 9.2 7.6 2.5 8.2 8.2 12 17 11 - - 14 9.2 25 11 6.1 6.6 4.0 4.0

※　観測値は、定時観測 （10時、15時）の１日２回、上層（水面より50cm）、中層（上下層の中間）、下層（底下20cm）の各値の平均値とした。
※　天気･風向・風力は定時観測時における現地確認とした。
※　降雨量は沖縄市胡屋観測所のデータを用い、12時間(0時～12時、12時～24時)の合計を示した。
※　潮位は中城湾検潮所における定時観測値を使用した。

９/28(火) ９/29(水) ９/30(木)９/24(金) ９/25（土） ９/26(日) ９/27(月)９/16（木） ９/1７(金) ９/18(土) ９/19(日) ９/20(月) ９/21(火) ９/22(水) ９/23(木)９/９（木） ９/10（金）９/３(金) ９/４(土) ９/15(水)９/５(日) ９/６(月) ９/11（土） ９/12(日)９/７(火) ９/８(水) ９/13(月) ９/14(火)９/1(水) ９/２(木)
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10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

９/1(水) ９/２(木) ９/３(金) ９/４(土) ９/５(日) ９/６(月) ９/７(火) ９/８(水) ９/９（木） ９/10（金） ９/11（土） ９/12(日) ９/13(月) ９/14(火) ９/15(水) ９/16（木） ９/1７(金) ９/18(土) ９/19(日) ９/20(月) ９/21(火) ９/22(水) ９/23(木) ９/24(金) ９/25（土） ９/26(日) ９/27(月) ９/28(火) ９/29(水) ９/30(木)

ss(mg/l)
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降水量（mm）
ｓｔ．16
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ｓｔ．A

杭打設杭打設

台風18号接近

台風18号接近による
荒天により欠測

杭打設 杭打設 杭打設 杭打設 杭打設 杭打設 杭打設 杭打設 杭打設 杭打設 杭打設

台風21号接近

強風

台風21号接近による荒
天により欠測

杭打設
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中城湾港泡瀬地区環境監視調査（その３）濁り監視調査４

ss（mg/l）観測結果および降雨量(mm)
観測日

定時観測 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

天気 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 曇り 曇り 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 雨 曇り 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 快晴 快晴 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 快晴 曇り 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 雨 欠測 欠測 曇り 晴れ 快晴 快晴 快晴 晴れ 快晴 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 曇り 快晴 晴れ 曇り 快晴 晴れ 晴れ 曇り 曇り 晴れ 晴れ

風向 N～NE N～NE NE N N N NE～NNE NNE N～NNE N～NNE N～NNE NNE NE～NNE NE NNE N N～NW N～NNW NNE～N N～NNE NE～N N N～NNE N～NNE NNW～NE N～NNE NE～N NNE NE NNE N N NNE NNE NE ENE 欠測 欠測 NW NNW NE～N NNE～N NE～N NE～N NNE～ENE NE～N E E ESE～SE SE SW W N N～NNE NE NE～ESE N～NE NW～NNE W～NNW W～NNW W～WNW NW～WNW

風力 2～4 3 3 3 4～6 5 2～4 3～5 2～4 3～5 2～3 2～4 3～5 2～4 4 4 3～4 4 2～4 2～3 1～2 1～3 2～5 3～5 3～5 3～5 3～6 5 3 3 5 5 5 6 7 7 欠測 欠測 5 4 2～4 2～4 2～3 2～4 2～3 3～6 5 5 2～4 3～5 4～6 5 3～4 2～４ 1～3 1～3 1～2 1～2 １～3 １～3 2～4 １～3

降水量（mm） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 7.0 55.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0 1.0 9.0 58.0 22.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 干潮 下げ潮 干潮 満潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 満潮 上げ潮 上げ潮 上げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 欠測 欠測 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 満潮 上げ潮 上げ潮 上げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮

潮位 188 80 196 91 192 107 162 138 162 138 136 149 116 164 109 179 80 174 66 167 66 158 80 145 106 124 126 102 156 94 189 90 213 107 222 124 249 213 143 144 110 165 74 165 61 176 55 172 55 158 80 143 107 136 127 120 156 117 174 116 184 112

ｓｔ．１
ｸﾋ ﾚ゙ﾐﾄ ﾛ゙生息地

1.3 - 1.2 3.8 2.7 - 1.3 2.5 1.3 2.8 3.0 1.4 1.4 1.5 - - - 2.0 - 1.9 - 1.7 2.5 2.1 2.7 4.6 <1 - - - - - - - - - - - - - 5.8 2.1 - 6.6 - 2.0 - - - 2.6 - - 2.1 3.1 1.3 2.2 <1 3.7 1.3 4.8 1.3 4.0

ｓｔ．３ 1.1 1.6 <1 1.5 1.2 - 1.0 1.5 1.4 1.3 1.4 1.5 1.6 1.3 - - 1.8 1.6 1.8 1.5 2.0 1.8 1.5 1.4 1.3 1.2 1.3 - - - - - - - - - - - - - 1.6 2.1 1.4 1.9 1.0 1.7 - - 3.2 1.9 3.3 - 1.7 1.5 1.0 1.6 <1 1.6 <1 1.7 <1 2.6

ｓｔ．６ 1.0 1.2 <1 1.3 <1 - <1 1.3 <1 1.3 1.0 1.3 <1 1.2 - - 1.2 1.0 1.0 1.2 1.2 1.4 1.2 <1 <1 1.0 1.3 - - - - - - - - - - - - - 1.7 1.6 1.1 1.4 1.1 1.4 - - 1.4 1.6 2.8 - 1.2 1.1 <1 1.1 <1 1.0 <1 1.2 <1 1.5

ｓｔ．10 4.0 5.0 2.0 5.7 1.9 - 3.7 5.9 3.5 4.4 3.0 4.3 5.5 6.7 - - 3.5 4.6 4.7 5.1 4.5 5.1 5.5 5.8 5.6 5.5 4.6 - - - - - - - - - - - - - 5.4 6.6 8.2 5.7 5.6 4.8 - - 5.2 5.9 4.4 - 3.8 4.3 3.5 5.1 2.6 5.1 4.0 5.0 4.8 6.3

ｓｔ．11 4.4 5.5 6.0 10 4.4 - 7.3 7.9 7.1 8.5 6.7 7.9 6.4 6.4 - - 4.1 4.7 9.3 9.0 7.8 7.4 4.8 9.4 2.6 8.6 4.3 - - - - - - - - - - - - - 5.8 5.0 7.4 8.3 7.1 8.0 - - 4.7 6.6 8.7 - 8.5 10.0 4.5 6.7 5.0 5.8 5.5 7.9 5.3 9.3

ｓｔ．12 2.2 4.2 2.3 5.0 1.6 - 1.4 3.7 1.7 3.6 2.8 4.3 3.9 4.1 - - 2.0 3.7 3.1 3.9 3.5 3.8 4.1 2.4 2.7 4.2 1.8 - - - - - - - - - - - - - 3.5 5.1 6.3 8.8 5.0 5.4 - - 5.1 6.0 6.2 - 2.1 3.9 1.9 5.0 4.1 5.8 1.5 6.2 2.5 4.2

ｓｔ．13 3.7 3.7 4.2 6.3 5.4 - 6.7 4.8 4.6 5.7 3.9 6.1 4.8 7.6 - - 4.0 4.2 5.4 4.5 3.9 8.2 5.3 9.3 4.0 6.9 4.7 - - - - - - - - - - - - - 6.9 7.4 7.9 9.0 5.4 8.4 - - 8.9 8.4 7.6 - 5.9 7.9 6.1 7.7 4.7 6.5 4.9 9.7 6.1 7.4

ｓｔ．14 3.9 4.4 5.0 6.9 7.8 - 5.4 4.1 4.4 5.7 4.1 5.4 4.5 7.5 - - 2.2 3.8 5.5 8.7 3.8 7.2 5.3 7.1 5.7 5.7 4.1 - - - - - - - - - - - - - 6.7 7.5 5.4 7.5 5.5 7.9 - - 5.5 10 8.1 - 5.7 9.1 6.0 6.1 3.2 7.0 3.4 8.1 5.5 7.2

ｓｔ．15 3.2 5.1 3.7 4.0 6.2 10 4.9 6.9 2.1 4.0 1.9 5.4 9.4 7.5 35 4.5 3.0 1.9 15 6.5 13 5.5 8.8 9.3 7.0 9.2 6.1 10 4.8 12 5.2 8.8 7.2 18 10 16 - - 9.7 7.9 11 6.0 7.1 4.9 16 9.8 13 8.2 19 7.6 9.9 11 6.1 10 4.4 5.1 6.0 6.9 5.7 4.7 6.8 6.7

ｓｔ．18 1.4 - <1 3.3 <1 - 1.0 1.7 1.3 1.5 1.2 1.5 1.0 1.7 - - 2.1 1.2 4.8 2.0 4.3 2.4 2.7 1.6 3.1 1.6 1.6 - - - - - - - - - - - - - 2.9 2.5 4.8 2.3 1.9 2.2 - - 2.6 2.9 2.9 - 7.6 2.7 1.1 1.6 <1 2.5 1.1 1.7 1.1 3.0

ｓｔ．19 2.5 - 1.4 2.5 1.8 - 1.1 5.8 1.4 1.6 1.3 1.7 1.0 1.6 - - 1.0 2.8 - 1.9 - 2.5 - 1.7 2.0 1.7 2.6 - - - - - - - - - - - - - 2.4 2.4 - 2.6 - 2.6 - - - 3.0 - - 6.8 1.8 4.1 6.1 1.6 2.4 <1 2.5 1.2 1.9

ｓｔ．20 1.2 2.3 <1 1.5 1.1 - 1.4 1.4 1.4 1.7 1.4 1.6 1.3 1.4 - - 2.1 1.3 1.9 1.5 2.1 1.7 1.7 1.2 1.2 1.2 1.4 - - - - - - - - - - - - - 2.7 2.0 3.8 2.0 2.1 1.6 - - 2.7 2.5 2.1 - 2.5 1.4 1.0 1.6 1.0 2.5 <1 2.1 1.6 1.7

ｓｔ．21 1.4 3.0 <1 2.4 1.0 - 1.2 1.5 1.1 1.9 1.2 1.4 1.0 1.4 - - 1.2 1.5 2.9 1.7 - 2.5 1.8 1.5 1.8 1.8 1.3 - - - - - - - - - - - - - 2.3 2.2 1.7 2.1 2.0 1.7 - - - 1.9 2.0 - 2.8 1.9 2.2 3.2 1.1 2.4 1.1 2.2 1.1 2.0

ｓｔ．22 1.1 2.5 <1 1.6 <1 - 1.1 1.4 1.1 1.5 1.5 1.5 1.2 1.3 - - 1.8 1.4 1.2 1.3 1.3 1.8 2.0 1.1 1.9 1.2 1.1 - - - - - - - - - - - - - 1.8 2.1 2.7 1.7 1.7 1.7 - - 2.2 1.9 1.8 - 2.7 1.6 1.0 1.6 <1 1.9 <1 1.7 1.0 2.2

※　観測値は、定時観測 （10時、15時）の１日２回、上層（水面より50cm）、中層（上下層の中間）、下層（底下20cm）の各値の平均値とした。
※　天気･風向・風力は定時観測時における現地確認とした。
※　降雨量は沖縄市胡屋観測所のデータを用い、12時間(0時～12時、12時～24時)の合計を示した。
※　潮位は中城湾検潮所における定時観測値を使用した。

10/6(水)10/5(火)10/4(月) 10/12(火) 10/13(水) 10/18(月) 10/19(火) 10/20(水) 10/26(火) 10/30(土) 10/31(日)10/27(水) 10/28(木) 10/29(金)10/25(月)10/3(日) 10/21(木) 10/22(金)10/14(木) 10/15(金) 10/17(日) 10/23(土) 10/24(日)10/9(土) 10/16(土)10/7(木) 10/8(金) 10/10(日) 10/11(月)10/2(土)10/1(金)

<1

10

20

30

40

50

60

10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

10/1(金) 10/2(土) 10/3(日) 10/4(月) 10/5(火) 10/6(水) 10/7(木) 10/8(金) 10/9(土) 10/10(日) 10/11(月) 10/12(火) 10/13(水) 10/14(木) 10/15(金) 10/16(土) 10/17(日) 10/18(月) 10/19(火) 10/20(水) 10/21(木) 10/22(金) 10/23(土) 10/24(日) 10/25(月) 10/26(火) 10/27(水) 10/28(木) 10/29(金) 10/30(土) 10/31(日)

ss(mg/l)
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

mm(12h)

降水量（mm）

ｓｔ．１
ｸﾋ ﾚ゙ﾐﾄ ﾛ゙生息地
ｓｔ．３

ｓｔ．６

ｓｔ．10

ｓｔ．11

ｓｔ．12

ｓｔ．13

ｓｔ．14

ｓｔ．15

ｓｔ．18

ｓｔ．19

ｓｔ．20

ｓｔ．21

ｓｔ．22

杭打設

強風により海上調査地点欠測

強風

杭打設 杭打設 杭打設 杭打設 杭打設

台風23号接近による荒天により海上調査地点欠測

台風22号
接近によ
る荒天に
より海上
調査地点
欠測

台風22号接近

台風23号接近

杭打設 杭打設 杭打設 杭打設 杭打設

強風に
より海上
調査地
点欠測

台風24号接近により海上調査地点欠測

強風 台風24号接近

st.A
st.17

st.15

st.16 st.14
st.13

st.18st.19

st.20

st.1

st.3

st.6

st.10
st.11

st.21 st.22

st.12
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中城湾港泡瀬地区環境監視調査（その３）濁り監視調査４

ss（mg/l）観測結果および降雨量(mm)
観測日

定時観測 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

天気 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 曇り 曇り 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 雨 曇り 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 快晴 快晴 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 快晴 曇り 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 雨 欠測 欠測 曇り 晴れ 快晴 快晴 快晴 晴れ 快晴 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 曇り 快晴 晴れ 曇り 快晴 晴れ 晴れ 曇り 曇り 晴れ 晴れ

風向 N～NE N～NE NE N N N NE～NNE NNE N～NNE N～NNE N～NNE NNE NE～NNE NE NNE N N～NW N～NNW NNE～N N～NNE NE～N N N～NNE N～NNE NNW～NE N～NNE NE～N NNE NE NNE N N NNE NNE NE ENE 欠測 欠測 NW NNW NE～N NNE～N NE～N NE～N NNE～ENE NE～N E E ESE～SE SE SW W N N～NNE NE NE～ESE N～NE NW～NNE W～NNW W～NNW W～WNW NW～WNW

風力 2～4 3 3 3 4～6 5 2～4 3～5 2～4 3～5 2～3 2～4 3～5 2～4 4 4 3～4 4 2～4 2～3 1～2 1～3 2～5 3～5 3～5 3～5 3～6 5 3 3 5 5 5 6 7 7 欠測 欠測 5 4 2～4 2～4 2～3 2～4 2～3 3～6 5 5 2～4 3～5 4～6 5 3～4 2～４ 1～3 1～3 1～2 1～2 １～3 １～3 2～4 １～3

降水量（mm） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 7.0 55.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0 1.0 9.0 58.0 22.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 干潮 下げ潮 干潮 満潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 満潮 上げ潮 上げ潮 上げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 欠測 欠測 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 満潮 上げ潮 上げ潮 上げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮

潮位 188 80 196 91 192 107 162 138 162 138 136 149 116 164 109 179 80 174 66 167 66 158 80 145 106 124 126 102 156 94 189 90 213 107 222 124 249 213 143 144 110 165 74 165 61 176 55 172 55 158 80 143 107 136 127 120 156 117 174 116 184 112

ｓｔ．16 5.1 8.2 4.0 6.6 6.2 16 4.3 11 3.0 6.6 4.0 7.6 6.2 18 81 5.6 7.6 8.7 8.7 9.6 7.3 16 6.2 15 6.5 15 4.5 15 5.2 15 5.9 6.8 4.7 14 11 18 - - 12 14 15 13 6.6 9.2 6.2 15 4.6 8.8 6.3 16 6.5 14 7.6 12 5.0 11 6.8 13 6.9 12 6.9 14

ｓｔ．17 3.5 4.0 4.0 4.5 5.8 13 8.8 4.8 3.0 3.0 4.5 2.5 8.2 8.4 39 7.4 8.2 3.0 7.2 7.5 7.1 8.2 5.5 14 3.3 17 6.1 20 8.3 10 5.2 6.3 6.2 13 13 19 - - 13 13 18 10 8.7 6.1 6.5 14 8.3 12 14 15 8.1 14 5.2 13 5.0 18 4.8 16 5.7 16 6.4 16

ｓｔ．A 4.5 3.5 3.5 5.6 5.3 7.9 14 9.6 4.0 4.5 5.6 5.6 13 20 22 14 1.4 4.5 6.9 10 8.2 22 8.9 15 8.3 13 5.1 3.5 3.3 11 5.4 9.7 5.8 11 13 17 - - 5.4 10 8.2 6.8 4.5 5.6 8.6 16 7.9 10.0 18 25 18 14 4.9 8.0 6.1 9.8 5.6 15 5.8 11 8.2 12

※　観測値は、定時観測 （10時、15時）の１日２回、上層（水面より50cm）、中層（上下層の中間）、下層（底下20cm）の各値の平均値とした。
※　天気･風向・風力は定時観測時における現地確認とした。
※　降雨量は沖縄市胡屋観測所のデータを用い、12時間(0時～12時、12時～24時)の合計を示した。
※　潮位は中城湾検潮所における定時観測値を使用した。

10/28(木) 10/29(金) 10/30(土) 10/31(日)10/24(日) 10/25(月) 10/26(火) 10/27(水)10/16(土) 10/17(日) 10/18(月) 10/19(火) 10/20(水) 10/21(木) 10/22(金) 10/23(土)10/9(土) 10/10(日)10/3(日) 10/4(月) 10/15(金)10/5(火) 10/6(水) 10/11(月) 10/12(火)10/7(木) 10/8(金) 10/13(水) 10/14(木)10/1(金) 10/2(土)

<1

10

20

30

40

50

60

10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

10/1(金) 10/2(土) 10/3(日) 10/4(月) 10/5(火) 10/6(水) 10/7(木) 10/8(金) 10/9(土) 10/10(日) 10/11(月) 10/12(火) 10/13(水) 10/14(木) 10/15(金) 10/16(土) 10/17(日) 10/18(月) 10/19(火) 10/20(水) 10/21(木) 10/22(金) 10/23(土) 10/24(日) 10/25(月) 10/26(火) 10/27(水) 10/28(木) 10/29(金) 10/30(土) 10/31(日)

ss(mg/l)
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

mm(12h)

降水量（mm）
ｓｔ．16
ｓｔ．17
ｓｔ．A

杭打設 杭打設 杭打設 杭打設 杭打設 杭打設

台風22号接近
強風

台風23号接近

杭打設 杭打設 杭打設 杭打設 杭打設

台風23号接近による荒天により海上調査地点欠測

強風 台風24号接近

st.A
st.17

st.15

st.16 st.14
st.13

st.18st.19

st.20

st.1

st.3

st.6

st.10
st.11

st.21 st.22

st.12
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中城湾港泡瀬地区環境監視調査（その３）濁り監視調査３

ss（mg/l）観測結果および降雨量(mm)
観測日

定時観測 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

天気 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 曇り 曇り 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 雨 曇り 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 快晴 快晴 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 快晴 曇り 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 雨 欠測 欠測 曇り 晴れ 快晴 快晴 快晴 晴れ 快晴 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 曇り 快晴 晴れ 曇り 快晴 晴れ 晴れ 曇り 曇り 晴れ 晴れ

風向 N～NE N～NE NE N N N NE～NNE NNE N～NNE N～NNE N～NNE NNE NE～NNE NE NNE N N～NW N～NNW NNE～N N～NNE NE～N N N～NNE N～NNE NNW～NE N～NNE NE～N NNE NE NNE N N NNE NNE NE ENE 欠測 欠測 NW NNW NE～N NNE～N NE～N NE～N NNE～ENE NE～N E E ESE～SE SE SW W N N～NNE NE NE～ESE N～NE NW～NNE W～NNW W～NNW W～WNW NW～WNW

風力 2～4 3 3 3 4～6 5 2～4 3～5 2～4 3～5 2～3 2～4 3～5 2～4 4 4 3～4 4 2～4 2～3 1～2 1～3 2～5 3～5 3～5 3～5 3～6 5 3 3 5 5 5 6 7 7 欠測 欠測 5 4 2～4 2～4 2～3 2～4 2～3 3～6 5 5 2～4 3～5 4～6 5 3～4 2～４ 1～3 1～3 1～2 1～2 １～3 １～3 2～4 １～3

降水量（mm） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 7.0 55.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0 1.0 9.0 58.0 22.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 干潮 下げ潮 干潮 満潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 満潮 上げ潮 上げ潮 上げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 欠測 欠測 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 満潮 上げ潮 上げ潮 上げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮

潮位 188 80 196 91 192 107 162 138 162 138 136 149 116 164 109 179 80 174 66 167 66 158 80 145 106 124 126 102 156 94 189 90 213 107 222 124 249 213 143 144 110 165 74 165 61 176 55 172 55 158 80 143 107 136 127 120 156 117 174 116 184 112

ｓｔ．１ 1.3 - 1.2 3.8 2.7 - 1.3 2.5 1.3 2.8 3.0 1.4 1.4 1.5 - - - 2.0 - 1.9 - 1.7 2.5 2.1 2.7 4.6 <1 - - - - - - - - - - - - - 5.8 2.1 - 6.6 - 2.0 - - - 2.6 - - 2.1 3.1 1.3 2.2 <1 3.7 1.3 4.8 1.3 4.0

ｓｔ．２ 1.0 1.4 1.7 - - - - - - - - - - - - - 1.9 3.5 - 4.4 1.4 2.0 - - 1.9 1.8 2.9 - 1.8 1.4 <1 1.2 1.1 1.8 1.0 2.1 1.1 2.2

ｓｔ．４ 1.0 1.2 1.3 - - - - - - - - - - - - - 1.7 1.7 1.6 1.7 1.4 1.6 - - 1.4 2.0 3.5 - 1.2 1.4 1.0 1.1 <1 1.2 <1 1.0 <1 1.3

ｓｔ．５ <1 <1 1.4 - - - - - - - - - - - - - 1.7 2.0 1.7 1.6 1.4 1.8 - - 2.2 1.6 2.8 - 1.4 1.2 1.1 1.4 <1 1.2 <1 1.3 <1 1.1

ｓｔ．７ <1 <1 1.3 - - - - - - - - - - - - - 1.7 1.8 2.0 2.0 1.5 1.4 - - 1.6 2.2 3.1 - 1.2 1.3 1.0 1.1 <1 1.0 <1 <1 <1 1.1

ｓｔ．８ 1.1 1.2 1.1 - - - - - - - - - - - - - 1.5 1.2 <1 1.1 1.4 <1 - - 1.7 1.2 - - <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．９ <1 <1 1.1 - - - - - - - - - - - - - 1.5 1.4 1.3 1.5 1.1 1.2 - - 1.4 <1 - - 1.0 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．23 <1 <1 1.1 - - - - - - - - - - - - - 1.5 1.4 1.4 1.2 1.3 1.4 - - 2.0 <1 1.8 - <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．24 <1 <1 1.0 - - - - - - - - - - - - - 1.5 1.3 1.3 1.1 1.4 1.1 - - 1.6 <1 - - 1.1 1.0 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．25 <1 1.0 1.4 - - - - - - - - - - - - - 1.6 1.9 1.3 1.6 1.5 1.4 - - 2.2 1.5 2.9 - 1.1 1.4 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 1.2

ｓｔ．26 <1 <1 1.3 - - - - - - - - - - - - - 1.5 1.6 1.4 1.5 1.4 1.5 - - 1.7 1.8 2.7 - 1.3 1.2 <1 1.0 <1 <1 <1 <1 <1 <1

※　観測値は、定時観測 （10時、15時）の１日２回、上層（水面より50cm）、中層（上下層の中間）、下層（底下20cm）の各値の平均値とした。
※　天気･風向・風力は定時観測時における現地確認とした。
※　降雨量は沖縄市胡屋観測所のデータを用い、12時間(0時～12時、12時～24時)の合計を示した。
※　潮位は中城湾検潮所における定時観測値を使用した。

10/29(金) 10/30(土) 10/31(日)10/25(月) 10/26(火) 10/27(水) 10/28(木)10/21(木) 10/22(金) 10/23(土) 10/24(日)10/17(日) 10/18(月) 10/19(火) 10/20(水)10/13(水) 10/14(木) 10/15(金) 10/16(土)10/9(土) 10/10(日) 10/11(月) 10/12(火)10/5(火) 10/6(水) 10/7(木) 10/8(金)10/1(金) 10/2(土) 10/3(日) 10/4(月)

<1

10

20

30

40

50

60

10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

10/1(金) 10/2(土) 10/3(日) 10/4(月) 10/5(火) 10/6(水) 10/7(木) 10/8(金) 10/9(土) 10/10(日) 10/11(月) 10/12(火) 10/13(水) 10/14(木) 10/15(金) 10/16(土) 10/17(日) 10/18(月) 10/19(火) 10/20(水) 10/21(木) 10/22(金) 10/23(土) 10/24(日) 10/25(月) 10/26(火) 10/27(水) 10/28(木) 10/29(金) 10/30(土) 10/31(日)

ss(mg/l)
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

mm(12h)

降水量（mm）

ｓｔ．１

ｓｔ．２

ｓｔ．４

ｓｔ．５

ｓｔ．７

ｓｔ．８

ｓｔ．９

ｓｔ．23

ｓｔ．24

ｓｔ．25

ｓｔ．26

台風23号接近による荒天により海上調査地点欠測

強風
台風22号接近

台風23号接近

10/13
濁り調査３
開始

浮標灯設置

強風に
より海上
調査地
点欠測

台風24号接近により海上調査地点欠測

強風 台風24号接近

浮標灯設置 ｼﾙ ﾌ ﾛ゚設置 ｼﾙ ﾌ ﾛ゚設置 ｼﾙ ﾌ ﾛ゚設置 ｼﾙ ﾌ ﾛ゚設置

st.A

st.17
st.15

st.16
st.14

st.13

st.18st.19 st.20

st.1

st.3

st.6

st.10
st.11

st.21 st.22

st.12

st.23
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st.25

st.9
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st.5

st.4st.2
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中城湾港泡瀬地区環境監視調査（その３）濁り監視調査４

ss（mg/l）観測結果および降雨量(mm)
観測日

定時観測 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

天気 快晴 晴れ 曇り 曇り 晴れ 曇り 快晴 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 快晴 快晴 曇り 晴れ 晴れ 曇り 曇り 晴れ 快晴 晴れ 曇り 曇り 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 雨 曇り 晴れ 晴れ 曇り 曇り 晴れ
曇りのち
晴れ

曇り 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 快晴 曇り

風向 ENE～NE SE～NW NW～N NW～NNE NW～NE NW～NNE E～NE E～NE NE E～NE NE～NNE E～ENE N～NE E～ENE NE～ESE E～ENE ENE～ESE NE～E ESE SE～SSE S SE～S N N～NNW E～NE E～ESE S～SE S NNE～N N～NNE N～NE N～NE N～NE NE～ENE E～NE ENE～NNE NNE～N NNE～N ENE～N NE NE～E NE～ENE NE NE～ENE E～ENE E E～NNE E～ENE NE NE～ENEENE～NENE～E N～NE N～NNE NNE～ENE N～NE N～NE N～NE NE～ENE E～NE

風力 0～2 0～3 2～4 3～4 0～3 １～4 2～5 2～4 2 2～3 1～4 2～3 1～3 1～3 3～4 4～5 3～4 3～5 3～4 2～3 0～2 0～2 0～2 2～3 2～4 1～3 2～3 1～3 2～4 2～5 4 3～5 1～4 3～5 1～3 1～3 1～3 1～4 1～4 2～4 2～4 2～4 3～4 3～4 2～4 3～4 3～4 3～5 2～5 4～6 1～3 2～3 1～4 1～5 1～3 1～4 2～3 2～3 3～4 4～5

降水量（mm） 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 9.0 39.0 10.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 干潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 満潮 上げ潮 上げ潮 上げ潮 上げ潮 干潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 干潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 上げ潮 干潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮

潮位 192 118 184 121 173 130 153 140 132 154 116 167 91 173 75 180 71 181 80 175 96 162 120 138 150 123 182 112 198 112 195 113 182 130 158 144 126 165 101 175 86 180 78 184 82 179 93 170 112 159 132 146 147 134 162 123 174 117 181 117

ｓｔ．１
ｸﾋ ﾚ゙ﾐﾄ ﾛ゙生息地

1.3 1.4 1.3 1.6 1.0 1.9 <1 1.5 <1 1.2 1.2 1.1 1.9 <1 - 1.5 - 2.0 - 1.6 1.4 1.3 1.2 1.5 <1 1.3 <1 2.8 <1 2.1 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 <1 1.4 1.7 <1 1.3 <1 1.4 <1 - 3.0 1.4 1.6 1.1 1.5 1.2 1.5 2.1 1.7 <1 2.0 1.1 1.8 1.0 1.4

ｓｔ．３ <1 2.0 <1 1.6 <1 1.2 <1 1.2 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.3 <1 <1 <1 2.0 1.0 1.3 <1 1.4 1.6 1.4 1.4 1.1 2.3 <1 1.8 1.0 1.3 <1 1.0 <1 1.1 <1 1.2 1.0 1.2 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 <1 <1 <1 1.1 <1 1.1 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 1.0 1.2

ｓｔ．６ <1 1.2 <1 1.1 <1 1.0 <1 1.1 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 <1 <1 1.0 1.0 1.2 1.2 1.2 <1 1.5 <1 1.2 <1 1.1 <1 1.1 1.1 1.1 <1 1.2 <1 1.0 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 1.0

ｓｔ．10 7.0 5.2 4.5 3.7 3.3 4.8 2.1 3.2 3.4 2.2 3.0 4.3 4.6 4.2 4.6 4.7 6.5 4.2 3.5 4.9 3.0 4.4 4.6 4.2 4.5 4.8 2.1 4.7 2.9 4.7 2.1 3.7 2.9 4.1 4.0 2.5 3.8 3.4 3.2 3.1 3.2 2.4 3.8 2.5 4.3 5.6 3.6 3.4 6.0 5.1 4.0 4.9 2.9 5.1 3.8 5.3 3.8 4.4 2.4 3.8

ｓｔ．11 4.2 7.1 5.1 6.2 4.7 4.3 3.2 2.8 3.0 3.8 3.1 3.1 4.0 2.8 3.7 4.5 5.7 5.8 4.1 4.7 4.7 3.9 4.6 4.5 3.8 5.1 5.7 4.8 4.6 8.1 3.9 5.9 2.9 4.8 5.8 2.8 2.2 2.7 3.9 3.1 5.7 7.1 5.0 5.7 5.6 7.4 5.5 7.3 5.7 8.3 4.2 5.7 4.6 6.3 3.3 7.4 4.2 7.0 3.9 5.3

ｓｔ．12 4.2 5.3 1.5 3.2 2.3 2.8 1.8 3.7 2.3 3.6 2.7 4.6 2.7 3.7 5.5 4.6 5.5 4.1 4.3 3.5 1.8 4.3 4.1 6.0 2.9 2.6 2.6 4.4 <1 3.5 1.1 4.3 1.0 3.8 1.6 1.8 2.0 2.5 2.5 1.9 2.4 3.0 3.3 3.7 4.2 6.1 4.6 3.2 3.2 4.7 4.7 4.2 2.2 2.8 1.6 3.7 1.3 3.5 1.2 4.3

ｓｔ．13 6.5 6.4 5.5 4.5 4.9 6.2 3.6 4.6 4.4 4.6 3.5 5.1 5.0 4.6 7.1 6.4 6.3 5.8 5.7 4.9 4.1 4.8 3.8 3.6 3.4 5.3 6.1 5.4 4.1 4.3 5.5 5.4 5.1 4.7 6.0 3.2 3.2 3.3 3.2 3.8 4.2 5.3 3.9 5.5 5.8 8.1 3.8 7.9 7.0 7.5 5.2 8.4 4.9 6.7 4.4 4.7 4.3 5.7 5.3 6.0

ｓｔ．14 8.9 6.3 3.2 3.7 5.2 6.3 3.8 3.7 4.4 4.4 6.2 3.8 5.8 6.4 3.1 6.3 6.2 6.5 5.5 6.2 3.3 4.5 3.9 2.6 3.3 5.2 4.7 4.3 4.3 4.9 4.5 4.3 4.4 3.7 5.4 2.2 3.1 1.9 1.8 4.0 4.9 5.7 3.9 5.8 5.2 7.3 6.2 7.7 5.2 7.2 7.7 5.6 5.2 5.7 4.5 5.1 5.6 4.9 5.1 5.2

ｓｔ．15 5.7 4.6 3.2 5.6 6.0 5.6 5.6 5.1 8.1 3.6 7.8 5.4 5.1 4.2 6.1 1.9 23 3.7 11 7.7 6.5 4.3 6.3 7.9 4.8 6.4 5.0 6.7 3.6 9.2 4.5 7.7 6.4 2.9 6.9 4.5 5.3 5.1 7.8 3.5 8.0 5.4 6.3 5.3 8.8 6.0 4.5 3.8 6.8 7.8 4.6 5.3 5.2 8.1 6.5 9.1 4.4 8.3 4.7 4.5

ｓｔ．18 1.1 1.6 1.6 1.7 1.2 1.8 1.0 1.3 <1 1.1 1.1 1.2 1.2 1.2 3.8 1.2 3.0 1.4 2.0 1.7 1.8 1.6 2.0 2.5 1.1 2.1 <1 1.7 <1 1.7 1.1 1.8 1.1 1.3 1.7 1.5 <1 1.3 1.3 <1 1.2 1.1 1.7 1.3 2.1 1.3 1.9 1.3 1.1 1.5 1.6 1.6 1.1 1.4 1.4 1.2 <1 1.0 <1 1.9

ｓｔ．19 1.1 9.3 1.3 2.1 <1 2.3 <1 1.6 <1 1.1 <1 <1 1.1 <1 - 1.5 - 1.6 - 1.4 2.0 1.6 1.7 1.7 2.7 2.0 1.1 1.2 1.5 1.5 1.1 1.6 1.0 1.0 2.3 1.6 <1 1.2 <1 1.4 <1 <1 1.6 1.2 - 1.3 1.1 1.4 1.3 1.5 1.4 1.4 2.5 1.3 1.5 1.1 2.0 1.0 <1 1.3

ｓｔ．20 <1 2.2 1.2 2.0 1.1 2.0 1.1 1.3 <1 1.6 1.1 1.4 <1 <1 1.4 1.3 1.6 1.4 2.6 1.6 1.4 1.5 1.5 2.3 1.2 1.7 1.1 1.3 <1 1.7 1.1 1.3 1.0 1.3 1.1 1.3 <1 1.4 1.4 2.0 1.2 1.9 1.4 1.4 1.3 1.4 1.6 1.4 1.3 1.4 1.3 1.5 1.0 1.3 <1 1.2 <1 1.1 <1 1.3

ｓｔ．21 1.1 2.4 1.5 3.0 <1 2.6 <1 1.6 <1 1.6 <1 1.7 <1 1.0 <1 1.3 <1 1.3 2.0 1.5 1.2 1.2 1.4 1.9 1.2 1.8 <1 <1 <1 2.8 1.1 1.3 <1 1.1 1.1 1.4 <1 1.4 <1 1.4 <1 1.5 1.4 1.6 1.1 1.3 1.0 1.5 1.4 1.5 <1 1.1 2.0 1.2 <1 1.3 <1 1.3 <1 1.1

ｓｔ．22 <1 1.4 1.4 2.4 <1 1.7 <1 1.1 <1 1.1 1.2 1.2 <1 <1 1.1 1.4 1.2 1.3 1.5 1.4 <1 1.1 1.0 1.6 1.1 1.2 <1 <1 1.1 1.8 1.1 1.5 <1 1.0 <1 1.2 <1 1.2 1.0 1.4 <1 1.4 1.4 1.4 1.1 1.1 1.2 1.2 1.0 1.4 <1 1.3 1.3 1.2 <1 1.1 <1 1.1 <1 1.1

※　観測値は、定時観測 （10時、15時）の１日２回、上層（水面より50cm）、中層（上下層の中間）、下層（底下20cm）の各値の平均値とした。
※　天気･風向・風力は定時観測時における現地確認とした。
※　降雨量は沖縄市胡屋観測所のデータを用い、12時間(0時～12時、12時～24時)の合計を示した。
※　潮位は中城湾検潮所における定時観測値を使用した。

1１/6(土)1１/5(金)1１/4(木) 1１/12(金) 1１/13(土) 1１/18(木) 1１/19(金) 1１/20(土) 1１/26(金) 1１/30(火)1１/27(土) 1１/28(日) 1１/29(月)1１/25(木)1１/3(水) 1１/21(日) 1１/22(月)1１/14(日) 1１/15(月) 1１/17(水) 1１/23(火) 1１/24(水)1１/9(火) 1１/16(火)1１/7(日) 1１/8(月) 1１/10(水) 1１/11(木)1１/2(火)1１/1(月)

<1

10

20

30

40

50

60

10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

1１/1(月) 1１/2(火) 1１/3(水) 1１/4(木) 1１/5(金) 1１/6(土) 1１/7(日) 1１/8(月) 1１/9(火) 1１/10(水) 1１/11(木) 1１/12(金) 1１/13(土) 1１/14(日) 1１/15(月) 1１/16(火) 1１/17(水) 1１/18(木) 1１/19(金) 1１/20(土) 1１/21(日) 1１/22(月) 1１/23(火) 1１/24(水) 1１/25(木) 1１/26(金) 1１/27(土) 1１/28(日) 1１/29(月) 1１/30(火)

ss(mg/l)
0.0
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90.0

100.0

mm(12h)

降水量（mm）

ｓｔ．１
ｸﾋ ﾚ゙ﾐﾄ ﾛ゙生息地
ｓｔ．３

ｓｔ．６

ｓｔ．10

ｓｔ．11

ｓｔ．12

ｓｔ．13

ｓｔ．14

ｓｔ．15

ｓｔ．18

ｓｔ．19

ｓｔ．20

ｓｔ．21

ｓｔ．22

杭打設 杭打設 杭打設杭打設 杭打設 杭打設 杭打設 杭打設 杭打設 杭打設

st.A
st.17

st.15

st.16 st.14
st.13

st.18st.19

st.20

st.1

st.3

st.6

st.10

st.11

st.21 st.22

st.12

　　　　　　：11月打設位置
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中城湾港泡瀬地区環境監視調査（その３）濁り監視調査４

ss（mg/l）観測結果および降雨量(mm)
観測日

定時観測 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

天気 快晴 晴れ 曇り 曇り 晴れ 曇り 快晴 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 快晴 快晴 曇り 晴れ 晴れ 曇り 曇り 晴れ 快晴 晴れ 曇り 曇り 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 雨 曇り 晴れ 晴れ 曇り 曇り 晴れ
曇りのち
晴れ

曇り 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 快晴 曇り

風向 ENE～NE SE～NW NW～N NW～NNE NW～NE NW～NNE E～NE E～NE NE E～NE NE～NNE E～ENE N～NE E～ENE NE～ESE E～ENE ENE～ESE NE～E ESE SE～SSE S SE～S N N～NNW E～NE E～ESE S～SE S NNE～N N～NNE N～NE N～NE N～NE NE～ENE E～NE ENE～NNE NNE～N NNE～N ENE～N NE NE～E NE～ENE NE NE～ENE E～ENE E E～NNE E～ENE NE NE～ENEENE～NE NE～E N～NE N～NNE NNE～ENE N～NE N～NE N～NE NE～ENE E～NE

風力 0～2 0～3 2～4 3～4 0～3 １～4 2～5 2～4 2 2～3 1～4 2～3 1～3 1～3 3～4 4～5 3～4 3～5 3～4 2～3 0～2 0～2 0～2 2～3 2～4 1～3 2～3 1～3 2～4 2～5 4 3～5 1～4 3～5 1～3 1～3 1～3 1～4 1～4 2～4 2～4 2～4 3～4 3～4 2～4 3～4 3～4 3～5 2～5 4～6 1～3 2～3 1～4 1～5 1～3 1～4 2～3 2～3 3～4 4～5

降水量（mm） 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 9.0 39.0 10.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 干潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 満潮 上げ潮 上げ潮 上げ潮 上げ潮 干潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 干潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 上げ潮 干潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮

潮位 192 118 184 121 173 130 153 140 132 154 116 167 91 173 75 180 71 181 80 175 96 162 120 138 150 123 182 112 198 112 195 113 182 130 158 144 126 165 101 175 86 180 78 184 82 179 93 170 112 159 132 146 147 134 162 123 174 117 181 117

ｓｔ．16 6.3 7.1 5.6 9.2 6.4 10 4.8 9.6 7.3 11 4.9 13 7.2 11 6.6 4.0 4.5 5.6 8.7 11 11 14 7.9 20 9.6 17 8.7 16 6.1 15 5.6 8.2 5.7 8.6 47 20 13 13 6.1 8.6 5.6 11 6.8 5.8 5.7 7.7 4.0 7.6 5.8 14 8.3 14 7.4 13 5.3 8.4 6.3 8.9 3.5 4.5

ｓｔ．17 6.7 17 5.1 6.1 6.4 5.8 7.8 8.1 15 15 9.7 10 15 5.2 7.6 11 7.1 13 20 11 4.2 13 4.1 14 4.8 19 13 20 8.0 10 9.5 6.9 5.2 5.3 28 14 10 3.8 4.2 6.8 7.4 8.9 3.0 15 5.2 11 5.6 12 3.8 11 9.6 16 3.9 11 5.5 12 6.2 7.1 3.5 3.5

ｓｔ．A 7.1 18 6.6 9.7 15 22 20 36 22 47 19 43 21 26 19 17 11 22 22 26 19 27 24 19 15 72 11 18 7.9 17 9.8 19 17 28 30 16 7.0 9.9 9.7 21 12 18 13 20 15 25 12 17 10 33 9.6 36 15 22 20 13 11 24 5.6 17

※　観測値は、定時観測 （10時、15時）の１日２回、上層（水面より50cm）、中層（上下層の中間）、下層（底下20cm）の各値の平均値とした。
※　天気･風向・風力は定時観測時における現地確認とした。
※　降雨量は沖縄市胡屋観測所のデータを用い、12時間(0時～12時、12時～24時)の合計を示した。
※　潮位は中城湾検潮所における定時観測値を使用した。

1１/28(日) 1１/29(月) 1１/30(火)1１/24(水) 1１/25(木) 1１/26(金) 1１/27(土)1１/16(火) 1１/17(水) 1１/18(木) 1１/19(金) 1１/20(土) 1１/21(日) 1１/22(月) 1１/23(火)1１/9(火) 1１/10(水)1１/3(水) 1１/4(木) 1１/15(月)1１/5(金) 1１/6(土) 1１/11(木) 1１/12(金)1１/7(日) 1１/8(月) 1１/13(土) 1１/14(日)1１/1(月) 1１/2(火)

<1

10

20

30

40

50

60

10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

1１/1(月) 1１/2(火) 1１/3(水) 1１/4(木) 1１/5(金) 1１/6(土) 1１/7(日) 1１/8(月) 1１/9(火) 1１/10(水) 1１/11(木) 1１/12(金) 1１/13(土) 1１/14(日) 1１/15(月) 1１/16(火) 1１/17(水) 1１/18(木) 1１/19(金) 1１/20(土) 1１/21(日) 1１/22(月) 1１/23(火) 1１/24(水) 1１/25(木) 1１/26(金) 1１/27(土) 1１/28(日) 1１/29(月) 1１/30(火)

ss(mg/l)
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

mm(12h)

降水量（mm）
ｓｔ．16
ｓｔ．17
ｓｔ．A

杭打設 杭打設 杭打設杭打設 杭打設 杭打設 杭打設 杭打設 杭打設 杭打設

st.A
st.17

st.15

st.16 st.14
st.13

st.18st.19

st.20

st.1

st.3

st.6

st.10
st.11

st.21 st.22

st.12
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中城湾港泡瀬地区環境監視調査（その３）濁り監視調査３

ss（mg/l）観測結果および降雨量(mm)
観測日

定時観測 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

天気 快晴 晴れ 曇り 曇り 晴れ 曇り 快晴 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 快晴 快晴 曇り 晴れ 晴れ 曇り 曇り 晴れ 快晴 晴れ 曇り 曇り 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 雨 曇り 晴れ 晴れ 曇り 曇り 晴れ
曇りのち
晴れ

曇り 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 快晴 曇り

風向 ENE～NE SE～NW NW～N NW～NNE NW～NE NW～NNE E～NE E～NE NE E～NE NE～NNE E～ENE N～NE E～ENE NE～ESE E～ENE ENE～ESE NE～E ESE SE～SSE S SE～S N N～NNW E～NE E～ESE S～SE S NNE～N N～NNE N～NE N～NE N～NE NE～ENE E～NE ENE～NNE NNE～N NNE～N ENE～N NE NE～E NE～ENE NE NE～ENE E～ENE E E～NNE E～ENE NE NE～ENEENE～NE NE～E N～NE N～NNE NNE～ENE N～NE N～NE N～NE NE～ENE E～NE

風力 0～2 0～3 2～4 3～4 0～3 １～4 2～5 2～4 2 2～3 1～4 2～3 1～3 1～3 3～4 4～5 3～4 3～5 3～4 2～3 0～2 0～2 0～2 2～3 2～4 1～3 2～3 1～3 2～4 2～5 4 3～5 1～4 3～5 1～3 1～3 1～3 1～4 1～4 2～4 2～4 2～4 3～4 3～4 2～4 3～4 3～4 3～5 2～5 4～6 1～3 2～3 1～4 1～5 1～3 1～4 2～3 2～3 3～4 4～5

降水量（mm） 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 9.0 39.0 10.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 干潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 満潮 上げ潮 上げ潮 上げ潮 上げ潮 干潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 干潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 上げ潮 干潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮

潮位 192 118 184 121 173 130 153 140 132 154 116 167 91 173 75 180 71 181 80 175 96 162 120 138 150 123 182 112 198 112 195 113 182 130 158 144 126 165 101 175 86 180 78 184 82 179 93 170 112 159 132 146 147 134 162 123 174 117 181 117

ｓｔ．１ 1.3 1.4 1.3 1.6 1.0 1.9 <1 1.5 <1 1.2 1.2 1.1 1.9 <1 - 1.5 - 2.0 - 1.6 1.4 1.3 1.2 1.5 <1 1.3 <1 2.8 <1 2.1 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 <1 1.4 1.7 <1 1.3 <1 1.4 <1 - 3.0 1.4 1.6 1.1 1.5 1.2 1.5 2.1 1.7 <1 2.0 1.1 1.8 1.0 1.4

ｓｔ．２ 1.2 2.0 1.6 2.0 <1 1.7 <1 1.2 <1 <1 1.3 1.2 <1 <1 1.0 1.1 1.1 1.2 1.2 1.2 1.1 1.6 1.2 1.8 1.2 1.4 1.0 1.8 1.0 1.8 1.9 2.3 1.1 1.3 1.2 1.2 1.2 1.4 1.5 1.4 <1 1.2 <1 <1 1.1 1.2 1.1 1.3 <1 1.3 <1 1.2 <1 1.4 1.0 1.1 <1 1.1 1.3 1.6

ｓｔ．３ <1 2.0 <1 1.6 <1 1.2 <1 1.2 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.3 <1 <1 <1 2.0 1.0 1.3 <1 1.4 1.6 1.4 1.4 1.1 2.3 <1 1.8 1.0 1.3 <1 1.0 <1 1.1 <1 1.2 1.0 1.2 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 <1 <1 <1 1.1 <1 1.1 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 1.0 1.2

ｓｔ．４ 1.1 1.3 1.4 1.8 1.1 1.2 1.3 1.3 1.0 1.0 1.3 1.1 1.1 1.1 <1 <1 <1 1.1 <1 1.2 <1 1.1 <1 1.4 <1 1.3 1.0 1.1 1.1 1.4 1.8 1.8 1.1 1.5 1.0 1.1 1.1 1.3 1.2 1.1 1.2 1.1 <1 1.2 1.1 1.2 1.0 1.4 1.3 1.5 1.2 1.4 1.3 1.4 <1 1.2 <1 1.3 1.1 1.4

ｓｔ．５ <1 <1 1.3 1.8 1.1 1.2 1.3 1.5 1.1 1.2 <1 1.1 <1 1.1 <1 <1 <1 1.1 1.4 1.2 1.3 1.2 1.2 1.5 1.3 1.4 <1 1.1 <1 1.6 1.9 2.3 1.1 1.7 1.1 1.2 1.2 1.4 1.0 1.4 1.0 1.5 1.2 <1 1.3 1.2 1.1 1.4 1.1 1.6 1.2 1.3 1.2 1.2 <1 1.0 <1 1.4 1.1 1.3

ｓｔ．６ <1 1.2 <1 1.1 <1 1.0 <1 1.1 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 <1 <1 1.0 1.0 1.2 1.2 1.2 <1 1.5 <1 1.2 <1 1.1 <1 1.1 1.1 1.1 <1 1.2 <1 1.0 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 1.0

ｓｔ．７ <1 1.2 <1 1.1 <1 1.1 1.1 1.3 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 1.1 1.2 1.2 <1 1.1 1.1 1.1 1.3 <1 1.1 <1 1.1 1.4 1.4 <1 1.4 1.0 1.0 1.0 1.3 <1 1.2 1.1 1.1 2.0 2.0 1.2 1.1 1.0 1.4 1.1 1.3 1.1 1.2 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 <1 1.1

ｓｔ．８ <1 <1 <1 1.0 <1 1.0 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.4 <1 1.1 <1 1.0 <1 <1 1.4 1.3 <1 <1 <1 <1 1.5 1.5 1.0 1.1 1.2 1.1 1.1 <1 1.1 1.1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．９ <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 <1 1.5 1.5 <1 <1 1.0 <1 <1 <1 1.0 <1 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．23 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 1.1 <1 <1 <1 <1 1.0 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．24 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 1.2 <1 <1 <1 <1 1.2 1.1 1.4 <1 1.4 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 <1 1.3 1.0 1.1 <1 1.1 1.0 1.0 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．25 <1 1.0 <1 1.2 1.0 1.0 1.0 1.2 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 <1 1.3 1.3 1.1 <1 1.1 1.0 1.3 1.1 <1 1.1 1.1 1.4 1.4 1.3 1.1 1.3 <1 1.1 1.4 1.3 1.1 1.3 <1 1.2 1.4 <1 1.1 1.4 1.6 1.6 1.2 <1 1.4 1.2 1.2 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．26 <1 1.1 <1 1.4 <1 1.1 1.0 1.2 <1 <1 <1 <1 1.0 <1 <1 1.0 <1 1.0 1.1 1.1 1.4 <1 1.1 <1 1.1 1.3 <1 1.0 <1 1.2 1.0 1.4 <1 1.3 <1 <1 <1 1.0 1.0 1.1 1.0 1.0 1.3 1.2 1.2 1.2 1.0 1.1 <1 1.0 1.1 1.2 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 <1 <1

※　観測値は、定時観測 （10時、15時）の１日２回、上層（水面より50cm）、中層（上下層の中間）、下層（底下20cm）の各値の平均値とした。
※　天気･風向・風力は定時観測時における現地確認とした。
※　降雨量は沖縄市胡屋観測所のデータを用い、12時間(0時～12時、12時～24時)の合計を示した。
※　潮位は中城湾検潮所における定時観測値を使用した。

1１/29(月) 1１/30(火)1１/25(木) 1１/26(金) 1１/27(土) 1１/28(日)1１/21(日) 1１/22(月) 1１/23(火) 1１/24(水)1１/17(水) 1１/18(木) 1１/19(金) 1１/20(土)1１/13(土) 1１/14(日) 1１/15(月) 1１/16(火)1１/9(火) 1１/10(水) 1１/11(木) 1１/12(金)1１/5(金) 1１/6(土) 1１/7(日) 1１/8(月)1１/1(月) 1１/2(火) 1１/3(水) 1１/4(木)

<1

10

20

30

40

50

60

10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

1１/1(月) 1１/2(火) 1１/3(水) 1１/4(木) 1１/5(金) 1１/6(土) 1１/7(日) 1１/8(月) 1１/9(火) 1１/10(水) 1１/11(木) 1１/12(金) 1１/13(土) 1１/14(日) 1１/15(月) 1１/16(火) 1１/17(水) 1１/18(木) 1１/19(金) 1１/20(土) 1１/21(日) 1１/22(月) 1１/23(火) 1１/24(水) 1１/25(木) 1１/26(金) 1１/27(土) 1１/28(日) 1１/29(月) 1１/30(火)

ss(mg/l)
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

mm(12h)

降水量（mm）

ｓｔ．１

ｓｔ．２

ｓｔ．３

ｓｔ．４

ｓｔ．５

ｓｔ．６

ｓｔ．７

ｓｔ．８

ｓｔ．９

ｓｔ．23

ｓｔ．24

ｓｔ．25

ｓｔ．26

ｼﾙ ﾌ ﾛ゚設置 ｼﾙ ﾌ ﾛ゚設置 ｼﾙ ﾌ ﾛ゚設置 ｼﾙ ﾌ ﾛ゚設置 ｼﾙ ﾌ ﾛ゚設置 ｼﾙ ﾌ ﾛ゚設置 ｼﾙ ﾌ ﾛ゚設置ｼﾙ ﾌ ﾛ゚設置ｼﾙ ﾌ ﾛ゚設置 ｼﾙ ﾌ ﾛ゚設置ｼﾙ ﾌ ﾛ゚設置ｼﾙ ﾌ ﾛ゚設置ｼﾙ ﾌ ﾛ゚設置ｼﾙ ﾌ ﾛ゚設置 ｼﾙ ﾌ ﾛ゚設置ｼﾙ ﾌ ﾛ゚設置ｼﾙ ﾌ ﾛ゚設置 ｶｰ ﾃﾝ連結 石投入・矢板打設

st.1

st.3

st.6

st.23
st.24

st.25

st.9
st.8

st.5

st.4st.2

st.

st.26
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中城湾港泡瀬地区環境監視調査（その３）濁り監視調査４

ss（mg/l）観測結果および降雨量(mm)
観測日

定時観測 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

天気 曇り 晴れ 快晴 晴れ 曇り 雨 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 曇り 雨 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 雨 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 雨 雨 曇り 雨

風向 ENE～E NE～E ENE E E E SE SSE NW N NNE NNE～ENE N～NE NNE～NE ENE～NE NNE～NE NNE～ENE NE～ENE NNE～NE NNE～NE NE～ENE E～NE ENE～E NW～N NNE～NE NNE～NE E～N ENE～NNE NE～ENE NE～E NNE～NE ENE～NNE NE～NNE NE～E NE～NNE NE～N NE～E NE～E N～NE N～NNE N～NNE NW～N N～WNW N～NW E～SE SE～S NNE～NE N N～NNE N～NNE N～NE N～ENE N～E NE～E NE～ENE NE～ENE

風力 4～5 4～5 6 6 4 5 6 6 3 3 2～3 1～2 1～2 2～3 3～4 3～5 3 3～6 1～3 1～3 2～4 2～4 0～2 2～4 2～4 2～4 2 3～4 3 3 2 2～3 0～4 2～3 0～2 1～2 0～3 1～3 1～2 1～3 1～3 2～3 1～2 1～3 0～1 1 2～3 3～4 0～3 2～3 1～3 1～2 0～2 0～1 3 3～4

降水量（mm） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 13.0 3.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.0 23.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 2.0 7.0 14.0 1.0 0.0 0.0 0.0 18.0 0.0

潮 満潮 干潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 満潮 上げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 満潮 干潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 満潮 干潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮

潮位 181 117 172 124 167 127 166 156 129 156 114 168 97 178 94 191 91 191 102 181 120 163 149 144 171 122 188 108 194 106 183 112 169 129 151 147 138 174 125 178 112 184 110 187 115 182 120 169 129 156 143 145 156 127 172 173 102 182 95 177 97

ｓｔ．１
ｸﾋ ﾚ゙ﾐﾄ ﾛ゙生息地

<1 1.4 - - - - - - - - 1.4 1.2 1.6 <1 2.3 <1 2.0 1.2 2.2 1.1 1.6 1.2 1.0 2.3 2.5 1.5 1.7 1.2 <1 1.0 1.1 1.1 1.3 <1 1.0 1.1 <1 <1 1.1 1.2 1.7 1.6 2.0 1.5 1.8 1.1 2.1 1.4 1.9 1.5 1.0 1.3 <1 1.4 <1 1.4

ｓｔ．３ <1 1.1 - - - - - - - - 1.1 1.2 <1 1.0 <1 <1 1.3 <1 <1 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 1.3 1.1 1.4 <1 1.0 <1 1.2 <1 1.0 <1 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 1.3 1.3 1.0 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 1.2 1.2 1.4 1.2 1.5

ｓｔ．６ <1 <1 - - - - - - - - 1.1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 <1 <1 <1 <1 1.0 1.0 1.3 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 1.1 <1 <1 <1 <1 1.2 1.2 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 1.2 1.2 1.1 1.5

ｓｔ．10 2.0 3.8 - - - - - - - - 3.8 2.6 3.6 3.5 4.1 1.8 3.4 3.7 3.2 2.9 2.9 4.1 3.1 4.5 3.4 4.8 2.1 4.2 1.7 1.4 4.1 4.8 2.7 4.2 2.5 3.6 3.3 2.5 3.7 3.1 3.5 2.0 3.2 3.5 3.7 3.5 4.6 2.2 2.1 2.5 2.5 3.2 2.0 3.8 2.6 3.6

ｓｔ．11 4.8 5.1 - - - - - - - - 4.4 6.2 4.2 3.5 5.1 5.4 3.3 4.4 5.1 5.2 2.9 5.3 3.5 12 2.3 5.3 5.1 5.6 4.2 4.4 3.2 4.7 4.9 4.0 4.2 5.6 3.6 5.1 4.7 3.3 5.0 5.3 4.9 3.8 5.5 3.8 4.7 6.6 4.3 6.3 3.7 5.6 3.2 7.8 1.6 2.7

ｓｔ．12 2.5 3.1 - - - - - - - - 2.4 2.8 2.7 3.4 3.0 1.6 3.9 4.0 2.1 3.0 3.9 4.0 3.3 5.7 3.2 3.5 <1 4.3 1.4 3.7 1.5 2.9 1.8 3.7 3.0 3.8 4.3 3.7 3.0 2.4 2.2 1.3 3.1 1.4 2.9 2.8 2.1 1.5 2.3 1.8 1.2 4.6 2.3 3.3 3.2 3.8

ｓｔ．13 4.5 5.8 - - - - - - - - 5.0 6.5 4.6 4.9 3.7 4.0 4.6 5.7 4.0 4.6 5.0 5.7 4.2 9.0 5.2 4.3 5.5 6.2 4.8 5.1 4.9 5.7 4.6 3.8 4.0 4.1 4.3 5.6 4.5 3.7 4.1 4.2 3.6 5.5 4.8 4.6 3.8 5.4 3.9 4.9 3.0 3.7 4.0 6.0 3.9 3.0

ｓｔ．14 4.5 5.8 - - - - - - - - 5.8 7.5 5.5 5.2 3.8 4.1 3.9 4.7 3.6 4.8 4.9 6.1 4.1 17 5.6 4.1 5.2 5.1 4.7 5.8 5.8 5.5 4.5 4.7 3.8 5.2 5.3 6.0 4.6 3.3 3.8 5.3 7.8 5.4 4.0 5.4 3.7 4.9 4.4 4.6 4.2 5.6 4.6 6.1 2.7 2.8

ｓｔ．15 3.5 7.8 4.5 13 7.7 10 5.9 6.2 9.3 7.4 7.1 7.6 3.5 2.6 6.3 4.5 6.7 4.3 5.8 5.5 3.2 6.5 3.4 11 4.5 7.8 1.6 4.5 5.3 6.3 11 7.1 2.6 2.2 4.9 6.7 5.3 4.7 4.5 4.6 1.4 6.6 5.8 10 12 4.3 5.1 4.7 4.7 7.2 3.9 5.4 5.2 5.6 2.2 4.3

ｓｔ．18 <1 1.8 - - - - - - - - 1.1 1.1 1.2 <1 1.4 <1 <1 <1 1.5 1.1 1.1 1.3 1.0 1.3 <1 1.7 <1 2.4 1.0 2.0 <1 1.2 <1 <1 <1 <1 1.3 <1 1.1 <1 <1 <1 1.4 1.4 1.5 <1 <1 1.0 <1 <1 1.5 1.2 1.7 1.3 <1 1.4

ｓｔ．19 <1 1.7 - - - - - - - - 1.2 1.1 1.1 <1 <1 <1 - <1 1.3 <1 1.7 1.1 1.0 <1 1.7 1.5 <1 1.1 1.2 1.2 1.0 1.1 <1 1.1 <1 <1 1.1 <1 <1 1.1 <1 1.4 1.3 1.3 <1 <1 <1 <1 1.1 <1 1.5 1.2 1.7 1.5 1.2 1.1

ｓｔ．20 <1 1.8 - - - - - - - - 1.3 1.1 <1 <1 1.0 1.1 <1 1.0 1.2 <1 1.0 1.3 <1 1.3 <1 1.6 <1 1.4 <1 1.8 <1 1.1 <1 1.1 <1 <1 1.3 <1 1.1 1.2 <1 <1 1.3 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 1.2 1.2 1.3 <1 1.2

ｓｔ．21 <1 1.3 - - - - - - - - 1.1 1.2 <1 <1 1.0 <1 <1 1.1 1.0 <1 1.4 <1 <1 <1 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 1.1 1.1 <1 1.1 <1 <1 1.1 <1 <1 1.1 <1 <1 1.3 1.3 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 1.3 1.2 1.4 <1 <1

ｓｔ．22 <1 1.6 - - - - - - - - 1.2 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 <1 <1 1.3 <1 <1 <1 <1 1.2 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 <1 <1 <1 <1 1.1 1.0 1.0 1.1 1.0 <1 1.2 1.3 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 1.1 1.1 1.3 <1 1.1

※　観測値は、定時観測 （10時、15時）の１日２回、上層（水面より50cm）、中層（上下層の中間）、下層（底下20cm）の各値の平均値とした。
※　天気･風向・風力は定時観測時における現地確認とした。
※　降雨量は沖縄市胡屋観測所のデータを用い、12時間(0時～12時、12時～24時)の合計を示した。
※　潮位は中城湾検潮所における定時観測値を使用した。

12/2(木)12/1(水) 12/7(火) 12/8(水） 12/10(金) 12/11(土) 12/16(木) 12/25(土)12/3(金) 12/21(火) 12/22(水)12/14(火) 12/15(水) 12/17(金) 12/23(木) 12/24(金)12/9(木) 12/30(木) 12/31(金)12/27(月) 12/28(火) 12/29(水)12/6(月)12/5(日)12/4(土) 12/12(日) 12/13(月) 12/18(土) 12/19(日) 12/20(月) 12/26(日)
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10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

12/1(水) 12/2(木) 12/3(金) 12/4(土) 12/5(日) 12/6(月) 12/7(火) 12/8(水） 12/9(木) 12/10(金) 12/11(土) 12/12(日) 12/13(月) 12/14(火) 12/15(水) 12/16(木) 12/17(金) 12/18(土) 12/19(日) 12/20(月) 12/21(火) 12/22(水) 12/23(木) 12/24(金) 12/25(土) 12/26(日) 12/27(月) 12/28(火) 12/29(水) 12/30(木) 12/31(金)

ss(mg/l)
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降水量（mm）

ｓｔ．１
ｸﾋ ﾚ゙ﾐﾄ ﾛ゙生息地
ｓｔ．３

ｓｔ．６

ｓｔ．10

ｓｔ．11

ｓｔ．12

ｓｔ．13

ｓｔ．14

ｓｔ．15

ｓｔ．18

ｓｔ．19

ｓｔ．20

ｓｔ．21

ｓｔ．22

杭打設 杭打設

強風

強風により海上調査地点欠測

st.A
st.17

st.15

st.16 st.14
st.13

st.18st.19
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st.1

st.3

st.6

st.10

st.11

st.21 st.22

st.12

　　　　　　：12月打設位置

杭打設 杭打設 杭打設 杭打設 杭打設 杭打設杭打設 杭打設

年末休み

年末休み

杭打設杭打設
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中城湾港泡瀬地区環境監視調査（その３）濁り監視調査４

ss（mg/l）観測結果および降雨量(mm)
観測日

定時観測 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

天気 曇り 晴れ 快晴 晴れ 曇り 雨 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 曇り 雨 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 雨 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 雨 雨 曇り 雨

風向 ENE～E NE～E ENE E E E SE SSE NW N NNE NNE～ENE N～NE NNE～NE ENE～NE NNE～NE NNE～ENE NE～ENE NNE～NE NNE～NE NE～ENE E～NE ENE～E NW～N NNE～NE NNE～NE E～N ENE～NNE NE～ENE NE～E NNE～NE ENE～NNE NE～NNE NE～E NE～NNE NE～N NE～E NE～E N～NE N～NNE N～NNE NW～N N～WNW N～NW E～SE SE～S NNE～NE N N～NNE N～NNE N～NE N～ENE N～E NE～E NE～ENE NE～ENE

風力 4～5 4～5 6 6 4 5 6 6 3 3 2～3 1～2 1～2 2～3 3～4 3～5 3 3～6 1～3 1～3 2～4 2～4 0～2 2～4 2～4 2～4 2 3～4 3 3 2 2～3 0～4 2～3 0～2 1～2 0～3 1～3 1～2 1～3 1～3 2～3 1～2 1～3 0～1 1 2～3 3～4 0～3 2～3 1～3 1～2 0～2 0～1 3 3～4

降水量（mm） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 13.0 3.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.0 23.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 2.0 7.0 14.0 1.0 0.0 0.0 0.0 18.0 0.0

潮 満潮 干潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 満潮 上げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 満潮 干潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 満潮 干潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮

潮位 181 117 172 124 167 127 166 156 129 156 114 168 97 178 94 191 91 191 102 181 120 163 149 144 171 122 188 108 194 106 183 112 169 129 151 147 138 174 125 178 112 184 110 187 115 182 120 169 129 156 143 145 156 127 172 173 102 182 95 177 97

ｓｔ．16 5.7 6.3 8.8 10.0 11 8.7 18 18 15 18 6.3 13 3.5 7.1 4.6 6.2 4.8 6.7 11 13 9.4 14 11 127 11 12 4.0 5.6 4.8 6.1 8.9 6.7 3.5 5.1 8.2 13 13 9.3 34 11 3.0 4.0 9.8 7.2 8.5 8.7 5.1 5.9 5.1 9.3 4.9 11 6.6 12 11 16

ｓｔ．17 7.0 7.3 11 9.3 11 8.6 19 18 13 11 8.8 8.0 5.6 5.3 6.7 6.4 6.5 6.8 6.6 5.4 4.4 12 8.0 58 7.8 6.9 3.0 4.5 5.5 5.6 4.6 4.0 4.0 4.5 6.7 12 10 6.0 28 9.1 3.5 9.2 6.7 8.7 9.9 6.6 2.9 6.5 3.9 6.8 3.6 10 6.6 12 5.7 23

ｓｔ．A 8.5 10 7.4 19 13 11 10 11 16 17 19 21 9.2 7.1 18 37 19 39 14 20 13 22 24 48 9.3 13 5.1 11 3.7 15 7.3 13 11 8.7 8.5 9.1 4.7 12 27 27 6.1 9.7 9.5 29 13 23 7.1 22 4.9 10 5.1 20 7.0 23 15 21

※　観測値は、定時観測 （10時、15時）の１日２回、上層（水面より50cm）、中層（上下層の中間）、下層（底下20cm）の各値の平均値とした。
※　天気･風向・風力は定時観測時における現地確認とした。
※　降雨量は沖縄市胡屋観測所のデータを用い、12時間(0時～12時、12時～24時)の合計を示した。
※　潮位は中城湾検潮所における定時観測値を使用した。

12/1(水) 12/2(木) 12/15(水)12/5(日) 12/6(月) 12/11(土) 12/12(日)12/7(火) 12/8(水） 12/13(月) 12/14(火)12/9(木) 12/10(金)12/3(金) 12/4(土) 12/20(月) 12/21(火) 12/22(水) 12/23(木)12/16(木) 12/17(金) 12/18(土) 12/19(日) 12/24(金) 12/25(土) 12/26(日) 12/27(月) 12/28(火) 12/29(水) 12/30(木) 12/31(金)

<1

10

20

30

40

50

60

10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

12/1(水) 12/2(木) 12/3(金) 12/4(土) 12/5(日) 12/6(月) 12/7(火) 12/8(水） 12/9(木) 12/10(金) 12/11(土) 12/12(日) 12/13(月) 12/14(火) 12/15(水) 12/16(木) 12/17(金) 12/18(土) 12/19(日) 12/20(月) 12/21(火) 12/22(水) 12/23(木) 12/24(金) 12/25(土) 12/26(日) 12/27(月) 12/28(火) 12/29(水) 12/30(木) 12/31(金)

ss(mg/l)
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降水量（mm）
ｓｔ．16
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ｓｔ．A

杭打設 杭打設

強風

杭打設 杭打設 杭打設 杭打設杭打設 杭打設杭打設 杭打設
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年末休み
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　　　　　　：12月打設位置
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中城湾港泡瀬地区環境監視調査（その３）濁り監視調査３

ss（mg/l）観測結果および降雨量(mm)
観測日

定時観測 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

天気 曇り 晴れ 快晴 晴れ 曇り 雨 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 曇り 雨 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 雨 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 雨 雨 曇り 雨

風向 ENE～E NE～E ENE E E E SE SSE NW N NNE NNE～ENE N～NE NNE～NE ENE～NE NNE～NE NNE～ENE NE～ENE NNE～NE NNE～NE NE～ENE E～NE ENE～E NW～N NNE～NE NNE～NE E～N ENE～NNE NE～ENE NE～E NNE～NE ENE～NNE NE～NNE NE～E NE～NNE NE～N NE～E NE～E N～NE N～NNE N～NNE NW～N N～WNW N～NW E～SE SE～S NNE～NE N N～NNE N～NNE N～NE N～ENE N～E NE～E NE～ENE NE～ENE

風力 4～5 4～5 6 6 4 5 6 6 3 3 2～3 1～2 1～2 2～3 3～4 3～5 3 3～6 1～3 1～3 2～4 2～4 0～2 2～4 2～4 2～4 2 3～4 3 3 2 2～3 0～4 2～3 0～2 1～2 0～3 1～3 1～2 1～3 1～3 2～3 1～2 1～3 0～1 1 2～3 3～4 0～3 2～3 1～3 1～2 0～2 0～1 3 3～4

降水量（mm） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 13.0 3.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.0 23.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 2.0 7.0 14.0 1.0 0.0 0.0 0.0 18.0 0.0

潮 満潮 干潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 満潮 上げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 満潮 干潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 満潮 干潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮

潮位 181 117 172 124 167 127 166 156 129 156 114 168 97 178 94 191 91 191 102 181 120 163 149 144 171 122 188 108 194 106 183 112 169 129 151 147 138 174 125 178 112 184 110 187 115 182 120 169 129 156 143 145 156 127 172 173 102 182 95 177 97

ｓｔ．１ <1 1.4 - - - - - - - - 1.4 1.2 1.6 <1 2.3 <1 2.0 1.2 2.2 1.1 1.6 1.2 1.0 2.3 2.5 1.5 1.7 1.2 <1 1.0 1.1 1.1 1.3 <1 1.0 1.1 <1 <1 1.1 1.2 1.7 1.6 2.0 1.5 1.8 1.1 2.1 1.4 1.9 1.5 1.0 1.3 <1 1.4 <1 1.4

ｓｔ．２ <1 1.2 - - - - - - - - 1.2 1.2 1.1 1.2 <1 1.1 <1 1.2 <1 <1 1.1 1.1 <1 1.2 <1 1.4 <1 1.0 1.0 1.0 <1 1.2 <1 <1 <1 1.0 1.2 1.1 1.1 1.2 1.2 1.1 1.3 1.4 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.2 1.2 1.4 1.3 <1 <1

ｓｔ．３ <1 1.1 - - - - - - - - 1.1 1.2 <1 1.0 <1 <1 1.3 <1 <1 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 1.3 1.1 1.4 <1 1.0 <1 1.2 <1 1.0 <1 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 1.3 1.3 1.0 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 1.2 1.2 1.4 1.2 1.5

ｓｔ．４ 1.1 <1 - - - - - - - - 1.3 1.3 <1 1.2 1.1 1.0 <1 1.1 <1 1.1 <1 1.1 <1 <1 1.1 1.2 1.1 1.2 <1 1.0 <1 1.3 <1 1.1 1.1 1.2 1.0 <1 1.1 1.1 1.2 1.1 <1 1.0 <1 1.1 <1 1.0 1.1 1.2 <1 <1 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．５ 1.1 <1 - - - - - - - - 1.3 1.4 1.1 1.2 1.0 1.4 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 <1 <1 1.1 1.2 1.1 1.1 <1 1.1 <1 1.3 <1 1.1 <1 1.2 1.3 1.0 <1 <1 1.1 1.0 <1 1.1 1.1 1.1 <1 <1 1.1 1.3 <1 <1 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．６ <1 <1 - - - - - - - - 1.1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 <1 <1 <1 <1 1.0 1.0 1.3 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 1.1 <1 <1 <1 <1 1.2 1.2 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 1.2 1.2 1.1 1.5

ｓｔ．７ <1 <1 - - - - - - - - 1.0 1.2 <1 1.0 1.1 1.1 1.1 <1 <1 <1 1.0 1.2 <1 <1 <1 1.2 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 <1 <1 <1 1.2 <1 <1 <1 1.0 <1 <1 <1 <1 1.1 1.1 <1 <1 1.1 1.1 <1 <1 <1 <1 1.1 1.6

ｓｔ．８ - <1 - - - - - - - - <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．９ - <1 - - - - - - - - <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 <1 <1 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．23 <1 <1 - - - - - - - - <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 <1 <1 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．24 - <1 - - - - - - - - <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．25 1.1 <1 - - - - - - - - <1 1.1 <1 <1 <1 1.0 <1 <1 <1 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 <1 1.1 <1 <1 <1 1.1 <1 1.1 1.0 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 1.1 <1 1.1 1.1 1.0 <1 <1 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．26 <1 <1 - - - - - - - - 1.2 1.2 <1 <1 1.0 1.0 <1 <1 <1 <1 1.1 1.2 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 <1 <1 <1 1.1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

※　観測値は、定時観測 （10時、15時）の１日２回、上層（水面より50cm）、中層（上下層の中間）、下層（底下20cm）の各値の平均値とした。
※　天気･風向・風力は定時観測時における現地確認とした。
※　降雨量は沖縄市胡屋観測所のデータを用い、12時間(0時～12時、12時～24時)の合計を示した。
※　潮位は中城湾検潮所における定時観測値を使用した。

12/1(水) 12/2(木) 12/3(金) 12/4(土) 12/5(日) 12/6(月) 12/7(火) 12/8(水） 12/9(木) 12/10(金) 12/11(土) 12/12(日) 12/13(月) 12/14(火) 12/15(水) 12/16(木) 12/17(金) 12/18(土) 12/19(日) 12/20(月) 12/21(火) 12/22(水) 12/23(木) 12/24(金) 12/25(土) 12/26(日) 12/27(月) 12/28(火) 12/29(水) 12/30(木) 12/31(金)
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12/1(水) 12/2(木) 12/3(金) 12/4(土) 12/5(日) 12/6(月) 12/7(火) 12/8(水） 12/9(木) 12/10(金) 12/11(土) 12/12(日) 12/13(月) 12/14(火) 12/15(水) 12/16(木) 12/17(金) 12/18(土) 12/19(日) 12/20(月) 12/21(火) 12/22(水) 12/23(木) 12/24(金) 12/25(土) 12/26(日) 12/27(月) 12/28(火) 12/29(水) 12/30(木) 12/31(金)
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　　　　　　：12月工事位置
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中城湾港泡瀬地区環境監視調査（その３）濁り監視調査４

ss（mg/l）観測結果および降雨量(mm)
観測日

定時観測 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

天気 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 曇り 雨 曇り 晴れ 曇り 曇り 晴れ 曇り 曇り 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 雨 曇り 晴れ 曇り 曇り 晴れ 曇り

風向 N～S N～NNE NE～NNE NE～ENE NW～NNW NE～NW N～NE N～NE NE～NNE NNE NE～E N N～NNE N～NNE NNE～ENE NE～E N～NE N～NE NE～E NW～ESE N N NE～N NNE～NW NNE～NW N～NW NE～NNW N～NNE NNW～WNW NW～NNW NW NW N～NNE N NNE NNW～NNE E～ENE SE～SSE NW～N N～NNW W～NW E～ENE SSW～SE SW～S NNW～NNE N S～SE S～SW SW～N NNE～NE SE～WSW W～NW NE～N N～NNE NNW～N NNW～NNE

風力 0～1 2～3 2～3 2～3 1～2 2～3 1～2 1～3 1～3 2～3 1～3 2～3 1～3 1～4 1～3 1～4 2～4 3～4 2～4 1～3 4 3 2～4 2～4 2～5 2～5 2～3 1～3 0～1 2～3 1 2 2～3 3～4 3 3～4 1～2 2～3 2～5 2～5 1～2 0～1 3～4 3～5 3 2～3 2～3 3～4 0～2 1～2 0～1 1～3 1～3 1～3 2～4 2～3

降水量（mm） 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0 1.0 19.0 7.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 7.0 0.0 1.0 0.0 3.0 0.0 0.0

潮 上げ潮 上げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 干潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 干潮 満潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 満潮 干潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 上げ潮 下げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 干潮 満潮 下げ潮 満潮 下げ潮

潮位 177 103 165 115 151 136 144 150 128 172 116 179 107 188 110 177 122 162 149 141 167 113 181 92 195 87 200 90 192 98 168 110 154 129 142 145 126 154 120 159 111 154 120 155 123 142 136 135 151 129 160 111 175 102 183 91 84 188 86 187 86

ｓｔ．１
ｸﾋ ﾚ゙ﾐﾄ ﾛ゙生息地

<1 <1 <1 <1 <1 <1 1.2 <1 <1 <1 1.2 <1 <1 1.1 <1 1.4 <1 1.5 <1 1.4 - - <1 1.5 1.3 <1 <1 1.0 <1 <1 <1 <1 1.0 1.5 1.2 1.3 1.0 <1 1.5 2.0 1.0 2.0 1.6 2.6 1.4 2.5 1.1 2.4 <1 2.0 <1 3.0 1.5 2.8 <1 1.5

ｓｔ．３ <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 - - 1.2 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 2.2 1.7 1.1 1.1 1.6 1.6 1.2 1.7 1.3 2.1 1.3 2.1 1.9 2.7 1.9 2.7 2.0 2.6

ｓｔ．６ <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 - - 1.2 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.4 1.4 <1 <1 1.0 1.4 1.2 1.3 1.3 1.9 1.2 1.8 1.7 2.1 1.9 2.1 2.0 2.1

ｓｔ．10 2.0 2.4 1.8 1.5 1.7 2.8 1.7 3.4 2.4 1.4 2.0 1.1 1.4 2.4 1.6 3.4 1.6 2.9 1.9 3.4 - - <1 2.6 <1 1.4 <1 1.5 1.4 1.7 1.4 2.0 1.6 2.1 2.0 1.4 1.7 1.3 1.7 2.5 1.5 2.9 2.0 3.6 2.3 4.2 1.6 3.2 1.8 4.3 2.5 3.0 2.4 3.9 1.1 3.3

ｓｔ．11 1.9 3.5 2.1 3.0 3.2 2.8 2.1 4.0 2.3 4.4 1.8 4.1 1.6 4.4 2.0 2.9 2.4 3.9 2.7 3.4 - - 1.9 5.4 3.6 3.5 1.8 1.8 2.3 3.0 2.3 3.4 2.5 4.1 2.3 3.9 1.7 1.9 2.4 4.2 2.2 4.4 2.5 5.6 2.5 6.2 3.3 5.3 2.2 3.9 2.2 5.5 3.3 4.7 3.0 4.2

ｓｔ．12 1.5 1.3 <1 1.1 1.3 1.1 3.0 2.6 3.0 <1 <1 1.3 1.3 2.2 1.2 2.9 2.4 2.2 1.6 2.7 - - <1 2.2 <1 1.3 <1 1.2 1.1 1.7 1.5 2.1 <1 1.4 1.1 1.1 1.3 1.4 1.2 2.0 1.1 3.0 1.8 3.1 1.0 2.7 2.0 2.9 1.4 3.7 1.2 3.2 1.5 3.3 <1 2.6

ｓｔ．13 2.1 2.5 2.1 2.0 3.2 3.2 2.7 3.4 3.0 3.7 3.3 2.9 2.0 3.4 3.0 4.2 2.7 2.8 2.5 3.5 - - 4.0 4.9 3.6 3.1 2.0 2.0 2.2 3.0 2.7 3.4 2.6 3.3 2.4 3.5 2.1 3.1 2.8 3.2 3.2 5.0 4.4 5.6 4.9 6.3 4.6 5.6 4.3 3.3 4.9 4.8 4.9 3.7 4.1 4.7

ｓｔ．14 2.3 3.4 3.3 2.6 2.7 2.1 4.6 4.1 3.4 2.7 2.2 3.6 2.0 3.0 3.1 3.8 2.5 3.4 3.0 3.2 - - 2.7 4.6 2.9 3.5 2.7 2.5 2.0 3.0 3.0 2.5 2.5 3.4 2.7 2.9 1.9 2.4 2.4 3.2 3.1 4.2 3.7 6.9 4.1 4.6 3.5 5.7 4.1 2.6 4.3 4.9 5.3 3.8 4.9 4.8

ｓｔ．15 8.8 2.6 2.1 2.2 2.0 2.5 2.1 2.8 2.0 3.5 1.9 3.9 2.2 4.6 2.0 2.5 2.3 4.2 2.0 4.6 2.4 5.3 4.1 4.2 3.4 3.5 2.8 2.5 2.0 3.1 2.5 2.7 1.8 2.3 2.1 2.1 1.6 2.2 2.7 3.5 2.4 4.5 7.0 8.2 3.0 5.1 3.3 6.6 4.6 3.9 3.2 4.4 3.1 5.6 4.5 6.1

ｓｔ．18 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.8 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.3 <1 1.4 - - 1.2 1.8 <1 1.5 <1 2.2 <1 <1 <1 <1 1.2 <1 <1 <1 <1 <1 1.5 1.5 1.5 1.2 1.8 1.6 1.7 <1 1.5 1.7 1.4 2.3 2.0 2.2 2.0 3.2 2.1 4.1

ｓｔ．19 <1 1.2 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.2 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 - - 1.2 1.0 <1 1.3 <1 1.3 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.7 1.5 1.2 1.1 1.3 1.5 1.5 <1 1.5 1.5 1.4 2.2 2.0 - 2.0 3.4 2.3 3.1

ｓｔ．20 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 - - 1.3 1.9 <1 <1 <1 1.3 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.9 1.5 1.1 1.1 1.4 1.5 <1 <1 1.6 1.4 1.6 2.2 1.9 2.0 2.0 2.4 2.1 3.4

ｓｔ．21 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 - - 1.3 <1 <1 <1 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.2 1.5 1.1 1.1 1.1 2.3 <1 <1 1.4 1.4 1.3 2.0 2.0 2.1 2.1 2.7 2.0 2.9

ｓｔ．22 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 - - 1.2 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.9 1.6 1.0 1.0 1.2 1.9 <1 <1 1.4 1.4 1.6 1.9 2.0 2.0 2.0 2.5 2.0 2.7

※　観測値は、定時観測 （10時、15時）の１日２回、上層（水面より50cm）、中層（上下層の中間）、下層（底下20cm）の各値の平均値とした。
※　天気･風向・風力は定時観測時における現地確認とした。
※　降雨量は沖縄市胡屋観測所のデータを用い、12時間(0時～12時、12時～24時)の合計を示した。
※　潮位は中城湾検潮所における定時観測値を使用した。

1/6(木)1/5(水)1/4(火) 1/12(水) 1/13(木) 1/18(火) 1/19(水) 1/20(木) 1/26(水) 1/30(日) 1/31(月)1/27(木) 1/28(金) 1/29(土)1/25(火)1/3(月) 1/21(金) 1/22(土)1/14(金) 1/15(土) 1/17(月) 1/23(日) 1/24(月)1/9(日) 1/16(日)1/7(金) 1/8(土) 1/10(月) 1/11(火)1/2(日)1/1(土)
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10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

1/1(土) 1/2(日) 1/3(月) 1/4(火) 1/5(水) 1/6(木) 1/7(金) 1/8(土) 1/9(日) 1/10(月) 1/11(火) 1/12(水) 1/13(木) 1/14(金) 1/15(土) 1/16(日) 1/17(月) 1/18(火) 1/19(水) 1/20(木) 1/21(金) 1/22(土) 1/23(日) 1/24(月) 1/25(火) 1/26(水) 1/27(木) 1/28(金) 1/29(土) 1/30(日) 1/31(月)

ss(mg/l)
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

mm(12h)

降水量（mm）

ｓｔ．１
ｸﾋ ﾚ゙ﾐﾄ ﾛ゙生息地
ｓｔ．３

ｓｔ．６

ｓｔ．10

ｓｔ．11

ｓｔ．12

ｓｔ．13

ｓｔ．14

ｓｔ．15

ｓｔ．18

ｓｔ．19

ｓｔ．20

ｓｔ．21

ｓｔ．22
年始休み

年始休み

強風

st.A
st.17

st.15

st.16 st.14
st.13

st.18st.19

st.20

st.1

st.3

st.6

st.10
st.11

st.21 st.22

st.12

　　　　　　：1月打設位置

強風により
海上調査
地点欠測

：杭打設

別
添
－
15



中城湾港泡瀬地区環境監視調査（その３）濁り監視調査４

ss（mg/l）観測結果および降雨量(mm)
観測日

定時観測 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

天気 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 曇り 雨 曇り 晴れ 曇り 曇り 晴れ 曇り 曇り 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 雨 曇り 晴れ 曇り 曇り 晴れ 曇り

風向 N～S N～NNE NE～NNE NE～ENE NW～NNW NE～NW N～NE N～NE NE～NNE NNE NE～E N N～NNE N～NNE NNE～ENE NE～E N～NE N～NE NE～E NW～ESE N N NE～N NNE～NW NNE～NW N～NW NE～NNW N～NNE NNW～WNW NW～NNW NW NW N～NNE N NNE NNW～NNE E～ENE SE～SSE NW～N N～NNW W～NW E～ENE SSW～SE SW～S NNW～NNE N S～SE S～SW SW～N NNE～NE SE～WSW W～NW NE～N N～NNE NNW～N NNW～NNE

風力 0～1 2～3 2～3 2～3 1～2 2～3 1～2 1～3 1～3 2～3 1～3 2～3 1～3 1～4 1～3 1～4 2～4 3～4 2～4 1～3 4 3 2～4 2～4 2～5 2～5 2～3 1～3 0～1 2～3 1 2 2～3 3～4 3 3～4 1～2 2～3 2～5 2～5 1～2 0～1 3～4 3～5 3 2～3 2～3 3～4 0～2 1～2 0～1 1～3 1～3 1～3 2～4 2～3

降水量（mm） 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0 1.0 19.0 7.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 7.0 0.0 1.0 0.0 3.0 0.0 0.0

潮 上げ潮 上げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 干潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 干潮 満潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 満潮 干潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 上げ潮 下げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 干潮 満潮 下げ潮 満潮 下げ潮

潮位 177 103 165 115 151 136 144 150 128 172 116 179 107 188 110 177 122 162 149 141 167 113 181 92 195 87 200 90 192 98 168 110 154 129 142 145 126 154 120 159 111 154 120 155 123 142 136 135 151 129 160 111 175 102 183 91 84 188 86 187 86

ｓｔ．16 7.6 7.2 2.9 7.2 4.0 5.5 3.4 4.7 4.5 3.1 3.8 5.3 4.2 9.5 3.4 8.0 4.2 5.9 2.8 3.9 3.3 15 3.7 5.9 3.8 5.4 2.7 7.0 2.9 5.6 2.8 6.8 2.8 7.6 2.8 4.5 3.3 6.1 12 14 5.4 11 3.1 16 5.6 7.6 3.5 8.9 4.0 12 3.8 10 4.6 8.5 5.6 5.5

ｓｔ．17 7.9 3.1 2.0 2.5 2.7 3.6 2.2 4.6 1.6 3.3 2.4 4.1 1.6 6.4 2.3 4.2 3.2 3.9 5.1 5.9 24 6.9 3.8 4.4 3.1 3.9 2.8 2.8 2.7 2.4 3.1 3.1 3.3 3.0 2.5 3.0 2.3 10.0 7.5 20 5.1 13 3.7 9.6 3.0 7.6 2.9 4.7 3.8 18 7.1 8.7 3.1 6.7 3.8 5.2

ｓｔ．A 14 28 5.9 8.4 5.3 6.0 3.1 12 3.7 5.3 3.9 11 4.1 15 4.3 6.1 2.9 9.3 3.0 9.3 5.0 18 6.3 8.9 7.2 10 8.3 25 16 34 18 27 12 24 15 25 13 28 56 25 9.7 13 5.8 38 8.1 11 4.9 24 7.4 21 5.3 15 7.6 11 5.4 6.2

※　観測値は、定時観測 （10時、15時）の１日２回、上層（水面より50cm）、中層（上下層の中間）、下層（底下20cm）の各値の平均値とした。
※　天気･風向・風力は定時観測時における現地確認とした。
※　降雨量は沖縄市胡屋観測所のデータを用い、12時間(0時～12時、12時～24時)の合計を示した。
※　潮位は中城湾検潮所における定時観測値を使用した。

1/28(金) 1/29(土) 1/30(日)1/20(木) 1/21(金) 1/22(土) 1/23(日) 1/31(月)1/24(月) 1/25(火) 1/26(水) 1/27(木)1/16(日) 1/17(月) 1/18(火) 1/19(水)1/9(日) 1/10(月)1/3(月) 1/4(火) 1/15(土)1/5(水) 1/6(木) 1/11(火) 1/12(水)1/7(金) 1/8(土) 1/13(木) 1/14(金)1/1(土) 1/2(日)

<1

10

20

30

40

50

60

10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

1/1(土) 1/2(日) 1/3(月) 1/4(火) 1/5(水) 1/6(木) 1/7(金) 1/8(土) 1/9(日) 1/10(月) 1/11(火) 1/12(水) 1/13(木) 1/14(金) 1/15(土) 1/16(日) 1/17(月) 1/18(火) 1/19(水) 1/20(木) 1/21(金) 1/22(土) 1/23(日) 1/24(月) 1/25(火) 1/26(水) 1/27(木) 1/28(金) 1/29(土) 1/30(日) 1/31(月)

ss(mg/l)
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

mm(12h)

降水量（mm）
ｓｔ．16
ｓｔ．17
ｓｔ．A

年始休み

年始休み

強風

st.A
st.17

st.15

st.16 st.14
st.13

st.18st.19

st.20

st.1

st.3

st.6

st.10
st.11

st.21 st.22

st.12

　　　　　　：1月打設位置

：杭打設

別
添
－
16



中城湾港泡瀬地区環境監視調査（その３）濁り監視調査３

ss（mg/l）観測結果および降雨量(mm)
観測日

定時観測 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

天気 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 曇り 雨 曇り 晴れ 曇り 曇り 晴れ 曇り 曇り 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 雨 曇り 晴れ 曇り 曇り 晴れ 曇り

風向 N～S N～NNE NE～NNE NE～ENE NW～NNW NE～NW N～NE N～NE NE～NNE NNE NE～E N N～NNE N～NNE NNE～ENE NE～E N～NE N～NE NE～E NW～ESE N N NE～N NNE～NW NNE～NW N～NW NE～NNW N～NNE NNW～WNW NW～NNW NW NW N～NNE N NNE NNW～NNE E～ENE SE～SSE NW～N N～NNW W～NW E～ENE SSW～SE SW～S NNW～NNE N S～SE S～SW SW～N NNE～NE SE～WSW W～NW NE～N N～NNE NNW～N NNW～NNE

風力 0～1 2～3 2～3 2～3 1～2 2～3 1～2 1～3 1～3 2～3 1～3 2～3 1～3 1～4 1～3 1～4 2～4 3～4 2～4 1～3 4 3 2～4 2～4 2～5 2～5 2～3 1～3 0～1 2～3 1 2 2～3 3～4 3 3～4 1～2 2～3 2～5 2～5 1～2 0～1 3～4 3～5 3 2～3 2～3 3～4 0～2 1～2 0～1 1～3 1～3 1～3 2～4 2～3

降水量（mm） 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0 1.0 19.0 7.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 7.0 0.0 1.0 0.0 3.0 0.0 0.0

潮 上げ潮 上げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 干潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 干潮 満潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 満潮 干潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 上げ潮 下げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 干潮 満潮 下げ潮 満潮 下げ潮

潮位 177 103 165 115 151 136 144 150 128 172 116 179 107 188 110 177 122 162 149 141 167 113 181 92 195 87 200 90 192 98 168 110 154 129 142 145 126 154 120 159 111 154 120 155 123 142 136 135 151 129 160 111 175 102 183 91 84 188 86 187 86

ｓｔ．１ <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.2 <1 <1 <1 1.2 <1 <1 1.1 <1 1.4 <1 1.5 <1 1.4 - - <1 1.5 1.3 <1 <1 1.0 <1 <1 <1 <1 1.0 1.5 1.2 1.3 1.0 <1 1.5 2.0 1.0 2.0 1.6 2.6 1.4 2.5 1.1 2.4 <1 2.0 <1 3.0 1.5 2.8 <1 1.5

ｓｔ．２ <1 <1 <1 <1 <1 1.4 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.2 - - 1.3 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.2 1.5 1.1 1.2 1.2 1.9 <1 1.0 1.4 2.1 1.3 2.2 1.8 2.5 2.0 3.0 2.1 2.8

ｓｔ．３ <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 - - 1.2 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 2.2 1.7 1.1 1.1 1.6 1.6 1.2 1.7 1.3 2.1 1.3 2.1 1.9 2.7 1.9 2.7 2.0 2.6

ｓｔ．４ <1 <1 <1 <1 <1 1.3 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 - - <1 1.3 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.3 1.2 <1 <1 <1 1.2 <1 <1 <1 1.3 <1 <1 <1 1.0 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．５ <1 <1 <1 <1 <1 1.2 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 - - <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.3 1.0 <1 <1 <1 <1 <1 1.2 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．６ <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 - - 1.2 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.4 1.4 <1 <1 1.0 1.4 1.2 1.3 1.3 1.9 1.2 1.8 1.7 2.1 1.9 2.1 2.0 2.1

ｓｔ．７ <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 - - <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.4 1.1 <1 <1 <1 1.1 1.0 1.3 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．８ <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 - - <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.3 1.4 <1 <1 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．９ <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 - - <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.3 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．23 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 - - <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.8 <1 <1 <1 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．24 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 - - <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.2 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．25 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 - - <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.2 1.5 <1 <1 <1 <1 1.1 1.1 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．26 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 - - <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 <1 <1 <1 1.4 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

※　観測値は、定時観測 （10時、15時）の１日２回、上層（水面より50cm）、中層（上下層の中間）、下層（底下20cm）の各値の平均値とした。
※　天気･風向・風力は定時観測時における現地確認とした。
※　降雨量は沖縄市胡屋観測所のデータを用い、12時間(0時～12時、12時～24時)の合計を示した。
※　潮位は中城湾検潮所における定時観測値を使用した。

1/29(土) 1/30(日) 1/31(月)1/25(火) 1/26(水) 1/27(木) 1/28(金)1/21(金) 1/22(土) 1/23(日) 1/24(月)1/17(月) 1/18(火) 1/19(水) 1/20(木)1/13(木) 1/14(金) 1/15(土) 1/16(日)1/9(日) 1/10(月) 1/11(火) 1/12(水)1/5(水) 1/6(木) 1/7(金) 1/8(土)1/1(土) 1/2(日) 1/3(月) 1/4(火)

<1

10

20

30

40

50

60

10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

1/1(土) 1/2(日) 1/3(月) 1/4(火) 1/5(水) 1/6(木) 1/7(金) 1/8(土) 1/9(日) 1/10(月) 1/11(火) 1/12(水) 1/13(木) 1/14(金) 1/15(土) 1/16(日) 1/17(月) 1/18(火) 1/19(水) 1/20(木) 1/21(金) 1/22(土) 1/23(日) 1/24(月) 1/25(火) 1/26(水) 1/27(木) 1/28(金) 1/29(土) 1/30(日) 1/31(月)

ss(mg/l)
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

mm(12h)

降水量（mm）

ｓｔ．１

ｓｔ．２

ｓｔ．３

ｓｔ．４

ｓｔ．５

ｓｔ．６

ｓｔ．７

ｓｔ．８

ｓｔ．９

ｓｔ．23

ｓｔ．24

ｓｔ．25

ｓｔ．26

年始休み

石投入・矢板打設矢板打設 石投入・矢板打設 石投入・矢板打設 石投入・矢板打設石投入・矢板打設石投入 石投入 石投入

st.1

st.3

st.6

st.23
st.24

st.25

st.9
st.8

st.5

st.4st.2

st.

st.26

　　　　　　：1月工事位置

石投入 石投入

年始休み

石投入

強風

石投入 石投入 石投入 石投入 石投入石投入 石投入 石投入 石投入 石投入

強風により
海上調査
地点欠測

別
添
－
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中城湾港泡瀬地区環境監視調査（その３）濁り監視調査４

ss（mg/l）観測結果および降雨量(mm)
観測日

定時観測 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

天気 曇り 雲り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 曇り 雨 晴れ 曇り 晴れ 曇り 雨 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 雨 曇り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 雨 雨 雨 雨 曇り 曇り 雨 雨 曇り 曇り 晴れ 雨 曇り 曇り 曇り 雨 曇り 曇り 雨 曇り

風向 NW～N NNE～NW N～NW N～NW N～ENE NE～E S～SSE WNW～WSW SE W～S E～SSE SE～SSE SW～S WSW～SE N～WSW SW～NE E～SW SE～SSW N～NE N N～NE NNE～ENE E～NE NE～E ESE～NE NE～N SE～E E～SSE SE～SW S～SE SW～SSW SW～SSW N～NE N～NE SSE～SE NNW～NW NW～WNW N～NNW N～NNE NE～N N～NE N～NE NNE～NE NE～NNE N～E E～NE S WSW NE～N N～NE NE～N N～NE NE～NNE NNE～E E～N N～NNE

風力 2～3 3～4 1～3 3 2～3 0～2 3～4 2～3 0～1 1～2 1～3 1～3 2～3 2～4 1～2 1～2 1～2 2～3 1～2 3～4 2～3 2～3 2～4 1～4 0～1 2～5 3～4 3～4 2～3 3～4 2～3 2～3 0～2 0～2 1～2 1～3 1～3 3～5 2～3 １～3 1～2 2～3 2～4 2～4 2～3 2～3 4～６ 5 2～4 1～4 3～4 2～4 1～3 1～3 2～4 1～4

降水量（mm） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 11.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0 4.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 1.0 0.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 9.0 0.0 2.0 0.0 3.0 14.0 9.0 0.0 14.0 1.0 7.0 4.0 2.0 0.0 7.0 12.0 0.0 9.0 16.0 7.0 0.0 0.0 0.0 7.0 1.0 0.0 2.0 1.0

潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 満潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 干潮 下げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 満潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 干潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 干潮 下げ潮 下げ潮

潮位 183 98 169 117 145 133 140 160 125 171 115 170 121 162 133 131 153 102 173 69 185 50 198 49 195 54 188 78 181 103 170 125 155 139 142 150 129 152 116 145 112 138 120 131 130 120 147 101 153 73 162 47 171 39 185 43

ｓｔ．１
ｸﾋ ﾚ゙ﾐﾄ ﾛ゙生息地

1.1 1.1 1.1 1.2 1.3 1.4 1.6 2.0 1.8 <1 <1 <1 2.0 2.0 1.3 1.9 <1 1.7 2.1 - <1 - <1 - <1 2.0 <1 1.4 1.4 2.8 1.9 3.1 1.3 1.8 <1 1.1 1.6 2.4 2.1 1.6 1.5 1.9 <1 1.1 <1 <1 6.0 - 2.0 2.2 1.2 - <1 - <1 -

ｓｔ．３ 2.1 1.8 <1 <1 <1 <1 1.4 1.8 <1 <1 <1 <1 1.4 1.0 <1 <1 <1 1.5 <1 1.5 <1 1.3 <1 1.6 <1 1.1 <1 1.4 1.5 3.5 1.6 1.2 <1 1.2 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 1.4 1.5 <1 <1 4.2 - 1.5 1.7 <1 <1 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．６ 2.1 1.3 <1 <1 <1 <1 1.8 1.3 <1 <1 <1 <1 1.0 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.4 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 1.2 3.4 1.2 1.2 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 1.4 1.4 <1 <1 2.0 - 1.6 1.5 <1 <1 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．10 1.1 1.6 1.0 1.8 1.3 2.3 1.7 2.2 2.3 1.6 2.6 2.1 2.2 1.6 2.5 3.4 2.6 4.3 3.6 4.9 3.6 3.9 <1 4.6 1.3 3.8 2.0 4.2 2.1 3.9 3.0 4.3 1.6 3.2 3.0 3.4 2.1 2.7 2.8 1.5 1.6 2.4 2.1 2.6 1.5 2.3 2.6 - 2.7 3.4 2.3 3.7 <1 3.8 2.0 2.7

ｓｔ．11 2.8 4.0 2.5 3.3 2.9 3.0 2.6 2.9 2.6 2.4 1.4 1.9 2.3 2.6 2.9 3.4 4.2 6.2 4.2 7.2 3.2 4.7 2.7 4.7 2.2 4.9 3.8 4.6 3.5 4.4 2.6 4.9 2.9 3.5 6.1 3.1 3.6 4.0 4.5 5.9 3.0 3.8 2.7 4.0 3.2 3.2 3.2 - 3.3 4.1 3.7 4.8 3.3 3.6 3.0 3.4

ｓｔ．12 <1 1.8 <1 1.3 1.3 1.4 1.5 1.9 1.8 1.7 2.6 2.2 1.6 1.5 2.1 3.6 2.5 3.2 1.3 5.1 <1 3.8 <1 3.2 <1 2.9 1.4 3.4 2.7 3.4 2.6 2.6 1.4 2.0 2.3 3.1 3.0 2.5 1.9 1.7 1.6 2.1 2.9 2.1 1.7 1.7 2.1 - 1.5 3.3 1.3 3.3 <1 3.4 1.2 3.6

ｓｔ．13 3.7 4.4 2.8 3.3 2.8 2.8 2.7 2.6 2.4 2.5 3.3 3.7 2.3 2.9 3.0 2.7 2.9 4.8 3.7 5.3 3.1 4.0 3.3 4.8 3.0 2.9 5.2 5.4 3.8 4.8 3.6 5.8 3.2 3.4 4.6 2.5 3.7 3.4 4.3 4.6 2.9 3.1 3.7 4.2 2.9 3.0 2.8 - 3.0 3.9 3.7 3.9 3.5 3.5 3.8 3.7

ｓｔ．14 4.2 4.3 2.9 3.1 2.7 3.2 2.8 2.7 2.1 2.2 3.0 4.5 2.5 3.3 3.5 3.4 3.3 3.7 2.9 7.0 4.5 3.9 4.8 3.9 3.5 3.2 4.6 5.4 4.3 3.8 3.8 6.5 2.9 3.6 7.1 3.4 3.6 4.3 5.0 6.1 3.9 3.2 3.9 5.3 3.1 2.8 2.7 - 3.3 4.1 4.2 3.7 3.9 3.4 3.6 4.3

ｓｔ．15 4.2 4.3 3.1 3.7 2.4 2.3 2.0 3.1 1.3 1.6 1.9 2.4 2.2 3.9 2.3 4.3 1.8 3.0 3.2 10 3.3 4.0 3.6 4.9 3.9 7.7 6.0 11 4.8 4.2 5.4 4.5 3.5 8.0 4.7 2.4 4.1 3.8 4.1 4.9 3.6 3.5 4.6 4.7 2.9 4.1 3.5 7.3 2.2 2.2 3.7 17 3.3 7.3 3.8 5.6

ｓｔ．18 <1 1.9 <1 1.9 <1 1.6 1.6 2.6 <1 <1 <1 <1 1.1 <1 1.2 <1 <1 1.1 1.6 1.6 <1 1.7 <1 1.0 <1 1.0 1.1 2.6 1.9 2.0 1.1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 1.4 <1 1.8 1.3 2.0 1.6 1.1 <1 3.9 - 1.6 1.1 1.2 - 1.1 - <1 -

ｓｔ．19 <1 <1 <1 1.9 <1 1.3 <1 1.6 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 1.4 <1 - <1 - <1 - 1.4 - 1.4 1.7 1.1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.3 1.8 1.8 1.5 1.0 3.5 - 1.4 1.0 1.3 - <1 - <1 -

ｓｔ．20 <1 <1 <1 1.9 <1 <1 1.4 2.0 <1 <1 <1 <1 1.3 <1 <1 <1 <1 1.1 1.0 1.4 <1 <1 <1 1.2 <1 <1 1.3 2.9 1.9 2.5 1.2 1.3 1.1 1.0 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 1.6 1.1 1.6 1.5 <1 <1 3.5 - 1.2 1.1 <1 1.2 <1 1.0 <1 1.1

ｓｔ．21 <1 1.7 <1 <1 <1 1.0 1.4 2.1 <1 <1 <1 <1 1.1 1.0 <1 <1 <1 <1 1.0 1.3 <1 <1 <1 - <1 <1 1.4 1.6 1.8 2.5 1.0 1.3 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 1.2 1.5 1.7 1.4 1.0 4.2 - 1.1 <1 <1 1.0 <1 <1 <1 -

ｓｔ．22 <1 <1 <1 1.6 <1 1.0 1.5 2.7 <1 <1 <1 <1 1.3 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.4 <1 1.2 <1 1.1 <1 <1 1.3 1.7 1.9 2.5 1.1 1.4 <1 1.0 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.2 1.2 1.7 1.7 <1 <1 2.8 - 1.1 <1 <1 1.1 <1 <1 <1 1.2

※　観測値は、定時観測 （10時、15時）の１日２回、上層（水面より50cm）、中層（上下層の中間）、下層（底下20cm）の各値の平均値とした。
※　天気･風向・風力は定時観測時における現地確認とした。
※　降雨量は沖縄市胡屋観測所のデータを用い、12時間(0時～12時、12時～24時)の合計を示した。
※　潮位は中城湾検潮所における定時観測値を使用した。

2/2(水)2/1(火) 2/7(月) 2/8(火) 2/10(木) 2/11(金) 2/16(水) 2/25(金)2/3(木) 2/21(月) 2/22(火)2/14(月) 2/15(火) 2/17(木) 2/23(水) 2/24(木)2/9（水) 2/27(日) 2/28(月)2/6(日)2/5(土)2/4(金) 2/12(土) 2/13(日) 2/18(金) 2/19(土) 2/20(日) 2/26(土)

<1

10

20

30

40

50

60

10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

2/1(火) 2/2(水) 2/3(木) 2/4(金) 2/5(土) 2/6(日) 2/7(月) 2/8(火) 2/9（水) 2/10(木) 2/11(金) 2/12(土) 2/13(日) 2/14(月) 2/15(火) 2/16(水) 2/17(木) 2/18(金) 2/19(土) 2/20(日) 2/21(月) 2/22(火) 2/23(水) 2/24(木) 2/25(金) 2/26(土) 2/27(日) 2/28(月)

ss(mg/l)
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

mm(12h)

降水量（mm）

ｓｔ．１
ｸﾋ ﾚ゙ﾐﾄ ﾛ゙生息地
ｓｔ．３

ｓｔ．６

ｓｔ．10

ｓｔ．11

ｓｔ．12

ｓｔ．13

ｓｔ．14

ｓｔ．15

ｓｔ．18

ｓｔ．19

ｓｔ．20

ｓｔ．21

ｓｔ．22

st.A
st.17

st.15

st.16 st.14
st.13

st.18st.19

st.20

st.1

st.3

st.6

st.10
st.11

st.21 st.22

st.12

　　　　　　：2月打設位置

：杭打設

強風により海上調査地点休止

強風
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中城湾港泡瀬地区環境監視調査（その３）濁り監視調査４

ss（mg/l）観測結果および降雨量(mm)
観測日

定時観測 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

天気 曇り 雲り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 曇り 雨 晴れ 曇り 晴れ 曇り 雨 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 雨 曇り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 雨 雨 雨 雨 曇り 曇り 雨 雨 曇り 曇り 晴れ 雨 曇り 曇り 曇り 雨 曇り 曇り 雨 曇り

風向 NW～N NNE～NW N～NW N～NW N～ENE NE～E S～SSE WNW～WSW SE W～S E～SSE SE～SSE SW～S WSW～SE N～WSW SW～NE E～SW SE～SSW N～NE N N～NE NNE～ENE E～NE NE～E ESE～NE NE～N SE～E E～SSE SE～SW S～SE SW～SSW SW～SSW N～NE N～NE SSE～SE NNW～NW NW～WNW N～NNW N～NNE NE～N N～NE N～NE NNE～NE NE～NNE N～E E～NE S WSW NE～N N～NE NE～N N～NE NE～NNE NNE～E E～N N～NNE

風力 2～3 3～4 1～3 3 2～3 0～2 3～4 2～3 0～1 1～2 1～3 1～3 2～3 2～4 1～2 1～2 1～2 2～3 1～2 3～4 2～3 2～3 2～4 1～4 0～1 2～5 3～4 3～4 2～3 3～4 2～3 2～3 0～2 0～2 1～2 1～3 1～3 3～5 2～3 １～3 1～2 2～3 2～4 2～4 2～3 2～3 4～６ 5 2～4 1～4 3～4 2～4 1～3 1～3 2～4 1～4

降水量（mm） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 11.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0 4.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 1.0 0.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 9.0 0.0 2.0 0.0 3.0 14.0 9.0 0.0 14.0 1.0 7.0 4.0 2.0 0.0 7.0 12.0 0.0 9.0 16.0 7.0 0.0 0.0 0.0 7.0 1.0 0.0 2.0 1.0

潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 満潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 干潮 下げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 満潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 干潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 干潮 下げ潮 下げ潮

潮位 183 98 169 117 145 133 140 160 125 171 115 170 121 162 133 131 153 102 173 69 185 50 198 49 195 54 188 78 181 103 170 125 155 139 142 150 129 152 116 145 112 138 120 131 130 120 147 101 153 73 162 47 171 39 185 43

ｓｔ．16 4.0 5.4 2.8 5.4 3.0 5.9 3.7 23 18 14 5.3 15 9.7 18 7.9 9.9 7.6 8.2 15 5.8 4.3 5.8 3.7 7.9 4.9 6.0 4.8 5.7 14 12 7.4 10 20 109 24 21 27 14 13 11 7.3 11 27 18 7.4 16 18 21 6.6 6.1 7.2 13 5.1 7.2 5.4 14

ｓｔ．17 2.8 3.9 2.5 2.9 2.6 1.9 8.2 22 5.4 3.9 14 6.1 8.1 11 5.3 14 2.5 7.6 6.2 6.8 3.7 4.9 5.6 5.3 5.1 5.7 6.7 21 16 13 7.2 6.2 19 128 30 9.2 28 8.0 8.6 8.6 5.3 10.0 18 13 2.8 14 12 13 2.5 4.1 4.4 32 4.0 3.1 3.3 8.3

ｓｔ．A 12 9.8 18 9.9 5.5 10 18 11 19 13 11 10 14 26 12 10 8.7 8.7 14 11 7.6 6.3 7.2 19 13 18 4.6 7.5 19 15 12 13 30 61 21 13 31 12 9.5 7.5 4.5 8.7 34 15 10 8.9 20 28 4.1 5.6 5.8 36 5.2 5.7 4.3 29

※　観測値は、定時観測 （10時、15時）の１日２回、上層（水面より50cm）、中層（上下層の中間）、下層（底下20cm）の各値の平均値とした。
※　天気･風向・風力は定時観測時における現地確認とした。
※　降雨量は沖縄市胡屋観測所のデータを用い、12時間(0時～12時、12時～24時)の合計を示した。
※　潮位は中城湾検潮所における定時観測値を使用した。

2/1(火) 2/2(水) 2/15(火)2/5(土) 2/6(日) 2/11(金) 2/12(土)2/7(月) 2/8(火) 2/13(日) 2/14(月)2/9（水) 2/10(木)2/3(木) 2/4(金) 2/16(水) 2/17(木) 2/18(金) 2/19(土) 2/24(木) 2/25(金) 2/26(土) 2/27(日) 2/28(月)2/20(日) 2/21(月) 2/22(火) 2/23(水)

<1
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10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

2/1(火) 2/2(水) 2/3(木) 2/4(金) 2/5(土) 2/6(日) 2/7(月) 2/8(火) 2/9（水) 2/10(木) 2/11(金) 2/12(土) 2/13(日) 2/14(月) 2/15(火) 2/16(水) 2/17(木) 2/18(金) 2/19(土) 2/20(日) 2/21(月) 2/22(火) 2/23(水) 2/24(木) 2/25(金) 2/26(土) 2/27(日) 2/28(月)

ss(mg/l)
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

mm(12h)

降水量（mm）
ｓｔ．16
ｓｔ．17
ｓｔ．A

st.A
st.17

st.15

st.16 st.14
st.13

st.18st.19

st.20

st.1

st.3

st.6

st.10
st.11

st.21 st.22

st.12

　　　　　　：2月打設位置

：杭打設

強風
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中城湾港泡瀬地区環境監視調査（その３）濁り監視調査３

ss（mg/l）観測結果および降雨量(mm)
観測日

定時観測 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

天気 曇り 雲り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 曇り 雨 晴れ 曇り 晴れ 曇り 雨 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 雨 曇り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 雨 雨 雨 雨 曇り 曇り 雨 雨 曇り 曇り 晴れ 雨 曇り 曇り 曇り 雨 曇り 曇り 雨 曇り

風向 NW～N NNE～NW N～NW N～NW N～ENE NE～E S～SSE WNW～WSW SE W～S E～SSE SE～SSE SW～S WSW～SE N～WSW SW～NE E～SW SE～SSW N～NE N N～NE NNE～ENE E～NE NE～E ESE～NE NE～N SE～E E～SSE SE～SW S～SE SW～SSW SW～SSW N～NE N～NE SSE～SE NNW～NW NW～WNW N～NNW N～NNE NE～N N～NE N～NE NNE～NE NE～NNE N～E E～NE S WSW NE～N N～NE NE～N N～NE NE～NNE NNE～E E～N N～NNE

風力 2～3 3～4 1～3 3 2～3 0～2 3～4 2～3 0～1 1～2 1～3 1～3 2～3 2～4 1～2 1～2 1～2 2～3 1～2 3～4 2～3 2～3 2～4 1～4 0～1 2～5 3～4 3～4 2～3 3～4 2～3 2～3 0～2 0～2 1～2 1～3 1～3 3～5 2～3 １～3 1～2 2～3 2～4 2～4 2～3 2～3 4～６ 5 2～4 1～4 3～4 2～4 1～3 1～3 2～4 1～4

降水量（mm） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 11.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0 4.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 1.0 0.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 9.0 0.0 2.0 0.0 3.0 14.0 9.0 0.0 14.0 1.0 7.0 4.0 2.0 0.0 7.0 12.0 0.0 9.0 16.0 7.0 0.0 0.0 0.0 7.0 1.0 0.0 2.0 1.0

潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 満潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 干潮 下げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 満潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 干潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 干潮 下げ潮 下げ潮

潮位 183 98 169 117 145 133 140 160 125 171 115 170 121 162 133 131 153 102 173 69 185 50 198 49 195 54 188 78 181 103 170 125 155 139 142 150 129 152 116 145 112 138 120 131 130 120 147 101 153 73 162 47 171 39 185 43

ｓｔ．１ 1.1 1.1 1.1 1.2 1.3 1.4 1.6 2.0 1.8 <1 <1 <1 2.0 2.0 1.3 1.9 <1 1.7 2.1 - <1 - <1 - <1 2.0 <1 1.4 1.4 2.8 1.9 3.1 1.3 1.8 <1 1.1 1.6 2.4 2.1 1.6 1.5 1.9 <1 1.1 <1 <1 6.0 - 2.0 2.2 1.2 - <1 - <1 -

ｓｔ．２ 2.1 1.3 <1 <1 <1 <1 2.0 2.5 <1 <1 <1 <1 1.4 <1 <1 <1 <1 1.1 1.1 1.4 <1 <1 <1 1.3 <1 1.4 1.1 1.5 1.2 2.4 1.2 1.6 <1 1.1 <1 1.1 1.2 1.0 <1 <1 1.0 1.3 1.4 1.5 <1 <1 2.3 - <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．３ 2.1 1.8 <1 <1 <1 <1 1.4 1.8 <1 <1 <1 <1 1.4 1.0 <1 <1 <1 1.5 <1 1.5 <1 1.3 <1 1.6 <1 1.1 <1 1.4 1.5 3.5 1.6 1.2 <1 1.2 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 1.4 1.5 <1 <1 4.2 - 1.5 1.7 <1 <1 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．４ 2.1 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 1.2 <1 <1 <1 <1 1.2 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 1.0 2.7 1.2 2.6 1.6 1.7 1.4 1.5 <1 <1 1.4 1.4 <1 1.0 <1 <1 <1 <1 1.2 1.3 3.0 - 1.6 1.7 1.1 1.1 <1 <1 <1 1.1

ｓｔ．５ 2.1 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 1.1 2.6 1.3 1.5 1.8 1.7 1.3 1.3 <1 <1 1.2 1.4 <1 1.0 <1 <1 <1 <1 1.3 1.2 1.6 - 1.6 1.6 1.0 1.1 1.1 <1 1.1 1.1

ｓｔ．６ 2.1 1.3 <1 <1 <1 <1 1.8 1.3 <1 <1 <1 <1 1.0 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.4 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 1.2 3.4 1.2 1.2 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 1.4 1.4 <1 <1 2.0 - 1.6 1.5 <1 <1 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．７ 2.1 <1 1.2 <1 <1 <1 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 1.1 2.6 1.0 2.2 1.7 1.5 1.4 1.4 <1 <1 1.2 1.2 <1 1.0 <1 <1 <1 <1 1.2 1.2 1.6 - <1 <1 1.0 1.2 <1 <1 <1 1.3

ｓｔ．８ <1 <1 1.3 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 1.8 1.2 <1 - 1.3 1.8 <1 1.3 <1 <1 1.2 1.3 1.0 <1 <1 <1 <1 <1 1.3 1.0 1.3 - <1 <1 1.2 1.1 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．９ <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.2 1.6 1.3 <1 - 1.1 1.5 <1 1.1 <1 <1 <1 1.0 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 1.0 <1 - <1 <1 <1 1.0 <1 <1 <1 1.1

ｓｔ．23 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 <1 2.7 <1 2.0 1.1 1.4 1.0 1.3 <1 <1 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.2 1.1 <1 - <1 <1 <1 1.1 <1 <1 <1 1.3

ｓｔ．24 <1 <1 1.3 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 1.7 1.2 <1 2.1 1.2 1.5 <1 1.2 <1 <1 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.3 1.0 1.3 - <1 <1 <1 1.2 <1 <1 <1 1.3

ｓｔ．25 <1 <1 1.4 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 2.4 1.2 1.3 1.8 1.7 1.7 1.2 1.4 <1 1.0 1.3 1.3 <1 1.0 <1 <1 <1 <1 1.4 1.2 1.6 - 1.2 1.1 1.1 1.3 <1 <1 1.1 1.2

ｓｔ．26 <1 <1 1.0 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 1.2 2.8 1.4 2.4 1.7 1.4 1.3 1.3 <1 <1 1.1 1.2 <1 1.0 <1 <1 <1 <1 1.2 1.3 2.3 - 1.0 <1 <1 1.2 <1 <1 <1 1.3

※　観測値は、定時観測 （10時、15時）の１日２回、上層（水面より50cm）、中層（上下層の中間）、下層（底下20cm）の各値の平均値とした。
※　天気･風向・風力は定時観測時における現地確認とした。
※　降雨量は沖縄市胡屋観測所のデータを用い、12時間(0時～12時、12時～24時)の合計を示した。
※　潮位は中城湾検潮所における定時観測値を使用した。

2/28(月)2/24(木) 2/25(金) 2/26(土) 2/27(日)2/20(日) 2/21(月) 2/22(火) 2/23(水)2/16(水) 2/17(木) 2/18(金) 2/19(土)2/12(土) 2/13(日) 2/14(月) 2/15(火)2/8(火) 2/9（水) 2/10(木) 2/11(金)2/1(火) 2/2(水) 2/3(木) 2/4(金) 2/5(土) 2/6(日) 2/7(月)

<1

10

20

30

40

50

60

10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

2/1(火) 2/2(水) 2/3(木) 2/4(金) 2/5(土) 2/6(日) 2/7(月) 2/8(火) 2/9（水) 2/10(木) 2/11(金) 2/12(土) 2/13(日) 2/14(月) 2/15(火) 2/16(水) 2/17(木) 2/18(金) 2/19(土) 2/20(日) 2/21(月) 2/22(火) 2/23(水) 2/24(木) 2/25(金) 2/26(土) 2/27(日) 2/28(月)

ss(mg/l)
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

mm(12h)

降水量（mm）

ｓｔ．１

ｓｔ．２

ｓｔ．３

ｓｔ．４

ｓｔ．５

ｓｔ．６

ｓｔ．７

ｓｔ．８

ｓｔ．９

ｓｔ．23

ｓｔ．24

ｓｔ．25

ｓｔ．26

石投入・矢板打設石投入 石投入 石投入

st.1

st.3

st.6

st.23
st.24

st.25

st.9
st.8

st.5

st.4st.2

st.

st.26

　　　　　　：2月工事位置

石投入 石投入石投入 石投入 石投入 石投入 石投入石投入 石投入 石投入石投入 石投入 石投入 石投入 石投入 石投入石投入 石投入 石投入 石投入 石投入

強風

強風により海上調査地点休止

別
添
－
20



中城湾港泡瀬地区環境監視調査（その３）濁り監視調査４

ss（mg/l）観測結果および降雨量(mm)
観測日

定時観測 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

天気 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 雨 晴れ 晴れ 雨 曇り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 晴れ 曇り 晴れ 雨 曇り 晴れ 晴れ 曇り 晴れ

風向 N～NE N～NE E～NE E～SE E～NE N N～NNE N～NNE NNE～NW WNW～N NW～NNE N～NNW N～NE SE～S SE～E SE E～SW SE～SW S S～SW SW～W N～NNW NNE～NW N～NNE NW～N NW～N N～NNE ENE～E SE～S S ESE～SE SSE～ESE WSW～SSW WSW～NW N N～NNE N～NE NE～ESE N～E E～SE E～NNE E～SE SW～S S～SSE NW～SE N N NW～N N～NNE N～NNE

風力 2～4 2～3 3～4 2～4 1～4 3～5 2～3 3～4 3～4 2～4 2～3 1～3 1～2 1～２ 1～3 1～3 1～2 1～3 1～3 2～3 2～3 2～4 2～4 2～4 2～3 3～4 1～2 0～1 1～3 2～3 1～3 1～4 2～3 2～4 3～5 4～5 1～3 1～3 0～2 0～1 1～2 2 3～4 3～4 3 3～4 2～3 3～5 2～4 1～2

降水量（mm） 0.0 0.0 0.0 2.0 33.0 4.0 1.0 0.0 7.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 36.0 0.0 0.0 6.0 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 8.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

潮 下げ潮 下げ潮 満潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 干潮 満潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 干潮 下げ潮 下げ潮 下げ潮 下げ潮 満潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 下げ潮 満潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮

潮位 179 41 178 62 178 90 146 108 121 129 107 147 94 147 93 137 106 116 130 82 158 53 172 27 177 14 180 192 98 165 53 157 76 133 93 118 111 108 129 97 139 95 139 98 122 91 99 96 77

ｓｔ．１
ｸﾋ ﾚ゙ﾐﾄ ﾛ゙生息地

<1 - <1 - <1 2.3 1.6 1.4 2.2 2.4 1.5 1.7 1.4 <1 1.1 1.0 <1 1.1 2.1 2.7 2.9 - 1.8 - 1.4 - 1.5 - 1.1 - <1 1.1 2.4 2.8 4.0 2.9 1.3 <1 2.0 <1 1.6 1.1 2.3 1.8 5.7 3.2 1.8 2.3 1.4 -

ｓｔ．３ <1 1.3 <1 1.4 <1 1.5 <1 <1 <1 <1 1.2 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 1.2 <1 <1 1.7 <1 1.9 <1 - <1 2.3 <1 2.0 <1 1.5 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 <1 <1 <1 <1 2.2 1.1 2.1 1.2 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．６ <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 <1 1.1 <1 1.3 <1 <1 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.7 <1 1.9 <1 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．10 1.8 4.7 1.5 4.1 3.1 3.3 1.8 4.2 3.1 1.8 1.8 1.4 1.2 1.4 1.5 1.6 1.7 3.8 2.3 3.0 6.7 4.4 1.8 5.0 1.9 3.6 1.2 2.5 1.9 2.7 2.4 4.7 3.6 6.2 2.4 4.8 3.7 4.4 2.3 2.4 2.1 2.6 4.2 4.2 3.6 3.4 4.7 5.3 2.5 4.0

ｓｔ．11 2.3 3.0 3.7 4.2 5.9 3.5 3.4 6.7 3.1 4.9 2.8 2.3 1.7 2.9 1.6 2.8 2.0 3.3 2.8 3.7 6.0 8.5 4.8 7.8 2.8 6.5 2.0 3.9 3.0 3.6 3.3 4.4 2.6 8.1 5.6 7.4 4.6 4.9 4.5 4.7 2.4 2.5 5.3 5.0 4.8 6.3 4.0 9.3 3.2 4.9

ｓｔ．12 <1 4.2 1.6 2.8 2.9 3.0 3.2 2.8 2.0 1.9 1.8 1.5 1.5 1.5 1.4 1.8 2.0 2.8 2.1 3.0 3.6 5.0 1.4 4.3 1.1 3.3 1.1 2.3 1.3 3.7 2.5 3.7 3.2 4.5 2.0 3.4 3.8 4.1 2.2 2.5 2.1 2.8 2.9 4.1 4.2 2.9 3.8 2.6 1.3 3.5

ｓｔ．13 3.4 3.4 4.1 4.9 6.3 5.1 4.4 5.9 7.2 4.7 2.8 3.0 1.8 3.5 1.6 2.1 2.4 3.7 2.8 3.3 4.8 7.1 4.4 5.6 3.3 5.0 2.6 3.1 3.5 3.2 3.4 3.6 5.5 7.3 5.6 7.4 5.8 5.8 3.9 3.9 3.3 3.4 4.7 5.2 4.0 5.0 5.6 6.5 4.4 4.0

ｓｔ．14 3.8 2.7 4.0 4.2 8.1 5.8 4.3 5.7 9.5 4.8 3.5 3.0 2.1 1.9 1.6 2.3 2.4 3.0 3.0 2.9 5.7 6.6 4.1 5.2 3.4 5.2 3.0 3.2 3.6 3.7 2.6 3.8 6.5 5.8 4.9 9.1 7.7 9.3 3.4 4.0 3.4 3.7 4.2 4.6 4.5 5.8 4.4 7.3 4.5 4.4

ｓｔ．15 2.6 7.1 2.3 14 7.7 12 3.2 5.1 15 4.5 4.0 3.5 2.5 1.4 1.9 2.5 3.1 7.5 1.9 2.5 4.5 14 3.2 14 2.3 8.7 2.8 4.2 3.0 8.2 3.2 16 3.9 4.2 4.2 5.8 4.6 5.3 4.3 3.4 3.7 4.0 3.0 3.5 5.1 5.6 5.1 7.4 3.0 7.1

ｓｔ．18 <1 1.8 <1 1.8 1.2 1.6 <1 1.6 <1 <1 <1 1.0 1.3 <1 <1 <1 1.2 1.6 <1 <1 <1 - 1.3 - 2.3 - <1 1.6 <1 - 1.1 1.6 <1 <1 <1 2.9 2.5 2.5 1.2 1.4 1.1 <1 <1 <1 1.0 1.3 1.7 <1 2.1 <1

ｓｔ．19 <1 - <1 - 1.5 1.6 <1 1.0 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 - 1.6 - 1.3 - <1 - <1 - <1 - <1 <1 <1 1.9 1.9 2.5 <1 <1 <1 <1 <1 1.2 <1 1.1 1.4 <1 2.0 <1

ｓｔ．20 <1 1.1 <1 2.5 1.4 1.9 1.1 1.0 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 <1 1.1 <1 <1 <1 1.2 <1 <1 1.1 1.2 1.3 <1 1.5 <1 <1 1.1 1.2 <1 <1 <1 1.1 <1 1.0 1.1 <1 <1 <1 1.0 1.2 1.5 1.1 1.1 <1 1.3 <1

ｓｔ．21 <1 - <1 1.0 1.5 1.4 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.3 <1 <1 - <1 - <1 - <1 - <1 <1 <1 <1 <1 1.4 <1 1.7 <1 <1 <1 <1 <1 1.3 1.2 1.2 <1 <1 2.1 <1

ｓｔ．22 <1 <1 <1 <1 1.5 1.5 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 <1 <1 1.1 <1 1.0 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.2 1.7 1.1 <1 <1 <1 <1

※　観測値は、定時観測 （10時、15時）の１日２回、上層（水面より50cm）、中層（上下層の中間）、下層（底下20cm）の各値の平均値とした。
※　天気･風向・風力は定時観測時における現地確認とした。
※　降雨量は沖縄市胡屋観測所のデータを用い、12時間(0時～12時、12時～24時)の合計を示した。
※　潮位は中城湾検潮所における定時観測値を使用した。

３/6(日)３/5(土)３/4(金) ３/12(土) ３/13(日) ３/18(金) ３/19(土) ３/20(日) ３/26(土) ３/30(水) ３/31(木)３/27(日) ３/28(月) ３/29(火)３/25(金)３/3(木) ３/21(月) ３/22(火)３/14(月) ３/15(火) ３/17(木) ３/23(水) ３/24(木)３/9(水) ３/16(水)３/7(月) ３/8(火) ３/10(木) ３/11(金)３/2(水)３/1(火)
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10

20
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10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

３/1(火) ３/2(水) ３/3(木) ３/4(金) ３/5(土) ３/6(日) ３/7(月) ３/8(火) ３/9(水) ３/10(木) ３/11(金) ３/12(土) ３/13(日) ３/14(月) ３/15(火) ３/16(水) ３/17(木) ３/18(金) ３/19(土) ３/20(日) ３/21(月) ３/22(火) ３/23(水) ３/24(木) ３/25(金) ３/26(土) ３/27(日) ３/28(月) ３/29(火) ３/30(水) ３/31(木)

ss(mg/l)
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

mm(12h)

降水量（mm）

ｓｔ．１
ｸﾋ ﾚ゙ﾐﾄ ﾛ゙生息地
ｓｔ．３

ｓｔ．６

ｓｔ．10

ｓｔ．11

ｓｔ．12

ｓｔ．13

ｓｔ．14

ｓｔ．15

ｓｔ．18

ｓｔ．19

ｓｔ．20

ｓｔ．21

ｓｔ．22

st.A
st.17

st.15

st.16 st.14
st.13

st.18st.19

st.20

st.1

st.3

st.6

st.10

st.11

st.21 st.22

st.12

　　　　　　：３月打設位置

25日
調査終了

：杭打設
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中城湾港泡瀬地区環境監視調査（その３）濁り監視調査４

ss（mg/l）観測結果および降雨量(mm)
観測日

定時観測 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

天気 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 雨 晴れ 晴れ 雨 曇り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 晴れ 曇り 晴れ 雨 曇り 晴れ 晴れ 曇り 晴れ

風向 N～NE N～NE E～NE E～SE E～NE N N～NNE N～NNE NNE～NW WNW～N NW～NNE N～NNW N～NE SE～S SE～E SE E～SW SE～SW S S～SW SW～W N～NNW NNE～NW N～NNE NW～N NW～N N～NNE ENE～E SE～S S ESE～SE SSE～ESE WSW～SSW WSW～NW N N～NNE N～NE NE～ESE N～E E～SE E～NNE E～SE SW～S S～SSE NW～SE N N NW～N N～NNE N～NNE

風力 2～4 2～3 3～4 2～4 1～4 3～5 2～3 3～4 3～4 2～4 2～3 1～3 1～2 1～２ 1～3 1～3 1～2 1～3 1～3 2～3 2～3 2～4 2～4 2～4 2～3 3～4 1～2 0～1 1～3 2～3 1～3 1～4 2～3 2～4 3～5 4～5 1～3 1～3 0～2 0～1 1～2 2 3～4 3～4 3 3～4 2～3 3～5 2～4 1～2

降水量（mm） 0.0 0.0 0.0 2.0 33.0 4.0 1.0 0.0 7.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 36.0 0.0 0.0 6.0 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 8.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

潮 下げ潮 下げ潮 満潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 干潮 満潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 干潮 下げ潮 下げ潮 下げ潮 下げ潮 満潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 下げ潮 満潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮

潮位 179 41 178 62 178 90 146 108 121 129 107 147 94 147 93 137 106 116 130 82 158 53 172 27 177 14 180 192 98 165 53 157 76 133 93 118 111 108 129 97 139 95 139 98 122 91 99 96 77

ｓｔ．16 3.0 6.6 2.7 4.9 24 20 10 12 49 20 12 14 4.0 13 5.6 6.6 7.2 16 8.2 7.6 63 28 13 6.9 11 5.5 7.1 6.7 4.0 6.1 12 11 9.3 9.5 12 8.0 5.6 8.0 5.2 11 5.6 7.1 4.0 6.6 14 18 7.6 14 5.5 9.8

ｓｔ．17 2.5 4.0 3.0 5.6 44 17 7.6 8.7 60 14 4.0 4.0 2.5 9.2 4.0 5.6 8.0 18 3.5 8.2 56 45 5.9 3.2 2.7 4.3 3.0 2.7 3.2 5.1 5.6 14 5.6 8.0 7.6 9.2 5.5 7.4 8.1 20 5.6 15 4.5 9.2 13 13 3.8 8.8 3.1 4.4

ｓｔ．A 4.5 7.6 1.4 3.0 15 14 4.5 7.1 15 13 4.5 5.1 3.5 7.1 5.1 8.2 7.5 5.9 6.6 5.6 29 15 9.9 12 4.7 6.9 3.9 3.4 4.0 4.5 13 16 8.1 8.3 9.2 12 13 14 15 15 13 14 8.2 7.6 11 15 10 16 10.0 11

※　観測値は、定時観測 （10時、15時）の１日２回、上層（水面より50cm）、中層（上下層の中間）、下層（底下20cm）の各値の平均値とした。
※　天気･風向・風力は定時観測時における現地確認とした。
※　降雨量は沖縄市胡屋観測所のデータを用い、12時間(0時～12時、12時～24時)の合計を示した。
※　潮位は中城湾検潮所における定時観測値を使用した。

３/28(月) ３/29(火) ３/30(水)３/20(日) ３/21(月) ３/22(火) ３/23(水) ３/31(木)３/24(木) ３/25(金) ３/26(土) ３/27(日)３/16(水) ３/17(木) ３/18(金) ３/19(土)３/9(水) ３/10(木)３/3(木) ３/4(金) ３/15(火)３/5(土) ３/6(日) ３/11(金) ３/12(土)３/7(月) ３/8(火) ３/13(日) ３/14(月)３/1(火) ３/2(水)
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10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

３/1(火) ３/2(水) ３/3(木) ３/4(金) ３/5(土) ３/6(日) ３/7(月) ３/8(火) ３/9(水) ３/10(木) ３/11(金) ３/12(土) ３/13(日) ３/14(月) ３/15(火) ３/16(水) ３/17(木) ３/18(金) ３/19(土) ３/20(日) ３/21(月) ３/22(火) ３/23(水) ３/24(木) ３/25(金) ３/26(土) ３/27(日) ３/28(月) ３/29(火) ３/30(水) ３/31(木)

ss(mg/l)
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

mm(12h)

降水量（mm）
ｓｔ．16
ｓｔ．17
ｓｔ．A

：杭打設

st.A
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st.16 st.14
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中城湾港泡瀬地区環境監視調査（その３）濁り監視調査３

ss（mg/l）観測結果および降雨量(mm)
観測日

定時観測 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00 10:00 15:00

天気 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 雨 晴れ 晴れ 雨 曇り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 晴れ 曇り 晴れ 雨 曇り 晴れ 晴れ 曇り 晴れ

風向 N～NE N～NE E～NE E～SE E～NE N N～NNE N～NNE NNE～NW WNW～N NW～NNE N～NNW N～NE SE～S SE～E SE E～SW SE～SW S S～SW SW～W N～NNW NNE～NW N～NNE NW～N NW～N N～NNE ENE～E SE～S S ESE～SE SSE～ESE WSW～SSW WSW～NW N N～NNE N～NE NE～ESE N～E E～SE E～NNE E～SE SW～S S～SSE NW～SE N N NW～N N～NNE N～NNE

風力 2～4 2～3 3～4 2～4 1～4 3～5 2～3 3～4 3～4 2～4 2～3 1～3 1～2 1～２ 1～3 1～3 1～2 1～3 1～3 2～3 2～3 2～4 2～4 2～4 2～3 3～4 1～2 0～1 1～3 2～3 1～3 1～4 2～3 2～4 3～5 4～5 1～3 1～3 0～2 0～1 1～2 2 3～4 3～4 3 3～4 2～3 3～5 2～4 1～2

降水量（mm） 0.0 0.0 0.0 2.0 33.0 4.0 1.0 0.0 7.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 36.0 0.0 0.0 6.0 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 8.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

潮 下げ潮 下げ潮 満潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 干潮 満潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 干潮 下げ潮 下げ潮 下げ潮 下げ潮 満潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 下げ潮 満潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮

潮位 179 41 178 62 178 90 146 108 121 129 107 147 94 147 93 137 106 116 130 82 158 53 172 27 177 14 180 192 98 165 53 157 76 133 93 118 111 108 129 97 139 95 139 98 122 91 99 96 77

ｓｔ．１ <1 - <1 - <1 2.3 1.6 1.4 2.2 2.4 1.5 1.7 1.4 <1 1.1 1.0 <1 1.1 2.1 2.7 2.9 - 1.8 - 1.4 - 1.5 - 1.1 - <1 1.1 2.4 2.8 4.0 2.9 1.3 <1 2.0 <1 1.6 1.1 2.3 1.8 5.7 3.2 1.8 2.3 1.4 -

ｓｔ．２ <1 - <1 1.0 <1 <1 <1 1.0 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 <1 <1 1.2 <1 1.3 1.0 1.3 <1 <1 <1 - <1 <1 <1 1.7 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.4 1.3 1.7 1.9 1.2 <1 1.2 <1

ｓｔ．３ <1 1.3 <1 1.4 <1 1.5 <1 <1 <1 <1 1.2 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 1.2 <1 <1 1.7 <1 1.9 <1 - <1 2.3 <1 2.0 <1 1.5 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 <1 <1 <1 <1 2.2 1.1 2.1 1.2 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．４ <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 1.1 <1 1.3 <1 1.1 <1 1.3 <1 1.2 1.0 1.1 <1 <1 1.1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.9 1.7 2.3 1.7 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．５ <1 1.0 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.2 1.0 1.3 1.1 1.1 <1 1.0 <1 1.0 <1 <1 <1 <1 <1 1.3 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 1.2 1.5 1.9 1.3 <1 <1 1.2 1.0

ｓｔ．６ <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 <1 1.1 <1 1.3 <1 <1 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.7 <1 1.9 <1 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．７ <1 1.0 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 <1 1.2 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 <1 1.0 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.4 1.5 2.1 1.4 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．８ <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 1.2 <1 1.1 1.0 1.0 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.2 1.4 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.3 <1 <1 <1 1.1 <1

ｓｔ．９ <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.2 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.9 <1 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．23 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.9 <1 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．24 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.5 <1 1.2 <1 1.1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.4 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.3 <1 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．25 1.0 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.1 1.3 <1 <1 1.2 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.5 <1 <1 <1 <1 1.3 <1 1.3 1.2 1.6 1.1 <1 <1 <1 <1

ｓｔ．26 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.0 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 2.0 1.0 2.5 1.4 <1 <1 <1 <1

※　観測値は、定時観測 （10時、15時）の１日２回、上層（水面より50cm）、中層（上下層の中間）、下層（底下20cm）の各値の平均値とした。
※　天気･風向・風力は定時観測時における現地確認とした。
※　降雨量は沖縄市胡屋観測所のデータを用い、12時間(0時～12時、12時～24時)の合計を示した。
※　潮位は中城湾検潮所における定時観測値を使用した。

３/29(火) ３/30(水) ３/31(木)３/25(金) ３/26(土) ３/27(日) ３/28(月)３/21(月) ３/22(火) ３/23(水) ３/24(木)３/17(木) ３/18(金) ３/19(土) ３/20(日)３/13(日) ３/14(月) ３/15(火) ３/16(水)３/9(水) ３/10(木) ３/11(金) ３/12(土)３/5(土) ３/6(日) ３/7(月) ３/8(火)３/1(火) ３/2(水) ３/3(木) ３/4(金)
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濁り拡散調査結果



１．調査目的 

本調査は、中城湾港泡瀬地区公有水面埋立事業における平成 16 年度海上工事に係わる濁り拡

散について、海上工事中（汚濁防止膜展張時）、汚濁防止膜撤去時、汚濁防止膜撤去後における

浮泥の堆積量の状況について把握をすることを目的として実施した。 

 

２．調査方法（濁り拡散調査） 

図-2.2 に示す 9地点において、セディメントトラップ調査を実施した。観測は全点で海底面上

約 0.7m に開口部がくるように設置した。 

浮泥の堆積量は、平成 17 年 1 月 17 日～4月 29 日までは 10 日間隔、それ以降は 20 日間隔で行

った。なお、St.8 および St.9 は、平成 17 年 3 月 30 日に設置し、4 月 9 日より浮泥の堆積量の

計測を開始した。（図-2.1 参照） 

トラップされた浮泥成分については、粒径分布を把握するため、コールターカウンターによる

粒度組成分析を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2.1 セディメントトラップ設置方法 
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φ25cm
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写真-2.1 セディメントトラップ設置状況 
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St.1

St.2

St.3
St.4

St.5St.6

St.7 

° ′ ″ ° ′ ″
St.1 127 50 55.5 26 18 13.8
St.2 127 50 41.4 26 18 1.2
St.3 127 50 34.2 26 18 19.8
St.4 127 51 1.2 26 18 19.8
St.5 127 51 1.2 26 17 54.9
St.6 127 50 34.2 26 17 54.9
St.7 127 50 7.8 26 17 30.0

経度 緯度

St.8

St.9

凡  例

：セディメントトラップ調査

° ′ ″ ° ′ ″
St.1 26 18 13.8 127 50 55.5
St.2 26 18 1.2 127 50 41.4
St.3 26 18 19.8 127 50 34.2
St.4 26 18 19.8 127 51 1.2
St.5 26 17 54.9 127 51 1.2
St.6 26 17 54.9 127 50 34.2
St.7 26 17 30.0 127 50 7.8
St.8 26 18 1.2 127 50 17.7
St.9 26 17 52.0 127 50 17.7

経度緯度

 

St.9

St.8

St.5St.6

St.2

St.1 

St.4 

St.3

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 St.7（対照区） 

図-2.2 調査地点配置 

別添 2-2 
 



３．調査結果 

表-3.1，図-3.1 に、採取した浮泥成分の乾重量および経時変化を示すと共に、主要な結果を

以下に示す。 

 

（１）工事期間中の浮泥トラップ状況は、汚濁防止膜内の St.2 が最大値約 11.4g（10 日間当た

り）を示した。なお、トラップ量は工事終了とともに減少している。 

（２）汚濁防止膜内外の St.2 および St.6 において、工事期間中に浮泥トラップ量が大きい傾向

を示した。St.2 は工事船の回頭域であり、St.6 は汚濁防止膜の開閉に際し工事船舶が待

避する箇所であった。このため、工事船舶のスクリューにより底質の巻き上げが含まれて

いる可能性があることに留意する必要がある。 

（３）工事後の状況および対照区 St.7 の状況から、同季節時における浮泥量の自然変動幅は、

測点により異なるが 2～4g（10 日間当たり）程度と考えられる。 

（４）St.5 の 9 回目および St.6 の 7 回目の値は、全体トラップ量に対する砂成分量が大きい値

となった。これは、測点近隣で行われていた漁業活動等による人為的な影響によるものと

思われる。 

 

表-3.1 セディメントトラップ量及び堆積厚一覧（ｇ(10 日間当たり）） 

 

 

 

 

 工事
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9

2.37 1.31 1.46 2.56 2.73 1.33 4.40 2.43 3.23

乾重量(g) 1.56 5.01 2.60 2.50 0.91 5.77 0.61

堆積厚(mm/cm2) 0.02 0.13 0.02 0.03 0.01 0.02 0.00

乾重量(g) 1.00 5.96 1.14 1.07 0.60 2.70 1.16

堆積厚(mm/cm2) 0.01 0.13 0.01 0.02 0.01 0.01 0.05

乾重量(g) 4.09 11.40 1.56 3.49 1.63 8.32 1.14

堆積厚(mm/cm2) 0.07 0.21 0.03 0.06 0.03 0.11 0.03

乾重量(g) 4.17 6.08 2.61 2.26 1.38 4.38 0.88

堆積厚(mm/cm2) 0.07 0.13 0.04 0.04 0.03 0.06 0.02

乾重量(g) 2.33 1.72 0.70 1.39 1.32 1.09 0.92

堆積厚(mm/cm2) 0.08 0.06 0.04 0.07 0.07 0.05 0.05

乾重量(g) 1.52 1.55 1.00 1.80 1.39 0.92 1.60

堆積厚(mm/cm2) 0.06 0.06 0.05 0.09 0.09 0.04 0.08

乾重量(g) 0.98 1.31 0.99 1.10 3.64 5.71 0.57

堆積厚(mm/cm2) 0.05 0.07 0.05 0.07 0.13 0.10 0.03

乾重量(g) 1.15 1.35 1.04 0.60 1.43 0.91 1.78 0.79 2.35

堆積厚(mm/cm2) 0.12 0.04 0.06 0.12 0.05 0.05 0.05 0.05 0.03

乾重量(g) 2.68 1.04 1.35 2.20 64.72 1.35 0.42 0.65 0.66

堆積厚(mm/cm2) 0.12 0.05 0.06 0.12 0.67 0.06 0.02 0.03 0.04

乾重量(g) 2.44 1.35 1.55 3.30 1.37 1.77 0.87 1.51 0.82

堆積厚(mm/cm2) 0.09 0.07 0.08 0.14 0.09 0.06 0.05 0.07 0.05

乾重量(g) 2.64 1.20 2.18 2.22 3.09 1.45 1.18 1.26 1.13

堆積厚(mm/cm2) 0.05 0.06 0.08 0.07 0.13 0.11 0.09 0.06 0.09

8回目
(4/9採取)

9回目
(4/19採取)

計測無し

1回目
(1/28採取)

2回目
(2/7採取)

3回目
(2/18採取)

水　深　(D.L. ：m)

10回目
(4/29採取)

11回目
(5/19採取)

期間中

汚濁防止膜
撤去時

汚濁防止膜
撤去後

4回目
(2/28採取)

5回目
(3/10採取)

6回目
(3/20採取)

7回目
(3/30採取)

注）11 回目（5/19 採取）については、10 日間の採取量に換算した。 
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(4/9採取)

9回目
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(4/29採取)

11回目

(5/19採取)

調査回数

砂分(75μm以上2,000μm未満)
シルト分(5μm以上75μm未満)
粘土分(5μm未満)
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11回目

(5/19採取)
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プ
重
量

砂分(75μm以上2,000μm未満)
シルト分(5μm以上75μm未満)
粘土分(5μm未満)

工事期間 汚濁防止膜
撤去期間
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(1/28採取)

2回目

(2/7採取)

3回目

(2/18採取)

4回目

(2/28採取)

5回目

(3/10採取)

6回目

(3/20採取)

7回目

(3/30採取)

8回目

(4/9採取)

9回目

(4/19採取)

10回目

(4/29採取)

11回目

(5/19採取)

調査回数

ト
ラ
ッ
プ
重
量

砂分(75μm以上2,000μm未満)
シルト分(5μm以上75μm未満)
粘土分(5μm未満)

工事期間 汚濁防止膜
撤去期間

汚濁防止膜 撤去後

図-3.1(1) 浮泥堆積量の経時変化(1) 
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図-3.1(2) 浮泥堆積量の経時変化(2) 
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図-3.1(3) 浮泥堆積量の経時変化(3) 
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４．考察 

 

① 汚濁防止膜内外の変化状況から、汚濁防止膜の効果が確認された。 

② 対照区 St.7 の結果によれば、工事に伴う著しい変化は認められず、工事による影響は確

認されなかった。 

③ 工事周辺海域において採取した浮泥成分の堆積層厚は、0.1mm/cm2 前後であり、数字的に

は小さい値を示した。対照区である St．7 に比較して、工事区域から発生する浮泥成分は

自然変動と大きな差は示していない。今後は、当海域における浮泥成分の変化状況につい

て調査を継続し、当海域における浮泥成分の自然変動幅について検討を進める。 
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中城湾港泡瀬地区の海上工事に伴う貝類

ニライカナイゴウナ及びオサガニヤドリガイの移動

対策実施について



1. 移動対策実施の概要
中城湾港泡瀬地区の平成 16 年度海上工事実施に際して、ニライカナイゴウ

ナ及びオサガニヤドリガイの工事施工区域内からの採取と移動を実施した。こ

れは「中城湾港（泡瀬地区）公有水面埋立事業に係る環境影響評価書（平成 12
年３月）」に記載されている動植物以外の種の存在等についての沖縄県知事への

報告に基づき、本報告の中で示した「ニライカナイゴウナ（新称）及びオサガ

ニヤドリガイの工事区域内に生息する個体について、可能な限り採取し生息可

能な区域に移動する」対応策として行ったものである。

ニライカナイゴウナ及びオサガニヤドリガイの採取と移動の作業は、平成 16
年 10月 21～26日及び 11月 23～29日に実施した。
ニライカナイゴウナの採取にあたっては、護岸等の築造施工区域内に 26 地

点（St.1～26）の調査点を設置し、潜水調査によってニライカナイゴウナの生
息状況を確認した。その結果、ニライカナイゴウナについては３地点

（St.3,14,15）で確認されたことから、その３地点を中心とした範囲で４名のダ
イバーによる潜水作業で確認調査時に採取されたものも含め合計 110 個体のニ
ライカナイゴウナ及びニライカナイゴウナが主に付着する二枚貝であるソメワ

ケグリガイ 431 個体を継続的にニライカナイゴウナの生息が確認されている工
事施工区域の南側に位置するニライカナイゴウナの監視調査点 St.6付近の砂底
に放流した。放流にあたっては、潜水作業によってニライカナイゴウナが付着

したままのソメワケグリガイ等を含む二枚貝類が自力で砂底中に潜行するのを

確認して完了した（図－１参照）。

オサガニヤドリガイの採取にあたっては、同様に護岸等築造施工区域内に 4
地点（St.1～7）の調査点を設置し、10分間の潜水踏査を行い、メナガオサガニ
とその生息孔を観察した。この観察により、メナガオサガニの生息孔は、St.2
で 20個以上、St.6で 8個体確認され、それ以外の地点は 10個未満と少ない、
もしくは分布域が狭かった。したがって、比較的個体数が多いと考えられる St.2、
St.6 周辺域でオサガニヤドリガイの採取を行ったところ、オサガニヤドリガイ
が 651個体採取され、宿主のメナガオサガニ 47個体とともに、継続的にオサガ
ニヤドリガイが確認されているオサガニヤドリガイ監視調査点 St.2付近の砂底
に放流した（図－1参照）。
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図－１ 採取場所と移植場所



2. ニライカナイゴウナ放流地点における放流後の追跡調査

追跡調査に関しては、放流直後の平成 16年 12月と 1ヵ月後の平成 17年 1
月に実施した。調査は、放流地点において 1 ㎡の区画を 5 ヵ所（近傍でランダ
ム）設定し、ニライカナイゴウナを潜水により徒手採取し、ニライカナイゴウ

ナの個体数及びソメワケグリガイ等の宿主の二枚貝について観察を行った。

放流直後に相当する平成 16年 12月の調査において確認されたニライカナイ
ゴウナは、合計 13個体であり、放流後 1ヵ月に相当する平成 17年 1月におけ
る調査では合計 14個体が確認された。放流直後と放流後 1ヵ月の調査結果を比
較すると、その結果に大きな変化はみられず、ほぼ現状を維持しているものと

考えられた。宿主の二枚貝には、ソメワケグリガイ以外にリュウキュウバカガ

イが確認された。

表－1 ニライカナイゴウナの出現個体数

単位：個体

年月 平成16年 平成17年

 調査地点 12月 1月

放流地点 13 14

放流地点

0

10

20

30

12月 1月

個
体
数

図－2 ニライカナイゴウナの出現個体数

別添 3-3



別添 3-4

3. オサガニヤドリガイ放流地点における放流後の追跡調査

追跡調査は、放流直後の平成 16年 12月と平成 17年 1月において陸岸に平
行な 50m の長さの測線と、それに直交する 50m の測線を目盛り入りロープで
十字に敷設し、敷設時に巣穴へ隠れたカニが再び行動し始めるのを待って、測

線の左右 1m 幅内に目視観察で確認されたオサガニ類が生息孔に隠れる寸前で

巣穴の後方を塞ぎ、徒手でカニを採集し、カニの体表におけるオサガニヤドリ

ガイの付着状況として、付着部位や個体数を観察した。

放流直後に相当する平成 16年 12月の調査において確認されたオサガニヤド
リガイは、合計 178個体であり、放流後 1ヵ月に相当する平成 17年 1月におけ
る調査では合計 284 個体であり、放流直後と比較して放流後 1 ヵ月の個体数が
多かった。オサガニヤドリガイに関しては生態的に不明な点が多いものの、放

流後 1ヵ月においてもその個体数に減少はみられなかった。

表－2 オサガニヤドリガイ及びメナガオサガニの個体数

単位：個体

年月 平成16年 平成17年

調査地点・項目 12月 1月

ｵｻｶ ﾆ゙ﾔﾄ ﾘ゙ｶ ｲ゙ 178 284

ｵ ｻ ｶ ﾆ゙ﾔﾄ ﾘ゙ｶ ｲ゙の付着
したﾒﾅｶ ｵ゙ ｻ ｶ ﾆ゙ 14 23

ﾒﾅ ｶ ｵ゙ ｻ ｶ ﾆ゙ 14 23

放流地点

放流地点

0
50

100
150
200
250
300

12月 1月

個
体
数

図－3 オサガニヤドリガイの個体数
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資料 1  大気質の監視調査結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（注）１．環境影響評価時の調査結果については、二酸化窒素は一般環境大気測定局である沖縄測定局の値、ベンゼンは沖縄総合事務局及び沖縄県が実施した現地調査結果の値である。
２．ベンゼンの環境基準は１年平均値（１か月に１回 24時間採取、12か月の結果の平均値）で評価するために、この結果からは評価できないが、１週間平均値から年平均値を

算出した。
３．ベンゼンの環境影響評価時の調査期日：平成９年３月 21～27日（冬季）、平成 10年７月 28～８月３日（夏季）

 ４．二酸化窒素およびベンゼンの主な発生源は工場のボイラーなどの固定発生源および自動車からの移動発生源である。

凡例
◆：（参考）1時間値最大
○：1時間値の日平均値の最大値
  ：監視基準（日平均値）

凡例
◆：1週間平均値

：1年平均値
  ：監視基準（1年平均値）
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資料 2  道路交通騒音の監視調査結果 

（注）環境影響評価時の調査期日：平成８年 11月 19～20日

資料 3  道路交通振動の監視調査結果 

（注）環境影響評価時の調査期日：平成８年 11月 19～20日

資料 4  交通量の経年変化（6 時から 22 時までの 16 時間の走行台数） 
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  資料 5(1)  水質の監視調査結果(平成 12 年度～14 年度) 

平成 14年度調査時期
項目,地点 4.26 5.17 6.04 7.23 8.15 9.11 10.15 11.15 12.11 1.16 2.06 3.07 

環境影響評価
時の調査結果

監視基準

St.a 0.7 1.9 0.9 1.1 0.9 1.7 1.2 0.7 0.8 1.5 1.0 <0.5 
St.b 0.6 1.2 1.0 1.2 1.6 1.1 1.6 1.0 0.5 1.2 0.9 <0.5 
St.c 0.6 1.2 0.8 1.0 0.9 1.8 1.3 0.8 0.7 1.1 0.6 <0.5 

COD
(mg/L) 

St.d 0.7 1.4 1.0 1.0 0.8 1.6 1.4 0.9 0.9 1.2 1.6 0.7 

1.4 
環境基準のＡ
類型相当
２mg/L以下

St.a 1.0 1.0 <1 1.3 <1 <1 1.0 1.0 1.3 <1 <1 2.0 
St.b <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.2 <1 <1 <1 <1 <1 
St.c <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 

SS
(mg/L) 

St.d <1 <1 <1 1.1 <1 <1 1.2 <1 1.4 <1 <1 1.0 

1.9 

バックグラウ
ンド＋
10mg/L 

（11mg/L）

（注）１．環境影響評価時の調査結果の値は、泡瀬地区周辺海域（環境影響評価時の調査地点 St.1～St.7）の下げ潮時の平均値である。
２．環境影響評価時の調査期日：平成８年２月１日、平成８年５月 18日、平成８年８月５日、平成８年 11月 27日

平成 12年度 平成 13年度調査時期
項目,地点 8.17 10.25 3.5 3.13 3.21 4.27 5.30 6.27 7.25 8.10 9.21 10.12 11.05 12.07 1.18 2.05 3.05 

環境影響評価
時の調査結果

監視基準

St.a 1.4 1.5 － － － 1.3 2.0 2.4 1.3 0.8 0.7 1.2 2.2 1.5 1.8 0.8 1.8 
St.b 1.4 1.8 0.9 1.0 0.9 0.8 1.3 1.2 1.1 0.9 < 0.5 1.0 1.8 1.1 2.0 1.0 2.0 
St.c 1.1 1.6 0.9 0.8 0.8 0.8 1.3 1.5 1.4 0.6 < 0.5 1.6 1.1 0.6 1.7 1.2 1.7 

COD
(mg/L) 

St.d 1.8 1.6 － － － 0.8 1.3 1.4 1.2 1.3 < 0.5 1.6 1.1 1.1 1.8 1.1 1.8 

1.4 
環境基準の
Ａ類型相当
２mg/L以下

St.a 1.5 5.2 － － － 1.1 3.1 1.5 1.2 < 1 1.4 2.0 1.0 1.5 1.2 1.7 1.2 
St.b < 1 < 1 < 1 2.4 < 1 < 1 1.4 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 2.1 < 1 < 1 < 1 < 1 
St.c < 1 < 1 < 1 2.5 < 1 < 1 1.5 1.1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 

SS
(mg/L) 

St.d < 1 < 1 － － － < 1 1.4 1.0 < 1 < 1 1.2 < 1 1.1 < 1 < 1 1.1 < 1 

1.9 

バックグラ
ウンド＋
10mg/L 

（11mg/L）
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資料 5(2)  水質の監視調査結果(平成 15 年度) 
平成 15年度調査時期

項目,地点 4.30 5.16 6.22 7.16 8.15 9.24 10.28 11.17 12.17 1.07 2.11 3.10 
環境影響評価
時の調査結果

監視基準

St.a 1.9 2.4 1.9 1.8 1.6 2.3 1.5 1.6 1.0 1.7 1.1 1.8 
St.b 1.5 1.6 1.8 1.2 1.7 1.9 1.7 1.5 0.9 0.9 0.9 1.6 
St.c 1.2 1.4 1.8 1.2 1.6 1.6 1.6 1.5 1.1 0.9 0.9 1.4 

COD
(mg/L) 

St.d 1.5 1.4 2.4 1.4 1.8 1.6 1.8 2.1 1.2 1.0 1.0 1.5 

1.4 
環境基準の
Ａ類型相当
２mg/L以下

St.a 4 3 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 
St.b <1 1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 
St.c 1 2 1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 

SS
(mg/L) 

St.d 1 2 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 

1.9 

バックグラ
ウンド＋
10mg/L 

（11mg/L）

平成 16年度調査時期

項目,地点 4.26 5.24 6.22 
台風後

6.29 7.28 
（7.30）

9.1 
(8.20) 

9.30 
（9.9、21）

10.22 
(10.5,19) 

11.24 
(11.9,24) 

12.17 
(12.7,21) 

1.17 
(1.6,18) 

2.4 
(8,22) 

3.10 
(2,15) 

環境影響評価
時の調査結果

監視基準

St.a 1.4 1.2 1.6 1.4 1.3 1.4 2.1 1.2 1.8 1.3 1.8 1.6 1.0 
St.b 0.8 0.5 1.2 1.0 0.9 0.5 1.3 1.5 1.7 1.3 1.1 1.4 1.2 
St.c 1.3 0.6 0.8 1.2 0.9 0.6 1.7 1.6 2.3 1.6 1.6 1.3 0.8 
St.d 1.1 1.0 1.4 1.3 0.9 0.8 1.9 2.0 2.0 1.5 1.4 1.1 1.3 
St.e 1.1 1.2 1.1 1.3 1.5 1.0 1.5 2.1 1.9 0.9 1.4 1.5 1.0 
St.f 1.1 0.6 0.9 0.5 1.2 1.2 1.2 1.4 1.8 1.0 1.5 1.6 0.9 
St.g 1.3 1.4 0.6 0.5 1.2 1.1 1.4 1.9 1.6 0.9 1.2 1.4 1.0 
St.h － 1.2 1.3 0.9 1.0 1.2 1.4 2.1 1.5 1.5 1.3 1.6 0.9 
St.i － 1.0 1.3 0.5 0.8 0.9 1.1 1.7 0.8 1.2 1.3 1.4 1.2 

漁港 St.G － － － － 2.2 2.0 1.8 1.2 1.7 1.8 1.3 1.0 1.9 

COD
(mg/L) 

漁港 St.H － － － － 2.2 2.6 2.1 1.8 1.3 1.8 1.3 2.2 2.0 

1.4 
環境基準のＡ
類型相当
２mg/L以下

St.a 3.0 1.6 1.1 2.9 1.4 1.5 1.9 2.4 1.0 1.0 1.0 2.8 1.3 
St.b 1.7 1.0 1.0 3.5 1.0 1.0 1.0 1.6 1.0 1.0 1.0 1.4 1.3 
St.c 1.2 1.0 1.0 5.3 1.0 1.0 1.0 1.0 1.2 1.0 1.0 <1 <1 
St.d 4.9 1.0 1.1 4.9 1.0 1.0 1.0 1.0 2.4 1.0 1.0 3.6 2.1 
St.e 7.2 2.8 1.2 5.7 1.5 1.6 1.0 3.8 4.8 1.0 1.0 1.1 2.2 
St.f 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.3 1.0 1.0 1.0 <1 <1 
St.g 1.1 1.0 1.0 1.3 1.0 1.0 1.0 2.6 1.0 1.0 1.0 <1 <1 
St.h － 1.0 2.7 3.3 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 <1 <1 
St.i － 1.0 1.0 1.6 1.0 1.0 1.0 1.5 1.0 1.0 1.0 <1 <1 

漁港 St.G － － － － 5.1 4.9 2.7 1.5 3.2 2.3 0.5 1.2 3.2 

SS
(mg/L) 

漁港 St.H － － － － 3.0 6.5 3.7 2.0 3.6 3.8 1.1 1.6 5.1 

1.9 
バックグラウ
ンド＋10mg/L 
（11mg/L）

（注）１．環境影響評価時の調査結果の値は、泡瀬地区周辺海域（環境影響評価時の調査地点 St.1～St.7）の下げ潮時の平均値である。
２．環境影響評価時の調査期日：平成８年２月１日、平成８年５月 18日、平成８年８月５日、平成８年 11月 27日
３．漁港 St.Gおよび Hの調査日は括弧内に示す。また、ＳＳについては、１ヶ月の調査日が 2日間にわたる場合は、その平均値を示した。
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資料 6  水質監視調査実施日およびその前日の気象条件 

調査日 潮汐状況 降水量（mm） 気温（℃） 風向 風速（m/s） 波高（m） 
4 月 25 日 中潮 0 20.3 SE 5.8 0.97 
4 月 26 日 中潮 0 22.0 SSE 9.4 1.51 
5 月 23 日 中潮 2 22.6 E 5.1 1.06 
5 月 24 日 中潮 0 21.7 NNE 4.3 1.01 
6 月 21 日 中潮 0 25.7 WNW 5.3 1.29 
6 月 22 日 中潮 0 26.3 SW 6.4 1.00 
6 月 28 日 小潮 0 26.5 SE 6.1 1.73 
6 月 29 日 中潮 1 26.1 SE 6.4 1.88 
7 月 27 日 小潮 0 27.7 S 5.2 0.57 
7 月 28 日 中潮 0 27.4 E 4.4 0.64 
7 月 29 日 中潮 0 27.6 NNE 4.0 1.26 
7 月 30 日 中潮 0 27.8 NNE 4.2 1.17 
8 月 19 日 中潮 2 26.7 S 6.0 1.40 
8 月 20 日 中潮 0 27.3 S 5.0 0.98 
8 月 31 日 大潮 0 26.8 S 4.2 0.75 
9 月 1 日 大潮 0 27.1 S 4.3 0.69 
9 月 8 日 小潮 2 25.4 E 4.9 0.97 
9 月 9 日 小潮 2 25.9 SSE 7.4 1.07 
9 月 20 日 中潮 0 25.8 SSE 4.8 1.00 
9 月 21 日 小潮 0 26.0 SSW 4.6 0.71 
9 月 29 日 大潮 0 25.2 NNE 5.7 0.64 
9 月 30 日 大潮 0 24.3 NNE 4.5 0.68 
10 月 4 日 中潮 1 23.2 NNE 6.3 1.15 
10 月 5 日 小潮 0 23.7 NNE 7.0 1.06 
10 月 18 日 中潮 4 24.6 E 11.6 5.69 
10 月 19 日 中潮 48 24.4 ESE 15.5 6.45 
10 月 21 日 小潮 0 22.1 NNE 5.3 0.88 
10 月 22 日 小潮 0 21.7 NNE 5.2 1.12 
11 月 8 日 中潮 0 23.0 ESE 5.7 1.38 
11 月 9 日 中潮 0 23.1 ESE 6.5 1.71 
11 月 23 日 中潮 0 21.2 ESE 5.7 1.70 
11 月 24 日 中潮 0 21.7 E 7.2 2.22 
12 月 6 日 小潮 0 17.4 NNE 4.9 0.89 
12 月 7 日 小潮 0 18.0 NNE 4.4 1.10 
12 月 16 日 中潮 0 19.6 - - - 
12 月 17 日 中潮 0 19.7 - - - 
12 月 20 日 小潮 1 19.2 - - - 
12 月 21 日 小潮 0 17.5 NNE 5.7 1.35 
1 月 5 日 小潮 0 15.7 ENE 5.0 1.00 
1 月 6 日 小潮 0 16.9 NNE 4.6 0.89 
1 月 16 日 小潮 0 11.6 N 7.9 0.81 
1 月 17 日 小潮 0 12.3 N 5.4 0.69 
1 月 18 日 小潮 0 14.7 N 3.9 0.89 
2 月 3 日 小潮 0 13.0 NNE 4.7 0.64 
2 月 4 日 小潮 20 17.4 SSW 7.2 0.92 
2 月 7 日 中潮 6 20.5 SW 6.4 1.03 
2 月 8 日 大潮 0 18.5 NNE 3.8 0.68 
2 月 21 日 中潮 2 11.7 NNE 5.1 0.93 
2 月 22 日 中潮 14 13.7 E 5.9 1.30 
3 月 1 日 中潮 0 14.5 NE 5.9 1.27 
3 月 2 日 中潮 2 15.6 SE 6.1 1.28 
3 月 9 日 大潮 0 17.8 SSE 6.0 0.97 
3 月 10 日 大潮 1 19.8 - - - 
3 月 14 日 中潮 0 11.4 - - - 
3 月 15 日 中潮 0 16.7 - - - 
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資料 7(1)  鳥類調査結果（平成 12 年度） 
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資料 7(2)  鳥類調査結果（平成 13 年度） 
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資料 7(3)  鳥類調査結果（平成 14 年度） 
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資料 7(4)  鳥類調査結果（平成 12 年度～平成 14 年度のまとめ） 
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資料 7(5)  鳥類調査結果（平成 15 年度：従来方式での定点観察結果 5 月～1 月） 

（参考）定点観察実施日時（従来方式）

 

満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干
1 ゴイサギ 3
2 ササゴイ
3 ダイサギ 1 3 1 1 1 4 1 1 2 3 8 2
4 チュウサギ 1 1 1 1 1
5 コサギ 1 1 1 1 1 2 2 2
6 クロサギ 2 1 1 1 1 1 1 2 3 1 1 1
7 アオサギ 2 1 1 1 1 1
8 クロツラヘラサギ
9 コガモ
10 ミサゴ 1 1
11 サシバ
12 バン 1 1 1
13 オオバン 1
14 コチドリ
15 シロチドリ 2 3 4 2 5 15 11 2 1 6 7
16 メダイチドリ 17 19 1 17 1
17 オオメダイチドリ 1 1
18 ムナグロ 4 1 8 1 2 7 4 15 37 1101 109 156
19 ダイゼン 4 2 1 18 11 6 10
20 タゲリ 1
21 キョウジョシギ 6 8 4 4 6 9 3 10 11 2 12 1 6 2 22
22 トウネン 5 1 1 1
23 ヒバリシギ 2
24 ハマシギ 38 18
25 アカアシシギ 1
26 コアオアシシギ
27 アオアシシギ 1 2 3 1 7 2 16 3
28 タカブシギ
29 キアシシギ 72 2 1 4 10 1 4 23 2 5
30 イソシギ 1 2
31 ソリハシシギ 1
32 オオソリハシシギ 1 1
33 ダイシャクシギ 1 1 4 1 1 9 12 3
34 チュウシャクシギ 2 5 2 3 1 1
35 タシギ
36 セイタカシギ 1 1
37 ソリハシセイタカシギ 1 1
38 オニアジサシ 1 1
39 コアジサシ 1 1 1 3 1 1 50
40 キジバト 2 4 1 1 2 1 2 2 1 1
41 カワセミ 1
42 ツバメ
43 リュウキュウツバメ 5 1
44 ハクセキレイ 2
45 シロガシラ 1 1 3 1 6 1 2 13 1 3 5
46 ヒヨドリ 1 2 2 1 2 1
47 イソヒヨドリ 1 1 1 1 1 1
48 ウグイス
49 セッカ 2 2 1 1 1 1
50 メジロ 2 2 1 5 3
51 スズメ 3 4 6 2 24
52 ドバト

9 6 11 7 7 7 5 5 14 11 7 6 5 13 9 7 13 12 12 7 14 12 9 6
87 13 28 11 14 50 25 48 35 53 12 19 6 53 41 37 64 21 45 82 80 1124 163 164

11月 1月8月1月 5月
St.7

8月 11月 1月5月

種数小計
個体数合計

11月№ 種名 5月 8月
St.5 St.6

満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干
2 1 1 5

1
1 1 1 1 2 3 1 1

1 2 15 10 1 1 1

2 3 5 5
1 1

3 1 5
1

1 1
3 5 1 7 2 7 6 4

2 1
1 2 4 139 21 71 29 1 2 2

2 31 5 4 10
1
5 4 1 1 5 8 345 490

5 6 3 7 3

24 2 4 5 37 10 4 6 5 4 12 4
17 5 1

7 4 1 1
5 9 4

11 3 3 1
1

1 2 2 1 9 3 3
1

4 9 9 1 1
2 1 1 1 1 1 1
1

1 2
1 1 1 1

3 1 2 7
1 11 8 3 5

1

1 2 1 1 1 1
1 1
2

5 1 1 2
2 2 1

3 3 6 3 2 4 44 40 6 3
2 2 2 2 3 2 3 1 2 2
1 2 1 1 2 1 2

1 1 1
1 1 1 1 1

1 1 3 2 3 5 3 3
2 4 4 2 3 1 3

5 1
8 4 5 4 9 10 12 8 16 16 14 13 20 25 19 20
38 13 13 20 222 53 113 62 38 30 37 37 130 102 403 534

St.9St.8
5月 8月 11月 1月8月 1月5月 11月

月 潮
日 17日 17日
地点 St.5 St.6 St.7 St.9 St.8 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9
天候 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り

時間 6:04～
6:34

5:50～
6:20

7:15～
7:45

7:10～
7:40

7:25～
7:55

13:00～
13:30

12:45～
13:15

14:00～
14:30

14:05～
14:35

13:25～
13:55

日 15日 15日
地点 St.5 St.6 St.7 St.9 St.8 St.5 St.6 St.7 St.9 St.8
天候 曇り 晴れ 曇り 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 晴れ

時間 7:35～
8:05

8:20～
8:50

7:15～
7:45

7:50～
8:20

8:20～
8:50

14:10～
14:40

14:55～
15:25

14:40～
15:10

13:35～
14:05

15:15～
15:45

日 22日 22日
地点 St.5 St.6 St.7 St.9 St.8 St.5 St.6 St.7 St.9 St.8
天候 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り  晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り

時間 15:15～
15:45

16:00～
16:30

15:55～
16:25

15:15～
15:45

7:05～
7:35

10:00～
10:30

10:50～
10:30

10:00～
10:30

10:45～
11:15

10:30～
11:00

日 11日 11日
地点 St.5 St.6 St.7 St.9 St.8 St.5 St.6 St.7 St.9 St.8
天候 曇り 曇り 曇り 晴れ 曇り 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り

時間 10:10～
10:40

9:30～
10:00

9:30～
10:00

10:10～
10:40

9:00～
9:30

14:45～
15:15

15:30～
16:00

14:45～
15:15

15:25～
15:55

14:00～
14:30

8月

11月

21日 21日

1月

12日 12日

干潮

5月

満潮

14日

16日 16日

14日
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資料 7(6)  鳥類調査結果（平成 15 年度：新方式での定点観察結果 8 月～3 月） 

（参考）定点観察実施日時（新方式）

定点観察（満潮） 定点観察（干潮）

日付 天候 時間 天候 時間
8月 12日 晴れ 6:30～7:00 晴れ 13:30～14:00
9月 25日 曇り 6:30～7:00 曇り 12:30～13:00

10月 18日 晴れ 6:30～7:00 晴れ 12:15～12:45
11月 19日 晴れ 15:00～15:30 晴れ 8:30～9:00
12月 18日 曇り 7:25～7:55 曇り 13:30～14:00
1月 10日 晴れ 9:00～9:30 晴れ 14:00～14:30
2月 10日 晴れ 9:00～9:30 晴れ 15:00～15:30
3月 10日 晴れ 8:45～9:15 晴れ 14:30～15:00

満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干
1 ゴイサギ 1
2 ササゴイ
3 アマサギ 2
4 ダイサギ 1 2 1 4 3 1 5 10 1 3 2 1 1 1
5 チュウサギ 1 5
6 コサギ 1 1 3 7 1 1 2 1
7 クロサギ 1 1 1 1 1 2 1 2 1 1 1 2 1
8 アオサギ 1 1 1 8 1 1 1 2
9 ヘラサギ 1

10 クロツラヘラサギ 3
11 コガモ
12 ヒドリガモ 5 1
13 オナガガモ 3 1
14 ハシビロガモ 2
15 ミサゴ 1 1 1 1 2 3 2
16 サシバ
17 ハヤブサ
18 バン 1 1
19 コチドリ 2
20 シロチドリ 1 12 2 2 7 1 18 21 45 1 44 33 53 1 4 2 7
21 メダイチドリ 5 2 6 1 1 3 5 16 39
22 オオメダイチドリ 2 2 4 3 1
23 ムナグロ 16 1 58 7 24 1 22 2 3 6 1 30 1
24 ダイゼン 1 1 2 6 9 2 2 2 2 1 2 1
25 タゲリ 1 1
26 キョウジョシギ 3 2 18 1 4 2 11 10 1 15 11 6 5 5 4
27 トウネン 1 3 11 13 4 2
28 ヒバリシギ
29 オジロトウネン
30 ハマシギ 4 7 39 2 1 8 2
31 ミユビシギ 3
32 アカアシシギ
33 アオアシシギ 3 1 2 2 2 2 2 5
34 キアシシギ 1 2 4 2 11 2 1 2
35 イソシギ 1 1 1 1 2 1
36 オオソリハシシギ 1 1 1
37 ダイシャクシギ 3 1 2 3 8 11 1 1
38 ホウロクシギ 1
39 チュウシャクシギ 4 14
40 タシギ
41 セイタカシギ
42 ズグロカモメ 1
43 コアジサシ 1 3
44 キジバト 1 1 2 2 1 2 1
45 カワセミ
46 ツバメ 4 10 1
47 リュウキュウツバメ 1 1 2 1
48 キセキレイ 2 1
49 ハクセキレイ 1 1 1 1 2 1
50 マミジロタヒバリ 4
51 シロガシラ 3 2 2 3 8 2 3
52 ヒヨドリ 1 1 1 1
53 イソヒヨドリ 2 1 1 1 1 1 2 1
54 アカハラ 3
55 ウグイス 1 1
56 セッカ 1 1 1 2 1
57 メジロ 1 1 2 2 2 1 1
58 スズメ 5 1 1
59 ギンムクドリ
60 ハシブトガラス
61 ドバト
種数 3 6 7 5 9 7 5 8 3 8 10 3 4 1 3 2 7 9 11 15 16 7 5 9 13 17 21 7 7 4 12 6
個体数 5 10 41 24 18 73 9 26 5 78 19 20 27 1 7 5 13 47 23 110 66 68 9 88 18 164 39 24 10 5 19 18

種　名 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 1月
St.5 St.6

２月 ３月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 1月 ２月 ３月№

満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干
1

2 4 3 1 3 1 2 3 1 2 3 1 4 2
2 1

1 2 2
2 1 2 1 1 2 1 1

1 1

1
1

1
1

2 1 2 11 19 2 3 5 16 1 4 3 2 5 22 36 210 33 107 41 21
1 1 8 1 1 1 5 4 41 5 2 18

1 1 1
8 15 7 37 24 405 467 129 25 94 3 76 11 1 1 4 5 2 20

1 1 14 1 2 4 4 8

2 4 6 2 14 30 5 7 21 61 3 14 4 1 3 5 6 20 13 1 4 10
1 4 4 22 9 25 22 26

5

6 11 5 1
2

1 12
1 2 12 3 2 1 1

1 5 5 4 4
1 2 1 3 2 1 1 1

1 3 13 8 1 1 8 7 13 16 1

9 4 5 2 1

1

1
1 1 2 1
1

2 3 1 1

5 2 2 1
2
1

1
2 2 3 1

5
4

5 4 5 7 21 7 7 7 5 5 6 3 6 1 10 5 3 8 6 7 10 3 7 6 6 9 4 4 4 3 7 4
8 23 13 31 70 46 74 477 24 484 163 27 175 1 28 95 7 12 16 26 43 4 53 12 300 68 152 66 26 18 82 24

St.7 St.8
８月 ９月 １０月 １１月 １２月 1月 ２月 ３月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 1月 ２月 ３月

満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干
1 1 3 1

1 1 1 1
13

5 1 6 2 6 2 1 1 1 1 1 3 1 1 1
1 1

18 8 6 8 4 2 2 3 1 1 2 1 2 1 2 2 2 1 1
1 1 1 1 1 3 2

1 5 1 1 5 1 2 3 2 1 1
1

1 1 2
4 6 4 4 6 4 5 5 4 1

1 1 1

6 3 4 3 4 8 8 8 7 7 8 5 4
3 1 2 5 3 1 2 2 2

1 1 1 1 34
1 1
5 1

39 174 2 129 106 285 263 150 2 16 1 1 3 12 305
1 3 5

4 17 11 27 33 6 3 18 1 4 4 21
1 2 2 14
15 13 3 3 1 3

4
3 2 1 1 3

2 5 1 11 13 4 12 3 4 1 7 6
1 3 2 1 2 2
1 1

1 1 1 3 1 2 1 2

1

1 1 1 1 1 2 1 1
2 2 5 5 5 4 9 5 2
9 14 11 13 1 2 1 13 2

2 2 2 1 1 1 1 1 2 2 1 4
1 1 1 1

1
2 2 2 2 2 2

1 1
1 1 1

22 20 22 20 20 1 43 35 44 40 7 5 2 3 6 3 1
3 4 2 2 2 1 4 4 2 1 2 2 1 1 2 1
1 1 1 1 1 1 3 1

1
4 3 2 2 2 3 2 2 4 2 2 1 2
6 4 1 5

1
5

3
9 11 12 10 14 14 25 25 16 18 14 17 14 15 17 11 6 3 4 4 8 4 8 2 3 4 1 2 3 0 3 5
62 48 56 41 56 59 300 121 95 99 183 152 351 332 205 28 19 5 22 19 20 5 64 4 18 6 4 2 4 0 4 330

St.9 St.9-1
９月 １０月 １１月 １２月２月 ３月 ８月 ９月１０月 １１月 ２月 ３月1月１２月 1月８月
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資料 7(7)  鳥類調査結果（平成 16 年 5 月：従来方式での定点観察結果） 

満潮 干潮 満潮 干潮 満潮 干潮 満潮 干潮 満潮 干潮 満潮 干潮
1 ﾘｭｳｷｭｳﾖｼｺﾞｲ 1 1
2 ｺﾞｲｻｷﾞ 5 2 5 2
3 ﾀﾞｲｻｷﾞ 2 2 2 1 4 3
4 ﾁｭｳｻｷﾞ 2 2
5 ｺｻｷﾞ 1 1
6 ｸﾛｻｷﾞ 1 2 1 1 2 3
7 ﾀｶ ﾀｶ ﾐｻｺﾞ 1 1 1 1
8 ﾂﾙ ｸｲﾅ ﾊﾞﾝ 1 2 1 2
9 ｼﾛﾁﾄﾞﾘ 5 1 1 1 6
10 ﾒﾀﾞｲﾁﾄﾞﾘ 2 2
11 ﾑﾅｸﾞﾛ 3 3
12 ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ 1 5 8 2 9 7 2 19 15
13 ｱｵｱｼｼｷﾞ 2 2 1 3 2
14 ｷｱｼｼｷﾞ 38 4 2 6 19 2 6 6 1 65 19
15 ｲｿｼｷﾞ 1 1 1 1
16 ｿﾘﾊｼｼｷﾞ 1 1
17 ﾁｭｳｼｬｸｼｷﾞ 6 3 3 6
18 ｾｲﾀｶｼｷﾞ ｾｲﾀｶｼｷﾞ 1 1 1 1
19 ｶﾓﾒ ｺｱｼﾞｻｼ 1 1 2 2 1 2 5
20 ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ 1 2 2 3 2
21 ｼﾛｶﾞｼﾗ 2 2 1 1 10 10 15 11
22 ﾋﾖﾄﾞﾘ 1 1 5 2 5
23 ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ 1 1 1 1 3 1
24 ｾｯｶ 1 1 1 1 2 2
25 ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ 1 1 1 3 3 3
26 ﾊﾀｵﾘﾄﾞﾘ ｽｽﾞﾒ 2 1 3
27 ｶﾗｽ ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ 1 1

4 5 4 5 13 7 8 6 14 14 24 22
41 13 6 20 47 12 17 17 35 32 146 94

ｺｳﾉﾄﾘ

ﾁﾄﾞﾘ

ｽｽﾞﾒ

ｻｷﾞ

ﾁﾄﾞﾘ

ｼｷﾞ

ﾋﾖﾄﾞﾘ

科 種

種数合計
個体数合計

ﾋﾀｷ

No. 目
合計St.5 Sｔ.6 St.7 Sｔ.8 Sｔ.9
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資料 7(8) 鳥類調査結果（平成 16 年 8 月及び 11 月：従来方式での定点観察結果） 

St.5 St.6 St.7 St.8 St.9 合　計 優占度 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9 合　計 優占度
（％） （％）

1 ペリカン グンカンドリ オオグンカンドリ
2 コウノトリ サギ ゴイサギ
3 ササゴイ
4 ダイサギ 2 2 0.27
5 チュウサギ
6 コサギ 1 4 5 0.69 3 3 6 1.49
7 クロサギ 1 2 3 0.41 2 2 4 0.99
8 アオサギ
9 カモ カモ カルガモ

10 コガモ
11 ハシビロガモ
12 タカ タカ ミサゴ 1 1 2 0.50
13 ツル クイナ バン 1 1 0.14 1 1 0.25
14 チドリ チドリ コチドリ
15 シロチドリ 12 81 9 102 13.99 1 42 6 8 57 14.11
16 メダイチドリ 1 2 2 1 6 1.49
17 オオメダイチドリ 4 1 5 1.24
18 ムナグロ 54 8 2 2 66 9.05 18 2 3 23 5.69
19 ダイゼン 3 1 1 5 0.69 1 2 1 2 6 1.49
20 タゲリ
21 シギ キョウジョシギ 54 2 10 66 9.05 4 6 11 21 5.20
22 トウネン 2 1 3 0.74
23 ヒバリシギ
24 ハマシギ
25 サルハマシギ
26 ミユビシギ
27 アカアシシギ 1 1 0.25
28 アオアシシギ 10 10 1.37 1 2 5 2 10 2.48
29 キアシシギ 2 158 1 1 162 22.22 3 21 10 9 43 10.64
30 イソシギ 1 1 0.14 3 1 4 0.99
31 ソリハシシギ 2 2 0.27 2 1 3 0.74
32 オグロシギ
33 オオソリハシシギ
34 ダイシャクシギ 1 1 0.25
35 チュウシャクシギ 3 3 0.41 5 5 10 2.48
36 タシギ
37 カモメ クロハラアジサシ 1 1 0.25
38 コアジサシ 74 74 10.15 18 9 11 38 9.41
39 ハト ハト キジバト 8 3 4 1 2 18 2.47 1 1 2 0.50
40 ブッポウソウカワセミ カワセミ
41 スズメ ツバメ リュウキュウツバメ 1 1 0.25
42 セキレイ ハクセキレイ
43 タヒバリ
44 サンショウクイ サンショウクイ 1 1 0.14
45 ヒヨドリ シロガシラ 22 12 9 12 55 7.54 4 12 9 18 10 53 13.12
46 ヒヨドリ 2 5 6 2 5 20 2.74 2 2 3 7 1.73
47 モズ アカモズ
48 ヒタキ ノゴマ
49 イソヒヨドリ 4 2 1 4 2 13 1.78 2 1 1 7 11 2.72
50 ウグイス
51 セッカ 4 2 1 3 10 1.37 1 2 1 3 1 8 1.98
52 シジュウカラ シジュウカラ 1 1 0.14
53 メジロ メジロ 1 11 9 9 30 4.12 2 12 8 3 25 6.19
54 ハタオリドリ スズメ 28 26 10 8 4 76 10.43 28 16 4 4 52 12.87
55 ハト ハト ドバト 3 3 0.41

12 16 14 10 11 24 － 14 19 17 19 8 28 －
245 327 66 46 45 729 100.00 83 133 68 97 23 404 100.00

種類数合計
個体数合計

８　　　　　月
満　　　　潮 干　　　　潮№ 目　　名 科　　名 種　　名

St.5 St.6 St.7 St.8 St.9 合　計 優占度 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9 合　計 優占度
（％） （％）

1 1 0.14
1 1 0.08 2 2 0.27

2 2 0.27
3 24 1 2 30 2.52 2 9 4 2 2 19 2.60

2 2 0.17
1 5 3 3 12 1.01 1 1 2 1 5 0.68
3 2 5 0.42 2 2 1 1 6 0.82

8 1 2 11 0.93 2 1 2 1 6 0.82
3 3 0.25
2 2 0.17 2 2 0.27
2 2 0.17

1 1 0.08
1 6 7 0.59 1 6 7 0.96

5 5 0.42
47 24 71 5.97 18 25 6 21 70 9.56

3 3 0.25 10 6 9 25 3.42

2 29 209 453 693 58.28 24 98 90 34 1 247 33.74
2 2 4 0.34 2 1 3 0.41

1 1 0.08
42 2 44 3.70 2 9 10 1 22 3.01

2 13 15 2.05
10 10 1.37

1 2 8 11 0.93 5 12 1 18 2.46
1 1 0.14

3 3 0.41
8 8 0.67 12 12 1.64

3 3 0.25 1 3 1 3 8 1.09
1 1 2 0.17 1 1 1 3 0.41
3 3 1 7 0.59 1 2 1 4 8 1.09

1 1 0.08
2 2 0.27

1 1 0.14
5 1 6 0.50 4 1 1 6 0.82

5 5 0.42 5 5 0.68
1 1 0.08

1 3 2 2 8 0.67 2 1 3 0.41
1 1 2 0.17 2 2 4 0.55
3 1 4 0.34

1 3 1 5 0.42 1 2 3 0.41
2 2 0.27

9 13 32 36 38 128 10.77 18 11 9 21 59 8.06
3 6 5 11 25 2.10 1 8 6 3 18 2.46

1 1 0.14
1 1 0.14

2 1 2 2 1 8 0.67 3 2 3 2 1 11 1.50
2 1 2 5 0.42 1 1 2 0.27

3 3 0.25 1 2 4 7 0.96

4 4 12 5 25 2.10 8 19 19 7 53 7.24
2 6 19 7 34 2.86 20 8 27 55 7.51

1 1 0.08 3 1 4 0.55
13 17 25 9 23 39 － 19 20 23 16 25 41 －
79 107 374 67 562 1189 100.00 91 222 185 140 94 732 100.00

11　　　　　月
満　　　　潮 干　　　　潮
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資料 7(9) 鳥類調査結果（平成 17 年 1 月：従来方式での定点観察結果）

1 コウノトリ サギ リュウキュウヨシゴイ
2 ゴイサギ
3 ササゴイ
4 ダイサギ
5 チュウサギ
6 コサギ
7 クロサギ
8 アオサギ
9 カモ カモ カルガモ

10 コガモ
11 ヒドリガモ
12 オナガガモ
13 ハシビロガモ
14 タカ タカ ミサゴ
15 オオタカ
16 サシバ
17 ハヤブサ チョウゲンボウ
18 ツル クイナ バン
19 チドリ チドリ コチドリ
20 シロチドリ
21 メダイチドリ
22 ムナグロ
23 ダイゼン
24 シギ キョウジョシギ
25 トウネン
26 ヒバリシギ
27 ハマシギ
28 ミユビシギ
29 アカアシシギ
30 アオアシシギ
31 キアシシギ
32 イソシギ
33 ダイシャクシギ
34 チュウシャクシギ
35 タシギ
36 セイタカシギ セイタカシギ
37 ハト ハト キジバト
38 ブッポウソウ カワセミ カワセミ
39 スズメ ツバメ ツバメ
40 リュウキュウツバメ
41 セキレイ ハクセキレイ
42 ヒヨドリ シロガシラ
43 ヒヨドリ
44 モズ アカモズ
45 ヒタキ ルリビタキ
46 イソヒヨドリ
47 シロハラ
48 ツグミ
49 ウグイス
50 キマユムシクイ
51 セッカ
52 シジュウカラ シジュウカラ
53 メジロ メジロ
54 ホオジロ アオジ
55 ハタオリドリ スズメ
56 ムクドリ ムクドリ
57 ハト ハト ドバト

種　　名科　　名目　　名No.

種類数
個体数

St.１ St.２ St.３ St.４ St.５ 合　計 優占度 St.１ St.２ St.３ St.４ St.５ 合　計 優占度
（％） （％）

1 1 0.15
2 2 0.31
3 3 0.46

3 3 1 3 10 1.54 2 2 4 2 10 0.91
2 2 0.31 2 2 0.18

1 2 4 7 1.08 1 3 3 1 3 11 1.01
4 4 0.62 1 2 3 0.27

1 1 1 7 10 1.54 4 4 0.37
6 6 0.93 6 5 11 1.01

2 4 6 0.93 6 6 0.55
2 2 0.31 8 8 0.73

4 2 6 0.55
2 2 0.31

2 1 1 4 0.62 2 2 0.18
1 1 0.09

1 1 0.09
1 1 0.09

1 4 5 0.77 9 9 0.82
1 5 6 0.93 6 6 0.55

22 22 3.40 34 26 4 32 96 8.78
8 8 1.23 14 31 6 5 56 5.12

3 203 6 212 32.72 153 5 133 268 4 563 51.46
1 1 2 0.31 3 2 5 0.46
2 10 18 30 4.63 31 17 3 10 61 5.58

9 9 1.39 2 3 5 0.46
19 19 2.93 15 15 1.37

12 20 3 2 37 3.38
2 1 3 0.27

11 11 1.70 2 2 0.18
9 9 1.39 1 1 2 0.18

4 1 5 0.46
1 3 4 0.62 1 4 5 0.46

3 2 5 0.77 2 2 0.18
7 7 1.08 1 1 10 12 1.10
2 2 0.31 3 3 0.27

1 20 21 3.24 7 7 0.64
1 2 3 1 7 1.08 4 1 2 7 0.64

1 2 3 0.46 1 1 0.09
1 1 0.09

2 2 0.31
2 1 2 5 0.77 2 2 0.18
2 16 6 6 30 4.63 2 8 17 3 30 2.74
3 3 2 12 3 23 3.55 4 6 4 14 1.28

1 1 0.09
1 1 0.15

3 1 2 1 7 1.08 1 4 2 7 0.64
2 1 4 2 3 12 1.85 1 4 1 3 9 0.82

1 1 0.15
1 1 3 1 3 9 1.39 2 2 4 8 0.73
1 1 2 0.31
1 1 1 3 0.46

1 1 0.09
6 10 12 21 5 54 8.33 4 2 12 6 24 2.19

1 2 1 4 0.62
3 6 8 17 2.62 4 25 29 2.65

33 33 5.09
4 4 0.62

17 14 25 18 29 47 － 19 18 22 16 22 45 －
34 37 283 123 171 648 100.00 283 124 214 376 97 1094 100.00

満　　　　　潮 干　　　　　潮
1　　　　　月
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資料 7(10) 鳥類調査結果（平成 16 年 4 月～7 月：新方式（満潮時及び干潮時）の定点観察結果 

満
潮

干
潮

満
潮

干
潮

満
潮

干
潮

満
潮

干
潮

満
潮

干
潮

満
潮

干
潮

満
潮

干
潮

満
潮

干
潮

満
潮

干
潮

満
潮

干
潮

満
潮

干
潮

満
潮

干
潮

1 ｸﾞﾝｶﾝﾄﾞﾘの一種
2 ｺﾞｲｻｷﾞ
3 ﾀﾞｲｻｷﾞ 2 1 2 5 2 2 1 1 1 3 2
4 ﾁｭｳｻｷﾞ 1 1 1
5 ｺｻｷﾞ 1 1
6 ｶﾗｼﾗｻｷﾞ 4 2
7 ｸﾛｻｷﾞ 1 2 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 3 2
8 ｱｵｻｷﾞ 2 1 1
9 ﾐｻｺﾞ 1 1 1 1
10 ﾊﾔﾌﾞｻ
11 ﾊﾞﾝ 3
12 ｺﾁﾄﾞﾘ
13 ｼﾛﾁﾄﾞﾘ 5 5 3 1 2 1 1 5 3 2 8 2 3
14 ﾒﾀﾞｲﾁﾄﾞﾘ 3 10 4
15 ｵｵﾒﾀﾞｲﾁﾄﾞﾘ 3
16 ﾑﾅｸﾞﾛ 60 2 1 85 90 3
17 ﾀﾞｲｾﾞﾝ
18 ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ 15 3 1 5 7 2 23 7 27 2
19 ｱｶｱｼｼｷﾞ 1
20 ｱｵｱｼｼｷﾞ 1 2 2 3
21 ｷｱｼｼｷﾞ 23 4 2 3 2 9 1 1 1 2 2 38 3 8 1
22 ｲｿｼｷﾞ 1 3
23 ｿﾘﾊｼｼｷﾞ 1 3
24 ﾀﾞｲｼｬｸｼｷﾞ 1 1
25 ﾎｳﾛｸｼｷﾞ 1
26 ﾁｭｳｼｬｸｼｷﾞ 1 3 3 2 3 1 5 3 1 6 7 2
27 ｾｲﾀｶｼｷﾞ
28 ｱｼﾞｻｼ 30
29 ｺｱｼﾞｻｼ 3 2 6 5 13 14 12 2 1 1 3 1 3 6 2 4 4 4
30 ｷｼﾞﾊﾞﾄ 1 1 2 2 1 3 2 1 1 3
31 ｶﾜｾﾐ 1
32 ﾘｭｳｷｭｳﾂﾊﾞﾒ 2 1
33 ｼﾛｶﾞｼﾗ 1 2 1 4 1 1 8 1 5
34 ﾋﾖﾄﾞﾘ 1 2 2 1
35 ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ 1 1 2
36 ｾｯｶ 1 1 4 3 1
37 ｼｼﾞｭｳｶﾗ
38 ﾒｼﾞﾛ 2 2 2 3
39 ｽｽﾞﾒ 3 1
40 ﾄﾞﾊﾞﾄ 25
41 ｼﾏｷﾝﾊﾟﾗ

2 6 7 7 5 6 9 5 5 7 10 6 9 6 9 7 18 9 6 8 9 3 10 4
35 71 48 24 33 20 26 18 8 12 25 22 16 20 12 16 141 124 76 18 17 13 29 10

種No.

種数小計
個体数合計

St.6 St.7
7月7月 4月 5月 6月

St.5
4月 5月 6月4月 5月 6月 7月

満
潮

干
潮

満
潮

干
潮

満
潮

干
潮

満
潮

干
潮

満
潮

干
潮

満
潮

干
潮

満
潮

干
潮

満
潮

干
潮

満
潮

干
潮

満
潮

干
潮

満
潮

干
潮

満
潮

干
潮

1
3 2 1 4 2

1 1 4 2 4
1

1 3 2 1 1 4 6 2

1 1 2 1 2 1 1
1 1

1 1 1 1
1

3 4 1 3 3
1

1 4 3 6 1 1 2

34 26
1

4 2 1 2 2
1

4
27 5 2 4 12 12 2

2 1

1
3 1

5
2 3 2 3 4 10 7 4 3 2

1 1 1 2 1 2 2 3 1 1 2 2 1
1 1

1 2 1 1 1 3 2 1 2
3 2 1 5 8 5 3 8 9 6 14 4 6 3 10 1 4 2
1 2 1 1 1 3 1 2 1 2 1 1 3 1
1 1 2 1
1 1 2 1 2 1 1 1 1 1 1

2
1 2 2 2 2 2 2 1 1 1 7 3 1
2 3 4 2 1 1 2

1
1

10 4 4 4 9 6 8 5 13 9 11 9 10 8 10 8 3 5 4 7 6 6 8 7
13 6 35 10 20 10 16 16 63 18 31 20 30 22 29 16 16 40 21 14 22 10 16 10

7月
St.8 St.9 St.9-1

7月 4月 5月 6月7月 4月 5月 6月4月 5月 6月
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資料 7(11) 鳥類調査結果（平成 16 年 8 月～平成 17 年 3 月：新方式の定点観察結果） 
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資料 7(12)  ムナグロの最大個体数の推移 

資料 7(13)  シロチドリの最大個体数の推移

凡例

0

500

1000

1500

2000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月 1月 2月 3月

平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度
調査月

最
大
個
体
数
（泡
瀬
）

0

100

200

300

400

最
大
個
体
数
（漫
湖
）

春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬
H12 16 821 1,554
H13 0 0 1,114 528
H14 7 203 648 903
H15 8 17 1,116 661 10 418 509
H16 3 66 693 563 176 66 365 801 98 652 801

　　　　　調査方式

年度

従来方式：四季調査の最大個体数
（満潮時と干潮時）

新方式（１）：毎月調査の季節最大個体数
（満潮時と干潮時）

新方式（２）：毎月調査の季節最大個体数
（満潮時～干潮時）

春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬
H12 43 69 166
H13 22 61 289 176
H14 31 89 200 189
H15 3 13 142 78 22 81 212
H16 6 102 71 92 20 44 139 132 102 218 183

　　　　　調査方式

年度

従来方式：四季調査の最大個体数
（満潮時と干潮時）

新方式（１）：毎月調査の季節最大個体数
（満潮時と干潮時）

新方式（２）：毎月調査の季節最大個体数
（満潮時～干潮時）

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

調査月

最
大
個
体
数

（従来方式）最大個体数（満潮・干潮）

（新方式(1)）最大個体数（満潮・干潮）

（新方式(2)）最大個体数（満潮～干潮）

漫湖最大個体数（満潮・干潮）

凡例

0

100

200

300

400

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月 1月 2月 3月

平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度
調査月

最
大
個
体
数
（泡
瀬
・漫
湖
）
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資料 7(14)  ダイシャクシギの最大個体数の推移 

資料 7(15)  メダイチドリの最大個体数の推移 

凡例

春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬
H12 0 0 5 25
H13 0 0 2 13
H14 0 1 17 20
H15 0 1 4 14 0 3 17
H16 0 1 1 5 1 2 1 17 4 1 18

　　　　　調査方式

年度

従来方式：四季調査の最大個体数
（満潮時と干潮時）

新方式（１）：毎月調査の季節最大個体数
（満潮時と干潮時）

新方式（２）：毎月調査の季節最大個体数
（満潮時～干潮時）

春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬
H12 0 23 47 15
H13 1 9 44 137
H14 15 12 114 126
H15 19 3 31 27 2 26 51
H16 2 6 25 53 10 9 60 84 23 121 120

　　　　　調査方式

年度

従来方式：四季調査の最大個体数
（満潮時と干潮時）

新方式（１）：毎月調査の季節最大個体数
（満潮時と干潮時）

新方式（２）：毎月調査の季節最大個体数
（満潮時～干潮時）
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資料 8  5 月行動調査結果概要（従来方式） 

 上げ潮時に観察された主な行動は、採餌、休息、飛翔、ねぐら入り、繁殖（餌運び）の 5 種
類に大別された。各行動において主な利用地域を確認種グループ別に整理し、資料 9 に示した。
各調査時間帯における確認種と行動概要は資料 10 に示すとおりである。 
 今回の調査では、サギ類 2 種（ダイサギ、クロサギ）、チドリ類 4 種（シロチドリ、メダイ
チドリ、ムナグロ、ダイゼン）、シギ類 4 種（キョウジョシギ、アオアシシギ、キアシシギ、
チュウシャクシギ）、アジサシ類 1 種（コアジサシ）、その他 2 種（ミサゴ、シロガシラ）の計
13 種が記録された。 
 採餌行動は、全てのグループで観察された。チドリ類、シギ類は干潮時は干潟のほぼ全域で
採餌しており、上げ潮に合わせて岸辺や岩礁に移動しながら採餌を続けていた。サギ類、アジ
サシ類は干潮時は残された浅瀬や水路、干潟先端で採餌する姿が観察された。コアジサシは仮
設橋周辺の水路を餌場として利用していた。また、上げ潮時には干潟全域で採餌行動が観察さ
れたが、満潮時近くには岸辺や岩礁付近に集まる傾向がみられた。ミサゴもコアジサシと同様
に仮設橋周辺の水路を餌場として利用していた。 
 休息行動は主にチドリ類、シギ類、アジサシ類で記録された。干潮時は干潟上で休むムナグ
ロ、コアジサシがみられ、満潮時には岩礁上で休むキアシシギ、チュウシャクシギが観察され
た。ミサゴは海上の杭を止まり場として利用していた。 
 夕方、干潟から上げ潮に伴って岸辺や後背湿地に移動する行動（ねぐら入り）は、サギ類、
チドリ類、シギ類で満潮時近くに記録された。St.6、St.7 周辺の岸辺に点在する岩礁のほか、
比屋根湿地と通信基地（St.5 地先の島を含む）などが「ねぐら」として利用されていると考え
られた。 
 繁殖行動はコアジサシで記録された。小魚をくわえて通信基地（St.5 地先の島を含む）方向
に飛翔する餌運び行動、つがい間で餌渡しを行う求愛給餌行動が観察された。

 

資料 9  行動別利用状況の一覧（5 月従来） 

主な利用地域 

グループ 行動 
干潟全域 

干潟外縁の
浅瀬 

St.6周辺
岩礁、護岸
砂浜 

St.7周辺
岩礁、湿地

比屋根 
湿地 

通信基地 
(St.5地先 
含む) 

仮設橋 
周辺水路

採餌 ○ ○ ○ ○  ○ ○ 
休息      ○  
飛翔  ○    ○  
ねぐら入り     ○   

サギ類 

繁殖        
採餌 ○  ○ ○   ○ 
休息 ○  ○ ○    
飛翔   ○ ○    
ねぐら入り     ○ ○  

チドリ類 
シギ類 

繁殖        
採餌  ○     ○ 
休息 ○     ○  
飛翔  ○      
ねぐら入り        

アジサシ類 

繁殖      ○  
採餌   ○ ○   ○ 
休息  ○      
飛翔        
ねぐら入り        

その他 
（ミサゴ、シ
ロガシラ） 

繁殖        
注）行動調査時の観察範囲内における利用状況を示す。 
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資料 10(1) 行動調査結果概要（従来方式：5 月 19 日・全地点） 

№ 時間 潮位(cm) 主な行動内容 
最大干潮時 12:59 14 － 

1 
13:30 
～ 
14:00 

17～24 
干潟全域にキョウジョシギ、キアシシギ、チュウシャクシギが
分布、地上を移動しながら採餌する。コアジサシは干潟地先の
海面で飛翔が確認される。 

2 
14:00 
～ 
14:30 

24～36 
St.6地先の干潟にダイサギ、キアシシギ、チュウシャクシギが
移動し、水際や地上で採餌を続ける。 

3 
14:30 
～ 
15:00 

36～52 
再び干潟全域にキョウジョシギ、キアシシギ、アオアシシギが
分布、地上を移動しながら採餌する。干潟上を飛翔するクロサ
ギが確認される。コアジサシの餌運びが観察される。 

4 
15:00 
～ 
15:30 

52～72 
St.6付近の岸辺にキアシシギ、キョウジョシギ、チュウシャク
シギが移動し、地上で採餌する。干潟内の浸水部ではコアジサ
シが採餌飛翔を行う。 

5 
15:30 
～ 
16:00 

72～91 
St.6付近の岸辺に海上からチュウシャクシギ13羽群が飛来。ダ
イサギ１羽が通信基地内の池に移動する。St.7付近はキアシシ
ギ、キョウジョシギが点在し採餌を続ける。 

6 
16:00 
～ 
16:30 

91～113 

St.6付近の岸辺と岩礁にキアシシギ、キョウジョシギ、アオア
シシギ、チュウシャクシギが集まる。沖から飛来したチュウシ
ャクシギ13羽群の通信基地（St.5地先含む）方向への移動を確
認。St.7付近では運動公園側に残った干潟にキアシシギ、キョ
ウジョシギ、ムナグロが集まり地上で採餌を続ける。 

7 
16:30 
～ 
17:00 

113～132 

St.6付近の岸辺にキアシシギ、キョウジョシギが集まる。アオ
アシシギ３羽、キョウジョシギ１羽、キアシシギ１羽の通信基
地内、St.5地先への移動を確認。St.7付近では仮設橋南側に点
在する岩礁にキアシシギ、キョウジョシギの群が集まる。ムナ
グロ２羽、キアシシギ10羽の干潟先端部から比屋根湿地内へ移
動を確認。 

最大満潮時 19:28 185 － 
注）潮位は海上保安庁水路部の日本沿岸潮汐調和定数表をもとに算出された泡瀬のデータを記載した。 

資料 10(2) 時間別行動調査結果（第 1 回） 

1回：13:30～14:00 調査地点 主な行動 
種 名 St.6 St.7 採餌 休息 飛翔 ねぐら入り 繁殖 

ダイサギ 2  ○     
シロチドリ 1 2 ○     
キョウジョシギ 2 1 ○     
アオアシシギ 1  ○     
キアシシギ 8 1 ○ ○    
チュウシャクシギ 2  ○     
コアジサシ 2 1 ○  ○   

18 5 
合計 7種 

23個体 
－ 
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資料 10(3) 時間別行動調査結果（第 2 回） 

2回：14:00～14:30 調査地点 主な行動 
種 名 St.6 St.7 採餌 休息 飛翔 ねぐら入り 繁殖 

ダイサギ 4  ○     
シロチドリ 1  ○     
ダイゼン 2  ○     
キョウジョシギ 1  ○     
キアシシギ 4 1 ○     
チュウシャクシギ 2  ○     
コアジサシ 3  ○  ○   

17 1 
合計 7種 

18個体 
－ 

資料 10(4) 時間別行動調査結果（第 3 回） 

3回：14:30～15:00 調査地点 主な行動 
種 名 St.6 St.7 採餌 休息 飛翔 ねぐら入り 繁殖 

ダイサギ 2    ○   
クロサギ 1 2 ○     
キョウジョシギ 2 3 ○     
アオアシシギ 2  ○     
キアシシギ 5 4 ○     
チュウシャクシギ 1  ○     
コアジサシ 2 4 ○ ○ ○  ○ 
シロガシラ  1 ○  ○   

15 14 
合計 8種 

29個体 
－ 

資料 10(5) 時間別行動調査結果（第 4 回） 

4回：15:00～15:30 調査地点 主な行動 
種 名 St.6 St.7 採餌 休息 飛翔 ねぐら入り 繁殖 

ダイサギ 3  ○     
クロサギ  1   ○   
ミサゴ 1   ○    
メダイチドリ  3  ○    
ムナグロ  2  ○    
キョウジョシギ 3  ○     
アオアシシギ 2  ○     
キアシシギ 2 7 ○ ○    
チュウシャクシギ 3  ○     
コアジサシ 4 1 ○  ○   
シロガシラ  1  ○ ○   

18 15 
合計 11種 

33個体 
－ 
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資料 10(6) 時間別行動調査結果（第 5 回） 

5回：15:30～16:00 調査地点 主な行動 
種 名 St.6 St.7 採餌 休息 飛翔 ねぐら入り 繁殖 

ダイサギ 2  ○ ○ ○   
クロサギ  1 ○  ○   
ミサゴ 1   ○    
シロチドリ  5 ○  ○   
メダイチドリ  3 ○     
ダイゼン 2  ○  ○   
キョウジョシギ  4 ○ ○    
キアシシギ 3 7 ○  ○   
チュウシャクシギ 16  ○  ○   

24 20 
合計 9種 

44個体 
－ 

資料 10(7) 時間別行動調査結果（第 6 回） 

6回：16:00～16:30 調査地点 主な行動 
種 名 St.6 St.7 採餌 休息 飛翔 ねぐら入り 繁殖 

ダイサギ  1    ○  
クロサギ  1 ○     
シロチドリ  3 ○     
ムナグロ  3 ○  ○   
キョウジョシギ 3 6 ○     
アオアシシギ 3  ○     
キアシシギ 8 6 ○     
チュウシャクシギ 16  ○  ○ ○  

30 20 
合計 8種 

50個体 
－ 

資料 10(8) 時間別行動調査結果（第 7 回） 

7回：16:30～17:00 調査地点 主な行動 
種 名 St.6 St.7 採餌 休息 飛翔 ねぐら入り 繁殖 

シロチドリ 1 1 ○ ○    
メダイチドリ  5 ○     
ムナグロ  4 ○ ○  ○  
キョウジョシギ 2 10 ○  ○ ○  
アオアシシギ 3  ○   ○  
キアシシギ 7 20 ○   ○  
チュウシャクシギ  1  ○    

13 41 
合計 7種 

54個体 
－ 
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資料 11 主要な休息地・ねぐらの利用状況（従来方式：5 月） 

休息地・ねぐら 休息地・ねぐらの利用状況
比屋根湿地 満潮時にも湿地として残るためシギ・チドリ類のねぐらとして好適で

あると考えられるが、今回の調査では少数のムナグロとキアシシギの
移動が確認されたにとどまった。

通信基地 満潮時に海上から飛来して基地内に降下するキアシシギが確認され
た。内部の状況は不明だが、池や湿地が分布しており、人の立ち入り
も無いことからねぐらとして利用されているものと考えられた。同様
に、満潮時には基地内の池や周辺の樹上で休息するサギ類が多く観察
された。また鉄塔下の草地では採餌・休息するアマサギの姿もみられ
た。

St.5地先の島（周辺
の岩礁を含む）

満潮時にも島の周囲には浅瀬や岩礁が残るため、シロチドリ、キョウ
ジョシギ、キアシシギが St.6 方向から移動する姿が観察された。こ
うした浅瀬や岩礁の存在に加えて、人間の往来も少ないため、周辺か
ら飛来する個体が多いものと考えられた。

St.7周辺の岩礁 満潮時も海上に残った数か所の岩礁上に飛来し休息するムナグロ、キ
ョウジョシギ、キアシシギなどが観察された。しかし、岸近くに道路
があり車両や人の往来も多いことから、通行人に驚いて岩礁から飛び
立つ場合も多かった。

資料 12 主な出現種の干潟利用状況（従来方式：5 月） 

種類 干潟利用状況
シロチド
リ

干潮時には干潟のほぼ全域に散らばって採餌する個体が観察され
た。満潮時には St.7周辺の砂浜で採餌する個体などがみられた。

キョウジ
ョシギ

キアシシギと同様、干潮時には干潟のほぼ全域に散らばって採餌す
る個体が観察された。満潮時には岸近くの浅瀬や岩礁に集まり、砂
浜に打ち上げられた海草やゴミの下から餌を探す行動が観察され
た。

アオアシ
シギ

サギ類とともに通信基地内や St.7周辺の湿地で採餌する個体が観察
された。

キアシシ
ギ

干潮時には干潟のほぼ全域に散らばって採餌する個体が観察され
た。満潮時には岸近くに集まり、護岸や岩の間でカニ類などを捕食
していた。

チュウシ
ャクシギ

仮設橋周辺水路でカニ類を採餌中の個体が多く観察された。また干
潮時には干潟外縁の浅瀬や St.6周辺の岩礁などを採餌場所として利
用していた。

シギ・チ
ドリ類

セイタカ
シギ

比屋根干潟で採餌中の個体が観察された。

アジサシ
類

コアジサ
シ

採餌場所として干潮時には仮設橋周辺の水路や干潟外縁の浅瀬を頻
繁に利用し、小魚を捕食する個体が観察された。繁殖に関わる行動
には、つがい間で餌渡しを行う求愛給餌が仮設橋周辺の干潟で観察
された。また St.5地先の島方向に餌をくわえて飛翔する餌運びの行
動もみられた。確認されたコアジサシの繁殖行動を図 2.1.1-15に示
した。

ゴイサギ 比屋根湿地内や樹上で休息する個体が観察された。

ダイサギ 満潮時には比屋根湿地内で採餌する個体が観察された。干潮時に干
潟外縁の浅瀬で採餌する個体が多かった。

チュウサ
ギ

満潮時、干潮時ともに、比屋根湿地内や St.7周辺の湿地で観察され、
池に入って採餌する個体などが確認された。

サギ類

クロサギ 満潮時には岸近くの浅瀬で採餌しており、干潮時には他のサギ類と
は異なり、干潟内の水溜りを移動しながら採餌する行動が観察され
た。
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資料 13  5 月行動調査結果（新方式） 

 上げ潮時に観察された主な行動は、採餌、休息、飛翔、ねぐら入り、繁殖の 5 種類に大別さ
れた。各行動における主な利用地域を確認種別に整理し、資料 14 に示した。各調査時間帯に
おける確認種と行動概要は、資料 15 に示すとおりである。 
今回の調査では、調査対象とした 5 種のうちダイシャクシギを除く 4 種（シロチドリ、メダイ
チドリ、ムナグロ、キアシシギ）が確認された。 
 採餌行動は、全ての種で観察された。いずれの種も干潮時は干潟のほぼ全域で採餌しており、
上げ潮に合わせて岸辺や岩礁に移動しながら採餌を続けていた。満潮時近くには、最後まで干
出している St.7 付近（仮設橋南側）の干潟や St.6 、St.5 地先の岩礁帯に集まる傾向がみら
れた。 
 休息行動はシロチドリ、ムナグロ、キアシシギで記録された。シロチドリ、ムナグロは干潮
時の干潟上で休む姿が多くみられた。満潮時にはチュウシャクシギ、キョウジョシギと共に岩
礁上で休むキアシシギの小群が観察された。 
 夕方、干潟から上げ潮に伴って岸辺や後背湿地に移動する行動（ねぐら入り）はキアシシギ
でみられ、満潮時近くに記録された。比屋根湿地と通信基地（St.5 地先の島を含む）などが
「ねぐら」として利用されていると考えられた。キアシシギは St.8 方向から飛来し、St.9-1
（奥武岬）を経て St.5 地先の島や通信基地内に降下する例が多くみられた。飛来方向は不確
定なものの、St.9（比屋根湿地）に降下する個体も 2 例確認された。

資料 14 行動別利用状況の一覧 

主な利用地域 

種 名 行 動 
干潟全域 

干潟外縁
の浅瀬

St.6周辺
岩礁､護
岸､砂浜

St.7周辺
岩礁､湿
地 

比屋根
湿地 

通信基地 
(St.5地先 
含む) 

仮設橋 
周辺水路 

St.8周辺
の砂浜

採餌 ○  ○ ○  ○   
休息 ○     ○   
飛翔      ○   
ねぐら入り      ○   

シロチドリ 

繁殖         
採餌 ○  ○ ○  ○   
休息         
飛翔   ○ ○  ○   
ねぐら入り    ○     

メ ダ イ チド
リ 

繁殖         
採餌      ○   
休息 ○        
飛翔 ○        
ねぐら入り         

ムナグロ 

繁殖         
採餌 ○      ○ ○ 
休息 ○  ○ ○ ○ ○   
飛翔  ○ ○  ○ ○   
ねぐら入り    ○ ○ ○  ○ 

キアシシギ 

繁殖         
注）行動調査時の観察範囲内における利用状況を示す。  
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資料 15(1) 行動調査結果概要（新方式：5 月 22 日・全地点） 

№ 時間 潮位(cm) 主な行動内容 
最大干潮時 14:34 23 － 

1 
14:30 
～ 
15:30 

23～31 
岸に近い干潟の全域にキアシシギが分布、地上を移動しな
がら採餌する。シロチドリ、ムナグロは仮設橋南側の干潟
で休息中の個体を確認。 

2 
15:30 
～ 
16:00 

31～39 

岸に近い干潟の全域にキアシシギが分布、地上を移動しな
がら採餌する。ムナグロは仮設橋周辺の干潟で休息中の個
体を確認。シロチドリ、メダイチドリもSt.7地先で採餌す
る。 

3 
16:00 
～ 
16:30 

39～53 
岸に近い干潟の全域にキアシシギが分布、地上を移動しな
がら採餌する。ムナグロはSt.5地先で採餌中の個体を確
認。メダイチドリはSt.7地先の干潟で採餌する。 

4 
16:30 
～ 
17:00 

53～67 
干潟全域に分散し採餌していたキアシシギの移動（飛翔）
が始まり、St.5地先の島とSt.6周辺の岸辺に降下する個体
を確認。 

5 
17:00 
～ 
17:30 

67～84 

キアシシギの移動は続き、St.5地先から通信基地方向に飛
翔する個体や St.6周辺の岩礁に移動する個体がみられ
る。沖から飛来してSt.7付近に降下する例やSt.8の内陸
（住宅地）方向に飛翔する個体もみられる。 

6 
17:30 
～ 
18:00 

84～101 

キアシシギの移動は続き、St.5地先から通信基地方向に飛
翔する個体や St.6周辺の岩礁に移動する個体がみられ
る。St.7から湾奥やSt.5地先方向に飛翔する個体もみられ
る。シロチドリもSt.5地先の砂浜に集まっている。 

7 
18:00 
～ 
18:30 

101～117 

干潟面積の縮小と共にキアシシギの移動距離が大きくな
り、St.8やSt.9-1（奥武岬）方向から仮設橋地先の干潟を
経て通信基地方向に飛翔する個体が増加、 基地内への降
下（ねぐら入り）もみられる。St.6周辺の岩礁に移動する
個体、St.9（比屋根湿地）に降下する個体も確認。 

8 
18:30 
～ 
19:00 

117～133 

キアシシギの移動はSt.8やSt.9-1（奥武岬）方向から飛来
し、仮設橋南側の岩礁に降下する個体がみられる。潮位の
上昇と共にSt.6周辺の岩礁から通信基地内に移動する個
体、湾奥からSt.9（比屋根湿地）に降下する個体も確認。

最大満潮時 21:14 167 － 
注）潮位は海上保安庁水路部の日本沿岸潮汐調和定数表をもとに算出されたデータを記載した。  



資-30 

資料 15(2) 時間別主要種行動調査結果（第 1 回） 

第1回14:30～15:30 調 査 地 点 主な行動 

対象種名 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9
St.9-
1 

採餌 休息 飛翔 
ねぐら
入り 

繁殖

シロチドリ 2  1    ○ ○    
ムナグロ   4     ○    
キアシシギ 6 11 4 7 1  ○ ○ ○   

8 11 9 7 1 0 
合計 3種 

36個体 
－ 

資料 15(3) 時間別主要種行動調査結果（第 2 回） 

第2回15:30～16:00 調 査 地 点 主な行動 

対象種名 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9
St.9-
1 

採餌 休息 飛翔 
ねぐら
入り 

繁殖

シロチドリ 1  2 1   ○  ○   
メダイチドリ   4    ○  ○   
ムナグロ   4     ○    
キアシシギ 3 4 5 6   ○ ○    

4 4 15 7 0 0 
合計 4種 

30個体 
－ 

資料 15(4) 時間別主要種行動調査結果（第 3 回） 

第3回16:00～16:30 調 査 地 点 主な行動 

対象種名 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9
St.9-
1 

採餌 休息 飛翔 
ねぐら
入り 

繁殖

シロチドリ 1  1 1   ○     
メダイチドリ   5    ○     
ムナグロ 1      ○     
キアシシギ 5 3 3 3   ○ ○ ○   

7 3 9 4 0 0 
合計 4種 

23個体 
－ 

資料 15(5) 時間別主要種行動調査結果（第 4 回） 

第4回16:30～17:00 調 査 地 点 主な行動 

対象種名 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9
St.9-
1 

採餌 休息 飛翔 
ねぐら
入り 

繁殖

シロチドリ 3      ○ ○    
メダイチドリ   2    ○  ○   
ムナグロ   3      ○   
キアシシギ 1 5 4 5   ○  ○   

4 5 9 5 0 0 
合計 4種 

24個体 
－ 
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資料 15(6) 時間別主要種行動調査結果（第 5 回） 

第5回17:00～17:30 調 査 地 点 主な行動 

対象種名 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9
St.9-
1 

採餌 休息 飛翔 
ねぐら
入り 

繁殖

シロチドリ 2      ○     
メダイチドリ  1 2    ○     
ムナグロ   3     ○    
キアシシギ 4 4 5 8  1 ○  ○   

6 5 10 8 0 1 
合計 4種 

30個体 
－ 

資料 15(7) 時間別主要種行動調査結果（第 6 回） 

第6回17:30～18:00 調 査 地 点 主な行動 

対象種名 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9
St.9-
1 

採餌 休息 飛翔 
ねぐら
入り 

繁殖

シロチドリ 4   1   ○  ○   
メダイチドリ  3     ○     
キアシシギ 7 9 5 6  1 ○  ○ ○  

11 12 5 7 0 1 
合計 3種 

36個体 
－ 

資料 15(8) 時間別主要種行動調査結果（第 7 回） 

第7回18:00～18:30 調 査 地 点 主な行動 

対象種名 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9
St.9-
1 

採餌 休息 飛翔 
ねぐら
入り 

繁殖

シロチドリ 2  2    ○   ○  
キアシシギ 21 9 21 8 1 7 ○  ○ ○  

23 9 23 8 1 7 
合計 2種 

71個体 
－ 

資料 15(9) 時間別主要種行動調査結果（第 8 回） 

第8回18:30～19:00 調 査 地 点 主な行動 

対象種名 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9
St.9-
1 

採餌 休息 飛翔 
ねぐら
入り 

繁殖

シロチドリ 2      ○   ○  
メダイチドリ   4   2    ○  
キアシシギ 13 11 2 2 2 3 ○  ○ ○  

15 11 6 2 2 5 
合計 3種 

41個体 
－ 
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資料 16 主要な休息地・ねぐらの利用状況（新方式：5 月） 

休息地・ねぐら 休息地・ねぐらの利用状況
比屋根湿地 満潮時にも湿地として残るためシギ・チドリ類のねぐらとして好適であ

ると考えられるが、今回の調査では少数のキアシシギが飛来したにとど
まった。

通信基地 満潮時に海上から飛来して基地内に降下するキアシシギが確認された。
内部の状況は不明だが、池や湿地が分布しており、人の立ち入りも無い
ことからねぐらとして利用されているものと考えられた。同様に、満潮
時には基地内の池や周辺の樹上で休息するサギ類が多く観察された。ま
た鉄塔下の草地では採餌・休息するアマサギの姿もみられた。

St.5地先の島（周辺
の岩礁を含む）

満潮時にも島の周囲には浅瀬や岩礁が残るため、シロチドリ、キョウ
ジョシギ、キアシシギ、チュウシャクシギが St.7や St.9-1方向から
集まり、採餌や休息する姿が観察された。こうした浅瀬や岩礁の存在
に加えて、人間の往来も少ないため、周辺から飛来する個体が多いも
のと考えられた。

St.7周辺の岩礁 満潮時には数か所の岩礁が海上に残るのみとなるため、一時的にキョ
ウジョシギ、キアシシギ、チュウシャクシギが集まるものの、最終的
には St.6あるいは St.5方向に移動（飛翔）する個体が多くみられた。
また、岸近くに道路があり車両や人の往来も多いことから、通行人に
驚いて岩礁から飛び立つ場合も多かった。
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資料 17 主な出現種の干潟利用状況（新方式：5 月） 

種類 干潟利用状況
キョウジ
ョシギ

キアシシギと同様、干潮時には干潟のほぼ全域に散らばって採餌する個
体が観察された。満潮時には岸近くの浅瀬や岩礁に集まり、砂浜に打ち
上げられた海草やゴミの下から餌を探す行動が観察された。

アオアシ
シギ

サギ類とともに通信基地内や St.7周辺の湿地で採餌する個体が観察
された。

キアシシ
ギ

干潮時には干潟のほぼ全域に散らばって採餌する個体が観察され
た。満潮時には岸近くに集まり、護岸や岩の間でカニ類などを捕食
していた。

オオソリ
ハシシギ

仮設橋周辺水路で採餌中の個体が観察された。仮設橋周辺には比屋
根湿地との連絡水路が開口しており、泥が堆積した場所を採餌場所
として利用していた。

チュウシ
ャクシギ

オオソリハシシギと同様に、仮設橋周辺水路でカニ類を採餌中の個
体が多く観察された。また干潮時には干潟外縁の浅瀬や St.6周辺の
岩礁などを採餌場所として利用していた。

シギ・チ
ドリ類

ダイシャ
クシギ

干潮時に干潟外縁の浅瀬や砂州といった岸から離れた場所を採餌場
所として利用していた。

アジサシ St.5及び St.6の沖合海上で採餌飛翔を行う群れが観察された。アジサシ
類

コアジサ
シ

採餌場所として干潮時には仮設橋周辺の水路や奥武岬周辺の海上、
干潟外縁の浅瀬を頻繁に利用し、小魚を捕食する個体が観察された。
満潮時には岸近くの海上でも採餌行動がみられた。繁殖行動は、St.5
地先の島で最大 20 つがい程度からなる繁殖コロニーが確認された
（図 2.1.2-32）。コロニー周辺では 5月以降、卵・雛・幼鳥など成長
段階の異なる個体が観察されており、5 月から 7 月にかけての比較
的長期間、繁殖コロニーとして利用されている状況がうかがえた。
なお、コロニーの詳細（つがい数、雛数等）は、繁殖への影響を考
慮して調査を控えた。

ダイサギ 満潮時には比屋根湿地内で採餌する個体が観察された。干潮時に干
潟外縁の浅瀬で採餌する個体が多かった。

チュウサ
ギ

満潮時、干潮時ともに、通信基地内の湿地や St.7周辺の湿地で観察
され、池に入って採餌する個体などが確認された。

カラシラ
サギ

満潮時には St.7周辺の岩礁で休息し、岸近くの浅瀬で採餌行動が観
察された。干潮時には St.5及び St.6周辺の浅瀬でクロサギとともに
小魚を捕食する姿が観察された。通信基地内で他のサギ類とともに
休息する個体も確認されている。

サギ類

クロサギ 満潮時には岸近くの浅瀬で採餌しており、干潮時には他のサギ類と
は異なり、干潟内の水溜りを移動しながら採餌する行動が観察され
た。
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資料 18  8 月行動調査（従来方式） 

本調査により確認された鳥類の行動結果概要を資料 19 に、各調査時間帯における休息地また
はねぐら入りの確認状況は資料 20 に示すとおりである。なお、１～３回（14:45～16:15）の
行動については、個体の摂餌行動のみで大きな移動がなかっため記載していない。 
上げ潮に伴う鳥類の主な行動パターンは、潮が満ちてくるに伴い干潟や岩礁が残された St.6
や St.7 周辺に鳥類が集結し、さらにこれらの干潟が消失し始めるとシギ・チドリ類の休息地
またはねぐらへの移動が開始された。 
本調査では休息地またはねぐらへの移動コースがいくつかのパターンみられ、大多数は St.6
や St.7 周辺の干潟や岩礁の消失に伴い、さらに遅くまで干潟が残る St.5 地先の岩礁と島に囲
まれた地域にシギ・チドリ類が集結し、この地域も水没し始めると通信基地内へと移動してね
ぐらとするコースであり、本調査の大部分のシギ・チドリ類がこのコースであった。また、St.5
地先の岩礁と島に囲まれた地域に集結した後、島や岩礁へ移動してねぐらとするパターンや
St.6 や St.7 周辺の干潟や岩礁の消失に伴って、直接、通信基地内へと移動してねぐらとする
パターンが確認された。この他、工事中の人工島方向へ飛行した個体群も確認されていること
から海上に建設中の防波堤もねぐらに利用されていると考えられる。 
休息地またはねぐら入りしたと考えられる場所と確認された個体数は、通信施設内がコサギ、
シロチドリ、メダイチドリ、ムナグロ、ダイゼン、キアシシギ等の約 150 個体と最も多く、次
いで、St.5 地先の島や岩礁がダイサギ、キョウジョシギ、キジバト等の約 130 個体、工事中の
人工島がキアシシギ 11 個体、プール施設がイソシギ２個体であった。



資-35 

資料 19 行動調査結果概要（従来方式：8 月 19 日・全地点） 

№ 時間 潮位(cm) 主な行動内容 
最大干潮時 14:44 33 － 

1 
14:45 
～ 
15:15 

33～37 
干潟全域にシギ・チドリ類が分布、地上を移動しながら採餌す
る。短距離の飛翔はあるが大きな移動はみられない。 

2 
15:15 
～ 
15:45 

37～45 
干潟全域にシギ・チドリ類が分布、地上を移動しながら採餌す
る。短距離の飛翔はあるが大きな移動はみられない。 

3 
15:45 
～ 
16:15 

45～56 
干潟全域にシギ・チドリ類が分布、地上を移動しながら採餌す
る。短距離の飛翔はあるが大きな移動はみられない。 

4 
16:15 
～ 
16:45 

56～71 
コサギ2羽が通信基地内の池に移動。キョウジョシギ2羽がSt.5
地先の干潟へ移動。St.7付近の干潟でコサギ、シロチドリが移
動。 

5 
16:45 
～ 
17:15 

71～89 

ムナグロ11羽が通信基地内へ移動。キョウジョシギ2羽がSt.5
地先の干潟へ移動。St.7付近の干潟でムナグロ9羽、シロチド
リ4羽、キョウジョシギが移動。シロチドリ3羽がSt.7付近から
St.6付近へ移動。 

6 
17:15 
～ 
17:45 

89～109 

オオメダイチドリ2羽、シロチドリ14羽、アオアシシギ2羽、キ
ョウジョシギ2羽、メダイチドリ3羽がSt.5地先の干潟へ移動。
St.7付近の干潟でムナグロ、シロチドリ2羽、キアシシギ5羽、
メダイチドリ7羽、チュウシャクシギ3羽、アオアシシギが移動。

7 
17:45 
～ 
18:15 

109～129 

St.7付近の干潟からSt.5地先の干潟へメダイチドリ8羽、ムナ
グロ10羽、アオアシシギ3羽、キョウジョシギ3羽、キアシシギ
16羽、チュウシャクシギ11羽、ダイゼン6羽が移動。ST.6付近
の干潟からSt.5地先の干潟へキョウジョシギ5羽が移動。St.5
地先の干潟から通信基地内へムナグロ6羽、シロチドリ10羽、
ソリハシシギ2羽、メダイチドリ5羽、ダイゼン2羽が移動。通
信基地内からSt.5地先の島へキジバト5羽が移動。 

8 
18:15 
～ 
18:45 

129～148 

St.7付近の干潟からSt.5地先の干潟へキョウジョシギ17羽、ト
ウネン4羽、通信基地方向へキョウジョシギ5羽、St.6方向へキ
ョウジョシギ5羽、プール施設方向へキョウジョシギ5羽が移
動。St.6付近の干潟からSt.5地先の干潟へキョウジョシギ45
羽、ダイゼン6羽が移動。St.5地先の干潟から通信基地内へキ
アシシギ10羽、シロチドリ51羽、メダイチドリ2羽、ダイゼン5
羽が移動。通信基地内からSt.5地先の島へキジバト16羽、工事
中の人工島方向へキアシシギ11羽が移動。 

9 
18:45 
～ 
19:15 

148～185 
St.7付近の干潟からプール施設内へイソシギ2羽が移動。通信
基地内からSt.5地先の島へキジバト15羽、ダイサギ16羽が移
動。 

最大満潮時 20:57 194 － 
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資料 20(1) 休息地またはねぐら入り確認状況（8 月第 4 回） 

4回：16:15～16:45 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

比 
屋 
根 
湿 
地 

St.5 
地 
先 
島 
岩 
礁 

St.7 
付 
近 
岩 
礁 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

工事中の
人工島 
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 
着地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下 
消
失 

着
地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

コサギ  2      1       
シロチドリ       1        
キョウジョシギ     2          

 2   2  1 1        合計 3種  
2個体 － 2個体 2個体 － － － 

 

 

資料 20(2) 休息地またはねぐら入り確認状況（8 月第 5 回） 

5回：16:45～17:15 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

比 
屋 
根 
湿 
地 

St.5 
地 
先 
島 
岩 
礁 

St.7 
付 
近 
岩 
礁 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

工事中の
人工島 
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 
着地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下 
消
失 

着
地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

シロチドリ       4      3  
ムナグロ 4 7   2  9        
キョウジョシギ       1        

4 7   2  14      3   合計 3種  
11個体 － 2個体 14個体 － － 3個体 
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資料 20(3) 休息地またはねぐら入り確認状況（8 月第 6 回） 

6回：17:15～17:45 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

比 
屋 
根 
湿 
地 

St.5 
地 
先 
島 
岩 
礁 

St.7 
付 
近 
岩 
礁 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

工事中の
人工島 
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 
着地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下 
消
失 

着
地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

シロチドリ     14  2        
メダイチドリ     3  7        
オオメダイチドリ     2          
ムナグロ       1        
キョウジョシギ     2          
アオアシシギ     2  1        
キアシシギ       5        
チュウシャクシギ       3        

    23  19         合計 3種  
－ － 23個体 19個体 － － － 

 

 

資料 20(4) 休息地またはねぐら入り確認状況（8 月第 7 回） 

7回：17:45～18:15 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

比 
屋 
根 
湿 
地 

St.5 
地 
先 
島 
岩 
礁 

St.7 
付 
近 
岩 
礁 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

工事中の
人工島 
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 
着地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下 
消
失 

着
地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

シロチドリ  10             
メダイチドリ  13             
ムナグロ  16             
ダイゼン  2   6          
キョウジョシギ     8          
アオアシシギ  3             
キアシシギ  16             
ソリハシシギ  2             
チュウシャクシギ  7   4          
キジバト     5          

 69   23           合計 10種  
69個体 － 23個体 － － － － 
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資料 20(5) 休息地またはねぐら入り確認状況（8 月第 8 回） 

8回：18:15～18:45 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

比 
屋 
根 
湿 
地 

St.5 
地 
先 
島 
岩 
礁 

St.7 
付 
近 
岩 
礁 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

工事中の
人工島 
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 
着地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下 
消
失 

着
地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

シロチドリ 37 14             
メダイチドリ  2             
ダイゼン 5    6          
キョウジョシギ     47 18  5       
トウネン     4          
キアシシギ 4 6          11   
キジバト     16          

46 22   73 18  5    11    合計 7種  
68個体 － 91個体 5個体 － 11個体 － 

資料 20(6) 休息地またはねぐら入り確認状況（8 月第 9 回） 

9回：18:45～19:15 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

比 
屋 
根 
湿 
地 

St.5 
地 
先 
島 
岩 
礁 

St.7 
付 
近 
岩 
礁 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

工事中の
人工島 
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 
着地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下 
消
失 

着
地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

イソシギ          2     
ダイサギ     16          
キジバト     15          

    31     2      合計 3種  
－ － 31個体 － 2個体 － － 
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資料 21  11 月行動調査結果（従来方式） 

本調査により確認された鳥類の行動結果概要を資料 22 に、各調査時間帯における休息地また
はねぐら入りの確認状況は資料 23 に示すとおりである。 
上げ潮に伴う鳥類の主な行動パターンは、最干潮の１時間後位から移動が開始され、St.7 周辺
の干潟で採餌や採餌していたムナグロの約 350 個体の群れが比屋根湿地へ移動し、その後も潮
が満ちてくるに伴いムナグロ約 250 個体やダイゼン、キョウジョシギ、キアシシギ、アオアシ
シギ等が比屋根湿地へ移動し St.7 周辺の干潟には大きな群れはみられなくなった。さらに、
15:00 頃から比屋根湿地からプール施設へ移動してねぐらとするパターンが確認された。また、
比屋根湿地から北方向や西方向の市街地上空への移動する個体群も多数確認された。 
この他、St.5 地先の岩礁と島に囲まれた地域に集結したシギ・チドリ類が島や岩礁へ移動して
ねぐらとするパターンや工事中の人工島へ移動してねぐらとするパターンが確認された。な
お、8 月に多くのシギ・チドリ類がねぐらとして利用していた通信基地内への移動は僅かしか
確認されなかった。これは、10 月にハヤブサが渡来し、通信基地内を狩り場として利用してい
る影響と考えられる。 
休息地またはねぐら入りしたと考えられる場所と確認された個体数は、比屋根湿地がアオアシ
シギ、ムナグロ、ダイゼン、キョウジョシギ、ハマシギ、キアシシギ、チュウシャクシギ等の
約 600 個体、プール施設がシロチドリ、ダイゼン、ムナグロ、キョウジョシギ等の約 150 個体
（比屋根湿地から飛去した数や St.7 からみえない位置で飛来するため個体数はもっと多いと
考えられる）、工事中の人工島がシロチドリ、メダイチドリ、ダイゼン、ムナグロ、ハマシギ
等の約 220 個体であった。この他、比屋根湿地から北方向や西方向の市街地上空へ移動するム
ナグロ約 100 個体が確認され、周辺にねぐらがあると考えられる。 
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資料 22 行動調査結果概要（従来方式：11 月 9 日・全地点） 

 
 
 
 

 

№ 時間 潮位(cm) 主な行動内容
10:11 63 －

16:28 188 －

最大干潮時

1 63～66 St.7付近の干潟からアオアシシギ2羽が比屋根湿地方向へ移動。St.7付
の干潟をクロサギ1羽、ダイサギ1羽が移動。

2 66～70 St.7付近の干潟からダイサギ1羽が市街地上空へ移動。St.7付近の干潟
をクロサギ1羽が移動。

3 70～79 St.7付近の干潟からムナグロ160羽が比屋根湿地方向へ移動。St.5付近
の干潟からSt.6付近の干潟へオオソリハシシギ1羽が移動。

4 79～89

St.7付近の干潟からムナグロ190羽が比屋根湿地方向へ移動。プール施
設からSt.7付近の干潟へムナグロ3羽が移動。St.5地先の干潟から通信
基地内へキアシシギ、ムナグロ18羽、ダイサギが移動。St.5付近の干潟
をキョウジョシギ13羽、ムナグロ6羽、シロチドリ14羽が移動。

5 98～89

St.7付近の干潟からキアシシギ、キョウジョシギ、ハマシギ2羽、ムナ
グロ5羽が比屋根湿地方向へ移動。St.7付近の干潟をキョウジョシギ3
羽、ダイゼン2羽が移動。通信施設から比屋根湿地へムナグロ28羽が移
動。St.5地先の干潟から通信基地内へキアシシギ、ムナグロ4羽、ダイ
サギが移動。St.5付近の干潟をキョウジョシギ3羽、ムナグロ7羽、シロ
チドリ7羽、メダイチドリ3羽、ダイゼンが移動。通信基地からSt.5地先
の干潟へムナグロ76羽が移動。

6 89～118

St.7付近の干潟からキョウジョシギ2羽、ダイゼン3羽が比屋根湿地方向
へ移動。プール施設付近から比屋根湿地方向へムナグロ9羽が移動。
St.5付近の干潟をシロチドリ6羽、メダイチドリ3羽、キョウジョシギ2
羽、アオアシシギが移動。St.5地先の干潟から通信基地内へムナグロ7
羽が移動。

7 118～133

St.7付近の干潟からムナグロ44羽が比屋根湿地方向へ移動。プール施設
付近から比屋根湿地方向へムナグロ104羽が移動。St.7付近の干潟から
プール施設へムナグロ10羽が移動。St.6付近の干潟から人工島へハマシ
ギ6羽、メダイチドリ12羽、シロチドリ44羽、ダイゼン3羽が移動。St.5
付近の干潟をシロチドリ15羽、メダイチドリ5羽が移動。通信基地内を
ハヤブサ1羽が移動。

8 133～148

St.7付近の干潟からムナグロ40羽が比屋根湿地方向へ移動。St.7付近の
干潟からプール施設へムナグロ、キョウジョシギ2羽が移動。St.5地先
の干潟から人工島へムナグロ76羽が移動。St.5地先の干潟から砂州へシ
ロチドリ12羽、メダイチドリ18羽が移動。

9 148～162
St.7付近の干潟からプール施設方向へムナグロ3羽が移動。St.5地先の
干潟から人工島へメダイチドリ38羽が移動。St.6付近の干潟から人工島
へムナグロ2羽が移動。

10 162～173

St.7付近の干潟からチュウシャクシギが比屋根湿地方向へ移動。St.7付
近の干潟からプール施設方向へダイサギが移動。St.7付近の干潟から沖
合へメダイチドリ19羽が移動。St.6付近の干潟から人工島へムナグロ10
羽が移動。

14:40
～
15:10

11 173～181
比屋根湿地方向からプール施設方向へムナグロ73羽、キョウジョシギ12
羽が移動。比屋根湿地から市街地方向へムナグロ89羽が移動。St.5地先
の干潟をシロチドリ2羽が移動。

15:10
～
15:40

12 181～187
比屋根湿地方向からプール施設方向へムナグロ27羽、キョウジョシギが
移動。比屋根湿地から市街地方向へムナグロ29羽が移動。St.7付近の干
潟をムナグロが移動。

15:40
～
16:10

13 187～187
St.7付近の干潟からプール施設へシロチドリ15羽、ダイゼンが移動。
St.7付近の干潟をキョウジョシギ、ハマシギ2羽、ヒバリシギ27羽が移
動。

16:10
～
16:40

14 187～183 St.7付近の干潟からプール施設へムナグロ8羽が移動。St.7付近の干潟をキョウジョシギ2羽、ヒバリシギ5羽、ムナグロ、ダイゼンが移動。

16:40
～
17:10

最大満潮時

11:10
～
11:40

10:10
～
10:40
10:40
～
11:10

11:40
～
12:10

12:10
～
12:40

12:40
～
13:10

13:10
～
13:40

13:40
～
14:10

14:10
～
14:40
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資料 23(1) 休息地またはねぐら入り確認状況（11 月第 1 回） 

1回：10:10～10:40 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

比 
屋 
根 
湿 
地 

St.5 
地 
先 
島 
岩 
礁 

St.7 
付 
近 
岩 
礁 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

工事中の
人工島 
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 
着地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下 
消
失 

着
地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

ダイサギ       1        
クロサギ       1        
アオアシシギ    2           

   2   2         合計 3種  
－ 2個体 － 2個体 － － － 

 

資料 23(2) 休息地またはねぐら入り確認状況（11 月第 2 回） 

2回：10:40～11:10 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

比 
屋 
根 
湿 
地 

St.5 
地 
先 
島 
岩 
礁 

St.7 
付 
近 
岩 
礁 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

工事中の
人工島 
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 
着地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下 
消
失 

着
地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

ダイサギ              1
クロサギ       1        

      1       1 合計 2種  
－ － － 1個体 － － 1個体 

 

資料 23(3) 休息地またはねぐら入り確認状況（11 月第 3 回） 

3回：11:10～11:40 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

比 
屋 
根 
湿 
地 

St.5 
地 
先 
島 
岩 
礁 

St.7 
付 
近 
岩 
礁 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

工事中の
人工島 
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 
着地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下 
消
失 

着
地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

ムナグロ    160           
オオソリハシシギ     1          

   160 1           合計 2種  
－ 160個体 1個体 － － － － 
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資料 23(4) 休息地またはねぐら入り確認状況（11 月第 4 回） 

4回：11:40～12:10 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

比 
屋 
根 
湿 
地 

St.5 
地 
先 
島 
岩 
礁 

St.7 
付 
近 
岩 
礁 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

工事中の
人工島 
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 
着地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下 
消
失 

着
地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

ダイサギ  1             
シロチドリ     14          
ムナグロ 18   190 6  3        
キョウジョシギ     13          
キアシシギ  1             

18 2  190 33  3         合計 5種  
20個体 190個体 33個体 3個体 － － － 

 

資料 23(5) 休息地またはねぐら入り確認状況（11 月第 5 回） 

5回：12:10～12:40 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

比 
屋 
根 
湿 
地 

St.5 
地 
先 
島 
岩 
礁 

St.7 
付 
近 
岩 
礁 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

工事中の
人工島 
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 
着地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下 
消
失 

着
地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

ダイサギ  1             
シロチドリ     7          
メダイチドリ     3          
ムナグロ 4  28 2 83   3       
ダイゼン     1  2        
キョウジョシギ    1 3  3        
ハマシギ    2           
キアシシギ  1  1           

4 2 28 6 97  5 3        合計 8種  
6個体 34個体 97個体 8個体 － － － 
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資料 23(6) 休息地またはねぐら入り確認状況（11 月第 6 回） 

6回：12:40～13:10 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

比 
屋 
根 
湿 
地 

St.5 
地 
先 
島 
岩 
礁 

St.7 
付 
近 
岩 
礁 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

工事中の
人工島 
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 
着地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下 
消
失 

着
地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

シロチドリ     6          
メダイチドリ     3          
ムナグロ  7  9           
ダイゼン    3           
キョウジョシギ    2 2          
アオアシシギ     1          

 7  14 12           合計 6種  
7個体 14個体 12個体 － － － － 

 

資料 23(7) 休息地またはねぐら入り確認状況（11 月第 7 回） 

7回：13:10～13:40 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

比 
屋 
根 
湿 
地 

St.5 
地 
先 
島 
岩 
礁 

St.7 
付 
近 
岩 
礁 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

工事中の
人工島 
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 
着地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下 
消
失 

着
地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

ハヤブサ  1             
シロチドリ     15      44    
メダイチドリ     5      12    
ムナグロ    148     10      
ダイゼン           3    
ハマシギ           6    

 1  148 20    10  65     合計 6種  
1個体 148個体 20個体 － 10個体 65個体 － 
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資料 23(8) 休息地またはねぐら入り確認状況（11 月第 8 回） 

8回：13:40～14:10 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

比 
屋 
根 
湿 
地 

St.5 
地 
先 
島 
岩 
礁 

St.7 
付 
近 
岩 
礁 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

工事中の
人工島 
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 
着地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下 
消
失 

着
地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

シロチドリ           12    
メダイチドリ           18    
ムナグロ   3 37     1  76    
キョウジョシギ         1 1     

  3 37     2 1 106     合計 4種  
－ 40個体 － － 3個体 106個体 － 

 

資料 23(9) 休息地またはねぐら入り確認状況（11 月第 9 回） 

9回：14:10～14:40 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

比 
屋 
根 
湿 
地 

St.5 
地 
先 
島 
岩 
礁 

St.7 
付 
近 
岩 
礁 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

工事中の
人工島 
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 
着地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下 
消
失 

着
地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

メダイチドリ           38    
ムナグロ         3  2    

        3  40     合計 2種  
－ － － － 3個体 40個体 － 
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資料 23(10) 休息地またはねぐら入り確認状況（11 月第 10 回） 

10回：14:40～15:10 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

比 
屋 
根 
湿 
地 

St.5 
地 
先 
島 
岩 
礁 

St.7 
付 
近 
岩 
礁 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

工事中の
人工島 
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 
着地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下 
消
失 

着
地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

ダイサギ        1       
メダイチドリ              19
ムナグロ           10    
チュウシャクシギ    1           

   1    1   10   19 合計 4種  
－ 1個体 － 1個体 － 10個体 19個体

 

資料 23(11) 休息地またはねぐら入り確認状況（11 月第 11 回） 

11回：15:10～15:40 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

比 
屋 
根 
湿 
地 

St.5 
地 
先 
島 
岩 
礁 

St.7 
付 
近 
岩 
礁 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

工事中の
人工島 
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 
着地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下 
消
失 

着
地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

シロチドリ     2          
ムナグロ         73     89
キョウジョシギ         12      

    2    85     89 合計 3種  
－ － 2個体 － 85個体 － 89個体

 

資料 23(12) 休息地またはねぐら入り確認状況（11 月第 12 回） 

12回：15:40～16:10 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

比 
屋 
根 
湿 
地 

St.5 
地 
先 
島 
岩 
礁 

St.7 
付 
近 
岩 
礁 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

工事中の
人工島 
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 
着地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下 
消
失 

着
地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

ムナグロ         27     29
キョウジョシギ         1      

        28     29 合計 2種  
－ － － － 28個体 － 29個体

 



資-46 

資料 23(13) 休息地またはねぐら入り確認状況（11 月第 13 回） 

13回：16:10～16:40 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

比 
屋 
根 
湿 
地 

St.5 
地 
先 
島 
岩 
礁 

St.7 
付 
近 
岩 
礁 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

工事中の
人工島 
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 
着地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下 
消
失 

着
地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

シロチドリ          15     
ダイゼン          1     
キョウジョシギ       1        
ヒバリシギ       27        
ハマシギ       2        

      30   16      合計 5種  
－ － － 30個体 16個体 － － 

 

資料 23(14) 休息地またはねぐら入り確認状況（11 月第 14 回） 

14回：16:40～17:10 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

比 
屋 
根 
湿 
地 

St.5 
地 
先 
島 
岩 
礁 

St.7 
付 
近 
岩 
礁 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

工事中の
人工島 
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 
着地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下 
消
失 

着
地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

ムナグロ        9       
ダイゼン       1        
キョウジョシギ       2        
ヒバリシギ       5        

               合計 4種  
－ － － 30個体 － － － 
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資料 24 主要な休息地・ねぐらの利用状況（従来方式：8 月及び 11 月） 

休息地・ねぐら 休息地・ねぐらの利用状況
比屋根湿地 満潮時にも湿地として残るためシギ・チドリ類のねぐらとして好適で

あると考えられるが、11 月の調査では上げ潮に伴ってムナグロを主
体としたシギ・チドリ類の約 600 個体が飛来したが、さらに、潮位
が上がると大部分のシギ・チドリ類の外部への移動が確認された。な
お、8月はシギ・チドリ類の移動は殆ど確認されなかった。

通信基地 内部は池や湿地が分布しており、人の立ち入りも少ないことからねぐ
らとして好適であると考えられる。8月の調査では満潮時にシロチド
リ、メダイチドリ、キアシシギ等の約 150 個体の移動が確認された
が、11 月はシギ・チドリ類の移動は殆ど確認されなかった。また、
各調査回共に満潮時には基地内の池や周辺の樹上で休息や採餌する
サギ類が多く確認された。

St.5地先の島（周辺
の岩礁を含む）

満潮時にも島の周囲には浅瀬や岩礁が残るため、8月は主にキョウジ
ョシギ、11 月は主にシロチドリ等の水鳥類のねぐらとしての利用が
確認された。また、8月に島のモクマオウ林をダイサギ、キジバトが
ねぐらとして利用していた。こうした浅瀬や岩礁の存在に加えて、人
間の往来も少ないため、周辺から飛来する個体が多いものと考えられ
た。

プール施設 フェンスに囲まれているため人や動物の出入りも少ないことからシ
ギ・チドリ類のねぐらとして好適であると考えられ、11 月の調査で
は上げ潮に伴ってムナグロを主体としたシギ・チドリ類の約 150 個
体の移動が確認され、ねぐらとして利用していた。なお、8月はプー
ル施設が営業しているためシギ・チドリ類の利用は殆ど確認されなか
った。

工事中の人工島 海上にあるため人や動物の出入りも少ないことからシギ・チドリ類の
ねぐらとして好適であると考えられ、各調査回共にシギ・チドリ類の
移動が確認され、特に、11月の調査ではシロチドリ、メダイチドリ、
ダイゼン、ムナグロ、ハマシギ等の約 220個体の移動が確認された。



資-48 

資料 25 主な出現種の干潟利用状況（従来方式：8 月及び 11 月） 

種類 干潟利用状況
シロチド
リ

干潮時には干潟のほぼ全域に散らばって採餌する個体が確認され
た。満潮時には 8月は通信基地内、11月は St.5地先の島をねぐらと
して利用していた。

メダイチ
ドリ

干潮時には干潟のほぼ全域に散らばって採餌する個体が確認され
た。満潮時には 8月は通信基地内、11月は工事中の人工島をねぐら
として利用していた。

ムナグロ 干潮時には干潟のほぼ全域に散らばって採餌する個体が確認され
た。満潮時には 8 月は通信基地内をねぐらとして利用していた。ま
た、11月は比屋根湿地に集結した後、プール施設をねぐらにする個
体群と市街地上空を飛去する個体群（ねぐらの位置は不明）が確認
されたほか、工事中の人工島をねぐらとして利用する個体群も確認
された。

キョウジ
ョシギ

干潮時には干潟のほぼ全域に散らばって採餌する個体が確認され
た。満潮時には 8月、11月共に St.5地先の島をねぐらとして利用し
ていた。

キアシシ
ギ

干潮時には干潟のほぼ全域に散らばって採餌する個体が観察され
た。満潮時には 8 月は通信基地内をねぐらとして利用していた。な
お、11月には大きな群れは確認されなかった。

シギ・チ
ドリ類

チュウシ
ャクシギ

干潮時には干潟のほぼ全域に散らばって採餌する個体が観察され
た。8月は St.5地先の島をねぐらとして利用していた。なお、11月
には大きな群れは確認されなかった。

ダイサギ 満潮時には基地内の池や周辺の樹上で休息する個体が多く確認され
た。干潮時には比屋根湿地や St.6周辺の干潟外縁の浅瀬で採餌する
個体が多く確認された。

コサギ 満潮時には基地内の池や周辺の樹上で休息する個体が多く確認され
た。干潮時には比屋根湿地や St.6周辺の干潟外縁の浅瀬で採餌する
個体が多く確認された。

サギ類

クロサギ 満潮時には岸近くの浅瀬で採餌しており、干潮時には他のサギ類と
は異なり、干潟内の水溜りを移動しながら採餌する行動が観察され
た。
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資料 26  8 月行動調査結果（新方式） 

本調査により確認された鳥類の行動結果概要を資料 27 に、各調査時間帯における休息地また
はねぐら入りの確認状況は資料 28 に示すとおりである。 
上げ潮に伴う鳥類の主な行動パターンは、潮が満ちてくるに伴い干潟や岩礁が残された St.6
や St.7 周辺に鳥類が集結し、さらにこれらの干潟が消失し始めるとシギ・チドリ類の休息地
またはねぐらへの移動が開始された。 
本調査では休息地またはねぐらへの移動コースがいくつかのパターンみられ、大多数は St.6
や St.7 周辺の干潟や岩礁の消失に伴い、さらにその後まで干潟が残る St.5 地先の岩礁と島に
囲まれた地域にシギ・チドリ類が集結し、この地域も水没し始めると通信基地内へと移動して
ねぐらとするコースであり、本調査の大部分のシギ・チドリ類がこのコースであった。また、
St.5 地先の岩礁と島に囲まれた地域に集結した後、島や岩礁へ移動してねぐらとするパターン
や St.6 や St.7 周辺の干潟や岩礁の消失に伴って、直接、通信基地内へと移動してねぐらとす
るパターンが確認された。この他、人工島方向へ飛行した個体群も確認されていることから海
上に建設中の防波堤もねぐらに利用されていると考えられる。 
休息地またはねぐら入りしたと考えられる場所と確認された個体数は、通信施設内がシロチド
リ、メダイチドリ、ムナグロ、キアシシギの約 240 個体と最も多く、この他、St.8 付近の砂浜
にキアシシギの 23 個体、St.5 地先の島や岩礁にダイシャクシギやシロチドリの 9 個体、プー
ル施設にシロチドリ、キアシシギの 7 個体等であった。
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資料 27  行動調査結果概要（新方式：8 月 18 日・6 地点） 

№ 時間 潮位(cm) 主な行動内容
14:13 24 －

20:30 195 －

最大干潮時

1 24～28
ムナグロ13羽が通信基地からSt.5地先の干潟に移動。ムナグ
ロ4羽が通信基地からSt.6の干潟へ移動。St.6付近の干潟で
キアシシギ4羽が移動。

2 28～36 ムナグロ4羽がSt.6の干潟から通信基地内へ移動。St.6付近
の干潟でキアシシギ3羽が移動。

3 36～48

ムナグロ1羽がSt.6の干潟から通信基地内へ移動。ムナグロ
15羽がSt.7の干潟からSt.5地先の干潟に移動。St.8付近の干
潟でキアシシギが移動。St.9-1付近の干潟でムナグロ3羽、
メダイチドリ、キアシシギが移動。

4 48～64
St.6付近の干潟でキアシシギ3羽が移動。メダイチドリが
St.7の干潟からプール施設へ移動。St.8付近の干潟でキアシ
シギが移動。

5 64～84

キアシシギ2羽がSt.6の干潟から通信基地内へ移動。キアシ
シギ3羽がSt.6の干潟からSt.5地先の干潟へ移動。St.5付近
の干潟でシロチドリ3羽が移動。St.7付近の干潟でムナグロ
12羽、キアシシギ2羽が移動。キアシシギがSt.8の干潟から
St.7の干潟へ移動。St.9-1付近の干潟でメダイチドリ、キア
シシギが移動。

6 84～104

シロチドリ5羽がSt.6の干潟から通信基地内へ移動。シロチ
ドリ3羽、ムナグロ6羽がSt.5の干潟から通信基地内へ移動。
キアシシギ8羽、シロチドリ7羽がSt.6の干潟からSt.5地先の
干潟に移動。St.5付近の干潟でキアシシギ3羽、シロチドリ2
羽、メダイチドリが移動。ダイシャクシギがSt.6の干潟から
人口島方向へ移動。メダイチドリ4羽、シロチドリ5羽がSt.6
の干潟から通信基地内へ移動。St.6付近の干潟でキアシシギ
が移動。St.8付近の干潟でキアシシギ11羽が移動。St.9-1付
近の干潟でキアシシギ4羽が移動。

7 104～125

キアシシギ11羽、ムナグロがSt.7の干潟から通信基地内へ移
動。シロチドリ11羽、メダイチドリ2羽、キアシシギ3羽が
St.6の干潟から通信基地内へ移動。シロチドリ5羽、キアシ
シギ5羽がSt.5の干潟から通信基地内へ移動。St.7付近の干
潟からSt.5地先の干潟へムナグロが移動。St.5付近の干潟で
ダイシャクシギが移動。St.7付近の干潟でムナグロ2羽、メ
ダイチドリが移動。St.7付近の干潟からプール施設へキアシ
シギが移動。St.8付近の干潟でキアシシギ23羽が移動。
St.9-1付近の干潟でキアシシギが移動。

8 125～145

St.5地先の干潟から通信基地内へキアシシギ42羽、シロチド
リ46羽、メダイチドリ18羽、ムナグロ12羽が移動。St.5地先
の干潟付近をムナグロ6羽が移動。St.7付近の干潟から通信
基地内へキアシシギ5羽が移動。St.6付近の干潟から信基地
内へキアシシギ31羽が移動。St.7付近の干潟からSt.5地先方
向へシロチドリ8羽が、人工島方向へシロチドリ4羽が移動。
St.7付近をムナグロ8羽が移動。

9 145～163

St.5地先の干潟から通信基地内へメダイチドリ2羽、ムナグ
ロ2羽が移動。St.5地先の干潟付近をダイシャクシギ7羽、シ
ロチドリ2羽が移動。St.7付近の干潟から通信基地内へキア
シシギ10羽、ムナグロ2羽が移動。St.6の干潟から通信基地
内へキアシシギ4羽が移動。St.7付近の干潟からプール施設
方向へシロチドリ6羽が移動。

10 163～177 ムナグロ7羽が通信基地内からSt.6の海上へ移動。
18:45
～
19:15

最大満潮時

14:15
～
14:45

14:45
～
15:15

15:15
～
15:45

15:45
～
16:15

16:15
～
16:45

16:45
～
17:15

17:15
～
17:45

17:45
～
18:15

18:15
～
18:45
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資料 28(1) 休息地またはねぐら入り確認状況（8 月第 1 回） 

1回：14:15～14:45 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

St.5
地 
先 
島 
岩 
礁 
干 
潟 

St.6
付 
近 
干 
潟 

St.7
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

比 
屋 
根 
湿 
地 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

St.8 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

St.9-1 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

工事中
の 

人工島
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着 

地 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着
 
地
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

ムナグロ   13 4     
キアシシギ    4     

        合計 2種  
－ 13個体 8個体 － － － － － － － 

 

 

 

資料 28(2) 休息地またはねぐら入り確認状況（8 月第 2 回） 

2回：14:45～15:15 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

St.5
地 
先 
島 
岩 
礁 
干 
潟 

St.6
付 
近 
干 
潟 

St.7
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

比 
屋 
根 
湿 
地 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

St.8 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

St.9-1 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

工事中
の 

人工島
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着 

地 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着
 
地
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

ムナグロ  4      
キアシシギ    3     

        合計 2種  
4個体 － 3個体 － － － － － － － 

 

 

 

 



資-52 

資料 28(3) 休息地またはねぐら入り確認状況（8 月第 3 回） 

3回：15:15～15:45 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

St.5
地 
先 
島 
岩 
礁 
干 
潟 

St.6
付 
近 
干 
潟 

St.7
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

比 
屋 
根 
湿 
地 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

St.8 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

St.9-1 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

工事中
の 

人工島
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着 

地 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着
 
地
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

ムナグロ  1  15  2 1  
キアシシギ    1   1  
メダイチドリ      1  

        合計 3種  
1個体 15個体 － － － － 1個体 5個体 － － 

 

 

 

資料 28(4) 休息地またはねぐら入り確認状況（8 月第 4 回） 

4回：15:45～16:15 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

St.5
地 
先 
島 
岩 
礁 
干 
潟 

St.6
付 
近 
干 
潟 

St.7
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

比 
屋 
根 
湿 
地 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

St.8 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

St.9-1 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

工事中
の 

人工島
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着 

地 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着
 
地
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

ムナグロ    13     
キアシシギ    3 1     
メダイチドリ    1     

        合計 3種  
－ － 16個体 － － 1個体 1個体 － － － 
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資料 28(5) 休息地またはねぐら入り確認状況（8 月第 5 回） 

5回：16:15～16:45 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

St.5
地 
先 
島 
岩 
礁 
干 
潟 

St.6
付 
近 
干 
潟 

St.7
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

比 
屋 
根 
湿 
地 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

St.8 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

St.9-1 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

工事中
の 

人工島
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着 

地 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着
 
地
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

キアシシギ  2 3 1 2   1  
シロチドリ   3     
ムナグロ    7 5     
メダイチドリ      1  

        合計 4種  
2個体 6個体 － 15個体 － － － 2個体 － － 

 

 

 

資料 28(6) 休息地またはねぐら入り確認状況（8 月第 6 回） 

6回：16:45～17:15 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

St.5
地 
先 
島 
岩 
礁 
干 
潟 

St.6
付 
近 
干 
潟 

St.7
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

比 
屋 
根 
湿 
地 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

St.8 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

St.9-1 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

工事中
の 

人工島
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着 

地 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着
 
地
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

ムナグロ  6      
ダイシャクシギ        1
シロチドリ  13 9     
キアシシギ   13 1 4 ７ 1 3  
メダイチドリ  4 1     

        合計 5種  
23個体 23個体 1個体 － － － 10個体 4個体 1個体 － 

 

 

 



資-54 

資料 28(7) 休息地またはねぐら入り確認状況（8 月第 7 回） 

7回：17:15～17:45 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

St.5
地 
先 
島 
岩 
礁 
干 
潟 

St.6
付 
近 
干 
潟 

St.7
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

比 
屋 
根 
湿 
地 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

St.8 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

St.9-1 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

工事中
の 

人工島
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着 

地 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着
 
地
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

ムナグロ  1 1 2     
ダイシャクシギ   1     
シロチドリ  16      
メダイチドリ  2  1     
キアシシギ  19  1 1 23 1   

        合計 5種  
35個体 2個体 1個体 3個体 － 1個体 23個体 1個体 － － 

 

 

 

資料 28(8) 休息地またはねぐら入り確認状況（8 月第 8 回） 

8回：17:45～18:15 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

St.5
地 
先 
島 
岩 
礁 
干 
潟 

St.6
付 
近 
干 
潟 

St.7
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

比 
屋 
根 
湿 
地 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

St.8 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

St.9-1 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

工事中
の 

人工島
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着
 
地
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

ムナグロ  12  6 8     
キアシシギ  78      
メダイチドリ  18      
シロチドリ  46  8     4

        合計 4種  
154個体 14個体 － 8個体 － － － － 4個体 － 
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資料 28(9) 休息地またはねぐら入り確認状況（8 月第 9 回） 

9回：18:15～18:45 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

St.5
地 
先 
島 
岩 
礁 
干 
潟 

St.6
付 
近 
干 
潟 

St.7
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

比 
屋 
根 
湿 
地 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

St.8 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

St.9-1 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

工事中
の 

人工島
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着 

地 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着
 
地
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

ムナグロ  4      
ダイシャクシギ   7     
シロチドリ    2 6     
メダイチドリ  2      
キアシシギ  14  1     

        合計 5種  
20個体 9個体 － － 1個体 6個体 － － － － 

 

 

 

資料 28(10) 休息地またはねぐら入り確認状況（8 月第 10 回） 

10回：18:45～19:15 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

St.5
地 
先 
島 
岩 
礁 
干 
潟 

St.6
付 
近 
干 
潟 

St.7
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

比 
屋 
根 
湿 
地 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

St.8 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

St.9-1 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

工事中
の 

人工島
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着 

地 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着
 
地
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

ムナグロ    7     
        合計 1種  
－ － 2個体 － － － － － － － 
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資料 29  11 月行動調査結果（新方式） 

本調査により確認された鳥類の行動結果概要を資料 30 に、各調査時間帯における休息地また
はねぐら入りの確認状況は資料 31 に示すとおりである。 
上げ潮に伴う鳥類の主な行動パターンは、最干潮の１時間後位から移動が開始され、St.7～
St.9-1 周辺の干潟で採餌していたムナグロが上げ潮に従い、比屋根湿地へ移動し最大 756 個体
となる。さらに、13:30 頃からは比屋根湿地内から外部への移動がみられ、プール施設へムナ
グロ 435 個体が移動してねぐらとするパターンが確認された。また、比屋根湿地から北方向や
西方向の市街地上空への移動する 417 個体も確認された。 
この他、St.5 地先の島へ移動してねぐらとする個体群や人工島へ移動してねぐらとする個体
群、St.8 周辺の砂浜をねぐらとする個体群が確認されたが全体としては僅かであった。 
なお、8 月に多くのシギ・チドリ類がねぐらとして利用していた通信基地内への移動は殆ど確
認されなかった。これは、10 月にハヤブサが渡来し、通信基地内を狩り場として利用していた
ためと考えられる。 
休息地またはねぐら入りしたと考えられる場所と確認された個体数は、一時的な休息地として
比屋根湿地がムナグロの 756 個体、ねぐらとしてプール施設がムナグロの 435 個体が確認され
た。また、St.5 地先の島をシロチドリ、St.8 周辺の砂浜をシロチドリ、メダイチドリ、人工
島をメダイチドリ、ムナグロがねぐらとして利用していた。この他、比屋根湿地から北方向や
西方向の市街地上空へ移動するムナグロ 417 個体が確認され、周辺にねぐらがあると考えられ
る。
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資料 30 行動調査結果概要（新方式：11 月 10 日・全地点） 

№ 時間 潮位(cm) 主な行動内容
10:55 60 －

17:01 198 －

最大干潮時

1 60～64 比屋根湿地内へムナグロ2羽が移動。St.8付近の干潟をムナグロが移
動。

2 64～69
比屋根湿地からムナグロが移動。St.8付近の干潟をムナグロ3羽、シ
ロチドリ2羽、メダイチドリが移動。St.9-1付近の干潟からSt.7方向
へムナグロ15羽、シロチドリ7羽が移動。

3 69～80 St.7付近の干潟からムナグロ34羽が比屋根湿地内へ移動。比屋根湿
地内へムナグロ14羽が移動。

4 80～92

5 92～108

St.7付近の干潟からムナグロ7羽が比屋根湿地内へ移動。St.9-1付近
の干潟をシロチドリ7羽が移動。St.5地先の干潟から通信基地内へム
ナグロ2羽が移動。St.6の干潟から通信基地内へムナグロ9羽が移
動。通信基地からSt.5地先の干潟へムナグロ8羽が移動。St.5地先の
干潟へムナグロ5羽、シロチドリ4羽、メダイチドリ7羽が移動。

6 108～125

St.9-1付近の干潟からムナグロ203羽が比屋根湿地内へ移動。St.7付
近の干潟からムナグロ198羽が比屋根湿地内へ移動。St.9-1付近の干
潟からムナグロ110羽がプール施設へ移動。比屋根湿地からムナグロ
が移動。St.6の干潟からSt.5地先の干潟へシロチドリ41羽、メダイ
チドリ21羽が移動。

7 125～142

St.7付近の干潟からムナグロ4羽が比屋根湿地内へ移動。通信基地内
からムナグロ47羽が比屋根湿地内へ移動。St.9-1付近の干潟からム
ナグロ26羽がプール施設へ移動。St.7付近の干潟からシロチドリが
プール施設へ移動。St.8付近の干潟をシロチドリ79羽、メダイチド
リ14羽、ムナグロが移動。St.6付近の干潟から人工島へメダイチド
リ8羽が移動。St.6付近の干潟からSt.5地先の干潟へメダイチドリ8
羽が移動。St.5地先の干潟からメダイチドリ38羽が人工島へ移動。

8 142～159

St.5地先の干潟からムナグロ2羽が比屋根湿地内へ移動。St.7付近の
干潟からムナグロ2羽が比屋根湿地内へ移動。St.7付近の干潟から人
工島方向へメダイチドリ3羽が移動。St.8付近の干潟をシロチドリ95
羽、メダイチドリ12羽、ムナグロが移動。St.5地先の干潟から人工
島へムナグロ6羽が移動。

9 159～173 短距離の移動はみられるが、大きな移動はみられない。
14:55
～
15:25

10 173～186

比屋根湿地からプール施設内へムナグロ177羽が移動。比屋根湿地か
らプール施設方向へムナグロ103羽が移動。比屋根湿地からムナグロ
が北方向へ235羽、北西方向へ50羽、西方向へ30羽が移動。比屋根湿
地から人工島へムナグロ18羽が移動。St.8付近の干潟をシロチドリ
93羽、メダイチドリ12羽、ムナグロが移動。

15:25
～
15:55

11 186～192
比屋根湿地からプール施設内へムナグロ14羽が移動。比屋根湿地か
らムナグロ2羽が移動。比屋根湿地から北東方向へムナグロ7羽が移
動。St.7付近の干潟からムナグロがプール施設へ移動。

15:55
～
16:25

12 192～197

プール施設から北方向へムナグロ97羽が移動。比屋根湿地から北西
方向へムナグロ5羽が移動。St.7付近の干潟からプール施設方向へシ
ロチドリ3羽が移動。St.8付近の干潟をシロチドリ4羽、メダイチド
リが移動。

16:25
～
16:55

13 197～194 St.7付近の干潟をシロチドリ5羽、ムナグロ2羽が移動。
16:55
～
17:25

14 194～188
プール施設から沖合へシロチドリ10羽が移動。St.7付近の干潟をシ
ロチドリ5羽、ムナグロ2羽が移動。St.8付近の干潟をメダイチドリ
が移動。

17:25
～
17:55

最大満潮時

St.9-1付近の干潟からムナグロ90羽が比屋根湿地内へ移動。比屋根
湿地内へムナグロ141羽が移動。St.7付近の干潟からムナグロ10羽が
比屋根湿地方向

10:55
～
11:25
11:25
～
11:55
11:55
～
12:25
12:25
～
12:55

12:55
～
13:25

13:25
～
13:55

13:55
～
14:25

14:25
～
14:55
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資料 31(1) 休息地またはねぐら入り確認状況（11 月第 1 回） 

1回：10:55～11:25 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

St.5
地 
先 
島 
岩 
礁 
干 
潟 

St.6
付 
近 
干 
潟 

St.7
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

比 
屋 
根 
湿 
地 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

St.8 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

St.9-1 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

工事中
の 

人工島
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着 

地 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着
 
地
 

降
下
消
失

着
地

降
下
消
失

ムナグロ    2 1     
メダイチドリ    1     

        合計 2種  
－ － － － 2個体 － 2個体 － － － 

 

資料 31(2) 休息地またはねぐら入り確認状況（11 月第 2 回） 

2回：11:25～11:55 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

St.5
地 
先 
島 
岩 
礁 
干 
潟 

St.6
付 
近 
干 
潟 

St.7
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

比 
屋 
根 
湿 
地 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

St.8 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

St.9-1 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

工事中
の 

人工島
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着 

地 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着
 
地
 

降
下
消
失

着
地

降
下
消
失

ムナグロ    15 1 3    
シロチドリ    7 2    
メダイチドリ    1    

        合計 3種  
－ － － 22個体 1個体 － 6個体 － － － 

 
資料 31(3) 休息地またはねぐら入り確認状況（11 月第 3 回） 

3回：11:55～12:25 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

St.5
地 
先 
島 
岩 
礁 
干 
潟 

St.6
付 
近 
干 
潟 

St.7
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

比 
屋 
根 
湿 
地 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

St.8 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

St.9-1 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

工事中
の 

人工島
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着 

地 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着
 
地
 

降
下
消
失

着
地

降
下
消
失

ムナグロ    48     
        合計 1種  
－ － － － 48個体 － － － － － 
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資料 31(4) 休息地またはねぐら入り確認状況（11 月第 4 回） 

4回：12:25～12:55 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

St.5
地 
先 
島 
岩 
礁 
干 
潟 

St.6
付 
近 
干 
潟 

St.7
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

比 
屋 
根 
湿 
地 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

St.8 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

St.9-1 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

工事中
の 

人工島
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着
 
地
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着

地

降
下
消
失

着
地

降
下
消
失

ムナグロ  52 7 30 213 28     
シロチドリ   8 1      

         合計 2種  
52個体 15個体 － 31個体 241個体 － － － － － 

 

資料 31(5) 休息地またはねぐら入り確認状況（11 月第 5 回） 

5回：12:55～13:25 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

St.5
地 
先 
島 
岩 
礁 
干 
潟 

St.6
付 
近 
干 
潟 

St.7
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

比 
屋 
根 
湿 
地 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

St.8 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

St.9-1 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

工事中
の 

人工島
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着 

地 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着
 
地
 

降
下
消
失

着
地

降
下
消
失

ムナグロ  11 13 7  7   
シロチドリ   4     
メダイチドリ   7     

        合計 3種  
11個体 24個体 － － 7個体 － － 7個体 － － 

 

資料 31(6) 休息地またはねぐら入り確認状況（11 月第 6 回） 

6回：13:25～13:55 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

St.5
地 
先 
島 
岩 
礁 
干 
潟 

St.6
付 
近 
干 
潟 

St.7
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

比 
屋 
根 
湿 
地 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

St.8 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

St.9-1 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

工事中
の 

人工島
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着
 
地
 

降
下
消
失

着
 
地
 

降
下
消
失

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

ムナグロ    401 1 110     
シロチドリ   41       
メダイチドリ   21       

          合計 1種  
－ 62個体 － － 402個体 110個体 － － － － 
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資料 31(7) 休息地またはねぐら入り確認状況（11 月第 7 回） 

7回：13:55～14:25 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

St.5
地 
先 
島 
岩 
礁 
干 
潟 

St.6
付 
近 
干 
潟 

St.7
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

比 
屋 
根 
湿 
地 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

St.8 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

St.9-1 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

工事中
の 

人工島
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着 

地 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着
 
地
 

降
下
消
失

着
地

降
下
消
失

ムナグロ    51 26 1     
シロチドリ    1 79     
メダイチドリ   8 14    46

        合計 3種  
－ 8個体 － － 51個体 27個体 94個体 － 46個体 － 

 

資料 31(8) 休息地またはねぐら入り確認状況（11 月第 8 回） 

8回：14:25～14:55 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

St.5
地 
先 
島 
岩 
礁 
干 
潟 

St.6
付 
近 
干 
潟 

St.7
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

比 
屋 
根 
湿 
地 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

St.8 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

St.9-1 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

工事中
の 

人工島
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着 

地 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

ムナグロ    4 1    6
シロチドリ    95    
メダイチドリ    12    3

       合計 3種  
－ － － － 4個体 － 108個体 － 6個体 3個体
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資料 31(9) 休息地またはねぐら入り確認状況（11 月第 10 回） 

10回：15:25～15:55 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

St.5
地 
先 
島 
岩 
礁 
干 
潟 

St.6
付 
近 
干 
潟 

St.7
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

比 
屋 
根 
湿 
地 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

St.8 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

St.9-1 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

工事中
の 

人工島
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着
 
地
 

降
下
消
失

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着

地

降
下
消
失

着
地

降
下
消
失

ムナグロ    177 103  1   18 315
シロチドリ       93    
メダイチドリ       12    

           合計 3種  
－ － － － － 280個体 95個体 － 18個体 315個体

 
資料 31(10) 休息地またはねぐら入り確認状況（11 月第 11 回） 

11回：15:55～16:25 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

St.5
地 
先 
島 
岩 
礁 
干 
潟 

St.6
付 
近 
干 
潟 

St.7
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

比 
屋 
根 
湿 
地 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

St.8 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

St.9-1 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

工事中
の 

人工島
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着 

地 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着
 
地
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

ムナグロ    15     9
        合計 1種  
－ － － － － 15個体 － － － 9個体

 
資料 31(11) 休息地またはねぐら入り確認状況（11 月第 12 回） 

12回：16:25～16:55 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

St.5
地 
先 
島 
岩 
礁 
干 
潟 

St.6
付 
近 
干 
潟 

St.7
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

比 
屋 
根 
湿 
地 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

St.8 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

St.9-1 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

工事中
の 

人工島
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着 

地 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着
 
地
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

ムナグロ        102
シロチドリ    3 4      
メダイチドリ    1      

         合計 3種  
－ － － － － 3個体 5個体 － － 102個体
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資料 31(12) 休息地またはねぐら入り確認状況（11 月第 13 回） 

13回：16:55～17:25 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

St.5
地 
先 
島 
岩 
礁 
干 
潟 

St.6
付 
近 
干 
潟 

St.7
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

比 
屋 
根 
湿 
地 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

St.8 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

St.9-1 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

工事中
の 

人工島
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着 

地 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着
 
地
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

ムナグロ    2     
シロチドリ    1 4     

        合計 2種  
－ － － 7個体 － － － － － － 

 
資料 31(13) 休息地またはねぐら入り確認状況（11 月第 14 回） 

14回：17:25～17:55 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

St.5
地 
先 
島 
岩 
礁 
干 
潟 

St.6
付 
近 
干 
潟 

St.7
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

比 
屋 
根 
湿 
地 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

St.8 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

St.9-1 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

工事中
の 

人工島
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着 

地 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着
 
地
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

シロチドリ    3     
メダイチドリ    1     10

        合計 2種  
－ － － 3個体 － － 1個体 － 10個体 － 
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資料 32 主要な休息地・ねぐらの利用状況（新方式：8 月及び 11 月） 

休息地・ねぐら 休息地・ねぐらの利用状況
比屋根湿地 満潮時にも湿地として残るためシギ・チドリ類のねぐらとして好適で

あると考えられるが、11 月の調査では上げ潮時にムナグロの約 750
個体が飛来したが、その後、殆どのムナグロは比屋根湿地の外への移
動が確認された。また、8月はシギ・チドリ類の利用は僅かであった。

通信基地 内部は池や湿地が分布しており、人の立ち入りも少ないことからねぐ
らとして好適であると考えられる。8月の調査では満潮時にシロチド
リ、メダイチドリ、ムナグロ、キアシシギの約 250 個体の移動が確
認されたが、11月はシギ・チドリ類の利用は殆ど確認されなかった。

St.5地先の島（周辺
の岩礁を含む）

満潮時にも島の周囲には浅瀬や岩礁が残るため、8月はダイシャクシ
ギ、シロチドリ、11 月は主にシロチドリ等の水鳥類のねぐらとして
の利用が確認された。こうした浅瀬や岩礁の存在に加えて、人間の往
来も少ないため、周辺から飛来する個体が多いものと考えられた。

プール施設 フェンスに囲まれているため人や動物の出入りも少ないことからシ
ギ・チドリ類のねぐらとして好適であると考えられ、11 月の調査で
は上げ潮に伴ってムナグロを主体としたシギ・チドリ類の約 430 個
体の移動が確認され、ねぐらとして利用していた。なお、8月はプー
ルが営業しているためシギ・チドリ類の利用は殆ど確認されなかっ
た。

工事中の人工島 海上にあるため人や動物の出入りも少ないことからシギ・チドリ類の
ねぐらとして好適であると考えられ、各調査回共にシギ・チドリ類の
移動が確認され、特に、11 月の調査ではメダイチドリ、ムナグロ等
の約 80個体の移動が確認された。

St.8周辺の砂浜 人や動物の出入りがありシギ・チドリ類のねぐらとしては適していな
いと考えられるが、8月の調査ではキアシシギが、11月の調査ではシ
ロチドリ、メダイチドリの利用が確認された。

資料 33 主な出現種の干潟利用状況（新方式：8 月及び 11 月） 

種類 干潟利用状況
シロチド
リ

干潮時には干潟のほぼ全域に散らばって採餌する個体が確認され
た。満潮時には 8 月は通信基地内、11 月は St.5地先の島や St.8周
辺の砂浜をねぐらとして利用していた。

メダイチ
ドリ

干潮時には干潟のほぼ全域に散らばって採餌する個体が確認され
た。満潮時には 8月は通信基地内、11月は人工島や St.8周辺の砂浜
をねぐらとして利用していた。

ムナグロ 干潮時には干潟のほぼ全域に散らばって採餌する個体が確認され
た。満潮時には 8 月は通信基地内をねぐらとして利用していた。ま
た、11月は比屋根湿地に集結した後、プール施設をねぐらにする個
体群と市街地上空を飛去する個体群（ねぐらの位置は不明）が確認
されたほか、人工島をねぐらとして利用する個体群も確認された。

キアシシ
ギ

干潮時には干潟のほぼ全域に散らばって採餌する個体が観察され
た。満潮時には 8 月は通信基地内をねぐらとして利用していた。な
お、11月には大きな群れは確認されなかった。

シギ・チ
ドリ類

ダイシャ
クシギ

干潮時には St.6 周辺の干潟で採餌する個体が観察された。8 月は
St.5地先の島をねぐらとして利用していた。なお、11月には 1個体
が採餌していたがねぐらは不明であった。
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資料 34  1 月行動調査結果（従来方式） 

本調査により確認された鳥類の行動結果概要を資料 35 に、各調査時間帯における休息地また
はねぐら入りの確認状況は資料 36 に示すとおりである。なお、１回（12:20～12:50）の行動
については、個体の摂餌行動のみで大きな移動がなかっため記載していない。 
上げ潮に伴う鳥類の主な行動パターンは、14:20 頃からメダイチドリによる、St.6 付近の干潟
や岩礁から St.5 沖合いの砂州や堤防への大きな移動が確認され、その後もメダイチドリ、シ
ロチドリ等が沖合の砂州や人工島等への移動が次々に確認された。また、16:50 頃からムナグ
ロの数群やシロチドリ、キョウジョシギ、ヒバリシギ等が移動を開始したが、11 月の行動調査
で確認されたような、潮が満ちてくるに伴い St.7 周辺の干潟で採餌や休息をしていたムナグ
ロが比屋根湿地へ移動し、さらに、比屋根湿地からプール施設や市街地上空へ移動するという
パターンはみられず、St.7 周辺から比屋根湿地へ、比屋根湿地からプール施設へ、比屋根湿地
から St.7 周辺へ、比屋根湿地から市街地へ、と周辺を何度も行き来する個体群がみられた。
これは、ハヤブサが St.7 周辺や比屋根湿地で狩りを行っていたためであり（翌日に実施した
鳥類調査《2》で確認）、今回の調査ではハヤブサは確認されなかったが、多くのシギ・チドリ
類が逃げまどっていたために行動パターンは不明であった。 
休息地またはねぐら入りしたと考えられる場所も、ハヤブサの影響により不確定であるが、プ
ール施設がムナグロ、キョウジョシギ、シロチドリ等の約 145 個体（比屋根湿地から飛去した
数や St.7 からみえない位置で飛来するため個体数はもっと多いと考えられる）、比屋根湿地が
ムナグロ等が 51 個体、工事中の人工島、砂州、沖合の堤防等がシロチドリ、メダイチドリ、
ムナグロ等の約 150 個体であった。この他、比屋根湿地から北方向や西方向の市街地上空へ移
動するムナグロ 75 個体が確認され、周辺にねぐらがあると考えられる。
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資料 35 行動調査結果概要（従来方式：1 月 24 日・全地点） 

№ 時間 潮位(cm) 主な行動内容 
最大干潮時 12:28 105 － 

1 
12:20 
～  
12:50 

105～112 
干潟全域にシギ・チドリ類が分布、地上を移動しながら採餌
する。短距離の飛翔はあるが大きな移動はみられない。 

2 
12:50 
～ 
13:20 

112～119 プール施設方向から比屋根湿地方向へアオサギが移動。 

3 
13:20 
～ 
13:50 

119～126 
St.6付近の干潟から通信基地方向へコサギ2羽が移動。St.7
付近の干潟をダイサギ2羽、クロサギが移動。 

4 
13:50 
～ 
14:20 

126～133 
St.7付近の干潟をクロサギ、アオサギが移動。St.7の干潟付
近からSt.8方向へミサゴが移動。 

5 
14:20 
～ 
14:50 

133～140 

St.6付近の干潟からSt.5沖合いの防波堤へメダイチドリ64
羽が移動。St.6付近の干潟から砂州へメダイチドリ29羽が移
動。St.6付近の干潟からSt.7付近の干潟へダイサギ2羽が移
動。St.7付近の干潟から通信基地へアオサギが移動。比屋根
湿地からSt.7付近の干潟へアオサギが移動。 

6 
14:50 
～ 
15:20 

140～147 

St.6付近の干潟からSt.5地先の干潟へアオアシシギが移動。
St.6付近の干潟からSt.5地先の砂州へ、メダイチドリ2羽、
シロチドリ6羽が移動。St.6 付近の干潟から工事中の人工島
へメダイチドリ8羽が移動。St.6付近の干潟からSt.7付近の
干潟方向へメダイチドリ18羽が移動。St.7の沖合いをミサゴ
が移動。St.7付近の干潟をクロサギが移動。 

7 
15:20 
～ 
15:50 

147～154 
St.7付近の干潟からSt.5の沖合いへメダイチドリ23羽が移
動。St.7付近の干潟をシロチドリ7羽、ダイサギが移動。St.7
付近の干潟から市街地方向へミサゴが移動。 

8 
15:50 
～ 
16:20 

154～161 

St.6付近の上空から市街地方向へミサゴが移動。St.5地先の
干潟から通信基地内へダイサギ1羽が移動。St.7付近の干潟
をダイサギ2羽が移動。St.7付近の干潟から沖合いへクロサ
ギが移動。 

9 
16:20 
～ 
16:50 

161～168 
St.7付近の干潟をダイサギ2羽、クロサギ1羽、アオサギ1羽、
アオアシシギ1羽、ダイシャクシギ10羽が移動。St.7付近の
干潟から比屋根湿地方向へ、ムナグロ50羽が移動。 

10 
16:50 
～ 
17:20 

168～175 

比屋根湿地方向からプール施設方向へムナグロ30羽、シロチ
ドリ5羽、キョウジョシギ2羽が移動。比屋根湿地方向から
St.7付近の干潟方向へキョウジョシギ18羽、ムナグロ12羽、
アオアシシギ4羽が移動。St.7付近の干潟より砂州へシロチ
ドリ15羽が移動。St.6付近の干潟よりSt.5地先の干潟へクロ
サギ2羽が移動。St.7付近の干潟でダイサギ3羽が移動。 

11 
17:20 
～ 
17:50 

175～182 

比屋根湿地方向からプール施設方向へムナグロ89羽、ヒバリ
シギ7羽が移動。比屋根湿地方向からSt.7付近の干潟方向へ
ムナグロ11羽、キョウジョシギ3羽が移動。比屋根湿地方向
から市街地方向へムナグロ40羽が移動。St.7付近の干潟から
人工島へキョウジョシギ8羽が移動。St.7付近の干潟をダイ
シャクシギ9羽が移動。 

12 
17:50 
～ 
18:20 

182～189 

比屋根湿地方向からSt.7付近の干潟方向へムナグロ40羽が
移動。比屋根湿地方向から市街地方向へムナグロ35羽が移
動。比屋根湿地方向からプール施設方向へムナグロ12羽が移
動。St.7付近の干潟から比屋根湿地方向へアオサギが移動。
St.7付近の干潟から西方向へアオサギが移動。St.7付近の干
潟でクロツラヘラサギが移動。人工島から通信基地方向へア
オサギが移動。 

最大満潮時 17:58 189 － 
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資料 36(1) 休息地またはねぐら入り確認状況（1 月第 2 回） 

2回：12:50～13:20 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

比 
屋 
根 
湿 
地 

St.5 
地 
先 
島 
岩 
礁 

St.7 
付 
近 
岩 
礁 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

工事中の
人工島 
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 
着地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下 
消
失 

着
地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

アオサギ    1           
   1            合計 1種  
－ 1個体 － － － － － 

 

 

資料 36(2) 休息地またはねぐら入り確認状況（1 月第 3 回） 

3回：13:20～13:50 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

比 
屋 
根 
湿 
地 

St.5 
地 
先 
島 
岩 
礁 

St.7 
付 
近 
岩 
礁 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

工事中の
人工島 
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 
着地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下 
消
失 

着
地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

ダイサギ        2       
コサギ  2             
クロサギ        1       

 2      3        合計 3種  
2個体 － － 3個体 － － － 

 

 

 

資料 36(3) 休息地またはねぐら入り確認状況（1 月第 4 回） 

4回：13:50～14:20 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

比 
屋 
根 
湿 
地 

St.5 
地 
先 
島 
岩 
礁 

St.7 
付 
近 
岩 
礁 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

工事中の
人工島 
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 
着地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下 
消
失 

着
地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

クロサギ       1        
アオサギ       1        
ミサゴ              1

      2       1 合計 3種  
－ － － 2個体 － － 1個体 
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資料 36(4) 休息地またはねぐら入り確認状況（1 月第 5 回） 

5回：14:20～14:50 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

比 
屋 
根 
湿 
地 

St.5 
地 
先 
島 
岩 
礁 

St.7 
付 
近 
岩 
礁 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

工事中の
人工島 
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 
着地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下 
消
失 

着
地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

ダイサギ       2        
アオサギ  1     1        
メダイチドリ           29  64  

 1     3    29  64   合計 3種  
1個体 － － 3個体 － 29個体 64個体

資料 36(5) 休息地またはねぐら入り確認状況（1 月第 6 回） 

6回：14:50～15:20 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

比 
屋 
根 
湿 
地 

St.5 
地 
先 
島 
岩 
礁 

St.7 
付 
近 
岩 
礁 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

工事中の
人工島 
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 
着地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下 
消
失 

着
地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

クロサギ       1        
ミサゴ             1  
シロチドリ           6    
メダイチドリ        18   10    
アオアシシギ     1          

    1  1 18   16  1   合計 5種  
－ － 1個体 19個体 － 16個体 1個体 

 

資料 36(6) 休息地またはねぐら入り確認状況（1 月第 7 回） 

7回：15:20～15:50 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

比 
屋 
根 
湿 
地 

St.5 
地 
先 
島 
岩 
礁 

St.7 
付 
近 
岩 
礁 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

工事中の
人工島 
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 
着地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下 
消
失 

着
地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

ダイサギ       1        
ミサゴ              1
シロチドリ       7        
メダイチドリ             23  

      8      23 1 合計 4種  
－ － － 8個体 － － 24個体
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資料 36(7) 休息地またはねぐら入り確認状況（1 月第 8 回） 

8回：15:50～16:20 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

比 
屋 
根 
湿 
地 

St.5 
地 
先 
島 
岩 
礁 

St.7 
付 
近 
岩 
礁 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

工事中の
人工島 
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 
着地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下 
消
失 

着
地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

ダイサギ 1       2       
クロサギ             1  
ミサゴ              1

1            1 1 合計 3種  
1個体 － － 2個体 － － 2個体 

資料 36(8) 休息地またはねぐら入り確認状況（1 月第 9 回） 

9回：16:20～16:50 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

比 
屋 
根 
湿 
地 

St.5 
地 
先 
島 
岩 
礁 

St.7 
付 
近 
岩 
礁 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

工事中の
人工島 
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 
着地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下 
消
失 

着
地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

ダイサギ       2        
クロサギ       1        
アオサギ        1       
ムナグロ    50           
アオアシシギ        1       
ダイシャクシギ        10       

   50   3 12        合計 6種  
－ 50個体 － 15個体 － － － 
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資料 36(9) 休息地またはねぐら入り確認状況（1 月第 10 回） 

10回：16:50～17:20 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

比 
屋 
根 
湿 
地 

St.5 
地 
先 
島 
岩 
礁 

St.7 
付 
近 
岩 
礁 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

工事中の
人工島 
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 
着地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下 
消
失 

着
地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

ダイサギ        3       
クロサギ     2          
シロチドリ          5 15    
ムナグロ        12 30      
キョウジョシギ        18 2      
アオアシシギ        4       

    2   37 32 5 15     合計 6種  
－ － 2個体 37個体 37個体 15個体 － 

 

資料 36(10) 休息地またはねぐら入り確認状況（1 月第 11 回） 

11回：17:20～17:50 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

比 
屋 
根 
湿 
地 

St.5 
地 
先 
島 
岩 
礁 

St.7 
付 
近 
岩 
礁 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

工事中の
人工島 
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 
着地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下 
消
失 

着
地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

ムナグロ        11 50 39    40
キョウジョシギ        3   8    
ヒバリシギ          7     
ダイシャクシギ       9        

      9 14 50 46 8   40 合計 4種  
－ － － 23個体 96個体 8個体 40個体

資料 36(11) 休息地またはねぐら入り確認状況（1 月第 12 回） 

12回：17:50～18:20 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

比 
屋 
根 
湿 
地 

St.5 
地 
先 
島 
岩 
礁 

St.7 
付 
近 
岩 
礁 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

工事中の
人工島 
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 
着地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下
消
失

着
地
 

降
下 
消
失 

着
地 
 

降
下 
消
失 

着
地
 

降
下
消
失

アオサギ  1  1          1
クロツラヘラサギ        1       
ムナグロ        40  12    35

 1  1    41  12    36 合計 3種  
1個体 1個体 － 41個体 12個体 － 36個体
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資料 37 主要な休息地・ねぐらの利用状況（従来方式：1 月） 

休息地・ねぐら 休息地・ねぐらの利用状況
比屋根湿地 満潮時にも湿地として残るためシギ・チドリ類のねぐらとして好適で

あると考えられるが、ハヤブサが飛来していたため、ねぐらとしては
安定していなかった。上げ潮に伴ってムナグロ等のシギ・チドリ類の
約 50個体が飛来したが、さらに、潮位が上がると大部分のシギ・チ
ドリ類の外部への移動が確認された。

通信基地 内部は池や湿地が分布しており、人の立ち入りも少ないことからねぐ
らとして好適であると考えられるが、ハヤブサやオオタカが飛来して
いたため、水鳥類は殆ど確認されなかった。

St.5地先の島（周辺
の岩礁を含む）

満潮時にも島の周囲には浅瀬や岩礁が残るが、水鳥類は殆ど確認され
なかった。

プール施設 フェンスに囲まれているため人や動物の出入りも少ないことからシ
ギ・チドリ類のねぐらとして好適であると考えられるが、ハヤブサが
飛来していたため、ねぐらとしては安定していなかった。満潮時にシ
ギ・チドリ類の約 145 個体の移動が確認され、ねぐらとして利用し
ていた。

工事中の人工島 海上にあるため人や動物の出入りも少ないことからシギ・チドリ類の
ねぐらとして好適であると考えられ、シロチドリ、メダイチドリ、ム
ナグロ等の約 150 個体の移動が確認され、ねぐらとして利用してい
ると考えられる。

資料 38 主な出現種の干潟利用状況（従来方式：1 月） 

種類 干潟利用状況 
シロチド
リ 

干潮時には St.6周辺の干潟や St.8周辺の砂浜で採餌する個体が確認さ
れた。また、満潮時には St.8 周辺の砂浜で採餌する個体が確認された
ほか、人工島、プール施設等をねぐらとして利用していた。 

メダイチ
ドリ 

干潮時には干潟のほぼ全域に散らばって採餌する個体が確認された。満
潮時には St.8 周辺の砂浜で採餌する個体が確認されたほか、工事中の
人工島や沖合の堤防等をねぐらとして利用していた。 

ムナグロ 干潮時には St.8 周辺の砂浜で採餌する個体が確認されたほか、ハヤブ
サから逃れるために St.5、St.7、St.8 周辺の干潟や岩礁に避難する個
体が多く確認された。また、満潮時には St.7 周辺から比屋根湿地周辺
を逃げ回る個体が多く確認され、ほか、プール施設をねぐらにする個体
群と市街地上空を飛去する個体群（ねぐらの位置は不明）が確認され、
工事中の人工島をねぐらとして利用する個体群も確認された。 

シギ・チ
ドリ類 

キョウジ
ョシギ 

干潮時には St.5 や St.6 周辺の干潟で採餌する個体が確認された。満潮
時には St.8 周辺の砂浜で採餌する個体が確認されたほか、St.7 周辺の
護岸をねぐらとして利用していた。 
キアシシギ：今回の調査では殆ど確認されなかった。 
チュウシャクシギ：干潮時及び満潮時に比屋根湿地で休息する個体が確
認されたが僅かであった。 

ダイサギ 干潮時には基地内の池や St.7 周辺、比屋根湿地等で採餌する個体が確
認された。満潮時には比屋根湿地や St.5、St.6、St.8 周辺の干潟で採
餌や休息する個体が確認された。 

コサギ 干潮時には基地内の池や St.7周辺で採餌する個体が確認された。満
潮時にも比屋根湿地や St.7周辺の干潟外縁の浅瀬で採餌する個体が
確認された。 

サギ類 

クロサギ 今回の調査では殆ど確認されなかった。
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資料 39 1 月行動調査結果（新方式） 

本調査により確認された鳥類の行動結果概要を資料 40 に、各調査時間帯における休息地または
ねぐら入りの状況は資料 41 に示すとおりである。 
今回の調査では、調査開始時から 2 個体のハヤブサが St.7 付近から比屋根湿地を狩り場として
いたため、潮位とは関係なく鳥類の移動が行われた。ハヤブサによる影響と考えられる移動は、
13 時台には比屋根湿地から St.8 付近へムナグロ約 100 個体、St.9-1 付近へムナグロ約 200 個体、
比屋根湿地へムナグロ 100 個体、St.7 付近から St.6 付近へメダイチドリ 70 個体の移動、14 時
台には St.7 付近や St.9-1 付近から比屋根湿地へムナグロ 158 個体の移動、15 時台には比屋根湿
地から St.7 付近へムナグロ約 150 個体、St.7 付近から比屋根湿地へムナグロ 86 個体、人工島へ
メダイチドリ 80 個体、St.9-1 付近へメダイチドリ 21 個体、St.7 付近をムナグロ 80 個体、メダ
イチドリ 9 個体の移動、16 時台には St.7 付近から比屋根湿地へムナグロ 78 個体、人工島へメダ
イチドリ 1 個体、St.9-1 付近へシロチドリ 32 個体、メダイチドリ 8 個体、St.7 付近をシロチド
リ 58 個体、メダイチドリ 52 個体の移動等がハヤブサの影響による移動と考えられる。 
このため上げ潮に伴う鳥類の主な行動パターンは明確ではないが、15:00 頃からの St.6 付近の干
潟や岩礁から St.5 地先の干潟へのシロチドリ、メダイチドリの移動や St.7 付近へのメダイチド
リの移動から開始され、その後も、プール施設へ移動するムナグロ 257 個体や St.5 沖合いの堤
防へ移動するシロチドリとメダイチドリの群れ、人工島へ移動するメダイチドリの群れ、St.8
周辺の砂浜をねぐらとするシロチドリとメダイチドリの群れ等が確認された。また、比屋根湿地
から北方向や西方向の市街地上空へ移動する多数の群れも確認された。 
休息地またはねぐら入りしたと考えられる場所も、ハヤブサの影響により不確定であるが、プー
ル施設でムナグロ 257 個体、St.8 周辺の砂浜をシロチドリ 20 個体、メダイチドリ 3 個体、人工
島をメダイチドリ 81 個体が休息地およびねぐらとして利用していた。この他、比屋根湿地から
北方向や西方向の市街地上空へ移動するムナグロ 723 個体が確認され、周辺にねぐらがあると考
えられる。
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資料 40  行動調査結果概要（新方式：1 月 25 日・6 地点） 

№ 時間 潮位(cm) 主な行動内容
13:02 98 －

18:34 192

比屋根湿地から西方向へムナグロ7羽が移動。St.8付近の干潟をシロ
チドリ20羽、メダイチドリ3羽が移動。St.7付近の干潟をダイシャク
シギ10羽が移動。

11
18:00
～
18:30

188～192

最大干潮時

1 98～107
比屋根湿地方向からSt.9-1付近の干潟方向へムナグロ200羽が移動、
St.8の干潟方向へムナグロ100羽が移動。比屋根湿地へムナグロ100羽
が移動。

2 107～116
St.7付近の干潟からSt.6付近の干潟へメダイチドリ70羽が移動。St.6
付近の干潟をダイシャクシギ5羽が移動。St.8付近の干潟をシロチド
リ35羽が移動。

3 116～125
St.9-1付近の干潟から比屋根湿地へムナグロ150羽が移動。St.7 付近
の干潟から比屋根湿地方向へムナグロ8羽が移動。St.7付近の干潟を
メダイチドリ5羽が移動。

4 125～134

St.5地先の干潟からSt.6付近の干潟へメダイチドリ22羽が移動。St.6
付近の干潟からSt.5地先の干潟へメダイチドリ13羽が移動。St.7付近
の干潟をダイシャクシギ8羽が移動。St.7付近の干潟から市街地方向
へムナグロ9羽が移動。St.8付近の干潟から北東方向へシロチドリ30
羽、メダイチドリ3羽、ムナグロ1羽が移動。

5 134～143

比屋根湿地方向からSt.7付近の干潟方向へムナグロ150羽が移動。
St.7付近の干潟から比屋根湿地方向へムナグロ51羽が移動、人工島へ
メダイチドリ80羽が移動、St.9-1付近の干潟へメダイチドリ21羽が移
動。St.6付近の干潟からSt.5地先の干潟へメダイチドリ31羽、シロチ
ドリ43羽が移動、St.7付近の干潟へメダイチドリ62羽が移動。St.5地
先の干潟からSt.7付近の干潟へメダイチドリ8羽、シロチドリが移
動。St.7付近の干潟をメダイチドリ45羽、シロチドリ5羽が移動。
St.8の沖合いからSt.8付近の干潟へシロチドリ56羽、メダイチドリ8
羽が移動。

6 143～152

St.7付近の干潟から比屋根湿地方向へムナグロ35羽が移動。St.9-1付
近の干潟からSt.7付近の干潟へメダイチドリ21羽が移動。St.5地先の
干潟からSt.7の北西方向へムナグロ2羽が移動。St.5地先の干潟をメ
ダイチドリ48羽、シロチドリ39羽が移動。St.7付近の干潟を、ムナグ
ロ80羽、メダイチドリ9羽が移動。St.8付近の干潟を、ムナグロ1羽、
シロチドリ49羽が移動。

7 152～161

St.7付近の干潟から比屋根湿地へムナグロ78羽が移動。St.7付近の干
潟から人工島方向へメダイチドリが移動。St.9-1付近の干潟からSt.7
付近の干潟へムナグロ1羽が移動。St.7付近の干潟をメダイチドリ50
羽、ダイシャクシギ9羽が移動。

8 161～170

St.7付近の干潟からSt.9-1付近の干潟へシロチドリ32羽、メダイチド
リ8羽が移動。St.6付近の干潟から人工島方向へシロチドリ11羽が移
動。比屋根湿地から西方向へムナグロ205羽が移動。St.7付近の干潟
をシロチドリ58羽、メダイチドリ2羽が移動。

9 170～179

St.7付近の干潟からSt.9-1付近の干潟へムナグロ68羽が移動、プール
施設へムナグロ48羽が移動。St.9-1付近の干潟からSt.7付近の干潟方
向へムナグロ25羽、シロチドリ3羽が移動。比屋根湿地から西方向へ
ムナグロ390羽が移動、南方向へ22羽が移動。St.7付近の干潟をムナ
グロ33羽、シロチドリ15羽、ダイシャクシギ9羽が移動。

10 179～188

比屋根湿地からプール施設方向へムナグロ209羽が移動、北西方向へ
ムナグロ106羽が移動、St.7方向へムナグロ10羽が移動。St.7付近の
干潟をシロチドリ4羽が移動。St.5地先の干潟から沖合いへシロチド
リ48羽、メダイチドリ9羽が移動。St.8付近の干潟をシロチドリ4羽、
メダイチドリ2羽が移動。

17:30
～
18:00

最大満潮時

13:00
～
13:30
13:30
～
14:00
14:00
～
14:30

14:30
～
15:00

15:00
～
15:30

15:30
～
16:00

16:00
～
16:30

16:30
～
17:00

17:00
～
17:30
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資料 41(1) 休息地またはねぐら入り確認状況（1 月第 1 回） 

1回：13:00～13:30 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

St.5
地 
先 
島 
岩 
礁 
干 
潟 

St.6
付 
近 
干 
潟 

St.7
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

比 
屋 
根 
湿 
地 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

St.8 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

St.9-1 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

工事中
の 

人工島
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着 

地 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着
 
地
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

ムナグロ    
10
0 

10
0

 
10
0 
10
0 

 

   
10
0

10
0

 
10
0 
10
0 

 
 合計 1種  

－ － － － 
100個
体 

－ 
100個
体 

200個
体 

－ － 

 

 

 

資料 41(2) 休息地またはねぐら入り確認状況（1 月第 2 回） 

2回：13:30～14:00 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

St.5
地 
先 
島 
岩 
礁 
干 
潟 

St.6
付 
近 
干 
潟 

St.7
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

比 
屋 
根 
湿 
地 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

St.8 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

St.9-1 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

工事中
の 

人工島
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着 

地 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着
 
地
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

シロチドリ    35     
メダイチドリ    70     
ダイシャクシギ    5     

   75 35      合計 3種  
－ － 75個体 － － － 35個体 － － － 
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資料 41(3) 休息地またはねぐら入り確認状況（1 月第 3 回） 

3回：14:00～14:30 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

St.5
地 
先 
島 
岩 
礁 
干 
潟 

St.6
付 
近 
干 
潟 

St.7
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

比 
屋 
根 
湿 
地 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

St.8 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

St.9-1 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

工事中
の 

人工島
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着 

地 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着
 
地
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

メダイチドリ    5     

ムナグロ    
15
8

    

   5
15
8

    
 合計 2種  

－ － － 5個体
158個
体 

－ － － － － 

 

 

 

資料 41(4) 休息地またはねぐら入り確認状況（1 月第 4 回） 

4回：14:30～15:00 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

St.5
地 
先 
島 
岩 
礁 
干 
潟 

St.6
付 
近 
干 
潟 

St.7
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

比 
屋 
根 
湿 
地 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

St.8 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

St.9-1 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

工事中
の 

人工島
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着 

地 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着
 
地
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

シロチドリ        30
メダイチドリ   13 22     3
ムナグロ        10
ダイシャクシギ    8     

  13 22 8     43 合計 4種  
－ 13個体 22個体 8個体 － － － － － 43個体
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資料 41(5) 休息地またはねぐら入り確認状況（1 月第 5 回） 

5回：15:00～15:30 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

St.5
地 
先 
島 
岩 
礁 
干 
潟 

St.6
付 
近 
干 
潟 

St.7
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

比 
屋 
根 
湿 
地 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

St.8 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

St.9-1 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

工事中
の 

人工島
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着 

地 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着
 
地
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

シロチドリ   43 6 56     
メダイチドリ   31 62 53 8  21  80

ムナグロ    
15
0
41 10     

  74 62
20
9
41 10 66  21  80

 合計 3種  
－ 74個体 － 

271個
体 

51個体 － 66個体 21個体 80個体 － 

 

 

 

資料 41(6) 休息地またはねぐら入り確認状況（1 月第 6 回） 

6回：15:50～16:00 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

St.5
地 
先 
島 
岩 
礁 
干 
潟 

St.6
付 
近 
干 
潟 

St.7
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

比 
屋 
根 
湿 
地 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

St.8 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

St.9-1 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

工事中
の 

人工島
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着 

地 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着
 
地
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

シロチドリ    39 49    
メダイチドリ    48 30     
ムナグロ    80 35 1    2

   87
11
0

35 50    2
 合計 3種  

－ 87個体 － 
110個
体 

35個体 － 50個体 － － 2個体
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資料 41(7) 休息地またはねぐら入り確認状況（1 月第 7 回） 

7回：16:00～16:30 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

St.5
地 
先 
島 
岩 
礁 
干 
潟 

St.6
付 
近 
干 
潟 

St.7
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

比 
屋 
根 
湿 
地 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

St.8 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

St.9-1 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

工事中
の 

人工島
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着 

地 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着
 
地
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

メダイチドリ    50     1
ムナグロ    1 78     
ダイシャクシギ    9     

   9 51 78     1 合計 3種  
－ － － 60個体 78個体 － － － 1個体 － 

 

 

 

資料 41(8) 休息地またはねぐら入り確認状況（1 月第 8 回） 

8回：16:30～17:00 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

St.5
地 
先 
島 
岩 
礁 
干 
潟 

St.6
付 
近 
干 
潟 

St.7
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

比 
屋 
根 
湿 
地 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

St.8 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

St.9-1 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

工事中
の 

人工島
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着
 
地
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

シロチドリ    38 20   32  11
メダイチドリ    2   6 2 

ムナグロ        
20
5

   40 20   38 2 11
20
5 合計 3種  

－ － － 60個体 － － － 40個体 11個体
205個
体 
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資料 41(9) 休息地またはねぐら入り確認状況（1 月第 9 回） 

9回：17:00～17:30 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

St.5
地 
先 
島 
岩 
礁 
干 
潟 

St.6
付 
近 
干 
潟 

St.7
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

比 
屋 
根 
湿 
地 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

St.8 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

St.9-1 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

工事中
の 

人工島
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着 

地 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着
 
地
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

シロチドリ    18     

ムナグロ    33 25 48  68   
41
2

ダイシャクシギ    9     

   42 43 48  68   
41
2 合計 3種  

－ － － 85個体 － 48個体 － 68個体 － 
412個
体 

 

 

 

資料 41(10) 休息地またはねぐら入り確認状況（1 月第 10 回） 

10回：17:30～18:00 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

St.5
地 
先 
島 
岩 
礁 
干 
潟 

St.6
付 
近 
干 
潟 

St.7
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

比 
屋 
根 
湿 
地 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

St.8 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

St.9-1 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

工事中
の 

人工島
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着 

地 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着
 
地
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

シロチドリ    4 4     48
メダイチドリ    2     9

ムナグロ    10
20
9

    
10
6

   14
20
9

6     57
10
6 合計 3種  

－ － － 14個体 － 
209個
体 

6個体 － － 
163個
体 
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資料 41(11) 休息地またはねぐら入り確認状況（1 月第 11 回） 

11回：18:00～18:30 
／ 

休息地・ねぐら場所 

通 
信 
基 
地 

St.5
地 
先 
島 
岩 
礁 
干 
潟 

St.6
付 
近 
干 
潟 

St.7
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

比 
屋 
根 
湿 
地 

プ 
｜ 
ル 
施 
設 

St.8 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

St.9-1 
付 
近 
岩 
礁 
干 
潟 

工事中
の 

人工島
・ 
砂 
州 

そ 
の 
他 
・ 
不 
明 

種名＼確認状況 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

着 

地 

降 
下 
消 
失 

着 
 
地 
 

降 
下 
消 
失 

着
 
地
 

降
下
消
失

着

地

降
下
消
失

シロチドリ    20     
メダイチドリ    3     
ムナグロ        7
ダイシャクシギ    10     

   10 23     7 合計 4種  
－ － － 10個体 － － 23個体 － － 7個体
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資料 42 主要な休息地・ねぐらの利用状況（新方式：1 月） 

休息地・ねぐら 休息地・ねぐらの利用状況
比屋根湿地 満潮時にも湿地として残るためシギ・チドリ類のねぐらとして好適で

あると考えられるが、ハヤブサが飛来していたため、ねぐらとしては
安定していなかった。上げ潮に伴って最大 800 個体近いムナグロが
飛来したが、さらに、潮位が上がると大部分のシギ・チドリ類の外部
への移動が確認された。

通信基地 内部は池や湿地が分布しており、人の立ち入りも少ないことからねぐ
らとして好適であると考えられるが、ハヤブサが飛来していたため、
対象種は確認されなかった。

St.5地先の島（周辺
の岩礁を含む）

満潮時にも島の周囲には浅瀬や岩礁が残り、上げ潮に伴ってシロチド
リやメダイチドリが飛来したが、さらに、潮位が上がると全て他所へ
の移動が確認された。

プール施設 フェンスに囲まれているため人や動物の出入りも少ないことからシ
ギ・チドリ類のねぐらとして好適であると考えられるが、ハヤブサが
飛来していたため、ねぐらとしては安定していなかった。満潮時にム
ナグロの 257個体の移動が確認され、ねぐらとして利用していた。

工事中の人工島 海上にあるため人や動物の出入りも少ないことからシギ・チドリ類の
ねぐらとして好適であると考えられ、メダイチドリの 81個体の移動
が確認された。

St.8周辺の砂浜 人や動物の出入りがありシギ・チドリ類のねぐらとしては適していな
いと考えられるが、シロチドリやメダイチドリの利用が確認された。

資料 43 主な出現種の干潟利用状況（新方式：1 月） 

種類 干潟利用状況 
シロチド
リ 

干潮時には St.5、St.6、St.8 付近の干潟や砂浜で採餌する個体が確
認された。また、満潮時には St.6、St.7付近で休息する個体や St.8
付近の砂浜で採餌する個体が確認されたほか、人工島や St.8付近の
砂浜をねぐらとして利用していた。 

メダイチ
ドリ 

干潮時には St.6、St.8周辺の干潟や砂浜で採餌する個体が確認され
た。また、工事中の人工島や St.8付近合の砂浜等をねぐらとして利
用していた。 

ムナグロ ハヤブサから逃れるために St.7付近から比屋根湿地周辺を逃げまど
った後、プール施設をねぐらにする個体群と市街地上空を飛去する
個体群（ねぐらの位置は不明）が確認された。 

キアシシ
ギ 

今回の調査では 1個体が確認されたのみであった。 

シギ・チ
ドリ類 

ダイシャ
クシギ

干潮時及び満潮時に St.6、St.7、St.8 付近の干潟で採餌や休息する
個体が確認された。
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資料 44 ねぐら入り利用状況の経年変化（従来方式の経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）本年度調査と過年度調査では地点番号が異なるため両者を併記した。 

 
 

資料 45  ねぐら入り利用状況の経年変化（新方式：主要 5 種を対象とした行動調査結果の経
年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）本年度調査と過年度調査では地点番号が異なるため両者を併記した。 

種数
個体
数 種数

個体
数 種数

個体
数 種数

個体
数 種数

個体
数 種数

個体
数 種数

個体
数 種数

個体
数

通信基地内 3 18 7 123 5 11 4 290 2 2 9 150 4 34 3 5
プール 1 21 1 2 4 145 4 145
人工島 4 109 2 316 1 11 5 221 2 16
人工島方面 1 25 1 3 1 19 2 52
奥武岬　岩礁 1 8 1 1
St.5 地先・小島 1 1 3 17 9 172 7 165 2 3
St.6 地先 3 8 3 9
St.7 地先 1 58 2 9 6 23 7 40 7 75 10 153
St.9 比屋根湿地 3 5 2 15 3 6 2 165 4 14 7 589 2 52
その他 2 119 5 168

合　計 6種
222
個体 4種

147
個体 4種

334
個体 7種 485

個体 5種
65
個体 6種

378
個体 8種

1367
個体 13種 594

個体

ねぐらまたは休息地 8月 11月5月 1月
平成15年度調査 平成16年度調査

8月 11月5月1月

種数
個体
数 種数

個体
数 種数

個体
数 種数

個体
数 種数

個体
数 種数

個体
数

通信基地内 4 213 2 2 4 239 1 63
プール施設 1 213 1 6 3 8 3 435 1 257
人工島・砂州 3 35 2 122 2 23 2 5 2 80 2 92
西防波堤 2 597 1 11
St.5 地先・小島 2 13 1 3 5 95 3 94 2 174
St.6 地先 2 31 3 97
St.7 地先 1 12 3 26 2 60 5 623
St.8 地先 1 21 3 35 3 280
St.9 比屋根湿地 1 9 2 316 1 190 1 1 1 756 1 422
St.9-1 地先 3 12 3 15 3 329
その他 2 429 3 832

合　計 4種
147
個体 3種

334
個体 4種 263

個体 5種
452
個体 3種

1932
個体 5種 3106

個体

1月
平成15年度調査 平成16年度調査

ねぐらまたは休息地 8月 11月 8月 11月1月
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資料 46(1) 10ｍ×10ｍコードラートにおける藻場の主要構成種と種別の生育被度(監視区) 

平成 12 年度 平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度調査時期等
調査地点 夏 冬 夏 冬 夏 冬 夏 冬 夏 冬

ウミヒルモ       ＋    
ベニアマモ 20% 15% 20% ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

リュウキュウアマモ 10% 15% 10% ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
ボウバアマモ 10% 10% 15% ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

ウミジグサ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

マツバウミジグサ 30% 25% 25% ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

全体の生育被度 70% 65% 70% ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

St.１
(C.D.L-0.8m～－1.0m) 

出現種類数 5 5 5 5 5 5 6 5 3 ４

ウミヒルモ ＋ ＋ ＋ + + +  ＋ ＋

リュウキュウスガモ 20% 20% 20% 25% 25% 15% 10% 10% 5% ＋

ベニアマモ 10% 5% 10% + + + ＋ ＋ ＋ ＋

リュウキュウアマモ 15% 10% 10% + + + ＋ ＋ ＋ ＋

ボウバアマモ 25% 25% 20% 10% 10% 5% ＋ ＋ ＋ ＋

ウミジグサ ＋ ＋ ＋ + + + ＋ ＋ ＋ ＋

マツバウミジグサ ＋ ＋ + + + ＋ ＋ ＋ ＋

全体の生育被度 65% 60% 55% 40% 40% 30% 20% 20% 15% 10% 

St.２
(C.D.L-2.5m～－2.7m) 

出現種類数 6 7 7 7 7 7 6 ７ 6 7 
ウミヒルモ      + ＋ ＋ ＋

リュウキュウスガモ 20% 25% 15% 25% 25% 30% 30% 25% 10% 5% 
ベニアマモ 30% 15% 20% 15% 15% 15% 20% 15% 5% ＋

リュウキュウアマモ 20% 20% 20% 10% 10% 5% 5% ＋ ＋ ＋

ボウバアマモ 20% 20% 20% 15% 15% + ＋ ＋ ＋ ＋

ウミジグサ ＋ ＋ ＋ 5% 5% 5% 5% ＋ ＋ ＋

マツバウミジグサ ＋ ＋ ＋ + + + ＋ ＋ ＋ ＋

全体の生育被度 85% 80% 75% 75% 75% 65% 65% 50% 25% 15% 

St.３
(C.D.L-0.6m～－1.1m) 

出現種類数 6 6 6 6 6 7 7 7 6 7 
リュウキュウスガモ 25% 20% 20% 30% 30% 25% 25% 25% 15% 15% 
ベニアマモ 20% 10% 10% 10% 10% 10% 10% 10% ＋ ＋

リュウキュウアマモ 15% 10% 10% 10% 10% 10% 10% 10% 5% 5% 
ボウバアマモ 15% 20% 20% 15% 15% 15% 5% ＋ ＋ ＋

ウミジグサ    + + + ＋ ＋ ＋ ＋

マツバウミジグサ      + ＋ ＋ ＋ ＋

全体の生育被度 75% 60% 70% 60% 60% 60% 50% 45% 25% 25% 

St.４
(C.D.L-0.6m～－0.7m) 

出現種類数 4 4 4 5 5 6 6 6 6 6 
ウミヒルモ ＋ ＋    ＋    
リュウキュウスガモ 10% 10% 10% 15% 15% 20% 20% 20% 20% 15% 
ベニアマモ ＋ ＋ ＋ + + + ＋ ＋ ＋ ＋

リュウキュウアマモ 20% 30% 35% 30% 30% 30% 30% 30% 30% 20% 
ボウバアマモ 25% 25% 25% 15% 15% 10% 5% 5% ＋ ＋

ウミジグサ ＋ ＋ ＋ + + 5% ＋ ＋ ＋ ＋

マツバウミジグサ ＋   + + + ＋ ＋ ＋

全体の生育被度 60% 70% 75% 70% 70% 70% 70% 70% 60% 40% 

St.５
(C.D.L-0.5m～－0.8m) 

出現種類数 6 6 6 5 6 6 ７ 6 6 5 
（注）1.＋は被度５％未満を示す。被度表示は５％単位で示す。

2.平成 12年度の調査期日：平成 12年８月 10,11,12日、平成 13年２月５,６日
3.平成 13年度の調査期日：平成 13年８月 15,27日、平成 13年 9月 20,21日、平成 14年１月 31

日,２月 1日
4.平成 14年度の調査期日：平成 14年 8月 7～12日、平成 15年 1月 8～14日
5.平成 15年度の調査期日：平成 15年 8月 4～10日、9月 16日、平成 16年 1月 19～28日
6.平成 16年度の調査期日：平成 16年８月 31日～9月 3日、平成 17年 1月 17～19日
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資料 46(2) 10ｍ×10ｍコードラートにおける藻場の主要構成種と種別の生育被度(対照区)
平成 12 年度 平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度調査時期等

調査地点 夏 冬 夏 冬 夏 冬 夏 冬 夏 冬

ウミヒルモ － － ＋ +    ＋   
ボウバアマモ － － 30% 20% 15% 10% 10% ＋ ＋ ＋

マツバウミジグサ － － 20% 20% 15% 20% 20% 10% ＋ ＋

全体の生育被度 － － 50% 40% 30% 30% 30% 15% ＋ ＋

St.６
(C.D.L-1.1m) 

出現種類数 － － 3 3 2 2 2 3 2 2 

ウミヒルモ          ＋

リュウキュウスガモ － － 45% 45% 45% 45% 45% 45% 45% 10% 

ボウバアマモ － － ＋ + + + ＋   ＋

ウミジグサ    + + + ＋ ＋ ＋ ＋

マツバウミジグサ     + + ＋ ＋ ＋ ＋

全体の生育被度 － － 45% 45% 45% 45% 50% 45% 45% 10% 

St.７
(C.D.L-2.9m) 

出現種類数 － － 2 3 4 4 4 3 3 5 

ウミヒルモ       ＋ ＋ ＋

リュウキュウスガモ － － － － － 15% 15% 15% 15% 5% 

ベニアマモ － － － － － + ＋ ＋ ＋ ＋

リュウキュウアマモ － － － － － 15% 10% 10% 15% 5% 

ボウバアマモ － － － － － 10% 10% 5% 5% ＋

ウミジグサ － － － － － + ＋ ＋ ＋ ＋

マツバウミジグサ － － － － － + ＋ ＋ ＋ ＋

全体の生育被度 － － － － － 45% 40% 35% 35% 20% 

St.8 
(C.D.L-1.1m) 

出現種類数 － － － － － 6 7 7 7 6 

資料 46(3) 10ｍ×10ｍコードラートにおける藻場の主要構成種と種別の生育被度(追加監視区)
平成 15 年度 平成 16 年度調査時期等

調査地点 夏 冬 夏 冬

ウミヒルモ ＋ ＋ ＋ ＋

リュウキュウスガモ 20% 20% 15% 10% 

ベニアマモ ＋ ＋   

リュウキュウアマモ ＋ ＋   

ボウバアマモ 10% 10% 10% 5% 

ウミジグサ ＋ ＋ ＋ ＋

マツバウミジグサ 5% 5% 5% ＋

全体の生育被度 40% 40% 30% 20% 

St.9 

出現種類数 7 7 5 5 

ウミヒルモ    ＋

リュウキュウスガモ 15% 15% 10% ＋

ベニアマモ 10% 10% 5% ＋

ボウバアマモ 10％ 5% ＋ ＋

ウミジグサ ＋ ＋ ＋ ＋

マツバウミジグサ ＋ ＋ ＋ ＋

全体の生育被度 40％ 40% 20% 10% 

St.10 

出現種類数 5 5 5 6 

（注）1.＋は被度５％未満を示す。被度表示は５％単位で示す。
     2.平成 12年度の調査期日：平成 12年８月 10,11,12日、平成 13年２月５,６日

3.平成 13年度の調査期日：平成 13年８月 15,27日、平成 13年 9月 20,21日、平成 14年１月 31
日,２月 1日

4.平成 14年度の調査期日：平成 14年 8月 7～12日、平成 15年 1月 8～14日
5.平成 15年度の調査期日：平成 15年 8月 4～10日、9月 16日、平成 16年 1月 19～28日
6.平成 16年度の調査期日：平成 16年 8月 31日～９月 3日、平成 17年 1月 17～19日
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平成 12年度 平成 13年度 平成 14年度 平成 15年度 平成 16年度

夏

季

（平成 12年８月 12日） （平成 13年８月 15日） （平成 14年 8月 7日・12日） (平成 15年 8月 4～10日) (平成 16年 8月 31日～9月 3日)

冬

季

（平成 13年２月５日） （平成 14年 1月 31日） （平成 15年 1月 8－14日） (平成 16年 1月 19～28日) (平成 17年 1月 17～19日)

資料 47(1)   海藻類の分布状況（Ｓt.１：10ｍ×10ｍコードラート）

50％以上 10‐50％ 10％未満

凡例
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 資料 47(2) 海藻類の分布状況（Ｓt.２：10ｍ×10ｍコードラート）

平成 12年度 平成 13年度 平成 14年度 平成 15年度 平成 16年度

夏

季

（平成 12年８月 11日） （平成 13年８月 15日） (平成 14年 8月 7～12日) (平成 15年 8月 4～10日) (平成 16年 8月 31日～9月 3日)

冬

季

（平成 13年２月５日） （平成 14年 1月 31日） （平成 15年１月 8～12日） (平成 16年 1月 19～28日) (平成 17年 1月 17～19日)

50％以上 10‐50％ 10％未満

凡例
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資料 47(3)   海藻類の分布状況（Ｓt.３：10ｍ×10ｍコードラート）

平成 12年度 平成 13年度 平成 14年度 平成 15年度 平成 16年度

夏

季

（平成 12年８月 11日） （平成 13年８月 15日） (平成 14年 8月 7～12日) （平成 15年 8月 4～10日） (平成 16年 8月 31日～9月 3日)

冬

季

（平成 13年２月５日） （平成 14年 1月 31日） (平成 15年 1月８～１４日) （平成 16年 1月 19～28日） (平成 17年 1月 17～19日)

50％以上 10‐50％ 10％未満

凡例
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資料 47(4)   海藻類の分布状況（Ｓt.４：10ｍ×10ｍコードラート）

平成 12年度 平成 13年度 平成 14年度 平成 15年度 平成 16年度

夏

季

（平成 12年８月 10日） （平成 13年８月 27日） (平成 14年 8月 7～12日) (平成 15年 8月 4～10日) (平成 16年 8月 31日～9月 3日)

冬

季

（平成 13年２月６日） （平成 14年 1月 31日） (平成 15年 1月 8～14日) (平成 16年 1月 19～28日) (平成 17年 1月 17～19日)

50％以上 10‐50％ 10％未満

凡例
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資料 47(5)   海藻類の分布状況（Ｓt.５：10ｍ×10ｍコードラート）

平成 12年度 平成 13年度 平成 14年度 平成 15年度 平成 16年度

夏

季

（平成 12年８月 10日） （平成 13年８月 27日） （平成 14年 8月 7～12日） （平成 15年 8月 4～10日） (平成 16年 8月 31日～9月 3日)

冬

季

（平成 13年２月６日） （平成 14年 1月 31日） (平成 14年 1月 8～14日) (平成 16年 1月 19～28日) (平成 17年 1月 17～19日)

50％以上 10‐50％ 10％未満

凡例
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平成 13年度 平成 14年度 平成 15年度 平成 16年度

夏

季

（平成 13年９月 20日） （平成 14年 8月 7～12日） (平成 15年 8月 4～10日) (平成 16年 8月 31日～9月 3日)

冬

季

（平成 14年 1月 31日）  (平成 15年 1月 8～14日) (平成 16年 1月 19～28日) (平成 17年 1月 17～19日)

資料 47(6)   海藻類の分布状況（Ｓt.６：10ｍ×10ｍコードラート）

50％以上 10‐50％ 10％未満

凡例
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資料 47(7)   海藻類の分布状況（Ｓt.７：10ｍ×10ｍコードラート）

平成 13年度 平成 14年度 平成 15年度 平成 16年度

夏

季

（平成 13年９月 21日） (平成 14年 8月 7～12日) (平成 15年 8月 4～10日) (平成 16年 8月 31日～9月 3日)

冬

季

（平成 14年 1月 31日） （平成 15年 1月 8～14日） （平成 15年 1月 19～28日） (平成 17年 1月 17～19日)

50％以上 10‐50％ 10％未満

凡例
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平成 14年度 平成 15年度 平成 16年度

夏

季

(平成 15年 8月 4～10日) (平成 16年 8月 31日～9月 3日)

冬

季

（平成 14年 1月 8～14日） (平成 16年 1月 19～28日) (平成 17年 1月 17～19日)

資料 47(8)   海藻類の分布状況（St.8：10ｍ×10ｍコードラート）

50％以上 10‐50％ 10％未満

凡例
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平成 15年度 平成 16年度

夏

季

(平成 15年 8月 4～10日) (平成 16年 8月 31日～9月 3日)

冬

季

(平成 16年 1月 19～28日) (平成 17年 1月 17～19日)

資料 47(9)   海藻類の分布状況（St.9：10ｍ×10ｍコードラート）

50％以上 10‐50％ 10％未満

凡例

 



 

資
-92

平成 15年度 平成 16年度

夏

季

(平成 15年 8月 4～10日) (平成 16年 8月 31日～9月 3日)

冬

季

（平成 16年 1月 19～28日） (平成 17年 1月 17～19日)

資料 47(10)   海藻類の分布状況（St.10：10ｍ×10ｍコードラート）

50％以上 10‐50％ 10％未満

凡例
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参考資料 浮泥の堆積状況（堆積厚：mm） 

 

参考資料 浮泥の堆積状況（被度：％）

凡例：    平成 14年 10月以前の結果よりも堆積傾向がみられるもの
出典：中城湾港泡瀬地区環境監視調査結果報告書（その 7）（2005年 3月）
注）調査時に 2m×2m コードラート枠において確認した浮泥の堆積状況を示す。平成 15 年度
以降、対照区においても工事前よりも浮泥の堆積傾向がみられているが、波浪等によるもの
と考えられる。

夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季
St.１ ≦1 ≦1 ≦1 ≦1 1～2 ≦1 <1 <1
St.２ ≦1 ≦1 ≦1 ≦1 ≦1 ≦1 <1 <1
St.３ ≦1 ≦1 ≦1 ≦1 ≦1 1～2 1～2 <1
St.４ ≦1 ≦1 ≦1 ≦1 1～2 1～2 1～2 <1
St.５ ≦1 ≦1 ≦1 ≦1 1～2 1～2 1～2 1～2
St.６ ≦1 ≦1 ≦1 ≦1 1～2 ≦1 <1 <1
St.７ ≦1 ≦1 ≦1 ≦1 ≦1 1～2 1～2 <1
St.8 ≦1 ≦1 ≦1 <1 <1
St.9 ≦1 1～2 1～2 <1
St.10 ≦1 ≦1 <1 <1

平成14年度 平成15年度 平成16年度期
地点

監視区

対照区

監視区（追加）

平成13年度

夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季
St.１ <5 <5 <5 <5 10 10 10 <5
St.２ <5 <5 <5 <5 10 10 10 <5
St.３ <5 <5 <5 <5 20 10 10 <5
St.４ <5 <5 <5 <5 10 10 10 <5
St.５ <5 <5 <5 <5 10 10 10 10
St.６ 35 35 35 <5 10 10 10 <5
St.７ <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5
St.8 <5 10 10 10 <5
St.9 <5 10 10 <5
St.10 10 <5 <5 <5

平成16年度

監視区

対照区

監視区（追加）

期
地点

平成13年度 平成14年度 平成15年度
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資料 48(1) クビレミドロの分布（工事中：平成 16 年 4 月、平成 17 年 1 月） 

平成 17年 1月 25～26日

平成 16年 4月 21～22日



資-95 

資料 48(2) クビレミドロの分布（工事中：平成17年3月） 

平成 17年 3月 10～11日
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資料 48(3)  クビレミドロの分布（屋慶名地区：平成 16年 4月、6月）

平成 16年 4月 23～25日

平成 16年 6月 15～17日
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資料 48(4)  クビレミドロの分布（屋慶名地区：平成 17年１月）

資料 48(5)  クビレミドロの分布（屋慶名地区：平成 17年 3月）



資-98 

資料 49  方形枠内におけるクビレミドロ群体数調査 

【泡瀬地区】

【屋慶名地区】

①平成16年4月23～25日調査

群体数 上位10群体の長径(mm) 長径の概要(mm)
(50cm×50cmのコードラート) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 最大 最少 平均

St.1 138 26 22 22 20 18 17 16 15 14 13 26 6 18.3
St.2 34 17 16 14 14 14 14 12 12 11 11 17 6 13.5
St.3 計測不能
St.4 15 25 23 21 18 17 16 15 14 14 11 25 7 17.4
St.5 56 22 19 17 17 16 14 14 14 13 12 22 6 15.8
St.6 計測不能
St.7 166 19 18 17 16 14 14 12 11 11 11 19 7 14.3
St.8 計測不能

調査地点

②平成16年6月15～17日調査

群体数 上位10群体の長径(mm) 長径の概要(mm)
(50cm×50cmのコードラート) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 最大 最少 平均

St.1 計測不能
St.2 計測不能
St.3 計測不能
St.4 計測不能
St.5 計測不能

調査地点

①平成16年4月21日調査

群体数 上位10群体の長径(mm) 長径の概要(mm)
(50cm×50cmのコードラート) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 最大 最少 平均

St.1 77 35 26 25 22 22 21 21 18 18 16 35 6 22.4
St.2 101 18 18 17 16 16 16 16 14 14 10 18 4 15.5
St.3 30 40 36 35 31 31 26 26 25 24 23 40 9 29.7
St.4 26 19 17 16 14 14 14 12 12 12 10 19 9 14.0
St.5 2 25 20 25 20 22.5

調査地点

②平成17年1月25,26日調査

群体数 上位10群体の長径(mm) 長径の概要(mm)
(50cm×50cmのコードラート) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 最大 最少 平均

St.1 53 13 13 12 10 9 7 7 6 4 4 13 4 8.5
St.2 23 21 14 14 13 12 12 12 12 10 9 21 4 12.9
St.3 29 13 12 11 9 8 8 8 7 7 7 13 5 9.0

調査地点

③平成17年1月27～30日調査

群体数 上位10群体の長径(mm) 長径の概要(mm)
(50cm×50cmのコードラート) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 最大 最少 平均

St.1 104 18 16 16 14 13 13 12 12 11 11 18 5 13.6
St.2 80 13 13 11 9 8 6 6 5 4 4 13 4 7.9
St.3 33 18 17 17 16 14 14 10 9 8 7 18 5 13.0
St.4 126 14 14 13 13 13 13 12 12 12 10 14 4 12.6
St.5 200 18 17 16 16 14 14 13 13 12 12 18 4 14.5
St.6 116 23 22 18 17 17 16 16 16 15 15 23 5 17.5

調査地点

③平成17年3月10,11日調査

群体数 上位10群体の長径(mm) 長径の概要(mm)
(50cm×50cmのコードラート) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 最大 最少 平均

St.1 19 13 12 12 12 12 11 9 8 8 8 13 5 10.5
St.2 57 17 14 14 13 13 13 13 13 12 12 17 6 13.4
St.3 135 24 22 21 20 19 18 18 17 17 16 24 6 19.2
St.4 104 22 21 18 18 17 16 14 13 12 12 22 6 16.3

調査地点

④平成17年3月11～13日調査

群体数 上位10群体の長径(mm) 長径の概要(mm)
(50cm×50cmのコードラート) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 最大 最少 平均

St.1 363 21 18 17 16 16 14 14 13 11 11 21 5 15.1
St.2 206 18 16 16 16 16 16 15 14 14 14 18 4 15.5
St.3 129 22 19 18 18 17 17 17 16 16 16 22 4 17.6
St.4 157 23 22 22 22 21 21 20 20 19 17 23 4 20.7
St.5 185 33 31 25 24 24 24 23 22 22 20 33 6 24.8
St.6 189 22 21 18 17 17 17 17 17 16 14 22 5 17.6
St.7 57 21 17 17 14 13 13 13 12 12 12 21 4 14.4

調査地点
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資料 50(1)  流入水路部水質調査結果（実測濃度） 

資料 50(2)  流入負荷量算定結果 

4月26日 5月26日 6月22日 7月28日 9月1日 9月30日 10月22日 11月24日 12月17日 1月17日 2月4日 3月10日
St．A 5.75 6.08 24.2 3.61 0.00 0.00 17.6 0.00 7.19 22.5 28.5 40.2
St．B 1.94 5.70 20.7 9.31 6.38 24.7 35.0 19.1 11.8 22.3 38.0 22.8
St．C 2.83 11.2 11.0 8.38 2.49 10.8 15.4 5.40 6.18 8.70 3.63 11.4
St．D 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
St．A 16.3 16.6 9.56 7.13 0.00 0.00 9.55 0.00 4.10 15.8 10.5 29.8
St．B 19.4 19.0 17.7 18.1 23.3 5.38 4.18 3.83 3.55 7.82 6.22 7.98
St．C 11.8 10.8 8.86 9.50 6.64 17.9 62.7 6.75 12.0 3.72 0.73 8.36
St．D 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
St．A 4.64 6.52 3.34 2.17 0.00 0.00 33.8 0.00 15.1 37.1 42.8 84.2
St．B 5.02 6.03 7.65 3.10 4.88 10.3 11.0 10.2 6.02 18.6 12.1 11.2
St．C 5.08 6.29 6.13 5.73 4.04 19.0 51.3 7.65 13.9 6.17 1.76 10.5
St．D 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
St．A 0.92 0.59 0.69 0.41 0.00 0.00 7.26 0.00 2.14 11.3 6.06 15.6
St．B 0.82 0.97 1.33 0.48 0.47 2.24 3.00 3.42 1.84 6.48 8.02 2.55
St．C 1.00 0.92 0.84 0.98 0.79 3.30 2.38 2.55 3.74 4.11 1.47 4.48
St．D 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
St．A 2.87 0.21 0.22 0.14 0.00 0.00 1.28 0.00 0.04 0.78 0.20 2.76
St．B 0.48 0.72 0.33 0.19 0.62 1.55 0.72 0.24 0.12 0.11 0.55 0.10
St．C 0.19 0.11 0.09 0.08 0.21 0.20 0.13 0.02 0.06 0.03 0.01 0.02
St．D 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
St．A 0.65 0.01 0.01 0.03 0.00 0.00 0.03 0.00 0.09 1.29 0.02 1.91
St．B 0.11 0.02 0.03 0.04 0.09 0.11 0.19 0.07 0.09 0.20 0.17 0.11
St．C 0.03 0.01 0.02 0.02 0.01 0.03 0.08 0.01 0.01 0.04 0.01 0.02
St．D 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平成17年分析項目等 単位 調査地点 平成16年

ＳＳ

ＣＯＤ

(kg/日)

(kg/日)

(kg/日)

(kg/日)

Ｔ－Ｎ

Ｔ－Ｐ

陰イオン界面
活性剤

非イオン界面
活性剤

(kg/日)

(kg/日)

4月26日 5月26日 6月22日 7月28日 9月1日 9月30日 10月22日 11月24日 12月17日 1月17日 2月4日 3月10日
st．A 9.5 4.4 20 3.8 7.0 9.7 12 15 10 20 30 31
st．B 1.4 3.0 6.3 4.9 4.1 11 9.2 13 11 12 11 12
st．C 4.1 10 5.1 9.7 3.6 9.6 8.1 12 9.8 11 14 12
st．D 2.6 5.9 13 5.5 7.9 0.9 2.1 1.6 1.4 1.4 1.4 2.0
st．A 27 12 7.9 7.5 7.5 7.8 6.5 7.8 5.7 14 11 23
st．B 14 10 5.4 9.5 15 2.4 1.1 2.6 3.3 4.2 1.8 4.2
st．C 17 9.6 4.1 11 9.6 16 33 15 19 4.7 2.8 8.8
st．D 1.8 2.3 2.3 1.7 1.8 3.5 5.8 2.3 1.4 < 1 3.9 1.6
st．A 7.67 4.72 2.76 2.28 1.65 18 23 26 21 33 45 65
st．B 3.63 3.17 2.33 1.63 3.14 4.6 2.9 6.9 5.6 10 3.5 5.9
st．C 7.35 5.60 2.84 6.63 5.84 17 27 17 22 7.8 6.8 11
st．D 0.10 0.11 0.24 0.15 0.17 3.4 5.1 1.9 1.5 1.0 2.6 1.7
st．A 1.52 0.426 0.569 0.427 0.246 2.29 4.94 6.38 2.98 10.0 6.38 12.0
st．B 0.591 0.508 0.405 0.255 0.305 1.00 0.79 2.32 1.71 3.48 2.32 1.34
st．C 1.45 0.816 0.389 1.14 1.15 2.95 1.25 5.67 5.93 5.19 5.67 4.71
st．D 0.008 0.014 0.027 0.013 0.011 0.11 0.15 0.13 0.11 0.11 0.13 0.06
st．A 4.75 0.15 0.18 0.15 0.31 1.13 0.87 0.21 0.05 0.69 0.21 2.13
st．B 0.35 0.38 0.10 0.10 0.40 0.69 0.19 0.16 0.11 0.06 0.16 0.05
st．C 0.27 0.10 0.04 0.09 0.31 0.18 0.07 0.05 0.10 0.04 0.05 <0.02
st．D < 0.02 < 0.02 < 0.02 < 0.02 < 0.02 < 0.02 < 0.02 <0.02 <0.02 < 0.02 < 0.02 <0.02
st．A 1.08 0.01 < 0.01 0.03 < 0.01 0.02 0.02 0.02 0.12 1.15 0.02 1.47
st．B 0.08 < 0.01 < 0.01 0.02 0.06 0.05 0.05 0.05 0.08 0.11 0.05 0.06
st．C 0.05 < 0.01 < 0.01 0.02 0.02 0.03 0.04 0.03 0.02 0.05 0.03 0.02
st．D < 0.01 < 0.01 < 0.01 < 0.01 < 0.01 < 0.01 < 0.01 <0.01 <0.01 < 0.01 < 0.01 <0.01
st．A 604.8 1382.4 1209.6 950.4 0.0 0.0 1468.8 0.0 718.5 1125.6 950.4 1296.0
st．B 1382.4 1900.8 3283.2 1900.8 1555.2 2241.6 3801.6 1472.2 1075.5 1861.9 3456.0 1900.8
st．C 691.2 1123.2 2160.0 864.0 691.2 1120.1 1900.8 449.9 631.0 791.0 259.2 950.4
st．D 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

平成16年 平成17年

ＣＯＤ

Ｔ－Ｐ

ＳＳ (mg/l)

(mg/l)

(mg/l)

非イオン界面
活性剤

陰イオン界面
活性剤

分析項目 単位 調査地点

(mg/l)

(mg/l)

Ｔ－Ｎ (mg/l)

流量 (m3/日)
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資料 51  10ｍ×10ｍコードラートにおけるサンゴ類種類別被度調査結果 

（注）１．被度は、５％単位で示す。
　　　２．＋は、５％未満を示す。
　　　３．平成12年度の調査期日：平成12年８月24～25日、平成13年２月７～８日
　　　４．平成13年度の調査期日：平成13年８月13～14日、平成１４年１月29～30日
　　　５．平成14年度の調査期日：平成14年８月19～20日、平成15年１月8～9日
　　　６．平成15年度の調査期日：平成15年7月15～16日、平成16年1月7日
　　　７．平成16年度の調査期日：平成16年8月9日～9月15日、平成17年１月11～12日
　　　８．環境影響評価時の調査期日：平成８年５月21～29日

No. 科 属 種類 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季
St . 1 1 ﾑｶｼｻﾝｺﾞ科 Stylocoeniella ﾑｶｼｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ +

2 ﾐﾄﾞﾘｲｼ科 Montipora 枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋
3 ﾊﾏｻﾝｺﾞ科 塊状ﾊﾏｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ + +
4 被覆状ﾊﾏｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ + +
5 ｷｸﾒｲｼ科 Favia ｷｸﾒｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ +
6 Goniastrea ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ + +
7 Oulastrea ｷｸﾒｲｼﾓﾄﾞｷ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ + +
8 Leptastrea ﾙﾘｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ + +
9 Cyphastrea ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ + +

10 ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ科 Millepora 被覆状ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ類 ＋ ＋ ＋ ＋
生存被度( %) ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ + +
死亡被度( %) ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ + +
出現種類数 10 10 10 9 6 7 5 6 8 6

St . 2 1 ﾑｶｼｻﾝｺﾞ科 Stylocoeniella ﾑｶｼｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋ + +
2 ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ科 Pocollopora ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ + +
3 Stylophora ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋
4 枝状ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ類 + +
5 被覆状ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ類 + +
6 ﾊﾏｻﾝｺﾞ科 Porites 塊状ﾊﾏｻﾝｺﾞ類 5 5 5 ＋ 5 ＋ 5 5 5 5
7 枝状ﾊﾏｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ + +
8 被覆状ﾊﾏｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ + +
9 ﾔｽﾘｻﾝｺﾞ科 Psammocora ｱﾐﾒｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ + +

10 ﾋﾗﾌｷｻﾝｺﾞ科 Pavona ｼｺﾛｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋
11 ｷｸﾒｲｼ科 Favia ｷｸﾒｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ + +
12 Favites ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ + +
13 Goniastrea ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ + +
14 Platygyra ﾉｳｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋
15 Oulastrea ｷｸﾒｲｼﾓﾄﾞｷ類 ＋ ＋ ＋ ＋ + +
16 Leptastrea ﾙﾘｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ + +
17 Cyphastrea ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ + +
18 Echinopora ﾘｭｳｷｭｳｷｯｶｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋
19 ｱｵ ｻ ﾝｺ ﾓ゙ ﾄ ｷ゙科 Millepora 被覆状ｱﾅｻﾝｺ ﾓ゙ ﾄ ｷ゙類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ + +

生存被度( %) 5 5 5 ＋ 5 5 5 5 5 5
死亡被度( %) ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ + +
出現種類数 15 15 16 14 12 13 8 10 15 15

St . 3 1 ﾑｶｼｻﾝｺﾞ科 Stylocoeniella ﾑｶｼｻﾝｺﾞ類 ＋ +
2 ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ科 Pocollopora ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ類 + +
3 Stylophora ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
4 ﾐﾄﾞﾘｲｼ科 Montipora 枝状ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ類 35 35 40 10 ＋ ＋ + +
5 被覆状ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ類 5 5 5 ＋ ＋ +
6 枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ + +
7 ﾊﾏｻﾝｺﾞ科 Porites 塊状ﾊﾏｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ + +
8 枝状ﾊﾏｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋
9 被覆状ﾊﾏｻﾝｺﾞ類 +

10 ﾔｽﾘｻﾝｺﾞ科 Psammocora ｱﾐﾒｻ ﾝｺ 類゙ ＋ ＋ ＋ ＋ + +
12 ﾋﾗﾌｷｻﾝｺﾞ科 Pavona ｼｺﾛｻﾝｺﾞ類 ＋
13 ｷｸﾒｲｼ科 Favia ｷｸﾒｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ + +
14 Favites ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ類 ＋ ＋ + +
15 Goniastrea ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ + +
16 Platygyra ﾉｳｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
17 Montastrea ﾏﾙｷｸﾒｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
18 Leptastrea ﾙﾘｻﾝｺﾞ類 ＋ +
19 Cyphastrea ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ + +
20 ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ科 Millepora 被覆状ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ + +

生存被度( %) 50 50 55 10 5 ＋ 5 5 + +
死亡被度( %) ＋ ＋ ＋ 30 5 ＋ ＋ ＋ + +
出現種類数 14 14 11 12 8 11 6 7 11 13

St . 4 1 ﾐﾄﾞﾘｲｼ科 Astreopora ｱﾅｻﾝｺﾞ類 － － － － － － － － + +
2 ﾊﾏｻﾝｺﾞ科 Porites 塊状ﾊﾏｻﾝｺﾞ類 － － － － － － － － 5 5
3 ﾋﾗﾌｷｻﾝｺﾞ科 Pavona ｼｺﾛｻﾝｺﾞ類 － － － － － － － － + +
5 ｷｸﾒｲｼ科 Montastrea ﾏﾙｷｸﾒｲｼ類 － － － － － － － － + +
7 Oulastrea ｷｸﾒｲｼﾓﾄﾞｷ類 － － － － － － － － + +
9 Leptastrea ﾙﾘｻﾝｺﾞ類 － － － － － － － － + +

12 Cyphastrea ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ類 － － － － － － － － + +
生存被度( %) － － － － － － － － 5 5
死亡被度( %) － － － － － － － － + +
出現種類数 － － － － － － － － 7 7

平成16年度

ﾐﾄﾞﾘｲｼ科 Montipora

平成15年度調査
地点

平成13年度 平成14年度

Porites

平成12年度
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平成 12年度 平成 13年度 平成 14年度 平成 15年度 平成 16年度

夏

季

（平成 12年 8月 24日） （平成 13年 8月 13日）  (平成 14年 8月 19―20日) (平成 15年 7月 15―16日) (平成 16年 9月 1日)

冬

季

（平成 13年 2月 7日） （平成 14年１月 29日）  (平成 15年 1月 8－9日) (平成 16年 1月 7日) (平成 16年 1月 11～12日)

 

資料 52(1)   10ｍ×10ｍのコードラート内におけるサンゴ類の分布状況（Ｓt.１）

（凡例）

生存サンゴ

死亡サンゴ

2m×2mの
ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ
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資料 52(2)   10ｍ×10ｍのコードラート内におけるサンゴ類の分布状況（Ｓt.２）

平成 12年度 平成 13年度 平成 14年度 平成 15年度 平成 16年度

夏

季

（平成 12年 8月 24日） （平成 13年 8月 13日） (平成 14年 8月 19-20日) (平成 15年 7月 15-16日) (平成 16年８月 9日)

冬

季

（平成 13年 2月 7日） （平成 14年１月 29日）  (平成 15年 1月 8－9日) (平成 16年 1月 7日) (平成 17 年 1 月 11～12 日) 

（凡例）

生存サンゴ

死亡サンゴ

2m×2mの
ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ
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資料 52(3)   10m×10mのコードラート内におけるサンゴ類の分布状況（St.3）

平成 12年度 平成 13年度 平成 14年度 平成 15年度 平成 16年度

夏

季

（平成 12年 8月 25日） （平成 13年 8月 14日）  (平成 14年 8月 19－20日) (平成 15年 7月 15－16日) (平成 16年８月 9日)

冬

季

（平成 13年 2月 8日） （平成 14年１月 29日）  (平成 15年 1月 19-20日) (平成 16年 1月 7日) (平成 17年 1月 11～12日)
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平成 16年度

夏 
 
 

季

(平成 16年 9月 15日)

冬 
 

季

(平成 17年 1月 11～12日)
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資料 53 中城湾港泡瀬地区におけるトカゲハゼの生息地面積及び個体数の推移 

注 1）沖縄県土木建築部実施「中城湾港（新港地区）トカゲハゼ生息状況等監視調査業務」速報より引用
注 2）平成 17年 1月調査時には成魚の生息を確認できなかったが、天候条件による影響が考えられたため、平成 17年 2

月に再調査を実施し、2尾の生息を確認した。
注 3）最小生息面積は、計測の誤差や生息場所の変動等を勘案して 10m2とした。

調査年度 調査月
生息地面積
(m2)

成魚のカウント数
（尾）

平成２年度 7 220 7
平成７年度 9 300 8

12 150 6
3 200 7

平成８年度 10 10 2
12 150 6
3 600 8

平成９年度 9 50 2
12 150 4
3 150 4

平成10年度 9 50 3
1 150 4
3 300 5

平成11年度 4 200 4
6 150 5
9 700 18
12 700 37
3 300 17

平成12年度 4 850 27
6 200 8
9 300 13
12 800 17
3 300 18

平成13年度 4 325 17
6 410 16
9 525 21
12 490 9
3 350 19

平成14年度 4 162 14
9 66 2
12 433 14
3 10 2

平成15年度 4 10 3
8 10 3
9 15 7
12 65 6
3 124 8

平成16年度 4 12 5
8 10 2
9 178 6
2 10 2
3 10 3
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資料 54(1)  マングローブ樹本数（樹種別） 

注）過年度調査で枯死していた個体は、今年度調査の対象から除外した。
  調査面積は 5m×5m。
  （ ）内の数値は前回と比較した割合を表す。

夏季:平成12年7月 98 1 0 99

冬季:平成13年1月 56 (0.57) 1 (1.00) 0 （－） 57 (0.58)

夏季:平成13年9月 665 (11.88) 1 (1.00) 0 （－） 666 (11.68)

冬季:平成14年1月 643 (0.97) 2 (2.00) 0 （－） 645 (0.97)

夏季:平成14年7月 593 (0.92) 2 (1.00) 0 （－） 595 (0.92)

冬季:平成15年1月 588 (0.99) 2 (1.00) 0 （－） 590 (0.99)

夏季:平成15年7月 580 (0.99) 2 (1.00) 0 （－） 582 (0.99)

冬季:平成16年1月 558 (0.96) 3 (1.50) 0 （－） 561 (0.96)

夏季:平成16年7月 598 (1.07) 5 (1.67) 0 （－） 603 (1.07)

夏季:平成17年1月 526 (0.88) 5 (1.00) 0 (－) 531 (0.88)

夏季:平成12年7月 18 2 0 20

冬季:平成13年1月 17 (0.94) 2 (1.00) 0 （－） 19 (0.95)

夏季:平成13年9月 51 (3.00) 2 (1.00) 0 （－） 53 (2.79)

冬季:平成14年1月 45 (0.88) 2 (1.00) 0 （－） 47 (0.89)

夏季:平成14年7月 45 (1.00) 2 (1.00) 0 （－） 47 (1.00)

冬季:平成15年1月 45 (1.00) 3 (1.50) 0 （－） 48 (1.02)

夏季:平成15年7月 48 (1.07) 3 (1.00) 0 （－） 51 (1.06)

冬季:平成16年1月 45 (0.94) 3 (1.00) 0 （－） 48 (0.94)

夏季:平成16年7月 43 (0.96) 4 (1.33) 0 （－） 47 (0.98)

夏季:平成17年1月 42 (0.98) 4 (1.00) 0 (－) 46 (0.98)

夏季:平成12年7月 89 4 67 160

冬季:平成13年1月 86 (0.97) 4 （－） 75 (1.12) 165 (1.03)

夏季:平成13年9月 468 (5.44) 18 (4.50) 77 (1.03) 563 (3.41)

冬季:平成14年1月 488 (1.04) 23 (1.28) 144 (1.87) 655 (1.16)

夏季:平成14年7月 452 (0.93) 26 (1.13) 142 (0.99) 620 (0.95)

冬季:平成15年1月 426 (0.94) 33 (1.27) 147 (1.04) 606 (0.98)

夏季:平成15年7月 363 (0.85) 27 (0.82) 111 (0.76) 501 (0.83)

冬季:平成16年1月 328 (0.90) 29 (1.07) 158 (1.42) 515 (1.03)

夏季:平成16年7月 349 (1.06) 55 (1.90) 174 (1.10) 578 (1.12)

夏季:平成17年1月 269 (0.77) 67 (1.24) 193 (1.11) 529 (0.92)

夏季:平成12年7月 27 20 0 47

冬季:平成13年1月 24 (0.89) 23 (1.15) 0 （－） 47 (1.00)

夏季:平成13年9月 181 (7.54) 25 (1.09) 0 （－） 206 (4.38)

冬季:平成14年1月 191 (1.06) 28 (1.12) 0 （－） 219 (1.06)

夏季:平成14年7月 185 (0.97) 28 (1.00) 0 （－） 213 (0.97)

冬季:平成15年1月 192 (1.04) 36 (1.29) 0 （－） 228 (1.07)

夏季:平成15年7月 187 (0.97) 35 (0.97) 0 （－） 222 (0.97)

冬季:平成16年1月 183 (0.98) 55 (1.57) 1 （－） 239 (1.08)

夏季:平成16年7月 188 (1.03) 65 (1.18) 0 （－） 253 (1.06)

夏季:平成17年1月 175 (0.93) 66 (1.02) 0 (－) 241 (0.95)

夏季:平成12年7月 26 2 3 31

冬季:平成13年1月 26 (1.00) 4 (2.00) 3 (1.00) 33 (1.06)

夏季:平成13年9月 160 (6.15) 7 (1.75) 3 (1.00) 170 (5.15)

冬季:平成14年1月 159 (0.99) 9 (1.29) 3 (1.00) 171 (1.01)

夏季:平成14年7月 166 (1.04) 8 (0.89) 5 (1.67) 179 (1.05)

冬季:平成15年1月 157 (0.95) 11 (1.38) 9 (1.80) 177 (0.99)

夏季:平成15年7月 157 (1.00) 11 (1.00) 8 (0.89) 176 (0.99)

冬季:平成16年1月 156 (0.99) 17 (1.55) 12 (1.50) 185 (1.05)

夏季:平成16年7月 207 (1.33) 19 (1.12) 32 (2.67) 258 (1.39)

夏季:平成17年1月 171 (0.83) 19 (1.00) 35 (1.09) 225 (0.82)

St.14

St.13

St.12

St.11

調査時期調査地点
ヤエヤマヒルギ 合計

樹種別本数
メヒルギ オヒルギ

St.10
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資料 54(2)  マングローブ樹本数（樹高別：平成 12 年 7 月～平成 16 年 7 月） 

資料 54(3)  マングローブ樹本数（樹高別：平成 17 年 1 月）

調査地点 草本層（木本類） 第二低木層 第一低木層
St.10 511（0≦高さ≦80） 9（81≦高さ≦140） 11（141≦高さ）
St.11 18（0≦高さ≦60） 9（61≦高さ≦100） 19（101≦高さ）
St.12 455（0≦高さ≦90） 70（91≦高さ≦160） 4（161≦高さ）
St.13 193（0≦高さ≦80） 19（81≦高さ≦120） 29（121≦高さ）
St.14 132（0≦高さ≦80） 75（81≦高さ≦170） 18（171≦高さ）
注 1）過年度調査で枯死していた個体は、今年度調査の対象から除外した。
注 2）平成 17年 1月調査時は、低木層以上を対象として樹高を測定している。

  調査面積は 5m×5m。

  （ ）内の数値は前回と比較した割合を表す。

夏季:平成12年7月 85 11 3 99 5

冬季:平成13年1月 40 (0.47) 10 (0.91) 7 (2.33) 57 (0.58) 45 (9.00)

夏季:平成13年9月 645 (16.13) 11 (1.10) 10 (1.43) 666 (11.68) 0 （－）

冬季:平成14年1月 625 (0.97) 11 (1.00) 9 (0.90) 645 (0.97) 32 （－）

夏季:平成14年7月 568 (0.91) 16 (1.45) 11 (1.22) 595 (0.92) 56 (1.75)

冬季:平成15年1月 560 (0.99) 18 (1.13) 12 (1.09) 590 (0.99) 14 (0.25)

夏季:平成15年7月 542 (0.97) 27 (1.50) 13 (1.08) 582 (0.99) 13 (0.93) 0 （－）

冬季:平成16年1月 478 (0.88) 68 (2.52) 15 (1.15) 561 (0.96) 28 (2.15)

冬季:平成16年7月 466 (0.97) 121 (1.78) 16 (1.07) 603 (1.07) 7 (0.25) 3

夏季:平成12年7月 5 11 4 20 5

冬季:平成13年1月 3 (0.60) 11 (1.00) 5 (1.25) 19 (0.95) 2 (0.40)

夏季:平成13年9月 35 (11.67) 9 (0.82) 9 (1.80) 53 (2.79) 0 （－）

冬季:平成14年1月 29 (0.83) 5 (0.56) 13 (1.44) 47 (0.89) 6 （－）

夏季:平成14年7月 27 (0.93) 5 (1.00) 15 (1.15) 47 (1.00) 2 (0.33)

冬季:平成15年1月 28 (1.04) 5 (1.00) 15 (1.00) 48 (1.02) 1 (0.50)

夏季:平成15年7月 31 (1.11) 5 (1.00) 15 (1.00) 51 (1.06) 1 (1.00) 1 （－）

冬季:平成16年1月 25 (0.81) 6 (1.20) 17 (1.13) 48 (0.94) 4 (4.00)

冬季:平成16年7月 18 (0.72) 12 (2.00) 17 (1.00) 47 (0.98) 1 (0.25) 1

夏季:平成12年7月 87 71 2 160 3

冬季:平成13年1月 79 (0.91) 82 (1.15) 4 (2.00) 165 (1.03) 6 (2.00)

夏季:平成13年9月 463 (5.86) 90 (1.10) 10 (2.50) 563 (3.41) 3 (0.50)

冬季:平成14年1月 552 (1.19) 92 (1.02) 11 (1.10) 655 (1.16) 9 (3.00)

夏季:平成14年7月 484 (0.88) 124 (1.35) 12 (1.09) 620 (0.95) 53 (5.89)

冬季:平成15年1月 426 (0.88) 162 (1.31) 18 (1.50) 606 (0.98) 43 (0.81)

夏季:平成15年7月 324 (0.76) 157 (0.97) 20 (1.11) 501 (0.83) 41 (0.95) 91 （－）

冬季:平成16年1月 245 (0.76) 244 (1.55) 26 (1.30) 515 (1.03) 60 (1.46)

冬季:平成16年7月 188 (0.77) 348 (1.43) 42 (1.62) 578 (1.12) 27 (0.45) 18

夏季:平成12年7月 24 22 1 47 1

冬季:平成13年1月 19 (0.79) 25 (1.14) 3 (3.00) 47 (1.00) 3 (3.00)

夏季:平成13年9月 172 (9.05) 26 (1.04) 8 (2.67) 206 (4.38) 1 (0.33)

冬季:平成14年1月 181 (1.05) 26 (1.00) 12 (1.50) 219 (1.06) 3 (3.00)

夏季:平成14年7月 169 (0.93) 31 (1.19) 13 (1.08) 213 (0.97) 14 (4.67)

冬季:平成15年1月 179 (1.06) 30 (0.97) 19 (1.46) 228 (1.07) 8 (0.57)

夏季:平成15年7月 172 (0.96) 28 (0.93) 22 (1.16) 222 (0.97) 2 (0.25) 28 （－）

冬季:平成16年1月 157 (0.91) 55 (1.96) 27 (1.23) 239 (1.08) 21 (10.50)

冬季:平成16年7月 136 (0.87) 86 (1.56) 31 (1.15) 253 (1.06) 5 (0.24) 10

夏季:平成12年7月 12 8 11 31 2

冬季:平成13年1月 11 (0.92) 11 (1.38) 11 (1.00) 33 (1.06) 2 (1.00)

夏季:平成13年9月 146 (13.27) 11 (1.00) 13 (1.18) 170 (5.15) 1 (0.50)

冬季:平成14年1月 146 (1.00) 12 (1.09) 13 (1.00) 171 (1.01) 6 (6.00)

夏季:平成14年7月 141 (0.97) 22 (1.83) 16 (1.23) 179 (1.05) 4 (0.67)

冬季:平成15年1月 99 (0.70) 61 (2.77) 17 (1.06) 177 (0.99) 15 (3.75)

夏季:平成15年7月 74 (0.75) 77 (1.26) 25 (1.47) 176 (0.99) 11 (0.73) 0 （－）

冬季:平成16年1月 67 (0.91) 71 (0.92) 47 (1.88) 185 (1.05) 8 (0.73)

冬季:平成16年7月 122 (1.82) 65 (0.92) 71 (1.51) 258 (1.39) 2 (0.25) 2

調査時期調査地点
100cm＜樹高 合計

樹高別本数
樹高≦50cm 50cm＜樹高≦100cm

未確認本数枯死本数

St.14

St.10

St.11

St.12

St.13
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資料 55 汽水域生物（魚類、甲殻類及び軟体類）の出現状況
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資料 56 汽水域生物（魚類、甲殻類及び軟体類）出現種類数概要 

資料 57  汽水域水質調査結果 

平成 12年度 平成 13年度 平成 14年度 平成 15年度 平成 16年度
H12.8.25 H13.2.10 H13.8.31 H14.2.13 H14.7.17 H15.1.18 H15.7.14 H16.1.6 H16.7.1 H17.1 

 調査期日

調査地点 Ｓt.15 Ｓt.16 Ｓt.15 Ｓt.16 Ｓt.15 Ｓt.16 Ｓt.15 Ｓt.16 St.15 St.16 St.15 St.16 St.15 St.16 St.15 St.16 St.15 St.16 St.15 St.16 

塩 分 0.9 6.5  1.1 1.7 9.6 12.2 0.9 18.3 1.4 21.2 0.4 9.7 8.6 29.6 0.3 30.7 31.7 35.8 0.96 33.77 

ＣＯＤ
（mg/L） 8.9 16.2 5.0 4.5 7.3 5.8 12.5 5.9 10.2 4.8 11.4 7.6 10.0 4.9 10.2 5.9 6.1 2.7 1.2 1.8 

ＳＳ
（mg/L） 12 12 13 10 12 6 4 4 9 23 3 2 23 7 5 7 31 17 22 5.6 

注）St.12→St.15、ST.13→st.16 

St.15

夏 冬 夏 冬 夏 冬 夏 冬 夏 冬
魚類 9 8 8 9 11 8 6 9 12 11
甲殻類 11 12 12 11 17 11 11 15 10 11
軟体動物 7 8 9 10 12 13 13 14 17 9
総種類数 27 28 29 30 40 32 30 38 39 31

平成16年度平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度

St.16

夏 冬 夏 冬 夏 冬 夏 冬 夏 冬
魚類 14 10 17 12 17 13 16 15 20 30
甲殻類 17 18 27 29 24 27 18 23 32 30
軟体動物 8 8 10 12 21 16 10 15 26 13
総種類数 39 36 54 53 62 56 44 53 78 73

平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度
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資料 58  オカヤドカリ類の監視調査結果 

      調査時期

調査地点

平成 12年度
（11.29～30）

平成 13年度
（11.2,6）

平成 14年度
(10.31～11.1) 

平成 15年度
(10.23～10.25)

平成 16年度
（10.13～14）

環境影響評価
時の結果

（H8.11.18）

ｵｶﾔﾄﾞｶﾘ   ０   ０   ０    ０ ０   ０

ﾅｷｵｶﾔﾄﾞｶﾘ  ２１  ３０  ３３  ７４ １４８   ６

ﾑﾗｻｷｵｶﾔﾄﾞｶﾘ  ３２  ２５  ６４  ２０ １０４  ４６

小型個体   ０   １   ０   ０ ０ －

Ｓt.17 

合 計  ５３  ５６  ９７  ９４ ２５２  ５２

ｵｶﾔﾄﾞｶﾘ   ０   ０    ０    ０ ０   ０

ﾅｷｵｶﾔﾄﾞｶﾘ  ２７   ５ １５８ １４６ ６０   ０

ﾑﾗｻｷｵｶﾔﾄﾞｶﾘ  ５２  ３３  ３９  ９９ １１７   １

小型個体  １１   ９   ０   ０ ０ －

Ｓt.18 

合 計  ９０  ４７ １９７  ２４５ １７７   １

ｵｶﾔﾄﾞｶﾘ   ０   ０   １    ０ ０   ０

ﾅｷｵｶﾔﾄﾞｶﾘ  １２  ２３  ２８  ２８ ５７   １

ﾑﾗｻｷｵｶﾔﾄﾞｶﾘ  ２４  ３４  ３２  ７３ １４   ３

小型個体   ０  ６５   ２   ０ ０ －

Ｓt.19 

合 計  ３６ １２２  ６３  １０１ ７１   ４

ｵｶﾔﾄﾞｶﾘ   ０   ０   ０    ０ １０   ０

ﾅｷｵｶﾔﾄﾞｶﾘ  １５  ８６  ３６ ２０５ １６２   ２

ﾑﾗｻｷｵｶﾔﾄﾞｶﾘ  ３５  ３９ ２５９  ６７ ３０９  ２１

小型個体   ０   ３   ０   ０ ０ －

Ｓt.20 

合 計  ５０ １２８ ２９５ ２７２ ４８１  ２３

総 計 ２２９ ３５３ ６５２ ７１２ ９８１ ８０

（注）平成 12～15年度は定性調査とトラップ調査による合計個体数、環境影響評価時の結果は目視観察（定性調査）に
よる確認個体数を示す。
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資料 59(1)  水路部水質調査結果 

調査地点 分析項目 単位
H16.4.26 H16.5.24 H16.6.22 H16.7.28 H16.9.1 H16.9.30

水温 ℃ 24.0 25.2 28.4 34.5 30.0 27.1
気温 ℃ 25.0 25.8 29.2 31.9 29.0 28.0
透視度 cm 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0
ＳＳ mg/l 4.7 1.6 4.4 1.4 1.0 1.0
ＣＯＤ mg/l 1.1 1.6 2.1 1.1 0.8 1.6
全窒素 mg/l 0.08 0.10 0.10 0.12 0.12 0.08

アンモニア性窒素NH4-N mg/l 0.01 0.01 0.02 0.01 0.01 0.03
亜硝酸性窒素NO2-N mg/l 0.002 0.002 0.003 0.002 0.002 0.002
硝酸性窒素NO3-N mg/l 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01
ケルダール窒素K-N mg/l 0.08 0.10 0.10 0.14 0.11 0.08

全りんT-P mg/l 0.007 0.009 0.016 0.007 0.006 0.010
りん酸性燐PO4-P mg/l 0.002 0.002 0.003 0.002 0.002 0.002

陰イオン界面活性剤MBAS mg/l 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02
非イオン界面活性剤 mg/l 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01

水温 ℃ 23.0 26.0 27.8 34.5 29.9 27.8
気温 ℃ 23.5 26.0 29.1 30.0 29.0 28.2
透視度 cm 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0
ＳＳ mg/l 18 4.6 4.5 3.9 2.0 1.7
ＣＯＤ mg/l 3.0 1.6 2.1 0.6 1.4 2.0
全窒素 mg/l 0.14 0.15 0.15 0.14 0.14 0.12

アンモニア性窒素NH4-N mg/l 0.01 0.03 0.02 0.01 0.02 0.04
亜硝酸性窒素NO2-N mg/l 0.002 0.003 0.003 0.002 0.002 0.002
硝酸性窒素NO3-N mg/l 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01
ケルダール窒素K-N mg/l 0.14 0.15 0.15 0.14 0.14 0.12

全りんT-P mg/l 0.021 0.016 0.020 0.011 0.009 0.012
りん酸性燐PO4-P mg/l 0.008 0.002 0.005 0.003 0.002 0.002

陰イオン界面活性剤MBAS mg/l 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02
非イオン界面活性剤 mg/l 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01

水温 ℃ 23.0 24.6 29.0 37.5 31.0 27.0
気温 ℃ 23.5 24.8 30.0 29.9 29.0 27.5
透視度 cm 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0
ＳＳ mg/l 4.9 7.8 3.6 4.9 5.1 7.7
ＣＯＤ mg/l 1.8 2.0 2.7 3.1 1.5 2.0
全窒素 mg/l 0.14 0.29 0.16 0.17 0.17 0.13

アンモニア性窒素NH4-N mg/l 0.02 0.09 0.02 0.02 0.02 0.06
亜硝酸性窒素NO2-N mg/l 0.002 0.018 0.004 0.002 0.002 0.002
硝酸性窒素NO3-N mg/l 0.01 0.03 0.01 0.01 0.01 0.01
ケルダール窒素K-N mg/l 0.14 0.24 0.16 0.27 0.17 0.13

全りんT-P mg/l 0.009 0.032 0.023 0.018 0.016 0.021
りん酸性燐PO4-P mg/l 0.002 0.017 0.002 0.002 0.002 0.003

陰イオン界面活性剤MBAS mg/l 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02
非イオン界面活性剤 mg/l 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01

st．ウ

st．ア

st．イ
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資料 59(2)  水路部水質調査結果 

調査地点 分析項目 単位
H16.10.22 H16.11.24 H16.12.17 H17.1.17 H17.2.4 H17.3.10

水温 ℃ 26.0 22.8 19.9 14.0 16.5 20.2
気温 ℃ 25.8 23.8 22.0 15.0 21.0 20.5
透視度 cm 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0
ＳＳ mg/l 2.4 1.8 1.0 1.0 8.0 1.4
ＣＯＤ mg/l 0.9 1.5 1.1 1.2 2.3 1.5
全窒素 mg/l 0.11 0.10 0.12 0.05 0.11 0.08

アンモニア性窒素NH4-N mg/l 0.02 0.03 0.03 0.03 0.04 0.05
亜硝酸性窒素NO2-N mg/l 0.004 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002
硝酸性窒素NO3-N mg/l 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01
ケルダール窒素K-N mg/l 0.11 0.09 0.12 0.05 0.11 0.08

全りんT-P mg/l 0.012 0.007 0.008 0.027 0.012 0.008
りん酸性燐PO4-P mg/l 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002

陰イオン界面活性剤MBAS mg/l 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02
非イオン界面活性剤 mg/l 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01

水温 ℃ 25.5 22.0 20.7 14.5 17.0 18.5
気温 ℃ 25.4 24.1 22.0 15.2 21.1 20.0
透視度 cm 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0
ＳＳ mg/l 5.9 4.6 3.3 1.0 3.2 6.0
ＣＯＤ mg/l 2.3 1.5 1.5 1.2 2.3 2.5
全窒素 mg/l 0.15 0.08 0.09 0.11 0.15 0.11

アンモニア性窒素NH4-N mg/l 0.03 0.03 0.03 0.04 0.05 0.06
亜硝酸性窒素NO2-N mg/l 0.003 0.002 0.002 0.002 0.006 0.004
硝酸性窒素NO3-N mg/l 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01
ケルダール窒素K-N mg/l 0.15 0.08 0.09 0.11 0.14 0.10

全りんT-P mg/l 0.019 0.010 0.010 0.029 0.017 0.016
りん酸性燐PO4-P mg/l 0.002 0.002 0.002 0.002 0.011 0.006

陰イオン界面活性剤MBAS mg/l 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02
非イオン界面活性剤 mg/l 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01

水温 ℃ 24.8 22.0 21.0 15.0 17.0 17.7
気温 ℃ 25.0 23.5 22.2 16.7 22.0 21.0
透視度 cm 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0
ＳＳ mg/l 5.8 6.7 2.9 2.6 3.7 1.8
ＣＯＤ mg/l 4.0 1.8 2.0 1.6 2.8 2.8
全窒素 mg/l 0.79 0.09 0.22 0.15 0.11 0.08

アンモニア性窒素NH4-N mg/l 0.18 0.03 0.07 0.06 0.03 0.04
亜硝酸性窒素NO2-N mg/l 0.088 0.002 0.006 0.006 0.002 0.002
硝酸性窒素NO3-N mg/l 0.35 0.01 0.02 0.01 0.01 0.01
ケルダール窒素K-N mg/l 0.35 0.09 0.19 0.14 0.11 0.08

全りんT-P mg/l 0.097 0.016 0.026 0.036 0.012 0.010
りん酸性燐PO4-P mg/l 0.071 0.004 0.016 0.015 0.005 0.002

陰イオン界面活性剤MBAS mg/l 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02
非イオン界面活性剤 mg/l 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01

st．ウ

st．ア

st．イ
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資料 60(1)  底質分析結果（St.１～１０） 

平成 12年度 平成 13年度 平成 14年度     調査時期

項目     H12.7.17～19 H13.1.23～25 H13.8.6～8 H14.1.28～30 H14.8.21 H15.1.20 

ｐＨ －
7.7 

(7.5～7.8) 
7.5  

(7.4～7.6) 
7.9 

(7.8～8.0) 
7.9 

(7.7～8.1) 
8.6 

(8.0～8.9) 
7.9 

(7.7～8.0) 

硫化物 mg/g 0.02 
(<0.01～0.09) 

0.01 
(<0.01～0.03) 

0.03 
（<0.01～0.13）

0.02 
（<0.01～0.07）

0.03 
(<0.01～0.14) 

0.04 
(<0.01～0.10) 

ＣＯＤ mg/g 2.0 
(0.6～5.4) 

2.1 
(0.9～3.6) 

1.8 
(0.8～3.4) 

1.5 
(0.5～3.6) 

1.5 
(0.7～2.9) 

1.6 
(0.5～2.6) 

ＴＯＣ mg/g 1.09 
(0.33～2.97) 

1.56 
(0.9～2.5) 

1.37 
（0.76～2.91）

1.5 
（0.6～3.0）

1.2 
(0.3～3.0) 

1.5 
(0.6～2.5) 

Ｔ－Ｎ mg/g 0.37 
(0.23～0.62) 

0.29 
(<0.10～0.66) 

0.30 
（0.17～0.49）

0.29 
（0.17～0.59）

0.28 
(0.17～0.51) 

0.26 
(0.15～0.49) 

Ｔ－Ｐ mg/g 0.26 
(0.18～0.39) 

0.23 
(0.16～0.35) 

0.21 
（0.15～0.30）

0.22 
（0.17～0.34）

0.24 
(0.19～0.31) 

0.27 
(0.19～0.36) 

ｸﾛﾛﾌｨﾙ a μg/g 2.9 
(1.3～4.9) 

2.6 
(1.1～5.3) 

2.4 
（0.8～4.6）

2.93 
（1.6～4.3）

2.4 
(0.6～5.4) 

3.1 
(0.9～7.5) 

ｼﾙﾄ・粘土分 ％
6.0 

(0.8～29.6) 
4.4 

(0.3 ～19.3) 
5.6 

（0.6～23.6）
6.4 

（2.8～22.1）
4.0 

(1.6～13.7) 
3.4 

(0.2～9.1) 

平成 15 年度 平成 16 年度      調査時期 
 

項目      H15.7 H16.2 H16.7.3～8 H17.1 

ｐＨ － 
8.6 

(8.2～8.9) 
8.5 

(8.2～8.9) 
8.7 

(8.2～9.1) 
8.7 

（8.3～8.9） 

硫化物 mg/g 
0.04 

(0.01～0.11) 
0.10 

(<0.01～0.32)
0.06 

(0.02～0.14) 
0.1 

（0.02～0.60）

ＣＯＤ mg/g 
1.6 

(0.6～2.7) 
2.8 

(0.7～11.4) 
1.5 

(0.1～5.1) 
1.5 

（0.4～3.4） 

ＴＯＣ mg/g 
1.3 

(0.6～2.9) 
1.7 

(0.2～5.8) 
4.46 

(2.2～8.8) 
1.42 

（0.5～3.8） 

Ｔ－Ｎ mg/g 
0.31 

(0.15～0.48) 
0.40 

(0.18～1.13)
0.53 

(0.17～1.03) 
0.35 

（0.19～0.70）

Ｔ－Ｐ mg/g 
0.25 

(0.20～0.30) 
0.24 

(0.14～0.33)
0.68 

(0.34～2.30) 
0.24 

（0.16～0.33）

ｸﾛﾛﾌｨﾙ a μg/g 
2.5 

(1.1～4.4) 
4.40 

(10.2～1.3) 
2.8 

(1.0～6.7) 
1.7 

（0.5～2.7） 

ｼﾙﾄ・粘土分 ％ 
12.2 

(5.8～31.9) 
11.2 

(22.0～6.4) 
5.8 

(2.0～18.0) 
0.9 

（0.0～3.2） 

（注）表中の数字は「平均値（最小値～最大値）」を示している。

（参考）調査地点（St.1）の地形変化状況

2000年７月 2003年 12月
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資料 60(2)  底質分析結果（St.１１～１２） 

平成 15 年度 平成 16 年度      調査時期 

 

項目      H15.7 H16.2 H16.7 H17.1 

ｐＨ － 
8.4 

(8.3～8.4) 

8.5 

(8.4～8.6) 

8.5 

(8.4～8.6) 

8.6 

（8.5～8.6） 

硫化物 mg/g 
0.03 

(0.01～0.05)

0.02 

(<0.01～0.02)

0.03 

(0.033～0.036)

0.04 

（0.03～0.04） 

ＣＯＤ mg/g 
1.3 

(1.2～1.4) 

1.8 

(1.7～1.8) 

0.6 

(0.5～0.7) 

1.2 

（1.1～1.2） 

ＴＯＣ mg/g 
0.9 

(0.8～1.1) 

0.7 

(0.5～0.9) 

6.1 

(5.7～6.5) 

1.0 

（0.7～1.2） 

Ｔ－Ｎ mg/g 
0.25 

(0.22～0.29)

0.24 

(0.22～0.26) 

0.34 

(0.17～0.50) 

0.26 

（0.17～0.34） 

Ｔ－Ｐ mg/g 
0.23 

(0.23～0.24)

0.30 

(0.34～0.35) 

0.45 

(0.40～0.50) 

0.32 

（0.27～0.37） 

ｸﾛﾛﾌｨﾙ a μg/g 
1.9 

(1.5～2.4) 

4.3 

(3.3～5.3) 

3.7 

(1.2～6.2) 

1.35 

（1.1～1.6） 

ｼﾙﾄ・粘土分 ％ 
8.6 

(7.4～9.8) 

10.7 

(8.7～12.7) 

3.0 

(3.0～3.0) 

0.45 

（0.2～0.7） 

（注）表中の数字は「平均値（最小値～最大値）」を示している。
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資料 61(1)  間隙水水質分析結果（St.１～１０） 

平成 12 年度 平成 13 年度 平成 14 年度      調査時期 

項目 
H12.7.17～19 H13.1.23～25 H13.8.6～8 H14.1.23～25 H14.8.21 H15.1.20 

ｐＨ － 
8.2 

(8.0～8.4) 

7.8 

(7.7～8.0) 

8.0 

（7.9～8.2） 

7.9 

(7.5～8.1) 

8.0 

(7.7～8.4) 

8.0 

（7.7～8.1） 

塩分 － 
33.91 

(32.13～
33.66 

(29.49～34.83)

35.04 

（33.62～37.08）

37.46 

(33.88～39.73)

31.80 

(6.50～35.21) 

32.58 

（17.01～34.95）

ＤＯ mg/L 
1.5 

(<0.5～3.2) 

2.3 

(<0.5～5.7) 

1.3 

（<0.5～3.0） 

1.8 

(0.7～4.2) 

2.6 

(0.5～5.1) 

2.4 

（1.0～5.0） 

ＣＯＤ mg/L 
8.2 

(3.4～25) 

7.6 

(2.5～18) 

8.2 

（3.9～17） 

3.4 

(1.7～5.9) 

5.3 

(2.6～9.5) 

6.4 

（3.2～11） 

ＴＯＣ mg/L 
5.0 

(2.3～9.2) 

5.8 

(1.6～14) 

3.9 

（2.0～9.3） 

2.7 

(1.8～4.8) 

3.7 

(1.9～6.7) 

4.2 

（1.6～8.5） 

Ｔ－Ｎ mg/L 
1.3 

(0.6～1.9) 

0.9 

(0.3～2.0) 

0.9 

（0.5～1.4） 

1.23 

(0.43～2.60) 

1.25 

(0.78～2.10) 

1.0 

（0.5～2.7） 

Ｔ－Ｐ mg/L 
0.16 

(0.09～0.31) 

0.37 

(0.07～1.10) 

0.38 

（0.09～1.10）

0.19 

(0.10～0.33) 

0.31 

(0.10～0.90) 

0.31 

（0.11～0.65）

平成 15 年度 平成 16 年度      調査時期 

項目 
H15.7 H15.1.20 H16.7.3～8 H17.1 

ｐＨ － 
7.9 

(7.6～8.1) 

7.9 

(7.8～8.1) 

8.1 

(7.8～9.0) 

8.2 

（7.8～8.8） 

塩分 － 
32.85 

(6.79～36.34) 

31.74 

(7.50～34.71)

28.71 

(8.78～32.52) 

31.62 

（5.62～36.20）

ＤＯ mg/L 
2.5 

(<0.5～4.8) 

2.7 

(0.9～7.7) 

3.9 

(1.1～10.7) 

4.7 

（0.9～13.7）

ＣＯＤ mg/L 
3.3 

(2.0～5.2) 

6.5 

(4.2～10.9) 

14.7 

(3.9～34.7) 

11.8 

（5.7～24.0）

ＴＯＣ mg/L 
2.9 

(1.8～7.2) 

2.2 

(1.5～5.5) 

4.8 

(1.7～13.0) 

13.2 

（7.6～23.0）

Ｔ－Ｎ mg/L 
1.23 

(0.72～2.27) 

0.92 

(0.52～1.96)

0.94 

(0.44～1.39) 

2.68 

（0.48～6.60）

Ｔ－Ｐ mg/L 
0.28 

(0.16～0.46) 

0.20 

(0.10～0.39)

0.35 

(0.04～0.71) 

0.34 

（0.01～1.20）

（注）表中の数字は「平均値（最小値～最大値）」を示している。
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資料 61(2)  間隙水水質分析結果（St.１１～１２） 

平成 15 年度 平成 16 年度      調査時期 

 

項目 H15.7 H15.1.20 H16.7 H17.1 

ｐＨ － 
8.0 

(7.9～8.0) 

7.9 

(7.8～8.0) 

7.9 

(7.8～8.0) 

8.1 

（7.8～8.3） 

塩分 － 
35.41 

(35.11～35.70)

33.75 

(33.07～34.42)

32.48 

(32.11～32.84) 

34.39 

（34.02～34.76）

ＤＯ mg/L 
2.9 

(2.4～3.4) 

1.9 

(1.8～1.9) 

2.15 

(1.6～2.7) 

4.65 

（2.5～6.8） 

ＣＯＤ mg/L 
2.1 

(2.0～2.2) 

4.8 

(4.2～5.4) 

11.6 

(9.5～13.7) 

5.1 

（5.0～5.2） 

ＴＯＣ mg/L 
2.8 

(2.7～2.8) 
1.9 

3.65 

(2.9～4.4) 

10.1 

（6.2～14.0） 

Ｔ－Ｎ mg/L 
0.86 

(0.72～0.99) 

0.78 

(0.64～0.91) 

1.27 

(0.66～1.87) 

0.72 

（0.64～0.80） 

Ｔ－Ｐ mg/L 
0.20 

(0.18～0.23) 

0.15 

(0.13～0.18) 

0.36 

(0.248～0.481) 

0.13 

（0.12～0.13） 

（注）表中の数字は「平均値（最小値～最大値）」を示している。



 

資
-117 

資料 62(1)  マクロベントス調査結果（St.１～１０） 

（注）１．表中の数字は、種類数については「総種類数（最小値～最大値）」、平均個体数については「平均値（最小値～最大値）」を示している。
２．主な出現種は、個体数及び湿重量の組成比が上位５種（ただし組成比５％以上）のものとした。

調査時期 
 調査項目

27 35 27 28 26 27
(  2 ～  16) (  2 ～  13) (  2 ～  11) (  0 ～  14) (  0 ～  10) (  0 ～  13)

24 25 34 31 32 40
(  2 ～  10) (  3 ～  12) (  5 ～  16) (  5 ～  16) (  4 ～  13) (  3 ～  17)

18 22 22 30 16 29
(  1 ～  10) (  2 ～   6) (  0 ～   8) (  1 ～  10) (  0 ～   6) (  2 ～  8)

3 11 8 5 8 5
(  0 ～   2) (  0 ～   5) (  0 ～   4) (  0 ～  3) (  0 ～   3) (  0 ～  3)

72 93 91 94 82 101
(  7 ～  26) ( 12 ～  31) ( 12 ～  34) (  10 ～  31) ( 4 ～  32) (  9 ～  31)

218 302 328 248 292 246
(  2 ～  1,118) (  2 ～  2,044) (  3 ～  1,670) (  0 ～  1699) (  0 ～  1,879) (  1 ～  1899)

69 127 114 226 66 123
( 10 ～    322) ( 14 ～    382) ( 24 ～    287) (  33 ～  563) ( 11 ～    231) (  25 ～  228)

34 33 12 8 28 44
(  1 ～    109) (  3 ～     64) (  0 ～     47) (  3 ～  14) (  0 ～     92) (  2 ～  183)

3 6 6 8 3 5
(  0 ～     23) (  0 ～     16) (  0 ～     19) (  0 ～  8) (  0 ～     11) (  0 ～  10)

323 468 460 489 390 418
( 26 ～  1,136) ( 43 ～  2,124) ( 51 ～  1,711) (  36 ～  1768) ( 35 ～  1,913) (  46 ～  1951)

ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ
ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ Ceratonereis  sp. ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ
Ceratonereis  sp. Ceratonereis  sp. Ceratonereis  sp. ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ ｺｹﾞﾂﾉﾌﾞｴｶﾞｲ Ceratonereis  sp.
Heteromastus  sp. Armandia  sp. Armandia  sp. ｼﾘｽ亜科 Ceratonereis  sp. Armandia sp.
ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ ﾘｭｳｷｭｳｳﾐﾆﾅ Armandia  sp. ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ
ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ
ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ ｺｹﾞﾂﾉﾌﾞｴｶﾞｲ ｵｷｼｼﾞﾐ
Soletellina petalina ｽﾀﾞﾚﾊﾏｸﾞﾘ ｵｷｼｼﾞﾐ

平成14年度平成13年度
H14.1H13.8

平成12年度
H12.7 H13.1 H14.8 H15.1

 合計

 環形動物門

 節足動物門

 その他

湿重量からみた主な出現種

 軟体動物門

 環形動物門

 節足動物門

 その他

 合計

 軟体動物門

個体数からみた主な出現種

種類数

平均個体数
(個体/0.36ｍ2)

39 37 20 16
(  0 ～  14) (  0 ～  18) (  0 ～  9) (  0 ～  18)

43 45 27 37
(  2 ～  21) (  2 ～  18) (  0 ～  12) (  1 ～  18)

18 34 13 26
(  1 ～   5) (  1 ～  16) (  0 ～   5) (  2 ～  7)

11 5 7 7
(  0 ～   6) (  0 ～  2) (  0 ～   3) (  0 ～  3)

111 121 67 86
( 6 ～  23) (  4 ～  44) ( 1 ～  24) (  4 ～  31)
170 283 217 49

(  0 ～  549) (  0 ～  968) (  0 ～  862) (  0 ～  241)
160 385 60 123

( 34 ～    343) (  37 ～  1870) ( 0 ～    158) (  12 ～  470)
13 34 26 20

(  2 ～     45) (  2 ～  93) (  0 ～     103) (  4 ～  64)
6 4 5 3

(  0 ～     30) (  0 ～  14) (  0 ～     7) (  0 ～  9)
349 706 308 196

( 82 ～  659) (  85 ～  1963) ( 1 ～  894) (  32 ～  518)
ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ ｲﾄｺﾞｶｲ科
ｱｼﾍﾞﾏｽｵｶﾞｲ ｲﾄｺﾞｶｲ科 ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ
Malacoceros  sp. Ceratonereis  sp. Ceratonereis sp. Ceratonereis sp.
Hediste sp. ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ Mediomastus sp.

ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ
ｱｼﾍﾞﾏｽｵｶﾞｲ ｵｷｼｼﾞﾐ

ﾔｴﾔﾏｽﾀﾞﾚ

平成16年度
H16.7 H17.1

平成15年度
H15.7 H16.2
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資料 62(2)  マクロベントス調査結果（St.１１～１２） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（注）１．表中の数字は、種類数については「総種類数（最小値～最大値）」、平均個体数については「平均値（最小値～最大値）」を示している。
２．主な出現種は、個体数及び湿重量の組成比が上位５種（ただし組成比５％以上）のものとした。

調査時期 
 調査項目

10 7 4 3
(  5 ～  7) (  4 ～  5) (  0 ～  4) (  2 ～  3)

17 17 11 11
(  7 ～  16) (  6 ～  15) (  5 ～  10) (  4 ～  18)

4 5 1 2
(  2 ～  2) (  2 ～   5) (  0 ～  1) (  1 ～   3)

3 3 3 1
(  1 ～   2) (  0 ～   3) (  1 ～   2) (  0 ～   2)

34 32 19 29
(  17 ～  25) ( 13 ～  27) (  11 ～  12) ( 10 ～  23)

34 81 6 9
(  8 ～  60) (  37 ～  125) (  0 ～  12) (  6 ～  11)

64 131 76 117
( 43 ～    85) ( 127 ～    135) ( 42 ～    109) ( 93 ～    140)

22 6 6 8
(  3 ～    40) (  4 ～     7) (  0 ～    11) (  1 ～     14)

2 8 3 5
(  1 ～     2) (  0 ～     16) (  1 ～     4) (  0 ～     10)

121 226 90 138
( 98 ～  144) ( 187 ～  264) ( 66 ～  113) ( 113 ～  162)

ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ Armandia  sp. Ceratonereis sp. Armandia sp.
ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ Armandia sp. Ceratonereis sp.
Armandia  sp. Ceratonereis  sp. Nephtys sp. Nephtys sp.
Nephtys sp. Nephtys sp. Notomastus sp.
Malacoceros  sp. ｱｼﾍﾞﾏｽｵｶﾞｲ ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ
ｽﾀﾞﾚﾊﾏｸﾞﾘ ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ ｸﾓﾘｻﾞｸﾗｶﾞｲ ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ
ｱﾗｽｼﾞｹﾏﾝｶﾞｲ ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ ﾀﾏﾏｷｶﾞｲ
ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ Dasybranchus sp. Ceratonereis sp.
ｶﾝｷﾞｸｶﾞｲ Ceratonereis sp. ｷﾚｺﾐｺﾞｶｲ
ｵｷﾅﾜｵｻｶﾞﾆ Armandia sp.

H16.7 H17.1
平成16年度

個体数からみた主な出現種

湿重量からみた主な出現種

平均個体数
(個体/0.36ｍ2)

 軟体動物門

 環形動物門

 節足動物門

 その他

 合計

H15.7 H16.2

種類数

 軟体動物門

 環形動物門

 節足動物門

 その他

 合計

平成15年度
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資料 63(1)  メイオベントス調査結果（St.１～１０） 

（注）１．表中の数字は、種類数については「総種類数（最小値～最大値）」、平均個体数については「平均値（最小値～最大値）」を示している。
２．主な出現種は、個体数の組成比が上位５種（ただし個体数組成比５％以上）のものとした。 

 

資料 63(2)  メイオベントス調査結果（St.１１～１２） 

（注）１．表中の数字は、種類数については「総種類数（最小値～最大値）」、平均個体数については「平均値（最小値～最大値）」を示している。
２．主な出現種は、個体数の組成比が上位５種（ただし個体数組成比５％以上）のものとした。 

 

調査時期 平成13年度
 調査項目

44 46 37 40 52 55
(     17 ～      28) (     17 ～      27) (     18 ～      25) (     16 ～      26) (     18 ～      31) (     12 ～      33)

32,051 33,292 41,011 40,309 30,456 51,855
( 12,104 ～  75,386) ( 14,517 ～  55,726) ( 6,429 ～  196,254) ( 14,098 ～  87,534) ( 17,650 ～  45,088) ( 24,203 ～  79,527)
有孔虫目 有孔虫目 同定不能の卵 有孔虫目 有孔虫目 線虫鋼
線虫綱 線虫綱 有孔虫目 線虫綱 線虫綱 有孔虫目
ﾊﾙﾊﾟｸﾁｽ亜目 ﾊﾙﾊﾟｸﾁｽ亜目 線虫綱 同定不能の卵 ｶｲｱｼ目のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生 同定不能の卵
ｶｲｱｼ目のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生 ｶｲｱｼ目のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生 ｶｲｱｼ目のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生 ｶｲｱｼ目のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生 繊毛虫門 繊毛虫門
同定不能の卵 肉質虫亜門 ｶｲｱｼ目のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生

種類数

平均個体数
(個体/0.008ｍ2)

主な出現種

平成12年度 平成14年度
H12.7 H13.1 H13.8 H14.1 H14.8 H15.1

調査時期 
 調査項目

41 46 35 31
(     14 ～      24) (     5 ～      27) (     4 ～      22) (     10 ～      20)

15,105 11,610 10,229 29,251
( 7,953 ～  24,951) ( 4,809 ～  28,600) ( 1,808 ～  20,800) ( 15,168 ～  50,400)
有孔虫目 線虫鋼 線虫綱 線虫綱
線虫綱 繊毛虫門 ﾊﾙﾊﾟｸﾁｸｽ亜目 有孔虫目
繊毛虫門 肉質虫亜門 有孔虫目 ﾊﾙﾊﾟｸﾁｸｽ亜目
ﾊﾙﾊﾟｸﾁｽ亜目 ﾊﾙﾊﾟｸﾁｽ亜目 ｶｲｱｼ目のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生 ｶｲｱｼ目のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生
肉質虫亜門 ｶｲｱｼ目のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生 ｶｲﾑｼ目 繊毛虫門

種類数

平成16年度
H16.7 H17.1

平成15年度
H15.7 H16.2

平均個体数
(個体/0.008ｍ2)

主な出現種

調査時期 
 調査項目

24 22 23 17
(     12 ～      21) (     18 ～      20) (     16 ～      20) (     13 ～      17)

5,170 9,084 9,408 27,936
( 3,940 ～  6,399) ( 8,789 ～  9,378) ( 3,200 ～  15,616) ( 26,144 ～  29,728)
有孔虫目 繊毛虫門 線虫綱 線虫綱
肉質虫亜門 線虫綱 不明卵 ﾊﾙﾊﾟｸﾁｸｽ亜目
繊毛虫門 肉質虫亜門 ﾊﾙﾊﾟｸﾁｸｽ亜目 有孔虫目
線虫綱 有孔虫目 肉質虫亜門 ｶｲｱｼ目のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生

ﾊﾙﾊﾟｸﾁｽ亜目 有孔虫目

種類数

平均個体数
(個体/0.008ｍ2)

主な出現種

平成16年度
H16.7

平成15年度
H15.7 H16.2
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資料 64(1)  ミクロベントス調査結果（St.１～１０） 

（注）１．表中の数字は、種類数については「総種類数（最小値～最大値）」、平均個体数については「平均値（最小値～最大値）」を示している。

２．主な出現種は、個体数の組成比が上位５種（ただし個体数組成比５％以上）のものとした。

資料 64(2)  ミクロベントス調査結果（St.１１～１２）

（注）１．表中の数字は、種類数については「総種類数（最小値～最大値）」、平均個体数については「平均値（最小値～最大値）」を示している。

２．主な出現種は、個体数の組成比が上位５種（ただし個体数組成比５％以上）のものとした。

調査時期 平成13年度
 調査項目

8 8 7 11 7 8
(      4 ～        6) (      4 ～        7) (      4 ～        7) (      5 ～        9) (      4 ～        7) (      5 ～        8)

35,964 29,504 28,898 51,760 53,213 37,048
(  4,800 ～  119,000) ( 11,880 ～   69,280) ( 16,680 ～   56,480) ( 33,240 ～   95,400) ( 4,475 ～   176,440) ( 10,983 ～   75,960)
有孔虫目 有孔虫目 有孔虫目 有孔虫目 有孔虫目 有孔虫目
肉質虫亜門 肉質虫亜門 繊毛虫門 繊毛虫門 繊毛虫門 線虫鋼
繊毛虫門 繊毛虫門 肉質虫亜門 肉質虫亜門 肉質虫亜門 繊毛虫門
線虫綱 線虫綱 線虫綱 線虫綱 線虫綱 肉質虫亜門

種類数

平均個体数
(個体/0.008ｍ2)

主な出現種

平成12年度 平成14年度
H12.7 H13.1 H13.8 H14.1 H14.8 H15.1

調査時期 
 調査項目

9 9 12 12
(      5 ～        7) (      1 ～        6) (      4 ～        9) (      4 ～        9)

10,050 37,796 3,757 19,912
( 6,260 ～   16,990) ( 6,200 ～   70,600) ( 288 ～   9,680) ( 1,440 ～   52,720)

有孔虫目 繊毛虫門 有孔虫目 有孔虫目
繊毛虫門 肉質虫亜門 線虫綱 繊毛虫門
肉質虫亜門 肉質虫亜門 線虫綱
線虫綱

種類数

平成16年度
H16.7 H17.1

平成15年度
H15.7 H16.2

平均個体数
(個体/0.008ｍ2)

主な出現種

調査時期 
 調査項目

6 6 7 8
(      5 ～        6) (      5 ～        5) (      5 ～        7) (      7 ～        8)

18,185 61,423 2,256 20,440
(  9,970 ～  26,400) ( 44,286 ～   78,560) ( 320 ～   4,192) ( 19,160 ～   21,720)
繊毛虫門 繊毛虫門 線虫綱 有孔虫目
肉質虫亜門 肉質虫亜門 肉質虫亜門 線虫綱

有孔虫目 繊毛虫門

平均個体数
(個体/0.008ｍ2)

主な出現種

平成15年度
H15.7 H16.2

種類数

平成16年度
H16.7 H17.1
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資料 65(1)  微小藻類調査結果（St.1～10） 

（注） １．表中の数字は、種類数については「総種類数（最小値～最大値）」、平均細胞数については「平均値（最小値～最大値）」を示している。
２．主な出現種は、細胞数の組成比が上位５種（ただし細胞数組成比５％以上）のものとした。 
 

資料 65(2)  微小藻類調査結果（St.11～12） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（注） １．表中の数字は、種類数については「総種類数（最小値～最大値）」、平均細胞数については「平均値（最小値～最大値）」を示している。
２．主な出現種は、細胞数の組成比が上位５種（ただし細胞数組成比５％以上）のものとした。 
 

調査時期 平成13年度
 調査項目

7 10 8 23 23 20
(   2 ～      5) (   1 ～      7) (   2 ～      6) (   4 ～      12) (   5 ～      12) (   7 ～      10)

188 616 167 2,313 5,937 12,114
(  31 ～    367) (  82 ～  3,139) (  40 ～  592) (  205 ～  15,326) (1,019 ～  19,096) (1,958 ～  58,246)

Amphora  sp. Fragilaria  sp. Navicula  sp. Opephora sp. Navicula sp. Navicula sp. 
Navicula  sp. Amphora  sp. Nitzschia  sp. Navicula  sp. Opephora sp. ｸﾛｵｺｯｶｽ目
Nitzschia  sp. Navicula  sp. 羽状目 羽状目 Amphora sp.         羽状目
羽状目 Nitzschia  sp. Amphora  sp. Nitzschia  sp. 羽状目 Amphora sp. 

羽状目 Pleurosigma  sp. Plagiogramma sp. Nitzschia sp. 
注）主な出現種は、細胞数の組成比が上位5種（ただし細胞数組成比5%以上）のものとした。

調査時期 
 調査項目

35 42 34 41
(   6 ～      20) (   10 ～      19) (   9 ～      15) (   12 ～      18)
10,535 7,236 59,515 33,457

(1,946 ～  24,081) (  616 ～  22,475) (15,680 ～  188,760) (4,130 ～  121,520)
Amphora spp. Navicula spp. Amphora spp. Amphora spp.
Navicula spp. Amphora spp. Cosmarium sp. Nitzschia spp.
Nitzschia spp. Opephora spp. Navicula spp. Navicula spp.
Opephora sp. Nitzschia spp. Nitzschia spp. Opephora spp.
Amphora coffeaeformis Planothidium spp. 

種類数

平均細胞数
(細胞/cｍ3)

主な出現種

平成16年度
H16.7 H17.1H15.7 H16.2

平成12年度 平成14年度
H12.7 H13.1

種類数

平均細胞数
(細胞/cｍ3)

主な出現種

平成15年度

H13.8 H14.1 H14.8 H15.1

調査時期 
 調査項目

16 18 17 18
(   10 ～      14) (   13 ～      16) (   12 ～      14) (   15 ～      16)

7,257 5,352 53,910 26,820
(3,163 ～  11,352) (5,254 ～  5,449) (81,320 ～  26,500) (18,360 ～  35,280)

Navicula spp. Opephora spp. Navicula spp. Opephora spp.
Opephora sp. Amphora spp. Amphora spp. Amphora spp.
Amphora spp. Navicula spp. Opephora spp. Navicula spp.
Nitzschia spp. Amphora gacialis Fallacia spp. Chamaepinnularia spp.

Nitzschia spp. Nitzschia spp.

種類数

平均細胞数
(細胞/cｍ3)

主な出現種

平成15年度 平成16年度
H15.7 H16.2 H16.7 H17.1
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資料 66(1)  バクテリア調査結果（St.１～１０） 

資料 66(2)  バクテリア調査結果（St.１１～１２）

調査時期 

 調査項目 H12.7 H13.1 H13.8 H14.1 H14.8 H15.1 H15.7 H16.2 H16.7 H17.1

好気性バクテリア(CFU/g) 1.4×106 6.2×105 4.1×106 1.6×107 1.5×107 4.2×107 3.4×105 4.2×107 4.1×105 8.2×104

嫌気性バクテリア(CFU/g) 5.3×105 9.5×104 1.1×105 5.5×106 4.9×106 8.1×106 4.9×106 8.1×106 6.6×104 9.2×103

平成16年度平成15年度平成12年度 平成13年度 平成14年度

調査時期 

 調査項目 H15.7 H16.2 H16.7 H17.1

好気性バクテリア(CFU/g) 1.5×105 8.6×103 8.2×105 6.7×104

嫌気性バクテリア(CFU/g) 6.2×103 2.6×103 1.7×105 7.5×103

平成16年度平成15年度
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資料 67(1) 目視観察結果（植物：平成 12 年度夏季） 

資料 67(2) 目視観察結果（植物：平成 12 年度冬季） 

調査年月日：平成12年7月17～19日
調査点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

調査月日 7.19 7.18 7.17 7.18
観察時刻 13:30 12:10 14:40 13:55 13:15 11:30 12:10 13:25 12:30 11:50
天候 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ
シルト + ++ +
細　砂 + ++ +++ + +++ +++ +++ +++ +++ +++

底質状況 粗　砂 ++ + + ++ + + + + ++
礫・サンゴ片 + + + +++ ++ ++ ++ + + ++
転　石 + + + + +
岩　盤

浮泥被覆 +
シルト混入 +++
貝殻混入 + + + + + + + + +
底質汚濁

還元層となる深さ（cm） 0.5 0.5 5.0 2.5 1.0 >20 >20 3.0 5.0 3.0
生息孔 + ++ + + + ++ ++ ++ +
種名 出現頻度

ｱﾅｱｵｻ r r 2
ｱﾐｱｵｻ r r r 3
ﾐﾄﾞﾘｹﾞ + 1
ﾋﾒﾊﾓｸ - + 2
ﾊｲﾃﾝｸﾞｻ r + + + 4
ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ + 1

 種類数 0 0 1 2 3 4 2 1 0 0 6
注）1.底質状況～-:みられない、+:わずかにみられる、++:比較的多い、+++:大半を占める
　　2.底質汚濁～ -:汚れていない、+:わずかに汚れている、++:汚れている、+++:かなり汚れている
　　3.生息孔、生物出現状況～ cc:非常に多い、c:多い、+:普通、r:少ない、rr:非常に少ない

調査年月日：平成13年1月23～25日
調査点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

調査月日 1月23日 1月24日 1月23日 1月25日
観察時刻 10:20 11:55 11:15 12:50 23:30 10:15 11:30 1:10 12:30 2:10
天候 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ
シルト + +++ +
細　砂 + +++ + ++ +++ +++ +++ +++ +++

底質状況 粗　砂 ++ + ++ + ++
礫・サンゴ片 + + + +++ ++ ++ ++ + + ++
転　石 + + + + +
岩　盤

浮泥被覆 +
シルト混入 +++
貝殻混入 + + + + + + + + +
底質汚濁

還元層となる深さ（cm） 4.0 0.5 0.5 1.0 1.0 >20 >20 10.0 7.0 3.0
生息孔 + + ++ + + + ++ ++ ++ +
種名 出現頻度

ﾋﾄｴｸﾞｻ + + r + r 5
ﾎﾞｳｱｵﾉﾘ rr r r r r r + + 8
ﾋﾗｱｵﾉﾘ rr rr 2
ｱﾅｱｵｻ rr + r + + + r r 8
ｱﾐｱｵｻ r + 2
ｼｵｸﾞｻ属 r r 2
ﾐﾄﾞﾘｹﾞ + + 2
ｷｯｺｳｸﾞｻ r 1
ｲｿｽｷﾞﾅ r rr rr r + 5
ﾋﾒﾊﾓｸ r r 2
ﾊｲﾃﾝｸﾞｻ r r r r 4
ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ + 1

 種類数 2 2 2 8 6 5 4 4 5 4 12
注）1.底質状況～-:みられない、+:わずかにみられる、++:比較的多い、+++:大半を占める
　　2.底質汚濁～ -:汚れていない、+:わずかに汚れている、++:汚れている、+++:かなり汚れている
　　3.生息孔、生物出現状況～ cc:非常に多い、c:多い、+:普通、r:少ない、rr:非常に少ない

1月24日 1月24日



資－124 

資料 67(3) 目視観察結果（植物：平成 13年度夏季）

資料 67(4) 目視観察結果（植物：平成 14年度冬季）

資料 67(3)  目視観察結果（植物：平成 13 年度夏季） 

資料 67(4)  目視観察結果（植物：平成 13 年度冬期） 
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資料 67(5) 目視観察結果（植物：平成 14年度夏季）

資料 67(6) 目視観察結果（植物：平成 14年度冬季）

調査年月日：平成14年8月21～23日
調査点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

調査月日 8月23日 8月22日 8月22日 8月22日 8月22日 8月21日 8月21日 8月21日 8月23日 8月23日
観察時刻 10:10 10:15 11:20 13:45 12:45 11:00 12:30 13:35 13:10 12:05
天候 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 快晴 晴
シルト +++
細　砂 +++ + ++ +++ +++ +++ +++ ++

底質状況 粗　砂 +++ ++ +++ ++ + + + +
礫・サンゴ片 + + + ++ + ++ + + + ++
転　石 + + + + +
岩　盤

還元層となる深さ（cm） >20 2.0 5.0 5.0 2.0 >20 >20 >20 >20 10.0
番号 門 生息孔 - ++ + + + + + + - - 出現頻度
1 緑藻植物  ｱﾅｱｵｻ rr rr r 3
2  ｼｵｸﾞｻ属 r 1
3  ﾐﾄﾞﾘｹﾞ rr rr 2
4 褐藻植物  ｳｽﾕｷｳﾁﾜ rr 1
5  ﾋﾒﾊﾓｸ r 1
6 紅藻植物  ﾊｲﾃﾝｸﾞｻ rr rr rr rr 4

 種類数 0 2 3 0 2 3 0 0 0 2
注）1.底質状況～-:みられない、+:わずかにみられる、++:比較的多い、+++:大半を占める
　　2.生息孔、生物出現状況～ cc:非常に多い、c:多い、+:普通、r:少ない、rr:非常に少ない
　　3.出現頻度は、確認された地点数を示す。

調査年月日：平成15年1月20-22日
調査点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

調査月日 1月22日 1月20日 1月20日 1月20日 1月22日 1月21日 1月22日 1月21日 1月21日 1月21日
観察時刻 12:40 13:55 14:55 15:50 15:00 12:10 13:45 15:15 13:30 14:15
天候 晴 晴 晴 晴 快晴 晴 晴 晴 晴 晴
シルト +++ +++
細　砂 + +++ +++ +++ +++ +++

底質状況 粗　砂 +++ ++ +++ +++
礫・サンゴ片 + + +++ + ++ + ++ + +++
転　石 + + + ++ ++ + + ++ ++
岩　盤

還元層となる深さ（cm） 1.0 1.0 3.0 1.0 2.0 >20 >20 >20 13.0 7.0
番号 門 生息孔 + ++ + + + ++ + + + ++ 出現頻度
1 藍藻植物 ﾗﾝ藻綱 r 1
2 緑藻植物 ﾋﾄｴｸﾞｻ + rr + + r 5
3 ﾎﾞｳｱｵﾉﾘ + c r + + + 6
4 ｱｵﾉﾘ属 r r r r r + 6
5 ｱﾅｱｵｻ r r 2
6 ｱｵｻ属 r r ｒ ｒ ｒ 5
7 ｼｵｸﾞｻ属 r r 2
8 ﾐﾄﾞﾘｹﾞ r r r rr 4
9 ｷｯｺｳｸﾞｻ rr 1
10 ｲｿｽｷﾞﾅ rr + + r + 5
11 ﾌﾃﾞﾉﾎ r r 2
12 褐藻植物 ｼｵﾐﾄﾞﾛ科 + rr 2
13 ﾌｸﾛﾉﾘ rr 1
14 ﾋﾒﾊﾓｸ rr r r 3
15 紅藻植物 ﾋﾒﾃﾝｸﾞｻ r rr 2
16 ﾊｲﾃﾝｸﾞｻ r r rr r 4
17 ｲﾊﾞﾗﾉﾘ科 r + 2
18 ｿｿﾞ属 rr 1
19 種子植物 ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ + rr r 3
20 ｺｱﾏﾓ rr 1

 種類数 4 5 3 2 12 4 8 6 3 5
注）1.底質状況～-:みられない、+:わずかにみられる、++:比較的多い、+++:大半を占める
　　2.生息孔、生物出現状況～ cc:非常に多い、c:多い、+:普通、r:少ない、rr:非常に少ない
　　3.出現頻度は、確認された地点数を示す。
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資料 67(7) 目視観察結果（植物：平成 15年度夏季）

調査年月日：平成15年７月12～15日

調 査 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

調査月日 7月15日 7月15日 7月15日 7月13日 7月13日 7月13日 7月13日 7月13日 7月12日 7月12日 7月12日 7月15日

観察時刻 13:30 14:30 15:40 8:45 10:30 12:10 14:50 15:55 14:00 12:35 10:20 12:00

天　　候 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

シルト + +

細　砂 ++ ++ ++ + + + ++ ++ ++ ++ ++ ++

粗　砂 ++ ++ + ++ ++ +++ ++ ++ ++ ++ ++ ++

礫・サンゴ片 + + +++ ++ ++ ++ ++ ++ ++ ++ ++ ++

転　石 + + + + + + + + + + +

岩　盤 +

番号 生息孔 ++ +++ ++ ++ + ++ + ++ + + + + 出現頻度 県版RDB 環境省RDB 水産庁

1 ｱｵﾉﾘ属 rr r rr rr 4 - - -

2 ｱｵｻ属 r rr r r r r r 7 - - -

3 ｼｵｸﾞｻ属 rr rr rr rr rr rr rr 7 - - -

4 ﾐﾄﾞﾘｹﾞ r r r rr 4 - - -

5 ｷｯｺｳｸﾞｻ属 rr rr rr rr 4 - - -

6 ﾖﾚﾂﾞﾀ rr 1 - - -

7 ﾋﾛﾊｻﾎﾞﾃﾝｸﾞｻ rr rr rr 3 - - -

8 ﾋﾒｲﾁｮｳ rr 1 - - -

9 ﾊｺﾞﾛﾓ rr rr rr 3 - - -

10 ﾐｽﾞﾀﾏ r 1 - - -

11 ﾌﾃﾞﾉﾎ r r r 3 - - -

12 ｲｿｽｷﾞﾅ rr rr rr r 4 - - -

13 ｼｵﾐﾄﾞﾛ科 rr rr 2 - - -

14 ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属 r 1 - - -

15 ｳｽﾕｷｳﾁﾜ rr r rr r r r 6 - - -

16 ｼﾏｵｵｷﾞ r 1 - - -

17 ﾔﾊﾞﾈﾓｸ r 1 - - -

18 ﾋﾒﾊﾓｸ r r r r 4 - - -

19 ｿﾃﾞｶﾞﾗﾐ rr 1 - - -

20 ﾓｻｽﾞｷ属 rr rr r 3 - - -

21 ﾋﾒﾃﾝｸﾞｻ r rr 2 - - -

22 ﾊｲﾃﾝｸﾞｻ r r r r r r rr 7 - - -

23 ｲﾊﾞﾗﾉﾘ属 r r 2 - - -

24 ﾌｼｸﾚﾉﾘ rr rr rr 3 - - -

25 ﾄｹﾞﾉﾘ rr 1 - - -

26 ｲﾄｸﾞｻ属 r 1 - - -

27 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ r 1 - - -

28 ｳﾐﾋﾙﾓ rr rr rr rr rr rr 6 - - -

29 ｺｱﾏﾓ rr rr r r 4 - - -

30 ｳﾐｼﾞｸﾞｻ rr 1 - - -

31 ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ r r r rr rr rr 6 - - -

32 ｶﾜﾂﾙﾓ c 1 危急種 絶滅危惧IB類 -

種　類　数 1 4 4 4 14 10 10 15 9 17 4 4

注１）底質状況・生息孔　－：みられない，+：わずかにみられる，++：比較的多い，+++大半を占める

　２）生物出現状況　cc：非常に多い，c：多い，+：普通，r：少ない，rr：非常に少ない

　３）出現頻度は、該当する種が確認された地点数を示す。

　４）県版RDB：沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物（レッドデータおきなわ）.1996年.

底質状況
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資料 67(8) 目視観察結果（植物：平成 15年度冬季）
調査年月日：平成16年２月８～10日

調 査 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

調査月日 2月8日 2月8日 2月8日 2月9日 2月9日 2月9日 2月10日 2月10日 2月10日 2月10日 2月9日 2月8日

観察時刻 16:00 13:05 11:55 13:25 14:30 12:05 12:35 16:10 15:00 13:50 15:50 16:35

天　　候 曇り 曇り 曇り 雨 雨 雨 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 雨 曇り

シルト + + +

細　砂 ++ ++ ++ ++ ++ ++ ++ ++ +++ ++ ++ ++

粗　砂 ++ ++ + ++ ++ +++ +++ +++ ++ +++ +++ ++

礫・サンゴ片 + ++ ++ +++ + ++ ++ +++ + +++ + +

転　石 + + + + + + + +

岩　盤

番号 生息孔 + +++ ++ ++ ++ ++ + + ++ + + ++ 出現頻度 県版RDB 環境省RDB 水産庁

1 ﾋﾄｴｸﾞｻ r r + r c + r r + + r 11 - - -

2 ﾎﾞｳｱｵﾉﾘ r cc r r + + + + + r r 11 - - -

3 ｱｵﾉﾘ属 r r r r + r 6 - - -

4 ｱｵｻ属 r 1 - - -

5 ｼｵｸﾞｻ属 rr r r 3 - - -

6 ﾐﾄﾞﾘｹﾞ rr rr 2 - - -

7 ｷｯｺｳｸﾞｻ r r r r 4 - - -

8 ｷｯｺｳｸﾞｻ属 rr 1 - - -

9 ﾊﾞﾛﾆｱ属 rr 1 - - -

10 ﾊﾈﾓ属 r 1 - - -

11 ﾐｽﾞﾀﾏ rr 1 - - -

12 ｳｽｶﾞｻﾈ rr r rr 3 - - -

13 ﾎｿｴｶﾞｻ r 1 危急種 絶滅危惧I類 絶滅危惧種

14 ｲｿｽｷﾞﾅ + + c r c r 6 - - -

15 ｼｵﾐﾄﾞﾛ科 r r 2 - - -

16 ｳｽﾕｷｳﾁﾜ rr 1 - - -

17 ﾌｸﾛﾉﾘ r r r 3 - - -

18 ｶｺﾞﾒﾉﾘ r r r r 4 - - -

19 ﾋﾒﾊﾓｸ r 1 - - -

20 無節ｻﾝｺﾞﾓ類 r 1 - - -

21 ﾋﾒﾃﾝｸﾞｻ rr + r r 4 - - -

22 ﾊｲﾃﾝｸﾞｻ rr 1 - - -

23 ｲｿﾀﾞﾝﾂｳ r + r r + rr r rr 8 - - -

24 ｲﾊﾞﾗﾉﾘ属 r r r 3 - - -

25 ｿｿﾞ属 rr rr 2 - - -

26 ｺｱﾏﾓ rr cc rr 3 - - -

27 ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ r 1 - - -

28 ｶﾜﾂﾙﾓ c 1 危急種 絶滅危惧IB類 -

底質状況

種　類　数 1 4 3 7 10 6 8 12 6 18 9 3

注１）底質状況・生息孔　－：みられない，+：わずかにみられる，++：比較的多い，+++大半を占める

　２）生物出現状況　cc：非常に多い，c：多い，+：普通，r：少ない，rr：非常に少ない

　３）出現頻度は、該当する種が確認された地点数を示す。

　４）県版RDB：沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物（レッドデータおきなわ）.1996年.

　　　環境省RDB：日本の絶滅のおそれのある野生生物（改訂版を含む）.2000～2003年.

　　　水産庁：日本の希少な野生水生生物に関するデータブック（水産庁編）.1998年.
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資料 67(9) 目視観察結果（植物：平成 16年度夏季）

資料 67(10) 目視観察結果（植物：平成 16年度冬季）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
7月6日 7月6日 7月3日 7月3日 7月3日 7月3日 7月4日 7月4日 7月4日 7月4日 7月5日 7月5日
15:03 13:30 10:26 12:01 13:38 14:54 13:10 13:40 14:24 14:48 12:45 15:15
雨 雨 晴 晴 晴 晴 曇 曇 曇 雨 曇 曇

シルト ++ ++ + + + ++ ++ + ++ ++ ++ ++
細砂 ++ +++ ++ +++ ++ +++ ++ +++ ++ ++ +++ +++
粗砂 ++ ++ +++ +++ +++ +++ +++ +++ +++ +++ +++ +++
礫・サンゴ片 + + ++ +++ + ++ +++ +++ + +++ ++ +
転石 + + + ++ + ++ ++ + + ++ ++ +
岩盤 - - - - - - - + - - - -

+ ++ ++ + + +++ ++ ++ ++ ++ ++ ++
+ ++ + + + + - - - - + +

1 ﾕﾚﾓ属 rr rr rr 3 － － －
2 ｱｵﾉﾘ属 rr c r 3 － － －
3 ｱｵｻ属 rr rr rr rr rr 5 － － －
4 ｼｵｸﾞｻ属 rr rr 2 － － －
5 ﾐﾄﾞﾘｹﾞ属 rr rr rr 3 － － －
6 ｷｯｺｳｸﾞｻ rr rr 2 － － －
7 ﾋﾒｲﾁｮｳ rr 1 － － －
8 ﾐｽﾞﾀﾏ rr 1 － － －
9 ｳｽｶﾞｻﾈ rr 1 － － －
10 ｲｿｶﾞﾜﾗ属 rr 1 － － －
11 ｸﾛｶﾞｼﾗ属 rr 1 － － －
12 ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属 rr 1 － － －
13 無節ｻﾝｺﾞﾓ rr rr rr rr rr 5 － － －
14 ﾊｲﾃﾝｸﾞｻ rr rr ｃ r r r 6 － － －
15 ｼﾏﾃﾝｸﾞｻ属 rr 1 － － －
16 ﾃﾝｸﾞｻﾓﾄｷ属 rr 1 － － －
17 ｲｿﾀﾞﾝﾂｳｳ rr 1 － － －
18 ｲﾊﾞﾗﾉﾘ属 rr 1 － － －
19 ﾄｹﾞﾉﾘ rr 1 － － －
20 ｿｿﾞ属 rr rr 2 － － －
21 ｲｷﾞｽ属 rr rr 2 － － －
22 ｲﾜﾉｶﾜ属 ｒ rr 2 － － －
23 ﾊﾟﾋﾟﾗｿｿﾞ rr rr 2 － － －
24 ｲﾄｸﾞｻ属 rr rr rr 3 － － －
25 ﾔﾅｷﾞﾉﾘ属 rr c 2 － － －
26 ｺｱﾏﾓ ｃ 1 － － －
27 ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ rr c r 3 － － －
28 ｶﾜﾂﾙﾓ rr 1 危急種

絶滅危惧IB
類 －

1 4 4 4 5 6 10 13 1 7 3 0 28 － － －
注１）底質状況・生息孔　－：見られない、＋：わずかに見られる、＋＋：比較的多い、＋＋＋：大半を占める。
注２）生物出現状況　cc：非常に多い、c：多い、＋：普通、ｒ：少ない、rr：非常に少ない。
注３）出現頻度は、該当する種が確認された地点数を示す。

調査年日：平成１６年７月３日～６日

種類数

注４）県版RDB：沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物（1996年）。
      環境省RDB：日本の絶滅のおそれのある野生生物（改訂版を含む）（2000～2003年）。
      水産庁RDB：日本の希少な野生水生生物に関するデータブック（2000年）。

県
版
Ｒ
Ｄ
Ｂ

環
境
省
Ｒ
Ｄ
Ｂ

水
産
庁

生息孔
浮泥の堆積状況

底質状況
番号

出
現
頻
度

天候
観察時刻
調査月日
調査地点

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
2月8日 2月10日 2月11日 2月9日 2月11日 2月10日 2月12日 2月11日 2月10日 2月10日 2月11日 2月10日
13:00 11:01 10:10 15:15 12:45 16:40 0:55 15:25 14:15 15:00 13:30 11:10
曇 曇 曇 晴 曇 曇 曇 曇 曇 曇 曇 曇

シルト ++ ++ + + + ++ ++ + ++ ++ ++ ++
細砂 ++ +++ ++ +++ ++ +++ ++ +++ ++ ++ +++ +++

庭質状況 粗砂 ++ ++ +++ +++ +++ +++ +++ +++ +++ +++ +++ +++
礫・サンゴ片 + + ++ +++ + ++ +++ +++ + +++ ++ +
転石 + + + ++ + ++ ++ + + ++ ++ +
岩盤 - - - - - - - + - - - -

++ + + + ++ + ++ ++ + ++ ++
+ + + + + + - - - + + +

1 ﾋﾋ ﾐ゙ﾄ ﾛ゙ 緑藻 ｒｒ ｒｒ ｒｒ ｒｒ ｒｒ 5
2 ﾋﾄｴｸ ｻ゙ ｒｒ 1
3 ｱｵｻ属 ｒｒ + ｒｒ ｒｒ ｒ ｒｒ ｒｒ ｒｒ ｒｒ 9
4 ﾎ ｳ゙ ｱｵﾉﾘ ｒ ｒ ｒｒ ｒｒ ｒｒ ｒｒ ｒ ｒ + ｒｒ 10
5 ﾑ ｸｷ ｯｺｳｸ ｻ゙ ｒｒ ｒｒ 2
6 ｲｿｽｷ ﾅ゙ ｒｒ ｒｒ ｒｒ + + ｒｒ ｒｒ 7
7 ｶｻ ﾉﾘ ｒｒ 1
8 ｺﾅﾐｳﾁﾜ 褐藻 ｒｒ 1
9 ﾌｸﾛﾉﾘ ｒｒ ｒｒ ｒｒ ｒｒ ｒｒ ｒｒ 6

10 ｶｺ ﾒ゙ﾉﾘ ｒｒ ｒｒ ｒｒ ｒｒ ｒｒ 5
11 ｲｿﾀ ﾝ゙ﾂｳ 紅藻 ｒｒ ｒｒ ｒｒ ｒｒ ｒｒ ｒｒ ｒ ｒｒ ｒｒ ｒｒ 10
12 ﾊ ﾋ゚ ﾗ゚ｿｿﾞ ｒｒ 1
13 ｺｱﾏﾓ 単子葉植物 ｒｒ 1

1 6 3 3 8 8 3 7 4 7 7 2
注１）　底質状況・生息孔　　-：見られない、　　+：わずかに見られる、　　++：比較的多い、　　+++：大半を占める。
注２）　生物出現状況　　ｃｃ：非常に多い、ｃ：多い、　　+：普通、　　ｒ：少ない、　　ｒｒ：非常に少ない。
注３）　出現頻度は該当する種が確認された地点数を示す。

番
号

種類数

調査月日
観測時刻
天候

生息孔
浮泥の堆積状況

調査地点

出
現
頻
度
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資料 68(1) 目視観察結果（動物：平成 12年度夏季）

調査年月日：平成12年7月17～19日
調査点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

調査月日 7.18
観察時刻 13:30 12:10 14:40 13:55 13:15 11:30 12:10 13:25 12:30 11:50
シルト + ++ +
細　砂 + ++ +++ + +++ +++ +++ +++ +++ +++

底質状況 粗　砂 ++ + + ++ + + + + ++
礫・サンゴ片 + + + +++ ++ ++ ++ + + ++
転　石 + + + + +
岩　盤

浮泥被覆 +
シルト混入 +++
貝殻混入 + + + + + + + + +
底質汚濁

還元層となる深さ（cm） 0.5 0.5 5.0 2.5 1.0 >20 >20 3.0 5.0 3.0
生息孔 + ++ + + + ++ ++ ++ +
種名 出現頻度

ﾋﾗﾑｼ目 r 1
ｲｿｱﾜﾓﾁ科 r r r 3
ｵﾆﾋｻﾞﾗｶﾞｲ r 1
ｵｷﾅﾜｲｼﾀﾞﾀﾐｶﾞｲ + + 2
ｶﾝｷﾞｸｶﾞｲ + + + + r r r + 8
ﾏﾙｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ r rr r r + r r 7
ｺｼﾀﾞｶｱﾏｶﾞｲ r r 2
ﾘｭｳｷｭｳｳﾐﾆﾅ + + 2
ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ c cc c c c c 6
ｲﾄｶｹﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ + 1
ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ cc c cc + + 5
ｶﾆﾓﾘｶﾞｲ類 + + + + + 5
ｺｹﾞﾂﾉﾌﾞｴｶﾞｲ + 1
ｶﾆﾉﾃﾑｼﾛｶﾞｲ r r 2
ﾎｳｼｭﾉﾀﾏｶﾞｲ r rr rr 3
ﾊﾅﾋﾞﾗﾀﾞｶﾗｶﾞｲ + + + 3
ﾚｲｼｶﾞｲﾀﾞﾏｼ + + 2
ｼﾏﾍﾞｯｺｳﾊﾞｲ + r r r 4
ｶﾘｶﾞﾈｴｶﾞｲ + + + 3
ｳﾛｺｶﾞｲ科 r r r 3
ﾁﾁﾞﾐｳﾒﾉﾊﾅｶﾞｲ rr rr 2
ﾘｭｳｷｭｳﾊﾞｶｶﾞｲ r 1
ﾀﾏﾏｷｶﾞｲ r r r r r 5
ﾘｭｳｷｭｳｼﾗﾄﾘｶﾞｲ r r r 3
ﾘｭｳｷｭｳﾏｽｵｶﾞｲ r 1
ｵｷｼｼﾞﾐ + + 2
ｱﾗｽｼﾞｹﾏﾝｶﾞｲ + + + + + + 6
ﾎｿｽｼﾞｲﾅﾐｶﾞｲ rr rr 2
ｶﾉｺｱｻﾘ rr rr 2
ｽﾀﾞﾚﾊﾏｸﾞﾘ r r r 3
ﾋﾒｱｻﾘ r 1
Soletellina petalina + c 2
多毛類 + c + r + + + + 8
ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ科 + + + + + 5
ｽﾅﾓｸﾞﾘ属 + 1
ﾔﾄﾞｶﾘ科 + + + c c + + + + 9
ﾐﾅﾐﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ + r r + + r r 7
ﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ属 r 1
ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科 + 1
ﾋﾒﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ + + 2
ﾌﾀﾊﾞｵｻｶﾞﾆ + r 2
ﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ r 1
ｺﾒﾂｷｶﾞﾆ + + + c c 5
ﾂﾉﾒﾁｺﾞｶﾞﾆ + + 2
ｵｷﾅﾜﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷ + + + + 4
ﾋﾒｼｵﾏﾈｷ + + c + 4
ﾙﾘﾏﾀﾞﾗｼｵﾏﾈｷ rr 1
ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ cc cc cc cc c 5
ﾊｼﾘｲﾜｶﾞﾆ属 + + 2
ｿﾃﾞｶﾗｯﾊﾟ rr 1
ﾔﾜﾗｶﾞﾆ科 r 1

 種類数 19 15 12 21 17 17 7 12 9 17 51
注）1.底質状況～-:みられない、+:わずかにみられる、++:比較的多い、+++:大半を占める
　　2.底質汚濁～ -:汚れていない、+:わずかに汚れている、++:汚れている、+++:かなり汚れている
　　3.生息孔、生物出現状況～ cc:非常に多い、c:多い、+:普通、r:少ない、rr:非常に少ない

7.19 7.17 7.18
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資料 68(2) 目視観察結果（動物：平成 12年度冬季）
調査年月日：平成13年1月23～25日

調査点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

調査月日 1月23日 1月24日 1月23日 1月25日
観察時刻 10:20 11:55 11:15 12:50 23:30 10:15 11:30 1:10 12:30 2:10
シルト + +++ +
細　砂 + +++ + ++ +++ +++ +++ +++ +++

底質状況 粗　砂 ++ + ++ + ++
礫・サンゴ片 + + + +++ ++ ++ ++ + + ++
転　石 + + + + +
岩　盤

浮泥被覆 +
シルト混入 +++
貝殻混入 + + + + + + + + +
底質汚濁

還元層となる深さ（cm） 4.0 0.5 0.5 1.0 1.0 >20 >20 10.0 7.0 3.0
生息孔 + + ++ + + + ++ ++ ++ +
種名 出現頻度

ﾋﾗﾑｼ目 r 1
ｲｿｱﾜﾓﾁ科 r 1
ｵﾆﾋｻﾞﾗｶﾞｲ r 1
ｵｷﾅﾜｲｼﾀﾞﾀﾐｶﾞｲ + + 2
ｶﾝｷﾞｸｶﾞｲ + + + + + + + + + 9
ﾏﾙｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ + + r 3
ｺｼﾀﾞｶｱﾏｶﾞｲ + 1
ﾘｭｳｷｭｳｳﾐﾆﾅ + 1
ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ c c c c cc c 6
ｲﾄｶｹﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ + 1
ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ cc cc ｃ ｒ + c 6
ｶﾆﾓﾘｶﾞｲ類 + + + + + 5
ｺｹﾞﾂﾉﾌﾞｴｶﾞｲ + + 2
ｶﾆﾉﾃﾑｼﾛｶﾞｲ + + r r 4
ﾎｳｼｭﾉﾀﾏｶﾞｲ r r r r r 5
ﾊﾅﾋﾞﾗﾀﾞｶﾗｶﾞｲ + + + 3
ｷｲﾛﾀﾞｶﾗｶﾞｲ + + 2
ﾚｲｼｶﾞｲﾀﾞﾏｼﾓﾄﾞｷ r r 2
ﾚｲｼｶﾞｲﾀﾞﾏｼ + + + 3
ｲﾎﾞﾖｳﾊﾞｲ + 1
ｼﾏﾍﾞｯｺｳﾊﾞｲ + + r + 4
ｶﾘｶﾞﾈｴｶﾞｲ + + + 3
ﾘｭｳｷｭｳﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ + 1
ｳﾛｺｶﾞｲ科 rr r rr 3
ｵﾊｸﾞﾛｶﾞｷ rr 1
ｳﾒﾉﾊﾅｶﾞｲ r r rr 3
ﾀﾏﾏｷｶﾞｲ r r r + 4
ﾘｭｳｷｭｳｼﾗﾄﾘｶﾞｲ r 1
ﾍﾗｻｷﾞｶﾞｲ rr 1
ﾘｭｳｷｭｳﾏｽｵｶﾞｲ r 1
ｵｷｼｼﾞﾐ + 1
ｱﾗｽｼﾞｹﾏﾝｶﾞｲ + + + r + 5
ﾎｿｽｼﾞｲﾅﾐｶﾞｲ r r 2
ｽﾀﾞﾚﾊﾏｸﾞﾘ + 1
ﾋﾒｱｻﾘ rr + 2
ﾊﾅｸﾞﾓﾘｶﾞｲ ｒ 1
多毛類 + c + + + + + + + 9
ｸﾙﾏｴﾋﾞ科 r 1
ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ科 + + + + r ｒ 6
ｽﾅﾓｸﾞﾘ属 r r r 3
ﾔﾄﾞｶﾘ科 + + + c + r + + 8
ﾐﾅﾐﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ r r r + 4
ﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ属 + 1
ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科 ｒ 1
ﾋﾒﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ + + 2
ﾌﾀﾊﾞｵｻｶﾞﾆ + + 2
ﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ rr 1
ｺﾒﾂｷｶﾞﾆ r + c r 4
ﾂﾉﾒﾁｺﾞｶﾞﾆ + + 2
ｵｷﾅﾜﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷ + + 2
ﾋﾒｼｵﾏﾈｷ + + c + 4
ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ ｃ cc cc c cc cc cc 7
ﾊｼﾘｲﾜｶﾞﾆ属 + r 2

 種類数 18 16 12 23 16 16 9 12 8 16 53
注）1.底質状況～-:みられない、+:わずかにみられる、++:比較的多い、+++:大半を占める
　　2.底質汚濁～ -:汚れていない、+:わずかに汚れている、++:汚れている、+++:かなり汚れている
　　3.生息孔、生物出現状況～ cc:非常に多い、c:多い、+:普通、r:少ない、rr:非常に少ない

1月24日 1月24日
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資料 68(3) 目視観察結果（動物：平成 13年度夏季）
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資料 68(4) 目視観察結果（動物：平成 13年度冬季）



資－133 

資料 68(5) 目視観察結果（動物：平成 14年度夏季）
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資料 68(6) 目視観察結果（動物：平成 14年度冬季）
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資料 68(7) 目視観察結果（動物：平成 15年度夏季－１）
調査年月日：平成15年７月12～15日

調 査 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
調査月日 7月15日 7月15日 7月15日 7月13日 7月13日 7月13日 7月13日 7月13日 7月12日 7月12日 7月12日 7月15日
観察時刻 13:30 14:30 15:40 8:45 10:30 12:10 14:50 15:55 14:00 12:35 10:20 12:00
天　　候 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

シルト + +
細　砂 ++ ++ ++ + + + ++ ++ ++ ++ ++ ++
粗　砂 ++ ++ + ++ ++ +++ ++ ++ ++ ++ ++ ++

礫・サンゴ片 + + +++ ++ ++ ++ ++ ++ ++ ++ ++ ++
転　石 + + + + + + + + + + +
岩　盤 +

番号 生息孔 ++ +++ ++ ++ + ++ + ++ + + + + 出現頻度 県版RDB 環境省RDB 水産庁
1 尋常海綿綱 rr rr rr r r 5 - - -
2 ﾋﾗﾑｼ目 rr 1 - - -
3 ｳｽﾋｻﾞﾗｶﾞｲ科 r 1 - - -
4 ｸｻｽﾞﾘｶﾞｲ科 rr 1 - - -
5 ｱｻﾃﾝｶﾞｲｶﾞｲ rr 1 - - -
6 ﾂﾎﾞﾐｶﾞｲ + r r 3 - - -
7 ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ rr r r 3 - - -
8 ｵｷﾅﾜｲｼﾀﾞﾀﾐｶﾞｲ r r rr r r r 6 - - -
9 ﾌﾙﾔｶﾞｲ rr 1 - - -
10 ｶﾝｷﾞｸｶﾞｲ + c c r + + r + r 9 - - -
11 ｷﾊﾞｱﾏｶﾞｲ rr 1 - - -
12 ｺｼﾀﾞｶｱﾏｶﾞｲ rr 1 - - -
13 ﾏﾙｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ + r + + + r r + + 9 - - -
14 ｳﾐﾆﾅｶﾆﾓﾘｶﾞｲ rr r r rr rr rr r 7 - - -
15 ｺｹﾞﾂﾉﾌﾞｴｶﾞｲ rr rr rr rr 4 - - -
16 ｶﾔﾉﾐｶﾆﾓﾘｶﾞｲ + + + + + rr r 7 - - -
17 ｵﾆﾉﾂﾉｶﾞｲ科 rr 1 - - -
18 ｳﾐﾆﾅ r r 2 - - -
19 ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ cc r c c c cc 6 - - -
20 ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ cc 1 - - -
21 ｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ属 rr rr rr 3 - - -
22 ﾀｲﾜﾝﾀﾏｷﾋﾞ rr 1 - - -
23 ﾌﾀﾓﾁﾍﾋﾞｶﾞｲ r r r r r 5 - - -
24 ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ科 + 1 - - -
25 ﾊﾅﾋﾞﾗﾀﾞｶﾗｶﾞｲ + + r r rr r 6 - - -
26 ｷｲﾛﾀﾞｶﾗｶﾞｲ r r rr 3 - - -
27 ﾎｳｼｭﾉﾀﾏｶﾞｲ rr rr rr r 4 - - -
28 ｼﾉﾏｷｶﾞｲ rr 1 - - -
29 ﾖｳﾗｸﾚｲｼﾀﾞﾏｼ r r rr rr rr rr rr 7 - - -
30 ﾚｲｼｶﾞｲﾀﾞﾏｼﾓﾄﾞｷ rr 1 - - -
31 ﾚｲｼｶﾞｲﾀﾞﾏｼ rr rr rr rr rr 5 - - -
32 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ + + r r + r 6 - - -
33 ｼﾏﾍﾞｯｺｳﾊﾞｲ cc + + r + + + rr r 9 - - -
34 ｲﾎﾞﾖﾌﾊﾞｲ rr 1 - - -
35 ｶﾆﾉﾃﾑｼﾛｶﾞｲ + r 2 - - -
36 ｼｲﾉﾐﾖﾌﾊﾞｲ rr 1 - - -
37 ﾄﾞﾛｱﾜﾓﾁ r 1 - - -
38 ｷﾅｺｱﾜﾓﾁ r r r 3 - - -
39 ｺﾞﾏｾﾝﾍﾞｲｱﾜﾓﾁ rr 1 - - -
40 ｺｳﾀﾞｶｶﾗﾏﾂｶﾞｲ rr rr 2 - - -
41 ｺﾍﾞﾙﾄﾌﾈｶﾞｲ rr rr 2 - - -
42 ｶﾘｶﾞﾈｴｶﾞｲ r + + + r rr 6 - - -
43 ﾍﾞﾆｴｶﾞｲ rr 1 - - -
44 ﾘｭｳｷｭｳｻﾙﾎﾞｳｶﾞｲ r r 2 - - -
45 ﾔｻｶﾞﾀﾐﾐｴｶﾞｲ rr 1 - - -
46 ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲﾓﾄﾞｷ rr r r rr 4 - - -
47 ﾘｭｳｷｭｳﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ rr rr r rr rr rr 6 - - -
48 ﾎｿｽｼﾞﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ r r 2 - - -
49 ｱｺﾔｶﾞｲ r rr rr rr 4 - - -
50 ﾍﾘﾄﾘｱｵﾘｶﾞｲ r rr rr 3 - - -
51 ﾆﾜﾄﾘｶﾞｷ r rr r r r r 6 - - -
52 ﾊﾎﾞｳｷｶﾞｲ rr rr 2 - - -

底質状況

53 ｼﾛｽｼﾞﾅﾃﾞｼｺ rr rr 2 - - -
54 ｳﾐｷﾞｸｶﾞｲ属 rr 1 - - -
55 ｵﾊｸﾞﾛｶﾞｷ rr rr 2 - - -
56 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科 r r r r rr rr r 7 - - -
57 ｳﾒﾉﾊﾅｶﾞｲ rr 1 - - -
58 ﾁﾁﾞﾐｳﾒﾉﾊﾅｶﾞｲ rr rr 2 - - -
59 ｳﾛｺｶﾞｲ科 r 1 - - -
60 ｷｸｻﾞﾙｶﾞｲ属 rr 1 - - -
61 ｶﾜﾗｶﾞｲ rr rr 2 - - -
62 ﾀﾏﾏｷｶﾞｲ rr rr 2 - - -
63 ﾘｭｳｷｭｳｱﾘｿｶﾞｲ rr rr 2 - - -
64 ﾘｭｳｷｭｳﾅﾐﾉｺｶﾞｲ r r 2 - - -
65 ﾆｯｺｳｶﾞｲ rr 1 - - -
66 ﾋﾒﾆｯｺｳｶﾞｲ rr 1 - - -
67 ｲﾁｮｳｼﾗﾄﾘｶﾞｲ rr 1 - - -
68 ｻﾒｻﾞﾗｶﾞｲﾓﾄﾞｷ rr rr 2 - - -
69 ｱｼﾍﾞﾏｽｵｶﾞｲ r 1 - - -
70 ﾀｶﾞｿﾃﾞｶﾞｲﾓﾄﾞｷ rr rr 2 - - -
71 ｾﾐｱｻﾘ + + + + rr rr r 7 - - -
72 ｵｷｼｼﾞﾐ rr 1 - - -
73 ｱﾗｽｼﾞｹﾏﾝｶﾞｲ r rr rr r 4 - - -
74 ﾎｿｽｼﾞｲﾅﾐｶﾞｲ rr rr rr rr rr 5 - - -
75 ｽﾀﾞﾚﾊﾏｸﾞﾘ rr rr + r + 5 - - -
76 ﾋﾒｱｻﾘ rr rr 2 - - -
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資料 68(8) 目視観察結果（動物：平成 15年度夏季－２）

調査年月日：平成15年７月12～15日
調 査 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
調査月日 7月15日 7月15日 7月15日 7月13日 7月13日 7月13日 7月13日 7月13日 7月12日 7月12日 7月12日 7月15日
観察時刻 13:30 14:30 15:40 8:45 10:30 12:10 14:50 15:55 14:00 12:35 10:20 12:00
天　　候 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

シルト + +
細　砂 ++ ++ ++ + + + ++ ++ ++ ++ ++ ++
粗　砂 ++ ++ + ++ ++ +++ ++ ++ ++ ++ ++ ++

礫・サンゴ片 + + +++ ++ ++ ++ ++ ++ ++ ++ ++ ++
転　石 + + + + + + + + + + +
岩　盤 +

番号 生息孔 ++ +++ ++ ++ + ++ + ++ + + + + 出現頻度 県版RDB 環境省RDB 水産庁
77 ﾊﾅｸﾞﾓﾘｶﾞｲ rr 1 - - -
78 ﾏﾀﾞｺ属 rr 1 - - -
79 ｺﾞｶｲ科 + + r + r + r r 8 - - -
80 ﾆｶｲﾁﾛﾘ科 rr 1 - - -
81 ﾊﾅｵﾚｳﾐｹﾑｼ r r rr rr 4 - - -
82 ｲｿﾒ科 rr 1 - - -
83 ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ科 + r 2 - - -
84 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ科 r 1 - - -
85 ｲﾄｺﾞｶｲ科 + rr r rr r 5 - - -
86 ﾌｻｺﾞｶｲ科 r rr rr rr 4 - - -
87 ｹﾔﾘﾑｼ科 r 1 - - -
88 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 r 1 - - -
89 ｷﾀﾕﾑｼ科 rr 1 - - -
90 ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ r r r r r r 6 - - -
91 ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ r r r r r r r 7 - - -
92 ﾐﾅﾐｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ rr r rr rr 4 - - -
93 ﾘｭｳｷｭｳﾌﾅﾑｼ + r rr 3 - - -
94 ｸﾙﾏｴﾋﾞ科 rr 1 - - -
95 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ科 r r r r r r r 7 - - -
96 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ属 rr 1 - - -
97 ﾂﾒﾅｶﾞﾖｺﾊﾞｻﾐ rr rr rr 3 - - -
98 ﾔﾄﾞｶﾘ類 c cc cc c + r r r r r + 11 - - -
99 ｿﾃﾞｶﾗｯﾊﾟ rr 1 - - -
100 ﾋﾗｲｿｶﾞﾆ rr rr rr 3 - - -
101 ﾊｼﾘｲﾜｶﾞﾆ属 rr rr rr 3 - - -
102 ｶｸﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ r rr rr rr 4 - - -
103 ﾌﾀﾊﾞｶｸｶﾞﾆ c 1 - - -
104 ｲﾜｶﾞﾆ科 rr rr 2 - - -
105 ｵｷﾅﾜﾔﾜﾗｶﾞﾆ rr rr rr 3 希少 - -
106 ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ r r + + r + cc 7 地域個体群 - -

107 ﾁｺﾞｶﾞﾆ r r 2 - - -
108 ﾋﾒﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ r r r r 4 - - -
109 ｵｷﾅﾜｵｻｶﾞﾆ rr rr rr 3 - - -
110 ﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ rr rr rr 3 - - -
111 ｵｻｶﾞﾆ属 rr rr rr 3 - - -
112 ｺﾒﾂｷｶﾞﾆ + + + r r 5 - - -
113 ﾂﾉﾒﾁｺﾞｶﾞﾆ r rr 2 - - -
114 ｵｷﾅﾜﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷ + + r 3 - - -
115 ﾋﾒｼｵﾏﾈｷ c r r 3 - - -
116 ﾀｲﾜﾝｶﾞｻﾞﾐ rr r rr 3 - - -
117 ｱﾐﾒﾉｺｷﾞﾘｶﾞｻﾞﾐ rr 1 - - -
118 ﾌﾀﾊﾞﾍﾞﾆﾂｹﾓﾄﾞｷ rr r r rr r r 6 - - -
119 ﾐﾅﾐﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ r r rr 3 - - -
120 ﾐﾅﾐﾍﾞﾆﾂｹﾓﾄﾞｷ rr r rr r r 5 - - -
121 ｹﾌﾞｶｶﾞﾆ rr rr rr rr 4 - - -
122 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科 r rr rr rr r r 6 - - -
123 ｺｶｹﾞﾛｳ科(幼虫) r 1 - - -
124 ｲﾄﾄﾝﾎﾞ科(幼虫) + 1 - - -
125 ﾄﾝﾎﾞ科(幼虫) c 1 - - -
126 ﾕｽﾘｶ科 r 1 - - -
127 ｽﾅｸﾓﾋﾄﾃﾞ科 r 1 - - -
128 ｺﾌﾞﾋﾄﾃﾞ r 1 - - -

底質状況

129 ﾅｶﾞｳﾆ属 rr 1 - - -
130 ｸﾛﾅﾏｺ r r r r rr 5 - - -
131 ﾆｾｸﾛﾅﾏｺ rr 1 - - -
132 ﾋﾒｷﾞﾎﾞｼﾑｼ rr rr 2 - - -

種　類　数 10 25 26 49 45 55 24 37 31 36 38 22
注１）底質状況・生息孔　－：みられない，+：わずかにみられる，++：比較的多い，+++大半を占める
　２）生物出現状況　cc：非常に多い，c：多い，+：普通，r：少ない，rr：非常に少ない
　３）出現頻度は、該当する種が確認された地点数を示す。
　４）県版RDB：沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物（レッドデータおきなわ）.1996年.
　　　環境省RDB：日本の絶滅のおそれのある野生生物（改訂版を含む）.2000～2003年.
　　　水産庁：日本の希少な野生水生生物に関するデータブック（水産庁編）.1998年.
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資料 68(9) 目視観察結果（動物：平成 15年度冬期－１）
調査年月日：平成16年２月８～10日

調 査 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
調査月日 2月8日 2月8日 2月8日 2月9日 2月9日 2月9日 2月10日 2月10日 2月10日 2月10日 2月9日 2月8日
観察時刻 16:00 13:05 11:55 13:25 14:30 12:05 12:35 16:10 15:00 13:50 15:50 16:35
天　　候 曇り 曇り 曇り 雨 雨 雨 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 雨 曇り

シルト + + +
細　砂 ++ ++ ++ ++ ++ ++ ++ ++ +++ ++ ++ ++
粗　砂 ++ ++ + ++ ++ +++ +++ +++ ++ +++ +++ ++

礫・サンゴ片 + ++ ++ +++ + ++ ++ +++ + +++ + +
転　石 + + + + + + + +
岩　盤

番号 生息孔 + +++ ++ ++ ++ ++ + + ++ + + ++ 出現頻度 県版RDB 環境省RDB 水産庁
1 尋常海綿綱 r r 2 - - -
2 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 rr 1 - - -
3 ﾋﾗﾑｼ目 r 1 - - -
4 ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ科 rr 1 - - -
5 ﾘｭｳｷｭｳﾋｻﾞﾗｶﾞｲ rr 1 - - -
6 ｼﾎﾞﾘｶﾞｲ r r r 3 - - -
7 ﾂﾎﾞﾐｶﾞｲ r rr 2 - - -
8 ｵｷﾅﾜｲｼﾀﾞﾀﾐｶﾞｲ + 1 - - -
9 ﾌﾙﾔｶﾞｲ rr rr 2 - - -
10 ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ rr rr 2 - - -
11 ｶﾝｷﾞｸｶﾞｲ r r + + r r r r r rr 10 - - -
12 ﾏﾙｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ r r + r r 5 - - -
13 ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ rr rr 2 - - -
14 ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ科 r 1 - - -
15 ﾌﾀﾓﾁﾍﾋﾞｶﾞｲ r r 2 - - -
16 ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ科 r 1 - - -
17 ｺﾞﾏﾌﾆﾅ r 1 - - -
18 ﾘｭｳｷｭｳｳﾐﾆﾅ r r 2 - - -
19 ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ cc cc cc cc c c 6 - - -
20 ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ + 1 - - -
21 ｳﾐﾆﾅｶﾆﾓﾘｶﾞｲ rr + r rr r rr 6 - - -
22 ｺｹﾞﾂﾉﾌﾞｴｶﾞｲ rr rr 2 - - -
23 ｶﾔﾉﾐｶﾆﾓﾘｶﾞｲ + r r rr r 5 - - -
24 ｵﾆﾉﾂﾉｶﾞｲ科 rr rr rr 3 - - -
25 ﾎｳｼｭﾉﾀﾏｶﾞｲ rr rr 2 - - -
26 ｸﾁﾑﾗｻｷﾀﾞｶﾗｶﾞｲ rr rr 2 - - -
27 ﾊﾅﾋﾞﾗﾀﾞｶﾗｶﾞｲ + + 2 - - -
28 ｷｲﾛﾀﾞｶﾗｶﾞｲ r 1 - - -
29 ﾖｳﾗｸﾚｲｼﾀﾞﾏｼ r r r 3 - - -
30 ﾚｲｼｶﾞｲﾀﾞﾏｼﾓﾄﾞｷ rr 1 - - -
31 ﾚｲｼｶﾞｲﾀﾞﾏｼ rr rr 2 - - -
32 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ r r 2 - - -
33 ｶﾆﾉﾃﾑｼﾛｶﾞｲ r r rr 3 - - -
34 ｼｲﾉﾐﾖﾌﾊﾞｲ rr 1 - - -
35 ｼﾏﾍﾞｯｺｳﾊﾞｲ r + + r r r r 7 - - -
36 ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ属 rr r 2 - - -
37 ｷﾅｺｱﾜﾓﾁ rr r 2 - - -
38 ｲｿｱﾜﾓﾁ科 rr 1 - - -
39 ｺｳﾀﾞｶｶﾗﾏﾂｶﾞｲ rr 1 - - -
40 ﾘｭｳｷｭｳｻﾙﾎﾞｳｶﾞｲ rr 1 - - -
41 ｺﾍﾞﾙﾄﾌﾈｶﾞｲ rr 1 - - -
42 ｶﾘｶﾞﾈｴｶﾞｲ r r r r r r 6 - - -
43 ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲﾓﾄﾞｷ r r r r r 5 - - -
44 ﾘｭｳｷｭｳﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ r r r rr 4 - - -
45 ﾆﾜﾄﾘｶﾞｷ rr 1 - - -
46 ｳﾐｷﾞｸｶﾞｲ属 rr 1 - - -
47 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科 r r r r rr 5 - - -
48 ｳﾒﾉﾊﾅｶﾞｲ c 1 - - -
49 ﾁﾁﾞﾐｳﾒﾉﾊﾅｶﾞｲ r 1 - - -
50 ｳﾛｺｶﾞｲ科 rr 1 - - -
51 ﾀﾏﾏｷｶﾞｲ r r + 3 - - -
52 ﾘｭｳｷｭｳｱﾘｿｶﾞｲ r rr rr 3 - - -

底質状況

53 ﾘｭｳｷｭｳﾊﾞｶｶﾞｲ rr 1 - - -
54 ﾊﾞｶｶﾞｲ属 rr r 2 - - -
55 ﾊｽﾒｻﾞｸﾗｶﾞｲ r 1 - - -
56 ｲﾁｮｳｼﾗﾄﾘｶﾞｲ rr 1 - - -
57 ﾘｭｳｷｭｳｼﾗﾄﾘｶﾞｲ r 1 - - -
58 ﾍﾗｻｷﾞｶﾞｲ r 1 - - -
59 ｺﾆｯｺｳｶﾞｲ rr 1 - - -
60 ﾆｯｺｳｶﾞｲ r 1 - - -
61 ﾘｭｳｷｭｳﾏｽｵｶﾞｲ rr 1 - - -
62 ｵｷｼｼﾞﾐ + 1 - - -
63 ﾎｿｽｼﾞｲﾅﾐｶﾞｲ rr r r 3 - - -
64 ｱﾗｽｼﾞｹﾏﾝｶﾞｲ r r + r r r r 7 - - -
65 ｽﾀﾞﾚﾊﾏｸﾞﾘ r r + r r 5 - - -
66 ｲｵｳﾊﾏｸﾞﾘ rr r 2 - - -
67 ﾋﾒｱｻﾘ r rr 2 - - -
68 ｾﾐｱｻﾘ rr 1 - - -
69 ﾇﾉﾒｾﾐｱｻﾘ r r r rr 4 - - -
70 ｱﾅﾀﾞｺ rr 1 - - -
71 ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ科 + 1 - - -
72 ｺﾞｶｲ科 + r c c c + + r r + r r 12 - - -
73 ﾊﾅｵﾚｳﾐｹﾑｼ r r rr 3 - - -
74 ｳﾐｹﾑｼ科 rr 1 - - -
75 ｲｿﾒ科 + r r rr 4 - - -
76 ｾｸﾞﾛｲｿﾒ科 + r r 3 - - -
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資料 68(10) 目視観察結果（動物：平成 15年度冬期－2）

調査年月日：平成16年２月８～10日
調 査 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
調査月日 2月8日 2月8日 2月8日 2月9日 2月9日 2月9日 2月10日 2月10日 2月10日 2月10日 2月9日 2月8日
観察時刻 16:00 13:05 11:55 13:25 14:30 12:05 12:35 16:10 15:00 13:50 15:50 16:35
天　　候 曇り 曇り 曇り 雨 雨 雨 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 雨 曇り

シルト + + +
細　砂 ++ ++ ++ ++ ++ ++ ++ ++ +++ ++ ++ ++
粗　砂 ++ ++ + ++ ++ +++ +++ +++ ++ +++ +++ ++

礫・サンゴ片 + ++ ++ +++ + ++ ++ +++ + +++ + +
転　石 + + + + + + + +
岩　盤

番号 生息孔 + +++ ++ ++ ++ ++ + + ++ + + ++ 出現頻度 県版RDB 環境省RDB 水産庁
77 ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ科 + r r r r 5 - - -
78 ﾅﾅﾃｲｿﾒ科 rr 1 - - -
79 ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ科 r + r + 4 - - -
80 ｲﾄｺﾞｶｲ科 + r + r r + r 7 - - -
81 ﾌｻｺﾞｶｲ科 r r r r r r 6 - - -
82 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 + r r rr 4 - - -
83 ｷﾀﾕﾑｼ科 r 1 - - -
84 ｽｼﾞﾎｼﾑｼ r r 2 - - -
85 ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ r rr r 3 - - -
86 ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ r r r + r r 6 - - -
87 ﾘｭｳｷｭｳﾌﾅﾑｼ + 1 - - -
88 ｴﾝﾏﾖｺｴﾋﾞ科 r 1 - - -
89 ｲｿﾖｺｴﾋﾞ属 + + r r r + 6 - - -
90 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ科 r 1 - - -
91 ﾊﾏﾄﾋﾞﾑｼ科 + 1 - - -
92 ｸﾙﾏｴﾋﾞ科 r r r 3 - - -
93 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ科 rr r r rr 4 - - -
94 ｽﾅﾓｸﾞﾘ属 r c + 3 - - -
95 ﾂﾒﾅｶﾞﾖｺﾊﾞｻﾐ r 1 - - -
96 ﾔﾄﾞｶﾘ類 r r r + + r + 7 - - -
97 ﾀｲﾜﾝｶﾞｻﾞﾐ rr 1 - - -
98 ｶﾞｻﾞﾐ属 rr 1 - - -
99 ﾌﾀﾊﾞﾍﾞﾆﾂｹﾓﾄﾞｷ rr r 2 - - -
100 ﾐﾅﾐﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ r rr rr 3 - - -
101 ﾐﾅﾐﾍﾞﾆﾂｹﾓﾄﾞｷ rr 1 - - -
102 ﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ属 rr rr 2 - - -
103 ｽｴﾋﾛｲﾎﾞﾃｶﾞﾆ rr 1 - - -
104 ｹﾌﾞｶｶﾞﾆ r r 2 - - -
105 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科 rr rr rr 3 - - -
106 ﾌﾀﾊｵｻｶﾞﾆ r 1 - - -
107 ｺﾒﾂｷｶﾞﾆ r r 2 - - -
108 ﾋﾒｼｵﾏﾈｷ + r 2 - - -
109 ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ c + r r 4 地域個体群 - -
110 ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ r rr 2 - - -
111 ﾐﾅﾐｱｼﾊﾗｶﾞﾆ r 1 - - -
112 ｱｼﾊﾗｶﾞﾆ rr 1 - - -
113 ﾊｼﾘｲﾜｶﾞﾆﾓﾄﾞｷ rr 1 - - -
114 ﾊｼﾘｲﾜｶﾞﾆ属 rr 1 - - -
115 ｵｵﾋﾗｲｿｶﾞﾆ rr 1 - - -
116 ｵｷﾅﾜﾔﾜﾗｶﾞﾆ r 1 希少 - -
117 ｵｵｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ(幼虫) rr 1 - - -
118 ﾌｻｺｹﾑｼ科 rr 1 - - -
119 ﾜﾀﾞﾂﾐｷﾞﾎﾞｼﾑｼ r 1 - - -
120 ﾋﾒｷﾞﾎﾞｼﾑｼ c 1 - - -
121 ｽﾅｸﾓﾋﾄﾃﾞ科 r 1 - - -

種　類　数 12 27 25 39 30 26 31 16 10 33 29 15
注１）底質状況・生息孔　－：みられない，+：わずかにみられる，++：比較的多い，+++大半を占める
　２）生物出現状況　cc：非常に多い，c：多い，+：普通，r：少ない，rr：非常に少ない
　３）出現頻度は、該当する種が確認された地点数を示す。
　４）県版RDB：沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物（レッドデータおきなわ）.1996年.
　　　環境省RDB：日本の絶滅のおそれのある野生生物（改訂版を含む）.2000～2003年.
　　　水産庁：日本の希少な野生水生生物に関するデータブック（水産庁編）.1998年.

底質状況
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資料 68(11) 目視観察結果（動物：平成 16年度夏季-1）
調査年日：平成１６年７月３日～６日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
7月6日 7月6日 7月3日 7月3日 7月3日 7月3日 7月4日 7月4日 7月4日 7月4日 7月5日 7月5日
15:03 13:30 10:26 12:01 13:38 14:54 13:10 13:40 14:24 14:48 12:45 15:15
雨 雨 晴 晴 晴 晴 曇 曇 曇 雨 曇 曇

シルト ++ ++ + + + ++ ++ + ++ ++ ++ ++
細砂 ++ +++ ++ +++ ++ +++ ++ +++ ++ ++ +++ +++
粗砂 ++ ++ +++ +++ +++ +++ +++ +++ +++ +++ +++ +++
礫・サンゴ片 + + ++ +++ + ++ +++ +++ + +++ ++ +
転石 + + + ++ + ++ ++ + + ++ ++ +
岩盤 - - - - - - - + - - - -

+ ++ ++ + + +++ ++ ++ ++ ++ ++ ++
+ ++ + + + + - - - - + +

1 尋常海綿綱 r r r r 4 － － －
2 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 + r + r r + rr 7 － － －
3 ﾋﾗﾑｼ目 rr rr 2 － － －
4 ｳｽﾋｻﾞﾗｶﾞｲ科 rr 1 － － －
5 ﾘｭｳｷｭｳﾋｻﾞﾗｶﾞｲ r 1 － － －
6 ｵｷﾅﾜｲｼﾀﾞﾀﾐｶﾞｲ c 1 － － －
7 ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ r 1 － － －
8 ｶﾝｷﾞｸｶﾞｲ c + cc c c + c r c c 10 － － －
9 ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ r 1 － － －
10 ﾏﾙｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ + r c c c + 7 － － －
11 ｺｼﾀﾞｶｱﾏｶﾞｲ r 2 － － －
12 ﾌﾀﾓﾁﾍﾋﾞｶﾞｲ + + 2 － － －
13 ｺﾞﾏﾌﾆﾅ 1 － － －
14 ﾘｭｳｷｭｳｳﾐﾆﾅ c + c cc 5 － － －
15 ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ cc cc c cc + 6 － － －
16 ｲﾄｶｹﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ rr 1 － － －
17 ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ c cc 3 － － －
18 ｳﾐﾆﾅｶﾆﾓﾘｶﾞｲ + + + r r r r 7 － － －
19 ｺｹﾞﾂﾉﾌﾞｴｶﾞｲ + + r + 4 － － －
20 ｶﾔﾉﾐｶﾆﾓﾘｶﾞｲ + r c + + 6 － － －
21 ｸﾜﾉﾐｶﾆﾓﾘ + r 2 － － －
22 ﾎｳｼｭﾉﾀﾏｶﾞｲ rr r r r r r r 7 － － －
23 ﾊﾅﾋﾞﾗﾀﾞｶﾗｶﾞｲ c + + 3 － － －
24 ｷｲﾛﾀﾞｶﾗｶﾞｲ rr c r 3 － － －
25 ﾖｳﾗｸﾚｲｼｶﾞｲﾀﾞﾏｼ + r 2 － － －
26 ﾚｲｼｶﾞｲﾀﾞﾏｼﾓﾄﾞｷ r 1 － － －
27 ﾚｲｼｶﾞｲﾀﾞﾏｼ + 1 － － －
28 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ c + 2 － － －
29 ｲﾎﾞﾖﾌﾊﾞｲ + 1 － － －
30 ｱﾜﾑｼﾛｶﾞｲ r 1 － － －
31 ｶﾆﾉﾃﾑｼﾛｶﾞｲ + c + 3 － － －
32 ｼｲﾉﾐﾖﾌﾊﾞｲ + 1 － － －
33 ｼﾏﾍﾞｯｺｳﾊﾞｲ r cc c + + + 6 － － －
34 ﾎﾗﾀﾞﾏｼ ｒ 1 － － －
35 ｵｵｼｲﾉﾐｸﾁｷﾚｶﾞｲ ｒ 1 － － －
36 ﾈｺﾉﾐﾐｸﾁｷﾚｶﾞｲ rr 1 － － －
37 ｲｿｱﾜﾓﾁ ｒ + rr rr + 5 － － －
38 ｺﾞﾏｾﾝﾍﾞｲｱﾜﾓﾁ + 2 － － －
39 ﾘｭｳｷｭｳｻﾙﾎﾞｳｶﾞｲ r 1 － － －
40 ｴｶﾞｲ + + + + r c c 8 － － －
41 ｶﾘｶﾞﾈｴｶﾞｲ r 1 － － －
42 ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲﾓﾄﾞｷ + c c + r 6 － － －
43 ｸﾛｼｷﾞﾉﾊｼｶﾞｲ r r 2 － － －
44 ｻｻﾞﾅﾐﾏｸﾗ r 1 － － －
45 ﾘｭｳｷｭｳﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ r 1 － － －
46 ﾎｿｽｼﾞﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ + 1 － － －
47 ｽｷｹﾞﾋﾊﾞﾘ ｒ 1 － － －
48 ｱｺﾔｶﾞｲ r 1 － － －
49 ﾍﾘﾄﾘｱｵﾘｶﾞｲ + 1 － － －
50 ﾆﾜﾄﾘｶﾞｷ r + 2 － － －
51 ｵﾊｸﾞﾛｶﾞｷ r 1 － － －
52 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科 rr r r r 4 － － －
53 ｳﾗｷﾂｷｶﾞｲ ｒ 1 － － －
54 ｳﾐｱｻｶﾞｲ rr 1 － － －
55 ｶﾌﾞﾗﾂｷｶﾞｲ ｒ 1 － － －
56 ｳﾒﾉﾊﾅｶﾞｲ + r 2 － － －
57 ﾁﾁﾞﾐｳﾒﾉﾊﾅｶﾞｲ r r r 3 － － －
58 ﾌｨﾘﾋﾟﾝﾊﾅﾋﾞﾗｶﾞｲ rr 1 － － －
59 ｵｷﾅﾜﾋｼｶﾞｲ rr rr 2 － － －
60 ｶﾜﾗｶﾞｲ r 1 － － －

番号
水
産
庁

生息孔
浮泥の堆積状況

底質状況

出
現
頻
度

天候
観察時刻
調査月日
調査地点

県
版
Ｒ
Ｄ
Ｂ

環
境
省
Ｒ
Ｄ
Ｂ

61 ﾘｭｳｷｭｳｻﾞﾙｶﾞｲ rr + r 3 － － －
62 ﾀﾏﾏｷｶﾞｲ rr rr r + 4 － － －
63 ﾘｭｳｷｭｳｱﾘｿｶﾞｲ rr 1 － － －
64 ﾘｭｳｷｭｳﾊﾞｶｶﾞｲ rr r 2 － － －
65 ｱﾏｻｷﾞｶﾞｲ rr 1 － － －
66 ｲﾁｮｳｼﾗﾄﾘｶﾞｲ rr rr 2 － － －
67 ﾄｶﾞﾘﾕｳｼｵｶﾞｲ rr 1 － － －
68 ﾘｭｳｷｭｳｼﾗﾄﾘｶﾞｲ r r 2 － － －
69 ﾍﾗｻｷﾞｶﾞｲ r r + 3 － － －
70 ｺﾆｯｺｳｶﾞｲ rr 1 － － －
71 ｻﾒｻﾞﾗｶﾞｲﾓﾄﾞｷ + r + 3 － － －
72 ｱｼﾍﾞﾏｽｵｶﾞｲ c rr + 3 － － －
73 ｵｷｼｼﾞﾐ r r r 3 － － －
74 ﾎｿｽｼﾞｲﾅﾐｶﾞｲ r + r r 4 － － －
75 ｱﾗｽｼﾞｹﾏﾝｶﾞｲ r rr + r rr r + 7 － － －
76 ｶﾉｺｱｻﾘ rr r 2 － － －
77 ｽﾀﾞﾚﾊﾏｸﾞﾘ r r r r r + + rr 9 － － －
78 ｲｵｳﾊﾏｸﾞﾘ rr 1 － － －
注１）底質状況・生息孔　－：見られない、＋：わずかに見られる、＋＋：比較的多い、＋＋＋：大半を占める。
注２）生物出現状況　cc：非常に多い、c：多い、＋：普通、ｒ：少ない、rr：非常に少ない。
注３）出現頻度は、該当する種が確認された地点数を示す。
注４）県版RDB：沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物（1996年）。
      環境省RDB：日本の絶滅のおそれのある野生生物（改訂版を含む）（2000～2003年）。
      水産庁RDB：日本の希少な野生水生生物に関するデータブック（2000年）。
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資料 68(12) 目視観察結果（動物：平成 16年度夏季-2）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

7月6日 7月6日 7月3日 7月3日 7月3日 7月3日 7月4日 7月4日 7月4日 7月4日 7月5日 7月5日
15:03 13:30 10:26 12:01 13:38 14:54 13:10 13:40 14:24 14:48 12:45 15:15
雨 雨 晴 晴 晴 晴 曇 曇 曇 雨 曇 曇

シルト ++ ++ + + + ++ ++ + ++ ++ ++ ++
細砂 ++ +++ ++ +++ ++ +++ ++ +++ ++ ++ +++ +++
粗砂 ++ ++ +++ +++ +++ +++ +++ +++ +++ +++ +++ +++
礫・サンゴ片 + + ++ +++ + ++ +++ +++ + +++ ++ +
転石 + + + ++ + ++ ++ + + ++ ++ +
岩盤 - - - - - - - + - - - -

+ ++ ++ + + +++ ++ ++ ++ ++ ++ ++
+ ++ + + + + - - - - + +

79 ﾋﾒｱｻﾘ + r + 3 － － －
80 ﾘｭｳｷｭｳｱｻﾘ ｒ 1 － － －
81 ﾇﾉﾒｾﾐｱｻﾘ + r + c r c c c 8 － － －
82 ｳﾛｺﾑｼ科 ｒ rr 2 － － －
83 ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ科 rr 1 － － －
84 ｺﾞｶｲ科 + + rr r r r 7 － － －
85 ｳﾐｹﾑｼ科 ｒ 1 － － －
86 ｲｿﾒ科 rr + 2 － － －
87 ｾｸﾞﾛｲｿﾒ科 + 1 － － －
88 ﾅﾅﾃｲｿﾒ科 + 1 － － －
89 ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ科 r rr + + + + 6 － － －
90 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ科 ｒ r r 3 － － －
91 ｲﾄｺﾞｶｲ科 + ＋ + + + + + + 9 － － －
92 ﾌｻｺﾞｶｲ科 r 1 － － －
93 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 + r r c 4 － － －
94 ｳｽﾞﾏｷｺﾞｶｲ科 rr + c r 4 － － －
95 ｷﾀﾕﾑｼ科 r cc 2 － － －
96 ｽｼﾞﾎｼﾑｼ rr 1 － － －
97 星口動物門 + 1 － － －
98 ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ rr + r r r r r r + 10 － － －
99 ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ + r r r r r r + 9 － － －
100 ﾘｭｳｷｭｳﾌﾅﾑｼ rr 1 － － －
101 ｳﾐﾍﾞﾜﾗｼﾞﾑｼ科 ｒ 1 － － －
102 ｲｿﾖｺｴﾋﾞ属 + + r r r 6 － － －
103 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ科 r r 2 － － －
104 ｱｺﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ科 ＋ 1 － － －
105 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ科 ＋ ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ 8 － － －
106 ﾂﾒﾅｶﾞﾖｺﾊﾞｻﾐ ｒ ｒ ＋ ｒ ｒ ＋ 7 － － －
107 ﾀﾃｼﾞﾏﾖｺﾊﾞｻﾐ ＋ ＋ ｒ ＋ 4 － － －
108 ﾂﾉﾔﾄﾞｶﾘ属 ＋ r + rr + 5 － － －
109 ﾕﾋﾞﾅｶﾞﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ ｒ ｒ ｒ ＋ 5 － － －
110 ﾀｲﾜﾝｶﾞｻﾞﾐ rr rr 2 － － －
111 ｱﾐﾒﾉｺｷﾞﾘｶﾞｻﾞﾐ r rr 3 － － －
112 ﾌﾀﾊﾞﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ ｒ 1 － － －
113 ﾌﾀﾊﾞﾍﾞﾆﾂｹﾓﾄﾞｷ r 1 － － －
114 ﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ rr rr + + rr 5 － － －
115 ﾐﾅﾐﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ + r + + + + + + + 10 － － －
116 ﾐﾅﾐﾍﾞﾆﾂｹﾓﾄﾞｷ + 1 － － －
117 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ r r + rr + 5 － － －
118 ｽｴﾋﾛｲﾎﾞﾃｶﾞﾆ r rr r r r 5 － － －
119 ﾑﾂﾊｵｳｷﾞｶﾞﾆ rr rr 2 － － －
120 ｹﾌﾞｶｶﾞﾆ rr 1 － － －

番号

出
現
頻
度

県
版
Ｒ
Ｄ
Ｂ

生息孔
浮泥の堆積状況

観察時刻
天候

調査地点
調査月日

環
境
省
Ｒ
Ｄ
Ｂ

水
産
庁底質状況

121 ﾋﾒﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ rr rr 2 － － －
122 ﾌﾀﾊｵｻｶﾞﾆ r + rr 3 － － －
123 ｵｷﾅﾜｵｻｶﾞﾆ + r 2 － － －
124 ﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ r rr 2 － － －
125 ｺﾒﾂｷｶﾞﾆ r c cc r + r 7 － － －
126 ﾂﾉﾒﾁｺﾞｶﾞﾆ r 1 － － －
127 ﾋﾒｼｵﾏﾈｷ + + r 3 － － －
128 ﾑﾂﾊﾞｱﾘｱｹｶﾞﾆ rr rr 2 － － －
129 ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ c cc r c c r c r c 9 地域個体群 － －
130 ｵｷﾅﾜﾋﾗｲｿｶﾞﾆ rr rr 2 希少種 情報不足 －
131 ﾊｼﾘｲﾜｶﾞﾆ ＋ 1 － － －
132 ﾊｼﾘｲﾜｶﾞﾆﾓﾄﾞｷ r 2 － － －
133 ｶｸﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ rr 1 － － －
134 ﾌﾀﾊﾞｶｸｶﾞﾆ rr 1 － － －
135 ｲﾜｶﾞﾆ科 r 1 － － －
136 ｱﾏﾐﾏﾒｺﾌﾞｼｶﾞﾆ rr 1 希少種 情報不足 －
137 ｵｷﾅﾜﾔﾜﾗｶﾞﾆ rr rr rr rr 4 希少種 － －
138 ﾋﾒｷﾞﾎﾞｼﾑｼ r c 2 － － －
139 ｱｵﾓﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ + 1 － － －
140 ﾀｲﾘｸｼｮｳｼﾞｮｳﾄﾝﾎﾞ r 1 － － －
141 ﾊﾗﾎﾞｿﾄﾝﾎﾞ r 1 － － －
142 ｳﾐｱｶﾄﾝﾎﾞ r 1 － － －
143 ﾕｽﾘｶ科 c 1 － － －
144 ｲｽﾞﾐﾊｾﾞ + 1 － － －
145 ｶﾜｽｽﾞﾒ c 1 － － －
146 ｶﾀﾞﾔｼ cc 1 － － －

12 38 33 41 47 34 28 29 16 51 46 20 146
注１）底質状況・生息孔　－：見られない、＋：わずかに見られる、＋＋：比較的多い、＋＋＋：大半を占める。
注２）生物出現状況　cc：非常に多い、c：多い、＋：普通、ｒ：少ない、rr：非常に少ない。
注３）出現頻度は、該当する種が確認された地点数を示す。

種類数

注４）県版RDB：沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物（1996年）。
      環境省RDB：日本の絶滅のおそれのある野生生物（改訂版を含む）（2000～2003年）。
      水産庁RDB：日本の希少な野生水生生物に関するデータブック（2000年）。
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資料 68(13) 目視観察結果（動物：平成 16年度冬季）



 
 
 
 
 
 
 
 

4. 委員会での指摘事項と事業者の考え方 



 4-1

4.委員会での指摘事項と事業者の考え方 １回環境監視委員会における主な指摘事項と事業者の考え方 
監視項目 第１回環境監視委員会における主なご指摘 事業者の考え方 

大気質 特になし － 
道路交通騒音 ・基準値を超えていた地点（St.5）では、将

来、工事車両が通行した時にはさらに騒音

レベルが上がる可能性があるのではない

か。（香村委員） 
 

・St.5 の位置する国道 329 号沿いは、環境影

響評価の時点で既に環境基準を満足してい

ない現状にあったことから、海岸線の工事

用道路（仮設）を使用することにより工事

車両の走行ルートからははずこととしてい

ます。なお、調査地点のうち、工事車両が

走行する St.2 及び St.6 においては、資材

の搬入が一時期に集中しないような工事工

程の調整や、車両の整備・点検及び運転者

の適正走行に努めるなどの対策を講じてま

いります。 
 

道路交通振動 特になし － 
水質 ・COD が基準値を超過した原因として、何か

考えられる理由があるか。（津嘉山委員） 
 
 
 
 
 
 
・水質の変化と降雨との関係はないのか。（香

村委員） 
 

・ＣＯＤを増加させるような工事は行われて

いないこと、工事による影響の直接的な指

標となるＳＳは基準を満足していることな

どから、ＣＯＤの増加は工事による影響で

はなく、陸域（流入水路）や比屋根湿地、

泡瀬漁港周辺等からの流入負荷による可能

性が高いと考えています。 
 
・毎日 2 回調査を実施している SS の調査結

果によれば、降雨後に特に陸域からの流入

部付近で SS が高くなる傾向が認められて

いることからも、当該海域における水質の

変化には、陸域からの流入が大きく関与し

ている可能性が高いと考えています。 
 

鳥類 ・新港地区のように出島式の開発をした場所

での鳥類の変化や、保全策とその効果等を

詳細に調べるとともに、そのような過去の

事例を活かして保全策を検討すべきであ

る。（山城委員） 
・既往の埋立事例で、水鳥の生息環境、生息

状況の変化を見てきた経緯から、今まさに

泡瀬で異常な事態を予想している。過去の

埋立事例では、どのような変化が生じてい

るのかデータに基づいて検討していく必要

がある。（山城委員） 

・監視委員会の目的は、環境影響評価書での

予測評価の結果を検証していくことです。

保全策については「異常な事態が予想され

る場合、もしくは発生した場合に原因を究

明し、所要の措置・対策について検討を行

う」こととしています。評価書で記載して

いるとおり、鳥類は工事によって一時的に

回避している可能性もあると考えていま

す。現時点で、新たな保全策を検討する必

要性は低いと考えています。 
・環境保全･創造検討委員会の中で、今年度か

ら人工島環境整備専門部会を立ち上げたと

ころです。水鳥の生息環境の保全・整備に

ついても野鳥園に関する専門部会を設置す

るなど、将来的に検討する予定です。 
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監視項目 第１回環境監視委員会における主なご指摘 事業者の考え方 
鳥類 ・監視調査結果一覧（p.3）の中で、「鳥類が

採餌の場としている干潟域については、工

事による消失を回避している。」とあるが、

どういう意味か。（香村委員） 
 
・トータルの種類数・個体数の変化ではなく、

調査地点ごとの経年的な変動が整理されれ

ば、各地点で事前調査と比較して、どのよ

うに変動しているのか評価できると思うが

どうか。（香村委員） 
 
 
・新方式(2)による調査では精度の高いデータ

が得られている一方で、従来方式や新方式

(1)では、種類数、個体数ともに十分に把握

できていない。事前調査（従来方式）では、

調査精度が低かったことを指摘する。また、

調査精度の低い事前データと比較しても評

価はできないと考える。（山城委員） 
 
 
 
 
・鳥類はいる日もあればいない日もあり、気

まぐれなんだという認識を持っており、地

元では鳥の数は問題視していない。一番の

要望は、海の環境を良くしてもらいたいと

いうことである。（高江洲委員） 
 
・比屋根湿地内の St.9 と St.7 とで、鳥類の

行動の違いが確認できているのであれば、

ご教示願いたい。（仲宗根委員） 
 
 
 
・山城委員と事務局とで、事前に勉強会など

をして、委員会では共通認識を持った形で

議論ができるようにしていただけないか。

（津嘉山委員） 
 

・工事では干潟域を直接改変しないように配

慮している、すなわち、工事による干潟域

の消失は回避しているという意味です。 
 
 
・各調査地点におけるシギ・チドリ類の個体

数変化については p.2-27 に示すように、仮

設橋梁付近の St.7 で特に個体数が多く、変

動も大きいという傾向が認められます。そ

の他の地点は、相対的に個体数が少なく概

ね事前の変動範囲内にあります。 
 
・平成 12～14 年度は、当時のマニュアル等

の考え方に沿って行った従来方式による調

査データを事前の変動範囲としています。 
・環境省によれば、事後調査は環境影響評価

時点と同じ方法で実施し、より望ましい新

たな調査手法ができた場合には、従来の方

法と併せて実施し比較検討しながら行うこ

ととされています。このような趣旨を踏ま

え、委員からご指導のあった新しい調査手

法を取り入れているところです。 
 
・委員会では、一つの議論に片寄ることのな

いよう地元からのご意見について議論でき

るような進行に努めます。また、委員への

事前説明において議論を予め深めておくな

どの対応に引き続き努めます。 
 
・St.7 は干潟域でありシギ・チドリ類の良好

な「採餌」場所であるのに対して、St.9 は

比屋根湿地内で、ヒルギ類の繁茂と陸化が

進行しており、鳥類の行動には違いがある

と考えています。 
 
・これまでも勉強会を開催して、各テーマに

ついて理解を深め、意見交換を行ってきた

ところです。引き続き委員への事前説明に

加え、勉強会等により、委員との共通認識

の醸成に努めてまいります。 
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監視項目 第１回環境監視委員会における主なご指摘 事業者の考え方 
海藻草類 ・広域的な藻場分布の減少要因を水温との関

係で説明されたが、原因は水温だけではな

いと思われる。（津嘉山委員） 
 
 
・海草は季節変動があるので、空中写真によ

る比較は、同じ月に撮影された写真を用い

る必要があると思うがどうか。また、今年

は水温が低い傾向にあるので、今年は泡瀬

の藻場は復活するとも考えられそうである

がどうか。（立原委員） 
 
・被度の減少に関しては、まず、泡瀬海域に

おける底質の変化などの環境変化との関連

について十分検討して、それでも明らかに

ならない場合に、広域的な変化を見るべき

である。（開発委員） 
 
・大型海草藻場が減少している一方で、ガラ

モ場は激増している。このような点からも

藻場の生育環境が変化しているのではない

か。（開発委員） 
 
 
 
・底質の変化に関わる流れの変化についても、

インパクト・レスポンスフローを改良した

上で、それに基づいて流れのモニタリング

も行いながら慎重に調査していくことを求

める。（開発委員） 
 
・工事影響の可能性が低いとするまでの論理

に飛躍があり、評価に至るまでの分析が足

りない。今後もモニタリングデータを蓄積

して検討を続ける必要がある。（開発委員） 
 
 
 
・資料編（p.93）に浮泥の堆積状況が示され

ているが、このデータはどのように読みと

ればいいのか。（開発委員） 
 

・広域的な藻場分布状況の検討結果は、海草

の減少が広域的にも認められることを提示

したもので、水温は可能性の一つとして例

示したものです。 
 
・海草はホンダワラ類やガラモ場を構成する

海藻とは異なり、それほど大きな季節変動

はないと考えています。また、水温につい

ては、本土のアマモと熱帯性のアマモとの

差がまだよく分かっていないこともあり、

あくまで事例として提示したものです。 
 
・評価については、平成 15 年の委員会で示し

たルールに基づき、「自然変動の範囲内」か

どうか、「周辺環境の変化」によるものでな

いか、「広域的な変化」が認められないか、

という順で検討しています。 
 
・藻場の生育環境の変化における工事影響の

可能性については、現在考え得るインパク

ト・レスポンスフローに基づき、想定され

る影響の一つ一つについて検証した結果、

工事による影響の可能性は低いと考えてお

ります。 
 
・流れの変化については、影響を受ける底質

の粒度組成や砂面変動を直接監視している

ところで、今後データの蓄積が重要である

と認識しています。 
 
 
・工事影響の可能性については、現在考え得

るインパクト・レスポンスフローに基づき、

想定される影響の一つ一つについて検証し

た結果、工事による影響の可能性は低いと

考えております。今後もデータの蓄積が重

要であると認識しています。 
 
・浮泥の堆積状況についてもモニタリングし

ていくことが重要という認識のもとに、対

照区も含めて調査を行っています。 
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監視項目 第１回環境監視委員会における主なご指摘 事業者の考え方 
海藻草類 ・平安座島の埋立地前面に藻場の分布がみら

れるように、長期的にみれば、埋立工事後

にも藻場はその環境に応じて生育するよう

になるといえるのではないか。（島袋委員） 
 
・藻場は絶えず動いており、一定場所（コー

ドラート）で監視を続けていれば変動する

のは当然である。周辺域の変化とも比較し

ながら検討すべきではないか。（香村委員） 
・生育面積が減少したコードラートでも 50％

以上の被度が残っている部分もある。生育

面積の減少と被度の変化は結びつかないと

も考えられるので、コードラート内の変化

に着目して、被度が減少した場所とその周

辺域とを比較てみてはどうか。（香村委員） 
 

・藻場の分布状況については、埋立地の存在

を含めた長期的な視点でモニタリングして

いく必要があると認識しています。 
 
 
・海藻草類の監視は、定点調査の他に泡瀬地

区全体の藻場分布調査も行っています。定

点での変動が工事による影響かどうかを判

断するに当たっては、藻場全体の変動も把

握した上で工事区域を中心とした変動の程

度等を検討しています。現在のところ埋立

護岸を中心とした藻場の減少は認められな

いこと等から、工事影響の可能性は低いと

考えていますが、コードラート周辺を含め

た調査の必要性については、今後調整させ

ていただきたいと考えています。 

クビレミドロ ・クビレミドロの生育状況の変化については、

風とともに流れとの関係もあると思うが、

どのように考えているか。（津嘉山委員） 
 

・風速 8ｍ以上の風との相関があることから、

波・吹送流との関係があると考えられます。

関連する環境保全・創造検討委員会での検討

結果や議論を参考にしつつ、今後検討してい

きたいと考えています。 

サンゴ 特になし － 
トカゲハゼ ・中城湾全域における個体数の推移を見ると、

最近は放流を行っている新港地区で増加

し、佐敷地区が減少して新港地区と佐敷地

区の比率が完全に逆転している。中城湾の

トカゲハゼの拠点は佐敷地区と思われ、佐

敷地区から卵を採って新港地区に放流して

いると、湾全体のトカゲハゼの生存に影響

してくると思われるが、どのように考えて

いるのか。（立原委員） 
 

・新港地区では、佐敷地区から卵及び着底幼

稚魚を採って種苗生産を行い平成 7～14 年に

放流を行いましたが、平成 15 年以降は放流せ

ずに自然加入がみられています。また、佐敷

地区では現在でも新港地区よりかなり多くの

着底稚魚が確認されています。しかし、トカ

ゲハゼ成魚の減少は、台風の影響で生息地で

ある泥質性干潟を囲んでいた砂州が分断さ

れ、そこから泥質分が流出したことや、干潟

が陸化してきたことなどにより、その生息面

積が縮小したことが原因であると考えられて

います。 
比屋根湿地の

汽水生物等 
特になし － 

その他のご指

摘 
 

・魚類の調査データはないのか。（立原委員） 
 
 
 
 
 

・環境影響評価書の中で、魚類についての調

査結果を示しています。また、環境監視調査

では、環境影響評価書に基づき、汽水性魚類

を含む比屋根湿地の生物調査を実施している

他、間接的に海域における魚類の生息場を構

成する海藻草類、サンゴ類、干潟生物を対象

とした調査を実施しています。魚類調査につ

いては、今後必要に応じ調整させていただき

たいと考えています。 
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監視項目 第１回環境監視委員会における主なご指摘 事業者の考え方 
その他のご指

摘 
 

・事業者が行う環境監視調査というのは、学

術研究とは異なり、事業で自然環境に予想

外の影響を与えることのないよう、事業者

自らができる範囲で調査を行い、その結果

をもとに工事影響について取りまとめると

いう趣旨は理解できる。ただし、工事影響

は少しずつ出てくる可能性は捨てきれない

ので、少しずつの影響をいち早く察知でき

るよう、細心の注意を払って引き続きモニ

タリングをしていただきたい。（細川委員） 
 
・藻場の群落上の光量の測定が可能ならばお

願いしたい。（仲宗根委員） 
 

・今後とも細心の注意を払ってモニタリング

を継続してまいります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・工事に伴う藻場群落上の光量の変化につい

ては、現在行っている水質（濁り）の監視

調査で十分把握できると考えています。 
 

その他のご指

摘（①事業者

に情報が寄せ

られた種につ

いて） 

・これまでに情報が寄せられた種が集中して

生息している場所・環境があるように思わ

れる。データを整理して、環境保全策を検

討していく必要がある。（開発委員） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・勉強会という位置づけでも良いが、モニタ

リングの方法などを議論する場をつくって

ほしい。（開発委員） 
 

・「事業者に情報が寄せられた種について」は、

資料で記載したとおり、既往調査での出現

状況の確認、情報収集（専門家のヒアリン

グ、文献調査、追加調査等）等を行ってき

ましたが、特段の対応が必要との認識には

至っておりません。なお、サンゴ類につい

ては、環境影響評価時の状況と大きく変化

していないものと判断していますが、今後

もと専門家の意見を聞きながら、最新の情

報収集に努めてまいります。また、ユンタ

クシジミ（仮称）については、専門家の指

導を踏まえ、再度確認調査を行う予定です。 
 
・これまでも勉強会を開催し、各テーマにつ

いて理解を深め意見交換を行ってきたとこ

ろですが、このような勉強会等、議論する

場について検討します。 
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監視項目 第１回環境監視委員会における主なご指摘 事業者の考え方 
その他のご指

摘（②平成 17
年度環境監視

調査計画につ

いて） 

・藻場やクビレミドロの生育状況と底質変化

との関係を調べるための流れの調査が必要

ではないか。（開発委員） 
・現段階ですぐに流れの現地調査が必要とは

思われない。（津嘉山委員） 
・波や流れの観測を直ちに行う必要性はない

と考えている。また、現地観測よりも沖波

の観測データを用いた数値計算の方が有効

である。ただし、そのような検討は、環境

保全・創造検討委員会で議論され、結果が

出ていればその結果を提示してもらえれば

早い。粒度組成については引き続きデータ

の蓄積をお願いしたい。（細川委員） 
 
・コアジサシとシロチドリの繁殖が確認され

ているので、群れの大きさや繁殖位置など

が分かるような調査をしてほしい。（山城委

員） 
 

・環境保全・創造検討委員会での議論・解析

結果を参考にしつつ、ナウファスの波浪デ

ータ等を有効に活用するなどして検討した

いと考えています。 
・粒度組成については引き続きデータの蓄積

をしていきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・現在実施している調査の中で、繁殖が確認

された鳥類については、確認位置や繁殖行

動の内容（偽傷行動や求愛行動など）を記

録していますので、引き続き調査します。 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ. 事後調査結果（移植先の海草、藻場） 
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Ⅰ.手植え移植藻場の評価について 
 

1. 手植え移植藻場の評価の方針と手法 
平成 14 年 12 月から実施した海草の手植え移植は実施から約 2 年（平成 17 年 1 月調査結果）が経

過した。これまでの移植経過の推移を中間的にとりまとめ、以下の方針により評価を行うこととし

た。 

 

＜評価の目的＞ 

手植え法により移植された海草について、その生育状況を周囲の（自然の）海草藻場と比較し、

移植計画の妥当性、移植後の生育の状況、今後の見通しについて検証することを目的とする。 

 

＜評価の方針＞ 

上記の評価を行うために、手植え移植された海草藻場に関し、 

1. 適地に移植されたか、 

2. 初期減耗による障害が発生していないか、 

3. 台風に対する耐性をもっていたか、 

4. 海草種の自然状態に近い遷移がみられたか、 

5. 藻場の再生産がみられたか、 

6. 広域的にみても移植経過が順調であるかどうか 

について個別評価を行い、さらに、これらの評価結果を総合的に判断することとする。 

１は、計画の妥当性についての評価、2,3,4 は、局所・短期的な移植海草の生育状況に関する評

価、5,6 は長期・広域的な視点での移植海草の生育状況に関する評価である。 

 

＜評価の指標＞ 

評価項目の中で、海草についての評価を行う場合には、対象海草の「生育被度」、「生育面積」、

「生物生息状況」を指標とする。 

 各評価項目についての意義と測定方法は以下のとおりである。 

・生育被度 

海底面に対する葉の投影面積の割合を調査することで、海底での生育状況を把握し、一定の

範囲内における海草葉部の密度を示す指標として評価する。 

測定方法としては、2×2ｍ枠（手植え移植藻場）もしくは、10×10ｍ枠（既存藻場）のコド

ラートにおいて、海草の生育状況をスケッチもしくは目視にて、被度を5％刻みで測定すること

とする。被度は種別の被度、全体の被度をそれぞれ記録した。 

・生育面積 

海草の群体としての生育面積を調査することで、移植した海草の根の活着状況、拡大状況を

評価する。 

測定方法は、2×2ｍコドラート内にかかる群体と考えられる海草を包絡する範囲（根の伸長

範囲）をスケッチもしくは目視にて観察し、生育面積を算出する。特に、地下茎が連結してい
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る場合は、途中葉部の分布が途切れていたとしても群体として判断する。また、コドラートを

はみ出す部分については、必要である場合、被度毎の整理を行う。 

・生物生息状況 

移植藻場に生息する底生生物の生息状況を把握し、生物の生息環境として評価する。 

測定方法は、2×2ｍのコドラート内の葉上もしくは底上に生息する生物を目視により種類、

個体数を記録する。 

 

こうした評価方法は、環境影響評価時に設定された、「生育被度」および「生物生息状況」によ

る評価を拡充し、体系化したものとして位置づけられる。なお、海草の移植時に事業者により立案

された海草移植計画（「中城湾港（泡瀬地区）公有水面埋立事業にかかる海草移植計画」（平成14

年12月））には、本評価方法の骨子がすでに反映されており、これにのっとった評価、計画・施工

の見直し、原因の解明を行うこととなっている。 
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2. 手植え移植藻場の個別評価 
評価方針にしたがい、1）適地に移植されたか、2）初期減耗による障害が発生していないか、3）

台風に対する耐性をもっていたか、4）海草種の自然状態に近い遷移がみられたか、5）藻場の再生

産がみられたか、6）広域的にみても移植経過が順調であるかどうかについて、生育面積、生育被度、

生物生息状況を評価指標として評価した。 

 

表－1 個別評価の結果 

評価項目 評価結果 

①移植適地について 手植え移植は、既存藻場がなく水深、底質、外力等について適地とし

て可能性が高い条件の場所に実施された。 

その結果、移植後 2 年が経過したが移植海草藻場は維持され生育面積

は現在も増加し続けていることから、当初適地選定に用いた条件は概ね

妥当であったと考えられる。（P.5 参照） 

②初期減耗について 移植後に藻場面積は 2ヵ月間で 95ｍ2から 84ｍ2に減少し、被度は 4

ヵ月間で 30％から 15％に減少した。 

これら藻場面積や被度の減少については、移植直後の成長停滞（ラグ

フェイズ）であると考えられる。（P.8 参照） 

③台風に対する耐性につ

いて 

平成 15 年、16 年の 2 年間の台風通過前後において、移植藻場では面

積は減少しなかったが、被度は 15%から 10%に減少した。 

一方、既存藻場においても台風前後で被度が 30%から 15%に減少して

いる地点が確認されている。 

移植藻場は台風前後において既存藻場と同様の変化傾向であったこと

から、手植え移植藻場の台風に対する耐性は既存藻場と同程度であった

と考えられる。（P.9 参照） 

④海草種の遷移について 移植 1 ヵ月後から大型海草類の被度は徐々に減少し、小型海草類の被

度が増加した。その後小型海草類の被度は横ばいで推移し、約 2 年後の

平成 17 年 5 月では大型海草の割合が増加しており、今後大型海草類の

被度が増加していく可能性が窺える。 

これらの構成種の被度変化は一般的な海草類の遷移の初期過程に類似

しており、遷移の途上にあることが考えられる。（P.10 参照） 

⑤藻場の再生産について 移植海草藻場の生育面積が 2 年間で約 2 倍に拡大していることから、

地下茎の伸張に伴って新たな株が分枝していると考えられ、再生産は行

われていると考えられる。（P.22 参照） 

⑥広域的な評価について 泡瀬海域全域の藻場分布状況は、全体の藻場面積はやや減少傾向にあ

り、被度別の面積についてもとくに 50％以上の濃生域の面積が減少し

ている。また、比較的高被度の既存藻場内に設定されている監視地点に

おいても生育被度は 13 地点中 11 地点で減少しており、泡瀬海域全域で

藻場が衰退傾向にあることが窺える。（P.23、26 参照） 

 

【評価結果】 

以上のことから移植計画については、移植藻場の面積、被度などからみて、移植場所の選定や移

植手法が原因と思われる減耗は特段見当たらないことから、妥当な計画が策定されていたと評価で

きる。しかし、局所的にみると、減耗が生じているので、より精緻な条件設定や環境条件の保全・

創造が必要であると考えられる。 



 -4-

移植藻場における初期減耗、台風への耐性、生育種の遷移については当初想定していた範囲内で

あり、現在も自然の外力変動を受けながら、移植後の遷移が継続している状況にあると評価できる。 

また、移植海草の再生産や広域的な分布結果から藻場の再生産は行われているが、泡瀬海域全域

では藻場が衰退傾向にあることから、現在の被度についても既存藻場の変化と合わせて長期的な視

点での評価が重要であると考えられる。 
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① 移植適地の評価の根拠 

移植適地の選定に当たっては、以下の条件が適地として可能性が高いと推定された。 

・ 水深（C.D.L.-0.5ｍ～-4.0ｍ） 

・ 外力（台風時のせん断力が 40dyn/cm2以下） 

・ 底質（砂質かつ貫入試験において深度 5cm 以上が 20 回中 15 回以上） 

・ その他（既存藻場に近接していること） 

 

適地選定の根拠（移植計画より抜粋） 

水深：自然の海草藻場は、C.D.L.-4～+0.5ｍの水深帯に形成されており、この水深帯は適地であると考えられる。

一方、機械化移植実験においては、干出や気温の影響を受けやすい浅所（主に C.D.L.-0.3ｍ以浅）では、移植

後の生育状況が悪かったことから移植ブロックの厚さが約 20cm あることを考慮して絞り込み、C.D.L.-4m～-

0.5m の水深帯とした。 

外力：自然の海草の分布状態と外力の関係を整理し、生息しやすい条件を検討した結果、台風時の底面せん断力が

15～20dyn/cm2の場所に多くの海草藻場が形成されていることを確認した。一方、台風時に概ね40dyn/cm2以上

の場所では、藻場周縁部において、消失や地下茎の露出などの被害が見られたことから、台風時の底面せん断

力が40dyn/cm2以下であることを移植先適地の条件とした。 

底質：手植え移植試験は、自然藻場に隣接し、水深や外力の条件が同様な砂地の３地点で行ったが、移植後の生育

状況に差が生じた。したがって、差が生じた原因は、底質（特に地中の部分）と考えられ、貫入試験を実施し

たところ、藻場内においては砂が堆積して柔らかいこと及び３地点の底質には差があることを確認した。藻場

外は移植前の底質と想定し、移植後の生育をSt.Ⅲ程度と期待する場合、条件の値を20回の貫入試験において、

深度：5cm以上を15回以上確認することが一つの目安となった。 

その他：移植先適地の条件として、水深、外力、底質をそれぞれ設定したが、それ以外にどのような条件があるの

かは、十分解明ができておらず、自然藻場に近接させること等により、リスクを低減させることとした。 

 

これらの条件で選定した移植地では、後述する面積、被度、生物生息状況等の推移から判断して、

移植海草藻場の藻場生態系が維持されていると考えられることから、海草の生育が可能な場所であ

り適地選定条件は概ね妥当であったと評価される。 

その後、調査結果の集積から水深と底質については、より詳細な条件が把握されつつある。 

 

＜水深について（適地選定条件の補足）＞ 

これまでの泡瀬海域の既存藻場の分布域と水深の関係を整理すると（図 1）、水深 0.0ｍ～-0.9ｍ

と浅場に集中して比較的被度の高い藻場が形成されていたことがわかる。したがって-0.9ｍ以浅の

浅場が海草の生育にはより好適であることが推察された。 
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被度 水深幅 

被度 50％以上 0.0～-0.9m 

被度 50％未満 0.3～-4.2m 

表 2 藻場の被度別の水深帯 

（図中の数値は C.D.L 基準） 

藻場の分布状況は平成 14 年 11 月の調査結果を示す。 

図 1  防波堤周辺部の水深と藻場分布図 

―凡例― 

■：海草藻場被度 50％以上  

■：海草藻場場度 10～50％ 

■：ガラモ場被度 50％以上 

■：ガラモ場被度 10～50％  



 -7-

＜底質について（適地選定条件の補足）＞ 

手植え移植は適地選定条件に従い貫入試験において貫入深度 5ｃｍ以上が 20 回中 15 回以上の

箇所の周辺で実施された。 

その後の調査結果の整理したところ、貫入深度が約 8cm 以下の場所では海草の生育が確認され

ていない（図 3）。このことから移植適地条件として、5cm 以上の貫入回数が 20 回中 15 回以上

であるとともに、新たに平均貫入深度が約 8cm 以上であることも海草生育には重要である可能性

が考えられた。 

図 2  防波堤背後域の底質貫入試験地点と海草分布 

 

 

               表 3 移植候補地における貫入試験の調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 平均貫入深度と海草生育被度 

 

区域 貫入試験結果（貫入深度

が 5cm 以上の値） 

地点数 

15/20 以上 25 藻場内 

15/20 以下 1 

15/20 以上 25 藻場外 

15/20 以下 27 

合計 78 

底質貫入試験地点 

平均貫入と被度

y = 0.3049x + 6.4486
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② 初期減耗の評価の根拠 

移植藻場の面積は移植 1 ヵ月後から 2 ヵ月後にかけて若干減少しているが、これは採取時の地下

茎等の切断によるストレスの影響と考えられる。その後面積は増加し続けている。また、被度も移

植 1 ヵ月後から 2 ヵ月後に被度は 30％から 20％に減少しており、4 ヵ月後に若干減少したもののそ

の後台風による減耗を受けるまでは横ばいで推移している。面積や被度の変化から、移植 4 ヵ月後

以降は既存藻場でも減耗がみられた台風時を除くと減少はみられていないことから、これらの変化

は当初移植後 3 ヵ月程度の間は生じると考えられていたラグフェイズであると考えられる。 
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図 4 手植え移植藻場の生育面積、被度の変化 
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③ 台風に対する耐性の評価の根拠 

移植 8 ヵ月後の平成 15 年 8 月には台風が襲来し、手植え移植藻場は面積の減少はみられなかった

が、被度は 15％から 10％に減少した。この台風時は既存藻場においても同様に被度の減少が確認さ

れている。また、平成 16 年 6 月～10 月にかけて大型の台風が複数襲来し既存藻場でももっとも顕

著なところでは被度が 30％から 15％に減少している中、手植え移植藻場の被度は維持されていたこ

とから、手植え移植藻場の台風に対する耐性は既存藻場と同程度であったと考えられる。 
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図 5 台風の襲来と被度の変化 
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15%から 10%に減少 
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④ 海草種の遷移の評価の根拠 

手植え移植藻場の被度の変化は前述したとおりだが、その内訳として種別の被度を図 6 に示した。 

移植 1 ヵ月後から構成種の被度の変化が確認され、特に大型海草種や小型海草のウミヒルモでは

被度の変化が顕著であった。 

大型海草種については（表 4）、移植直後ではリュウキュウアマモやボウバアマモの被度が高か

ったが、約 2 年後の現在では、リュウキュウスガモの割合が多くなっている。 

これらの傾向について、調査結果の解析や既往の文献を整理して遷移について考察を次ページ以

降に示す。 

※59 枠についての平均被度とした。 

図 6 移植藻場の種別被度 

表 4  各調査区域の生育状況（手植えによる移植工事）(左：移植 1 ヵ月後、右：移植 2 年 4 ヵ月後) 

  

0.0 0.0 0.3 0.6 0.7 1.4 1.5 1.8 2.2 3.1 3.1 2.3 2.1 2.1 2.0 1.7 2.1 2.3 2.3 2.4 2.4 2.92.3 2.3 2.5 2.7 2.8
3.7 2.7 2.6 2.6

2.7 2.7
2.7 2.5 2.6 2.5 2.5 2.6 2.5 2.5 2.5 2.5 2.6

2.3 2.4
2.7 2.7 2.6

2.5
2.4 2.4 2.5

2.5 2.5
2.5 2.5 2.6 2.6 2.6 2.6 2.3 2.4 2.5 2.5

2.5

0.5 0.5
0.5 0.4 0.5

0.5
0.5

1.4 0.8
0.7 0.7

0.7 0.7 0.6 0.7 0.7 0.7 0.5 0.6 0.6 0.6 0.3

8.9
6.6 4.9 4.0 3.9

3.9

2.6
2.5 2.4

2.4 2.2
2.1 2.1 2.4 2.2 2.1 2.2 1.9 1.9 1.9 1.8 1.8

5.3

4.5
3.9

3.1 2.9

2.7

2.5
2.5 2.4

2.4 2.4
2.4 2.2 2.2 2.2 2.0 2.0

1.6 1.9 1.9 1.9 1.6

10.4

7 .6

4 .9

4.1
3.7

3 .7

3 .2
3 .2 3.3

3.6 3 .7
3 .6

3 .7
4.1 4.0

4 .1
4 .2

3.8
3.9 3 .9 3 .9

5 .0

0

5

10

15

20

25

30

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 3月 5月 6月 7月 9月 10月 11月 1月 3月 5月

平成15年 平成16年 平成17年

（年月)

生
育

被
度

（
%
）

リュウキュウスガモ

ボウバアマモ

リュウキュウアマモ

ベニアマモ

ウミジグサ

マツバウミジグサ

ウミヒルモ

大
型
海

草

小
型

海
草

(台風後) (台風後) (台風後)

調査時期：平成17年5月28日

項目 調査点 1E 1F 1G 1H 1I 1J 2E 2F 2G 2H 2I 2J 3E 3F 3G 3H 3I 3J 4E 4F 4G 4H 4I 4J

全体被度（％） + + + + + 5 + + + + 15 15 + 15 15 15 10 10 + 10 5 10 15 25

1 ウミジグサ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

2 マツバウミジグサ + + + + + + + + + + + + 5 5 + + + + + 5 + +

3 ベニアマモ

4 リュウキュウアマモ + + + + + + + + + + + + + 5

5 ボウバアマモ + + + + + + + + + + +

6 ウミヒルモ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

7 ホソウミヒルモ + + + + + + + + +

8 リュウキュウスガモ + + + + + + + + + + 5 + 10 10 10 10 10 + 5 5 5 15 20

葉枯れ状況 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ △

地下茎の露出・剥離 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

移植海草類の埋没 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全体面積（㎡） 0.8 2.0 3.0 0.8 2.2 2.8 0.1 0.2 2.9 2.0 2.5 3.3 0.2 2.5 3.5 3.5 3.5 3.5 0.8 3.0 2.5 3.0 3.0 3.5

大型海草面積（㎡） 0.4 0.8 0.4 0.4 1.0 1.8 0.0 0.2 0.8 0.5 1.6 1.5 0.1 1.6 2.0 1.8 1.8 2.0 0.6 1.5 1.0 0.8 2.5 3.0

項目 調査点 5E 5F 5G 5H 5I 5J 6E 6F 6G 6H 6I 6J 7E 7F 7G 7H 7I 7J 8E 8F 8G 8H 8I 8J

全体被度（％） + + + 10 5 10 + + + 10 10 5 + + 10 10 15 5 + + + + + 5

1 ウミジグサ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

2 マツバウミジグサ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

3 ベニアマモ + + +

4 リュウキュウアマモ + + + + + + + + + + 5 5 + 5 5 + + + +

5 ボウバアマモ + + + + + 5 5 + + + +

6 ウミヒルモ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

7 ホソウミヒルモ +

8 リュウキュウスガモ + 5 + 5 5 10 + + 5 + + + + + 5 + + + + + +

葉枯れ状況 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地下茎の露出・剥離 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

移植海草類の埋没 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全体面積（㎡） 0.8 2.6 1.8 2.5 3.0 3.0 0.8 0.8 0.8 2.5 2.0 2.5 0.4 1.6 2.6 3.0 3.0 2.5 0.4 0.4 1.8 3.8 3.2 3.0

大型海草面積（㎡） 0.4 1.0 0.4 1.5 1.5 1.5 0.4 0.4 0.4 2.0 1.5 2.0 0.0 0.6 1.5 0.8 2.5 1.0 0.0 0.2 1.4 1.8 1.8 1.8

項目 調査点 9E 9F 9G 9H 9I 9J 10E 10F 10G 10H 10I 10J 11E 11F 11G 11H 11I 11J 12E 12F 12G 12H 12I 12J

全体被度（％） + 5 15 15 10 10 + 10 20 20 15 10 + 5 10 15 10 10 + 5 10 10 10 10

1 ウミジグサ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

2 マツバウミジグサ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

3 ベニアマモ + + + +

4 リュウキュウアマモ + + + + + + + + + + + +

5 ボウバアマモ + + + + + + + + + + + + +

6 ウミヒルモ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

7 ホソウミヒルモ

8 リュウキュウスガモ + 5 5 10 5 5 + 10 10 10 5 5 + + + 5 + + + + + + + +

葉枯れ状況 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地下茎の露出・剥離 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

移植海草類の埋没 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全体面積（㎡） 0.2 3.0 3.3 3.8 3.8 3.2 0.8 3.6 3.8 3.9 3.8 3.8 1.0 3.8 3.8 4.0 3.8 3.8 1.0 3.2 3.4 3.8 3.5 3.6

大型海草面積（㎡） 0.1 2.0 2.2 3.0 2.0 3.0 0.5 3.4 3.8 3.0 3.0 3.4 0.5 2.2 2.5 3.0 2.0 2.0 0.2 2.0 2.0 2.5 2.0 2.0

注）葉枯れ状況は「50％以上：×、50％未満：△、ほとんどなし：○」で示す。

波浪等による地下茎の露出は「露出部あり：×、ほとんどなし：○」で示す。

波浪等による移植海草類の埋没は「埋没部あり：×、ほとんどなし：○」で示す。

　　　は移植時に、手植移植を行わなかった地点を示す。

+は５％未満を示す。

調査時期：平成15年2月7～10日

項目
調査点 1F 1G 1H 1I 1J 2F 2G 2H 2I 2J 3F 3G 3H 3I 3J 4E 4F 4G 4H 4I 4J

全体被度（％） 25 25 20 20 20 20 25 30 20 30 30 25 25 20 25 15 30 25 20 30 25

1 ベニアマモ +

2 リュウキュウアマモ + + 5 + 5 + + + + + + 5 10

3 ボウバアマモ 5 + 5 10 5 + 10 10 10 10 5 5 + 5 10 + + 10 10 10 10

4 ウミジグサ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

5 マツバウミジグサ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

6 リュキュウスガモ 15 20 10 5 5 15 10 15 5 10 20 15 15 10 10 10 20 10 5 10 +

葉枯れ状況 × × △ ○ ○ × △ △ △ ○ △ △ △ ○ ○ △ △ △ △ △ ○

地下茎の露出・剥離 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

移植海草類の埋没 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

面積（ｍ2） 1.2 1.2 1.0 1.0 1.0 1.0 1.2 1.4 1.4 1.6 1.6 1.4 1.4 1.2 1.6 0.6 1.6 1.4 0.8 1.6 1.4

項目
調査点 5F 5G 5H 5I 5J 6F 6G 6H 6I 6J 7F 7G 7H 7I 7J 8F 8G 8H 8I 8J

全体被度（％） 35 30 30 25 30 30 35 30 35 35 35 35 30 30 25 - - 25 30 30

1 ベニアマモ + + + + + - - +

2 リュウキュウアマモ 30 25 10 + + 15 10 5 30 30 25 30 30 10 - - 10 20 25

3 ボウバアマモ + + + + + 10 15 5 5 + + + + - - 10 10 +

4 ウミジグサ + + + + + + + + + + + + + - - + +

5 マツバウミジグサ + + + + + + + + + + + + + - - + + +

6 リュキュウスガモ + 15 20 20 + + 10 + + + 15 20 - - + +

葉枯れ状況 × × △ △ △ △ △ × × × × △ × △ ○ - - △ × △

地下茎の露出・剥離 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - ○ ○ ○

移植海草類の埋没 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - ○ ○ ○

面積（ｍ2） 2.6 1.6 1.4 1.4 1.6 1.6 2.0 1.8 1.8 1.8 2.2 2.4 1.8 1.6 1.4 0.0 0.0 1.4 1.6 2.0

項目
調査点 9F 9G 9H 9I 9J 10F 10G 10H 10I 10J 11F 11G 11H 11I 11J 12F 12G 12H 12I 12J

全体被度（％） 30 20 35 35 35 35 35 30 30 35 25 25 30 20 25 35 35 35 35 25

1 ベニアマモ + + + + +

2 リュウキュウアマモ + 30 25 + + + + 25 25 25 20 +

3 ボウバアマモ + + 5 10 10 + + + + + + + + 5 10 + + + 5 10

4 ウミジグサ + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

5 マツバウミジグサ + + + + + + + + + + + + + + + + + +

6 リュキュウスガモ 20 15 25 20 10 + 5 20 20 25 15 15 20 10 10 5 + + 5 10

葉枯れ状況 ○ △ △ ○ ○ △ × △ △ ○ △ △ △ △ △ × △ × × △

地下茎の露出・剥離 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

移植海草類の埋没 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

面積（ｍ2） 1.8 1.2 2.0 1.6 1.8 1.8 2.0 1.8 2.2 2.4 1.6 1.8 2.0 1.4 1.0 2.0 2.4 2.6 2.0 1.4

注） 葉枯れ状況｢50%以上：×、50%未満：△、ほとんどなし：○｣

波浪等による地下茎の露出｢露出部あり：×、ほとんどなし：○｣

波浪等による移植海草類の埋没｢埋没部あり：×、ほとんどなし：○｣

移植時に、手植移植を行わなかった地点を示す。
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④-1 手植え移植藻場の海草類の遷移についての考察 

 

④-1.1 海草類の遷移について（既往文献より） 

 

＜遷移について＞ 

1)インド洋・西太平洋の熱帯・亜熱帯域における海草藻場の特徴のひとつとして、種の多様性

が高く、多くの種が比較的狭い範囲で混生していることがあげられる（Fortes MD 1988）。 

 

2）海草群落内に裸地ができるとそこには生長率が高い種が最初に進入することが確認されてい

る。東南アジアの混合藻場で行われた覆土実験によると、優占種であるリュウキュウスガモ

の死亡により群落内に裸地ができると、そこには生長の早いウミヒルモ、ウミジグサによっ

て占められた（Duarte CM 1997）。 

 

3） ウミヒルモのパッチにおいてパッチ周辺部がギ

ャップの場合は、パッチに隣接してリュウキュ

ウスガモの植生が存在する場合よりも、ウミヒ

ルモの生長量が数倍高いことを示した（nakaoka 

2000）。 

 

 

 

 

 

 

 

4） 上記 2）、3）より、熱帯混合藻場では一般に、加入率が高く生長が早い小型種（ウミヒル

モ属、ウミジグサ属）は種間競争には弱く、やがて生長の遅いものの競争に強い大型種

（リュウキュウスガモ属）に入れ替わることが予測されている（渡辺 2000）。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

リュウキュウスガモ 

ウミヒルモ ウミヒルモ

砂地 

･Center ･Center 

･Edge ･Edge 
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＜生長速度について＞ 

 

5）海草の生長速度について、リュウキュウスガモの地下茎伸張速度は 21cm/年、ベニアマモは

34cm/年、リュウキュウアマモは 78cm/年、ボウバアマモは 135cm/年、ウミヒルモは 141cm/

年であるとしている（Vermaat JE 1995）。 

 

6）リュウキュウスガモとボウバアマモを芝植え法で藻場造成した結果、根茎が次第に周辺砂地

に伸張することを確かめおり、地下茎の伸張速度は 1 年 7 ヶ月で最大 50cm に達した（当真 

1999）。 
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④-1.2.泡瀬海域での種別の分布状況について（自然藻場の調査結果の整理） 

 

泡瀬海域では比較的狭い範囲に約 10 種の海草類が確認されている。 

そこで、泡瀬海域における海草の生育状況について、これまでの調査結果を整理し場所や水深に

よる藻場構成種の分布の特徴をまとめた。 

泡瀬地区の自然藻場での海草類生育状況調査は、平成 16 年 11 月もしくは平成 17 年 1 月に図 7 に

示す地点で行っている。その地点における種別の被度を表 5 に示した。 
種別では平均被度がもっとも高かったのがリュウキュウスガモであり、ついでリュウキュウアマ

モであった。泡瀬海域の藻場ではリュウキュウスガモが優占種であると考えられる。 
 

 

図 7 自然藻場調査位置 

 

 

 

 

 

 

St.5 
St.8 

St.2 



 

 

-
14
-
 

 

 表 5 泡瀬海域にみられる海草の種別生育被度 

 

           

 

 

 

広域藻場スポット調査 監視調査 機械化移植対照区 干潟調査
コアマ
モ調査

調査点　 監視区 監視区（追加）

項目 St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.9 St.10

大型海草 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ 15 30 10 30 15 20 20 + 5 15 15 10 + 5 5 10

ﾘｭｳｷｭｳｱﾏﾓ 15 40 10 + 5 10 10 + + + 5 20 + +

ﾎﾞｳﾊﾞｱﾏﾓ 10 5 + + 10 + 10 + + + + + 5 + + +

ﾍﾞﾆｱﾏﾓ + 5 + + 5 + + + + + + 10

小型海草 ｳﾐｼﾞｸﾞｻ + + 25 + 5 + + + + + + + + + + + + +

ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ + + 10 + + 10 + + + + + + + + 5 + +

ｳﾐﾋﾙﾓ + + + + + + + + + + + +

ｺｱﾏﾓ 5 5 5

全体被度 45 75 70 40 40 45 45 + 10 15 25 40 20 10 10 15 10 - - 5
注） 1.　＋は被度５％未満を示す。
　　 2.　被度表示は５％単位で示す。

3.　平均被度は+を2.5として算出
4.　広域分布ｽﾎﾟｯﾄ調査は平成16年11月調査結果、その他の調査は平成17年1月調査結果を示す。
5.　黄色網掛け部分は優占種であることを示す。
6.　干潟調査以外は10ｍ枠内の被度を示す。干潟調査は地点周辺を目視観察。

0.8

-

3.5

3.0

1.5

10.5

6.5

3.4

2.1

St.イ St.ロ St.ハSt.6 St.8 St.9St.1 St.3 St.4 St.5
平均被度

St.5 St.8 St.2
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表 6 には調査地点を水深順に並べて示した。自然藻場での調査地点は水深 C.D.L.+0.5ｍ～-5.0

ｍの範囲にあり、リュウキュウスガモは水深に関係なく広く生育していることが分かる。一方、

リュウキュウアマモおよびボウバアマモなどはより水深の浅い地点に高被度で確認されており、

例えばリュウキュウアマモは、被度 5％以上が確認されているのは-1.4ｍ以浅であり、その中で

も-0.6ｍ以浅に集中して高被度で確認されている。また、-0.3ｍ以浅や-2.6ｍ以深では小型海草

類が優占種であった。 

調査地点の多くでリュウキュウスガモが優占種であったが、中にはリュウキュウスガモ以外（リ

ュウキュウアマモ、ベニアマモ、ウミジグサ）が優占種である地点もみられ、それらは水深が浅

く広域藻場分布で被度が 50％以上である地点やその周辺に限られていた（図 9）。被度 50％以上

の場は海草の生育に好適な環境であると考えられ、そのような環境ではリュウキュウスガモより

も生長の早い種が優占すると考えられる。 

表 6 自然藻場での水深別の海草種出現状況 
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図 8 泡瀬海域における水深と生育種の被度の関係 
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：優占種がリュウキュウスガモ、  ：優占種がリュウキュウスガモ以外、  ：小型海草が優占種 

 

 

 

図 9 泡瀬海域の藻場の分布域（平成 16 年 11 月調査） 

被度 50％以上の藻場では、リュウキュウスガモ以外の種が優占種であった。 
（地点によってリュウキュウアマモ、ベニアマモ、ウミジグサが優占） 

広域移植実験 St.ロ 

広域藻場スポット St.3

監視調査 St.5 

広域藻場スポット St.4
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④-1.3.海草種別の特徴 

3.1 泡瀬海域でみられる海草種の特徴（既往文献から） 

 

泡瀬海域で確認されている主な海草種の特徴を整理して表 7、図 10 に示した。 

泡瀬海域で優占種として考えられるリュウキュウスガモは他種に比べ地下茎が太く、匍匐深度が

もっとも深いことが分かっている。そのため、この種は比較的波浪等の外力が強い海域でも生育

が可能である。その他の大型海草は全般に外力が弱い場所に生育することがわかっており、小型

海草類は干出する場所から深い場所まで生育が可能なことが分かっている。 

 

表 7 泡瀬海域でみられる主な海草種の特徴 

種名 特徴（当真 1999 より作成） 

リュウキュウスガモ 強靭な根を持つ。地下茎の深さが他種よりも深い。内湾の静穏な砂地か

ら波浪がやや強い礁池まで生育する。 

ベニアマモ 直接波が当たらない場所に生育。リュウキュウスガモと混生。 

リュウキュウアマモ 地形的に遮蔽された地先に生育する傾向が強い。地下茎の匍匐深度が浅

いため生育の制限要因として底質の安定が必要。乾燥に弱い。 

ボウバアマモ 波当たりが強くない場所に生育。リュウキュウアマモと混生することが

多い。乾燥に弱い。 

ウミジグサ 地下茎は浅く水平方向に伸びて錯綜する。 

マツバウミジグサ 干出しても枯死しないため、湾奥部の干上がる場所から、礁池の中央部

まで生育することが可能。 

ウミヒルモ 生育場所は干上がる所から水深 33ｍまで広範囲に生育。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引用文献 

当真 武 1974 海産顕花植物（アジモ）について. 昭和 50 年沖縄水試事報､沖縄水編.69-74 

図 10 沖縄島で主にみられる海草類の根茎の匍匐深度（当真 1974） 
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3.2 生長様式の特徴（現地の観察から） 

リュウキュウスガモの地下茎の形状は図 4 にあるように他種と異なっており、根の伸張様式も同

様に他の種と異なっている。リュウキュウスガモとその他の海草の地下茎の伸張様式の模式図と

先端部の写真を図 11 に示した。リュウキュウスガモは地下茎先端部が伸張し伸張した地下茎から

上方に新芽が伸びるが、その他の種は株が分枝して増殖する様式をとっている。したがって図の

ように伸張方向に石や礫がある場合リュウキュウスガモはその下を地下茎が伸張することが可能

だが、その他の種ではそこで根の伸張が妨げられるためサンゴ礫の多い底質では根の伸張が制限

される。 

 

 

リュウキュウスガモの地下茎伸張様式 伸張部分先端部の写真 

 

 

その他の種の地下茎伸張様式 伸張部分先端部の写真 

図 11 種による地下茎伸張様式の違い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株が分枝して伸張するため石やレキによって伸張が妨げられる。 

サンゴ礫 

サンゴ礫 
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④-1.4 藻場の分布と遷移に関する考察 

4.1 海域の特性 

泡瀬海域全域では複数の海草が生育しているが、その中でも外力やその他の条件に適応範囲の

広いリュウキュウスガモが優占種であり、条件が整った範囲（水深、外力、底質など）に限りそ

の他の種が優占種となっていることが窺える。泡瀬海域では複数種の海草類が広く生育している

が生育環境は一様ではなく、底質や水深などの条件が複雑に作用して構成種が決定されていると

考えられる。当海域で成長速度が最も遅いものの底質や外力への適応範囲の広いリュウキュウス

ガモが優占種となっていることから、海草の生育にとって外力など生育制限要素の多い海域であ

ると推察される。 

泡瀬海域は沖にリーフが発達しているわけではなく外力は比較的強いと考えられる。実際に過去

に西防波堤建設後に背後域が静穏になり藻場が拡大や濃生化したことから、当海域の海草の生育

制限要素として外力は主要な要素であることを裏付けている。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 西防波堤建設前後の藻場分布域の変化 

1977 年 

2005 年

西防波堤建設後に背後域に藻場が形成、濃生化した。
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4.2 手植え移植藻場の遷移について 

4.2.1 小型海草から大型海草の遷移 

手植え移植は、海草が生育していない裸地部に千鳥格子状に移植を行っていることから、既往の

知見にもあるように、その隙間の砂地を埋めるようにまず生長の早い小型海草（ウミヒルモ）が

生育面積を広げたと考えられる。 

実際に図 13 に示すように移植藻場では移植後ウミヒルモが増加したがその後は横ばいで推移し

ており、一方リュウキュウスガモの被度が一旦減少後、台風による影響を受けつつも徐々に増加

していることが確認できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13 手植え移植藻場の種別被度の変化 
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図 14 機械化移植実験 St.ｌ（L）の種別変化の状況（参考） 
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手植え移植地の近傍に移植された広域移植実験地点 St.l（L）の移植後の種別被度の変化の一例

を図 14 に示した。この地点においても移植後、台風の襲来も重なり大型海草が減少し裸地部が拡

がった後（スケッチ参照）ウミヒルモの被度が増加した。その後、一旦減少したリュウキュウス

ガモは移植後約 2 年が経過したころから増加し続け、それに伴いウミヒルモの被度は低下してい

る。 

以上のことから、泡瀬海域においても裸地部ができるとウミヒルモの被度、面積が増加し、その

後リュウキュウスガモが拡がることが確認された。手植え移植藻場においても、機械化移植 St.l

（L）の例のように今後、成長は遅いが種間競争に強いリュウキュウスガモ等の大型海草の被度が

増加すると考えられる。 

 

4.2.2 大型海草種の変化 

手植え移植藻場は、移植後大型海草種の種構成も優占種がリュウキュウアマモ、ボウバアマモか

らリュウキュウスガモへ変化がみられた。移植地の水深は C.D.L.-0.8～-1.0ｍであり現地調査結

果から（表 5、図 15）、この水深帯は泡瀬海域の自然藻場の多くはリュウキュウスガモが優占し

ている。したがって、現在手植え移植藻場でリュウキュウスガモが優占種になっていることは、

その場に適応した種が拡大していることの現れであり、自然の遷移の過程であると考えられる。   

今後もリュウキュウスガモを優占種として、リュウキュウアマモやボウバアマモなど複数の海草

が混生する藻場が形成されていくことが考えられるが、西防波堤が形成され静穏性が高まったこ

とで藻場が拡大した事例や高被度域ではリュウキュウスガモ以外が優占種となっていることから

も、今後被度の増加にともない静穏性が保持され砂が堆積することでリュウキュウアマモやボウ

バアマモの被度も増加すると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
図 15 泡瀬海域でみられる主な海草種とその分布が確認された水深帯（模式図） 
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⑤ 藻場の再生産の評価の根拠 

移植海草の生育面積は約 2 倍に拡大し現在も増加し続けていることから（図 4）継続的

に根は伸張していると考えられ、それに伴って新たな株が分枝していると考えられる。図

7 に手植え移植藻場の面積拡大状況を示した。移植を行った枠内から枠外へ根を伸張させ

て生育面積を拡大させていることが確認できる。亜熱帯海草は栄養繁殖が面積拡大の主な

手段と考えられていることから、生育面積が拡大していることは再生産が行われているか

らであると言える。 

また、移植藻場内でリュウキュウスガモの結実が確認されている（写真 1）。リュウキ

ュウスガモの種子は熟した後水面に数時間浮くことが確かめられていることから、移植藻

場内で結実した実が移植藻場内で発芽するとは限らないが、今後種子による発芽状況やそ

れらに伴う被度向上の寄与について注意深く監視することが重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 生育面積の拡大状況 

 

写真 1 移植藻場で確認されたリュウキュウスガモの実（平成 16 年 12 月撮影）

2 年後

 

 

上記の区分は 2m 枠内（4ｍ2）の面積を示す。 

リュウキュウ

スガモの実 
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⑥ 広域的な評価の根拠 
 泡瀬海域全域を対象として藻場の分布調査を行っているが、全体の生育面積はやや減

少傾向にあり、とくに 50％以上の濃生域の面積の減少が目立っている。比較的高被度の既

存藻場内に設定されている監視地点においても生育被度は 13 地点中 11 地点で減少傾向に

あることから（Ｐ.27 図 20）、泡瀬海域全域で藻場が衰退傾向にあることが窺える。 

 

平成 14 年 11 月 5 日～12 日（海草藻場 274ha） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 16 年 11 月 10 日～24 日（海草藻場 236ha） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 17 泡瀬海域全域の藻場分布状況 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

図 18 泡瀬海域全域における藻場分布面積、被度の変化 
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3.手植え移植藻場の総合評価 
 

環境影響評価書によれば、移植先の海草・藻場の監視基準は「移植時と比較して海草の

生育被度が高くなっており、藻場に多くの生物が出現していること」となっている。 

一方、手植え移植藻場の評価指標である被度、面積、生物生息状況を総括すると、以下

のとおりである。 

 

表 8 手植え移植藻場の総合評価 

被度 手植え移植藻場の被度については、平均で移植後 2 年間（H15.2～

H17.3）で 30％から 10％に減少しその後増加するまでにはいたって

いない。 

 泡瀬干潟における既存藻場の被度の状況は、近年全体的に減少傾

向であり、既存藻場内で監視調査を行っている 13 地点中 11 地点で

減少が確認されている。13 地点平均で被度は 39％から 15％に減少し

ていた。 

移植後 2 年間で移植藻場の被度は減少しているものの、その変化は

既存（自然）藻場と同程度であると考えられる。 

面積 手植え移植藻場の面積については、全体で移植後 2 年間（H15.2～

H17.1）で約 2 倍に増加しており、海草が生育していない場に手植え

移植することで現在約 200m2の藻場が形成されている。 

泡瀬干潟における既存藻場の面積は、大きく変動しながら、ここ 2

年間は、236～277ha の範囲である。 

移植後 2 年間で移植藻場の面積は拡大した。これは、再生産が順調

に行われていることの表れであると考えられるが、被度の増加が同

時的に起こっていないこと、海草種の遷移が進行していることなど

から、まだ定常的な消長ではなく、移植後の遷移的な拡大が進行し

ている状況にあると判断される。 

生物生息状況 

 

 

 

 

 

手植え移植藻場に生息する生物の生息状況については、移植後 2

年間（H15.1～H17.1）において、種類数、個体数はそれぞれ、2～16

種類と 3～59 個体（2ｍ枠内）である。また、フトコロガイなどのア

マモ場でよくみられる生物も確認されている。 

泡瀬海域の既存藻場における代表地点の生息生物の種類数は 3～20

種、個体数は 5～218 個体である。 

移植藻場では移植直後は種類数、個体数ともに少なかったがその

後増加し、現在では周囲の既存（自然）藻場と同程度の数が確認さ

れている。また、確認されている種についても同等であると確認さ

れていることから、移植藻場は底生生物の生息場としての機能を果

たしていると考えられる。 

 

【評価結果】 

移植後 2 年が経過した現時点の移植結果を各種評価項目から総合的に判断すると以下の

とおりである。短期的にみれば、被度においては一旦減少した後増加するまでにはいたっ

ていないが自然藻場の変動の範囲内であること、藻場の面積、生物生息状況においては概

ね良好な結果が得られており、移植海草の再生産は図られ、生物生息環境も進展している

と判断されることから、藻場生態系が維持されている。長期的にみれば、大型海草群落は

遷移の途中ともみられ、今後もモニタリングを継続していくことが重要である。 
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①被度についての評価の根拠 
 

①-1 手植え移植藻場の被度について 
手植え移植藻場は、移植後の平成 15 年 2 月から 2 年 1 ヵ月が経過し、被度は当初の

30％から 10％に減少しその後横ばいで推移している。 

しかし、区画によっては台風による増減はみられ移植時と比較して減少している区画も

みられるが（St.2I）、台風による減耗から回復して移植時と同程度まで増加している区

画もみられる（St.10H）（付図 5）。 

全体生育被度
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図 19 移植域全体でみた生育被度（全区画の被度の平均）の変化 
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①-2 手植え移植藻場と既存藻場の被度の変化 

前述の通り、手植え移植藻場の被度は移植後に減少しその後増加には至っていない。し

かし、同時期に調査している泡瀬地区及び津堅島、熱田地区での広域の既存藻場の監視地

点（計 13 地点）の被度の変化をみると（図 20）、2 年間で増加している地点はみられず、

変化していなかった 2地点を除くすべての地点で減少しており、13 地点平均で被度は

39％から 15％に減少していた。 

したがって、手植え移植藻場の被度の減少は既存藻場の被度減少と比較しても卓越して

低いものではないと考えられる（表 9）。 

 

 

  

 

 
※図中●は手植え移植藻場を示す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 20 既存藻場の被度の推移 
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表 9  手植え移植藻場と既存藻場の被度の変化 
 監視地点  被度（年月） 約 2 年後の被度（現在） 

St.イ 10％（H14.10） 10％（H16.11） 

St.ロ 30％（ 〃 ） 15％（ 〃 ） 

St.ハ 35％（ 〃 ） 10％（ 〃 ） 

St.1 5％（H15.1） 5％（H17.1） 

St.2 30％（ 〃 ） 10％（ 〃 ） 

St.3 65％（ 〃 ） 15％（ 〃 ） 

St.4 60％（ 〃 ） 25％（ 〃 ） 

St.5 70％（ 〃 ） 40％（ 〃 ） 

St.6 30％（ 〃 ） 5％未満（ 〃 ） 

St.7 45％（ 〃 ） 10％（ 〃 ） 

St.8 45％（ 〃 ） 20％（ 〃 ） 

St.9 40％（ 〃 ） 20％（ 〃 ） 

既存藻場 

St.10 40％（ 〃 ） 10％（ 〃 ） 

既存藻場平均（13 地点平均） 39％ 15％ 

移植藻場 手植え移植藻場 

（全体平均） 

30％（H15.2） 10％（H17.3） 

 

※（ ）は調査年月を示す。既存藻場はすべて 10ｍ枠内の被度を示す。手植え移植藻場は区画全体の平均を示す。 

 既存藻場平均値は、5％未満を 2.5 として算出。 
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②面積についての評価の根拠 
手植え移植藻場の面積について図 22 に示した。移植地全体では地下茎が伸張し、生育

面積は継続的に拡大し移植時の約 2 倍になっている。 
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図 22 移植域全体でみた生育面積の変化 
 
 
 

※面積算定は 2m×2m コードラート内で海草類が生育している投影面積の枠面積に対する割合を目視観察し、 

面積（4ｍ2）を乗じた。その全枠の合計値を示す。 

(年月）

(台風後) (台風後) (台風後)(台風後)
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③生物生息状況についての評価の根拠 
移植先の藻場では 2ｍ枠内で大型底生生物（藻場内の底面や葉上にみられる生物）の出

現状況を監視しているが、種類数、個体数ともに移植後から増加しており、既存藻場の結

果と比較しても同程度であることが確認されている。確認されている種についてもフトコ

ロガイなどのアマモ場でよくみられる生物が確認されていることから、移植藻場は底生生

物の生息場としての機能を果たしていると考えられる。 
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図 23 移植藻場・既存藻場内の底生生物出現状況 

※St.イ～ハは既存藻場、St.2I、10H は手植え移植の詳細観察枠 

いずれの地点も 2ｍ×2ｍ枠内の出現数を示す 



 

 -30-

4. 手植え移植の今後の主な検討課題 
以上のような評価結果を踏まえ、以下の検討課題が残されていることを指摘する。 

 

①海草移植適地条件の精査 
これまでの調査結果を整理した結果、適地条件については以下の様に精緻化する必要が

ある。（下線部が追加箇所） 

 

イ）水深：C.D.L.-0.5ｍ～-4.0ｍ（概ね C.D.L.-0.5ｍ～-1.0ｍの範囲がより好適条件） 

ロ）外力（台風時の底面せん断力）：40dyn/cm2以下 

ハ）底質：砂質かつ貫入試験において深度 5cm 以上が 20 回中 15 回以上であること、 

且つ、平均貫入深度が 8ｃｍ以上であることが望ましい。 

ニ）その他：自然藻場に近接していること等 

 

②評価期間 
移植海草の評価においてはまず生育面積が増加し、次いで被度が向上するとの想定に基

づき、生育面積と生育被度の両面から監視を続けている。また、特に千鳥格子状に移植す

る手法においては、移植した海草の群体間に隙間があり、移植域全体で密生・濃生するま

でには時間を要する可能性が高い。そのため、面積や被度による評価においては、こうし

た変化のタイムスケールを考慮し長期的な視点で観察していくことが望ましい。 

 

③適地選定の高度化 
図 15 には西防波堤背後域における藻場及び底質の分布図に、①に示す移植適地条件を

満たすと考えられる概ねの範囲を重ねて示した（青部）。 

移植計画の立案にあたっては、この適地を対象とすることが前提となる。しかし、今後

はより健全かつ持続性の高い藻場生態系の保全に努めることして、より広範囲の保全を目

指すことが望ましいと考える。 

そうした条件を勘案すると、現在適地となっていない場に対して海草が生育する場に改

良する「場の創造」の技術を活用して、藻場の復元に努めることが望ましい。 

 
       は移植適地条件を満たす概ねの範囲 

  

図 24 西防波堤背後域の移植適地 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪資料編≫ 
  

 

付図 1  手植え移植位置 ----------------------------------------------- 1 

付図 2  移植も場の状況（写真）------------------------------------------ 1 

付図 3  移植区画の海草生育被度 ----------------------------------------- 2 

付図 4  移植区画の海草生育面積 ---------------------------------------- 4 

付図 5  移植地点の砂面変動と生育面積、被度 ---------------------------- 6 

付図 6  2ｍ×2ｍコドラーと内の海草類分布状況 -------------------------- 8 

付図 7  底質貫入試験結果 -------------------------------------------- 12 

付図 8  粒度組成分析 ------------------------------------------------ 12 

付図 9  主要構成種の葉長 -------------------------------------------- 13 

付表 10  大型底生生物の出現状況 -------------------------------------- 14 



 1

1. 手植え移植藻場の状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図 1 手植え移植位置 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

注）写真は枠を南向きに撮影した。（写真中のコードラートの 1 辺は 2ｍ） 

注）以下5回の調査による大型海草藻場

　　の分布範囲の重ね合わせにより作成

平成13年11月

平成14年11月

平成15年 6月

平成15年11月

平成16年 6月

付図 2 移植藻場の状況（移植 1 ヵ月後と約 2 年後）(左 St.2I、右 St.10H) 

移植 1 ヵ月後（H15.2） 

2 年後（H17.3） 

移植 1 ヵ月後（H15.2） 

2 年後（H17.3） 
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付図 3(1)  移植区画の海草生育被度（手植えによる移植工事） 
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付図 3(2)  移植区画の海草生育被度（手植えによる移植工事） 
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付図 4（1）移植区画の海草生育面積 



 5

 

写真 2-2-1（2） 移植藻場の状況（堆積した砂を掃うと海草の生育が確認できた） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図 4（2）移植区画の海草生育面積 
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付図 5（1） 移植地点の砂面変動と生育面積、被度（St.2I） 

（2ｍ×2ｍコードラート内目視観察による） 
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付図 5（2） 移植地点の砂面変動と生育面積、被度（St.10H） 

（2ｍ×2ｍコードラート内目視観察による） 
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※ 大型／小型海草の区分は、平成 16 年 5 月より開始。（それ以前は両者

をあわせた生育面積を表示） 
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付図 6(1)  2ｍ×2ｍコードラート内の海草類分布状況（手植えによる移植工事）（St.2I） 
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付図 6(2)  2ｍ×2ｍコードラート内の海草類分布状況（手植えによる移植工事）（St.10H） 
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付図 7 底質貫入試験結果（平均貫入深度と 5cm 以上の貫入回数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 付図 8 粒度組成分析（上 St.2I、下 St.10H） 
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注）St.10Hは平成15年3月以降調査を実施した。
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付図 9 主要構成種の葉長 
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付表 10（1）  大型底生生物の出現状況（2I） 

 

門 綱 目 科 学名 和名 3月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 3月 5月 6月 7月 9月 10月 11月 1月 3月
1 海綿動物 普通海綿 DEMOSPONGIAE 普通海綿綱 H R R R R R R R R R R R R
2 刺胞動物 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ EDWARDSIIDAE ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科 H

3 軟体動物 ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ NEOLORICATA ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ目 H 1 2 2 1 2 1

4 ﾏｷｶﾞｲ ｵｷﾅｴﾋﾞｽ ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ Chrysostoma paradoxum ｻﾗｻﾀﾞﾏｶﾞｲ S 1

5 Clanculus denticulatus ﾃﾂｲﾛﾅﾂﾓﾓｶﾞｲ S

6 Iwakawatrochus urbanus ｲﾜｶﾜﾁｸﾞｻｶﾞｲ L 1

7 ﾋﾒｱﾜﾋﾞｶﾞｲ Stomatella varia ﾋﾒｱﾜﾋﾞ H 3
8 ｻﾗｻﾊﾞｲ Phasianella solida ｻﾗｻﾊﾞｲ L 1

9 ﾆﾅ ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ VERMETIDAE ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ科 H 1 1

10 ｿﾃﾞﾎﾞﾗ Canarium mutabilis ﾑｶｼﾀﾓﾄｶﾞｲ S

11 Canarium urceum ｵﾊｸﾞﾛｶﾞｲ S 1 1

12 Conomurex luchuanus ﾏｶﾞｷｶﾞｲ S 1 1

13 ﾀﾏｶﾞｲ Naticarius onca ｱﾗｺﾞﾏﾌﾀﾞﾏｶﾞｲ H 1
14 ﾀｶﾗｶﾞｲ Erronea erronesa ﾅﾂﾒﾀﾞｶﾗｶﾞｲﾓﾄﾞｷ - 1

15 ﾊﾞｲ ｱｸｷｶﾞｲ MURICIDAE  ｱｸｷｶﾞｲ科 - 1

16 Chicoreus brunneus ｶﾞﾝｾﾞｷﾎﾞﾗ H 1 1

17 ﾀﾓﾄｶﾞｲ PYRENIDAE ﾀﾓﾄｶﾞｲ科 S

18 Euplica versicolor ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ S 4 19 6 4 2 2 1 2 2 2

19 Pyrene flava ﾑｼｴﾋﾞｶﾞｲ S 1 1 2 2 1
20 Pyrene testudinaria ﾏﾂﾑｼｶﾞｲ L 3 1 1 2

21 ｲﾄﾏｷﾎﾞﾗ Pleuroploca trapezium ｲﾄﾏｷﾎﾞﾗ -

22 FASCIOLARIIDAE ｲﾄﾏｷﾎﾞﾗ科 - 1

23 ｸﾀﾞﾏｷｶﾞｲ TURRIDAE ｸﾀﾞﾏｷｶﾞｲ科 -

24 ｲﾓｶﾞｲ CONIDAE ｲﾓｶﾞｲ科 S 1

25 Darioconus pennaceus ｱｼﾞﾛｲﾓｶﾞｲ S 1
26 Virgiconus flavidus ｷﾇｶﾂｷﾞｲﾓｶﾞｲ S

27 ﾆﾏｲｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ Anadara antiquata ﾘｭｳｷｭｳｻﾙﾎﾞｳｶﾞｲ S 1 1 1 1 1 1 1

28 ARCIDAE ﾌﾈｶﾞｲ科 H

29 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Modiolus philippinarum ﾎｿｽｼﾞﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ S 1 1 1 3 2 4 1

30 ﾊﾎﾞｳｷｶﾞｲ Pinna muricata ｲﾜｶﾜﾊｺﾞﾛﾓｶﾞｲ H 1

31 ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ Pinctada fucata martensi ｱｺﾔｶﾞｲ H 1 1 1 1
32 Pinctada panasesae ﾐﾄﾞﾘｱｵﾘｶﾞｲ H

33 ｼｭﾓｸｶﾞｲ MALLEIDAE ｼｭﾓｸｶﾞｲ科 H 1 1 1 1 2

34 ｲﾀﾔｶﾞｲ Chlamys albolineata ｼﾛｽｼﾞﾅﾃﾞｼｺｶﾞｲ H 1 1

35 ﾐﾉｶﾞｲ LIMIDAE ﾐﾉｶﾞｲ科 - 1

36 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ OSTREIDAE ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科 H 1 2 2 1

37 Dendostrea folium ﾜﾆｶﾞｷ H 1
38 ﾊﾏｸﾞﾘ ｷｸｻﾞﾙｶﾞｲ CHAMIDAE ｷｸｻﾞﾙｶﾞｲ科 H 1 1 1 1 1

39 ｻﾞﾙｶﾞｲ Fulvia aperta ｴﾏｲﾎﾞﾀﾝｶﾞｲ S 1

40 Vasticardium flavum ﾘｭｳｷｭｳｻﾞﾙｶﾞｲ S 2

41 ﾆｯｺｳｶﾞｲ Jactellina clathrata ｼﾎﾞﾘｻﾞｸﾗｶﾞｲ S

42 環形動物 ｺﾞｶｲ ﾌｻｺﾞｶｲ ﾌｻｺﾞｶｲ TEREBELLIDAE ﾌｻｺﾞｶｲ科 S

43 ｹﾔﾘ ｹﾔﾘﾑｼ SABELLIDAE ｹﾔﾘﾑｼ科 H
44 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ SERPULIDAE ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 - R R
45 節足動物 甲殻 ﾜﾗｼﾞﾑｼ ｸﾞｿｸﾑｼ AEGIDAE ｸﾞｿｸﾑｼ科 - 1

46 ｴﾋﾞ ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ PALAEMONOIDAE ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ科 P 1

47 Paranchistus sp. ﾎﾝｶｸﾚｴﾋﾞ属 - 1

48 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ Alpheus sp. ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属 - 1 2 2 1 1 1 1

49 ﾓｴﾋﾞ HIPPOLYTIDAE ﾓｴﾋﾞ科 -

50 ﾔﾄﾞｶﾘ ANOMURA ﾔﾄﾞｶﾘ亜目 - 2 2 1 2 2 1
51 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ Portunus pelagicus ﾀｲﾜﾝｶﾞｻﾞﾐ S 1

52 Thalamita sp. ﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ属 - 1 1 2

53 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ XANTHIDAE ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科 H 1 1 2 1 2 3 1 4 5 3 9 11 1 1 2 8 9

54 Pilumnus　sp． ｹﾌﾞｶｶﾞﾆ属 -

55 ｸﾓｶﾞﾆ MAJIDAE ｸﾓｶﾞﾆ科 H 1

56 ﾋｼｶﾞﾆ PARTHENOPIDAE ﾋｼｶﾞﾆ科 H 1
57 ｼｬｺ STOMATOPODA ｼｬｺ目 - 1 1

58 ﾌﾄﾕﾋﾞｼｬｺ GONODACTYLIDAE ﾌﾄﾕﾋﾞｼｬｺ科 - 1

59 触手動物 ｺｹﾑｼ BRYOZOA ｺｹﾑｼ綱 H R R R R R

60 棘皮動物 ﾋﾄﾃﾞ ｱｶﾋﾄﾃﾞ ｺﾌﾞﾋﾄﾃﾞ Protoreaster nodosus ｺﾌﾞﾋﾄﾃﾞ S 3 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1

61 ｳﾆ ﾎﾝｳﾆ ｻﾝｼｮｳｳﾆ TEMNOPLEURIDAE ｻﾝｼｮｳｳﾆ科 - 1

62 ﾗｯﾊﾟｳﾆ Toxopneustes pileolus ﾗｯﾊﾟｳﾆ S 1

63 Tripneustes gratilla ｼﾗﾋｹﾞｳﾆ S
64 ﾅﾏｺ ﾏﾅﾏｺ ｸﾛﾅﾏｺ Bohadschia bivittata ﾌﾀｽｼﾞﾅﾏｺ S 1

65 原索動物 ﾎﾔ 群体性ﾎﾔ類 H R R R

66 ﾏﾎﾞﾔ ﾏﾎﾞﾔ PYURIDAE ﾏﾎﾞﾔ科 H 1

全個体数(個体/4m
2
) - 4 10 15 30 15 17 12 5 12 3 11 7 21 19 13 12 17 11 17

出現種類数 - 2 7 11 11 9 12 9 4 9 3 6 4 10 10 12 11 14 7 10

注1）個体数のRは、被度５％未満の出現を示す。

2I

平成15年 平成16年 平成17年
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付表 10（2）  大型底生生物の出現状況（10H） 

 

門 綱 目 科 学名 和名 3月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 3月 5月 6月 7月 9月 10月 11月 1月 3月

1 海綿動物 普通海綿 DEMOSPONGIAE 普通海綿綱 H R R R R R R R R R R R R R R

2 刺胞動物 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ EDWARDSIIDAE ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科 H 2

3 軟体動物 ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ NEOLORICATA ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ目 H 2 2 2 1 1 1 2 5 1 1 1 1

4 ﾏｷｶﾞｲ ｵｷﾅｴﾋﾞｽ ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ Chrysostoma paradoxum ｻﾗｻﾀﾞﾏｶﾞｲ S

5 Clanculus denticulatus ﾃﾂｲﾛﾅﾂﾓﾓｶﾞｲ S 1

6 Iwakawatrochus urbanus ｲﾜｶﾜﾁｸﾞｻｶﾞｲ L 1

7 ﾋﾒｱﾜﾋﾞｶﾞｲ Stomatella varia ﾋﾒｱﾜﾋﾞ H 2 3 3 1 1 1

8 ｻﾗｻﾊﾞｲ Phasianella solida ｻﾗｻﾊﾞｲ L 3 1

9 ﾆﾅ ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ VERMETIDAE ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ科 H

10 ｿﾃﾞﾎﾞﾗ Canarium mutabilis ﾑｶｼﾀﾓﾄｶﾞｲ S 1

11 Canarium urceum ｵﾊｸﾞﾛｶﾞｲ S 1 2 2

12 Conomurex luchuanus ﾏｶﾞｷｶﾞｲ S 1 1

13 ﾀﾏｶﾞｲ Naticarius onca ｱﾗｺﾞﾏﾌﾀﾞﾏｶﾞｲ H

14 ﾀｶﾗｶﾞｲ Erronea erronesa ﾅﾂﾒﾀﾞｶﾗｶﾞｲﾓﾄﾞｷ - 1

15 ﾊﾞｲ ｱｸｷｶﾞｲ MURICIDAE  ｱｸｷｶﾞｲ科 -

16 Chicoreus brunneus ｶﾞﾝｾﾞｷﾎﾞﾗ H

17 ﾀﾓﾄｶﾞｲ PYRENIDAE ﾀﾓﾄｶﾞｲ科 S 1 1

18 Euplica versicolor ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ S 2 4 3 15 12 7 5 2 1 1 1 2

19 Pyrene flava ﾑｼｴﾋﾞｶﾞｲ S 1 3 2 1 2 1 3 1 2

20 Pyrene testudinaria ﾏﾂﾑｼｶﾞｲ L 3 1 1

21 ｲﾄﾏｷﾎﾞﾗ Pleuroploca trapezium ｲﾄﾏｷﾎﾞﾗ - 1 1

22 FASCIOLARIIDAE ｲﾄﾏｷﾎﾞﾗ科 - 1

23 ｸﾀﾞﾏｷｶﾞｲ TURRIDAE ｸﾀﾞﾏｷｶﾞｲ科 - 1

24 ｲﾓｶﾞｲ CONIDAE ｲﾓｶﾞｲ科 S

25 Darioconus pennaceus ｱｼﾞﾛｲﾓｶﾞｲ S 1 1

26 Virgiconus flavidus ｷﾇｶﾂｷﾞｲﾓｶﾞｲ S 1

27 ﾆﾏｲｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ Anadara antiquata ﾘｭｳｷｭｳｻﾙﾎﾞｳｶﾞｲ S

28 ARCIDAE ﾌﾈｶﾞｲ科 H 1

29 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Modiolus philippinarum ﾎｿｽｼﾞﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ S 1 1 2 1 6 1

30 ﾊﾎﾞｳｷｶﾞｲ Pinna muricata ｲﾜｶﾜﾊｺﾞﾛﾓｶﾞｲ H 1

31 ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ Pinctada fucata martensi ｱｺﾔｶﾞｲ H 1 1 1 1

32 Pinctada panasesae ﾐﾄﾞﾘｱｵﾘｶﾞｲ H 1

33 ｼｭﾓｸｶﾞｲ MALLEIDAE ｼｭﾓｸｶﾞｲ科 H 2 3 2 2 4 2 3 3 1 1 2 3 2 4 2

34 ｲﾀﾔｶﾞｲ Chlamys albolineata ｼﾛｽｼﾞﾅﾃﾞｼｺｶﾞｲ H

35 ﾐﾉｶﾞｲ LIMIDAE ﾐﾉｶﾞｲ科 -

36 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ OSTREIDAE ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科 H 1 1

37 Dendostrea folium ﾜﾆｶﾞｷ H

38 ﾊﾏｸﾞﾘ ｷｸｻﾞﾙｶﾞｲ CHAMIDAE ｷｸｻﾞﾙｶﾞｲ科 H 1 1 2 1 1 2

39 ｻﾞﾙｶﾞｲ Fulvia aperta ｴﾏｲﾎﾞﾀﾝｶﾞｲ S

40 Vasticardium flavum ﾘｭｳｷｭｳｻﾞﾙｶﾞｲ S

41 ﾆｯｺｳｶﾞｲ Jactellina clathrata ｼﾎﾞﾘｻﾞｸﾗｶﾞｲ S 1

42 環形動物 ｺﾞｶｲ ﾌｻｺﾞｶｲ ﾌｻｺﾞｶｲ TEREBELLIDAE ﾌｻｺﾞｶｲ科 S 1

43 ｹﾔﾘ ｹﾔﾘﾑｼ SABELLIDAE ｹﾔﾘﾑｼ科 H 1
44 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ SERPULIDAE ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 - R
45 節足動物 甲殻 ﾜﾗｼﾞﾑｼ ｸﾞｿｸﾑｼ AEGIDAE ｸﾞｿｸﾑｼ科 -

46 ｴﾋﾞ ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ PALAEMONOIDAE ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ科 P

47 Paranchistus sp. ﾎﾝｶｸﾚｴﾋﾞ属 - 1

48 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ Alpheus sp. ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属 - 1 1 1 1

49 ﾓｴﾋﾞ HIPPOLYTIDAE ﾓｴﾋﾞ科 - 1

50 ﾔﾄﾞｶﾘ ANOMURA ﾔﾄﾞｶﾘ亜目 - 1 1 2 1 1 1 2 1

51 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ Portunus pelagicus ﾀｲﾜﾝｶﾞｻﾞﾐ S

52 Thalamita sp. ﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ属 - 1 1 1 2 3 1 1 1

53 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ XANTHIDAE ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科 H 3 1 2 6 5 8 7 4 6 8 28 29 31 12 9 7 11

54 Pilumnus　sp． ｹﾌﾞｶｶﾞﾆ属 - 2 1

55 ｸﾓｶﾞﾆ MAJIDAE ｸﾓｶﾞﾆ科 H 1

56 ﾋｼｶﾞﾆ PARTHENOPIDAE ﾋｼｶﾞﾆ科 H 1

57 ｼｬｺ STOMATOPODA ｼｬｺ目 - 1 1

58 ﾌﾄﾕﾋﾞｼｬｺ GONODACTYLIDAE ﾌﾄﾕﾋﾞｼｬｺ科 -

59 触手動物 ｺｹﾑｼ BRYOZOA ｺｹﾑｼ綱 H R R

60 棘皮動物 ﾋﾄﾃﾞ ｱｶﾋﾄﾃﾞ ｺﾌﾞﾋﾄﾃﾞ Protoreaster nodosus ｺﾌﾞﾋﾄﾃﾞ S 1 1 1 1 3 1 1 1 1 2 2 1 2

61 ｳﾆ ﾎﾝｳﾆ ｻﾝｼｮｳｳﾆ TEMNOPLEURIDAE ｻﾝｼｮｳｳﾆ科 - 1 1

62 ﾗｯﾊﾟｳﾆ Toxopneustes pileolus ﾗｯﾊﾟｳﾆ S

63 Tripneustes gratilla ｼﾗﾋｹﾞｳﾆ S 1 2 1

64 ﾅﾏｺ ﾏﾅﾏｺ ｸﾛﾅﾏｺ Bohadschia bivittata ﾌﾀｽｼﾞﾅﾏｺ S 2 1 2 1

65 原索動物 ﾎﾔ 群体性ﾎﾔ類 H R

66 ﾏﾎﾞﾔ ﾏﾎﾞﾔ PYURIDAE ﾏﾎﾞﾔ科 H

全個体数(個体/4m
2
) - 6 10 23 31 20 34 26 12 24 10 12 13 47 43 59 25 16 15 16

出現種類数 - 4 4 14 13 7 15 13 5 14 6 8 7 15 11 16 10 10 7 8

注1）個体数のRは、被度５％未満の出現を示す。
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